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序文
日本語 at AionianBible.org/Preface

The Holy Bible Aionian Edition ® is the world’s first Bible un-translation! What is an un-
translation? Bibles are translated into each of our languages from the original Hebrew,
Aramaic, and Koine Greek. Occasionally, the best word translation cannot be found and
these words are transliterated letter by letter. Four well known transliterations are Christ,
baptism, angel, and apostle. The meaning is then preserved more accurately through
context and a dictionary. The Aionian Bible un-translates and instead transliterates
eleven additional Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for
individuals and all mankind, and the nature of afterlife destinies.

The first three words are aiōn, aiōnios, and aïdios, typically translated as eternal
and also world or eon. The Aionian Bible is named after an alternative spelling of
aiōnios. Consider that researchers question if aiōn and aiōnios actually mean eternal.
Translating aiōn as eternal in Matthew 28:20 makes no sense, as all agree. The Greek
word for eternal is aïdios, used in Romans 1:20 about God and in Jude 6 about demon
imprisonment. Yet what about aiōnios in John 3:16? Certainly we do not question
whether salvation is eternal! However, aiōnios means something much more wonderful
than infinite time! Ancient Greeks used aiōn to mean eon or age. They also used the
adjective aiōnios to mean entirety, such as complete or even consummate, but never
infinite time. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs. So aiōnios
is the perfect description of God's Word which has everything we need for life and
godliness! And the aiōnios life promised in John 3:16 is not simply a ticket to eternal life
in the future, but the invitation through faith to the consummate life beginning now!

The next seven words are Sheol, Hadēs, Geenna, Tartaroō, Abyssos, and Limnē Pyr.
These words are often translated as Hell, the place of eternal punishment. However,
Hell is ill-defined when compared with the Hebrew and Greek. For example, Sheol is
the abode of deceased believers and unbelievers and should never be translated as
Hell. Hadēs is a temporary place of punishment, Revelation 20:13-14. Geenna is the
Valley of Hinnom, Jerusalem's refuse dump, a temporal judgment for sin. Tartaroō is a
prison for demons, mentioned once in 2 Peter 2:4. Abyssos is a temporary prison for
the Beast and Satan. Translators are also inconsistent because Hell is used by the
King James Version 54 times, the New International Version 14 times, and the World
English Bible zero times. Finally, Limnē Pyr is the Lake of Fire, yet Matthew 25:41
explains that these fires are prepared for the Devil and his angels. So there is reason to
review our conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The eleventh word, eleēsē, reveals the grand conclusion of grace in Romans 11:32.
Please understand these eleven words. The original translation is unaltered and a
highlighted note is added to 64 Old Testament and 200 New Testament verses. To help
parallel study and Strong's Concordance use, apocryphal text is removed and most
variant verse numbering is mapped to the English standard. We thank our sources at
eBible.org, Crosswire.org, unbound.Biola.edu, Bible4u.net, and NHEB.net. The Aionian
Bible is copyrighted with creativecommons.org/licenses/by/4.0, allowing 100% freedom
to copy and print, if respecting source copyrights. Check the Reader's Guide and read
at AionianBible.org, with Android, and with TOR network. Why purple? King Jesus’
Word is royal and purple is the color of royalty! All profits are given to CoolCup.org.
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新約聖書



イエスは言った，「父よ，彼らをお許しください。

自分たちが何をしているかを知らないからです」。彼らは，

互いに彼の外衣を分けようとしてくじを引いた。

ルカの福音書 23:34
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マタイの福音書

1アブラハムの子，ダビデの子，イエ
ス・キリストの系図。 2アブラハム

はイサクの父となり，イサクはヤコブ

の父となり，ヤコブはユダとその兄弟

たちの父となり， 3ユダはタマルによ

ってペレツとゼラの父となり，ペレツ

はヘツロンの父となり，ヘツロンはラ

ムの父となり， 4ラムはアミナダブの

父となり，アミナダブはナフションの

父となり，ナフションはサルモンの父

となり， 5サルモンはラハブによって

ボアズの父となり，ボアズはルツによ

ってオベドの父となり，オベドはエッ

サイの父となり， 6エッサイはダビデ

王の父となり，ダビデはウリヤの妻で

あった女によってソロモンの父となり

， 7ソロモンはレハブアムの父となり

，レハブアムはアビヤの父となり，ア

ビヤはアサの父となり， 8アサはヨシ

ャファトの父となり，ヨシャファトは

ヨラムの父となり，ヨラムはウジヤの

父となり， 9ウジヤはヨタムの父とな

り，ヨタムはアハズの父となり，アハ

ズはヒゼキヤの父となり， 10ヒゼキ

ヤはマナセの父となり，マナセはアモ

ンの父となり，アモンはヨシヤの父と

なり， 11ヨシヤは，バビロンへの流

刑のころにエコニヤとその兄弟たちの

父となった。 12バビロンへの流刑の

のち，エコニヤはシャルティエルの父

となり，シャルティエルはゼルバベル

の父となり， 13ゼルバベルはアビウ

ドの父となり，アビウドはエリアキム

の父となり，エリアキムはアゾルの父

となり， 14アゾルはサドクの父とな

り，サドクはアキムの父となり，アキ

ムはエリウドの父となり， 15エリウ

ドはエレアザルの父となり，エレアザ

ルはマタンの父となり，マタンはヤコ

ブの父となり， 16ヤコブはマリアの

夫ヨセフの父となった。このマリアか

らキリストと呼ばれるイエスが生まれ

た。 17それで，アブラハムからダビ

デまでの世代は全部で十四代，ダビデ

からバビロンへの流刑までは十四代，

バビロンへの連行からキリストまでは

十四代である。 18さて，イエス・キ

リストの誕生は次のようであった。彼

の母マリアはヨセフと婚約していたが

，二人が一緒になる前に，彼女は聖霊

によって妊娠していることが分かった

。 19彼女の夫ヨセフは正しい人で，

彼女をさらし者にしたくなかったので

，ひそかに去らせようとした。 20し

かし彼がこうした事について考えてい

ると，見よ，主のみ使いが夢の中で彼

に現われて，こう言った。「ダビデの

子ヨセフよ，あなたの妻マリアを迎え

入れることを恐れてはいけない。彼女

の内に宿っているのは聖霊によるもの

だからだ。 21彼女は男の子を産むだ

ろう。あなたはその名をイエスと呼ぶ

ことになる。この者こそ，自分の民を

その罪から救うからだ」。 22ところ

で，このことすべてが起こったのは，

預言者を通して主によって語られたこ

とが果たされるためであった。こう言

われていた。 23「見よ，処女が妊娠

し，男の子を産むだろう。彼らはその

名をインマヌエルと呼ぶだろう」。こ

の名は，訳せば，「神はわたしたちと

共に」という意味である。 24ヨセフ

は眠りから覚め，主のみ使いが彼に命

じたとおりに行ない，自分の妻を迎え

入れた。 25しかし，彼女が初子を産
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むまでは，彼女を性的には知らなかっ

た。彼はその子をイエスと名付けた。

2さて，イエスがヘロデ王の時代にユ
ダヤのベツレヘムで生まれた時，見

よ，東方からの賢者たちがエルサレム

に来て，こう言った。 2「ユダヤ人の

王としてお生まれになった方はどこに

おられますか。わたしたちは東方でそ

の方の星を見たので，その方を拝むた

めに来たのです」。 3それを聞いてヘ

ロデ王は動揺し，彼と共に全エルサレ

ムも動揺した。 4彼は祭司長たちと民

の律法学者たちとをすべて集め寄せ，

キリストがどこで生まれることになっ

ているのかを彼らに尋ねた。 5彼らは

彼に言った，「ユダヤのベツレヘムで

す。預言者を通してこのように書かれ

ているからです。 6『ユダの地のベツ

レヘムよ，あなたは決してユダの君主

たちの間で最も小さいものではない。

あなたから一人の統治者が出て，わた

しの民イスラエルを牧するからだ』」

。 7そこで，ヘロデは賢者たちをひそ

かに呼んで，星が現われた時期を詳し

く聞き出した。 8彼らをベツレヘムに

遣わして言った，「行って，その幼子

のことを念入りに調べよ。見つけたら

，わたしに報告せよ。わたしも行って

拝むためだ」。 9王の言葉を聞いてか

ら，彼らは出かけて行った。すると見

よ，東方で見た星が彼らの先を行き，

ついに幼子のいる場所の上にやって来

て，止まった。 10その星を見て，彼

らは非常に大きな喜びをもって喜んだ

。 11家の中に入ると，その母マリア

と共にいる幼子を見，ひれ伏して彼を

拝んだ。自分たちの宝箱を開いて，金

と乳香と没薬を贈り物としてささげた

。 12夢でヘロデのもとに戻らないよ

う告げられたので，別の道を通って自

分たちの国へ帰って行った。 13さて

，彼らが去って行くと，見よ，主のみ

使いが夢の中でヨセフに現われて，こ

う言った。「起きて，幼子とその母を

連れてエジプトに逃げ，わたしが告げ

るまではそこにとどまりなさい。ヘロ

デがこの幼子を探し出して滅ぼそうと

しているからだ」。 14彼は起きて，

夜のうちに幼子とその母を連れてエジ

プトに去って行った。 15そしてヘロ

デが死ぬまでそこにいた。それは，預

言者を通して主によって語られたこと

が果たされるためであった。こう言わ

れていた。「エジプトから，わたしは

自分の子を呼び出した」。 16それか

らヘロデは，賢者たちにだまされたこ

とを知って非常に腹を立て，人を遣わ

して，賢者たちから詳しく聞き出した

時期に基づき，ベツレヘムとその周囲

の全地域にいる二歳以下の男の子をす

べて殺させた。 17その時，預言者エ

レミヤによって語られたことが果たさ

れた。こう言われていた。 18「ラマ

で声が聞こえた，泣いて，大いに悲し

む悲嘆の声が。ラケルは自分の子供た

ちのために泣き，慰めてもらおうとし

ない。彼らがもういないからだ」。 19

しかし，ヘロデが死ぬと，見よ，主の

み使いがエジプトにいるヨセフに夢の

中で現われて，こう言った。 20「起

きて，幼子とその母を連れてイスラエ

ルの地に入りなさい。幼子の命を求め

ていた者たちは死んだからだ」。 21

彼は起きて，幼子とその母を連れてイ

スラエルの地に入った。 22しかしア

ルケラオスがその父ヘロデの代わりに
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ユダを治めていると聞き，そこに行く

のを恐れた。夢の中で告げられて，ガ

リラヤ地方に退いた。 23そして，ナ

ザレと呼ばれる町に来て住んだ。預言

者たちを通して，「彼はナザレ人と呼

ばれるだろう」と語られたことが果た

されるためであった。

3そのころ，バプテスマを施す人ヨハ
ネが現われ，ユダヤの荒野で宣教し

て言った， 2「悔い改めなさい。天の

王国は近づいたからだ！」 3この者は

，預言者イザヤによって語られた者だ

ったのである。こう言われていた。「

荒野で叫ぶ者の声がする，主の道を整

えよ，その道筋をまっすぐにせよ」。

4ところで，このヨハネはラクダの毛

で作った衣を身に着け，皮の帯を腰に

巻いており，イナゴと野みつを食べて

いた。 5その時，エルサレムとユダヤ

全土とヨルダン周辺の全地方の人々が

彼のところに出て来た。 6人々は自分

の罪を告白して，ヨルダンで彼からバ

プテスマを受けていた。 7しかし，フ

ァリサイ人たちやサドカイ人たちの多

くが彼の施すバプテスマに来るのを見

た時，彼は彼らに言った，「マムシら

の子孫よ，来ようとしている憤りから

逃れるようにと，だれがあなた方に告

げたのか。 8それなら，悔い改めにふ

さわしい実を生み出しなさい！ 9『我

々の父にアブラハムがいる』などと考

えてはいけない。あなた方に告げるが

，神はこれらの石からでもアブラハム

に子孫を起こすことができるのだ。 10

「おのはすでに木々の根もとに置かれ

ている。だから，良い実を生み出さな

い木はみな切り倒されて，火の中に投

げ込まれるのだ。 11わたしは確かに

，悔い改めのためにあなた方に水でバ

プテスマを施しているが，わたしの後

に来る方はわたしより強力だ。わたし

はその方の履物を脱がすにも値しない

。その方は，あなた方に聖霊でバプテ

スマを施すだろう。 12ふるい分ける

フォークがその手にあり，その脱穀場

をすっかりきれいにする。その小麦を

倉に集め，もみ殻のほうは消すことの

できない火で焼き尽くすだろう」。 13

その時，イエスはガリラヤからヨルダ

ンに，ヨハネのところに来た。彼から

バプテスマを受けるためである。 14

しかしヨハネは，イエスをとどめよう

として言った，「わたしこそあなたか

らバプテスマを受ける必要があるのに

，あなたのほうがわたしのところに来

られるのですか」。 15しかしイエス

は答えて彼に言った，「今はそうさせ

てもらいたい。このようにしてすべて

の義を果たすのは，わたしたちにとっ

てふさわしいことなのだ」。そこで彼

はイエスの言うとおりにさせた。 16

イエスはバプテスマを受けると，すぐ

に水から上がった。すると見よ，天が

彼のために開いた。彼は，神の霊がハ

トのように自分の上に下って来るのを

目にした。 17見よ，天から出た声が

言った，「これはわたしの愛する子，

わたしの心にかなう者である」。

4それから，イエスは霊によって荒野
に導かれた。悪魔から誘惑を受ける

ためである。 2四十日四十夜断食し，

そののち空腹を感じた。 3すると誘惑

する者がやって来て，彼に言った，「

もしあなたが神の子なら，これらの石

がパンになるように命じなさい」。 4

しかし彼は答えた，「『人はパンだけ
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で生きるのではなく，神の口から出て

行く一つ一つの言葉によって生きなけ

ればならない』と書いてある」。 5そ

れから悪魔は彼を聖なる都の中に連れ

て来た。神殿の高い所に立たせて， 6

イエスに言った。「もしあなたが神の

子なら，下に身を投げなさい。こう書

いてあるからだ，『神はあなたについ

てご自分のみ使いたちに指示をお与え

になるだろう』，そして，『彼らはそ

の手であなたを支え，あなたが石に足

を打ちつけることのないようにする』

」。 7イエスは彼に言った，「『あな

たは，あなたの神なる主を試みてはな

らない』とも書いてある」。 8さらに

悪魔は彼を非常に高い山に連れて行き

，世のすべての王国とその栄光とを見

せた。 9彼はイエスに言った，「もし

あなたがひれ伏してわたしを拝むなら

，これらすべてをあなたに与えよう」

。 10その時，イエスは彼に言った，

「サタンよ，わたしの後ろに下がれ！

『あなたの神なる主をあなたは崇拝し

なければならず，その方だけに仕えな

ければならない』と書いてあるからだ

」。 11それから悪魔はイエスを離れ

た。そして見よ，み使いたちがやって

来て，彼に仕えた。 12さて，イエス

はヨハネが引き渡されたことを聞くと

，ガリラヤに退いた。 13ナザレを離

れ，ゼブルンとナフタリの地域にある

海辺のカペルナウムに来て住んだ。 14

それは預言者イザヤを通して語られた

ことが果たされるためであった。こう

言われていた。 15「ゼブルンの地と

ナフタリの地，海に向かう地とヨルダ

ンの向こうの地，異邦人たちのガリラ

ヤ。 16闇の中に座っている民は大き

な光を見た。その地方で死の陰で座っ

ている者たち，その者たちに光が昇っ

た」。 17その時からイエスは宣教を

開始して，こう言い始めた。「悔い改

めなさい！天の王国が近づいたからだ

」。 18ガリラヤの海辺を歩きながら

，彼は二人の兄弟，すなわちペトロと

呼ばれるシモンとその兄弟アンデレが

，海で網を打っているのを目にした。

彼らは漁師だったのである。 19彼は

彼らに言った，「わたしの後に付いて

来なさい。そうすればあなた方を，人

を捕る漁師にしよう」。 20すぐに彼

らは網を捨てて彼に従った。 21そこ

から進んで行くと，ゼベダイの子ヤコ

ブとその兄弟ヨハネとが，その父ゼベ

ダイと一緒に舟の中で自分たちの網を

繕っているのを目にした。彼は彼らを

呼んだ。 22すぐに彼らは，舟とその

父を残して，彼に従った。 23イエス

はガリラヤ全土を歩き回り，その会堂

で教え，王国の福音を宣教し，民の中

のすべての疾患と病気をいやした。 24

彼に関する評判はシリア中に広まった

。人々は病気の者，すなわち，いろい

ろな疾患や苦痛で苦しんでいる者，悪

霊に取りつかれている者，てんかんの

者，体のまひした者などを，すべて彼

のもとに連れて来た。そこで彼は彼ら

をいやした。 25ガリラヤ，デカポリ

ス，エルサレム，ユダヤ，またヨルダ

ンの向こうから来た大群衆が彼に従っ

た。

5その群衆を見ると，彼は山に上った
。彼が座ると，弟子たちがそのもと

にやって来た。 2彼は口を開き，彼ら

を教えてこう言った。 3「霊において

貧しい人たちは幸いだ，天の王国はそ
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の人たちのものだからだ。 4嘆き悲し

む人たちは幸いだ，その人たちは慰め

られるからだ。 5柔和な人たちは幸い

だ，その人たちは地を受け継ぐからだ

。 6義に飢え渇く人たちは幸いだ，そ

の人たちは満たされるからだ。 7あわ

れみ深い人たちは幸いだ，その人たち

はあわれみを受けるからだ。 8心の清

い人たちは幸いだ，その人たちは神を

見るからだ。 9平和を造り出す人たち

は幸いだ，その人たちは神の子供と呼

ばれるからだ。 10義のために迫害さ

れてきた人たちは幸いだ，天の王国は

その人たちのものだからだ。 11「人

々がわたしのゆえにあなた方を非難し

，迫害し，あなた方に敵対してあらゆ

る悪いことを偽って言うとき，あなた

方は幸いだ。 12喜び，かつ喜び踊り

なさい。天においてあなた方の報いは

大きいからだ。人々はあなた方より前

の預言者たちも同じように迫害したの

だ。 13「あなた方は地の塩だ。だが

，塩がその風味を失うなら，何によっ

て塩づけられるだろう。そうなると，

もはや何の役にも立たず，外に投げ出

されて人々の足の下で踏みつけられる

だけだ。 14あなた方は世の光だ。丘

の上にある町は隠れることができない

。 15あなた方はともし火をともすと

，量りかごの下ではなく，台の上に置

く。そうすれば，それは家の中にいる

すべての人に輝くのだ。 16このよう

に，あなた方の光を人々の前で輝かせ

なさい。人々があなた方の良い行ない

を見て，天におられるあなた方の父に

栄光をささげるためだ。 17「わたし

が律法や預言者たちを破棄するために

来たと考えてはいけない。破棄するた

めではなく，達成するために来たのだ

。 18本当にはっきりとあなた方に告

げるが，天と地が過ぎ行くまでは，律

法から最も小さな文字の一つやごく小

さな字画の一つも決して過ぎ行くこと

がなく，すべての事柄が実現するのだ

。 19だから，これらの最も小さなお

きての一つを破り，そうするようにほ

かの人たちに教える者は，天の王国に

おいて最も小さな者と呼ばれるだろう

。だが，そのおきてを行ない，またそ

うするようにほかの人たちに教える者

は，天の王国において大きな者と呼ば

れるだろう。 20あなた方に告げるが

，あなた方の義が律法学者たちやファ

リサイ人たちのものにまさっていなけ

れば，あなた方は決して天の王国に入

ることはないからだ。 21「古代の人

々に対して，『あなたは殺してはなら

ない』，そして，『殺す者は裁きを受

けるだろう』と言われたのをあなた方

は聞いた。 22だが，あなた方に告げ

るが，自分の兄弟に対して理由なく腹

を立てる者はみな裁きを受ける。自分

の兄弟に対して『ラカ！』と言う者は

最高法院に引き渡され，『愚か者！』

と言う者は燃えるゲヘナに投げ込まれ

る。 (Geenna g1067) 23「だから，供え物

を祭壇にささげようとして，兄弟が自

分に対して何か恨み事を抱いているこ

とをそこで思い出したなら， 24あな

たの供え物をそこ，祭壇の前に残して

おいて，出かけて行きなさい。まず自

分の兄弟と仲直りし，それから戻って

来て，自分の供え物をささげなさい。

25あなたを訴える者とは，あなたが彼

と共にその途上にある間に，急いで和

解しなさい。その告訴人があなたを裁
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判官に引き渡し，裁判官があなたを役

人に引き渡し，あなたがろうやに投げ

込まれてしまうことのないためだ。 26

本当にはっきりとあなた方に告げる。

最後の小銭を払い切るまで，あなたは

決してそこから出ることはないだろう

。 27「『あなたは姦淫を犯してはな

らない』と言われたのをあなた方は聞

いた。 28だが，あなた方に告げるが

，女を情欲を抱いて見つめる者はみな

，心の中ですでにその女と姦淫を犯し

たのだ。 29もしあなたの右目があな

たをつまずかせるなら，それをえぐり

出して捨て去りなさい。あなたの肢体

の一部が滅ぶほうが，あなたの全身が

ゲヘナに投げ込まれるよりは，あなた

にとっては益になるのだ。 (Geenna g1067)

30もしあなたの右手があなたをつまず

かせるなら，それを切り取って捨て去

りなさい。あなたの肢体の一部が滅ぶ

ほうが，あなたの全身がゲヘナに投げ

込まれるよりは，あなたにとっては益

になるのだ。 (Geenna g1067) 31「また，

『自分の妻を離縁する者は，彼女に離

縁状を与えるように』と言われた。 32

だが，あなた方に告げるが，淫行以外

の理由で自分の妻を離縁する者は，彼

女に姦淫を犯させるのであり，離縁さ

れた女と結婚する者は，姦淫を犯すの

だ。 33「古い時代の人々に対して，

『あなたは偽りの誓いをしてはならず

，主に対して自分の誓いを果たさなけ

ればならない』と言われたのをあなた

方は聞いた。 34だが，あなた方に告

げるが，いっさい誓うな。天にかけて

も誓うな。それは神のみ座だからだ。

35地にかけても誓うな。それは神の足

台だからだ。エルサレムにかけても誓

うな。それは偉大な王の都だからだ。

36あなたの頭にかけても誓ってはなら

ない。あなたは髪の毛一本さえ白くも

黒くもできないからだ。 37そうでは

なく，あなた方の『はい』を『はい』

に，『いいえ』を『いいえ』にならせ

なさい。これ以上のことは悪い者から

出るのだ。 38「『目には目，歯には

歯』と言われたのをあなた方は聞いた

。 39だが，あなた方に告げるが，悪

い者に手向かうな。むしろ，あなたの

右のほおを打つ者には，反対側をも向

けなさい。 40だれかがあなたを訴え

て上着を取ろうとするなら，外衣をも

取らせなさい。 41あなたに強要して

一マイル行かせようとする者とは，一

緒に二マイル行きなさい。 42求める

者には与えなさい。そして，借りたい

と望む者には背を向けてはいけない。

43「『あなたは隣人を愛し，敵を憎ま

なければならない』と言われたのをあ

なた方は聞いた。 44だが，あなた方

に告げるが，敵を愛し，のろう者を祝

福し，虐待し迫害する者たちのために

祈りなさい。 45あなた方が，天にお

られるあなた方の父の子供となるため

だ。その方は，悪い者の上にも善い者

の上にもご自分の太陽を昇らせ，正し

い者の上にも正しくない者の上にも雨

を降らせてくださるからだ。 46自分

を愛してくれる者たちを愛したからと

いって，あなた方に何の報いがあるだ

ろうか。徴税人たちも同じことをして

いるではないか。 47自分の友人たち

だけにあいさつしたからといって，あ

なた方は何の優れたことをしているの

か。徴税人たちも同じことをしている

ではないか。 48だから，あなた方の
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天の父が完全であられるように，あな

た方も完全でありなさい。

6「見てもらおうとして，人々の前で
施しをしないよう注意しなさい。そ

うでないと，あなた方には天におられ

るあなた方の父からの報いはない。 2

だから，あなたがあわれみの行為をす

る時には，偽善者たちが人々から栄光

を受けようとして会堂や通りでするよ

うに，自分の前でらっぱを吹き鳴らし

てはいけない。本当にはっきりとあな

た方に告げるが，彼らは自分の報いを

すでに受けている。 3むしろ，あなた

があわれみの行為をする時には，右の

手がしていることを左の手が知ること

のないようにしなさい。 4あなたのあ

われみの行為がひそかになされるため

だ。そうすれば，ひそかに見ておられ

るあなたの父が，公然とあなたに報い

てくださるだろう。 5「あなた方は祈

る時，偽善者たちのようであってはな

らない。彼らは，人々に見られるため

に会堂や通りの角で立って祈ることが

大好きなのだ。本当にはっきりと，あ

なた方に告げるが，彼らは自分の報い

をすでに受けている。 6むしろ，あな

たが祈る時には，奥の部屋に入り，戸

を閉めてから，ひそかな所におられる

あなたの父に祈りなさい。そうすれば

，ひそかに見ておられるあなたの父が

，公然とあなたに報いてくださるだろ

う。 7祈る時は，異邦人たちがするよ

うに無駄な繰り返しを費やしてはいけ

ない。彼らは言葉が多ければ聞かれる

と思っているのだ。 8だから，彼らの

ようになってはいけない。あなた方の

父は，あなた方が求める前に，あなた

方の必要なものを知っておられるから

だ。 9このように祈りなさい。『天に

おられるわたしたちの父よ，あなたの

お名前が神聖なものとされますように

。 10あなたの王国が来ますように。

あなたのご意志が，天におけると同じ

ように地上においてもなされますよう

に。 11今日，わたしたちの日ごとの

パンをお与えください。 12わたした

ちの負い目をお許しください。わたし

たちも自分に負い目のある人たちを許

しますから。 13わたしたちを誘惑に

陥らせることなく，悪い者からお救い

ください。王国と力と栄光は永久にあ

なたのものだからです。アーメン』。

14「あなた方が人々の罪を許すなら，

あなた方の天の父もあなた方を許して

くださるのだ。 15だが，あなた方が

人々の罪を許さないなら，あなた方の

天の父もあなた方の罪を許してくださ

らないだろう。 16「また断食する時

には，偽善者たちのように陰気な顔つ

きをしてはいけない。彼らは，断食し

ていることが人々に見られるようにと

，その顔を見苦しくするのだ。本当に

はっきりとあなた方に告げるが，彼ら

は自分の報いをすでに受けている。 17

むしろ，あなたが断食する時には，頭

に油を塗り，顔を洗いなさい。 18断

食していることが人々にではなく，ひ

そかに見ておられるあなたの父に見ら

れるためだ。そうすれば，ひそかに見

ておられるあなたの父が，あなたに報

いてくださるだろう。 19「あなた方

は自分のために地上に宝を蓄えてはい

けない。そこではガやさびが食い尽く

し，盗人たちが押し入って盗む。 20

むしろ，あなた方は自分のために天に

宝を積み上げなさい。そこではガやさ
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びが食い尽くすことも，盗人たちが押

し入って盗むこともない。 21あなた

の宝のある所，そこにあなたの心もあ

るからだ。 22「体のともし火は目だ

。だから，あなた方の目が健全なら，

あなた方の全身は光で満ちているだろ

う。 23だが，あなた方の目がよこし

まなら，あなた方の全身は闇で満ちて

いるだろう。それで，あなた方の内に

ある光が闇であれば，その闇はどんな

に深いことか！ 24「だれも二人の主

人に仕えることはできない。一方を憎

んで他方を愛するか，一方に身をささ

げて他方をさげすむかのどちらかだか

らだ。あなた方は神と富の両方に仕え

ることはできない。 25だから，あな

た方に告げる。何を食べ，何を飲もう

かと自分の命のことで，また何を着よ

うかと自分の体のことで思い煩っては

いけない。命は食物より，体は衣服よ

り大切ではないか。 26空の鳥たちを

見なさい。種をまいたり，刈り入れた

り，倉に集め入れたりしない。あなた

方の天の父がそれらを養っておられる

。あなた方はそれらよりもはるかに価

値のあるものではないか。 27「あな

た方のうちのだれが，思い煩ったから

といって，自分の寿命に一キュビトを

加えられるだろうか。 28あなた方は

なぜ衣服のことで思い煩うのか。野の

ユリがどのように育つかをよく考えな

さい。労したり，紡いだりしない。 29

だが，あなた方に告げるが，栄光を極

めたときのソロモンでさえ，それらの

一つほどにも装っていなかった。 30

では，神が，今日生えていて明日かま

どに投げ込まれる野の草にこのように

衣服を与えておられるのであれば，あ

なた方にはなおのこと衣服を与えてく

ださらないだろうか，信仰の少ない者

たちよ。 31「だから，『何を食べよ

うか』，『何を飲もうか』，『何を着

ようか』と言って思い煩ってはいけな

い。 32こうしたものすべては，異邦

人たちが追い求めているものだからだ

。あなた方の天の父は，あなた方がこ

うしたものすべてを必要としているこ

とをご存じなのだ。 33むしろ，神の

王国と神の義を第一に求めなさい。そ

うすれば，こうしたものすべてもあな

た方に与えられるだろう。 34だから

，明日のことで思い煩ってはいけない

。明日のことは明日が思い煩うからだ

。その日の悪いことだけで十分だ。

7「裁いてはいけない。裁かれないた
めだ。 2あなた方が裁くその裁きで

，あなた方が裁かれることになるから

だ。そして，あなた方が量るそのはか

りで，あなた方に量られるだろう。 3

なぜあなたは，兄弟の目の中にあるち

りは見えるのに，自分の目の中にある

丸太のことを考えないのか。 4また，

どうして兄弟に『あなたの目からその

ちりを取らせてくれ』と言えるのか。

見よ，自分の目の中には丸太があるの

だ。 5偽善者よ！まず自分の目から丸

太を取り出しなさい。そうすればあな

たは，はっきりと見えて，兄弟の目か

らちりを取り出すことができるだろう

。 6「聖なるものを犬たちに与えたり

，あなた方の真珠を豚たちに与えたり

してはいけない。彼らがそれらを足の

下で踏みつけ，向き直ってあなた方を

引き裂くことのないためだ。 7「求め

なさい，そうすれば与えられるだろう

。探しなさい，そうすれば見いだすだ
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ろう。たたきなさい，そうすれば開か

れるだろう。 8だれでも求めている者

は受け，探している者は見いだし，た

たいている者には開かれるのだ。 9あ

るいは，あなた方のうちのだれが，自

分の息子がパンを求めているのに石を

与えるだろうか。 10また，魚を求め

ているのにだれが蛇を与えるだろうか

。 11それなら，あなた方が，悪い者で

ありながら，自分の子供たちに良い贈

り物を与えることを知っているのであ

れば，まして天におられるあなた方の

父は，ご自分に求める者たちにどれほ

ど良いものを与えてくださるだろう！

12だから，あなた方が人々からして欲

しいと思うことは何でも，人々にも同

じようにしなさい。これこそ律法と預

言者たちだからだ。 13「狭い門を通

って入りなさい。滅びに至る門は広く

，その道は広々としており，そこを通

って入る者は多いからだ。 14命に至

る門はなんと狭く，その道はなんと狭

められていることか！それを見いだす

者は少ない。 15「偽預言者たちに用

心しなさい。彼らは羊の皮をつけてあ

なた方のところへやって来るが，内側

はむさぼり食うオオカミだ。 16あな

た方はその実によって彼らを見分ける

だろう。あなた方はイバラからブドウ

を，またはアザミからイチジクを集め

るだろうか。 17このように，良い木

はみな良い実を生み出すが，腐った木

は悪い実を生み出す。 18良い木が悪

い実を生み出すことも，腐った木が良

い実を生み出すこともできない。 19

良い実を育てない木はみな切り倒され

て火の中に投げ込まれる。 20だから

，あなた方はその実によって彼らを見

分けるだろう。 21わたしに向かって

，『主よ，主よ』と言う者がみな天の

王国に入るのではなく，天におられる

わたしの父のご意志を行なう者が入る

のだ。 22その日には，多くの者がわ

たしに向かって，『主よ，主よ，わた

したちはあなたの名において預言し，

あなたの名において悪霊たちを追い出

し，あなたの名において多くの強力な

業を行なったではありませんか』と言

うだろう。 23その時，わたしは彼ら

に告げる，『わたしは少しもあなた方

を知らない。不法を働く者たちよ，わ

たしから離れ去れ』と。 24「だから

，わたしのこれらの言葉を聞いてそれ

を行なうすべての者を，わたしは岩の

上に自分の家を建てた賢い人にたとえ

よう。 25雨が降り，洪水が押し寄せ

，風が吹いてその家に打ちつけても，

それは倒れなかった。岩の上に土台を

据えていたからだ。 26わたしのこれ

らの言葉を聞いてもそれを行なわない

すべての者は，砂の上に自分の家を建

てた愚かな人に似ている。 27雨が降

り，洪水が押し寄せ，風が吹いてその

家に打ちつけると，それは倒れた。そ

して，その倒壊はひどいものだった」

。 28イエスがこれらの事を話し終え

ると，群衆は彼の教えに驚いていた。

29律法学者たちのようにではなく，権

威をもって彼らを教えたからである。

8彼が山から下りて来ると，大群衆が
彼に従った。 2見よ，一人のらい病

の人が彼のもとに来て，彼を拝んで言

った，「主よ，あなたは，もしそうお

望みになれば，わたしを清くすること

がおできになります」。 3イエスは手

を伸ばして彼に触り，こう言った。「
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わたしはそう望む。清くなりなさい」

。すぐに彼のらい病は清められた。 4

イエスは彼に言った，「だれにも告げ

ないようにしなさい。ただ行って，自

分の体を祭司に見せ，モーセの命じた

供え物をささげなさい。人々への証明

のためだ」。 5イエスがカペルナウム

に入って来ると，一人の百人隊長が彼

のもとに来て，彼に請い願って 6言っ

た，「主よ，わたしの召使いが家で横

たわっています。体がまひして，ひど

く苦しんでいるのです」。 7イエスは

彼に言った，「わたしが行って彼をい

やそう」。 8百人隊長は答えた，「主

よ，わたしは自分の屋根の下にあなた

をお迎えするほどの者ではありません

。ただお言葉を下さい。そうすればわ

たしの召使いはいやされるでしょう。

9というのも，わたしも権威の下にあ

る者ですが，わたしの下にも兵士たち

がいます。わたしがある者に『行け』

と言えば行きますし，別の者に『来い

』と言えば来ます。またわたしの召使

いに『これをしろ』と言えばそれをし

ます」。 10イエスはこれを聞いて驚

嘆し，自分に従っている者たちに言っ

た，「本当にはっきりとあなた方に告

げる。イスラエルにおいてさえ，わた

しはこれほどの信仰を見いだしたこと

がない。 11あなた方に言うが，大勢

の者が東から，また西からやって来て

，天の王国でアブラハム，イサク，ヤ

コブと共に席に着くだろう。 12だが

王国の子らは外の闇に投げ出されるだ

ろう。そこには嘆きと歯ぎしりとがあ

るだろう」。 13イエスは百人隊長に

言った，「行きなさい。あなたの信じ

たとおりになるように」。彼の召使い

はその時刻にいやされた。 14イエス

がペトロの家に入ると，そのしゅうと

めが熱病で横たわっているのを目にし

た。 15彼女の手に触ると，熱は引い

た。彼女は起き上がって彼に仕えた。

16夕方になると，人々は悪霊に取りつ

かれた者を大勢，彼のもとに連れて来

た。彼は言葉で霊たちを追い出し，病

気の人をすべていやした。 17これは

預言者イザヤを通して語られたことが

果たされるためであった。こう言われ

ていた。「彼はわたしたちの弱さを引

き受け，わたしたちの病気を担った」

。 18さて，イエスは大群衆が自分の

周りにいるのを目にして，向こう岸に

出発するよう弟子たちに指図を与えた

。 19一人の律法学者がやって来て，

彼に言った，「先生，あなたの行かれ

る所なら，どこへでも従って行きます

」。 20イエスは彼に言った，「キツ

ネたちには穴があり，空の鳥たちには

巣がある。だが，人の子には頭を横た

える所がない」。 21弟子のうち別の

者が彼に言った，「主よ，まず，行っ

てわたしの父を葬ることをお許しくだ

さい」。 22しかしイエスは彼に言っ

た，「わたしに従いなさい。そして，

死んだ者たちに自分たちの死者を葬ら

せなさい」。 23彼が舟に乗り込むと

，弟子たちが彼に従った。 24見よ，

激しいあらしが海に起こり，舟が波で

覆われるほどであった。しかし彼は眠

っていた。 25彼らはそばに来て，彼

を起こして言った，「主よ，わたした

ちをお救いください！わたしたちは死

んでしまいます！」 26彼らは彼に言

った，「なぜ恐れるのか，信仰の少な

い者たちよ」。それから，起き上がっ
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て風と海をしかりつけると，大なぎに

なった。 27彼らは驚いて言った，「

風や海さえも従うとは，いったいこの

方はどういう人なのだろう」。 28彼

が向こう岸に着き，ゲラサ人たちの地

方に入ると，悪霊に取りつかれた二人

の者が墓場から出て来て彼に出会った

。非常に狂暴で，だれもその道を通り

抜けることができないほどであった。

29見よ，彼らは叫んで言った，「神の

子イエスよ，わたしたちはあなたと何

のかかわりがあるのか。あなたはわた

したちを苦しめるため，その時より前

にここに来たのか」。 30ところで，

彼らから遠く離れた所で豚の大群が飼

われていた。 31悪霊たちは彼に懇願

して言った，「わたしたちを追い出す

のなら，あの豚の群れの中に去って行

くことを許してくれ」。 32彼は彼ら

に「行け！」と言った。彼らは出て

行って豚の群れの中に入った。すると

見よ，豚の群れ全体ががけを下って海

に突進し，水の中で死んだ。 33飼っ

ていた者たちは逃げて町の中に去って

行き，悪霊たちに取りつかれていた者

たちに起きたことを含め，すべての事

を告げ知らせた。 34見よ，町全体が

イエスに会おうとして出て来た。彼を

見ると，自分たちの地域から去るよう

にと懇願した。

9彼は舟に乗って向こう岸に渡り，自
分の町に入った。 2見よ，人々が彼

のもとに，体のまひした人を寝台に横

たえたまま運んで来た。イエスは彼ら

の信仰を見て，体のまひした人に言っ

た，「子よ，元気を出しなさい！あな

たの罪は許されている」。 3見よ，数

人の律法学者たちが心の中で言った，

「この男は冒とくしている」。 4イエ

スは彼らの考えに気づいて，こう言っ

た。「なぜあなた方は心の中で悪いこ

とを考えているのか。 5体のまひした

人に，『あなたの罪は許されている』

と言うのと，『起き上がって歩きなさ

い』と言うのでは，どちらがたやすい

か。 6だが，人の子が地上で罪を許す

権威を持っていることをあなた方が知

るために……」（それから体のまひし

た人に言った），「起き上がって，寝

床を取り上げて，自分の家に帰りなさ

い」。 7その人は起き上がり，自分の

家に去って行った。 8一方，群衆はそ

れを見て驚嘆し，このような権威を人

に与えた神に栄光をささげた。 9イエ

スはそこから進んで行くと，マタイと

呼ばれる人が収税所に座っているのを

見て，「わたしに従いなさい」と彼に

言った。彼は立ち上がって，イエスに

従った。 10彼の家でイエスが食卓に

着いていたときのことである。見よ，

大勢の徴税人や罪人がやって来て，イ

エスや弟子たちと共に座っていた。 11

ファリサイ人たちはこれを見て，彼の

弟子たちに言った，「なぜあなた方の

教師は，徴税人たちや罪人たちと共に

食事をするのか」。 12イエスはこれ

を聞いて，彼らに言った，「健康な人

たちに医者は必要でなく，病気の人た

ちに必要なのだ。 13それで，『わた

しはあわれみを望み，犠牲を望まない

』とはどういう意味か，行って学んで

来なさい。わたしは義人たちではなく

，罪人たちを悔い改めへと呼び寄せる

ために来たのだ」。 14それから，ヨ

ハネの弟子たちが彼のもとに来てこう

言った。「わたしたちとファリサイ人
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たちはたびたび断食するのに，あなた

の弟子たちが断食しないのはなぜです

か」。 15イエスは彼らに言った，「

花婿の友人たちは，花婿が共にいる間

は，悲しむことができるだろうか。花

婿が共にいるかぎり，彼らは断食でき

ない。だが，花婿が彼らから取り去ら

れる日々が来る。その時には，彼らは

断食するだろう。 16縮んでいない布

切れを古い衣に当てる人はいない。そ

の継ぎ切れが衣を引き裂き，破れはい

っそうひどくなるからだ。 17新しい

ブドウ酒を古い皮袋に入れる人もいな

い。そんなことをすれば，皮袋は張り

裂け，ブドウ酒はこぼれ出て，皮はだ

めになるだろう。やはり，人々は新し

いブドウ酒を新しい皮袋に入れる。そ

うすればどちらも保たれるのだ」。

18彼らにこれらの事を話している間に

，見よ，一人の支配者がやって来て，

彼を拝んで言った，「わたしの娘がた

った今死んでしまいました。ですが，

おいでになって，娘の上にあなたの手

を置いてください。そうすれば生き返

るでしょう」。 19イエスは立ち上が

って彼に付いて行った。弟子たちもそ

うした。 20見よ，十二年間も血の流

出をわずらっている女が彼の後ろに近

づき，その衣の房べりに触った。 21

というのは，彼女は，「あの方の衣に

触りさえすれば，わたしはよくなるだ

ろう」と心の中で言っていたからであ

る。 22しかしイエスは振り向いて，

彼女を目にして言った，「娘よ，元気

を出しなさい！あなたの信仰があなた

をよくならせた」。するとその女はそ

の時以来よくされた。 23イエスは支

配者の家に入って，笛を吹く者たちや

うるさく騒いでいる群衆を目にすると

， 24彼らに言った，「部屋を空けな

さい。少女は死んだのではなく，眠っ

ているのだ」。人々は彼をばかにし

た。 25しかし，群衆が外に出される

と，彼は中に入り，彼女の手を取った

。すると少女は起き上がった。 26こ

の知らせはその地方全体に広まった。

27イエスがそこから進んで行くと，二

人の盲人が大声で叫んで，「ダビデの

子イエスよ，わたしをあわれんでくだ

さい！」と言いながら，彼に付いて来

た。 28彼が家の中に入ると，盲人た

ちはそのもとにやって来た。イエスは

彼らに言った，「あなた方はわたしに

それができると信じるか」。彼らは

彼に言った，「はい，主よ」。 29そ

こで彼は彼らの目に触り，「あなた方

の信仰どおりのことが，あなた方に起

こるように」と言った。 30彼らの目

は開かれた。イエスは彼らに厳しく命

じて，「だれにもこのことを知られな

いようにしなさい」と言った。 31し

かし彼らは出て行って，その地方全体

に彼の評判を言い広めた。 32彼らが

出て行くと，見よ，悪霊に取りつかれ

た口のきけない人が彼のもとに連れて

来られた。 33悪霊が追い出されると

，口のきけない人はものを言った。群

衆は驚いて言った，「イスラエルの中

でこのようなことが見られたことは，

これまで一度もない！」 34しかしフ

ァリサイ人たちは言った，「彼は悪霊

たちの首領によって悪霊たちを追い出

しているのだ」。 35イエスはすべて

の町や村を歩き回って，その会堂で教

え，王国の福音を宣教し，民の中のす

べての疾患と病気をいやした。 36ま
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た群衆を見ると，彼らに対する哀れみ

に動かされた。彼らが羊飼いのいない

羊のように苦しめられ，追い散らされ

ていたからである。 37そして彼は弟

子たちに言った，「収穫は確かに多い

が，働き人が少ない。 38だから，収

穫に働き人を遣わしていただくよう，

収穫の主人にお願いしなさい」。

10彼は自分の十二人の弟子たちを呼
び寄せて，彼らに汚れた霊たちに

対する権威を与えた。それらを追い出

し，あらゆる疾患と病気をいやすため

であった。 2十二使徒の名前は次のと

おりである。まず，ペトロと呼ばれる

シモン，その兄弟アンデレ，ゼベダイ

の子ヤコブ，その兄弟ヨハネ， 3フィ

リポ，バルトロマイ，トマス，徴税人

のマタイ，アルファイオスの子ヤコブ

，そして，またの名をタダイオスとい

うレバイオス， 4カナナイ人シモン，

それにユダ・イスカリオテ。このユダ

はまた，彼を売り渡した者でもある。

5イエスはこれら十二人を遣わし，彼

らに命じてこう言った。「異邦人たち

の間に行ってはいけない。また，サマ

リア人の町に入ってはいけない。 6む

しろ，イスラエルの家の失われた羊の

ところに行きなさい。 7行くときには

，『天の王国は近づいた！』と宣教し

なさい。 8病気の人たちをいやし，ら

い病の人たちを清め，悪霊たちを追い

出しなさい。あなた方はただで受けた

のだから，ただで与えなさい。 9財布

の中に金も銀も真ちゅうも入れて行っ

てはいけない。 10旅のための袋も，

二枚の上着も，履物も，つえも持って

行ってはいけない。働き人は自分の食

物を受けるに値するからだ。 11あな

た方の入るどの町や村でも，ふさわし

い人を見つけ出して，旅立つまではそ

こにとどまりなさい。 12その家の中

に入るときには，家の者たちにあいさ

つをしなさい。 13その家がふさわし

いなら，あなた方の平安をその上に臨

ませ，ふさわしくないなら，あなた方

の平安をあなた方のもとに戻らせなさ

い。 14だれかがあなた方を受け入れ

ず，あなた方の言葉に耳を傾けないな

ら，その家や町から出発する時に，あ

なた方の両足からちりを払い落としな

さい。 15本当にはっきりとあなた方

に告げる。裁きの日には，ソドムとゴ

モラの地のほうがその町よりは耐えや

すいだろう。 16「見よ，わたしはあ

なた方を，オオカミのただ中の羊のよ

うに遣わす。だから，蛇のように賢く

，ハトのように純真でありなさい。 17

また，人々に用心しなさい。彼らはあ

なた方を地方法廷に引き渡し，その会

堂であなた方をむち打つだろう。 18

いやそれどころか，あなた方はわたし

のために総督たちや王たちの前に連れ

出されることになる。彼らと異邦人た

ちに対する証言のためだ。 19だが，

人々があなた方を引き渡す時，どのよ

うに，あるいは何を言おうかと思い煩

ってはいけない。言うべきことは，そ

の時にあなた方に与えられるからだ。

20語っているのはあなた方ではなく，

あなた方の内で語るあなた方の父の霊

なのだ。 21「兄弟は兄弟を，父は子

供を死に引き渡すだろう。子供たちは

両親に敵対して立ち上がり，彼らを死

に至らせるだろう。 22あなた方はわ

たしの名のゆえにすべての者たちから

憎まれるだろう。だが，最後まで耐え
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忍ぶ者は救われるだろう。 23また，

人々があなた方をある町で迫害すると

きには，次の町へ逃げなさい。本当に

はっきりとあなた方に告げるが，あな

た方は人の子が来るまでにイスラエル

の町々を回り終えることはないだろう

。 24「弟子はその教師より上ではな

く，召使いはその主人より上ではない

。 25弟子はその教師のようになれば

十分であり，召使いはその主人のよう

になれば十分だ。人々が家の主人をベ

エルゼブルと呼んだのであれば，まし

てその家の者たちをどんなにか悪く言

うだろう！ 26だから，彼らを恐れて

はいけない。覆われているもので明ら

かにされないものはなく，隠されてい

るもので知られないものはないからだ

。 27わたしがあなた方に闇の中で告

げることを，光の中で話しなさい。ま

た，耳もとでささやかれて聞くことを

，屋上で宣明しなさい。 28体を殺し

ても，魂を殺すことのできない者たち

を恐れてはいけない。むしろ，魂も体

も共にゲヘナで滅ぼすことのできる方

を恐れなさい。 (Geenna g1067) 29「二羽

のスズメは一アサリオンで売られてい

るではないか。あなた方の父のご意志

によらなければ，その一羽も地面に落

ちることはない。 30ところが，あな

た方の髪の毛さえも，みな数えられて

いる。 31だから恐れるな。あなた方

はたくさんのスズメよりも価値がある

のだ。 32それで，人々の前でわたし

のことを告白する者はみな，わたしも

天におられるわたしの父の前でその者

のことを告白するだろう。 33だが，

人々の前でわたしのことを否認する者

は，わたしも天におられるわたしの父

の前でその者のことを否認するだろう

。 34「わたしが地上に平和をもたら

すために来たと考えてはいけない。平

和ではなく，剣をもたらすために来た

のだ。 35わたしは人をその父と，娘

をその母と，嫁をそのしゅうとめと争

わせるために来たからだ。 36人の敵

は自分の家の者たちだろう。 37わた

し以上に父や母を愛する者は，わたし

にふさわしくない。また，わたし以上

に息子や娘を愛する者は，わたしにふ

さわしくない。 38自分の十字架を取

り上げてわたしの後に従わない者は，

わたしにふさわしくない。 39自分の

命を見いだす者はそれを失い，わたし

のために自分の命を失う者はそれを見

いだすだろう。 40あなた方を受け入

れる者は，わたしを受け入れるのだ。

そして，わたしを受け入れる者は，わ

たしを遣わした方を受け入れるのだ。

41預言者という名のゆえに預言者を受

け入れる者は，預言者の報いを受ける

だろう。また，義人という名のゆえに

義人を受け入れる者は，義人の報いを

受けるだろう。 42弟子という名のゆ

えにこれら小さな者の一人に一杯の水

を与える者については，本当にはっき

りとあなた方に告げるが，彼はその報

いを決して失わないだろう」。

11イエスは自分の十二弟子に指図し
終えると，彼らの町々で教えまた

宣教するため，そこから去って行った

。 2さて，ヨハネはろうやの中でキリ

ストの業について聞くと，自分の弟子

のうちの二人を遣わして 3彼に言った

，「あなたが来たるべき方なのですか

。それとも，わたしたちはほかの方を

待つべきでしょうか」。 4イエスは彼
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らに言った，「行って，あなた方が見

聞きしている事柄をヨハネに告げなさ

い。 5目の見えない人たちは見えるよ

うになり，足の不自由な人たちは歩き

，らい病の人たちは清められ，耳の聞

こえない人たちは聞き，死んだ人たち

は生き返らされ，貧しい人たちには良

いたよりが宣教されている。 6わたし

につまずきのもとを見いださない者は

幸いだ」。 7これらの者たちが帰って

行くと，イエスは群衆にヨハネについ

てこう言い始めた。「あなた方は何を

見るために荒野へ出て行ったのか。風

に揺れるアシか。 8そうでなければ，

何を見るために出て行ったのか。柔ら

かな衣の人か。見よ，柔らかな衣を身

に着けた者たちなら王たちの家にいる

。 9そうでなければ，なぜ出て行った

のか。預言者を見るためか。そうだ，

あなた方に言うが，預言者よりはるか

に優れた者だ。 10この者は，『見よ

，わたしはあなたの面前にわたしの使

者を遣わす。その者はあなたの前に道

を整えるだろう』と書かれている者だ

。 11本当にはっきりとあなた方に告

げる。女から生まれた者の中で，バプ

テスマを施す人ヨハネより偉大な者は

起こされていない。だが，天の王国で

最も小さな者も，彼よりは偉大だ。 12

バプテスマを施す人ヨハネの日々から

今に至るまで，天の王国は猛攻を受け

ている。そして，猛烈な者たちが力ず

くでそれを奪い取っている。 13すべ

ての預言者たちと律法とは，ヨハネに

至るまで預言したからだ。 14あなた

方がそれを受け入れる気があるなら，

この者こそ来たるべきエリヤなのだ。

15聞く耳のある者は聞きなさい。 16

「だが，わたしはこの世代を何と比べ

ようか。それは，子供たちが市場に座

って，自分たちの遊び仲間に呼びかけ

るのに似ている。 17こう言うのだ，

『君たちのために笛を吹いたのに，踊

ってくれなかった。君たちのために悲

しんだのに，嘆いてくれなかった』。

18というのも，ヨハネがやって来て食

べも飲みもしないと，彼らは，『彼に

は悪霊がいる』と言う。 19人の子が

やって来て食べたり飲んだりすると，

彼らは，『見ろ，大食いの大酒飲み，

徴税人たちや罪人たちの友！』と言う

。だが，知恵はその実によって，正し

いことが証明されるのだ」。 20それ

から彼は，彼の強力な業の多くがなさ

れた町々を非難し始めた。それらが悔

い改めなかったからである。 21「災

いだ，コラジンよ！災いだ，ベツサイ

ダよ！あなた方の中でなされた強力な

業がテュロスやシドンでなされていた

なら，彼らはとっくの昔にあら布と灰

の中で悔い改めていただろう。 22だ

が，あなた方に告げる。裁きの日には

，テュロスとシドンのほうがあなた方

よりは耐えやすいだろう。 23カペル

ナウム，天まで高くされた者よ，あな

たはハデスにまで下ることになる。あ

なたの中でなされた強力な業がソドム

でなされていたなら，彼らは今日に至

るまで残っていたことだろう。 (Hadēs

g86) 24だが，あなた方に告げるが，裁

きの日にはソドムの地のほうがあなた

よりは耐えやすいだろう」。 25その

時，イエスは答えた，「父よ，天地の

主よ，わたしはあなたに感謝します。

あなたはこれらの事を賢い者や理解力

のある者から隠し，それを幼子たちに
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明らかにされたからです。 26そうで

す，父よ，そのようにして，あなたの

み前で意にかなうことが生じたのです

。 27すべての事が，わたしの父によ

ってわたしに引き渡されている。子を

知っている者は父のほかにはおらず，

父を知っている者は子と子が明らかに

したいと望む者のほかにはいない。 28

「労苦し，重荷を負わされているすべ

ての者よ，わたしのところに来なさい

。そうすれば，わたしがあなた方に安

らぎを与えよう。 29わたしのくびき

を負って，わたしから学びなさい。わ

たしは柔和で心のへりくだった者だか

らだ。そうすれば，あなた方は自分の

魂に安らぎを見いだすだろう。 30わ

たしのくびきは負いやすく，わたしの

荷は軽いからだ」。

12そのころ，イエスは安息日に穀物
畑を通った。彼の弟子たちは空腹

だったので，穀物の穂を摘んで食べ始

めた。 2しかし，ファリサイ人たちが

これを見て，彼に言った，「見よ，あ

なたの弟子たちは安息日に行なうこと

が許されていないことをしている」。

3しかし，彼は彼らに言った，「ダビ

デが，自分も共にいた者たちも空腹だ

ったときに何をしたか，あなた方は読

んだことがないのか。 4彼がどのよう

にして神の家に入り，祭司たちのほか

は自分も共にいた者たちも食べること

が許されていない供えのパンを食べた

かを。 5あるいは，安息日に神殿の祭

司たちが安息日を犯しても罪にならな

いことを，律法で読んだことがないの

か。 6ところが，あなた方に言うが，

神殿よりも偉大な者がここにいるのだ

。 7だが，『わたしはあわれみを望み

，犠牲を望まない』とはどういう意味

かを知っていたなら，あなた方は罪の

ない者たちを罪に定めたりはしなかっ

ただろう。 8人の子は安息日の主なの

だ」。 9彼はそこを去って，彼らの会

堂に入った。 10すると見よ，片手の

なえた人がそこにいた。彼らはイエス

を訴えようとして，「安息日にいやす

ことは許されているのか」と尋ねた。

11彼は彼らに言った，「あなた方のう

ちのだれが，一匹の羊を持っていて，

それが安息日に穴に落ちたなら，それ

をつかんで引き上げないだろうか。 12

それなら，人は羊よりもどれほど価値

があるだろう！だから，安息日に善を

行なうことは許されているのだ」。

13それから，「あなたの手を伸ばしな

さい」とその人に言った。手を伸ばす

と，その手はもう一方の手と同じよう

によくなった。 14しかしファリサイ

人たちは出て行き，どのようにして彼

を滅ぼそうかと，彼に対する陰謀を企

てた。 15それに気づいて，イエスは

そこから退いた。大群衆が彼に従った

。そこで彼は彼らすべてをいやした。

16そして，自分を知らせないようにと

，彼らに命じた。 17それは預言者イ

ザヤを通して語られたことが果たされ

るためであった。こう言われていた。

18「見よ，わたしが選んだわたしの召

使い，わたしの魂を喜ばせるわたしの

愛する者。わたしは自分の霊を彼の上

に置く。彼は異邦人たちに公正を宣明

するだろう。 19彼は争わず，叫ばず

，通りでその声を聞く者もいない。 20

彼は傷つけられたアシを砕かない。彼

はくすぶる亜麻の灯心を消さない，公

正を勝利に導くまでは。 21異邦人た
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ちは彼の名に望みをかけるだろう」。

22それから，悪霊に取りつかれており

，目が見えず口のきけない人が彼のも

とに連れて来られたので，彼はその人

をいやした。そのため，目が見えず口

のきけない人はものを言い，見えるよ

うになった。 23群衆は皆びっくりし

て，「この人がダビデの子ではないだ

ろうか」と言った。 24しかし，これ

を聞いてファリサイ人たちは言った，

「この男が悪霊たちを追い出すのは，

悪霊たちの首領ベエルゼブルによる以

外にはない」。 25彼らの考えに気づ

いて，イエスは彼らに言った，「自ら

に敵対して分裂する王国はみな荒廃に

至り，自らに敵対して分裂する町や家

はみな立ち行かないだろう。 26もし

サタンがサタンを追い出すなら，彼は

自らに敵対して分裂している。ではど

うしてその王国は立ち行くだろうか。

27わたしがベエルゼブルによって悪霊

たちを追い出しているのなら，あなた

方の子らはだれによってそれらを追い

出しているのか。それで，彼らがあな

た方を裁く者になるだろう。 28だが

，わたしが神の霊によって悪霊たちを

追い出しているのなら，神の王国はす

でにあなた方の上に来ているのだ。 29

また，まず強い者を縛ってからでなけ

れば，どうして強い者の家に押し入っ

てその家財を略奪することができるだ

ろうか。縛ってから，その家を略奪す

るだろう。 30「わたしと共にいない

者はわたしに敵対しているのであり，

わたしと共に集めない者は散らしてい

るのだ。 31だから，あなた方に言う

，人はあらゆる罪や冒とくを許される

が，霊に対する冒とくは許されないだ

ろう。 32だれでも人の子に逆らう言

葉を語る者は許されるだろう。だが，

だれでも聖霊に逆らう言葉を語る者は

，この世でも，来たるべき世でも，許

されないだろう。 (aiōn g165) 33「木を良

いとしてその実を良いとするか，木を

腐ったものとしてその実を腐ったもの

とするかのどちらかにしなさい。木は

その実によって見分けられるからだ。

34マムシらの子孫よ，あなた方は悪い

者でありながら，どうして良いことを

語れるだろうか。心に満ちあふれてい

るものの中から，口は語るからだ。 35

善い者は自分の良い宝の中から良いも

のを取り出し，悪い者は自分の悪い宝

の中から悪いものを取り出す。 36あ

なた方に言うが，人々の語るすべての

無益な言葉，それについて人々は裁き

の日に言い開きをすることになる。 37

あなたは自分の言葉によって義とされ

，また自分の言葉によって罪に定めら

れるからだ」。 38すると，律法学者

たちとファリサイ人たちのある者たち

が尋ねた，「先生，わたしたちはあな

たからのしるしを見たいのですが」。

39しかし彼は彼らに答えた，「悪い姦

淫の世代はしるしを求めるが，預言者

ヨナのしるしのほかには何のしるしも

与えられないだろう。 40ヨナが大魚

の腹の中に三日三晩いたように，人の

子も地の心に三日三晩いることになる

のだ。 41ニネベの人々は裁きの際に

この世代と共に立ち上がり，この世代

を罪に定めるだろう。彼らはヨナの宣

教することを聞いて悔い改めたからだ

。そして見よ，ヨナよりも偉大な者が

ここにいる。 42南の女王は裁きの際

にこの世代と共に立ち上がり，この世
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代を罪に定めるだろう。彼女はソロモ

ンの知恵を聞くために地の果てからや

って来たからだ。そして見よ，ソロモ

ンよりも偉大な者がここにいる。 43

また，汚れた霊は，人から出て来ると

，休み場を求めて水のない場所を通る

が，見つからない。 44そこで，『出

て来た自分の家に戻ろう』と言う。そ

して帰って来ると，そこが空いていて

，掃き清められており，きちんと片づ

けられているのを見つける。 45そこ

で，出て行って，自分より悪いほかの

七つの霊を共に連れて来る。そして彼

らは中に入ってそこに住みつく。その

人の最後の状態は，最初よりも悪くな

る。この悪い世代もそのようになるだ

ろう」。 46彼がまだ群衆に話してい

る間に，見よ，彼の母と兄弟たちが外

に立って，彼に話をしようとした。 47

ある人が彼に言った，「ご覧なさい，

あなたのお母さんと兄弟たちが外に立

って，あなたに話をしようとしていま

す」。 48しかし彼は，自分に知らせ

た人に答えた，「わたしの母とはだれ

か。わたしの兄弟たちとはだれか」。

49自分の弟子たちのほうに手を差し伸

べて言った，「見よ，わたしの母とわ

たしの兄弟たちだ！ 50だれでも天に

おられるわたしの父のご意志を行なう

者，その者がわたしの兄弟，また姉妹

，また母なのだ」。

13その日，イエスは家を出て，海辺
に座っていた。 2大群衆がそのも

とに集まったので，彼は舟に乗り込ん

で座った。そして群衆はみな浜辺に立

っていた。 3彼はたとえを用いて彼ら

に多くの事を語って，こう言った。「

見よ，ある耕作人が種をまきに出かけ

た。 4種をまいていると，幾つかの種

は道ばたに落ち，鳥たちがやって来て

，それらをむさぼり食ってしまった。

5別の幾つかの種は土の少ない岩地の

上に落ちた。そして，土が深くなかっ

たので，すぐに芽を出した。 6太陽が

昇ると焦がされ，根がないために枯れ

果ててしまった。 7別の幾つかの種は

イバラの間に落ち，イバラが伸びて来

てそれらをふさいだ。 8さらに，それ

以外の種は良い土に落ち，あるものは

百倍，あるものは六十倍，あるものは

三十倍の実を生み出した。 9聞く耳の

ある者は聞きなさい」。 10弟子たち

が近寄って来て，彼に言った，「なぜ

彼らにたとえでお話しになるのですか

」。 11彼は彼らに答えた，「あなた

方には神の王国の秘密を知ることが許

されているが，彼らには許されていな

い。 12だれでも持っている人，その

人にはさらに与えられて，あり余るほ

ど持つことになるが，持っていない人

，その人からは持っているものまでも

取り去られることになるからだ。 13

だから，わたしは彼らにたとえで話す

。それは彼らが，見ても見ず，聞いて

も聞かず，理解もしないからだ。 14

イザヤの預言は彼らの内で果たされて

いる。こう言われていた。『あなた方

は聞くには聞くが，決して理解しない

だろう。見るには見るが，決して分か

らないだろう。 15この民の心は無感

覚になり，耳は聞くことに鈍くなり，

目は閉じてしまった。そうでなければ

，彼らは目で分かり，耳で聞き，心で

理解したかも知れず，こうして立ち返

っただろう。そうすれば，わたしは彼

らをいやしただろうに』。 16「だが
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，あなた方の目は見ているゆえに，ま

たあなた方の耳は聞いているゆえに幸

いだ。 17本当にはっきりとあなた方

に告げるが，多くの預言者たちと義人

たちは，あなた方が見ているものを見

たいと願ったのにそれを見ず，あなた

方が聞いていることを聞きたいと願っ

たのにそれを聞かなかったからだ。 18

「だから，耕作人のたとえを聞きなさ

い。 19だれかが王国の言葉を聞いて

も理解しない場合，悪い者がやって来

て，その心にまかれたものを奪い去る

。道ばたにまかれたものとは，そうい

う人のことだ。 20岩地の上にまかれ

たものとは，こういう人のことだ。み

言葉を聞くと，喜んですぐに受け入れ

る。 21だが，自分の内に根がないの

で，しばらくしか続かない。み言葉の

ために圧迫や迫害が生じると，すぐに

つまずく。 22イバラの間にまかれた

ものとは，こういう人のことだ。み言

葉を聞いても，この世の思い煩いや富

の欺きがみ言葉をふさぎ，その人は実

を結ばなくなる。 (aiōn g165) 23良い土の

上にまかれたものとは，こういう人の

ことだ。み言葉を聞いて理解し，ある

者は百倍，ある者は六十倍，ある者は

三十倍の実を生み出すのだ」。 24彼

は彼らに別のたとえを示して，こう言

った。「天の王国は，自分の畑に良い

種をまいた人のようだ。 25人々が眠

っている間に，彼の敵がやって来て，

毒麦を小麦の間にまき足して，去って

行った。 26さて，葉が出て実を生じ

ると，毒麦も現われた。 27家の主人

の召使いたちがやって来て，彼に言っ

た，『ご主人様，畑には良い種をまか

れたのではありませんでしたか。この

毒麦はどこから出て来たのでしょうか

』。 28「彼は彼らに言った，『敵が

このことをしたのだ』。「召使いたち

は彼に尋ねた，『わたしたちが行って

，それらを抜き集めることをお望みで

すか』。 29「だが彼は言った，『い

や，毒麦を抜き集める時に，一緒に小

麦を引き抜いてしまうといけない。 30

収穫まで両方とも一緒に成長させなさ

い。そして収穫の時になったら，刈り

取る者たちに，「まず毒麦を抜き集め

て，燃やすためにそれらを縛って束に

しなさい。そして小麦のほうはわたし

の倉に集めなさい」と言おう』」。

31彼は彼らに別のたとえを示して，こ

う言った。「天の王国は一粒のからし

の種のようだ。ある人がそれを取って

，自分の畑にまいた。 32実際，それ

はどんな種よりも小さい。だが，それ

は成長すると，どの野菜よりも大きく

なって，一本の木になる。そのため，

空の鳥たちがやって来て，その枝に巣

を作る」。 33彼は彼らに別のたとえ

を語った。「天の王国はパン種のよう

だ。ある女がそれを取って，三ますの

粉の中に隠すと，ついには全体が発酵

した」。 34イエスはこれらの事をみ

な，たとえで群衆に語った。たとえな

しでは人々に語らなかった。 35預言

者を通して語られたことが果たされる

ためであった。こう言われていた。「

わたしはたとえをもって口を開き，世

の基礎が据えられて以来隠されている

事柄を言い表そう」。 36それからイ

エスは群衆を去らせて，家の中に入っ

た。弟子たちは彼のもとに来て，「畑

の毒麦のたとえをわたしたちに説明し

てください」と言った。 37彼は彼ら



マタイの福音書 20

に答えた，「良い種をまく者は人の子

だ。 38畑はこの世界だ。また良い種

，それらは王国の子らだ。そして毒麦

は悪い者の子らだ。 39それらをまい

た敵は悪魔だ。収穫とはこの時代の終

わりのことで，刈り取る者たちはみ使

いたちだ。 (aiōn g165) 40だから，毒麦が

抜き集められて火で燃やされるように

，この時代の終わりにもそのようにな

るだろう。 (aiōn g165) 41人の子は自分の

使いたちを遣わし，彼らは，つまずき

のもととなるすべてのものと不法を行

なう者たちを彼の王国から集め出し，

42火の炉に投げ入れるだろう。そこに

は嘆きと歯ぎしりとがあるだろう。 43

その時，義人たちは彼らの父の王国で

太陽のように輝きわたるだろう。聞く

耳のある者は聞きなさい。 44「また

，天の王国は，畑の中に隠されている

宝のようだ。ある人がそれを見つけて

から隠した。彼は喜びながら，行って

自分の持っているものをすっかり売り

払って，その畑を買う。 45「また，

天の王国は，良い真珠を探している商

人のようだ。 46一つの高価な真珠を

見つけると，行って自分の持っていた

ものをすっかり売り払って，それを買

った。 47「また，天の王国は，海に

投げ入れられ，あらゆる種類の魚を集

める引き網のようだ。 48それがいっ

ぱいになると，人々は浜辺に引き上げ

た。彼らは座って，良いものを器の中

に集め，悪いものを投げ捨てた。 49

この世の終わりにもそのようになる。

み使いたちがやって来て，義人たちの

中から悪人たちをより分け， (aiōn g165)

50彼らを火の炉に投げ入れるだろう。

そこには嘆きと歯ぎしりとがあるだろ

う」。 51イエスは彼らに言った，「

あなた方はこれらの事をすべて理解し

たか」。彼らは彼に答えた，「はい

，主よ」。 52彼は彼らに言った，「

だから，天の王国の弟子になった律法

学者はみな，自分の宝の中から新しい

ものと古いものを取り出す家の主人の

ようだ」。 53イエスはこれらのたと

えを語り終えると，そこから去って行

った。 54自分の故郷に入ると，そこ

の会堂で人々を教えた。そこで人々は

驚いてこう言った。「この人はこのよ

うな知恵とこれらの強力な業をどこか

ら得たのだろう。 55この人は大工の

息子ではないか。その母はマリアと呼

ばれ，兄弟たちはヤコブ，ヨセ，シモ

ン，ユダではないか。 56その姉妹た

ちはみな，我々と共にここにいるでは

ないか。それでは，この人はこうした

事柄をどこから得たのだろう」。 57

人々は彼のために不快になった。しか

しイエスは彼らに言った，「預言者は

，自分の故郷や自分の家以外では，敬

われないことはない」。 58彼らの不

信仰のゆえに，その場所では強力な業

を多くは行なわなかった。

14そのころ，領主ヘロデはイエスに
関する評判を聞いて， 2自分の召

使いたちに言った，「これはバプテス

マを施す人ヨハネだ。彼は死んだ者た

ちの中から生き返ったのだ。それで，

こうした力が彼の内に働いているのだ

」。 3というのは，ヘロデは，自分の

兄弟フィリポの妻ヘロディアのために

，ヨハネを逮捕して縛り，ろうやに入

れていたからであった。 4それは，ヨ

ハネがヘロデに，「あなたが彼女を有

しているのは，許されることではない
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」と言ったからである。 5ヘロデは彼

を死に至らせたいと思っていたが，群

衆を恐れた。人々は彼を預言者とみな

していたからである。 6ところが，ヘ

ロデの誕生日がやって来た時，ヘロデ

ィアの娘が彼らの間で踊ってヘロデを

喜ばせた。 7そこで，彼は彼女の求め

るものは何でも与えると，誓って約束

した。 8彼女はその母に促されて言っ

た，「バプテスマを施す人ヨハネの首

を大皿に載せて，わたしにお与えくだ

さい」。 9王は悲しんだが，自分の誓

い，また自分と共に食卓に着いていた

者たちのゆえに，それが与えられるよ

うに命じ， 10人を遣わして，ろうや

でヨハネの首をはねさせた。 11彼の

首は大皿に載せて運ばれて，乙女に与

えられた。そして彼女はそれを自分の

母のところに持って行った。 12ヨハ

ネの弟子たちはやって来て，彼の死体

を引き取り，それを葬った。そして，

出て行ってイエスに知らせた。 13さ

て，イエスはこのことを聞くと，舟で

そこを去り，自分だけで寂しい場所に

退いた。群衆はそれを聞いて，町々か

ら徒歩で彼に従った。 14イエスは出

て来て，大群衆を目にした。彼らに対

して哀れみを抱き，彼らの中の病気の

人をいやした。 15夕方になった時，

弟子たちが彼のもとに来て，こう言っ

た。「ここは寂しい場所ですし，すで

に時刻も遅くなっています。群衆を去

らせて，彼らが村々に入り，自分たち

で食物を買うようにさせてください」

。 16しかしイエスは彼らに言った，

「彼らが出かけて行く必要はない。あ

なた方が彼らに食べ物を与えなさい」

。 17彼らは彼に言った，「わたした

ちはここに，五つのパンと二匹の魚し

か持っていません」。 18彼は言った

，「それをここに，わたしのところに

持って来なさい」。 19彼は草の上に

座るよう群衆に命じた。そして，五つ

のパンと二匹の魚を取り，天を見上げ

て祝福し，パンを裂いて弟子たちに与

え，弟子たちが群衆に与えた。 20み

んなは食べて満ち足りた。彼らは余っ

たパン切れを，十二のかごいっぱいに

拾い集めた。 21パンを食べたのは，

女や子供を除いて，およそ五千人の男

たちであった。 22すぐにイエスは，

弟子たちを舟に乗り込ませ，向こう岸

のベツサイダへ彼より先に行かせ，そ

の間に自分は群衆を去らせた。 23人

々を去らせてから，祈るために自分だ

けで山へ上って行った。夕方になって

も，ひとりでそこにいた。 24他方，

舟はすでに海の真ん中にあり，波に苦

しめられていた。向かい風だったから

である。 25夜の第四見張り時に，イ

エスは海の上を歩きながら彼らに近づ

いて来た。 26弟子たちは彼が海の上

を歩いているのを見て，「幽霊だ！」

と言って動転し，恐れのあまり叫び声

を上げた。 27しかし，イエスはすぐ

に彼らに話しかけ，彼らに言った，「

しっかりしなさい。わたしはある！恐

れることはない」。 28ペトロが彼に

答えて言った，「主よ，あなたでした

ら，水の上を歩いてあなたのもとに来

るよう，わたしにお命じください」。

29彼は言った，「来なさい！」 ペトロ

は舟から降りて，水の上を歩いてイエ

スのほうへ行った。 30しかし風が強

いのを見て，怖くなり，沈み始めた時

，叫んで言った，「主よ，お救いくだ
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さい！」 31すぐにイエスは手を伸ば

して彼をつかみ，彼に言った，「信仰

の少ない者よ，なぜ疑ったのか」。

32彼らが舟に乗り込むと，風はやんだ

。 33舟の中にいた者たちは近寄り，

「確かにあなたは神の子です！」と言

って，彼を拝んだ。 34彼らが海を渡

ると，ゲネサレトの地に着いた。 35

その場所の人々は，彼だと分かると，

周囲の地方全体に人を遣わし，病気の

人たちをみな彼のもとに連れて来た。

36そして，その者たちにその衣の房べ

りにでも触らせてもらえるよう，彼に

懇願した。そしてそれに触った者は皆

健康になった。

15それから，ファリサイ人たちと律
法学者たちが，エルサレムからイ

エスのところにやって来て，こう言っ

た。 2「あなたの弟子たちが年長者た

ちの伝統を破るのはなぜか。彼らはパ

ンを食べる時に自分の手を洗っていな

いのだ」。 3彼は彼らに答えた，「あ

なた方も自分たちの伝統のゆえに神の

おきてを破るのはなぜか。 4というの

は，神は，『あなたの父と母を敬え』

，そして，『父や母を悪く言う者は死

刑に処せられるべきだ』と命じられた

からだ。 5ところがあなた方はこう言

う。『自分の父や母に向かって，「あ

なたがわたしから得られたはずの役に

立つものはみな，神に献納された供え

物です」と言うのがだれでも， 6その

者は自分の父や母を敬ってはならない

』と。あなた方は自分たちの伝統のゆ

えに神の言葉を無効にしている。 7偽

善者たち！イザヤは，あなた方偽善者

たちについてみごとに預言した。こう

言われていた。 8『この民は口でわた

しに近づき，唇でわたしを敬うが，そ

の心はわたしから遠く離れている。 9

彼らがわたしを崇拝するのは無駄なこ

とだ，人間の作った規則を教理として

教えているからだ』」。 10群衆を呼

び寄せて，彼らに言った，「聞いて，

理解しなさい。 11口から入って来る

ものは人を汚さない。口から出て行く

ものが人を汚すのだ」。 12その時，

弟子たちが近寄って来て，彼に言った

，「今の言葉を聞いて，ファリサイ人

たちが不快になったのをご存じですか

」。 13しかし彼は答えた，「わたし

の天の父が植えられたのではない植物

は，すべて根こそぎにされるだろう。

14彼らをそのままにしておきなさい。

彼らは盲人のための盲目の案内人だ。

盲人が盲人を導くなら，両方とも穴に

落ちてしまうだろう」。 15ペトロが

彼に答えた，「あのたとえをわたした

ちに説明してください」。 16すると

イエスは言った，「あなた方もまだ理

解していないのか。 17すべて口から

入るものは，腹の中を通って，それか

ら体の外に出て行くということが分か

らないのか。 18だが，口から出て来

るものは心から出て来るのであり，そ

れがその人を汚す。 19というのは，

心の中から，悪い考え，殺人，姦淫，

淫行，盗み，偽りの証言，冒とくが出

て来るからだ。 20これらのものが人

を汚すのだ。だが，洗っていない手で

食事をすることが人を汚すことはない

」。 21イエスはそこから出発し，テ

ュロスとシドンの地方へ去って行った

。 22見よ，その地方出身のカナナイ

人の女が出て来て，叫んで言った，「

主よ，ダビデの子よ，わたしをあわれ
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んでください！わたしの娘がひどく悪

霊につかれています！」 23しかし彼

は彼女に一言も答えなかった。弟子た

ちが近寄って来て，彼に願ってこう言

った。「彼女を追い払ってください。

わたしたちの後ろで叫んでいますから

」。 24しかし彼は答えた，「わたし

はイスラエルの家の失われた羊のほか

にはだれのところにも遣わされなかっ

た」。 25しかし彼女は来て，彼を拝

んで言った，「主よ，わたしをお助け

ください」。 26しかし彼は答えた，

「子供たちのパンを取って犬たちに投

げ与えるのはふさわしくない」。 27

しかし彼女は言った，「そうです，主

よ。でも，犬たちでさえ，その主人た

ちの食卓から落ちたパンくずを食べる

のです」。 28それで彼は彼女に答え

た，「女よ，あなたの信仰は偉大だ。

あなたの望むとおりのことが起きるよ

うに」。すると，彼女の娘はその時刻

にいやされた。 29イエスはそこを去

って，ガリラヤの海の近くにやって来

た。そして山の中に上って行き，そこ

に座った。 30大群衆が，足の不自由

な人，目の見えない人，体の不自由な

人，その他大勢の人を連れて，彼のも

とにやって来た。そして彼らを彼の足

もとに置いた。彼は彼らをいやした。

31そのため群衆は，口のきけない人が

ものを言い，傷を負った人が健康にな

り，足の不自由な人が歩き，目の見え

ない人が見えるようになったのを目に

して驚き，イスラエルの神に栄光をさ

さげた。 32イエスは弟子たちを呼び

寄せて言った，「わたしは群衆に対し

て哀れみを抱く。彼らはもう三日もわ

たしと共にいるのに，食べる物を何も

持っていないからだ。わたしは彼らを

空腹のままで去らせたくはない。そん

なことをすれば，彼らは途中で気を失

ってしまうかも知れない」。 33弟子

たちは彼に言った，「この寂しい場所

で，これほどの大群衆を満足させるほ

ど多くのパンをどこから手に入れるの

ですか」。 34イエスは彼らに言った

，「あなた方はパンを幾つ持っている

のか」。彼らは言った，「七つです

。それに小さな魚が少し」。 35彼は

地面に座るよう群衆に命じ， 36七つ

のパンと魚を取った。感謝をささげて

からそれを裂き，弟子たちに与え，弟

子たちが群衆に与えた。 37人々は食

べて満ち足りた。彼らは余ったパン切

れを七つのかごいっぱいに拾い集めた

。 38食べたのは，女と子供を除いて

，四千人の男たちであった。 39それ

から彼は群衆を去らせ，舟に乗り，マ

グダラ地方に入った。

16ファリサイ人たちとサドカイ人た
ちがやって来て，彼を試そうとし

て，天からのしるしを見せるようにと

彼に求めた。 2しかし，彼は彼らに答

えた，「あなた方は，夕方になると，

『晴天になるだろう，空が赤いから』

と言う。 3朝には，『今日は荒れ模様

だろう，空が赤くてどんよりとしてい

るから』と言う。偽善者たち！あなた

方は空模様の見分け方は知っていなが

ら，時のしるしは見分けられないのだ

！ 4悪い姦淫の世代はしるしを求める

が，預言者ヨナのしるしのほかには何

のしるしも与えられないだろう」。

彼は彼らを残して去って行った。 5弟

子たちは向こう岸に行ったが，パンを

持って来るのを忘れた。 6イエスは彼
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らに言った，「ファリサイ人たちとサ

ドカイ人たちのパン種に注意し，用心

しなさい」。 7彼らは互いに論じ合っ

て言った，「我々はパンを持って来な

かった」。 8それに気づいて，イエス

は言った，「なぜあなた方は，『パン

を持っていないからだ』などと互いに

論じ合っているのか，信仰の少ない者

たちよ。 9まだ気づかないのか。覚え

ていないのか。五千人のための五つの

パン，そしてあなた方が幾つのかごに

拾い集めたかを。 10また，四千人の

ための七つのパン，そしてあなた方が

幾つのかごに拾い集めたかを。 11あ

なた方にパンについて話したのではな

いことが，どうして分からないのか。

ただ，ファリサイ人たちとサドカイ人

たちのパン種に用心しなさい」。 12

その時，彼らは，イエスが自分たちに

用心するように言ったのは，パンのパ

ン種のことではなく，ファリサイ人た

ちとサドカイ人たちの教えのことだと

理解した。 13さて，イエスは，カエ

サレア・フィリピ地帯に入ると，弟子

たちに尋ねて言った，「人々は，わた

し，人の子をだれだと言っているか」

。 14彼らは言った，「ある者たちは

バプテスマを施す人ヨハネ，ある者た

ちはエリヤ，ほかの者たちはエレミヤ

か預言者たちの一人だと言っています

」。 15彼は彼らに言った，「だが，

あなた方はわたしをだれだと言うのか

」。 16シモン・ペトロが答えた，「

あなたはキリスト，生ける神の子です

」。 17イエスは彼に言った，「シモ

ン・バルヨナ，あなたは幸いだ。あな

たにこのことを明らかにしたのは肉と

血ではなく，天におられるわたしの父

だからだ。 18わたしもあなたに告げ

るが，あなたはペトロであり，この岩

の上にわたしは自分の集会を建てる。

ハデスの門もそれに打ち勝たない。

(Hadēs g86) 19わたしはあなたに天の王国

のかぎを与えよう。そして，あなたが

地上で縛るものは天でも縛られ，あな

たが地上で解くものは天でも解かれる

だろう」。 20それから，自分がキリ

ストだということをだれにも告げない

ようにと弟子たちに命じた。 21その

時以後，イエスは，自分がエルサレム

に行き，長老たちや祭司長たちや律法

学者たちから多くの苦しみを受け，か

つ殺され，そして三日後に起こされな

ければならないことを，弟子たちに示

し始めた。 22ペトロは彼をわきに連

れて行き，彼をしかり始めて言った，

「主よ，とんでもありません！あなた

には決してそんなことは起きないでし

ょう」。 23しかし，彼は背を向けて

ペトロに言った。「わたしの後ろに下

がれ，サタンよ！あなたはわたしのつ

まづきの石だ。あなたは神の物事では

なく，人間の物事を考えているからだ

」。 24それからイエスは弟子たちに

言った，「だれでもわたしに付いて来

たいと思うなら，その人は自分を否定

し，自分の十字架を取り上げて，わた

しに従いなさい。 25自分の命を救お

うと思う者はそれを失うことになり，

わたしのために自分の命を失う者はそ

れを見いだすことになるからだ。 26

というのも，人が全世界を手に入れて

も，自分の命を失うなら，何の益にな

るだろうか。人は自分の命と引き換え

にいったい何を支払うというのか。 27

人の子は，自分の父の栄光のうちに自
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分の使いたちと共に来るが，その時，

彼はすべての人にその行ないに従って

報いるのだ。 28本当にはっきりとあ

なた方に告げる。ここに立っている者

の中には，人の子が自分の王国のうち

に来るのを見るまでは決して死を味わ

わない者たちがいる」。

17六日後，イエスは自分のペトロと
ヤコブとその兄弟ヨハネを伴い，

高い山に彼らだけを連れ上った。 2彼

は彼らの目の前で変ぼうさせられた。

その顔は太陽のように輝き，その衣は

光のように白くなった。 3見よ，モー

セとエリヤが彼らに現われて，イエス

と語り合っていた。 4ペトロが答えて

イエスに言った，「主よ，わたしたち

がここにいるのは良いことです。もし

お望みなら，ここに幕屋を三つ作りま

しょう。一つはあなたのため，一つは

モーセのため，一つはエリヤのためで

す」。 5彼がまだ話しているうちに，

見よ，輝く雲が彼らを影で覆った。見

よ，その雲から声がして，「これはわ

たしの愛する子，わたしの心にかなう

者である。この者に聞き従いなさい」

と言った。 6これを聞くと，弟子たち

は顔を伏せて非常に恐れた。 7イエス

が近寄り，彼らに触って言った，「起

き上がりなさい。恐れてはいけない」

。 8彼らが目を上げると，イエスひと

りのほかはだれも見えなかった。 9彼

らが山を下りて行く時，イエスは彼ら

に命じて言った，「人の子が死んだ者

たちの中から生き返るまでは，目にし

たことをだれにも告げてはいけない」

。 10弟子たちは彼に尋ねて言った，

「それでは，なぜ律法学者たちは，ま

ずエリヤが来なければならないと言う

のですか」。 11イエスは彼らに言っ

た，「確かにまずエリヤが来て，すべ

てのものを回復する。 12だが，あな

た方に告げる。エリヤはすでに来たの

だ。そして人々は彼が分からず，した

い放題のことを彼に対して行なったの

だ。同じように，人の子も人々から苦

しみを受けるだろう」。 13その時，

弟子たちは，彼がバプテスマを施す人

ヨハネについて自分たちに話したのだ

ということを理解した。 14彼が群衆

のところに来ると，一人の人が彼のも

とに近づき，彼の前にひざまずいて言

った， 15「主よ，わたしの息子をあ

われんでください。てんかんで，ひど

く苦しんでいるからです。たびたび火

の中に落ち，たびたび水の中に落ちる

のです。 16そこで，この子をあなた

の弟子たちのところに連れて来ました

が，彼らにはこの子をいやすことがで

きませんでした」。 17イエスは彼ら

に言った，「信仰のないねじ曲がった

世代よ！いつまでわたしはあなた方と

一緒にいようか。いつまであなた方の

ことを我慢しようか。その子をわたし

のところに連れて来なさい」。 18イ

エスが彼をしかりつけると，悪霊は彼

から出て行った。そして，少年はその

時以来いやされた。 19それから，弟

子たちはひそかに彼のもとに来て，「

なぜわたしたちはあの霊を追い出せな

かったのでしょうか」と言った。 20

彼は彼らに言った，「あなた方の不信

仰のためだ。本当にはっきりとあなた

方に告げるが，もしあなた方に一粒の

からしの種ほどの信仰があるなら，こ

の山に『ここからあそこに移れ』と言

えば，それは移るだろう。そして，あ
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なた方に不可能なことはないだろう。

21だが，この種のものは，祈りと断食

によらなければ，出て行くことはない

」。 22彼らがガリラヤに滞在してい

た時，イエスは彼らに言った，「人の

子は人々の手に引き渡されようとして

いる。 23そして人々は彼を殺すだろ

う。そして三日目に彼は起こされるだ

ろう」。彼らは深く悲しんだ。 24彼

らがカペルナウムに来た時，ディドラ

クマ硬貨を徴収する者たちがペトロの

ところに来て，「あなた方の教師はデ

ィドラクマを払わないのか」と言った

。 25彼は言った，「払います」。彼

が家の中に入ると，イエスは彼より先

にこう言った。「シモン，あなたはど

う思うか。地上の王たちは税や貢をだ

れから受けるのか。自分の子供たちか

らか，それともよその者たちからか」

。 26ペトロはイエスに言った，「よ

その者たちからです」。イエスは彼に

言った，「それなら，子供たちは税を

免じられているのだ。 27だが，わた

したちが彼らをつまずかせることがな

いように，海に行って，つり針を投げ

，最初に釣れた魚を取りなさい。その

口を開くと，一枚のスタテル硬貨を見

つけるだろう。それを取って，わたし

とあなたの分として彼らに与えなさい

」。

18その時，弟子たちがイエスのもと
に来て，「天の王国では，いった

いだれが一番偉いのですか」と言った

。 2イエスは幼子を自分のところに呼

び寄せ，彼らの真ん中に座らせて 3言

った，「本当にはっきりとあなた方に

告げる。立ち返って幼子たちのように

ならなければ，あなた方は決して天の

王国に入ることはないだろう。 4だか

ら，この幼子のように自分を低くする

者，その者が天の王国で一番偉いのだ

。 5わたしの名のゆえにこのような幼

子の一人を受け入れる者は，わたしを

受け入れるのだ。 6だが，わたしを信

じるこれら小さな者たちの一人をつま

ずかせる者は，首に大きな臼石をかけ

られて海の深みに沈められる方が，そ

の者にとっては良いだろう。 7「数々

のつまずきのもとのゆえに，この世は

災いだ！つまずきのもとは必ずやって

来るが，自分を通してつまずきのもと

がやって来るその人は災いだ！ 8もし

あなたの片手か片足があなたをつまず

かせるなら，それを切り取って捨てな

さい。両手や両足をつけて永遠の火に

投げ込まれるよりは，不具または足の

不自由なまま命に入る方が，あなたに

とっては良いのだ。 (aiōnios g166) 9もし

あなたの片目があなたをつまずかせる

なら，それをえぐり出して捨てなさい

。両目をつけてゲヘナの火に投げ込ま

れるよりは，片目で命に入る方が，あ

なたにとっては良いのだ。 (Geenna g1067)

10あなた方は，これら小さな者たちの

一人をさげすんだりしないように気を

つけなさい。あなた方に告げるが，彼

らのためのみ使いたちは，天におられ

るわたしの父のみ顔を，天でいつも見

ているのだ。 11人の子は失われたも

のを救うために来たからだ。 12「あ

なた方はどう思うか。ある人に百匹の

羊がいて，そのうちの一匹が迷い出た

なら，その人は九十九匹を残して山に

行き，迷い出ているものを探さないだ

ろうか。 13もしそれを見つけたなら

，本当にはっきりとあなた方に告げる
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が，迷い出なかった九十九匹のこと以

上に，その一匹のことを喜ぶのだ。 14

このように，これら小さな者たちの一

人が滅びることは，天におられるわた

しの父のご意志ではない。 15「あな

たの兄弟があなたに対して罪を犯した

なら，行って，あなたと彼だけの間で

その過ちを示しなさい。彼があなたに

聞き従うなら，あなたは自分の兄弟を

取り戻したのだ。 16だが，聞き従わ

ないなら，あなたと共にもう一人か二

人を連れて行きなさい。二人か三人の

証人の口によって，すべての言葉が確

証されるようにするためだ。 17もし

彼が彼らに聞き従うことを拒むなら，

集会に告げなさい。もし彼が集会に聞

き従うことも拒むなら，彼をあなたに

とって異邦人や徴税人のようにならせ

なさい。 18本当にはっきりとあなた

方に告げる。あなた方が地上で縛るも

のは天でも縛られ，あなた方が地上で

解くものは天でも解かれるだろう。 19

重ねて，本当にはっきりとあなた方に

告げる。あなた方のうちの二人が，自

分たちの願い求める事柄に関して地上

で一致するなら，それは天におられる

わたしの父によって実現するのだ。 20

二人か三人がわたしの名において共に

集まっているところでは，わたしが彼

らの中にいるからだ」。 21その時，

ペトロが近寄って来てイエスに言った

，「主よ，兄弟がわたしに対して罪を

犯した場合，彼を何度まで許すべきで

しょうか。七回までですか」。 22イ

エスは彼に言った，「わたしはあなた

に七回までとは言わない。七十七回ま

でだ。 23だから，天の王国は，自分

の召使いたちと貸し借りを精算しよう

とした一人の王のようだ。 24精算を

始めると，一万タレントの借金がある

者が王のもとに連れて来られた。 25

だが，返済できなかったので，主人は

彼に，妻や子供たちやすべての持ち物

を売って支払いをするように命じた。

26そのため，この召使いはひれ伏し，

主人の前にひざまずいて，『ご主人様

，わたしのことをご辛抱ください。す

べてをお返ししますから！』と言った

。 27その召使いの主人は，哀れみに

動かされて，彼を解放し，その負債を

帳消しにしてやった。 28「ところが

，その召使いは出て行って，自分に百

デナリの借金がある仲間の召使いたち

の一人を見つけると，捕まえて首を絞

め，『借りているものを返せ！』と言

った。 29「それで，仲間の召使いは

彼の足もとにひれ伏し，彼に懇願して

，『わたしのことを辛抱してください

。返しますから！』と言った。 30彼

はそうしようとせず，行って，その者

が借金を返すまで，その者をろうやに

投げ入れた。 31そこで，起きたこと

を見た時，仲間の召使いたちは深く悲

しみ，行って，起きたことをみな彼ら

の主人に告げた。 32すると主人は彼

を呼び出して，彼に言った，『悪い召

使いだ！わたしはお前が懇願したから

，負債をみな帳消しにしてやったのだ

。 33わたしがお前をあわれんだよう

に，お前も仲間の召使いをあわれんで

やるべきではなかったか』。 34主人

は腹を立て，彼が借金をすべて返すま

で，彼をろうやの役人に引き渡した。

35もしあなた方がそれぞれ自分の兄弟

の罪過を心から許さないなら，わたし
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の天の父もあなた方に対して同じよう

に行なわれるだろう」。

19イエスはこれらの言葉を語り終え
ると，ガリラヤを去って，ヨルダ

ンの向こうのユダヤ地方に入った。 2

大群衆が彼に従った。そこで彼はその

場所で彼らをいやした。 3ファリサイ

人たちがやって来て，彼を試そうとし

て言った，「どんな理由でも，男が自

分の妻を離縁することは許されている

のですか」。 4彼は答えた，「あなた

方は読んだことがないのか。人を造ら

れた方は，はじめから彼らを男性と女

性に造られ， 5そして，『このために

，男は自分の父と母を離れて，自分の

妻と結び付く。こうして二人は一体と

なる』と言われたのを。 6それで，彼

らはもはや二つではなく，一体なのだ

。だから，神が結び合わされたものを

，人が引き離してはいけない」。 7彼

らは彼に尋ねた，「それでは，なぜモ

ーセは，離縁状を与えて妻を離縁する

ことをわたしたちに命じたのですか」

。 8彼は彼らに言った，「モーセは，

あなた方の心のかたくなさのゆえに，

あなた方が自分の妻を離縁することを

容認したのであって，はじめからそう

だったわけではない。 9あなた方に告

げるが，淫行以外の理由で自分の妻を

離縁して別の女と結婚する者は，姦淫

を犯すのであり，離縁された女と結婚

する者は，姦淫を犯すのだ」。 10弟

子たちは彼に言った，「妻についての

男の実情がそのようなものであれば，

結婚するのはうまいことではありませ

ん」。 11しかし彼は彼らに言った，

「すべての人がこの言葉を受け入れる

ことができるわけではなく，授けられ

ている人たちだけがそうできる。 12

母の胎からそのように生まれついた去

勢者がおり，人に去勢させられた去勢

者がおり，天の王国のために自分を去

勢した去勢者がいるからだ。それを受

け入れることができる者は，受け入れ

なさい」。 13その時，その上に両手

を置いて祈ってもらおうとして，幼子

たちが彼のもとに連れて来られたが，

弟子たちは彼らをしかりつけた。 14

しかしイエスは言った，「幼子たちを

そのままにしておきなさい。彼らがわ

たしのところに来るのをとどめてはい

けない。天の王国はこのような者たち

のものだからだ」。 15両手を彼らの

上に置いてから，そこを去って行った

。 16見よ，ある人が彼に近寄って来

て言った，「善い先生，永遠の命を得

るためには，どんな善いことをしたら

よいでしょうか」。 (aiōnios g166) 17イエ

スは彼に言った，「なぜ，わたしのこ

とを善いと呼ぶのか。神おひとりのほ

かに善い者はいない。だが，命に入り

たいなら，おきてを守りなさい」。

18彼はイエスに言った，「どのおきて

ですか」。イエスは言った，「『あな

たは殺してはならない』，『あなたは

姦淫を犯してはならない』，『あなた

は盗んではならない』，『あなたは偽

りの証言をしてはならない』， 19『

あなたの父と母を敬いなさい』，そし

て，『あなたは隣人を自分自身のよう

に愛さなければならない』」。 20そ

の若者はイエスに言った，「わたしは

そうした事すべてを幼いころから守っ

てきました。まだ何が足りないのでし

ょうか」。 21イエスは彼に言った，

「もしあなたが完全でありたいと思う
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なら，行って，持ち物を売り，貧しい

人たちに与えなさい。そうすれば，天

に宝を持つことになる。それから来て

，わたしに従いなさい」。 22しかし

，この言葉を聞くと，その若者は悲し

そうに去って行った。多くの資産を持

っていたからである。 23イエスは弟

子たちに言った，「本当にはっきりと

あなた方に言う。富んだ人が天の王国

に入るのは難しいことだ。 24重ねて

，あなた方に告げる。富んだ人が神の

王国に入るよりは，ラクダが針の穴を

通り抜ける方が易しいのだ」。 25こ

れを聞いて，弟子たちは非常に驚いて

言った，「いったいだれが救いを得ら

れるのだろう」。 26イエスは彼らを

見つめて言った，「人には不可能だが

，神にはすべての事が可能だ」。 27

その時，ペトロが彼に答えた，「ご覧

ください，わたしたちは何もかも後に

して，あなたに従いました。それで，

わたしたちは何を持つことになるので

しょうか」。 28イエスは彼らに言っ

た，「本当にはっきりとあなた方に告

げるが，再生の際，人の子が自分の栄

光の座に着くときには，わたしに従っ

てきたあなた方も十二の座に着き，イ

スラエルの十二部族を裁くだろう。 29

わたしの名のために，家々，兄弟たち

，姉妹たち，父，母，妻，子供たち，

あるいは畑を後にする者は，その百倍

を受け，また永遠の命を受け継ぐこと

になる。 (aiōnios g166) 30だが，多くの最

初の者が最後に，最後の者が最初にな

るだろう。

20「天の王国は，自分のブドウ園に
働き人を雇うために朝早く出かけ

た家の主人のようだからだ。 2働き人

たちと一日一デナリオスで合意すると

，彼らを自分のブドウ園に送り出した

。 3第三時ごろに出て行き，ほかの者

たちが市場で仕事をせずに立っている

のを見て， 4彼らに言った，『あなた

方もブドウ園に行きなさい。そうすれ

ば，正当なものを払おう』。そこで彼

らは出かけて行った。 5第六時と第九

時ごろにも再び出て行き，同じように

した。 6第十一時ごろに出て行くと，

ほかの者たちが仕事をせずに立ってい

るのを見つけて，彼らに言った，『な

ぜあなた方は仕事もしないで一日中こ

こに立っているのか』。 7「彼らは彼

に言った，『だれもわたしたちを雇っ

てくれないからです』。「彼は彼らに

言った，『あなた方もブドウ園に行き

なさい。そうすれば，正当なものを受

け取るだろう』。 8夕方になった時，

ブドウ園の主人は自分の管理人に言っ

た，『働き人たちを呼んで，最後の者

から始めて最初の者まで順に賃金を払

いなさい』。 9「第十一時ごろ雇われ

た者たちが来て，それぞれ一デナリオ

スずつ受け取った。 10最初の者たち

が来て，もっと多く受け取るものと思

ったが，彼らもやはりそれぞれ一デナ

リオスずつ受け取った。 11それを受

け取ると，彼らは家の主人に対して不

平をもらして 12言った，『これら最

後の者たちは一時間働いただけだ。そ

れなのに，あなたは彼らを，一日の重

荷と焦げ付くような暑さに耐えたわた

したちと同じにした！』。 13「だが

，彼はその一人に答えた，『友よ，わ

たしはあなたに何も不正をしていない

。あなたはわたしと一デナリオスで合

意したではないか。 14あなたの分を
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取って，帰りなさい。この最後の者に

もあなたと同じように払ってやりたい

のだ。 15わたしが自分のもので自分

のしたいことをするのは許されていな

いのか。それとも，わたしが善良なの

で，あなたの目はよこしまになるのか

』。 16このように，最後の者が最初

に，最初の者が最後になるだろう。招

かれるものは多いが，選ばれる者は少

ないのだ」。 17エルサレムに上って

行く際，イエスは十二弟子をわきに連

れて行き，途上で彼らに言った， 18

「見よ，わたしたちはエルサレムに上

って行く。そして，人の子は祭司長た

ちや律法学者たちに引き渡される。彼

らは彼を死に定めて 19異邦人たちに

引き渡すだろう。あざけり，むち打ち

，はりつけにするためだ。そして三日

目に彼は起こされる」。 20その時，

ゼベダイの子らの母がその息子たちと

一緒に彼のもとにやって来て，ひざま

ずいて何事かを彼に求めた。 21彼は

彼女に言った，「何を望むのか」。

彼女は彼に言った，「これらわたしの

二人の息子が，あなたの王国で，一人

はあなたの右に，一人はあなたの左に

座るようお取り計らいください」。 22

しかしイエスは答えた，「あなた方は

自分が何を求めているかを知っていな

い。あなた方は，わたしの飲もうとし

ている杯を飲み，わたしの受けている

バプテスマを受けることができるか」

。彼らは彼に言った，「できます」。

23彼は彼らに言った，「確かに，あな

た方はわたしの杯を飲み，わたしの受

けているバプテスマを受けるだろう。

だが，わたしの右や左に座ることは，

わたしが与えるものではなく，わたし

の父によってそれが備えられている人

たちのためのものだ」。 24ほかの十

人はこれを聞き，二人の兄弟のことで

憤慨した。 25しかし，イエスは彼ら

を呼び寄せてこう言った。「あなた方

が知っているとおり，異邦人たちの支

配者たちは人々に対して威張り散らし

，偉い人たちは人々の上に権力を行使

している。 26だが，あなた方の間で

はそうであってはならない。むしろ，

あなた方の間で偉くなりたいと思う者

は，あなた方の召使いでなければいけ

ない。 27だれでもあなた方の間で第

一でありたい者は，あなた方の奴隷で

なければいけない。 28それはちょう

ど，人の子が，仕えてもらうためでは

なく，むしろ仕え，自分の命を多くの

人の身代金として与えるために来たの

と同じだ」。 29彼らがエリコから出

て来ると，大群衆が彼に従った。 30

見よ，道ばたに座っている二人の盲人

が，イエスが通り過ぎると聞いて，叫

んで言った，「主よ，わたしをあわれ

んでください，ダビデの子よ！」 31

群衆は，静かにするように言って彼ら

をしかりつけたが，彼らはますます叫

んで言った，「主よ，わたしをあわれ

んでください，ダビデの子よ！」 32

イエスは立ち止まって彼らを呼び，「

何をして欲しいのか」と尋ねた。 33

彼らは彼に言った，「主よ，わたした

ちの目が開くことです」。 34イエス

は哀れみに動かされて，彼らの目に触

った。すると，すぐに彼らの目は見え

るようになった。そして彼らはイエス

に従った。

21彼らがエルサレムに近づき，オリ
ーブ山のふもとのベツファゲにや
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って来たその時，イエスは二人の弟子

を遣わして 2彼らに言った，「向こう

の村に行きなさい。するとすぐに，ロ

バがつないであり，一緒に子ロバがい

るのを見つけるだろう。それらを解い

て，わたしのところに連れて来なさい

。 3もしだれかがあなた方に何か言う

なら，『主がこれを必要としているの

です』と言いなさい。そうすれば，そ

の人はすぐに行かせてくれるだろう」

。 4このことすべてが起こったのは，

預言者を通して語られたことが果たさ

れるためであった。こう言われていた

。 5「シオンの娘に告げよ，見よ，あ

なたの王があなたのところにやって来

る，謙そんで，ロバに乗って，ロバの

子である子ロバに乗って』。 6弟子た

ちは出て行き，イエスが彼らに命じた

とおりに行なった。 7そして，ロバと

子ロバを連れて来て，その上に自分た

ちの外衣をかけた。すると彼はそれら

に乗った。 8おびただしい大群衆が自

分たちの衣を道に敷いた。ほかの者た

ちは木から枝を切り落として来て街道

に敷いた。 9群衆は，先に行く者も付

いて行く者も，こう叫び続けた。「ダ

ビデの子にホサンナ！主の名において

来る者は幸いだ！いと高き所にホサン

ナ！」 10彼がエルサレムに入ると，

都全体が騒ぎ立ち，「この人はだれだ

」と言った。 11群衆は言った，「こ

れは，ガリラヤのナザレから来た預言

者イエスだ」。 12イエスは神殿に入

り，神殿で売り買いしていた者たちを

みな追い出し，両替人たちの台とハト

を売る者たちの腰掛けをひっくり返し

た。 13彼らに言った，「『わたしの

家は祈りの家と呼ばれるだろう』と書

いてある。それなのにあなた方は，そ

れを強盗たちの巣にしてしまった！」

14神殿で，目の見えない人たちや足の

不自由な人たちが近寄って来たので，

彼らをいやした。 15しかし，祭司長

たちと律法学者たちは，彼が行なった

驚くべき事柄を見，また子供たちが神

殿で叫んで，「ダビデの子にホサンナ

！」と言っているのを見て憤慨し， 16

彼に言った，「これらの者たちが言っ

ていることが聞こえるか」。イエスは

彼らに言った，「聞こえる。あなた方

は，『赤子や乳飲み子の口から，あな

たは賛美を備えられた』とあるのを読

んだことがないのか」。 17彼らを残

して，都を出てベタニアに行き，そこ

で夜を過ごした。 18さて，朝早く都

に戻るとき，空腹を感じた。 19道ば

たにイチジクの木があるのを見て，そ

こに行ったが，その木には葉のほかに

は何も見つからなかった。その木に言

った，「もうお前からは永久に実が出

ないように！」すぐにそのイチジクの

木は枯れた。 (aiōn g165) 20弟子たちはこ

れを見て驚き，「どうしてこのイチジ

クの木はすぐに枯れたのですか」と言

った。 21イエスは彼らに答えた，「

本当にはっきりとあなた方に告げる。

もしあなた方に信仰があって疑わない

なら，このイチジクの木に生じたこと

ができるだけでなく，この山に『持ち

上げられて海の中に投げ込まれるよう

に』と言えば，それは起きるだろう。

22祈りの中で信じつつ求めるすべての

ものを，あなた方は受けるだろう」。

23彼が神殿に入ると，祭司長たちと民

の長老たちが，彼の教えているところ

にやって来てこう言った。「あなたは
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何の権威によってこうした事をするの

か。だれがその権威をあなたに与えた

のか」。 24イエスは彼らに答えた，

「わたしもあなた方に一つのことを尋

ねよう。あなた方がわたしに告げるな

ら，わたしも何の権威によってこうし

た事をするのかをあなた方に告げよう

。 25ヨハネのバプテスマはどこから

のものだったか。天からか，それとも

人からか」。彼らは互いに論じ合っ

て言った，「我々が『天から』と言え

ば，彼は『あなた方が彼を信じなかっ

たのはなぜか』と言うだろう。 26我

々が『人から』と言えば，我々は群衆

が怖い。みんながヨハネは預言者だと

考えているからだ」。 27彼らはイエ

スに答えて言った，「わたしたちは知

らない」。イエスも彼らに言った，「

わたしも，何の権威によってこうした

事をするのかをあなた方に告げない。

28ところで，あなた方はどう思うか。

ある人に二人の息子がいた。そして，

兄のところに行って，『子よ，今日，

わたしのブドウ園に行って働きなさい

』と言った。 29彼は『行きません』

と答えたが，後で思い直して出かけて

行った。 30弟のところに来て，同じ

ことを言った。彼は『お父様，参りま

す』と答えたが，行かなかった。 31

この二人のうち，どちらが自分の父の

意志を行なったか」。彼らは彼に言

った，「兄のほうだ」。イエスは彼ら

に言った，「本当にはっきりとあなた

方に告げるが，徴税人たちや売春婦た

ちのほうが，あなた方より先に神の王

国に入りつつある。 32ヨハネは義の

道をもってあなた方のところに来たの

に，あなた方は彼を信じず，徴税人た

ちや売春婦たちが彼を信じたからだ。

あなた方はそれを見ながら，後で悔い

改めて彼を信じようとさえしなかった

。 33「別のたとえを聞きなさい。家

の主人がいた。彼はブドウ園を造り，

その周りに垣根を巡らし，ブドウ搾り

場を掘り，塔を建て，それを耕作人た

ちに貸して，外国に出かけた。 34実

りの季節が近づくと，彼は自分の召使

いたちを耕作人たちのところに送って

，自分の実りを受け取ろうとした。 35

耕作人たちは彼の召使いたちを捕まえ

，ある者を打ちたたき，別の者を殺し

，別の者を石打ちにした。 36彼は再

び，ほかの召使いたちを最初よりたく

さん送ったが，耕作人たちは彼らも同

じように扱った。 37それでも最後に

，『わたしの息子なら敬うだろう』と

言って，彼は自分の息子を送った。 38

ところが耕作人たちは，その息子を見

て，互いに言った，『これは相続人だ

。さあ，こいつを殺そう。そうすれば

，その相続財産が手に入る』。 39そ

こで彼らは彼を捕まえ，そのブドウ園

の外に投げ出して殺した。 40それで

，ブドウ園の主人がやって来たとき，

これらの耕作人たちをどうするだろう

か」。 41彼らは彼に告げた，「それ

ら卑しい者たちをみじめな仕方で滅ぼ

し，季節ごとに実りを収めるほかの耕

作人たちにそのブドウ園を貸し出すだ

ろう」。 42イエスは彼らに言った，

「あなた方は聖書の中で読んだことが

ないのか。『建てる者たちが退けた石

，それが隅の親石となった。これは主

から生じたことで，わたしたちの目に

は不思議なことだ』。 43「だから，

あなた方に告げる。神の王国はあなた
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方から取り上げられ，その実を結ぶ民

族に与えられる。 44この石の上に落

ちる者は粉々に砕かれ，その石がだれ

かの上に落ちれば，それはその者をみ

じんに砕くだろう」。 45祭司長たち

とファリサイ人たちは，彼のたとえを

聞いた時，彼が自分たちについて話し

ていることに気づいた。 46彼らは彼

を捕まえようとしたが，群衆を恐れた

。群衆は彼を預言者だと考えていたか

らである。

22イエスは答えて，再びたとえで彼
らに話してこう言った。 2「天の

王国は，自分の息子のために婚宴を催

した一人の王のようだ。 3自分の召使

いたちを遣わして，その婚宴に招いて

おいた者たちを呼ばせたが，彼らは来

ようとしなかった。 4彼は再びほかの

召使いたちを遣わして言った，『招い

ておいた者たちにこう告げなさい。「

見よ，わたしは夕食を整えた。わたし

の牛と肥えた家畜はほふられ，何もか

も整った。婚宴に来なさい！」』 5だ

が，彼らは意に介さず，ある者は自分

の農園に，別の者は自分の商売に出か

けて行った。 6また，残りの者たちは

王の召使いたちを捕まえ，ひどい扱い

をし，殺してしまった。 7それを聞い

て王は腹を立て，自分の軍隊を送り，

それらの人殺したちを滅ぼし，彼らの

町を焼き払った。 8「それから彼は自

分の召使いたちに言った，『婚礼の用

意はできているのだが，招いておいた

者たちはふさわしくなかった。 9だか

ら，大通りの十字路に行って，あなた

方が見つける者をみな婚宴に招きなさ

い』。 10それらの召使いたちは大通

りに出て行き，見つけた者をみな，悪

人も善人も共に集めた。婚礼は客でい

っぱいになった。 11ところが，王が

客を見ようとして入って来ると，そこ

に婚礼の衣服を着けていない者を見つ

けた。 12そこで王は彼に言った，『

友よ，どうして婚礼の衣服を着ないで

ここに入って来たのか』。彼は何も言

えなかった。 13すると王は召使いた

ちに言った，『彼の手足を縛って連れ

て行き，外の闇に投げ出せ。そこには

嘆きと歯ぎしりとがあるだろう』。 14

招かれるものは多いが，選ばれる者は

少ないのだ」。 15その時，ファリサ

イ人たちがやって来て，どのようにし

て彼の言葉じりを捕らえてわなにかけ

ようかと相談した。 16彼らは自分た

ちの弟子たちをヘロデ党の者たちと一

緒に彼のもとに遣わしてこう言わせた

。「先生，わたしたちはあなたが正直

な方で，だれに対しても真実をもって

神の道を教えられることを知っていま

す。あなたはだれをもえこひいきする

ことがないからです。 17それで，わ

たしたちに教えてください。カエサル

に税金を払うことは許されているでし

ょうか，許されていないでしょうか」

。 18しかし彼は，彼らの邪悪さに気

づいて，こう言った。「偽善者たち，

なぜあなた方はわたしを試すのか。 19

税の貨幣をわたしに見せなさい」。

彼らは彼のもとに一デナリオスを持っ

て来た。 20彼は彼らに言った，「こ

れはだれの像と銘なのか」。 21彼ら

は彼に言った，「カエサルのです」。

すると彼は彼らに答えた，「それなら

，カエサルのものはカエサルに，神の

ものは神に返しなさい」。 22これを

聞いて彼らは驚嘆し，彼を残して去っ
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て行った。 23その日，サドカイ人た

ちが彼のもとにやって来た。（復活な

どはないと言う者たちである。）彼に

尋ねて 24言った，「先生，モーセは

，『もしある人が子供を残さずに死ん

だ場合，彼の弟がその妻をめとり，自

分の兄のために子孫を起こさなければ

ならない』と言いました。 25さて，

わたしたちのもとに七人の兄弟がいま

した。最初の者が妻をめとりましたが

，死にました。そして子孫がいなかっ

たので，その弟にその妻を残しました

。 26二番目も，三番目も，ついには

七番目まで同じようになりました。 27

みんなの最後にその女も死にました。

28それで，復活において，彼女は七人

のうちだれの妻になるのですか。みん

なが彼女を妻にしたのですから」。 29

しかしイエスは彼らに答えた，「あな

た方は，聖書も神の力も知らずに，思

い違いをしている。 30復活において

，彼らはめとったり嫁いだりせず，天

にいる神のみ使いたちのようになるか

らだ。 31だが，死んだ者たちの復活

について，あなた方はモーセの書の『

茂み』のくだりで，神があなた方に語

られたことを読んだことがないのか。

こう言われた。 32『わたしはアブラ

ハムの神，イサクの神，ヤコブの神だ

』。神は死んだ者たちの神ではなく，

生きている者たちの神なのだ」。 33

群衆はこれを聞いて，彼の教えに驚い

た。 34しかしファリサイ人たちは，

彼がサドカイ人たちを沈黙させたこと

を聞いて，共に集まった。 35彼らの

うちの一人の律法学者が，彼を試そう

として一つのことを尋ねた。 36「先

生，律法の中で最大のおきてはどれで

すか」。 37イエスは彼に言った，「

『あなたは，心を尽くし，魂を尽くし

，思いを尽くして，あなたの神なる主

を愛さなければならない』。 38これ

が最大で第一のおきてだ。 39第二も

これと同様であって，こうだ。『あな

たは隣人を自分自身のように愛さなけ

ればならない』。 40律法全体と預言

者たちとは，この二つのおきてにかか

っている」。 41さて，ファリサイ人

たちが共に集まっているとき，イエス

は彼らに一つのことを尋ねて 42言っ

た，「あなた方はキリストについてど

う思うか。彼はだれの子か」。彼ら

は彼に言った，「ダビデの子だ」。 43

彼は彼らに言った，「どうしてダビデ

は霊によって彼を主と呼んでいるのか

。こう言っている。 44『主はわたし

の主に言われた，「わたしの右に座っ

ていなさい，わたしがあなたの敵たち

をあなたの足台とするまで」』。 45

「ダビデが彼を主と呼んでいるのなら

，どうして彼はダビデの子なのか」。

46だれも一言も彼に答えることはでき

なかった。そしてこの日以降，彼にこ

れ以上あえて何かを尋ねる者はいなか

った。

23それからイエスは群衆と弟子たち
に語って 2言った，「律法学者た

ちとファリサイ人たちはモーセの座に

着いている。 3だから，彼らがあなた

方に守るよう教えることはみな守り行

ないなさい。だが，彼らの業には見倣

ってはいけない。彼らは言いはするが

，行なわないからだ。 4担いきれない

ほどの重荷を束ねて人々の肩に載せる

が，自分では彼らを助けるために指一

本も持ち上げようともしない。 5自分
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たちの業すべてを，単に人に見せよう

として行なっているのだ。自分たちの

聖句入れを広くし，自分たちの衣の房

べりを大きくする。 6彼らが好むのは

，祝宴での上座や会堂での上席， 7市

場でのあいさつや人々に『ラビ，ラビ

』と呼ばれることなのだ。 8だが，あ

なた方は『ラビ』と呼ばれてはいけな

い。あなた方の教師はただ一人，キリ

ストで，あなた方はみな兄弟だからだ

。 9地上のだれをも自分たちの父と呼

んではいけない。あなた方の父はただ

一人，天におられる方だからだ。 10

また，師と呼ばれてはいけない。あな

た方の師はただ一人，キリストだから

だ。 11だが，あなた方の間で一番偉

い者は，あなた方の召使いになるだろ

う。 12だれでも自分を高くする者は

低くされ，自分を低くする者は高めら

れるだろう。 13「あなた方は災いだ

，律法学者たちとファリサイ人たち，

偽善者たちよ！あなた方はやもめたち

の家々を食い物にし，見せかけのため

に長い祈りをするからだ。だから，あ

なた方は最も厳しい裁きを受けるだろ

う。 14「だが，あなた方は災いだ，

律法学者たちとファリサイ人たち，偽

善者たちよ！あなた方は人々の前で天

の王国を閉ざすからだ。自分たちが入

らないばかりか，入ろうとする者たち

にも入らせないのだ。 15あなた方は

災いだ，律法学者たちとファリサイ人

たち，偽善者たちよ！あなた方は一人

の改宗者を作るために海と陸を巡り歩

き，それができると，自分に倍するほ

どのゲヘナの子とするからだ。 (Geenna

g1067) 16「あなた方は災いだ，盲目の

案内人たち，『だれでも神殿にかけて

誓うなら，それは無意味だが，神殿の

金にかけて誓うなら，その者には果た

す義務がある』と言う者よ。 17盲目

の愚か者たちよ！金と，その金を聖別

する神殿とでは，どちらが偉大なのか

。 18また，『だれでも祭壇にかけて

誓うなら，それは無意味だが，その上

にある供え物にかけて誓うなら，その

者には果たす義務がある』とも言う。

19盲目の愚か者たちよ！ 供え物と，そ

の供え物を聖別する祭壇とでは，どち

らが偉大なのか。 20だから，祭壇に

かけて誓う者は，祭壇とその上にある

すべての物にかけて誓っているのだ。

21神殿にかけて誓う者は，神殿とそこ

に住んでおられる方にかけて誓ってい

るのだ。 22天にかけて誓う者は，神

のみ座とその上に座っておられる方に

かけて誓っているのだ。 23「あなた

方は災いだ，律法学者たちとファリサ

イ人たち，偽善者たちよ！あなた方は

ハッカ，イノンド，クミンの十分の一

税は納めていながら，律法のもっと重

要な事柄，すなわち公正とあわれみと

忠実をなおざりにしている。 24盲目

の案内人よ，ブヨはこして除きながら

，ラクダをのみ込む者たちよ！ 25「

あなた方は災いだ，律法学者たちとフ

ァリサイ人たち，偽善者たちよ！あな

た方は杯と皿の外側は清めるが，内側

は強奪と不義で満ちているからだ。 26

盲目のファリサイ人よ，外側も清くす

るために，まず杯と皿の内側を清めな

さい。 27「あなた方は災いだ，律法

学者たちとファリサイ人たち，偽善者

たちよ！あなた方は白く塗った墓に似

ているからだ。外側は美しく見えるが

，内側は死んだ者たちの骨とあらゆる
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汚れでいっぱいだ。 28このようにあ

なた方も，人には外側は義人のように

見えるが，内側は偽善と不法でいっぱ

いだ。 29「あなた方は災いだ，律法

学者たちとファリサイ人たち，偽善者

たちよ！あなた方は預言者たちの墓を

建て，義人たちの墓を飾り立てて， 30

『我々が父祖たちの日々に生きていた

なら，彼らと共に預言者たちの血にあ

ずかる者にはならなかっただろうに』

と言う。 31こうしてあなた方は，預

言者たちを殺した者たちの子供である

ことを自分で証明している。 32それ

なら，あなた方の父祖たちのますを満

たしなさい。 33蛇よ，マムシらの子

孫よ，あなた方はどうしてゲヘナの裁

きを逃れることができようか。 (Geenna

g1067) 34それゆえ，見よ，わたしはあ

なた方に預言者たちと賢人たちと律法

学者たちを遣わす。あなた方は，その

うちのある者たちを殺してはりつけに

し，ある者たちを自分たちの会堂でむ

ち打ち，町から町へと迫害するだろう

。 35それは，義なるアベルの血から

，あなた方が聖所と祭壇の間で殺した

バラキアの子ザカリヤの血に至るまで

，地上で流されたすべての義なる血が

あなた方の上にふりかかるためだ。 36

本当にはっきりとあなた方に告げる。

こうした事柄すべては，この世代の上

にふりかかるだろう。 37「エルサレ

ム，エルサレム，預言者たちを殺し，

自分のところに遣わされた者たちを石

打ちにする者よ！めんどりがそのひな

を翼の下に集めるように，わたしは幾

たびあなたの子らを集めようとしたこ

とか。だが，あなた方は応じなかった

！ 38見よ，あなた方の家は荒れ果て

たままに残される。 39あなた方に告

げるが，あなた方は，『主の名におい

て来る者は幸いだ！』と言うときまで

は，今後決してわたしを見ることはな

いだろう」。

24イエスは神殿から出て行き，進ん
で行こうとした。弟子たちが彼に

神殿の建物を示そうとして近寄って来

た。 2しかし，イエスは彼らに言った

，「あなた方はこれらすべてのものを

見ていないのか。ここで石が崩されず

にほかの石の上に残ることはないだろ

う」。 3彼がオリーブ山の上で座って

いた時，弟子たちがひそかに彼のもと

に来て，こう言った。「わたしたちに

教えてください。それらのことはいつ

起きるのですか。あなたの来臨と時代

の終わりのしるしは何ですか」。 (aiōn

g165) 4イエスは彼らに答えた，「だれ

もあなた方を惑わすことがないように

注意しなさい。 5多くの者がわたしの

名においてやって来て，『わたしがキ

リストだ』と言って，多くの者を惑わ

すだろう。 6あなた方は戦争のことや

戦争のうわさを聞くだろう。動転しな

いように気を付けなさい。これらのす

べてのことは起こらなければならない

が，終わりはまだなのだ。 7民族は民

族に，王国は王国に敵対して立ち上が

るからだ。あちこちでききんと伝染病

と地震がある。 8だが，これらのすべ

てのことは産みの苦しみの始まりだ。

9その時，人々はあなた方を苦しみに

引き渡し，あなた方を殺すだろう。あ

なた方はわたしの名のためにすべての

民族から憎まれるだろう。 10その時

，多くの者がつまずき，互いに引き渡

し合い，互いに憎み合うだろう。 11



マタイの福音書37

多くの偽預言者たちが現われて，多く

の者を惑わすだろう。 12不法が増し

てゆくので，多くの者の愛が冷えてゆ

くだろう。 13だが，最後まで耐え忍

ぶ者，その者が救われるだろう。 14

王国のこの福音は，あらゆる民族に対

する証言のために，全世界で宣教され

るだろう。そしてそれから終わりが来

る。 15「それで，預言者ダニエルを

通して語られた，荒廃させる嫌悪すべ

きものが，聖なる所に立っているのを

見るなら（読者は理解せよ）， 16そ

の時，ユダヤにいる者たちは山に逃げ

なさい。 17屋上にいる者は自分の家

から物を取り出そうとして降りてはい

けない。 18畑にいる者は外衣を取り

に戻ってはいけない。 19だが，それ

らの日，妊娠している者たちと乳を飲

ませている母親たちにとっては災いだ

！ 20あなた方の逃走が冬や安息日に

起こらないように祈っていなさい。 21

その時，世のはじめから今に至るまで

起きたことがなく，また二度と起きな

いような苦しみがあるからだ。 22そ

れらの日が短くされなかったなら，肉

なる者はだれも救われないだろう。だ

が，選ばれた者たちのために，その日

々は短くされるのだ。 23「その時，

だれかがあなた方に，『見よ，ここに

キリストがいる！』とか，『あそこだ

』などと告げても，それを信じてはい

けない。 24偽キリストたちや偽預言

者たちが現われて，できるなら選ばれ

た者たちをさえ惑わそうとして，しる

しと不思議な業を行なうからだ。 25

「見よ，わたしはあなた方にあらかじ

め告げている。 26だから，人々があ

なた方に，『見よ，彼は荒野にいる』

と言っても，出て行ってはいけない。

『見よ，奥の部屋にいる』と言っても

，それを信じてはいけない。 27いな

ずまが東から出て，西にまで輝きわた

るように，人の子の来臨もそのようだ

からだ。 28どこでも死体のあるとこ

ろ，そこにハゲワシたちも集まって来

るのだ。 29だが，それらの日の苦し

みのすぐ後に，太陽は暗くなり，月は

光を放たなくなり，星々は天から落ち

，天にあるもろもろの力は揺り動かさ

れるだろう。 30そしてその時，人の

子のしるしが天に現われるだろう。そ

の時，地のすべての部族は悲しみ，人

の子が力と大いなる栄光をもって天の

雲に乗って来るのを見るだろう。 31

彼は大きならっぱの音と共に自分の使

いたちを遣わし，彼らは四方の風から

，天の一方の果てから他方の果てまで

，自分の選ばれた者たちを集め寄せる

だろう。 32「さあ，イチジクの木か

らこのたとえを学びなさい。その枝が

柔らかくなり，葉を出すと，あなた方

は夏の近いことを知る。 33そのよう

にあなた方も，これらのすべてのこと

が起こるのを見たなら，彼が戸口にま

で近づいていることを知りなさい。 34

本当にはっきりとあなた方に告げる。

これらのすべてのことが実現するまで

は，この世代は過ぎ去らない。 35天

と地は過ぎ去るだろう。それでも，わ

たしの言葉は過ぎ去らないのだ。 36

だが，その日や時刻についてはだれも

知らない。天のみ使いたちも知らず，

ただ父だけが知っておられる。 37「

人の子の来臨はノアの日々と同じよう

だ。 38というのも，洪水前のそれら

の日，ノアが箱船に入るその日まで，
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人々は食べたり飲んだり，めとったり

嫁いだりしていて， 39洪水が来て彼

らすべてをさらって行くまで，気づか

なかったのだ。人の子の来臨もそのよ

うになるだろう。 40その時，二人の

男が畑にいるだろう。一方は取り去ら

れ，他方は残される。 41二人の女が

引き臼をひいているだろう。一方は取

り去られ，他方は残される。 42だか

ら，見張っていなさい。あなた方は自

分たちの主が来るその時を知らないか

らだ。 43だが，このことを知ってお

きなさい。家の主人は，夜のどの見張

り時に盗人が来るかを知っているなら

，見張っていて，自分の家に押し入ら

れることを許さなかっただろう。 44

だから，あなた方も用意をしておきな

さい。あなた方の思いもしない時に人

の子は来るからだ。 45「それでは，

主人が，時節に応じて家の者たちに食

物を与えさせるため，彼らの上に任命

した，忠実で賢い召使いは，いったい

だれか。 46主人がやって来た時，そ

うしているのを見られるその召使いは

幸いだ。 47本当にはっきりとあなた

方に告げるが，主人は彼を自分のすべ

ての持ち物の上に任命するだろう。 48

だが，それが悪い召使いで，心の中で

，『わたしの主人は来るのが遅れてい

る』と言い， 49自分の仲間の召使い

たちを打ちたたき始め，酔っぱらいた

ちと食べたり飲んだりしているなら，

50その召使いの主人は，彼の思いもし

ない日，彼の知らない時にやって来て

， 51彼をずたずたに切り裂き，その

受け分を偽善者たちと共にならせるだ

ろう。そこには嘆きと歯ぎしりとがあ

るだろう。

25「その時，天の王国は，自分のと
もし火を持って花婿を迎えに出た

十人の処女のようになる。 2そのうち

五人は愚かで，五人は賢かった。 3愚

かな者たちは，ともし火を持って行く

とき，一緒に油を持って行かなかった

。 4だが，賢い者たちは，ともし火と

一緒に油を器に入れて持って行った。

5さて，花婿が遅れている間に，彼女

たちはみな，うとうとして眠り込んで

しまった。 6ところが，真夜中に，『

見よ！花婿が来た！彼を迎えに出よ

！』という叫びが上がった。 7その時

，それらの処女たちはみな起き上がり

，自分たちのともし火を整えた。 8愚

かな者たちは賢い者たちに言った，『

あなた方の油を少し分けてください。

わたしたちのともし火は消えそうです

から』。 9だが，賢い者たちは答えて

言った，『わたしたちとあなた方に足

りるほどはないかも知れません。それ

より，商人たちのところに行って，自

分のために買いなさい』。 10彼女た

ちが買いに出ている間に，花婿が来た

。そして，用意ができている者たちは

，彼と共に婚宴の部屋に入った。それ

から戸が閉められた。 11その後，ほ

かの処女たちもやって来て，『主よ，

主よ，わたしたちに開けてください』

と言った。 12だが，彼は答えた，『

本当にはっきりとあなた方に告げる。

わたしはあなた方を知らない』。 13

だから，見張っていなさい。あなた方

は人の子が来るその日もその時も知ら

ないからだ。 14「それは，外国に出

かけるとき，自分の召使いたちを呼ん

で，彼らに自分の財産を託した人のよ

うだからだ。 15それぞれの能力に応
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じて，ある者には五タレント，別の者

には二タレント，別の者には一タレン

トを与えてから，旅に出た。 16五タ

レントを受けた者はすぐに出て行き，

それを使って商売をし，ほかに五タレ

ントをもうけた。 17二タレントを受

けた者も，同じくほかに二タレントを

もうけた。 18だが，一タレントを受

けた者は，出て行って地面に穴を掘り

，自分の主人のお金を隠しておいた。

19「さて，長い時ののち，それらの召

使いたちの主人がやって来て，彼らと

貸し借りを精算した。 20五タレント

を受けた者が進み出て，ほかの五タレ

ントを差し出して言った，『ご主人様

，あなたはわたしに五タレントを渡さ

れました。ご覧ください，わたしはさ

らに五タレントをもうけました』。 21

「彼の主人は彼に言った，『よくやっ

た，忠実な善い召使いよ。あなたはわ

ずかなものに忠実だったから，多くの

ものの上に任命しよう。あなたの主人

の喜びに入りなさい』。 22「二タレ

ントを受けた者が進み出て言った，『

ご主人様，あなたはわたしに二タレン

トを渡されました。ご覧ください，わ

たしはさらに二タレントをもうけまし

た』。 23「彼の主人は彼に言った，

『よくやった，忠実な善い召使いよ。

あなたはわずかなものに忠実だったか

ら，多くのものの上に任命しよう。あ

なたの主人の喜びに入りなさい』。 24

「一タレントを受けた者も進み出て言

った，『ご主人様，わたしはあなたが

厳しい方で，種をまかなかった所で刈

り取り，散らさなかった所で集められ

るということを知っていました。 25

わたしは怖くなり，行ってあなたの一

タレントを地中に隠しました。ご覧く

ださい，これがあなたのものです』。

26「だが，彼の主人は彼に答えた，『

無精な悪い召使いよ。あなたはわたし

が種をまかなかった所で刈り取り，散

らさなかった所で集めることを知って

いたのか。 27それなら，わたしのお

金を銀行家に預けておくべきだった。

そうすれば，帰って来た時，自分のも

のを利息と一緒に戻してもらえただろ

うに。 28だから，その一タレントを

彼から取り上げて，十タレント持って

いる者に与えなさい。 29だれでも持

っている者にはさらに与えられて豊か

になるが，持っていない者からはその

持っているものまでも取り去られるこ

とになるからだ。 30この役に立たな

い召使いを外の闇に投げ出せ。そこに

は嘆きと歯ぎしりとがあるだろう』。

31「さて，人の子が自分の栄光のうち

に到来し，すべての聖なるみ使いたち

が彼と共に到来するその時，彼は自分

の栄光の座に着くだろう。 32すべて

の民族が彼の前に集められるだろう。

そして彼は，羊飼いが羊をヤギからよ

り分けるように，彼らを互いにより分

け， 33羊を自分の右に，ヤギを自分

の左に置くだろう。 34その時，王は

自分の右にいる者たちにこう告げるだ

ろう。『さあ，わたしの父に祝福され

た者たち，世の基礎が据えられて以来

あなた方のために備えられていた王国

を受け継ぎなさい。 35わたしが飢え

ると食べ物を与え，わたしが渇くと飲

み物を与え，よそから来ると宿を貸し

， 36裸でいると服を着せ，病気でい

ると見舞い，ろうやにいると来てくれ

たからだ』。 37「その時，義人たち
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は彼に答えてこう言うだろう。『主よ

，いつわたしたちは，あなたが飢えて

おられるのを見て食物を差し上げたり

，渇いておられるのを見て飲み物を差

し上げましたか。 38いつわたしたち

は，あなたがよそから来られたのを見

て宿を貸し，裸でおられるのを見て服

をお着せしましたか。 39いつわたし

たちは，あなたが病気をなさったり，

ろうやにおられるのを見て，あなたの

ところに参りましたか』。 40「王は

彼らにこう答えるだろう。『本当には

っきりとあなた方に告げる。これらわ

たしの最も小さい兄弟たちの一人にあ

なた方がしたことは，わたしにしたの

だ』。 41それから，王はまた自分の

左にいる者たちにこう言うだろう。『

のろわれた者たちよ，わたしから離れ

て，悪魔とその使いたちのために備え

られた永遠の火に入りなさい。 (aiōnios

g166) 42わたしが飢えても食べ物を与え

ず，わたしが渇いても飲み物を与えず

， 43よそから来ても宿を貸さず，裸

でいても服を着せず，病気でいたり，

ろうやにいても見舞ってくれなかった

からだ』。 44「その時，彼らも答え

てこう言うだろう。『主よ，いつわた

したちは，あなたが飢えておられたり

，渇いておられたり，よそから来られ

たり，裸でおられたり，病気をなさっ

たり，ろうやにおられるのを見て，お

世話をしませんでしたか』。 45「そ

の時，彼は彼らに答えてこう言うだろ

う。『本当にはっきりとあなた方に告

げる。これらわたしの最も小さい兄弟

たちの一人にあなた方がしなかったこ

とは，わたしにしなかったのだ』。 46

これらの者は永遠の処罰に入り，義人

たちは永遠の命に入るだろう」 。

(aiōnios g166)

26イエスは，これらすべての言葉を
語り終えた時，弟子たちにこう言

った。 2「あなた方が知っているとお

り，二日後には過ぎ越しがやって来る

。そして人の子ははりつけにされるた

めに引き渡される」。 3その時，祭司

長たちと律法学者たちと民の長老たち

は，カイアファスと呼ばれる大祭司の

邸宅に集まった。 4策略によってイエ

スを捕まえて殺そうと相談した。 5し

かし彼らは言った，「祭りの間はいけ

ない。民の暴動が起きるかも知れない

からだ」。 6さて，イエスがベタニア

でらい病の人シモンの家にいた時， 7

一人の女が，非常に高価な香油の入っ

た雪花石こうのつぼを持って彼に近寄

って来て，それを食卓に着いている彼

の頭に注いだ。 8しかし，これを見て

弟子たちは憤慨し，こう言った。「な

ぜこんな無駄づかいをしたのか。 9こ

の香油なら高く売れたし，そうすれば

貧しい人々に施すことができたのに」

。 10しかし，これを知ってイエスは

彼らに言った，「なぜあなた方はこの

女を悩ませるのか。彼女はわたしに良

い行ないをしてくれたのだ。 11あな

た方には，貧しい人々はいつでも一緒

にいるが，わたしはいつでもいるわけ

ではないからだ。 12彼女がわたしの

体にこの香油を注いだのは，わたしに

埋葬に備えるためだったのだ。 13本

当にはっきりとあなた方に告げる。世

界中どこでも，この福音が宣教される

所では，この女の行なったこともまた

，彼女の記念として語られるだろう」

。 14その時，十二人の一人で，ユダ
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・イスカリオトと呼ばれていた者が，

祭司長たちのところに出て行き， 15

「彼をあなた方に引き渡せば，わたし

に何をくれますか」と言った。彼らは

それを聞いて喜び，彼にお金を与える

ことを約束した。彼らは彼に銀三十枚

を量り分けた。 16その時以来，彼は

イエスを売り渡す機会を探り求めた。

17さて，種なしパンの最初の日，弟子

たちがイエスのもとに来て，こう言っ

た。「過ぎ越しの食事をなさるため，

わたしたちがどこで用意をすることを

お望みですか」。 18彼は言った，「

市内に入って，ある人のところへ行き

，こう告げなさい。『先生が，「わた

しの時が近づいた。わたしは弟子たち

と共にあなたの家で過ぎ越しを祝う」

と言っています』」。 19弟子たちは

イエスが彼らに命じたとおりに行ない

，彼らは過ぎ越しの用意をした。 20

夕方になった時，彼は十二弟子と共に

食卓に横になった。 21彼らが食事を

していると，彼は言った，「本当には

っきりとあなた方に告げるが，あなた

方の一人がわたしを売り渡すだろう」

。 22彼らは深く悲しみ，一人ずつ彼

に「主よ，それはわたしではないでし

ょうね」と尋ね始めた。 23彼は答え

た，「わたしと共に手を鉢に浸してい

る者，その者がわたしを売り渡すだろ

う。 24人の子は自分について書いて

あるとおりに去って行く。だが，人の

子を売り渡すその者は災いだ！生まれ

て来なかった方が，その者のためには

良かっただろう」。 25イエスを売り

渡したユダが答えた，「ラビ，それは

わたしではないでしょうね」。イエス

は彼に言った，「あなたがそう言った

」。 26彼らが食事をしていると，イ

エスはパンを取り，それに対する感謝

をささげてからそれを裂いた。弟子た

ちに与えてこう言った。「取って，食

べなさい。これはわたしの体だ」。

27杯を取り，感謝をささげてから，彼

らに与えてこう言った。「あなた方は

皆，この杯から飲みなさい。 28これ

は新しい契約のためのわたしの血だ。

それは罪の許しのため，多くの人のた

めに注ぎ出されるのだ。 29だが，本

当にはっきりとあなた方に告げるが，

わたしの父の王国においてそれを新た

に飲むその日まで，わたしは今後ブド

ウの木のこの産物を飲むことはない」

。 30賛美の歌を歌ってから，彼らは

オリーブ山へと出て行った。 31それ

からイエスは彼らに言った，「今夜，

あなた方全員がわたしのためにつまず

くだろう。『わたしは羊飼いを打つ。

すると羊の群れは散らされるだろう』

と書いてあるからだ。 32だが，わた

しは起こされた後，あなた方より先に

ガリラヤに行くだろう」。 33しかし

ペトロは彼に答えた，「みんながあな

たのためにつまずいたとしても，わた

しは決してつまずきません」。 34イ

エスは彼に言った，「本当にはっきり

とあなたに告げるが，今夜，おんどり

が鳴く前に，あなたは三度わたしを否

認するだろう」。 35ペトロは彼に言

った，「あなたと一緒に死ななければ

ならないとしても，わたしはあなたを

否認しません」。ほかの弟子たちも皆

，同じ事を言った。 36それからイエ

スは彼らと共にゲツセマネと呼ばれる

場所にやって来た。彼は弟子たちに言

った，「わたしがあちらに行って祈っ
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ている間，ここに座っていなさい」。

37彼はペトロとゼベダイの二人の子ら

を伴って行ったが，悲しみ，またひど

く苦悩し始めた。 38その時，彼は彼

らに言った，「わたしの魂は死ぬほど

に深く悲しんでいる。ここにとどまっ

て，わたしと共に見張っていなさい」

。 39少し進んで行ってうつ伏し，祈

って言った，「わたしの父よ，もしで

きることなら，この杯をわたしから過

ぎ去らせてください。それでも，わた

しの望むことではなく，あなたの望ま

れることを」。 40弟子たちのところ

に来て，彼らが眠っているのを見つけ

て，ペトロに言った，「何と，あなた

はわたしと共に一時間も見張っていら

れなかったのか。 41あなた方は誘惑

に陥らないよう，見張って，祈ってい

なさい。霊はその気でも，肉体は弱い

のだ」。 42再び，二度目に離れて行

き，祈って言った，「わたしの父よ，

わたしが飲まない限り，この杯がわた

しから過ぎ去らないのでしたら，あな

たの望まれることが行なわれますよう

に」。 43もう一度やって来て，彼ら

が眠っているのを見つけた。彼らの目

は非常に重くなっていたのである。 44

彼は彼らを残して再び離れて行き，三

度目に同じ言葉で祈った。 45それか

ら，三度目に弟子たちのところに来て

，彼らに言った，「なお眠って，休息

をとりなさい。見よ，時が来た。そし

て人の子は罪人たちの手に売り渡され

る。 46立ちなさい，さあ行こう。見

よ，わたしを売り渡す者が近づいて来

た」。 47彼がまだ話しているうちに

，見よ，十二人の一人のユダがやって

来た。そして彼と共に，祭司長たちと

民の長老たちのもとから来た群衆が，

剣やこん棒を手にしてやって来た。 48

さて，イエスを売り渡した者は，「わ

たしが口づけするのがその者だ。それ

を捕まえろ」と言って，彼らに合図を

伝えていた。 49すぐにイエスに近寄

り，「こんばんは，ラビ！」と言って

，口づけした。 50イエスは彼に言っ

た，「友よ，なぜここにいるのか」。

その時，彼らはイエスに手をかけて捕

まえた。 51見よ，イエスと共にいた

者の一人が，手を伸ばして剣を抜き，

大祭司の召使いに撃ちかかり，その片

耳を切り落とした。 52その時イエス

は彼に言った，「剣をもとの所に納め

なさい。すべて剣を取る者は剣で死ぬ

からだ。 53それともあなたは，わた

しがわたしの父に求めて，今すぐに十

二軍団以上のみ使いたちを遣わしてい

ただくことができないとでも思うのか

。 54だがそれでは，こうならなけれ

ばならないと書いてある聖句はどうし

て果たされるだろうか」。 55その時

，イエスは群衆に言った，「あなた方

は強盗に対するかのように，剣とこん

棒を持ってわたしを捕まえに出て来た

のか。わたしは毎日神殿に座って教え

ていたのに，あなた方はわたしを逮捕

しなかった。 56だが，このすべてが

起こったのは，預言者たちの聖句が果

たされるためなのだ」。その時，弟

子たちは皆，彼を残して逃げて行った

。 57イエスを捕まえた者たちは，彼

を大祭司カイアファスのところに引い

て行った。そこには祭司長たちと長老

たちが集まっていた。 58他方，ペト

ロは遠くからイエスに付いて行き，大

祭司の中庭までやって来た。そして中
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に入り，成り行きを見ようとして，役

人たちと共に座った。 59さて，祭司

長たちと長老たちと最高法院全体は，

イエスを死に渡すため，彼に不利な証

言を探していたが， 60何も見つから

なかった。多くの偽りの証人が進み出

たにもかかわらず，何も見つからなか

った。しかし，最後に二人の者が進み

出て， 61こう言った。「この者は，

『わたしは神の神殿を壊し，それを三

日で建てる』と言いました」。 62大

祭司が立ち上がって彼に言った，「何

も答えないのか。これらの者たちがお

前に不利な証言をしているのは，どう

いうことなのか」。 63しかし彼は黙

っていた。大祭司は彼に尋ねた，「生

ける神に誓ってお前に命じる。我々に

告げよ，お前は神の子，キリストなの

かどうか」。 64イエスは言った，「

あなたがそう言っている。それでも，

あなた方に告げるが，今後，あなた方

は人の子が力ある方の右に座り，天の

雲と共に来るのを見るだろう」。 65

その時，大祭司は自分の衣を引き裂い

てこう言った。「この者は冒とくを口

にした！どうしてこれ以上証人が必要

だろうか。見よ，あなた方は今，冒と

くの言葉を聞いたのだ。 66あなた方

はどう思うか」。彼らは答えた，「こ

の者は死に値する！」 67それから，

彼らは彼の顔につばをかけ，こぶしで

殴り，「預言しろ！」と言い始めた。

ある者たちは彼を平手で打って， 68

こう言った。「キリストよ，我々に預

言しろ！お前を打ったのはだれか」。

69さて，ペトロが外の中庭に座ってい

ると，一人の女中が彼のところに来て

，こう言った。「あなたもガリラヤ人

イエスと一緒にいました！」 70しか

し彼はみんなの前でそれを否定して言

った，「わたしはあなたが何のことを

言っているのか分からない」。 71彼

が入り口の方に出て行くと，別の女が

彼を見て，そこにいる者たちにこう言

った。「この人もナザレ人イエスと一

緒にいました」。 72彼は誓いつつ再

びそれを否定した。「わたしはその人

を知らない」。 73しばらくして，そ

ばに立っていた者たちが近寄って来て

ペトロに言った，「確かにあなたも彼

らの一人だ。方言であなたのことが分

かるからだ」。 74その時，彼はのろ

ったり誓ったりし始めて言った，「わ

たしはその人を知らないのだ！」すぐ

におんどりが鳴いた。 75ペトロは，

「おんどりが鳴く前に，あなたは三度

わたしを否認するだろう」とイエスが

自分に言った言葉を思い出した。そし

て，外に出て，激しく泣いた。

27さて，明け方になると，祭司長た
ちと民の長老たち全員は，イエス

を死に渡そうとして相談した。 2そし

て彼を縛って連れ出し，総督ポンティ

ウス・ピラトに引き渡した。 3その時

，イエスを売り渡したユダは，イエス

が罪に定められたのを見て後悔し，銀

三十枚を祭司長たちと長老たちに返し

て 4言った，「わたしは罪のない血を

売り渡して罪を犯した」。しかし彼ら

は言った，「それが我々にどうしたの

か。自分で始末しろ」。 5彼はそれら

の銀を聖所に投げ入れて立ち去った。

出て行って，首をつって死んだ。 6祭

司たちはそれらの銀を取って言った，

「これらを宝物庫に入れることは許さ

れない。血の代価だからだ」。 7彼ら
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は相談し，よそ人たちの埋葬のために

それらで陶器師の畑を買った。 8それ

で，この畑は今日に至るまで「血の畑

」と呼ばれている。 9その時，預言者

エレミヤによって語られたことが果た

された。こう言われていた。「彼らは

銀三十枚を取った，値をつけられた者

，イスラエルの子らのある者たちが値

をつけた者の代価を。 10そして，陶

器師の畑としてそれらを与えた。主が

わたしに命じたとおりである」。 11

さて，イエスは総督の前に立った。そ

こで総督はイエスに尋ねて言った，「

お前はユダヤ人の王なのか」。イエス

は彼に言った，「あなたがそう言って

いる」。 12祭司長たちや長老たちか

ら訴えられている時，彼は何も答えな

かった。 13ピラトは彼に言った，「

彼らがお前に対してどれほど多くの事

を証言しているか，お前は聞こえない

のか」。 14しかしイエスはそれ以上

何一つ答えなかった。そのため総督は

非常に驚いた。 15さて，総督は祭り

の際に，群衆が彼に願い出る囚人を一

人，彼らのために釈放するのを慣例と

していた。 16その時，彼らにはバラ

バと呼ばれる有名な囚人がいた。 17

それで，彼らが集まって来た時，ピラ

トは彼らに言った，「お前たちはだれ

を釈放して欲しいのか。バラバか，そ

れともキリストと呼ばれるイエスか」

。 18彼らがねたみのためにイエスを

引き渡したことに気づいていたからで

ある。 19彼が裁判の席に着いている

とき，その妻が彼のもとに人を遣わし

て言った，「あの義人とかかわりを持

たないでください。わたしはその人の

ために，今朝，夢の中でさんざん苦し

められたのです」。 20さて，祭司長

たちや長老たちは，バラバを求めてイ

エスを滅ぼすよう群衆を説得した。 21

一方，総督は彼らに答えた，「お前た

ちは二人のうちのどちらを釈放して欲

しいのか」。彼らは言った，「バラバ

を！」 22ピラトは彼らに言った，「

それでは，キリストと呼ばれるイエス

はどうしたらよいのか」。みんなは彼

に言った，「はりつけにしろ！」 23

しかし総督は言った，「なぜだ。彼が

どんな悪事をしたというのか」。しか

し彼らは激しく叫んで言った，「はり

つけにしろ！」 24そこでピラトは，

手のつけようがなく，むしろ騒動にな

り始めたのを見て，水を取って群衆の

前で両手を洗い，「わたしはこの義人

の血について罪はない。自分たちで始

末せよ」と言った。 25民全体が答え

た，「彼の血は，我々と我々の子孫の

上にふりかかってもよい！」 26そこ

でピラトはバラバを釈放した。他方，

イエスをむち打ってから，はりつけに

するために引き渡した。 27総督の兵

士たちはイエスをプラエトリウムの中

に引いて行き，全部隊を彼のところに

呼び集めた。 28彼から衣をはいで，

赤い衣を彼にまとわせた。 29イバラ

の冠を編んで彼の頭に載せ，右手にア

シを持たせた。そして彼の前にひざま

ずいて彼をなぶりものにして，「ユダ

ヤ人の王様，万歳！」と言った。 30

彼につばをかけ，アシを取り上げて彼

の頭をたたいた。 31彼をなぶりもの

にした後，彼から衣を脱がせて，もと

の衣を着せた。そして，彼をはりつけ

にするために引いて行った。 32出て

行くと，シモンという名のキュレネ人
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を見つけたが，彼を一緒に来させて，

イエスの十字架を運ばせた。 33「ゴ

ルゴタ」，訳せば「どくろの場所」と

呼ばれる場所にやって来た。 34彼ら

は胆汁を混ぜた酸いブドウ酒を与えた

。彼は味を見ると飲もうとしなかった

。 35彼をはりつけにしてから，くじ

を引いて，互いにその外衣を分けた。

36そして，そこに座って彼を見張って

いた。 37彼の頭の上には，「これは

ユダヤ人の王イエス」と書いた罪状書

きを掲げた。 38それから，彼と共に

二人の強盗をはりつけにし，一人はそ

の右に，一人はその左に置いた。 39

通りかかった者たちは，頭を振りなが

ら彼を冒とくして 40言った，「神殿

を壊して三日で建てる者よ，自分を救

ってみろ！神の子なら，十字架から降

りて来い！」 41同じように，祭司長

たちも律法学者たちやファリサイ人た

ちや長老たちと共に，あざけって言っ

た， 42「ほかの者たちは救ったが，

自分は救えないのだ。あれがイスラエ

ルの王なら，今，十字架から降りて来

てもらおう。そうしたら彼を信じよう

。 43彼は神に頼っている。神が彼を

お望みなら，救い出してもらうがよい

。『わたしは神の子だ』と言ったのだ

から」。 44一緒にはりつけになって

いた強盗たちも，同じように彼を非難

した。 45さて，第六時から闇が全土

を覆い，第九時にまで及んだ。 46第

九時ごろ，イエスは大声で叫んで，「

エリ，エリ，リマ，サバクタニ」と言

った。これは，「わたしの神，わたし

の神，なぜわたしをお見捨てになった

のですか」という意味である。 47そ

ばに立っていた者たちの何人かは，そ

れを聞いて，「この人はエリヤを呼ん

でいるのだ」と言った。 48すぐに彼

らのうちの一人が走って行き，海綿に

酢をたっぷり含ませて，アシの先に付

け，それを彼に飲まそうとした。 49

残りの者たちは，「彼をそのままにし

ておけ。エリヤが彼を救いに来るかど

うかを見よう」と言った。 50イエス

は再び大声で叫んで，自分の霊をゆだ

ねた。 51見よ，神殿の幕が上から下

まで二つに裂けた。地が揺れ，岩々が

割れた。 52幾つもの墓が開き，眠り

についていた聖者たちの体が数多く起

こされた。 53そして，イエスの復活

ののちに墓から出て来て，聖都に入り

，大勢の人に現われた。 54その時，

百人隊長と，イエスを見張っていた者

たちは，地震や起きた事柄を見て非常

に恐れ，「本当にこの人は神の子だっ

た」と言った。 55そこでは大勢の女

たちが遠くから見ていたが，それはガ

リラヤからイエスに仕えながら従って

いた者たちであった。 56その中には

マリア・マグダレネ，ヤコブとヨセの

母マリア，それにゼベダイの子らの母

がいた。 57夕方になると，ヨセフと

いう名で，アリマタヤ出身の富んだ人

がやって来た。彼自身もイエスの弟子

となっていた。 58この人がピラトの

ところへ行き，イエスの体を渡してく

れるよう願い出た。それでピラトは死

体を与えるよう命じた。 59ヨセフは

死体を取り降ろして，きれいな亜麻布

に包み， 60岩に切り掘ってあった自

分の新しい墓に横たえた。墓の入り口

に大きな石を転がしてから，去って行

った。 61マリア・マグダレネともう

一人のマリアは，墓に向かって座って
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いた。 62さて，次の日，すなわち準

備の日の翌日，祭司長たちとファリサ

イ人たちはピラトのもとに集まって 63

こう言った。「閣下，わたしたちは，

あの詐欺師がまだ生きていたとき，『

三日後にわたしは生き返るだろう』と

言っていたのを思い出しました。 64

ですから，三日目まで墓を警備するよ

う命じてください。そうでないと，夜

中に弟子たちが来て彼を盗み出し，『

彼は死んだ者たちの中から起こされた

』などと民に告げるかも知れません。

そうなれば，この最後の欺きは最初の

欺きよりも悪いものになるでしょう」

。 65ピラトは彼らに言った，「お前

たちには警備兵がある。行って，でき

る限りの警備をするがよい」。 66そ

こで彼らは警備兵を連れて行き，石に

封印をして，墓の警備をした。

28さて，安息日ののち，週の初めの
日が明け始めるころ，マリア・マ

グダレネともう一人のマリアが墓を見

に来た。 2見よ，大きな地震が起きた

。というのは，主のみ使いが天から降

りて来て近寄り，入り口から石を転が

して，その上に座ったからである。 3

彼の外見はいなずまのようであり，彼

の衣は雪のように白かった。 4警備兵

たちは，彼に対する恐れのために震え

上がり，死んだようになっていた。 5

み使いは女たちに答えた，「恐れては

いけない。あなた方がはりつけにされ

たイエスを探していることを，わたし

は知っているのだ。 6彼はここにはい

ない。彼は，自分で言ったとおり，起

こされたからだ。さあ，主の横たえら

れた場所を見なさい。 7急いで行って

，彼の弟子たちに，『彼は死んだ者た

ちの中から起こされた。そして見よ，

彼はあなた方より先にガリラヤへ行く

。あなた方はそこで彼を見るだろう』

と告げなさい。見よ，わたしはあなた

方に告げた」。 8彼女たちは，恐れと

大きな喜びをもって，急いで墓を立ち

去り，弟子たちに知らせるために走っ

て行った。 9彼女たちが弟子たちに告

げに行く途中で，見よ，イエスが彼女

たちに出会って，「喜べ！」と言った

。彼女たちは近づいてその両足を抱き

，彼を拝んだ。 10その時イエスは彼

女たちに言った，「恐れてはいけない

。行って，わたしの兄弟たちにガリラ

ヤに行くように告げなさい。彼らはそ

こでわたしを見るだろう」。 11さて

，彼女たちが進んでいる間に，見よ，

警備兵たちのうちの数人が都に入り，

祭司長たちに起きたことすべてを告げ

た。 12彼らは長老たちと集まって相

談したのち，兵士たちに多額のお金を

与えて， 13こう言った。「彼の弟子

たちが夜中にやって来て，自分たちが

眠っている間に彼を盗んで行った，と

言え。 14もしこのことが総督の耳に

入っても，我々が説得して，お前たち

には迷惑がかからないようにしてやろ

う」。 15そこで，彼らはお金を受け

取って，告げられたとおりにした。こ

の話はユダヤ人たちの間に広まって，

今日に至っている。 16しかし，十一

人の弟子たちはガリラヤに行って，イ

エスが彼らに伝えておいた山に上った

。 17彼を見ると，彼らは彼に身をか

がめた。しかし，ある者たちは疑った

。 18イエスは近寄って来て，彼らに

話して言った，「わたしには天と地の

あらゆる権威が与えられた。 19だか
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ら，行って，あらゆる民族の人々を弟

子とし，父と子と聖霊の名において彼

らにバプテスマを施し， 20わたしが

あなた方に命じたすべての事柄を守る

ように教えなさい。見よ，わたしは，

この時代の終わりまで，いつもあなた

方と共にいるのだ」。アーメン。 (aiōn

g165)
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マルコの福音書

1神の子イエス・キリストに関する福
音の始まり。 2預言者たちの中にこ

う書かれているとおりである。「見よ

，わたしはあなたの面前にわたしの使

者を遣わす。その者はあなたの前に道

を整えるだろう。 3荒野で叫ぶ者の声

がする，『主の道を整えよ！その道筋

をまっすぐにせよ！』」 4ヨハネが現

われて，荒野でパプテスマを施し，罪

の許しのための悔い改めのバプテスマ

を宣教していた。 5ユダヤの全地方と

エルサレムのすべての人々が彼のとこ

ろに出て来た。人々は自分の罪を告白

して，ヨルダン川で彼からバプテスマ

を受けていた。 6ヨハネはラクダの毛

衣を身に着け，皮の帯を腰に巻いてお

り，イナゴと野みつを食べていた。 7

彼は宣教して言った，「わたしより強

い方がわたしの後から来られる。わた

しはかがんでその方のサンダルの革ひ

もをほどくにも値しない。 8わたしは

あなた方に水でバプテスマを施したが

，その方はあなた方に聖霊でバプテス

マを施すだろう」。 9そのころ，イエ

スはガリラヤのナザレからやって来て

，ヨルダンでヨハネからバプテスマを

受けた。 10水から上がってすぐ，天

が裂け，霊がハトのように自分の上に

下って来るのを目にした。 11天から

声がした，「あなたはわたしの愛する

子，わたしの心にかなう者である」。

12すぐに霊が彼を荒野に追いやった。

13彼は四十日間荒野にいて，サタンか

ら誘惑を受けた。彼は野獣と共にいて

，み使いたちが彼に仕えていた。 14

さて，ヨハネが捕まった後，イエスは

ガリラヤへ行き，神の王国に関する福

音を宣教して 15こう言った。「時は

満ち，神の王国は近づいた！悔い改め

て福音を信じなさい」。 16ガリラヤ

の海沿いを通りすがりに，シモンとシ

モンの兄弟アンデレが海で網を打って

いるのを目にした。彼らは漁師だった

のである。 17イエスは彼らに言った

，「わたしの後に付いて来なさい。そ

うすればあなた方を，人を捕る漁師に

しよう」。 18すぐに彼らは網を捨て

て彼に従った。 19さらに少し進んで

行くと，ゼベダイの子ヤコブとその兄

弟ヨハネを目にした。彼らも舟の中で

網を繕っていた。 20すぐに彼は彼ら

を呼んだ。すると彼らは，その父ゼベ

ダイを雇い人たちと共に舟の中に残し

て，彼の後に付いて行った。 21彼ら

はカペルナウムに入った。そしてすぐ

に，彼は安息日に会堂に入って教えた

。 22人々は彼の教えに驚いた。彼が

権威ある者のように人々を教えていて

，律法学者たちのようではなかったか

らである。 23すぐに，彼らの会堂に

汚れた霊に付かれた男がいて，叫んで

24言った，「ほう！ ナザレ人イエスよ

，わたしたちはあなたと何のかかわり

があるのか。わたしたちを滅ぼしに来

たのか。わたしはあなたがだれだか知

っている。神の聖なる方だ！」 25イ

エスは彼をしかりつけて言った，「黙

れ。この人から出て行け！」 26汚れ

た霊は，その人をけいれんさせ，大声

で叫びながら，彼から出て行った。 27

人々はすっかり驚いたので，互いに論

じ合って言った，「これは何事だ。新

しい教えなのか。彼は汚れた霊にさえ

権威をもって命じる。すると彼らはこ

の人に従うのだ！」 28彼の評判は，
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ガリラヤの全地方とその周囲の至る所

にすぐに広まった。 29すぐに，彼ら

は会堂から出ると，ヤコブやヨハネと

共に，シモンとアンデレの家に入った

。 30さて，シモンのしゅうとめが熱

病で横たわっており，彼らはすぐに彼

女のことを彼に告げた。 31彼はそば

に行き，手を取って彼女を起き上がら

せた。熱は引き，彼女は彼らに仕えた

。 32夕方，日が沈むと，人々は病気

の者や悪霊に取りつかれた者を皆，彼

のもとに連れて来た。 33町全体が戸

口に集まっていた。 34彼はいろいろ

な病気にかかっている大勢の人々をい

やし，多くの悪霊を追い出した。悪霊

たちが語ることを許さなかった。彼ら

が自分を知っていたからである。 35

朝早く，まだ暗いうちに，彼は起き上

がって出て行き，寂しい場所へ行って

，そこで祈っていた。 36シモンおよ

び共にいた者たちが後を追って来た。

37そして彼を見つけて，「みんながあ

なたを探しています」と告げた。 38

彼は彼らに言った，「どこかほかの所

，近くの町々へ行こう。わたしがそこ

でも宣教するためだ。わたしはそのた

めに出て来たからだ」。 39ガリラヤ

全土にわたり，その会堂に入って，宣

教し，悪霊たちを追い出した。 40そ

こで一人のらい病の人が彼のもとに来

て，懇願してひざまずき，「あなたは

，もしそうお望みになれば，わたしを

清くすることがおできになります」と

言った。 41イエスは哀れみに動かさ

れて，手を伸ばして彼に触り，彼に言

った，「わたしはそう望む。清くなり

なさい」。 42イエスがこう言うと，

すぐにらい病は彼から去り，彼は清く

なった。 43イエスは彼に厳しく注意

して，すぐに彼を送り出した。 44そ

して彼に言った，「だれにも何も言わ

ないようにしなさい。ただ行って，自

分の体を祭司に見せ，自分の清めのた

めにモーセの命じた物をささげなさい

」。 45しかし，彼は出て行くと，そ

れを大いに宣明し，この出来事につい

て言い広め始めた。そのためイエスは

，もはやおおっぴらに町に入ることが

できず，外の寂しい場所にいた。それ

でも，人々は至る所から彼のもとにや

って来た。

2数日後，再びカペルナウムに入ると
，彼が家にいることが知れ渡った。

2すぐに大勢の人が集まったので，戸

口のあたりにさえ，もう場所がなかっ

た。それで彼は人々にみ言葉を語った

。 3四人の人たちが，彼のもとに体の

まひした人を運んで来た。 4群衆のた

めに彼のそばに近づくことができなか

ったので，彼がいる所の屋根を取り除

いた。それを解体してしまうと，彼ら

は体のまひした人が横たわっている寝

床を降ろした。 5イエスは彼らの信仰

を見て，体のまひした人に言った。「

子よ，あなたの罪は許された」。 6と

ころが，そこに数人の律法学者たちが

座っていて，心の中でこう論じていた

。 7「なぜこの人はこのような冒とく

を語るのか。神おひとりのほか，だれ

が罪を許せるだろうか」。 8すぐにイ

エスは，彼らが心の中でこのように論

じているのを自分の霊によって気づき

，彼らに言った，「なぜあなた方は心

の中でこうしたことを論じているのか

。 9体のまひした人に，『あなたの罪

は許されている』と告げるのと，『起
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き上がって，寝台を取り上げて歩きな

さい』と言うのでは，どちらがたやす

いか。 10だが，人の子が地上で罪を

許す権威を持っていることをあなた方

が知るために」―体のまひした人に言

った― 11「あなたに告げる。起き上

がって，寝台を取り上げて，自分の家

に帰りなさい」。 12その人は起き上

がり，すぐに寝床を取り上げて，みん

なの前を出て行った。そこで人々はす

っかり驚き，「このようなことは今ま

で見たことがない」と言って，神に栄

光をささげた。 13彼は再び海辺に出

て行った。群衆が皆，そのもとにやっ

て来た。それで彼は人々を教えた。 14

通りすがりに，アルファイオスの子レ

ビが収税所に座っているのを見て，「

わたしに従いなさい」と言った。する

と彼は立ち上がって，イエスに従った

。 15彼の家でイエスが食卓に横にな

っていたときのことである。大勢の徴

税人や罪人が，イエスや弟子たちと共

に座っていた。大勢の人がいて，イエ

スに従っていたからである。 16律法

学者たちとファリサイ人たちは，彼が

罪人たちや徴税人たちと共に食事をし

ているのを見て，彼の弟子たちに言っ

た，「なぜ彼は，徴税人たちや罪人た

ちと共に食べたり飲んだりするのか」

。 17イエスはこれを聞いて，彼らに

言った，「健康な人たちに医者は必要

でなく，病気の人たちに必要なのだ。

わたしは義人たちではなく，罪人たち

を悔い改めへと呼び寄せるために来た

」。 18ヨハネの弟子たちとファリサ

イ人たちが断食していると，人々はや

って来て彼に尋ねた，「ヨハネの弟子

たちとファリサイ人の弟子たちは断食

するのに，あなたの弟子たちが断食し

ないのはなぜですか」。 19イエスは

彼らに言った，「花婿の付き添い役は

，花婿が共にいるのに断食できるだろ

うか。花婿が共にいる間は，彼らは断

食できない。 20だが，花婿が彼らか

ら取り去られる日々が来る。その日に

は，彼らは断食するだろう。 21縮ん

でいない布切れを古い衣に縫いつける

人はいない。そんなことをすれば，継

ぎ切れが縮んで，新しいものが古いも

のを引き裂き，破れはいっそうひどく

なる。 22新しいブドウ酒を古い皮袋

に入れる人はいない。そんなことをす

れば，新しいブドウ酒は皮袋を破裂さ

せ，ブドウ酒は流れ出て，皮はだめに

なるだろう。そうではなく，人々は新

しいブドウ酒を新しい皮袋に入れるの

だ」。 23彼が安息日に穀物畑を通っ

ていたときのこと，彼の弟子たちは進

みながら穀物の穂を摘み始めた。 24

ファリサイ人たちが彼に言った，「見

よ，なぜ彼らは安息日に許されていな

いことをしているのか」。 25彼は彼

らに言った，「ダビデが，自分も共に

いた者たちも窮乏して空腹だったとき

に何をしたか，あなた方は一度も読ん

だことがないのか。 26アビアタルが

大祭司だったときに，彼がどのように

して神の家に入り，祭司たちのほかは

食べることが許されていない供えのパ

ンを食べ，共にいた者たちにも与えた

かを」。 27彼らに言った，「安息日

は人のために作られたのであって，人

が安息日のために作られたのではない

。 28だから，人の子は安息日の主で

もあるのだ」。
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3彼は再び会堂に入った。すると，片
手のなえた人がそこにいた。 2人々

は，安息日にその人をいやすかどうか

，彼の様子をうかがっていた。彼を訴

えるためであった。 3彼は片手のなえ

た人に，「立ちなさい」と言った。 4

彼らに言った，「安息日に許されてい

るのは，善を行なうことか，悪を行な

うことか。命を救うことか，殺すこと

か」。しかし彼らは黙っていた。 5彼

は怒りをもって彼らを見回し，彼らの

心のかたくなさを悲しみながら，「あ

なたの手を伸ばしなさい」とその人に

言った。手を伸ばすと，その手はもう

一方の手と同じようによくなった。 6

ファリサイ人たちは出て行き，すぐに

ヘロデ党の者たちと，どのようにして

彼を滅ぼそうかと，彼に対する陰謀を

企てた。 7イエスは弟子たちと共に海

に退いた。すると大群衆が彼に従った

。すなわち，ガリラヤから，ユダヤか

ら， 8エルサレムから，イドゥマヤか

ら，ヨルダンの向こうから，テュロス

やシドンの周辺から来た人々であった

。大群衆が，彼の行なった大きな事柄

を聞いて，彼のもとに来た。 9彼は弟

子たちに，群衆が押し寄せて来ないよ

うに，小舟を近くに用意しておくよう

にと言った。 10というのは，彼が多

くの者をいやしたので，病気を持つ人

たちが皆，彼に触れようとして押し寄

せてきたからである。 11汚れた霊た

ちは，彼を見るたびに，その前にひれ

伏して，「あなたは神の子だ！」と叫

んだ。 12彼は，自分を知らせないよ

うにと，彼らを厳しく戒めた。 13彼

は山に上り，自分の望む者たちを呼び

寄せた。すると彼らは彼のもとにやっ

て来た。 14彼は十二人を任命した。

それは，彼らが自分と共にいるためで

あり，また，彼らを遣わして宣教させ

， 15病気をいやして悪霊たちを追い

出す権限を持たせるためであった。す

なわち， 16彼がペトロという名を与

えたシモン， 17ゼベダイの子ヤコブ

とヤコブの兄弟ヨハネ（彼らにはボア

ネルゲスという異名を付けた。これは

雷の子らという意味である）， 18ア

ンデレ，フィリポ，バルトロマイ，マ

タイ，トマス，アルファイオスの子ヤ

コブ，タダイオス，熱心党のシモン，

19それに，ユダ・イスカリオト。この

ユダはまた，彼を売り渡した者でもあ

る。彼は家に入った。 20群衆が再び

集まって来たので，彼らはパンを食べ

ることさえできなかった。 21彼の友

人たちはこれを聞くと，彼を捕まえに

やって来た。というのは，人々が「彼

は気が狂っている」と言っていたから

である。 22エルサレムから下って来

た律法学者たちは，「彼はベエルゼブ

ルに取りつかれている」とか，「悪霊

たちの首領によって悪霊たちを追い出

している」などと言っていた。 23彼

は彼らを呼び寄せ，たとえで彼らに語

った，「どうしてサタンがサタンを追

い出せるのか。 24もし王国が自らに

敵対して分裂するなら，その王国は立

ち行けるはずがない。 25もし家が自

らに敵対して分裂するなら，その家は

立ち行けるはずがない。 26もしサタ

ンが自らに敵対して立ち上がって分裂

するなら，彼は立ち行けるはずがなく

，終わりを迎えてしまう。 27さらに

，まず強い者を縛ってからでなければ

，だれも強い者の家に押し入って略奪
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することはできない。縛ってから，そ

の家を略奪するだろう。 28本当には

っきりとあなた方に告げる。人の子ら

は，冒とくするとしても，その冒とく

を含め，あらゆる罪が許されるだろう

。 29だが，だれでも聖霊に対して冒

とくする者は決して許しを得ず，永遠

の罪の責めを負う」。 (aiōn g165, aiōnios

g166) 30―これは，彼らが，「彼は汚れ

た霊に取りつかれている」と言ってい

たためである。 31彼の母と兄弟たち

がやって来た。そして外に立ち，人を

遣わして彼を呼ばせた。 32群衆が彼

の周りに座っていて，彼に告げた，「

ご覧なさい，あなたのお母さんと兄弟

たちと姉妹たちが外であなたを探して

います」。 33彼は彼らに答えた，「

わたしの母，またわたしの兄弟たちと

はだれか」。 34自分の周りに座って

いる人々を見回して言った，「見よ，

わたしの母とわたしの兄弟たちだ！ 35

だれでも神のご意志を行なう者，その

者がわたしの兄弟，また姉妹，また母

なのだ」。

4彼は再び海辺で教え始めた。大群衆
が彼のもとに集まって来た。そのた

め彼は，海上の舟の中に入って座った

。群衆は皆，海辺の陸地にいた。 2彼

はたとえを用いて多くの事を教え，自

分の教えの中で人々に言った， 3「聞

きなさい！見よ，ある耕作人が種をま

きに出かけた。 4そして，種をまいて

いるときのこと，ある種は道ばたに落

ち，鳥たちがやって来て，それをむさ

ぼり食ってしまった。 5別の種は土の

少ない岩地の上に落ちた。そして，土

が深くなかったので，すぐに芽を出し

た。 6太陽が昇ると焦がされ，根がな

いために枯れ果ててしまった。 7別の

種はイバラの間に落ち，イバラが伸び

て来てそれをふさぎ，それは実を生じ

なかった。 8それ以外の種は良い土に

落ち，成長して大きくなり，実を生じ

た。あるものは三十倍，あるものは六

十倍，あるものは百倍もの実を生み出

した」。 9彼は言った，「だれでも聞

く耳のある者は聞きなさい」。 10彼

がひとりになった時，十二人と共に彼

の周りにいた者たちは，このたとえに

ついて彼に尋ねた。 11彼は彼らに言

った，「あなた方には神の王国の秘密

が与えられているが，外にいる者たち

にはすべての事がたとえで与えられる

。 12それは，『彼らが見るには見る

が分からず，聞くには聞くが理解せず

，何かの拍子に立ち返って，その罪が

許されることのないため』だ」。 13

彼らに言った，「あなた方はこのたと

えが理解できないのか。どのようにし

てほかのすべてのたとえを理解するつ

もりなのか。 14耕作人はみ言葉をま

くのだ。 15道ばたにみ言葉がまかれ

たものとは，こういう人たちのことだ

。彼らが聞くと，すぐにサタンがやっ

て来て，彼らの内にまかれたみ言葉を

取り去るのだ。 16同じように，岩地

の上にまかれたものとは，こういう人

たちのことだ。み言葉を聞くと，喜ん

ですぐに受け入れる。 17自分の内に

根がないので，短命だ。み言葉のため

に圧迫や迫害が生じると，すぐにつま

ずく。 18イバラの間にまかれたもの

とは，別の者たちのことだ。これはみ

言葉を聞いた人たちだが， 19この時

代の思い煩いや，富の欺きや，ほかの

物事に関する欲望が入り込んでみ言葉
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をふさぎ，それは実を結ばなくなる。

(aiōn g165) 20良い土の上にまかれたもの

とは，こういう人たちのことだ。み言

葉を聞いて受け入れ，ある者は三十倍

，ある者は六十倍，ある者は百倍の実

を結ぶのだ」。 21彼らに言った，「

ともし火が持って来られるのは，かご

の下や寝台の下に置かれるためだろう

か。燭台の上に置かれるためではない

か。 22というのは，知られるためで

ないのに隠されているものはなく，明

るみに出るためでないのに秘密にされ

ているものはないからだ。 23だれで

も聞く耳のある者は聞きなさい」。

24彼らに言った，「自分が聞いている

ことに注意を払いなさい。あなた方が

量るそのはかりで，あなた方に量られ

るだろう。そして，聞いている者には

さらに与えられるだろう。 25持って

いる者にはさらに与えられ，持ってい

ない者からは持っているものまでも取

り去られることになるからだ」。 26

彼は言った，「神の王国は次のような

ものだ。人が地に種をまき， 27夜昼

，寝起きしているうちに，種は芽が出

て成長する。どのようにしてかを彼は

知らない。 28地が実を生み出すので

あって，最初に葉，それから穂，それ

から豊かな穀粒を生み出すからだ。 29

しかし，実が熟するとすぐに彼はかま

を入れる。収穫の時が来たからだ」。

30彼は言った，「わたしたちは，神の

王国をどのようにたとえようか。ある

いは，どんなたとえで説明しようか。

31それは一粒のからしの種のようなも

のだ。それは，地にまかれる時は地上

のあらゆる種よりも小さい。 32だが

いったんまかれると，成長し，あらゆ

る草よりも大きくなり，大きな枝を張

り，その陰で空の鳥たちが巣を作れる

ほどになる」。 33彼は，人々の聞く

ことができる程度に応じて，このよう

なたとえを多く用いてみ言葉を語った

。 34たとえなしでは人々に語らなか

った。しかし，弟子たちに対しては，

ひそかにすべてのことを説明した。 35

その日，夕方になった時，彼は彼らに

「向こう岸に渡ろう」と言った。 36

彼らは，群衆を残して，舟に乗ってい

るままで彼を連れて行った。他の小舟

も彼と共にいた。 37激しい風あらし

が起こり，波が舟の中に打ちつけて，

舟はもはや水でいっぱいになるほどで

あった。 38彼自身は船尾にいて，ま

くらをして眠っていた。そこで彼らは

彼を起こして告げた，「先生，わたし

たちが死にかかっていても平気なので

すか」。 39彼は目を覚まし，風をし

かりつけ，海に言った，「静まれ！静

かになれ！」風はやみ，大なぎになっ

た。 40彼は彼らに言った，「なぜそ

んなに恐れるのか。信仰がないのはど

うしてか」。 41彼らは非常に恐れて

，互いに言い合った，「風や海さえも

従うとは，いったいこの方はどなただ

ろう」。

5彼らは海の向こう岸に着き，ゲラサ
人たちの地方に入った。 2彼が舟か

ら出て来ると，すぐに汚れた霊に取り

つかれた男が墓場から出て来て彼に出

会った。 3この男は墓場を住みかとし

ていた。もはやだれも，鎖を用いてさ

え彼を縛ることができなかった。 4彼

はよく足かせや鎖で縛られたが，鎖は

ばらばらに引きちぎられ，足かせはば

らばらに壊されてしまったからである
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。だれも彼を従わせる力を持っていな

かった。 5彼は，夜昼となく，墓場や

山の中で叫んだり，石で身を切りつけ

たりしていた。 6彼は，遠くからイエ

スを見ると，走って来ておじぎをし，

7そして大声で叫んで言った，「いと

高き神の子イエスよ，わたしはあなた

と何のかかわりがあるのか。神にかけ

てお願いする，わたしを苦しめないで

くれ」。 8というのは，イエスは彼に

，「汚れた霊よ，この人から出て行け

！」と言ったからである。 9イエスは

彼に尋ねた，「あなたの名前は何か」

。彼はイエスに言った，「わたしの名

前はレギオンだ。わたしたちは大勢だ

からだ」。 10彼はイエスに，自分た

ちをこの地方の外に追い払わないよう

にと，しきりに懇願した。 11ところ

で，その山腹で豚の大群が飼われてい

た。 12悪霊たちは皆，彼に懇願して

言った，「わたしたちをあの豚たちの

中に送って，あの中に入れるようにし

てくれ」。 13すぐにイエスは彼らに

許可を与えた。汚れた霊たちは出て行

って豚たちの中に入った。二千匹ほど

のその群れは，険しい土手を下って海

に突進し，海でおぼれ死んだ。 14飼

っていた者たちは逃げて行き，その町

とその地方でそのことを知らせた。人

々は，何が起きたのか見に来た。 15

彼らはイエスのもとに来て，悪霊たち

に取りつかれていた人，レギオンを宿

していた人が服を着て，正気で座って

いるのを見た。それで彼らは恐れた。

16見ていた者たちは，悪霊たちに取り

つかれていた人にそのことがどのよう

に起こったか，また豚たちについて，

彼らに知らせた。 17彼らは自分たち

の地域から去るようにとイエスに懇願

し始めた。 18彼が舟に乗り込んでい

ると，悪霊たちに取りつかれていた人

が，共にいさせて欲しいと懇願した。

19イエスはそれを許さず，彼に言った

，「あなたの家，あなたの友人たちの

ところに帰り，主があなたのためにど

んな大きな事柄をしてくださったか，

またあなたにどれほどあわれみを抱い

てくださったかを知らせなさい」。

20彼は立ち去り，イエスが彼のために

どのように大きな事柄を行なったかを

デカポリスで宣明し始めた。それでみ

んなは驚嘆した。 21イエスが舟でま

た向こう岸に渡ると，大群衆がそのも

とに集まった。彼は海辺にいた。 22

見よ，会堂長の一人でヤイロスという

名の者が来て，彼を見ると足もとにひ

れ伏し， 23しきりに懇願して言った

，「わたしの小さな娘が死にかかって

います。健康になって生きられるよう

，どうかおいでになって，娘の上にあ

なたの手を置いてください」。 24イ

エスは彼と共に行った。すると大群衆

も彼に従い，四方八方から彼に押し迫

った。 25十二年間も血の流出をわず

らっている女がいた。 26多くの医者

にさんざん苦しめられ，持っていたも

のをすべて使い果たしてしまったが，

良くなるどころか，いっそう悪くなっ

た。 27その女が，イエスに関する事

柄を聞いて，群衆の中で彼の後ろに近

づき，その衣に触った。 28というの

は，彼女は，「あの方の衣に触りさえ

すれば，わたしはよくなるだろう」と

言っていたからである。 29すぐに彼

女の血の流れは乾き，彼女は自分が苦

しみからいやされたことを体の内で感
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じた。 30すぐにイエスは，自分から

力が出て行ったことを自分の内で気づ

き，群衆の中で振り向いて，「わたし

の衣に触ったのはだれか」と尋ねた。

31弟子たちは彼に言った，「群衆があ

なたに対して押し寄せているのを見て

おられるのに，『だれが触ったか』と

言われるのですか」。 32彼はこの事

をした女を見ようと，あたりを見回し

ていた。 33一方その女は，自分に起

こったことを知り，恐れて震えながら

，やって来て彼の前にひれ伏し，すべ

てをありのままに彼に話した。 34彼

は彼女に言った，「娘よ，あなたの信

仰があなたをよくならせた。平安のう

ちに行きなさい。あなたの病気からい

やされなさい」。 35彼がまだ話して

いるうちに，会堂長の家から人々が来

て言った，「あなたの娘さんは亡くな

りました。どうして先生をこれ以上煩

わすのでしょうか」。 36しかしイエ

スは，話されている言葉を聞くと，す

ぐに会堂長に言った，「恐れることは

ない。ただ信じなさい」。 37ペトロ

とヤコブおよびヤコブの兄弟ヨハネの

ほかは，だれも自分に付いて来ること

を許さなかった。 38彼は会堂長の家

に着いた。そして，泣いたり，大声で

泣きわめいたりする騒ぎを目にした。

39中に入って，彼らに言った， 「なぜ

騒いだり泣いたりしているのか。子供

は死んだのではなく，眠っているのだ

」。 40人々は彼をばかにした。しか

し彼は，みんなを外に出し，その子供

の父と母および自分と共にいた者たち

を連れて，子供が横たわっている所に

入って行った。 41子供の手を取って

，「タリタ，クム」と言った。これは

訳せば，「少女よ，あなたに告げる，

起きなさい」という意味である。 42

すると少女は立ち上がり，歩き出した

。彼女は十二歳だったからである。彼

らは大きな驚きと共に驚いた。 43彼

は，このことをだれにも知らせないよ

うにと厳しく彼らに命じた。そして，

彼女に何か食べる物を与えるようにと

命じた。

6そこから出発して，彼は自分の故郷
に入った。弟子たちも彼に従った。

2安息日になると，彼は会堂で教え始

めた。耳を傾けた大勢の人は驚いてこ

う言った。「この人はこうした事柄を

どこから得たのだろう」。また，「こ

の人に与えられた知恵はいったい何だ

。このような強力な業が彼の手によっ

て生じるのはどうしたことだ。 3この

人は大工ではないか。マリアの息子で

，ヤコブ，ヨセ，ユダ，シモンの兄弟

ではないか。その姉妹たちは我々と共

にここにいるではないか」。人々は彼

のために不快になった。 4イエスは彼

らに言った，「預言者は，自分の故郷

や親族の間また自分の家以外では，敬

われないことはない」。 5その場所で

は一つも強力な業を行なうことができ

ず，ただ少数の病気の人たちの上に手

を置いていやしただけであった。 6彼

は彼らの不信仰のために驚き怪しんだ

。彼は村々を巡回して教えた。 7十二

人を呼び寄せて，彼らを二人ずつ遣わ

し始め，彼らに汚れた霊たちに対する

権威を与えた。 8彼らに，旅のために

つえ一本のほかは何も持って行かない

ようにと命じた。すなわち，パンも，

袋も，財布の中のお金も持たず， 9た

だサンダルを履くだけで，二枚の上着
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を身に着けないようにと命じた。 10

彼らに言った，「どこでも家に入った

なら，そこから出発するまではそこに

とどまりなさい。 11だれかがあなた

方を受け入れず，あなた方の言うこと

に耳を傾けないなら，そこから出発す

る時に，彼らに対する証言のため，足

の裏のちりを払い落としなさい。はっ

きりとあなた方に告げる。裁きの日に

は，ソドムとゴモラのほうがその町よ

りは耐えやすいだろう」。 12彼らは

出て行って，人々が悔い改めるために

宣教した。 13彼らは多くの悪霊を追

い出し，大勢の病気の人に油を塗って

，その者たちををいやした。 14ヘロ

デ王がこのことを聞いた。イエスの名

前が広く知られるようになっていたか

らである。それで彼は言った，「バプ

テスマを施す人ヨハネが死んだ者たち

の中から生き返ったので，こうした力

が彼の内に働いているのだ」。 15し

かし他の者たちは，「この人はエリヤ

だ」と言った。他の者たちは，「預言

者たちの一人のような預言者だ」と言

った。 16しかしヘロデはこのことを

聞いて言った，「これは，わたしが首

をはねたヨハネだ。彼は死んだ者たち

の中から生き返ったのだ」。 17とい

うのは，ヘロデ自身が，自分の兄弟フ

ィリポの妻ヘロディアのために，人を

遣わして，ヨハネを逮捕し，ろうやに

つないだからであった。それは，彼が

彼女と結婚していたからである。 18

ヨハネはヘロデに，「あなたが自分の

兄弟の妻を有しているのは，許される

ことではない」と言ったのである。 19

ヘロディアは彼に敵対し，彼を殺すこ

とを望んだが，できなかった。 20そ

れはヘロデが，ヨハネが正しい聖なる

人であることを知っていて，彼を恐れ

，保護したからである。彼の言うこと

に耳を傾ける時，ヘロデは多くの事を

していたが，喜んで彼の言うことに耳

を傾けていた。 21すると，都合の良

い日がやって来た。ヘロデが自分の誕

生日に，自分の高官たちや将校たちや

ガリラヤの主立った人たちのために夕

食を用意した。 22ほかでもないヘロ

ディアの娘が入って来て，踊り，ヘロ

デや彼と共に座っていた者たちを喜ば

せた。王は乙女に言った，「何でも欲

しいものを求めなさい。わたしはそれ

をお前に与えよう」。 23彼女に誓っ

た，「お前がわたしに求めるものは何

でも，わたしの王国の半分まででも，

わたしはお前に与えよう」。 24彼女

は出て行って，自分の母に言った，「

わたしは何を求めましょうか」。母は

言った，「バプテスマを施す人ヨハネ

の首を」。 25彼女はすぐに急いで王

のところに入って，こう求めた。「今

すぐに，バプテスマを施す人ヨハネの

首を大皿に載せて，わたしに与えてく

ださいますように」。 26王は非常に

残念に思ったが，自分の誓い，また祝

宴の招待客のゆえに，彼女の言うこと

を拒もうとは思わなかった。 27すぐ

に王は自分の護衛兵を遣わして，ヨハ

ネの首を持って来るように命じた。そ

こで護衛兵は出て行き，ろうやで彼の

首をはねた。 28そして，大皿に彼の

首を載せて持って来て，それを乙女に

与え，乙女はそれを自分の母に渡した

。 29ヨハネの弟子たちはこのことを

聞くと，やって来て彼の死体を引き取

り，それを墓の中に横たえた。 30使
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徒たちはイエスのもとに集まり合った

。そして彼に，自分たちが行ない，ま

た教えた事柄をすべて告げた。 31彼

は彼らに言った，「あなた方だけで寂

しい場所に行き，しばらく休息しなさ

い」。というのは，出入りする者が多

く，食事をとる暇もなかったからであ

る。 32彼らは舟に乗って，自分たち

だけで寂しい場所へ出発した。 33人

々は彼らが去って行くのを目にし，大

勢の人がそれと分かったので，すべて

の町からそこへ徒歩で駆けつけた。人

々は彼らより先に着き，いっせいに彼

のもとに来た。 34イエスは出て来て

，大群衆を目にし，彼らが羊飼いのい

ない羊のようだったので，彼らに対し

て哀れみを抱き，彼らに多くの事柄を

教え始めた。 35時刻も遅くなった時

，弟子たちが彼のもとに来て，こう言

った。「ここは寂しい場所ですし，時

刻も遅くなっています。 36彼らを去

らせて，彼らが周りの里や村々に入り

，自分たちでパンを買うようにさせて

ください。彼らには食べ物が何もない

からです」。 37しかし彼は彼らに答

えた，「あなた方が彼らに食べ物を与

えなさい」。彼らは彼に尋ねた，「

わたしたちが出かけて行って，二百デ

ナリ分のパンを買い，彼らに食べ物を

与えるのですか」。 38彼は彼らに言

った，「あなた方はパンを幾つ持って

いるのか。行って見て来なさい」。

彼らは確かめて来て，言った，「五つ

です。それに魚が二匹」。 39彼は彼

らに，みんなを組にして青草の上に座

らせるように命じた。 40人々は，五

十人ずつ，また百人ずつまとまって座

った。 41彼は五つのパンと二匹の魚

を取り，天を見上げ，祝福してからパ

ンを裂き，弟子たちに渡して人々の前

に置かせた。また，二匹の魚をみんな

の間で分けた。 42みんなは食べて満

ち足りた。 43彼らはパン切れや魚を

，十二のかごいっぱいに拾い集めた。

44パンを食べたのは五千人の男たちで

あった。 45すぐに彼は，弟子たちを

舟に乗り込ませ，向こう岸のベツサイ

ダへ先に行かせ，その間に自分は群衆

を去らせた。 46人々に別れを告げて

から，祈るために山へ上った。 47夕

方になった時，舟は海の真ん中にあり

，彼はひとりで陸にいた。 48風が彼

らに逆らっているために，彼らがこぎ

悩んでいるのを見ると，夜の第四時ご

ろ，海の上を歩いて彼らに近づき，そ

のそばを通り過ぎようとした。 49し

かし彼らは，彼が海の上を歩いている

のを見て，幽霊だと思い，叫び声を上

げた。 50というのは，みんなが彼を

目にして，動転したからである。しか

し，彼はすぐに彼らに語りかけ，彼ら

に言った，「しっかりしなさい。これ

はわたしだ！恐れることはない」。

51彼が彼らと共に舟に乗り込むと，風

はやんだ。それで彼らは互いに非常に

驚き，また不思議に思った。 52それ

は，彼らがパンの出来事について理解

しておらず，その心がかたくなだった

からである。 53彼らは海を渡り，ゲ

ネサレトの地に着き，岸に舟をつない

だ。 54彼らが舟から出て来ると，す

ぐに人々は彼だと分かった。 55そし

て人々は，その地方全体を走り回り，

病気の人たちを寝台に載せて，彼がい

ると聞いた所へ運び始めた。 56村で

も町でも里でも，彼が入った所ではど
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こでも，人々は病気の者たちを市場に

横たえ，その者たちにその衣の房べり

にでも触らせてもらえるよう，彼に懇

願した。そして彼に触った者は皆良く

なった。

7それから，ファリサイ人たちと数人
の律法学者たちが，エルサレムから

やって来て，彼のもとに集まった。 2

さて，彼らは，弟子たちのうちのある

者たちが，汚れた手，つまり洗ってい

ない手でパンを食べているのを目にし

て，非難した。 3（というのは，ファ

リサイ人たち，つまりすべてのユダヤ

人たちは，年長者たちの伝統を守って

，手と腕を洗わなければ食事をしない

からである。 4彼らは市場から帰って

来ると，水を浴びなければ食事をしな

い。そして，彼らが受け継いでいる事

柄は，杯や水差しや銅器や寝いすを洗

うことなど，他にもたくさんある。）

5ファリサイ人たちと律法学者たちは

彼に尋ねた，「あなたの弟子たちが年

長者たちの伝統によって歩まず，洗っ

ていない手でパンを食べるのはなぜか

」。 6彼は彼らに答えた，「イザヤは

，あなた方偽善者たちについてみごと

に預言した。こう書いてあるとおりだ

。『この民は唇でわたしを敬うが，そ

の心はわたしから遠く離れている。 7

彼らがわたしを崇拝するのは無駄なこ

とだ，人間のおきてを教理として教え

ているからだ』。 8「あなた方は神の

おきてを無視して，人間の伝統を堅く

守っている。水差しや杯を洗うことな

ど，そういった事柄を他にもたくさん

行なっているのだ」。 9彼らに言った

，「あなた方は，自分たちの伝統を保

とうとして，実にうまく神のおきてを

拒んでいる。 10というのは，モーセ

は，『あなたの父と母を敬え』，そし

て，『父や母を悪く言う者は死刑に処

せられるべきだ』と言ったからだ。 11

ところがあなた方は，『もし人が自分

の父や母に，「あなたがわたしから益

をお受けになるものがあるとしても，

それはコルバン，言いかえれば神への

供え物です」と告げるなら』，と言っ

ている。 12こうして，あなた方はも

はや，その者が自分の父や母に何もし

ないことを容認し， 13あなた方が伝

えてきた自分たちの伝統によって神の

言葉を無効にしている。あなた方はこ

うした事柄を数多く行なっている」。

14群衆を皆，自分のところに呼び寄せ

て，彼らに言った，「あなた方は皆，

わたしの言うことを聞いて，理解しな

さい。 15人の外から入って来るもの

で，彼を汚すことができるものは何も

ないが，人から出て行くものが人を汚

すのだ。 16聞く耳のある者は聞きな

さい！」 17彼が群衆から離れて家の

中に入ると，弟子たちはこのたとえに

ついて彼に尋ねた。 18彼は彼らに言

った，「あなた方も，これほどまでに

理解力がないのか。すべて外から人の

中に入るものは，彼を汚すことができ

ないということが分からないのか。 19

それは彼の心の中に入るのではなく，

腹の中に入って，便所に入り，こうし

て，すべての食物は清くされるからだ

」。 20彼は言った，「人から出て行

くもの，それがその人を汚す。 21と

いうのは，内部から，人の心の中から

，これらのものが出て行くからだ。す

なわち，悪い考え，姦淫，淫行，殺人

，盗み， 22強欲，邪悪，欺き，みだ
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らな欲望，よこしまな目，冒とく，う

ぬぼれ，愚かさだ。 23これらの悪い

事柄はすべて内部から出て来て，その

人を汚すのだ」。 24そこから立って

，テュロスとシドンの地方へ去って行

った。ある家の中に入り，だれにもそ

のことを知られないようにと望んだが

，気が付かれないでいることはできな

かった。 25それどころか，汚れた霊

に付かれた小さな娘を持つある女が，

彼のことを聞きつけ，やって来てその

足もとにひれ伏した。 26ところで，

この女はギリシャ人で，人種ではシリ

ア・フェニキア人であった。彼女は自

分の娘から悪霊を追い出してくれるよ

うに懇願した。 27しかしイエスは彼

女に言った，「まず子供たちを満ち足

らせなさい。子供たちのパンを取って

犬たちに投げ与えるのはふさわしくな

いからだ」。 28しかし彼女は彼に答

えた，「そうです，主よ。でも，食卓

の下の犬たちでさえ，子供たちのパン

くずを食べるのです」。 29彼は彼女

に言った，「その言葉のゆえに，帰り

なさい。悪霊はあなたの娘から出て行

った」。 30彼女は自分の家に去って

行き，子供が寝台の上で横になってお

り，悪霊が出て行ってしまっているの

を見た。 31再び，彼はテュロスとシ

ドンの地方から出発し，デカポリス地

域の真ん中を通って，ガリラヤの海に

来た。 32人々は，耳が聞こえず言語

障害のある人を彼のもとに連れて来た

。人々は，その人の上に手を置いてく

れるようにと懇願した。 33イエスは

，彼を群衆から離して一人にし，その

両耳に自分の指を差し入れ，つばをか

けて彼の舌に触った。 34天を見上げ

て嘆息し，彼に向かって，「エッファ

タ！」，つまり「開かれよ！」と言

った。 35すぐにその両耳は開かれ，

舌のもつれも解かれて，彼ははっきり

と話し出した。 36イエスは，だれに

も知らせないようにと人々に命じたが

，命じれば命じるほど，彼らはいっそ

う広くそのことを宣明した。 37彼ら

はすっかり驚いて言った，「彼はすべ

ての事を上手に行なった。耳の聞こえ

ない人を聞こえるように，また口のき

けない人を話せるようにさえするのだ

！」

8そのころ，非常に大群衆が集まって
いて，食べる物を何も持っていなか

った時，イエスは弟子たちを自分のと

ころに呼び寄せて，彼らに言った， 2

「わたしは群衆に対して哀れみを抱く

。彼らはもう三日もわたしと共にいる

のに，食べる物を何も持っていないか

らだ。 3もし彼らを空腹のまま家に帰

らせたら，途中で気を失ってしまうだ

ろう。彼らの中には遠くから来ている

人もいるからだ」。 4弟子たちは彼に

答えた，「こんな寂しい場所で，どこ

からパンを手に入れて，これらの人々

を満足させることができるでしょうか

」。 5彼は彼らに言った，「あなた方

はパンを幾つ持っているのか」。彼

らは言った，「七つです」。 6彼は地

面に座るよう群衆に命じ，七つのパン

を取った。感謝をささげてからそれを

裂き，人々に配らせるためにそれを弟

子たちに与え，弟子たちが群衆に配っ

た。 7彼らは小さな魚を幾らか持って

いた。彼はそれを祝福してから，それ

をも配るようにと言った。 8人々は食

べて満ち足りた。彼らは余ったパン切
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れを七つのかごに拾い集めた。 9食べ

たのはおよそ四千人の者たちであった

。それから彼は人々を去らせた。 10

すぐに彼は弟子たちと共に舟に乗り，

ダルマヌタ地域に入った。 11ファリ

サイ人たちが出て来て，彼に質問し始

めた。天からのしるしを彼に求め，彼

を試そうとしてであった。 12彼は自

分の霊において深く嘆息して言った，

「どうしてこの世代はしるしを求める

のか。本当にはっきりとあなた方に告

げるが，この世代には何のしるしも与

えられないだろう」。 13彼らを残し

て，再び舟に乗り，向こう岸へ去って

行った。 14弟子たちはパンを持って

来るのを忘れたので，一つのパンのほ

かには，何も舟の中に持っていなかっ

た。 15彼は彼らに命じて言った，「

このことを思いに留めなさい。すなわ

ち，ファリサイ人たちのパン種とヘロ

デのパン種とに用心しなさい」。 16

彼らは互いに論じ合って言った，「こ

れは，我々がパンを持っていないから

だ」。 17それに気づいて，イエスは

彼らに言った，「なぜあなた方はパン

を持っていないことについて論じてい

るのか。まだ気づかず，理解しないの

か。あなた方の心はなおもかたくなな

のか。 18目があっても見えないのか

。耳があっても聞こえないのか。あな

た方は覚えていないのか。 19わたし

が五千人の間で五つのパンを裂いた時

，あなた方はパン切れでいっぱいにな

ったかごを幾つ集めたか」。彼らは

彼に告げた，「十二です」。 20「七

つのパンを四千人に与えた時，あなた

方はパン切れでいっぱいになったかご

を幾つ集めたか」。彼らは彼に告げ

た，「七つです」。 21彼は彼らに尋

ねた，「あなた方はまだ理解しないの

か」。 22彼はベツサイダに着いた。

人々が盲人を彼のもとに連れて来て，

触ってくれるよう懇願した。 23盲人

の手を取り，村の外に連れ出した。彼

の両目につばをかけ，両手を彼の上に

置いて，何か見えるかと尋ねた。 24

目を上げて言った，「人が見えます。

木のようなものが歩き回っているのが

見えるからです」。 25すると，両手

を再び彼の両目に当てた。彼は一心に

見つめているうちに，回復させられ，

すべてのものがはっきりと見えるよう

になった。 26彼を家に去らせてこう

言った。「村に入ったり，村のだれか

に知らせたりしてはいけない」。 27

イエスは弟子たちと共に，カエサレア

・フィリピの村々に出発した。その途

中で，彼は弟子たちに尋ねた，「人々

はわたしをだれだと言っているか」。

28彼らは彼に告げた，「バプテスマを

施す人ヨハネ，またほかの者たちはエ

リヤと言い，さらにほかの者たちは預

言者たちの一人だと言っています」。

29彼は彼らに言った，「だが，あなた

方はわたしをだれだと言うのか」。

ペトロが答えた，「あなたはキリスト

です」。 30彼は，自分のことをだれ

にも告げないようにと彼らに命じた。

31そして，人の子が多くの苦しみを受

け，長老たちや祭司長たちや律法学者

たちから拒まれ，かつ殺され，そして

三日後に生き返らなければならないこ

とを，彼らに教え始めた。 32彼は彼

らに包み隠さずに語った。ペトロは彼

をわきに連れて行ってしかり始めた。

33しかし，彼は背を向け，弟子たちを
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見ながら，ペトロをしかって言った，

「サタンよ，わたしの後ろに下がれ！

あなたは神の物事ではなく，人間の物

事を考えているからだ」。 34群衆を

弟子たちと共に自分のところに呼び寄

せて，彼らに言った，「だれでもわた

しに付いて来たいと思うなら，その人

は自分を否定し，自分の十字架を取り

上げて，わたしに従いなさい。 35自

分の命を救おうと思う者はそれを失う

ことになり，わたしと福音のために自

分の命を失う者はそれを救うことにな

るからだ。 36人が全世界を手に入れ

ても，それによって自分の命を失うな

ら，何の益になるだろうか。 37人は

自分の命と引き換えにいったい何を支

払うというのか。 38この邪悪な姦淫

の世代にあってわたしとわたしの言葉

を恥じる者は，人の子もまた，自分の

父の栄光のうちに聖なるみ使いたちと

共に来るとき，その者を恥じるだろう

」。

9彼らに言った，「本当にはっきりと
あなた方に告げる。ここに立ってい

る者の中には，神の王国が力をもって

来るのを見るまでは決して死を味わわ

ない者たちがいる」。 2六日後，イエ

スはペトロとヤコブとヨハネを伴い，

高い山に彼らだけを連れ上った。する

と，彼らの目の前で彼の姿が変えられ

た。 3その衣は雪のように真っ白に光

り輝き，地上のどんな洗濯人にもそこ

まで白くすることはできないほどにな

った。 4エリヤとモーセが彼らに現わ

れて，イエスと語り合っていた。 5ペ

トロがイエスに答えた，「ラビ，わた

したちがここにいるのは良いことです

。幕屋を三つ作りましょう。一つはあ

なたのため，一つはモーセのため，一

つはエリヤのためです」。 6実のとこ

ろ，彼は何と言っていいか分からなか

ったのである。彼らは非常に恐れてい

たからである。 7雲が起こって彼らを

影で覆い，その雲から声がした，「こ

れはわたしの愛する子である。この者

に聞き従いなさい」。 8彼らが不意に

あたりを見回すと，ただイエスのほか

は，もうだれも自分たちのもとには見

えなかった。 9彼らが山を下りて行く

時，彼は彼らに，人の子が死んだ者た

ちの中から生き返った後になるまでは

，目にした事柄をだれにも告げないよ

うにと命じた。 10彼らはこの言葉を

心に留め，「死んだ者たちの中から生

き返る」とはどういう意味かと論じ合

った。 11彼らは彼に尋ねて言った，

「なぜ律法学者たちは，まずエリヤが

来なければならないと言うのですか」

。 12彼は彼らに言った，「確かにま

ずエリヤが来て，すべてのものを回復

する。それなら，人の子について，彼

が多くの苦しみを受け，さげすまれる

と書いてあるのはどうしてか。 13だ

が，あなた方に告げる。エリヤはすで

に来たのだ。そして人々は，彼につい

て書いてあるとおりに，したい放題の

ことを彼に対しても行なったのだ」。

14彼が弟子たちのところに来ると，大

群衆が彼らの周りにおり，律法学者た

ちが彼らと論じ合っているのを目にし

た。 15すぐに，群衆は皆，彼を見て

大いに驚き，走り寄って来て彼にあい

さつしようとした。 16彼は律法学者

たちに尋ねた，「彼らに何を尋ねてい

るのか」。 17群衆の一人が答えた，

「先生，わたしは自分の息子をあなた
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のもとに連れて来ました。息子は口の

きけない霊に取りつかれています。 18

そして，それが彼に取りつくと，どこ

ででも彼を引き倒すので，彼は口から

泡を吹き，歯ぎしりして，弱り衰えて

しまいます。わたしは，あなたの弟子

たちにそれを追い出してくれるよう願

いましたが，彼らにはできませんでし

た」。 19彼は彼らに言った，「不信

仰な世代よ，いつまでわたしはあなた

方と一緒にいようか。いつまであなた

方のことを我慢しようか。その子をわ

たしのところに連れて来なさい」。

20人々はその子を彼のもとに連れて来

た。そして彼を見ると，すぐにその霊

はその子をけいれんさせたので，その

子は地面に倒れ，泡を吹きながら転げ

回った。 21彼はその子の父親に尋ね

た，「この子にこうした事が起こって

から，もうどれくらいになるのか」。

父親は言った，「幼い時からです。 22

この霊は息子を滅ぼそうとして，何度

も火や水の中に投げ入れました。です

が，もし何かおできになるなら，わた

したちを哀れんでお助けください」。

23イエスは彼に言った，「あなたが信

じることができるなら，信じる者には

すべての事が起こり得るのだ」。 24

すぐに，その子の父親は涙ながらに叫

んで言った，「信じます。わたしの不

信仰をお助けください！」 25イエス

は，群衆が一緒になって走り寄って来

るのを見ると，汚れた霊をしかりつけ

て，彼に言った，「口がきけず，耳の

聞こえない霊よ，あなたに命じる。そ

の子から出て来て，二度と入るな！」

26その霊は，大声を上げ，ひどくけい

れんさせながら，彼から出て来た。そ

の少年は死んだ者のようになったので

，大半の人たちは，「彼は死んだ」と

言った。 27しかし，イエスが彼の手

を取って起こすと，彼は起き上がった

。 28彼が家に入った時，弟子たちは

ひそかに彼に尋ねた，「なぜわたした

ちはあの霊を追い出せなかったのでし

ょうか」。 29彼は彼らに言った，「

この種のものは，祈りと断食によらな

ければ，どうしても出て行かせること

はできない」。 30彼らはそこから出

て，ガリラヤを通り抜けた。彼はその

ことをだれにも知られることを望まな

かった。 31というのは，弟子たちを

教えて，彼らに言っていたからである

，「人の子は人々の手に引き渡され，

人々は彼を殺すだろう。そして彼は殺

されて三日後に生き返るだろう」。

32しかし彼らはこの言葉を理解せず，

また彼に尋ねるのを恐れていた。 33

彼はカペルナウムにやって来た。家の

中にいた時，彼らに尋ねた，「あなた

方は途中で何を議論していたのか」。

34しかし彼らは黙っていた。途中で，

だれが一番偉いかについて互いに論争

していたからである。 35彼は座って

十二人を呼び，彼らに言った，「第一

でありたいと思うなら，その人はみん

なの最後となり，みんなの召使いとな

りなさい」。 36幼子を連れて来て，

彼らの真ん中に座らせ，また両腕に抱

きかかえながら，彼らに言った， 37

「わたしの名のゆえにこのような幼子

の一人を受け入れる者は，わたしを受

け入れるのだ。そして，わたしを受け

入れる者は，わたしではなく，わたし

を遣わした方を受け入れるのだ」。

38ヨハネが彼に言った，「先生，わた



マルコの福音書63

したちは，わたしたちに従っていない

人があなたの名において悪霊たちを追

い出しているのを見ました。それでわ

たしたちは，彼がわたしたちに従って

いないので，彼をとどめました」。 39

しかしイエスは言った，「彼をとどめ

てはいけない。わたしの名において強

力な業を行なおうとする者で，すぐさ

まわたしを悪く言うことができる者は

いないからだ。 40わたしたちに逆ら

わない者は，わたしたちの味方なのだ

。 41あなた方がキリストのものであ

るという理由で，わたしの名のゆえに

あなた方に一杯の水を与える者につい

ては，本当にはっきりとあなた方に告

げるが，彼はその報いを決して失わな

いだろう。 42わたしを信じるこれら

小さな者たちの一人をつまずかせる者

は，首に臼石をかけられて海に投げ込

まれる方が，その者にとっては良いだ

ろう。 43もしあなたの片手があなた

をつまずかせるなら，それを切り取り

なさい。両手をつけてゲヘナに，つま

り消すことのできない火の中に入るよ

りは，不具になって命に入るほうが，

あなたにとっては良いのだ。 (Geenna

g1067) 44『そこでは，彼らのうじは死

なず，火は消されない』。 45もしあ

なたの片足があなたをつまずかせるな

ら，それを切り取りなさい。両足をつ

けてゲヘナ，つまり決して消されるこ

とのない火の中に投げ込まれるよりは

，足の不自由なまま命に入るほうが，

あなたにとっては良いのだ。 (Geenna

g1067) 46『そこでは，彼らのうじは死

なず，火は消されない』。 47もしあ

なたの片目があなたをつまずかせるな

ら，それを捨て去りなさい。両目を付

けてゲヘナの火に投げ込まれるよりは

，片目で神の王国に入るほうが，あな

たにとっては良いのだ。 (Geenna g1067) 48

『そこでは，彼らのうじは死なず，火

は消されない』。 49というのは，人

はみな火で塩づけられ，犠牲はすべて

塩で味を付けられることになるからだ

。 50塩は良いものだ。だが塩が塩気

を失うなら，あなた方は何によって塩

に味を付けるのか。自分の内に塩を持

ち，互いに平和に過ごしなさい」。

10彼はそこから立って，ユダヤ地方
とヨルダンの向こうに入った。群

衆がまた彼のもとに集まって来た。彼

は再びいつものように彼らを教えてい

た。 2ファリサイ人たちが彼を試そう

としてやって来て，彼に尋ねた，「男

が自分の妻を離縁することは許されて

いるのですか」。 3彼は答えた，「モ

ーセはあなた方に何と命じたか」。 4

彼らは言った，「モーセは，離縁状を

書いて妻を離縁することを許しました

」。 5しかしイエスは彼らに言った，

「彼は，あなた方の心のかたくなさの

ゆえに，あなた方にこのおきてを書い

たのだ。 6だが，創造のはじめから，

『神は彼らを男性と女性に造られた。

7このために，男は自分の父と母を離

れて，自分の妻と結び付く。 8こうし

て二人は一体となる』。それで，彼ら

はもはや二つではなく，一体なのだ。

9だから，神が結ばれたものを，人が

離してはいけない」。 10家の中で，

弟子たちはこの問題について再び彼に

尋ねた。 11彼は彼らに言った，「自

分の妻を離縁して別の女と結婚する者

は，彼女に対して姦淫を犯すのだ。 12

もし女が自分の夫を離縁して別の男と
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結婚するなら，彼女は姦淫を犯すのだ

」。 13彼に触ってもらおうとして，

人々は幼子たちを彼のもとに連れて来

ていたが，弟子たちは，幼子たちを連

れて来ていた者たちをしかりつけた。

14しかしイエスは，それを見て憤りに

動かされ，彼らに言った，「幼子たち

がわたしのところに来るままにしてお

きなさい！彼らをとどめてはいけない

。神の王国はこのような者たちのもの

だからだ。 15本当にはっきりとあな

た方に告げる。神の王国を幼子のよう

に受け入れない者は，決してその中に

入ることはない」。 16彼らを両腕に

抱き寄せ，その上に両手を置いて彼ら

を祝福した。 17彼が道に出て行くと

，ある人が走り寄って来てその前にひ

ざまずき，彼に尋ねた，「善い先生，

永遠の命を受け継ぐためには何をした

らよいでしょうか」。 (aiōnios g166) 18イ

エスは彼に言った，「なぜ，わたしの

ことを善いと呼ぶのか。神おひとりの

ほかに善い者はいない。 19あなたは

おきてを知っている。『殺してはいけ

ない』，『姦淫を犯してはいけない』

，『盗んではいけない』，『偽りの証

言をしてはいけない』，『だまし取っ

てはいけない』，『あなたの父と母を

敬いなさい』」。 20彼はイエスに言

った，「先生，わたしはそうした事す

べてを幼いころから守ってきました」

。 21イエスは彼を見つめながら，彼

を愛した。そして彼に言った，「あな

たには一つのことが足りない。自分の

持ち物をみな売って，貧しい人々に与

えなさい。そうすれば，天に宝を持つ

ことになる。それから来て，十字架を

取り上げてわたしに従いなさい」。

22しかし，彼はこの言葉で顔を曇らせ

，悲嘆にくれながら去って行った。多

くの資産を持っていたからである。 23

イエスはあたりを見回して，弟子たち

に言った，「富のある者たちが神の王

国に入るのは，何と難しいことか！」

24弟子たちは彼の言葉に驚いた。しか

しイエスは再び答えた，「子供たちよ

，富を信頼する者たちが神の王国に入

るのは何と難しいことか！ 25富んだ

人が神の王国に入るよりは，ラクダが

針の穴を通り抜ける方が易しいのだ」

。 26彼らは非常に驚いて，彼に言っ

た，「それでは，だれが救いを得られ

るのですか」。 27イエスは彼らを見

つめて言った，「人には不可能だが，

神にはそうではない。神にはすべての

事が可能だからだ」。 28ペトロが彼

に言い始めた，「ご覧ください，わた

したちは何もかも後にして，あなたに

従ってきました」。 29イエスは言っ

た，「本当にはっきりとあなた方に告

げる。わたしのため，また福音のため

に，家，兄弟たち，姉妹たち，父，母

，妻，子供たち，あるいは畑を後にす

る者で， 30今この時に百倍の家々，

兄弟たち，姉妹たち，母たち，子供た

ち，そして畑を，迫害と共に受け，ま

た来たるべき時代で永遠の命を受けな

い者はいない。 (aiōn g165, aiōnios g166) 31

だが，多くの最初の者が最後に，最後

の者が最初になるだろう」。 32彼ら

はエルサレムに上って行く途上にあっ

た。そして，イエスが彼らの前を進ん

で行くので，彼らは驚き，従う者たち

は恐れた。彼は再び十二人をわきに連

れて行き，自分に起ころうとしている

事柄を彼らに告げ始めた。 33「見よ
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，わたしたちはエルサレムに上って行

く。人の子は祭司長たちや律法学者た

ちに引き渡される。彼らは彼を死に定

めて異邦人たちに引き渡すだろう。 34

彼らは彼をあざけり，つばをかけ，む

ち打ち，殺すだろう。三日目に彼は生

き返る」。 35ゼベダイの子らのヤコ

ブとヨハネが彼のそばに来て言った，

「先生，わたしたちがお願いすること

を何でもしていただきたいのですが」

。 36彼は彼らに言った，「何をして

欲しいのか」。 37彼らは彼に言った

，「あなたの栄光の中で，わたしたち

が，一人はあなたの右に，一人はあな

たの左に座ることをお許しください」

。 38しかしイエスは彼らに言った，

「あなた方は自分が何を求めているか

を知っていない。あなた方は，わたし

の飲む杯を飲み，わたしの受けている

バプテスマを受けることができるか」

。 39彼らは彼に言った，「できます

」。イエスは彼らに言った，「確かに

，あなた方はわたしの飲む杯を飲み，

わたしの受けているバプテスマを受け

るだろう。 40だが，わたしの右や左

に座ることは，わたしが与えるもので

はなく，それが備えられている人たち

のためのものだ」。 41ほかの十人は

これを聞き，ヤコブとヨハネに対して

憤慨し始めた。 42イエスは彼らを呼

び寄せてこう言った。「あなた方が知

っているとおり，異邦人たちを治める

支配者と見なされている者たちは，人

々に対して威張り散らし，偉い人たち

は人々の上に権力を行使している。 43

だが，あなた方の間ではそうであって

はならない。むしろ，あなた方の間で

偉くなりたいと思う者は，あなた方の

召使いでなければいけない。 44だれ

でもあなた方の間で第一になりたい者

は，みんなの奴隷でなければいけない

。 45というのは，人の子も，仕えて

もらうためではなく，むしろ仕え，自

分の命を多くの人の身代金として与え

るために来たからだ」。 46彼らはエ

リコにやって来た。彼が弟子たちや大

群衆と共にエリコから出て来ると，テ

ィマイオスの子で，バルティマイオス

という目の見えないこじきが，道ばた

に座っていた。 47彼は，それがナザ

レ人イエスだと聞くと，「ダビデの子

イエスよ，わたしをあわれんでくださ

い！」と大声で叫び出した。 48大勢

の人が，静かにするようしかりつけた

が，彼はますます，「ダビデの子イエ

スよ，わたしをあわれんでください！

」と叫び続けた。 49イエスは立ち止

まって，「彼を呼びなさい」と言った

。人々は盲人を呼んで，彼に言った，

「元気を出せ！立ち上がれ。あなたを

お呼びだ！」 50彼は外衣を投げ捨て

て躍り上がり，イエスのもとにやって

来た。 51イエスは彼に尋ねた，「何

をして欲しいのか」。盲人はイエス

に言った，「ラボニ，また見えるよう

にしてください」。 52イエスは彼に

言った，「行きなさい。あなたの信仰

があなたをよくならせた」。すぐに彼

は見えるようになり，道すがらイエス

に従った。

11彼らがエルサレムに，つまりオリ
ーブ山のふもとのベツファゲとベ

タニアに近づいた時，彼は弟子たちの

うちの二人を遣わして 2彼らに言った

，「向こうの村に行きなさい。そこに

入るとすぐに，だれも乗ったことのな
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い子ロバがつないであるのが見つかる

だろう。それを解いて，連れて来なさ

い。 3もしだれかが，『なぜこんなこ

とをしているのか』と尋ねるなら，『

主がこれを必要としているのです。そ

して，すぐにここに送り返されるでし

ょう』と言いなさい」。 4彼らは出て

行き，表通りに面した外の戸口に子ロ

バがつないであるのを見つけて，それ

を解いた。 5そこに立っていた者たち

のうちの数人が彼らに尋ねた，「その

子ロバを解いたりして，何をしている

のだ」。 6イエスの言ったとおりに言

うと，その者たちは行かせてくれた。

7その子ロバをイエスのもとに連れて

来て，その上に自分たちの外衣を投げ

かけた。するとイエスはそれに乗った

。 8大勢の人が自分たちの外衣を道に

敷き，またほかの者たちは木から枝を

切り落として来て街道に敷いていた。

9先に行く者も付いて行く者も，叫ん

で言った，「ホサンナ！主の名におい

て来る者は幸いだ！ 10主の名におい

て来ようとしている我らの父ダビデの

王国は幸いだ！いと高き所にホサンナ

！」 11イエスはエルサレムで神殿に

入った。あらゆるものを見回してから

，もう夕方になっていたので，十二人

と共にベタニアに出て行った。 12そ

の次の日，彼らがベタニアから出て来

た時，彼は空腹を感じた。 13はるか

遠くでイチジクの木が葉をつけている

のを見て，そこに何か見つかるかも知

れないと見に行った。そこに来てみる

と，葉のほかには何も見つからなかっ

た。イチジクの季節ではなかったから

である。 14イエスはその木に告げた

，「もうだれも，二度とお前から実を

食べることがないように！」そして弟

子たちはそれを聞いていた。 (aiōn g165)

15彼らはエルサレムにやって来た。そ

してイエスは神殿に入り，神殿で売り

買いしていた者たちを追い出し始め，

両替人たちの台とハトを売る者たちの

腰掛けをひっくり返した。 16だれに

も神殿を通って器物を運ぶことを許さ

なかった。 17彼は教えて，彼らに言

った，「『わたしの家はあらゆる民族

のための祈りの家と呼ばれるだろう』

と書かれていないだろうか。それなの

にあなた方は，それを強盗たちの巣に

してしまった！」 18祭司長たちと律

法学者たちはこれを聞いて，どうやっ

て彼を滅ぼそうかと探り求めた。とい

うのは，群衆がみなその教えに驚いて

いたので，彼らは彼を恐れていたから

である。 19夕方になった時，彼は都

から出て行った。 20朝早く，通りす

がりに，彼らはあのイチジクの木が根

もとから枯れているのを目にした。 21

ペトロは思い出して彼に言った，「ラ

ビ，ご覧ください！あなたがのろわれ

たあのイチジクの木は枯れてしまいま

した」。 22イエスは彼らに答えた，

「神に信仰を持ちなさい。 23本当に

はっきりとあなた方に告げるが，だれ

でもこの山に『持ち上げられて海の中

に投げ込まれるように』と言って，心

の中で疑わず，自分の言っていること

は起きるのだと信じる者は，自分の言

っていることを得ることになるからだ

。 24だからあなた方に告げる。あな

た方が祈りかつ求めるものは何でも，

それを受けるのだと信じなさい。そう

すればそれを得ることになる。 25あ

なた方が立って祈る時に，だれかに対
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して恨み事があるなら，それを許しな

さい。そうすれば，天におられるあな

た方の父もあなた方の違反を許してく

ださるだろう。 26だが，もし許さな

いなら，あなた方の天の父も，あなた

方の違反を許してくださらないだろう

」。 27彼らは再びエルサレムにやっ

て来た。そして彼が神殿の中を歩いて

いると，祭司長たちや律法学者たちや

長老たちが彼のもとにやって来た。 28

そして彼らは彼にこう言い始めた。「

あなたは何の権威によってこうした事

をするのか。また，だれがこうした事

をするその権威をあなたに与えたのか

」。 29イエスは彼らに言った，「あ

なた方に一つのことを尋ねよう。わた

しに答えなさい，そうすれば，何の権

威によってこうした事をするのかをあ

なた方に告げよう。 30ヨハネのバプ

テスマは天からのものだったか，それ

とも人からのものだったか。わたしに

答えなさい」。 31彼らは互いに論じ

合って言った，「我々が『天から』と

言えば，彼は『あなた方が彼を信じな

かったのはなぜか』と言うだろう。 32

我々が『人から』と言えば」―彼らは

民を恐れた。みんながヨハネは実際に

預言者だったと考えていたからである

。 33彼らはイエスに答えた，「わた

したちは知らない」。イエスは彼らに

言った，「わたしも，何の権威によっ

てこうした事をするのかをあなた方に

告げない」。

12たとえで彼らに語り始めた。「あ
る人がブドウ園を造り，その周り

に垣根を巡らし，ブドウ搾り場の穴を

掘り，塔を建て，それを耕作人に貸し

て，外国に出かけた。 2時が来ると，

彼は召使いを耕作人のところに送って

，耕作人からブドウ園の産物の分け前

を得ようとした。 3彼らはその召使い

を捕まえて打ちたたき，何も持たせず

に送り返した。 4主人は再び別の召使

いを彼らのところに送ったが，彼らは

その召使いに石を投げつけ，頭に傷を

負わせ，ひどい扱いをして送り返した

。 5主人は再び別の者を遣わしたが，

彼らはこれを殺した。そしてほかの大

勢の者たちを，ある者は打ちたたき，

ある者は殺した。 6それで，彼にはも

う一人，彼の愛する息子がいたが，『

わたしの息子なら敬うだろう』と言っ

て，最後にこの者を彼らに送った。 7

ところがそれらの耕作人たちは互いに

言った，『これは相続人だ。さあ，こ

いつを殺そう。そうすれば，相続財産

は我々の物になるのだ』。 8彼らは彼

を捕まえて殺し，そのブドウ園の外に

投げ出した。 9それで，ブドウ園の主

人はどうするだろうか。やって来て耕

作人たちを滅ぼし，そのブドウ園をほ

かの者たちに与えるだろう。 10あな

た方はこの聖句を読んだことがないの

か。『建てる者たちが退けた石，それ

が隅の親石となった。 11これは主か

ら生じたことで，わたしたちの目には

不思議なことだ』」。 12彼らは，こ

のたとえが自分たちに当てつけて話さ

れたことに気づいたので，彼を捕まえ

ようとしたが，群衆を恐れた。彼らは

彼を残して立ち去った。 13彼らはフ

ァリサイ人たちとヘロデ党の者たちの

ある者たちを彼のもとに遣わした。言

葉によって彼を陥れようとしてであっ

た。 14やって来て，彼に言った，「

先生，わたしたちはあなたが正直な方
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で，だれにも妥協なさらないことを知

っています。あなたはだれをもえこひ

いきすることなく，神の道を正しく教

えられるからです。カエサルに税金を

払うことは許されているでしょうか，

許されていないでしょうか 15支払う

べきでしょうか，支払ってはいけない

でしょうか」。しかし彼は，彼らの偽

善を見抜いて，彼らに言った，「なぜ

あなた方はわたしを試すのか。一デナ

リオスを持って来て，それをわたしに

見せなさい」。 16彼らはそれを持っ

て来た。彼は彼らに言った，「これは

だれの像と銘なのか」。彼らは彼に

言った，「カエサルのです」。 17イ

エスは彼らに答えた，「カエサルのも

のはカエサルに，神のものは神に返し

なさい」。彼らは彼のことで大いに

驚嘆した。 18サドカイ人たちが彼の

もとにやって来た。復活などはないと

言う者たちである。彼に尋ねて言った

， 19「先生，モーセはわたしたちに

，『もしある人の兄が死に，妻を後に

残したが子供を残さなかった場合には

，彼の弟がその妻をめとり，自分の兄

のために子孫を起こさなければならな

い』と書きました。 20七人の兄弟が

いました。最初の者が妻をめとりまし

たが，子孫を残さずに死にました。 21

二番目の者が彼女をめとりましたが，

子供を後に残さずに死にました。三番

目の者も同様でした。 22そして，七

人が彼女をめとりましたが，子供を残

しませんでした。みんなの最後にその

女も死にました。 23復活において，

彼らが生き返る時，彼女は彼らのうち

のだれの妻になるのですか。七人が彼

女を妻としたのですから」。 24イエ

スは彼らに答えた，「あなた方が思い

違いをしているのは，聖書も神の力も

知っていないからではないか。 25死

んだ者たちの中から生き返る時には，

彼らはめとったり嫁いだりせず，天の

み使いたちのようになるからだ。 26

だが，死んだ者たちについて，つまり

彼らが起こされることについて，あな

た方はモーセの書の『茂み』のくだり

で，神が彼にどのように語られたかを

読んだことがないのか。『わたしはア

ブラハムの神，イサクの神，ヤコブの

神だ』と言われたのを。 27この方は

死んだ者たちの神ではなく，生きてい

る者たちの神なのだ。それで，あなた

方は大変な思い違いをしている」。

28律法学者たちの一人が来て，一緒に

彼らの議論を聞いていた。イエスが彼

らにみごとに答えたのを知って，彼に

尋ねた，「すべてのおきてのうち最大

のものはどれですか」。 29イエスは

答えた，「最大のものはこれだ。『聞

け，イスラエルよ，わたしたちの神な

る主はただひとりの主である。 30あ

なたは，心を尽くし，魂を尽くし，思

いを尽くし，力を尽くして，あなたの

神なる主を愛さなければならない』。

これが第一のおきてだ。 31第二はこ

のようなものだ。『あなたは隣人を自

分自身のように愛さなければならない

』。これらより大きなおきてはほかに

ない」。 32その律法学者は彼に言っ

た，「先生，まさしく，主はただおひ

とりであってほかにはいないとは，よ

くぞ言われました。 33そして，心を

尽くし，理解力を尽くし，魂を尽くし

，力を尽くして主を愛すること，また

隣人を自分自身のように愛することは
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，すべての全焼のささげ物や犠牲より

も大切です」。 34イエスは彼が賢く

答えたのを見て，彼に言った，「あな

たは神の王国から遠くない」。その

後は，イエスにあえて何かを尋ねる者

はいなかった。 35神殿で教えていた

際，イエスは答えた，「どうして律法

学者たちはキリストがダビデの子だと

言うのか。 36ダビデ自身，聖霊によ

ってこう言ったのだ。『主はわたしの

主に言われた，「わたしの右に座って

いなさい，わたしがあなたの敵たちを

あなたの足台とするまで」』。 37そ

れで，ダビデ自身が彼を主と呼んでい

るのなら，どうして彼はダビデの子で

あり得るのか」。民衆は彼の言うこ

とを喜んで聞いていた。 38彼はその

教えの中で彼らに言った，「律法学者

たちに用心しなさい。彼らが好むのは

，長い衣をまとって歩き回ることや，

市場であいさつされること， 39そし

て会堂での上席や祝宴での上座だ。 40

彼らは，やもめたちの家々を食い物に

し，見せかけのために長い祈りをする

者たちだ。こうした者たちはは最も厳

しい裁きを受けるだろう」。 41イエ

スは宝物庫に向かい合って座り，群衆

がお金を投げ入れる様子を見ていた。

大勢の富んだ人たちがたくさん投げ入

れていた。 42一人の貧しいやもめが

やって来て，小さな真ちゅうの硬貨二

つを投げ入れた。これは一クァドラン

ス硬貨に相当する。 43彼は弟子たち

を自分のところに呼んで，彼らに言っ

た，「本当にはっきりとあなた方に言

う。この貧しいやもめは，宝物庫に差

し出しているすべての人たちよりも多

くを差し出したのだ。 44彼らはみな

自分のあり余る中から差し出したが，

彼女は，その乏しい中から，彼女が生

活のために持っていたものすべてを差

し出したからだ」。

13彼が神殿から出て行く時，弟子た
ちの一人が彼に言った，「先生，

ご覧ください，何という石，何という

建物でしょう！」 2イエスは彼に言っ

た，「これらの大きな建物を見ている

のか。ここで石が崩されずにほかの石

の上に残ることはないだろう」。 3彼

がオリーブ山で神殿に向かって座って

いた時，ペトロ，ヤコブ，ヨハネ，ア

ンデレが，ひそかに尋ねた， 4「わた

したちに教えてください。それらのこ

とはいつ起きるのですか。それらのこ

とがすべて果たされるというしるしは

何ですか」。 5イエスは答えて，彼ら

にこう告げ始めた。「だれもあなた方

を惑わすことがないように注意しなさ

い。 6多くの者がわたしの名において

やって来て，『わたしがその者だ！』

と言って，多くの者を惑わすだろう。

7「戦争のことや戦争のうわさを聞く

時，動転してはいけない。これらのこ

とは起こらなければならないが，終わ

りはまだなのだ。 8民族は民族に，王

国は王国に敵対して立ち上がるからだ

。あちこちで地震がある。ききんと混

乱がある。これらは産みの苦しみの始

まりだ。 9だが，自分自身を見張って

いなさい。というのは，人々はあなた

方を地方法廷に引き渡すだろう。あな

た方は会堂で打ちたたかれる。あなた

方はわたしのために支配者たちや王た

ちの前に立つことになる。彼らに対す

る証言のためだ。 10福音がまず，あ

らゆる民族に宣教されなければならな
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い。 11人々があなた方を連行して引

き渡す時，あらかじめ思い煩ったり，

何を言おうかと前もって考えたりして

はいけない。むしろ，その時にあなた

方に与えられることを言いなさい。語

っているのはあなた方ではなく，聖霊

なのだ。 12「兄弟は兄弟を，父は子

供を死に引き渡すだろう。子供たちは

両親に敵対して立ち上がり，彼らを死

に至らせるだろう。 13あなた方はわ

たしの名のためにすべての者たちから

憎まれるだろう。だが，最後まで耐え

忍ぶ者，その者が救われるだろう。 14

だが，預言者ダニエルによって語られ

た，荒廃させる嫌悪すべきものが，立

ってはならない所に立っているのを見

るなら（読者は理解せよ），その時，

ユダヤにいる者たちは山に逃げなさい

。 15また，屋上にいる者は降りては

ならず，自分の家から何かを取り出そ

うとして中に入ってもいけない。 16

畑にいる者は外衣を取りに戻ってはい

けない。 17だが，それらの日，妊娠

している者たちと赤子に乳を飲ませて

いる者たちにとっては災いだ！ 18あ

なた方の逃走が冬に起こらないように

祈っていなさい。 19それらの日には

，神が造られた創造物のはじめから今

に至るまで起きたことがなく，また二

度と起きないような苦しみがあるから

だ。 20主がその日々を短くされなか

ったなら，肉なる者はだれも救われな

いだろう。だが，ご自分が選び出され

たその選ばれた者たちのために，主は

その日々を短くされたのだ。 21その

時，だれかがあなた方に，『見よ，こ

こにキリストがいる！』とか，『見よ

，あそこだ！』などと告げても，それ

を信じてはいけない。 22偽キリスト

たちや偽預言者たちが現われて，でき

るなら選ばれた者たちをさえ惑わそう

として，しるしと不思議な業を行なう

からだ。 23けれども，あなた方は気

を付けていなさい。「見よ，わたしは

あなた方にすべてのことをあらかじめ

告げている。 24だが，それらの日，

その苦しみの後に，太陽は暗くなり，

月は光を放たなくなり， 25星々は天

から落ち，天にあるもろもろの力は揺

り動かされるだろう。 26その時，人

々は，人の子が大いなる力と栄光を伴

って雲のうちに来るのを見るだろう。

27その時，彼は自分のみ使いたちを遣

わし，四方の風から，地の果てから天

の果てまで，自分の選ばれた者たちを

集め寄せるだろう。 28「さあ，イチ

ジクの木からこのたとえを学びなさい

。その枝が柔らかくなり，葉を出すと

，あなた方は夏の近いことを知る。 29

そのようにあなた方も，これらのこと

が起こるのを見たなら，彼が戸口にま

で近づいていることを知りなさい。 30

本当にはっきりとあなた方に告げる。

これらのすべてのことが起きるまでは

，この世代は過ぎ去らない。 31天と

地は過ぎ去るだろう。それでも，わた

しの言葉は過ぎ去らないのだ。 32だ

が，その日やその時刻についてはだれ

も知らない。天のみ使いたちも子も知

らず，ただ父だけが知っておられる。

33見張っていて，警戒し続け，祈って

いなさい。あなた方はその時がいつか

を知らないからだ。 34「それは，自

分の家を離れて，自分の召使いたちに

それぞれ仕事を託して権威を与え，門

番にも見張り続けるよう命じて，外国
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に旅行する人のようなものだ。 35だ

から見張っていなさい。家の主人がい

つ来るか，夕方か，真夜中か，おんど

りの鳴くころか，早朝かを，あなた方

は知らないのだから。 36主人が突然

やって来て，あなた方の眠っていると

ころを見つけるようなことのないため

だ。 37わたしがあなた方に告げるこ

とは，すべての者に告げるのだ。見張

っていなさい」。

14さて，過ぎ越しと種なしパンの祭
りの二日前になった。そこで祭司

長たちと律法学者たちは，どうしたら

策略によって彼を捕まえて殺すことが

できるかを探り求めていた。 2という

のは，彼らはこう言っていたからであ

る。「祭りの間はいけない。民の暴動

が起きるかも知れないからだ」。 3彼

がベタニアでらい病の人シモンの家に

いた時，食卓に着いていると，一人の

女が，非常に高価な純正のナルド香油

の入った雪花石こうのつぼを持ってや

って来た。つぼを砕き，それを彼の頭

に注いだ。 4しかし，互いに憤慨した

者が数人いて，こう言った。「なぜそ

の香油を無駄にしたのか。 5この香油

なら三百デナリ以上で売れたし，そう

すれば貧しい人々に施すことができた

のに」。彼らはその女に対して不平を

言った。 6しかしイエスは言った，「

彼女をそのままにしておきなさい。な

ぜあなた方は彼女を悩ませるのか。彼

女はわたしに良い行ないをしてくれた

のだ。 7あなた方には，貧しい人々は

いつでも一緒にいて，いつでも望む時

に彼らに良いことができる。だが，わ

たしはいつでもいるわけではないから

だ。 8彼女は自分にできることをした

。埋葬に備えてわたしの体に前もって

油を塗ってくれたのだ。 9本当にはっ

きりとあなた方に告げる。世界中どこ

でも，この福音が宣教される所では，

この女の行なったこともまた，彼女の

記念として語られるだろう」。 10十

二人の一人，ユダ・イスカリオトは，

彼を引き渡すために，祭司長たちのと

ころに出て行った。 11彼らはそれを

聞いて喜び，彼にお金を与えることを

約束した。彼はどうすればイエスをう

まく引き渡せるかを探り求めた。 12

種なしパンの最初の日，つまり過ぎ越

しの犠牲をささげる日，弟子たちが彼

に尋ねた，「過ぎ越しの食事をなさる

のに，わたしたちがどこに行って用意

をすることをお望みですか」。 13彼

は弟子たちのうちの二人を遣わして，

彼らに言った，「市内に入りなさい。

するとあなた方は水がめを運んでいる

男に出会うだろう。その人に付いて行

きなさい。 14そして，彼が入ってい

く所で，その家の主人にこう言いなさ

い。『先生が，「わたしが弟子たちと

共に過ぎ越しの食事をする客室はどこ

か」と言っています』。 15彼はあな

た方に，席が備えられて用意のできて

いる大きな階上の部屋を見せてくれる

だろう。その場所でわたしたちのため

に用意をしなさい」。 16弟子たちは

出て行って，市内に入り，彼が自分た

ちに言ったとおりのことを見いだした

。それで彼らは過ぎ越しの用意をした

。 17夕方になった時，彼は十二人と

一緒にやって来た。 18彼らが席に着

いて食事をしていると，イエスは言っ

た，「本当にはっきりとあなた方に告

げる。あなた方の一人で，わたしと一
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緒に食事をしている者が，わたしを売

り渡すだろう」。 19彼らは悲しみ始

め，一人ずつ彼に「まさかわたしでは

ないでしょうね」と尋ね始めた。そし

て互いに「まさかわたしではないだろ

うな」と言い合った。 20彼は彼らに

答えた，「それは十二人の一人で，わ

たしと共に食べ物を鉢に浸している者

だ。 21人の子は自分について書いて

あるとおりに去って行くからだ。だが

，人の子を売り渡すその者は災いだ！

生まれて来なかった方が，その者のた

めには良かっただろう」。 22彼らが

食事をしていると，イエスはパンを取

り，祝福してからそれを裂き，彼らに

与えてこう言った。「取って，食べな

さい。これはわたしの体だ」。 23杯

を取り，感謝をささげてから，彼らに

与えた。彼らは皆その杯から飲んだ。

24彼は彼らに言った，「これは新しい

契約のためのわたしの血だ。それは多

くの人のために注ぎ出されるのだ。 25

本当にはっきりとあなた方に告げる。

神の王国においてそれを新たに飲むそ

の日まで，わたしはもはやブドウの木

の産物を飲むことはない」。 26賛美

の歌を歌ってから，彼らはオリーブ山

へと出て行った。 27イエスは彼らに

言った，「今夜，あなた方全員がわた

しのためにつまずくだろう。『わたし

は羊飼いを打つ。すると羊は散らされ

るだろう』と書いてあるからだ。 28

だが，わたしは起こされた後，あなた

方より先にガリラヤに行くだろう」。

29しかしペトロは彼に言った，「みん

なが背いても，わたしは背きません」

。 30イエスは彼に言った，「本当に

はっきりとあなたに告げる。今日，そ

れも今夜，おんどりが二度鳴く前に，

あなたは三度わたしを否認するだろう

」。 31しかし彼はますます言い立て

た，「あなたと一緒に死ななければな

らないとしても，わたしはあなたを否

認しません」。彼らは皆，同じ事を言

った。 32彼らはゲツセマネという名

の場所にやって来た。彼は弟子たちに

言った，「わたしが祈っている間，こ

こに座っていなさい」。 33彼はペト

ロとヤコブとヨハネを伴って行ったが

，ひどく心配し，苦悩し始めた。 34

彼らに言った，「わたしの魂は死ぬほ

どに深く悲しんでいる。ここにとどま

って，見張っていなさい」。 35少し

進んで行って地面にひれ伏し，もしで

きることなら，その時が自分から過ぎ

去るようにと祈った。 36彼は言った

，「アッバ，父よ，あなたにはすべて

のことがおできになります。この杯を

わたしから取り除いてください。それ

でも，わたしの望むことではなく，あ

なたの望まれることを」。 37やって

来て，彼らが眠っているのを見つけて

，ペトロに言った，「シモンよ，眠っ

ているのか。一時間も見張っていられ

なかったのか。 38あなた方は誘惑に

陥らないよう，見張って，祈っていな

さい。霊はその気でも，肉体は弱いの

だ」。 39再び離れて行き，同じ言葉

で祈った。 40もう一度戻って来て，

彼らが眠っているのを見つけた。彼ら

の目は非常に重くなっていたのである

。そして彼らは，彼に何と答えたらよ

いか分からなかった。 41彼は三度目

にやって来て，彼らに言った，「なお

眠って，休息をとりなさい。もう十分

だ。時が来た。見よ，人の子は罪人た
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ちの手に売り渡される。 42立ちなさ

い，さあ行こう。見よ，わたしを売り

渡す者が近づいて来た」。 43すぐに

，彼がまだ話しているうちに，十二人

の一人のユダがやって来た。そして彼

と共に，祭司長たちと律法学者たちと

長老たちのもとから来た群衆が，剣や

こん棒を手にしてやって来た。 44さ

て，イエスを売り渡した者は，「わた

しが口づけするのがその者だ。それを

捕まえて，しっかりと引いて行け」と

言って，彼らに合図を伝えていた。 45

やって来ると，すぐにイエスに近寄り

，「ラビ！ラビ！」と言って，口づけ

した。 46彼らはイエスに手をかけて

捕まえた。 47しかし，立っていた者

の一人が剣を抜いて，大祭司の召使い

に撃ちかかり，その片耳を切り落とし

た。 48イエスは彼らに答えた，「あ

なた方は強盗に対するかのように，剣

とこん棒を持ってわたしを捕まえに出

て来たのか。 49わたしは毎日あなた

方と一緒に神殿にいて教えていたのに

，あなた方はわたしを逮捕しなかった

。だが，これは聖句が果たされるため

なのだ」。 50弟子たちは皆，彼を残

して逃げて行った。 51ある若者が，

裸の体に亜麻布をまとって，イエスに

付いて行った。若者たちは彼を捕まえ

ようとしたが， 52彼は亜麻布を残し

て，裸のままで逃げて行った。 53彼

らはイエスを大祭司のところに引いて

行った。祭司長たちと長老たちと律法

学者たち全員が集まって来た。 54ペ

トロは遠くからイエスに付いて行き，

ついに大祭司の中庭に入った。彼は役

人たちと共に座っており，たき火で身

を暖めていた。 55さて，祭司長たち

と最高法院全体は，イエスを死に渡す

ため，彼に不利な証言を探していたが

，何も見つからなかった。 56大勢の

者が彼に対して偽りの証言をしたが，

それらの証言は互いどうし一致しなか

ったのである。 57ある者たちが立ち

上がり，彼に対して偽りの証言をして

，こう言った。 58「わたしたちは，

この者が『わたしは手で造ったこの神

殿を壊し，手で造られたのではない別

のものを三日で建てる』と言うのを聞

きました」。 59そのようにしても，

彼らの証言は一致しなかった。 60大

祭司が真ん中に立ってイエスに尋ねた

，「何も答えないのか。これらの者た

ちがしているお前に不利な証言は何な

のだ」。 61しかし彼は黙ったままで

，何も答えなかった。再び大祭司は彼

に尋ねた，「お前はほめたたえるべき

方の子，キリストか」。 62イエスは

言った，「わたしはある。あなた方は

人の子が力ある方の右に座り，天の雲

と共に来るのを見るだろう」。 63大

祭司は自分の衣を引き裂いてこう言っ

た。「どうしてこれ以上証人が必要だ

ろうか。 64あなた方は冒とくの言葉

を聞いたのだ！あなた方はどう思うか

」。みんなは彼を死に値するものと決

定した。 65ある者たちは彼につばを

かけ，顔を覆ってこぶしで殴り，「預

言しろ！」と言い始めた。役人たちも

彼を平手で打った。 66ペトロが下の

中庭にいると，大祭司の女中の一人が

やって来て， 67ペトロが身を暖めて

いるのを見ると，彼を見つめてこう言

った。「あなたもナザレ人イエスと一

緒にいました！」 68しかし彼はそれ

を否定して言った，「わたしは知らな
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いし，あなたが何のことを言っている

のか分からない」。彼は入り口の方に

出て行った。するとおんどりが鳴いた

。 69その女中は彼を見て，そばに立

っている者たちに再びこう言い始めた

。「この人は彼らの一人です」。 70

しかし彼は再びそれを否定した。しば

らくして，そばに立っている者たちが

再びペトロに言った，「確かにあなた

は彼らの一人だ。あなたはガリラヤ人

で，方言がそれを明かしているからだ

」。 71しかし彼はのろったり誓った

りし始めて言った，「わたしはあなた

方の話しているその人を知らないのだ

！」 72おんどりが二度目に鳴いた。

ペトロは，「おんどりが二度鳴く前に

，あなたは三度わたしを否認するだろ

う」とイエスが自分に言った言葉を思

い出した。それに思い当たった時，彼

は泣き悲しんだ。

15明け方になるとすぐ，祭司長たち
は長老たちや律法学者たちと共に

，つまり最高法院全体で協議をしてか

ら，イエスを縛って連れ出し，ピラト

に引き渡した。 2ピラトは彼に尋ねた

，「お前はユダヤ人の王なのか」。彼

は答えた，「あなたがそう言っている

」。 3祭司長たちは多くの事について

彼を訴えた。 4ピラトは再び彼に尋ね

た，「何も答えないのか。彼らがお前

に対してどれほど多くの事を証言して

いるかを見よ」。 5しかしイエスはそ

れ以上何も答えなかった。そのためピ

ラトは驚いた。 6さて，ピラトは祭り

の際に，人々が彼に願い出る囚人を一

人，彼らのために釈放するのを慣例と

していた。 7バラバと呼ばれる者が，

暴動を起こした者たち，暴動において

殺人を犯した男たちと共に拘禁されて

いた。 8群衆が大声で叫んで，自分た

ちにいつものとおりにして欲しいとピ

ラトに願い始めた。 9ピラトは彼らに

答えて言った，「お前たちはユダヤ人

の王を釈放して欲しいのか」。 10祭

司長たちがねたみのためにイエスを引

き渡したことに気づいていたからであ

る。 11しかし祭司長たちは，代わり

にバラバを釈放させようとして群衆を

扇動した。 12ピラトは再び彼らに答

えた，「それでは，お前たちがユダヤ

人の王と呼ぶ者はどうしたらよいのか

」。 13彼らは再び叫んで言った，「

はりつけにしろ！」 14ピラトは彼ら

に言った，「彼がどんな悪事をしたと

いうのか」。しかし彼らは激しく叫ん

で言った，「はりつけにしろ！」 15

ピラトは群衆を満足させようと思い，

彼らのためにバラバを釈放した。そし

て，イエスをむち打ってから，はりつ

けにするために引き渡した。 16兵士

たちは彼を邸宅，すなわちプラエトリ

ウムの中に引いて行った。そして全部

隊を呼び集めた。 17紫の衣を彼にま

とわせ，イバラの冠を編んで彼にかぶ

せた。 18彼に「ユダヤ人の王様，万

歳！」と言ってあいさつをし始めた。

19アシで彼の頭をたたき，ひざをかが

めて敬意をささげた。 20彼をなぶり

ものにした後，彼から紫の衣を脱がせ

て，もとの衣を着せた。彼らは彼をは

りつけにするために引いて行った。 21

田舎から出て来た通りがかりの者で，

アレクサンデルとルフォスの父である

キュレネのシモンを一緒に来させて，

イエスの十字架を運ばせた。 22ゴル

ゴタ，訳せば「どくろの場所」と呼ば
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れる場所へ彼を連れて来た。 23彼に

飲ませようとして没薬を混ぜたブドウ

酒を差し出したが，彼はそれを受けな

かった。 24彼をはりつけにしてから

，だれが何を取るかくじを引いて，互

いにその外衣を分けた。 25時は第三

時であり，彼らは彼をはりつけにした

。 26彼の上には「ユダヤ人の王」と

いう罪状書きが記されていた。 27彼

と共に二人の強盗をはりつけにし，一

人はその右に，一人はその左に置いた

。 28こうして，「彼は罪人たちと共

に数えられた」と言う聖句が果たされ

た。 29通りかかった者たちは，頭を

振りながら彼を冒とくして言った，「

へえ！神殿を壊して三日で建てる者よ

， 30十字架から降りて来て自分を救

ってみろ！」 31同じように，祭司長

たちも律法学者たちと一緒になって，

代わる代わるあざけって言った，「ほ

かの者たちは救ったが，自分は救えな

いのだ。 32キリスト，イスラエルの

王よ，さあ，十字架から降りて来るが

よい。そうしたらそれを見て信じよう

」。一緒にはりつけになっていた者た

ちも，彼を侮辱した。 33第六時にな

ると闇が全土を覆い，第九時にまで及

んだ。 34第九時に，イエスは大声で

叫んで，「エロイ，エロイ，ラマ，サ

バクタニ」と言った。これは，訳せば

，「わたしの神，わたしの神，なぜわ

たしをお見捨てになったのですか」と

いう意味である。 35そばに立ってい

た者たちの何人かは，それを聞いて，

「見ろ，エリヤを呼んでいるのだ」と

言った。 36ある者が走って行き，海

綿に酢をたっぷり含ませて，アシの先

に付け，それを彼に飲まそうとして，

「彼をそのままにしておけ。エリヤが

彼を降ろしに来るかどうかを見よう」

と言った。 37イエスは大声で叫んで

，自分の霊を引き渡した。 38神殿の

幕が上から下まで二つに裂けた。 39

彼に向かい合って立っていた百人隊長

は，彼がこのように叫んで息を引き取

ったのを見て，「本当にこの人は神の

子だった！」と言った。 40女たちも

遠くから見ていたが，その中にはマリ

ア・マグダレネ，小ヤコブとヨセの母

マリア，それにサロメがいた。 41こ

れらは，彼がガリラヤにいた時，彼に

従って仕えて者たちであった。そして

，彼と共にエルサレムに上って来たほ

かの大勢の女たちもいた。 42すでに

夕方になっていた。準備の日，すなわ

ち安息日の前日だったので， 43最高

法院の有力な議員であるアリマタヤの

ヨセフがやって来た。彼自身も神の王

国を待ち望んでいた。思い切ってピラ

トのところへ行き，イエスの体を渡し

てくれるようにと願い出た。 44ピラ

トは，彼がもう死んだのだろうかと不

思議に思い，百人隊長を呼び寄せて，

彼がもはや死んでしまったのかどうか

を尋ねた。 45百人隊長から確かめる

と，ピラトは死体をヨセフに与えた。

46彼は亜麻布を買い，イエスを取り降

ろして亜麻布に包み，岩に切り掘って

あった墓に横たえた。墓の入り口に石

を転がしておいた。 47マリア・マグ

ダレネとヨセの母マリアは，イエスの

横たえられた場所を見ていた。

16安息日が過ぎた時，マリア・マグ
ダレネ，ヤコブの母マリア，それ

にサロメは，行って彼に油を塗ろうと

して香料を買った。 2週の初めの日，
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非常に朝早く，日の昇るころ，彼女た

ちは墓にやって来た。 3彼女たちは，

「だれがわたしたちのために墓の入り

口から石を転がしてくれるでしょう」

と互いに言い合っていた。 4その石は

非常に大きかったからである。彼女た

ちが目を上げると，石が転がしてある

のが見えた。 5墓の中に入ると，彼女

たちは，白い衣を着た一人の若者が右

側に座っているのを見て，ひどく驚い

た。 6若者は彼女たちに言った，「驚

いてはいけない。あなた方ははりつけ

にされたナザレ人イエスを探している

。彼は起こされた。ここにはいない。

見よ，ここが彼の横たえられた場所だ

！ 7だが，行って，彼の弟子たちとペ

トロに，『彼はあなた方より先にガリ

ラヤへ行く。彼があなた方に言われた

とおりに，あなた方はそこで彼を見る

だろう』と告げなさい」。 8彼女たち

は出て行き，墓から逃げ出した。わな

なきと驚きが彼女たちの上に生じてい

たからである。彼女たちはだれにも，

何も言わなかった。恐ろしかったから

である。 9 (note: The most reliable and earliest

manuscripts do not include Mark 16:9-20.)さて，

彼は週の初めの日の朝早くに起こされ

ると，まずマリア・マグダレネに現わ

れた。この彼女からは七つの悪霊を追

い出したことがあった。 10彼女は行

って，彼と共にいた者たちに告げたが

，彼らは泣き悲しんでいるところであ

った。 11彼が生きていて彼女に現わ

れたと聞いても，彼らは信じなかった

。 12こうした事ののち，彼らのうち

の二人が田舎に向かって歩いていると

，彼は別の姿で現わされた。 13二人

は戻って行って残りの者たちに告げた

。彼らはこの二人の言うことも信じな

かった。 14その後，彼は食卓に着い

ていた十一人に現わされて，彼らの不

信仰と心のかたくなさをとがめた。生

き返った彼を見た者たちの言うことを

，彼らが信じなかったからである。 15

彼は彼らに言った，「全世界に出て行

って，全創造物に福音を宣教しなさい

。 16信じてバプテスマを受ける者は

救われるが，信じない者は罪に定めら

れるだろう。 17信じる者たちには次

のようなしるしが伴うだろう。すなわ

ち，彼らはわたしの名において悪霊た

ちを追い出し，新しい言語を語り， 18

蛇をつかむだろう。また，何か死に至

らせる物を飲んでも害を受けず，病気

の人たちの上に手を置けば回復するだ

ろう」。 19このようにして，主イエ

スは，彼らに語った後，天に上げられ

，神の右に座った。 20彼らは出て行

き，至る所で宣教をした。主は彼らと

共に働き，伴うしるしによってみ言葉

を強固にした。アーメン。
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ルカの福音書

1わたしたちの間で実現したさまざま
な事柄について， 2初めからの目撃

証人またみ言葉の奉仕者であった者た

ちがわたしたちに伝えたとおりに，そ

の物語を順序正しくまとめようと，す

でに多くの人が手を着けてきましたが

， 3わたしもすべての成り立ちを初め

からつぶさにたどりましたので，テオ

フィロス閣下，あなたに順序正しく書

いて差し上げるのが良いと思いました

。 4それは，学ばれた事柄が確実なも

のであることを知っていただくためで

す。 5ユダヤの王ヘロデの時代に，ア

ビヤの祭司組の者で，ザカリアという

名の祭司がいた。彼にはアロンの娘で

ある妻がいて，名をエリザベツといっ

た。 6二人とも神の前に正しい者で，

主のすべてのおきてと法令の内を非の

打ちどころなく歩んでいた。 7しかし

彼らには子供がなかった。エリザベツ

が不妊であり，二人ともかなり年を取

っていたからである。 8さて，彼が自

分の組の順番に従って神の前で祭司職

を務めていたときのこと， 9祭司職の

習慣に従って彼が主の聖所に入って香

をたくことになった。 10民の群衆は

みな，香の時刻に外で祈っていた。 11

主のみ使いが彼に現われて，香の祭壇

の右側に立っていた。 12ザカリアは

それを見て動転し，恐れにとらわれた

。 13しかしみ使いは彼に言った，「

恐れてはいけない，ザカリアよ，あな

たの願いは聞き入れられたからだ。す

なわち，あなたの妻エリザベツは，あ

なたに男の子を産むだろう。そして，

あなたはその名をヨハネと呼ぶことに

なる。 14あなたには歓喜と喜びとが

あり，多くの人がその誕生を喜ぶだろ

う。 15彼は主のみ前で大いなる者と

なり，ぶどう酒や酔わせる飲み物を飲

まないからだ。彼は母の胎にいる時か

ら聖霊に満たされるだろう。 16彼は

多くのイスラエルの子らを，その神な

る主に立ち返らせるだろう。 17彼は

エリヤの霊と力のうちにそのみ前を行

くだろう。『父たちの心を子供たちに

立ち返らせ』，不従順な者たちを義人

の知恵に立ち返らせ，準備のできた民

を主のために備えるためだ」。 18ザ

カリアはみ使いに言った，「どうして

そのことを信用できるでしょうか。わ

たしは老人ですし，わたしの妻もかな

り年を取っているからです」。 19み

使いは彼に答えた，「わたしはガブリ

エル，神のみ前に立つ者だ。わたしは

あなたに語るため，この良いたよりを

あなたにもたらすために遣わされたの

だ。 20見よ，これらの事が起きるそ

の日まで，あなたは声が出ず，ものが

言えなくなるだろう。しかるべき時に

実現するわたしのこれらの言葉を信じ

なかったからだ」。 21民はザカリア

を待っていたが，彼が聖所で手間取っ

ているのを不思議に思っていた。 22

外に出て来た時，彼は彼らに話すこと

ができなかった。そこで彼らは，彼が

聖所で幻を見たのだと分かった。彼は

彼らに手まねを続けるだけで，口がき

けないままであった。 23その奉仕の

日々が満ちた時，彼は自分の家に帰っ

て行った。 24こうした日々ののち，

彼の妻エリザベツは子を宿し，五か月

の間引きこもって，こう言った， 25

「主はこのごろ，人々の中での恥辱を

取り去るためにわたしに目を向けてく
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ださり，わたしに対してこのようにし

てくださいました」。 26さて，六か

月目に，み使いガブリエルが，神から

ガリラヤのナザレという名の町に遣わ

された。 27ダビデの家のヨセフとい

う名の男と結婚を誓っていた，一人の

処女のもとに遣わされたのである。そ

の処女の名前はマリアといった。 28

み使いは入って来ると彼女に言った，

「喜べ，大いに恵まれた者よ。主があ

なたと共におられる。女たちの中であ

なたは幸いな人だ！」 29しかし，彼

を見た時，彼女はその言葉にひどく動

転し，いったいこれは何のあいさつな

のだろうと考えていた。 30み使いは

彼女に言った，「恐れてはいけない，

マリアよ，あなたは神からの恵みを見

いだしたからだ。 31見よ，あなたは

胎内に子を宿し，男の子を産むだろう

。そして，その名を『イエス』と呼ぶ

ことになる。 32彼は偉大になり，い

と高き方の子と呼ばれるだろう。主な

る神は彼にその父ダビデの王座をお与

えになるだろう。 33そして彼はヤコ

ブの家を永久に支配することになる。

彼の王国には終わりがないだろう」。

(aiōn g165) 34マリアはみ使いに言った，

「どうしてそのようなことが起こり得

るのでしょうか。わたしは処女ですの

に」。 35み使いは彼女に答えた，「

聖霊があなたの上に臨み，いと高き方

の力があなたを影で覆うだろう。それ

ゆえにも，あなたから生まれる聖なる

者は神の子と呼ばれることになる。 36

見よ，あなたの親族エリザベツも老齢

で男の子を宿している。不妊と呼ばれ

ていた彼女が六か月目になっている。

37神によって語られたことはすべてが

可能なのだ」。 38マリアは言った，

「ご覧ください，主の女召使いです。

あなたのお言葉どおりのことがわたし

に起きますように」。み使いは彼女か

ら去って行った。 39そのころ，マリ

アは立ち上がり，急いで山岳地帯に向

かい，ユダのある町に行き， 40ザカ

リアの家に入ってエリザベツにあいさ

つした。 41エリザベツがマリアのあ

いさつを聞いた時，その胎内で赤子が

飛び跳ねて，エリザベツは聖霊に満た

された。 42彼女は大声で叫んでこう

言った，「女たちの中であなたは幸い

な人，あなたの胎の実も幸いなもの！

43わたしはなぜこれほど恵まれている

のでしょう，わたしの主の母がわたし

のもとに来てくださるとは。 44ご覧

なさい，あなたのあいさつの声がわた

しの耳に入った時，わたしの胎内の赤

子は喜んで飛び跳ねたのです！ 45信

じた女は幸いです。主から語られた事

柄は実現するからです！」 46マリア

は言った，「わたしの魂は主をたたえ

ます。 47わたしの霊は，わたしの救

い主なる神を喜びます。 48卑しい身

分の女召使いに目をとめてくださった

からです。ご覧ください，今からのち

，あらゆる世代の人々がわたしを幸い

な者と呼ぶでしょう。 49強力な方が

わたしのために大いなる事柄をなさっ

たからです。そのみ名は神聖です。 50

そのあわれみは世々にわたり，その方

を恐れる人々の上に臨みます。 51主

はそのみ腕で力を示されました。心の

想いの高慢な者たちを散らされました

。 52君主たちをその座から引き降ろ

されました。そして身分の低い者たち

を高くされました。 53飢えた者たち
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を数々の良い物で満たされました。富

んだ者たちを何も持たせないで帰らさ

れました。 54あわれみを忘れないた

めに，ご自分の召使いイスラエルに助

けを与えられました。 55わたしたち

の父祖たちに，アブラハムとその子孫

に対して永久に語られたとおりに」。

(aiōn g165) 56マリアは彼女のもとに三か

月ほど滞在し，それから自分の家に帰

って行った。 57さて，エリザベツの

出産する時が満ちて，彼女は男の子を

産んだ。 58彼女の隣人や親族は，主

が彼女のためにそのあわれみを増して

くださったと聞いて，彼女と共に喜ん

だ。 59八日目のこと，人々が幼子に

割礼を施すためにやって来て，彼を父

の名にならってザカリアと呼ぼうとし

た。 60その母は答えた，「それはい

けません，ヨハネと呼ばれるのです」

。 61人々は彼女に言った，「あなた

の親族の中ではその名によって呼ばれ

ている者は一人もいない」。 62人々

はその父に向かって，その子を何と呼

びたいのかと手まねをした。 63彼は

書き板を求め，「その名はヨハネ」と

書いた。人々はみな驚いた。 64すぐ

に彼の口は開き，舌は解かれ，語り出

して神を賛美した。 65近くに住む人

々すべての上に恐れが臨み，これらの

すべての話がユダヤの山岳地帯のあら

ゆる所でうわさされた。 66それを聞

いた者たちはみな，それを自分の心に

留めて，「この子はいったい何になる

のだろう」と言った。主の手が彼と共

にあった。 67その父ザカリアは，聖

霊に満たされ，預言してこう言った。

68「イスラエルの神なる主が賛美され

るように。その民に目を向けて請け戻

しをされたからだ。 69そして，その

召使いダビデの家に，わたしたちのた

めの救いの角を起こされた。 70（古

くからその聖なる預言者たちの口によ

って語られたとおりに。） (aiōn g165) 71

わたしたちの敵からの救い，またわた

したちを憎むすべての者の手からの救

いを。 72わたしたちの父祖たちにあ

われみを示し，その聖なる契約を忘れ

ないために。 73わたしたちの父祖ア

ブラハムに立てられた誓い， 74それ

がわたしたちにもたらすことは，わた

したちが敵の手から解き放たれ，恐れ

ることなくその方に仕えること， 75

わたしたちの命の日々の限り，神聖さ

と義のうちに，そのみ前で仕えること

なのだ。 76そして子供よ，お前はい

と高き方の預言者と呼ばれるだろう。

お前は主の面前を行き，その道を整え

， 77その民に罪の許しによる救いの

知識を与えることになるからだ。 78

それは，わたしたちの神の優しいあわ

れみによる。そのあわれみによって，

夜明けが高い所からわたしたちに訪れ

， 79闇と死の陰に座る者たちの上に

輝き，わたしたちの足を平和の道に導

くだろう」。 80幼子は成長し，霊に

おいて強くなってゆき，イスラエルに

対する公の出現の日まで寂しい所にい

た。

2さて，そのころ，全世界の住民登録
をせよという布告が，カエサル・ア

ウグストゥスから出た。 2これは，ク

ィリニウスがシリアの総督だった時に

行なわれた，最初の登録であった。 3

すべての人が登録をするために，それ

ぞれ自分の町に向かった。 4ヨセフも

ナザレの町を出て，ガリラヤからユダ
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ヤに上って行き，ベツレヘムと呼ばれ

るダビデの町に入った。彼がダビデの

家に属し，その一族だったからであり

， 5また，妻として彼に嫁ぐことを誓

っており，妊娠していたマリアと共に

登録するためであった。 6彼らがそこ

にいる間に，彼女の出産する日が来た

。 7彼女は初子を産み，これを布の帯

でくるんで，飼い葉おけの中に横たえ

た。宿屋に彼らの場所がなかったから

である。 8その同じ地方では，羊飼い

たちが野宿をしながら，夜に自分たち

の群れの番をしていた。 9見よ，主の

み使いが彼らのそばに立ち，主の栄光

が彼らの周りで輝いた。そのため彼ら

はおびえた。 10み使いは彼らに言っ

た，「恐れてはいけない。見よ，わた

しはあなた方に，あらゆる民にとって

大きな喜びとなる良いたよりをもたら

すからだ。 11すなわち，今日，ダビ

デの町で，あなた方に救い主，主なる

キリストが生まれたのだ。 12これが

あなた方に対するしるしだ。あなた方

は，布の帯にくるまり，飼い葉おけに

横たえられている赤子を見つけるだろ

う」。 13突然，天の大軍勢が，その

み使いと共に神を賛美して，こう言っ

た， 14「いと高き所では栄光が神に

，地上では平和が，善意の向かう人々

に」。 15み使いたちが彼らを離れて

天に帰った時，羊飼いたちは互いに言

い合った，「さあ，ベツレヘムに行っ

て，主がわたしたちに知らせてくださ

った出来事を見て来よう」。 16急い

でやって来て，マリアとヨセフ，そし

て飼い葉おけに横たわっている赤子を

見つけた。 17これを見ると，この子

供について自分たちに語られた言葉を

広く告げ知らせた。 18これを聞いた

者たちは，羊飼いたちによって自分た

ちに語られた事柄を不思議に思った。

19しかしマリアは，これらのことをよ

く考えながら，これらのすべての言葉

を自分の心にとどめた。 20羊飼いた

ちは，自分たちが見聞きしたすべての

事柄のゆえに，神に栄光をささげ，賛

美しながら戻って行った。自分たちに

告げられたとおりだったのである。 21

子供の割礼のための八日が満ちると，

彼の名はイエスと呼ばれた。彼が胎内

に宿る前にみ使いによって与えられた

名である。 22モーセの律法による彼

らの清めの日々が満ちた時，彼らは彼

をエルサレムに連れ上った。彼を主に

ささげるため， 23（主の律法に，「

胎を開くすべての男子は，主にとって

聖なる者と呼ばれなければならない」

と書かれているとおりである。） 24

また，主の律法で「一つがいのコキジ

バトか二羽のハト」と言われていると

ころに従って，犠牲をささげるためで

あった。 25見よ，エルサレムにシメ

オンという名の人がいた。この人は正

しく敬けんな人で，イスラエルの慰め

を待ち望んでおり，聖霊がその上にあ

った。 26彼には，主のキリストを見

るまでは死を見ることはないと，聖霊

によって示されていた。 27彼は霊の

うちに神殿に入って来た。両親が幼子

イエスを，彼に関して律法の慣習どお

りに行なうために連れて来ると， 28

その時シメオンは，彼を両腕に抱き取

り，神を賛美してこう言った， 29「

今こそあなたはご自分の召使いを去ら

せてくださいます，ご主人様，あなた

のお言葉どおり，平安のうちに。 30
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わたしの両目はあなたの救いを見たか

らです。 31あなたがあらゆる民の面

前に備えられた救いを。 32異邦人た

ちに対する啓示の光，またご自分の民

イスラエルの栄光を」。 33ヨセフと

その妻は，彼について語られた事柄を

不思議に思っていた。 34するとシメ

オンは彼らを祝福し，その母マリアに

言った，「見なさい，この子はイスラ

エルの多くの人を倒れさせ，また起き

上がらせるために，また敵対を受ける

しるしとして定められている。 35実

に，剣があなたの魂を刺し通すだろう

。多くの者の心の思いが明らかにされ

るためだ」。 36アシェル族のファヌ

エルの娘で，アンナという女預言者が

いた。（高齢で，処女のときから七年

間夫と共に暮らしたが， 37およそ八

十四歳の今になるまでやもめであった

。）神殿を離れず，夜も昼も断食と祈

願とをもって崇拝していた。 38ちょ

うどその時刻に，彼女は主に感謝をさ

さげ，エルサレムにおける請け戻しを

待ち望んでいるすべての人々に，彼に

ついて語り始めた。 39主の律法に基

づいたすべての事柄を成し遂げると，

彼らはガリラヤへ，自分たちの町ナザ

レへ戻って行った。 40幼子は成長し

，霊において強くなってゆき，知恵に

満たされ，神の恵みがその上にあった

。 41彼の両親は，過ぎ越しの祭りの

時には毎年エルサレムに行った。 42

彼が十二歳の時，彼らは祭りの習慣に

従ってエルサレムに上って行ったが，

43祭りの日々を満たして帰る時，少年

イエスはエルサレムに残っていた。ヨ

セフとその妻はそれを知らず， 44彼

が道連れの中にいるものと思い，一日

分の道のりを行ってから，親族や知人

たちの中で彼を探した。 45彼が見つ

からなかったので，彼を探しながらエ

ルサレムに戻った。 46三日後に神殿

の中で彼を見つけた。彼は教師たちの

真ん中に座り，彼らの話すことを聞い

たり，彼らに質問したりしていた。 47

彼の話すことを聞いた人々はみな，そ

の理解力と答えとに驚いていた。 48

両親は彼を見てびっくりした。その母

は彼に言った，「息子よ，なぜわたし

たちにこんなことをしたのですか。見

なさい，あなたのお父さんとわたしは

心配しながらあなたを探していたので

す」。 49彼は彼らに言った，「なぜ

わたしを探したのですか。わたしが自

分の父の家にいるはずだ，ということ

をご存じなかったのですか」。 50彼

らは，彼が自分たちに語った言葉を理

解できなかった。 51それから彼は彼

らと共に下って行き，ナザレに来た。

彼は彼らに服していたが，彼の母はこ

れらのすべての言葉を自分の心にとど

めた。 52そしてイエスは，知恵と背

丈においても，また神と人からの好意

においても，増し加わっていった。

3さて，ティベリウス・カエサルの治
世の第十五年，ポンティウス・ピラ

トがユダヤの総督，ヘロデがガリラヤ

の領主，その兄弟フィリポがイトゥリ

アとトラコニティスの領主，リュサニ

アスがアビレネの領主， 2アンナスと

カイアファスが大祭司であったころ，

神の言葉が荒野でザカリアの子ヨハネ

に臨んだ。 3彼はヨルダン周辺の全地

方に行って，罪の許しのための悔い改

めのバプテスマを宣教していた。 4預

言者イザヤの言葉の書の中にこう書か
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れているとおりである。「荒野で叫ぶ

者の声がする，『主の道を整えよ。そ

の道筋をまっすぐにせよ。 5すべての

谷間は埋められるだろう。すべての山

と丘とは低くされるだろう。曲がった

ところはまっすぐにされ，でこぼこの

道は平らにされるだろう。 6すべての

肉なる者は神の救いを見るだろう』」

。 7そこで彼は，彼からバプテスマを

受けようとして出て来た群衆に言った

，「マムシらの子孫よ，来ようとして

いる憤りから逃れるようにと，だれが

あなた方に告げたのか。 8それなら，

悔い改めにふさわしい実を生み出しな

さい。『我々の父にアブラハムがいる

』などと自分の内で言い始めてはいけ

ない。あなた方に告げるが，神はこれ

らの石からでもアブラハムに子孫を起

こすことができるのだ。 9おのはすで

に木々の根もとに置かれている。だか

ら，良い実を生み出さない木はみな切

り倒されて，火の中に投げ込まれるの

だ」。 10群衆は彼に尋ねた，「わた

したちは何をすればよいのですか」。

11彼は彼らに答えた，「二枚の上着を

持っている者は，持っていない者に与

えなさい。食物を持っている者も，同

じようにしなさい」。 12徴税人たち

もバプテスマを受けに来て，彼に言っ

た，「先生，わたしたちは何をすれば

よいのですか」。 13彼は彼らに言っ

た，「自分に定められたより多くを取

り立ててはいけない」。 14兵士たち

も彼に尋ねて言った，「わたしたちに

ついてはどうですか。わたしたちは何

をすればよいのですか」。彼は彼らに

言った，「人から乱暴にゆすり取った

り，不当に非難したりしてはいけない

。自分の給料で満足しなさい」。 15

民は待ち望んでおり，すべての者がヨ

ハネについて，彼がキリストなのでは

ないかと心の中で論じていたので， 16

ヨハネは皆に答えた，「わたしは確か

に，あなた方に水でバプテスマを施し

ているが，わたしより強力な方が来ら

れる。わたしはその方のサンダルの締

めひもをほどくにも値しない。その方

は，あなた方に聖霊と火でバプテスマ

を施すだろう。 17あおり分けるもの

がその手にあり，その脱穀場をすっか

りきれいにし，小麦をその倉に集め，

もみ殻のほうは消すことのできない火

で焼き尽くすだろう」。 18こうして

，他にも多くのことを勧めながら，民

に良いたよりを宣教した。 19ところ

が，領主ヘロデは，自分の兄弟の妻ヘ

ロディアに関して，またヘロデが行な

ったすべての悪いことに関して彼に戒

められたので， 20それらのすべての

行為に加えて，ヨハネをろうやに閉じ

込めた。 21民が皆バプテスマを受け

ている時のこと，イエスもバプテスマ

を受け，祈っていた。天が開いて， 22

聖霊がハトのような姿で彼の上に下っ

て来た。そして，天から出て来た声が

言った，「あなたはわたしの愛する子

，わたしの心にかなう者である」。 23

イエス自身は，教え始めた時およそ三

十歳で，（一般の見方では）ヨセフの

子，ヘリの子， 24マタトの子，レビ

の子，メルキの子，ヤナイの子，ヨセ

フの子， 25マタティアの子，アモス

の子，ナウムの子，エスリの子，ナガ

イの子， 26マアトの子，マタティア

の子，セメインの子，ヨセフの子，ユ

ダの子， 27ヨハナンの子，レサの子
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，ゼルバベルの子，シャルティエルの

子，ネリの子， 28メルキの子，アデ

ィの子，コサムの子，エルモダムの子

，エルの子， 29ヨサの子，エリエゼ

ルの子，ヨリムの子，マタトの子，レ

ビの子， 30シメオンの子，ユダの子

，ヨセフの子，ヨナンの子，エリアキ

ムの子， 31メレアの子，メナンの子

，マタタの子，ナタンの子，ダビデの

子， 32エッサイの子，オベドの子，

ボアズの子，サルモンの子，ナフショ

ンの子， 33アミナダブの子，アラム

の子，ヨラムの子，ヘツロンの子，ペ

レツの子，ユダの子， 34ヤコブの子

，イサクの子，アブラハムの子，テラ

の子，ナホルの子， 35セルグの子，

レウの子，ペレグの子，エベルの子，

シェラの子， 36カイナンの子，アル

パクシャドの子，セムの子，ノアの子

，レメクの子， 37メトセラの子，エ

ノクの子，ヤレドの子，マハラルエル

の子，カイナンの子， 38エノスの子

，セツの子，アダムの子，神の子であ

った。

4イエスは聖霊に満ちてヨルダンから
戻り，霊によって荒野の中を連れ回

されて 2四十日に及び，悪魔の誘惑を

受けていた。それらの日々の間，何も

食べなかった。そののち，その期間が

終わると，空腹を感じた。 3悪魔は彼

に言った，「もしあなたが神の子なら

，この石がパンになるように命じなさ

い」。 4イエスは彼に答えて言った，

「『人はパンだけで生きるのではなく

，神のすべての言葉によって生きなけ

ればならない』と書いてある」。 5悪

魔は彼を高い山の上に連れて行き，ま

たたく間に世のすべての王国を見せた

。 6悪魔は彼に言った，「このすべて

の権力とこれらの栄光をあなたに与え

よう。それはわたしに渡されており，

わたしは自分が望む者にそれを与える

からだ。 7もしあなたがわたしを拝む

なら，すべてはあなたのものになるだ

ろう」。 8イエスは彼に答えた，「サ

タンよ，わたしの後ろに下がれ！『あ

なたの神なる主をあなたは崇拝しなけ

ればならず，その方だけに仕えなけれ

ばならない』と書いてあるからだ」。

9悪魔は彼をエルサレムに連れて来て

，神殿の高い所に立たせて，彼に言っ

た，「もしあなたが神の子なら，ここ

から下に身を投げなさい。 10こう書

いてあるからだ，『神はあなたについ

てご自分のみ使いたちに指示をお与え

になり，あなたを守られるだろう』，

11そして，『彼らはその手であなたを

支え，あなたが石に足を打ちつけるこ

とのないようにする』」。 12イエス

は答えて彼に言った，「『あなたは，

あなたの神なる主を試みてはならない

』とも書いてある」。 13悪魔はすべ

ての誘惑を終え，別の時が来るまで彼

から離れた。 14イエスは霊の力のう

ちにガリラヤに戻ったが，彼について

の知らせは周囲の全地方に広がった。

15すべての人から栄光を与えられなが

ら，彼らの会堂で教えた。 16自分が

育てられたナザレに来た。安息日に自

分の習慣どおりに会堂に入り，朗読の

ために立ち上がった。 17預言者イザ

ヤの書が彼に手渡された。彼はその書

を開き，こう書かれている箇所を見つ

けた。 18「主の霊がわたしの上にあ

る。貧しい者たちに良いたよりを宣教

するために，わたしに油を注いでくだ
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さったからだ。主はわたしを遣わされ

た。心の打ち砕かれた者たちをいやす

ため，捕らわれた者たちに解放を宣明

するため，目の見えない者たちに視力

の回復を宣明するため，圧迫されてい

る者たちを解放するため， 19そして

主の受け入れられる年を宣明するため

に」。 20その書を閉じ，それを係の

者に返して，腰を下ろした。会堂にい

る皆の目が彼に注がれた。 21彼は彼

らに告げ始めた，「この聖句は，あな

た方が耳にしたこの日に果たされた」

。 22皆は彼について良い証言をし，

彼の口から出て行く数々の恵み深い言

葉に驚いた。そして言った，「これは

ヨセフの子ではないか」。 23彼は彼

らに言った，「あなた方はきっとこの

たとえをわたしに告げるだろう，『医

者よ，自分自身を治せ！カペルナウム

でなされたと聞いたことすべてを，こ

こ，あなたの故郷でもやってくれ』」

。 24彼は言った，「本当にはっきり

とあなた方に告げるが，自分の故郷で

受け入れられた預言者はいない。 25

そして，本当にあなた方に告げるが，

エリヤの日々，天が三年と六か月の間

閉じられ，大ききんが全地を襲ったと

き，イスラエルには多くのやもめがい

た。 26エリヤはそのうちのだれのも

とにも遣わされず，ただシドンの地の

ザレファツに，やもめである一人の女

のもとにだけ遣わされた。 27預言者

エリシャの時に，イスラエルには多く

のらい病人がいたが，彼らのうち一人

も清められず，ただシリア人ナアマン

だけが清められた」。 28これらの事

柄を耳にして，会堂にいた彼らは皆憤

りに満たされた。 29立ち上がって，

彼を町の外に投げ出し，彼らの町の建

っている丘のがけっぷちまで連れて行

き，彼を絶壁から投げ落とそうとした

。 30しかし彼は，彼らの真ん中を通

り抜けて，去って行った。 31ガリラ

ヤの町カペルナウムに下って行った。

安息日に彼らを教えていたが， 32人

々は彼の教えに驚いた。その言葉には

権威があったからである。 33会堂に

は汚れた悪霊の霊に付かれた男がいて

，大声で叫んで 34言った，「ああ！

ナザレ人イエスよ，わたしたちはあな

たと何のかかわりがあるのか。わたし

たちを滅ぼしに来たのか。わたしはあ

なたがだれだか知っている。神の聖な

る方だ！」 35イエスは彼をしかりつ

けて言った，「黙れ。この人から出て

行け！」悪霊は，人々の真ん中にその

人を投げ倒すと，傷を負わせずに彼か

ら出て行った。 36驚きがすべての者

に臨み，人々は互いに語り合って言っ

た，「この言葉はいったい何だ。彼は

汚れた霊に権威と力をもって命じる。

すると彼らはこの人から出て行くのだ

！」 37彼についての知らせは，周囲

の地方の至る所に伝わった。 38彼は

会堂から立ち上がり，シモンの家に入

った。シモンのしゅうとめが高い熱で

苦しんでいて，人々は彼女のことで彼

に懇願した。 39彼は彼女のそばに立

ち，熱をしかりつけた。すると熱は引

いた。すぐに彼女は起き上がって彼ら

に仕えた。 40日が沈むと，さまざま

な疾患を持つ病人を抱えている者たち

が皆，彼らを彼のもとに連れて来た。

彼は，そのひとりひとりの上に両手を

置いて，彼らをいやした。 41悪霊た

ちも，「あなたは神の子キリストだ！
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」と叫んで言いながら，多くの人々か

ら出て来た。彼は彼らをしかりつけ，

彼らが語ることを許さなかった。彼ら

が彼はキリストだと知っていたからで

ある。 42朝になると，彼は出発し，

人の住んでいない場所に行ったが，群

衆が彼を探し回り，彼のもとにやって

来て，自分たちのところから去って行

かないよう彼を引き留めた。 43しか

し，彼は彼らに言った，「わたしはほ

かの町々にも神の王国の良いたよりを

宣教しなければならない。わたしはそ

のために遣わされたからだ」。 44そ

して，ガリラヤの諸会堂で宣教してい

た。

5さて，群衆が彼に押し迫って，神の
言葉を聞いていたときのこと，彼は

ゲネサレト湖のほとりに立っていた。

2湖のほとりに二そうの舟があるのを

目にしたが，漁師たちはそれらの舟か

ら下りて，自分たちの網を洗っていた

。 3そのうちの一そうのシモンの舟に

乗り込み，彼に陸から少しこぎ出すよ

うに頼んだ。腰を下ろして，舟から群

衆を教えた。 4語り終えると，シモン

に言った，「深いところにこぎ出して

，漁のためにあなた方の網を下ろしな

さい」。 5シモンは彼に言った，「師

よ，わたしたちは夜通し働いても，何

も取れませんでした。でも，あなたの

お言葉ですから，網を下ろしてみます

」。 6それを行なうと，彼らは魚の大

群を捕らえ，彼らの網は裂け始めた。

7彼らはほかの舟にいる仲間たちに，

やって来て自分たちを手助けするよう

にと合図を送った。彼らが来て，両方

の舟をいっぱいにしたので，それらは

沈み始めた。 8それで，シモン・ペト

ロはこれを見て，イエスのひざもとに

ひれ伏し，言った，「わたしからお離

れください。わたしは罪深い男なので

す，主よ」。 9というのは，自分たち

が捕った魚の多さに，彼も，彼と共に

いたすべての者も，びっくりしたから

である。 10また，シモンの仲間であ

ったゼベダイの息子たち，すなわちヤ

コブとヨハネも同じようであった。イ

エスはシモンに言った，「恐れてはい

けない。今からのち，あなたは人々を

生け捕るだろう」。 11彼らは自分た

ちの舟を陸に着けると，すべてを残し

て彼に従った。 12彼がある町にいた

間のこと，見よ，全身らい病の男がい

た。イエスを見ると，顔を地に伏せて

，彼に懇願して言った，「主よ，あな

たは，もしそうお望みになれば，わた

しを清くすることがおできになります

」。 13イエスは手を伸ばして彼に触

り，こう言った，「わたしはそう望む

。清くなりなさい」。すぐにらい病

は彼から去った。 14イエスは彼に，

だれにも言わないように命じた。「た

だ行って，自分の体を祭司に見せ，あ

なたの清めのためにモーセの命じたと

おりにささげ物をしなさい。人々への

証明のためだ」。 15しかし，彼につ

いての知らせはますます広まって行き

，話を聞くため，また自分たちの病弱

さを彼にいやしてもらうために，大群

衆がやって来た。 16しかし，彼は寂

しい所に引きこもり，祈っていた。 17

ある日，彼が教えていると，ファリサ

イ人たちと律法の教師たちとがそこに

座っていた。ガリラヤとユダヤとのあ

らゆる村々およびエルサレムから出て

来た者たちである。人々をいやすため
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に，主の力が彼と共にあった。 18見

よ，男たちが彼のもとに，体のまひし

た人を寝床に載せて運んで来た。そし

て，その人を運び込んでイエスの前に

横たえようとした。 19群衆のせいで

彼を運び入れる方法が見つからなかっ

たので，屋上に上ってかわらをはがし

，そこを通して彼の寝床をイエスの真

ん前に下ろした。 20イエスは彼らの

信仰を見て，体のまひした人に言った

。「人よ，あなたの罪は許された」。

21律法学者たちとファリサイ人は，論

じ始めて言った，「冒とくを語るこの

人はだれなのか。神おひとりのほか，

だれが罪を許せるだろうか」。 22し

かしイエスは，彼らの考えに気づき，

彼らに答えた，「なぜあなた方は心の

中でそのように論じているのか。 23

『あなたの罪は許されている』と告げ

るのと，『起き上がって歩きなさい』

と言うのでは，どちらがたやすいか。

24だが，人の子が地上で罪を許す権威

を持っていることをあなた方が知るた

めに」（体のまひした人に言った），

「あなたに告げる。起き上がって，寝

床を取り上げて，自分の家に帰りなさ

い」。 25すぐに彼は人々の前で起き

上がり，自分が横たわっていた床を取

り上げて，神に栄光をささげながら，

自分の家に帰って行った。 26驚きが

すべての者をとらえ，彼らは神に栄光

をささげた。彼らは恐れに満たされて

言った，「今日は不思議なことを見た

」。 27こうした事の後，イエスは出

て行き，収税所に座っているレビとい

う名の徴税人を見て，「わたしに従い

なさい！」と言った。 28彼はすべて

を残し，立ち上がってイエスに従った

。 29レビは彼のために自分の家で大

きな祝宴を催した。徴税人たちやほか

の者たちからなる大群衆が彼らと共に

横になっていた。 30彼らの律法学者

たちとファリサイ人たちは，彼の弟子

たちに対して不平を言った，「なぜあ

なた方は，徴税人たちや罪人たちと共

に食べたり飲んだりするのか」。 31

イエスは彼らに答えた，「健康な人た

ちに医者は必要でなく，病気の人たち

に必要なのだ。 32わたしは義人たち

ではなく，罪人たちを悔い改めへと呼

び寄せるために来た」。 33彼らは彼

に言った，「ヨハネの弟子たちはたび

たび断食と祈りをし，ファリサイ人の

弟子たちも同じようにしているのに，

あなたの弟子たちが食べたり飲んだり

しているのはなぜですか」。 34彼は

彼らに言った，「あなた方は，花婿の

友人たちに，花婿が共にいるのに断食

させられるだろうか。 35だが，花婿

が彼らから取り去られる日々が来る。

それらの日々には，彼らは断食するだ

ろう」。 36たとえでも彼らに語った

。「新しい衣から取った布切れを古い

衣に当てる人はいない。そんなことを

すれば，新しい衣が破けてしまうし，

新しい衣から取った布切れは古い衣に

は合わないだろう。 37新しいブドウ

酒を古い皮袋に入れる人はいない。そ

んなことをすれば，新しいブドウ酒は

皮袋を破裂させ，ブドウ酒は流れ出て

，皮はだめになるだろう。 38そうで

はなく，新しいブドウ酒は新しい皮袋

に入れられるべきだ。そうすればどち

らも長持ちするのだ。 39古いブドウ

酒を飲んで，すぐに新しいブドウ酒を
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欲しがる者はいない。その者は，『古

いのが良い』と言うからだ」。

6さて，最初の安息日の次の安息日に
，彼が穀物畑を通り抜けていたとき

のことである。彼の弟子たちは穀物の

穂を摘み，両手でこすり合わせて食べ

始めた。 2しかしファリサイ人たちが

彼らに言った，「なぜあなた方は安息

日に許されていないことをしているの

か」。 3イエスは彼らに答えて言った

，「ダビデが，自分も共にいた者たち

も空腹だったときに何をしたか，あな

た方は一度も読んだことがないのか。

4彼がどのようにして神の家に入り，

ただ祭司たちのほかは食べることが許

されていない供えのパンを取って食べ

，共にいた者たちにも与えたかを」。

5彼は彼らに言った，「人の子は安息

日の主なのだ」。 6また別の安息日に

，会堂に入って教えていたときのこと

である。一人の人がそこにいたが，そ

の右手はなえていた。 7律法学者たち

とファリサイ人たちは，安息日にいや

すかどうか，彼の様子をうかがってい

た。彼に不利な罪状を見つけるためで

あった。 8しかし彼は彼らの考えを知

って，片手のなえた人に，「起き上が

って，真ん中に立ちなさい」と言った

。彼は起き上がって立った。 9イエス

は彼らに言った，「あなた方に尋ねよ

う。安息日に許されているのは，善を

行なうことか，害を加えることか。命

を救うことか，殺すことか」。 10彼

は彼らすべてを見回して，「あなたの

手を伸ばしなさい」とその人に言った

。そのようにすると，その手はもう一

方の手と同じようによくなった。 11

しかし彼らは激怒に満たされ，イエス

に対して何をしようかと語り合った。

12そのころ，彼は祈るために山に出て

行き，夜通し神に祈り続けていた。 13

朝になると，弟子たちを呼び寄せて，

その中から十二人を選び出し，これを

使徒とも名付けた。 14彼がペトロと

も名付けたシモン，その兄弟アンデレ

，ヤコブ，ヨハネ，フィリポ，バルト

ロマイ， 15マタイ，トマス，アルフ

ァイオスの子ヤコブ，熱心党と呼ばれ

たシモン， 16ヤコブの子ユダ，それ

にユダ・イスカリオト。このユダはま

た，裏切り者になった者でもある。 17

彼は彼らと共に下りて行き，平らな所

に立った。弟子たちからなる群衆，ま

た，全ユダヤとエルサレム，およびテ

ュロスとシドンの海岸から来たおびた

だしい数の人々が共にいた。彼らがや

って来るのは，彼の話を聞くため，ま

た自分たちの疾患をいやしてもらうた

めであった。 18汚れた悪霊に悩まさ

れている者たちもいたが，彼らはいや

された。 19群衆はみな彼に触ろうと

した。彼のもとから力が出て来て，彼

らすべてをいやしたからである。 20

彼は弟子たちに向かって目を上げて，

こう言った。「貧しいあなた方は幸い

だ，神の王国はあなた方のものだから

だ。 21飢えているあなた方は幸いだ

，あなた方は満たされるからだ。今泣

いているあなた方は幸いだ，あなた方

は笑うようになるからだ。 22人々が

あなた方を憎むとき，また人の子のゆ

えにあなた方を締め出し，あざけり，

あなた方の名を悪いものとして退ける

とき，あなた方は幸いだ。 23その日

には喜んで飛び跳ねなさい。見よ，天

においてあなた方の報いは大きいから
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だ。彼らの父祖たちは預言者たちにも

同じようにしたのだ。 24「だが，富

んでいるあなた方は災いだ！あなた方

は自分の慰めをすでに受けているから

だ。 25今満たされているあなた方，

そのあなた方は災いだ！あなた方は飢

えるようになるからだ。今笑っている

あなた方は災いだ！あなた方は泣き悲

しむようになるからだ。 26人々があ

なた方のことを良く言うときには，災

いだ！彼らの父祖たちは偽預言者たち

にも同じことをしたのだ。 27「だが

，聞いているあなた方に告げる。敵を

愛し，憎む者たちに良いことをし， 28

のろう者たちを祝福し，虐待する者た

ちのために祈りなさい。 29あなたの

一方のほおを打つ者には，反対側をも

差し出しなさい。外衣を取り去る者に

は，上着をも拒んではいけない。 30

求めるすべての者には与えなさい。そ

して，あなたの持ち物を取り去る者か

らは，返してもらおうとしてはいけな

い。 31「人々からして欲しいと思う

ことを，人々にもちょうど同じように

しなさい。 32自分を愛してくれる者

たちを愛したからといって，それがあ

なた方に何の名誉になるだろうか。罪

人たちでさえ，自分を愛してくれる者

たちを愛するのだ。 33自分に良いこ

とをしてくれる者たちに良いことをし

たからといって，それがあなた方に何

の名誉になるだろうか。罪人たちでさ

え，同じことをしているのだ。 34返

してもらうことを期待して貸したから

といって，それがあなた方に何の名誉

になるだろうか。罪人たちでさえ，同

じだけ取り戻そうとして，罪人たちに

貸しているのだ。 35そうではなく，

あなた方の敵を愛し，良いことをし，

返してもらうことを期待せずに貸しな

さい。そうすればあなた方の報いは大

きく，あなた方はいと高き方の子らに

なるだろう。その方は，感謝しない悪

い者たちにも親切であられるからだ。

36「だから，あなた方の父もあわれみ

深いように，あわれみ深くなりなさい

。 37裁いてはいけない，そうすれば

裁かれないだろう。罪に定めてはいけ

ない，そうすれば罪に定められること

はないだろう。許しなさい，そうすれ

ば許されるだろう。 38「与えなさい

，そうすれば与えられるだろう。押し

入れ，揺すり入れ，あふれ出るほどに

良いはかりで，あなた方に与えられる

だろう。あなた方が量るその同じはか

りで，あなた方に量り返されるだろう

」。 39彼は彼らにたとえを語った。

「盲人が盲人を案内できるだろうか。

両方とも穴に落ちてしまわないだろう

か。 40弟子はその教師より上ではな

いが，十分に訓練された者はその教師

のようになるのだ。 41なぜあなたは

，兄弟の目の中にあるわらくずは見る

のに，自分の目の中にある丸太のこと

を考えないのか。 42また，あなた自

身は自分の目の中にある丸太を見ない

のに，どうして兄弟に『兄弟，あなた

の目からそのわらくずを取らせてくれ

』と言えるのか。偽善者よ！まず自分

の目から丸太を取り出しなさい。そう

すればあなたは，はっきりと見えて，

兄弟の目からわらくずを取り出すこと

ができるだろう。 43良い木が腐った

実を生み出すことはなく，腐った木が

良い実を生み出すこともないのだ。 44

というのは，それぞれの木はその実に
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よって知られるからだ。人々はイバラ

からイチジクを集めることはないし，

ノバラの茂みからブドウを集めること

もないのだ。 45善い者は自分の心の

良い宝の中から良いものを取り出し，

悪い者は自分の心の悪い宝の中から悪

いものを取り出す。心に満ちあふれて

いるものの中から，人の口は語るから

だ。 46「なぜあなた方は，『主よ，

主よ』とわたしを呼びながら，わたし

の言う事柄を行なわないのか。 47わ

たしのもとに来て，わたしの数々の言

葉を聞き，それらを行なうすべての者

が，何に似ているかをあなた方に示そ

う。 48彼は，深く掘り下げ，岩の上

に土台を据えて家を建てる人に似てい

る。洪水が起こり，激流が家に打ち当

たったが，それは揺り動かなかった。

岩の上に土台を据えていたからだ。 49

だが，聞いても行なわない者は，土台

なしで地面の上に家を建てた人に似て

いる。激流が打ち当たると，それはす

ぐに倒れ，その損壊はひどいものだっ

た」。

7彼は話を民に聞かせ終わると，カペ
ルナウムに入って行った。 2一人の

百人隊長の召使いで，彼にとって大切

な者が，病気で死にかかっていた。 3

彼はイエスについて聞くと，そのもと

にユダヤ人の長老たちを遣わし，やっ

て来て自分の召使いを救ってくれるよ

う，彼に頼んだ。 4イエスのもとに来

ると，彼らは彼に真剣に懇願して言っ

た，「あの方は，このことをしていた

だくのにふさわしい人です。 5わたし

たちの民族を愛して，わたしたちのた

めに会堂を建ててくれたのです」。 6

イエスは彼らと共に出かけた。彼がそ

の家からあまり遠くない所まで来た時

，その百人隊長は友人たちを彼のもと

に遣わして，彼に言った，「主よ，お

手数をかけるには及びません。わたし

は自分の屋根の下にあなたをお迎えす

るほどの者ではないからです。 7その

ために，あなたのもとに伺うことさえ

ふさわしくないと思ったのです。むし

ろ，お言葉を下さい。そうすればわた

しの召使いはいやされるでしょう。 8

というのも，わたしも権威の下に置か

れた者ですが，わたしの下にも兵士た

ちがいます。わたしがある者に『行け

！』と言えば行きますし，別の者に『

来い！』と言えば来ます。またわたし

の召使いに『これをしろ』と言えばそ

れをします」。 9イエスはこれらの事

柄を聞くと，彼について驚嘆し，自分

に従っている者たちに言った，「あな

た方に告げるが，イスラエルにおいて

，わたしはこれほどの信仰を見いだし

たことがない」。 10遣わされた者た

ちがその家に戻ってくると，病気であ

った召使いがよくなっているのを見た

。 11その後すぐ，彼はナインと呼ば

れる町に行った。大勢の弟子たちと大

群衆が彼に伴っていた。 12彼が町の

門に近づくと，見よ，死んだ者が運び

出されるところであった。それは，や

もめである母親の一人息子であった。

大勢の町の人々が彼女と共にいた。 13

主は彼女を見ると，彼女に対して哀れ

みを抱き，彼女に言った，「泣いては

いけない」。 14近づいてひつぎに触

れると，運んでいる者たちは立ち止ま

った。彼は言った，「若者よ，あなた

に告げる，起きなさい！」 15死んで

いた者は起き直り，ものを言い始めた
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。そしてイエスは彼をその母に渡した

。 16みんなは恐れを抱き，神に栄光

をささげて言った，「偉大な預言者が

わたしたちの間に起こされた！」また

，「神はその民に目を向けてくださっ

た！」 17彼に関するこの知らせは，

ユダヤ全土および周囲の全地域に出て

行った。 18ヨハネの弟子たちは，こ

れらすべてのことについてヨハネに告

げた。 19ヨハネは自分の弟子のうち

の二人を呼び寄せ，彼らをイエスのも

とに遣わして，「あなたが来たるべき

方なのですか。それとも，わたしたち

はほかの方を待つべきでしょうか」と

言わせた。 20その者たちはイエスの

もとに来て言った，「バプテスマを施

す人ヨハネがわたしたちをあなたのも

とに遣わして，『あなたが来たるべき

方なのですか。それとも，わたしたち

はほかの方を待つべきでしょうか』と

申しました」。 21その時に，彼は疾

患や伝染病や悪い霊から多くの人をい

やし，目の見えない多くの人に視力を

与えていた。 22イエスは彼らに答え

た，「行って，あなた方が見聞きして

いる事柄をヨハネに告げなさい。目の

見えない人たちは見えるようになり，

足の不自由な人たちは歩き，らい病の

人たちは清められ，耳の聞こえない人

たちは聞き，死んだ人たちは生き返ら

され，貧しい人たちには良いたよりが

宣教されている。 23わたしに背かな

い者は幸いだ」。 24ヨハネの使いの

者たちが去って行くと，彼は群衆にヨ

ハネについてこう告げ始めた。「あな

た方は何を見るために荒野へ出て行っ

たのか。風に揺れるアシか。 25そう

でなければ，何を見るために出て行っ

たのか。柔らかな衣を着た人か。見よ

，豪華に装って優美に暮らしている者

たちなら王たちの家にいる。 26そう

でなければ，なぜ出て行ったのか。預

言者か。そうだ，あなた方に言うが，

預言者よりはるかに優れた者だ。 27

この者こそ，このように書かれている

者だ。『見よ，わたしはあなたの面前

にわたしの使者を遣わす。その者はあ

なたの前に道を整えるだろう』。 28

「本当にはっきりとあなた方に告げる

。女から生まれた者の中で，バプテス

マを施す人ヨハネより偉大な者はいな

い。だが，神の王国で最も小さな者も

，彼よりは偉大だ」。 29すべての民

と徴税人たちがそれを聞いた時，彼ら

は，ヨハネのバプテスマを受けること

により，神の正しさを宣言した。 30

しかし，ファリサイ人たちと律法の専

門家たちは，彼からバプテスマを受け

ないことにより，神の勧めをはねのけ

た。 31しかし主は言った，「わたし

はこの世代の人々を何にたとえようか

。彼らは何に似ているだろうか。 32

彼らは，市場に座って，互いに叫び合

っている子供たちに似ている。こう言

うのだ，『君たちのために笛を吹いた

のに，踊ってくれなかった。君たちの

ために悲しんだのに，泣いてくれなか

った』。 33というのも，バプテスマ

を施す人ヨハネがやって来て，パンを

食べもせず，ぶどう酒を飲みもしない

と，あなた方は，『彼には悪霊がいる

』と言う。 34人の子がやって来て食

べたり飲んだりすると，あなた方は，

『見ろ，大食いの大酒飲み，徴税人た

ちや罪人たちの友！』と言う。 35知

恵はその実によって，正しいことが証
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明されるのだ」。 36ファリサイ人た

ちのうちのある者が，一緒に食事をす

るよう彼を招いた。彼はそのファリサ

イ人の家に入り，食卓に着いた。 37

見よ，罪人である一人の女がその町に

いたが，彼がファリサイ人の家で横に

なっていると知ると，香油の入った雪

花石こうのつぼを持って来た。 38泣

きながら後ろから彼の足もとに進み寄

り，自分の涙で彼の両足をぬらし始め

，自分の髪でそれらをぬぐい，その両

足に口づけし，それらに香油を塗った

。 39彼を招待したファリサイ人はこ

れを見て，自分の中で言った，「この

人がもし預言者なら，自分に触ってい

るこの者がだれで，どんな女なのか分

かるはずだ。罪人だということを」。

40イエスは彼に答えた，「シモン，あ

なたに言うことがある」。彼は言っ

た，「先生，おっしゃってください」

。 41「ある貸し主に二人の借り主が

いた。一人は五百デナリ，もう一人は

五十デナリを借りていた。 42彼らが

返済できないので，彼は彼ら両方の借

金を帳消しにしてやった。それで，彼

らのうちどちらが彼をいちばん多く愛

するだろうか」。 43シモンは答えた

，「いちばん多く許されたほうだと思

います」。イエスは彼に言った，「あ

なたは正しく判断した」。 44その女

のほうを向いて，シモンに言った，「

あなたはこの女が目に入るか。わたし

があなたの家に入っても，あなたは足

を洗う水をくれなかったが，彼女はわ

たしの両足をその涙でぬらし，それら

をその髪でぬぐった。 45あなたはわ

たしに口づけしてくれなかったが，彼

女は，わたしが入って来た時から，わ

たしの両足に口づけしてやまなかった

。 46あなたはわたしの頭に油を塗っ

てくれなかったが，彼女はわたしの両

足に香油を塗った。 47だから，あな

たに告げるが，彼女の多くある罪は許

されている。彼女が多く愛したからだ

。だが，少ししか許されていない者は

，少ししか愛さないのだ」。 48彼は

彼女に言った，「あなたの罪は許され

ている」。 49彼と共に食卓に着いて

いた者たちは自分の中で言い始めた，

「罪さえ許すこの人はいったいだれな

のだろう」。 50彼はその女に言った

，「あなたの信仰があなたを救ったの

だ。平安のうちに行きなさい」。

8その後間もなく，彼は町々や村々を
通って行きながら，宣教し，神の王

国の良いたよりを伝えた。彼と共にい

たのは十二人， 2また，悪い霊たちと

病弱さからいやされた何人かの女たち

であった。すなわち，七つの悪霊たち

が出て行った，マグダレネと呼ばれる

マリア， 3そしてヘロデの管理人クー

ザスの妻ヨハンナ，スサンナ，そのほ

か大勢の女たちである。彼女たちは，

自分たちの財産をもって彼らに仕えて

いた。 4大群衆が集まって来て，人々

があらゆる町から彼のもとに来ていた

時，彼はたとえを用いて話した。 5「

ある耕作人が種をまきに出かけた。種

をまいているときのこと，あるものは

道ばたに落ち，空の鳥たちがやって来

て，それをむさぼり食ってしまった。

6別の種は岩の上に落ちた。そして，

すぐに生え出たが，水分がないために

枯れ果ててしまった。 7別の種はイバ

ラの真ん中に落ち，イバラが生え出て

それをふさいでしまった。 8別の種は
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良い土に落ち，成長して，百倍の実を

生み出した」。これらのことを言いな

がら，彼は叫んだ，「だれでも聞く耳

のある者は聞きなさい！」 9弟子たち

は彼に尋ねた，「このたとえはどんな

意味なのですか」。 10彼は言った，

「あなた方には神の王国の秘密を知る

ことが与えられているが，残りの者た

ちにはたとえで与えられる。それは，

『彼らが見るには見るが分からず，聞

くには聞くが理解しない』ためだ。 11

さて，このたとえはこういうことだ。

種は神の言葉だ。 12道ばたのものは

，み言葉を聞く人たちだが，そののち

悪魔がやって来て，彼らの心からみ言

葉を取り去るのだ。 13岩の上のもの

は，こういう人たちのことだ。み言葉

を聞くと，喜んですぐに受け入れる。

だが，根がないので，しばらくは信じ

ても，誘惑の時には離れてしまう。 14

イバラの間に落ちたものは，み言葉を

聞いた人たちだが，思い煩いや，富や

，人生の快楽でふさがれてしまい，実

が熟さない。 15良い土のものとは，

誠実な良い心でみ言葉を聞き，それを

堅く守り，忍耐して実を生み出す人た

ちだ。 16「ともし火をともしてから

，それを器で覆い隠したり，寝台の下

に置く者はいない。むしろ，入って来

る者たちに光が見えるように，それを

燭台の上に置く。 17隠されているも

ので，明らかにされないものはなく，

秘密にされているもので，知られず，

明るみに出ないものはないからだ。 18

それで，自分がどのように聞いている

かに注意しなさい。持っている者には

さらに与えられ，持っていない者から

は，自分では持っていると思うものま

でも取り去られることになるからだ」

。 19彼の母と兄弟たちが彼のもとに

やって来たが，群衆のせいでそばに行

けなかった。 20そこで彼に，「あな

たのお母さんと兄弟たちが外に立って

いて，あなたに会うことを望んでいま

す」という知らせがあった。 21しか

し彼は彼らに答えた，「わたしの母，

またわたしの兄弟たちとは，神の言葉

を聞いて，それを行なうこれらの人た

ちのことだ」。 22ある日のこと，彼

は弟子たちと共に舟に乗り込み，彼ら

に言った，「湖の向こう岸に渡ろう」

。そこで彼らは出航した。 23しかし

，彼らがこいでいる間に，彼は眠りに

落ちた。風あらしが湖に吹き下ろして

，彼らは水びたしになり，危険な状態

になった。 24彼らは彼のもとに来て

，彼を起こして言った，「師よ，師よ

，わたしたちは死んでしまいます！」

彼は起き上がり，風と荒れ狂う水とを

しかりつけた。するとそれらはやみ，

なぎになった。 25彼は彼らに言った

，「あなた方の信仰はどこにあるのか

」。彼らは恐れ驚いて，互いに言い合

った，「いったいこの方はどなただろ

う。風や水さえも，この方が命じると

従うとは」。 26彼らは，ガリラヤの

向かい側にあるゲラサ人たちの地方に

着いた。 27イエスが岸に降り立つと

，長い間悪霊たちに取りつかれている

一人の男が町から出て来て彼に出会っ

た。彼は服を着ておらず，家に住まず

に墓場にいた。 28イエスを見ると，

叫び声を上げて彼の前にひれ伏し，大

声で言った，「いと高き神の子イエス

よ，わたしはあなたと何のかかわりが

あるのか。あなたにお願いする，わた



ルカの福音書93

しを苦しめないでくれ！」 29という

のは，イエスは汚れた霊に，その人か

ら出て行くように命じたからである。

汚れた霊はたびたび彼に取りついてい

たのである。彼は監視の下に置かれ，

足かせや鎖で縛られた。だが，かせは

ばらばらに壊され，彼は悪霊によって

寂しい所に追いやられるのであった。

30イエスは彼に尋ねた，「あなたの名

前は何か」。彼は言った，「レギオ

ンだ」。多くの悪霊たちが彼の中に入

っていたからである。 31彼らはイエ

スに，自分たちを底なしの深みに行け

とは命じないように懇願した。 (Abyssos

g12) 32ところで，その山ではたくさん

の豚の群れが飼われていた。そこで彼

らは，それらの中に入ることを認めて

くれるように懇願した。彼は彼らに認

めた。 33汚れた霊たちはその人から

出て来て豚たちの中に入った。それで

その群れは，険しい土手を下って湖に

突進し，おぼれ死んだ。 34それらを

飼っていた者たちは，起きたことを見

ると，逃げて行き，その町とその地方

でそのことを知らせた。 35人々は起

きたことを見ようと出て来た。イエス

のもとに来て，悪霊たちが出て行った

男がイエスの足もとに座り，服を着て

，正気でいるのを見つけた。それで彼

らは恐れた。 36また，それを見てい

た者たちは，悪霊たちに取りつかれて

いた人がどのようにしていやされたか

を彼らに告げた。 37周囲のゲラサ人

たちの地方から来たすべての人々は，

自分たちのもとから去るようにとイエ

スに求めた。非常に恐れていたからで

ある。彼は舟に乗って戻って行った。

38しかし悪霊たちが出て行ったその人

は，一緒に行かせてくれるようイエス

に懇願した。しかしイエスはこう言っ

て彼を去らせた。 39「あなたの家に

帰り，神があなたのためにどんな大き

な事柄をしてくださったかを知らせな

さい」。彼は立ち去り，イエスが彼の

ためにどんな大きな事柄を行なったか

を町全体で宣明した。 40イエスが戻

ると，群衆は彼を喜んで迎えた。みん

なが彼を待っていたからである。 41

見よ，ヤイロスという名の者がやって

来たが，この者は会堂長であった。イ

エスの足もとにひれ伏し，自分の家に

入ってくれるよう懇願した。 42とい

うのは，彼には十二歳のひとり娘がい

たが，その娘が死にかけていたのであ

る。しかしイエスが進んで行くと，群

衆が彼に押し迫った。 43十二年間も

血の流出をわずらっている女がいた。

さまざまな医者のために全財産を使い

果たしたが，だれにも直してもらえな

かった。 44この女が彼の後ろに近づ

き，その衣の房べりに触った。すると

，すぐに彼女の血の流出は止まった。

45イエスは言った，「わたしに触った

のはだれか」。みんながそれを否定

していると，ペトロや彼と共にいた者

たちが言った，「師よ，群衆があなた

に迫って押しているのに，『だれが触

ったか』と言われるのですか」。 46

しかしイエスは言った，「だれかがわ

たしに触ったのだ。力が自分から出て

行くのが分かったのだ」。 47女は隠

れられないのを見ると，おののきなが

らやって来て，彼の前にひれ伏し，す

べての民の面前で，彼に触った理由と

，自分がどのようにしてすぐにいやさ

れたかを知らせた。 48彼は彼女に言
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った，「娘よ，元気を出しなさい。あ

なたの信仰があなたをよくならせた。

平安のうちに行きなさい」。 49彼が

まだ話しているうちに，会堂長の家か

らある人が来て，会堂長に言った，「

あなたの娘さんは亡くなりました。先

生を煩わすには及びません」。 50し

かし，イエスはそれを聞いて，会堂長

に答えた，「恐れることはない。ただ

信じなさい。そうすれば彼女はいやさ

れる」。 51その家にやって来ると，

ペトロとヨハネとヤコブ，そして子供

の父と母のほかは，だれも中に入るこ

とを許さなかった。 52みんなが泣い

たり，彼女のために嘆いたりしていた

。しかし彼は言った，「泣かなくても

よい。彼女は死んだのではなく，眠っ

ているのだ」。 53人々は，彼女が死

んでいるのを知っていたので，彼をば

かにした。 54しかし彼は，みんなを

外に出し，彼女の手を取って，「子供

よ，起きなさい！」と呼びかけた。 55

彼女の霊は戻り，彼女はすぐに起き上

がった。彼は，彼女に何か食べる物を

与えるようにと命じた。 56彼女の両

親はびっくりした。しかし彼は，起き

たことをだれにも告げないよう彼らに

命じた。

9彼は十二人を呼び集め，彼らにすべ
ての悪霊たちに対する，またさまざ

まな疾患を治すための力と権威を与え

た。 2神の王国を宣教し，病気をいや

すために彼らを遣わした。 3彼らに言

った，「旅のために何も持って行かな

いように。つえも，袋も，パンも，お

金も，それぞれ二枚の上着も持っては

いけない。 4どこでも家に入ったなら

，そこにとどまり，そこから出発しな

さい。 5人々があなた方を受け入れな

いなら，その町から出発する時に，彼

らに対する証言のため，あなた方の両

足からそのちりさえも払い落としなさ

い」。 6彼らは去って行き，至る所で

福音を宣教し，病気をいやしながら，

村から村を巡って行った。 7さて，領

主ヘロデは，イエスによってなされた

すべてのことを聞いて，ひどく当惑し

ていた。というのは，ある人々はヨハ

ネが死んだ者たちの中から生き返った

と言っており， 8またある人々はエリ

ヤが表われたと言い，さらに別の人々

は昔の預言者たちの一人が生き返った

と言っていたからである。 9ヘロデは

言った，「ヨハネならわたしが首をは

ねた。だが，わたしがこうしたうわさ

を聞くこの者はだれなのだろう」。彼

はイエスを見たいと思った。 10使徒

たちは戻って来ると，自分たちが行な

ったことをイエスに告げた。彼は彼ら

を連れて，ベツサイダと呼ばれる町の

寂しい場所へ自分たちだけで引きこも

った。 11しかし群衆はそれに気づき

，彼に従った。彼は彼らを喜んで迎え

，神の王国について彼らに語り，いや

しを必要としていた者たちを治した。

12日が傾き始めたので，十二人がやっ

て来て彼に言った，「群衆を去らせて

，彼らが周りの村や農園に行って，宿

を取り，食べ物を得るようにさせてく

ださい。わたしたちはこんな寂しい場

所にいるのですから」。 13しかし彼

は彼らに答えた，「あなた方が彼らに

食べ物を与えなさい」。彼らは言っ

た，「わたしたちには五つのパンと二

匹の魚しかありません。わたしたちが

行って，この人々すべてのために食べ
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物を買わない限りは」。 14というの

は，およそ五千人の男たちがいたから

である。彼は弟子たちに言った，「彼

らを五十人ぐらいずつ組にして座らせ

なさい」。 15彼らはそのようにし，

みんなを座らせた。 16彼は五つのパ

ンと二匹の魚を取り，天を見上げ，祝

福してからパンを裂き，弟子たちに渡

して群衆の前に置かせた。 17みんな

は食べて満ち足りた。彼らは残ったパ

ン切れを十二のかごに集めた。 18彼

がひとりで祈っていたとき，弟子たち

が共にいた。そして彼は彼らに尋ねた

，「群衆はわたしをだれだと言ってい

るか」。 19彼らは答えた，「『バプ

テスマを施す人ヨハネ』，またほかの

者たちは『エリヤ』と言い，さらにほ

かの者たちは，昔の預言者たちの一人

が生き返ったのだと言っています」。

20彼は彼らに言った，「だが，あなた

方はわたしをだれだと言うのか」。

ペトロが答えた，「神のキリストです

」。 21しかし彼は彼らを戒め，この

ことをだれにも告げないようにと命じ

て， 22こう言った。「人の子は多く

の苦しみを受け，長老たちや祭司長た

ちや律法学者たちから退けられ，かつ

殺され，そして三日後に生き返らなけ

ればならない」。 23彼は皆に言った

，「だれでもわたしに付いて来たいと

望むなら，その人は自分を否定し，自

分の十字架を取り上げて，わたしに従

いなさい。 24自分の命を救いたいと

望む者はそれを失うことになり，わた

しのために自分の命を失う者はそれを

救うことになるからだ。 25人が全世

界を手に入れても，それによって自分

自身を失ったり，奪われたりするなら

，何の益になるだろうか。 26わたし

とわたしの言葉を恥じる者は，人の子

もまた，自分の栄光，また父と聖なる

み使いたちとの栄光のうちに来るとき

，その者を恥じるだろう。 27だが，

真実にあなた方に告げる。ここに立っ

ている者の中には，神の王国を見るま

では決して死を味わわない者たちがい

る」。 28これらの話の八日後，彼は

ペトロとヨハネとヤコブを伴い，祈る

ために山に上った。 29彼が祈ってい

ると，顔の様子が変えられ，衣服は白

く目もくらむほどになった。 30見よ

，二人の人がイエスと語り合っていた

が，それはエリヤとモーセであった。

31栄光のうちに現われて，彼がエルサ

レムで遂げることになる出発について

話していたのである。 32ペトロおよ

び彼と共にいた者たちはひどく眠かっ

たが，すっかり目を覚ますと，彼の栄

光と，彼と共に立っている二人の人を

目にした。 33二人が彼から去って行

くとき，ペトロがイエスに言った，「

師よ，わたしたちがここにいるのは良

いことです。幕屋を三つ作りましょう

。一つはあなたのため，一つはモーセ

のため，一つはエリヤのためです」。

彼は自分が何を言っているのか分から

なかった。 34彼がこれらのことを言

っているうちに，雲が起こって彼らを

影で覆った。雲の中に入ったとき，彼

らは恐れた。 35その雲から声がして

言った，「これはわたしの愛する子で

ある。この者に聞き従いなさい！」 36

この声がした時には，イエスだけがそ

こにいるのが分かった。彼らは沈黙を

守り，目にした事柄をその当時はだれ

にも告げなかった。 37次の日，彼ら
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が山から下りて来ると，大群衆が彼を

迎えた。 38見よ，群衆の中の一人の

男が叫んで言った，「先生，お願いで

すから，わたしの息子を見てやってく

ださい。わたしのひとり息子なのです

。 39ご覧ください，霊が取りつくと

，彼は突然に叫び出すのです。そして

それは彼にあわを吹かせながらけいれ

んさせ，なかなか離れないで，彼をひ

どく傷つけるのです。 40わたしは，

あなたの弟子たちにそれを追い出して

くれるよう願いましたが，彼らにはで

きませんでした」。 41イエスは答え

た，「信仰のないねじ曲がった世代よ

，いつまでわたしはあなた方と一緒に

いて，あなた方のことを我慢しようか

。あなたの息子をここに連れて来なさ

い」。 42その子がやって来る間，そ

の悪霊は彼を投げ倒し，激しくけいれ

んさせた。しかしイエスはその汚れた

霊をしかりつけ，その少年をいやし，

彼をその父親に返した。 43みんなは

神の尊厳に驚いた。しかし，みんなが

イエスの行なったすべてのことに驚嘆

している間に，彼は弟子たちに言った

， 44「これらの言葉をあなた方の耳

にしまっておきなさい。すなわち，人

の子は人々の手に引き渡されるだろう

」。 45しかし彼らはこの言葉を理解

しなかった。彼らがそれを理解するこ

とがないように，それは彼らから隠さ

れていた。また，彼らはこの言葉につ

いて彼に尋ねるのを恐れていた。 46

彼らの間で，自分たちのうちでだれが

一番偉いかという論争が生じた。 47

イエスは彼らの心の思いに気づき，幼

子を連れて来て，自分のわきに立たせ

て， 48彼らに言った，「わたしの名

のゆえにこのような幼子の一人を受け

入れる者は，わたしを受け入れるのだ

。わたしを受け入れる者は，わたしを

遣わした方を受け入れるのだ。あなた

方全員のうちで最も小さい者こそ偉い

なのだ」。 49ヨハネが答えた，「師

よ，わたしたちは，ある人があなたの

名において悪霊たちを追い出している

のを見ました。それでわたしたちは，

彼がわたしたちに従っていないので，

彼をとどめました」。 50イエスは彼

に言った，「彼をとどめてはいけない

。わたしたちに逆らわない者は，わた

したちの味方なのだ」。 51イエスが

上げられる日々が近づくと，彼はエル

サレムに行くことに顔を一心に据えた

。 52そして自分の面前に使者を遣わ

した。彼らは出て行き，彼のために準

備をしようと，サマリア人の村に入っ

た。 53彼らは彼を受け入れなかった

。彼が顔をエルサレムに向けて旅行し

ていたからである。 54それを見て，

弟子たちのヤコブとヨハネは言った，

「主よ，エリヤがしたとおり，天から

火が下って彼らを滅ぼすよう，わたし

たちが命じることをお望みですか」。

55しかし彼は振り返って彼らをしかり

つけた。「あなた方は自分たちがどん

な性質なのか分かっていない。 56人

の子は人々の命を滅ぼすために来たの

ではなく，それらを救うために来たの

だ」。彼らは別の村に向かった。 57

彼らが進んで行くと，ある人が彼に言

った，「あなたの行かれる所なら，ど

こへでも従って行きたいと思います，

主よ」。 58イエスは彼に言った，「

キツネたちには穴があり，空の鳥たち

には巣がある。だが，人の子には頭を
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横たえる所がない」。 59彼は別の者

に言った，「わたしに従いなさい！」

しかし彼は言った，「主よ，まず，行

ってわたしの父を葬ることをお許しく

ださい」。 60しかしイエスは彼に言

った，「死んだ者たちに自分たちの死

者を葬らせなさい。だが，あなたは行

って神の王国を知らせなさい」。 61

さらに別の者が言った，「わたしはあ

なたに従いたいと思います，主よ。で

すが，まず，わたしの家の者たちに別

れを告げることをお許しください」。

62しかしイエスは彼に言った，「手を

すきにかけてから後ろを見る者は，だ

れも神の王国にふさわしくない」。

10さて，これらの事ののち，主はほ
かの七十人を任命し，自分が行こ

うとしているすべての町と場所へ，自

分の先に彼らを二人ずつ遣わした。 2

そして彼は弟子たちに言った，「収穫

は確かに多いが，働き人が少ない。だ

から，収穫に働き人を遣わしていただ

くよう，収穫の主人にお願いしなさい

。 3行きなさい。見よ，わたしはあな

た方を，オオカミの間に子羊を送り込

むようにして遣わす。 4財布も，袋も

，サンダルも持って行ってはいけない

。道中ではだれにもあいさつしてはい

けない。 5どこでも家に入ったなら，

まず，『この家に平安があるように』

と言いなさい。 6平安の子がそこにい

るなら，あなた方の平安はその者の上

にとどまり，いなければ，それはあな

た方のもとに戻って来るだろう。 7そ

の家にとどまり，彼らが出す物を食べ

たり飲んだりしなさい。働き人は自分

の報酬を受けるに値するからだ。家か

ら家に行ってはいけない。 8どこでも

町に入って，彼らがあなた方を受け入

れるなら，あなた方の前に出されるも

のを食べなさい。 9そこにいる病気の

者たちをいやし，彼らに，『神の王国

はあなた方に近づいた』と告げなさい

。 10だが，どこでも町に入って，彼

らがあなた方を受け入れないなら，そ

の町の通りに出て，こう言いなさい。

11『あなた方の町からわたしたちの足

に付いたちりさえも，わたしたちはあ

なた方に対してぬぐい捨てる。それで

も，神の王国があなた方に近づいたと

いうこのことは知っておきなさい』。

12あなた方に告げるが，その日には，

ソドムのほうがその町よりは耐えやす

いだろう。 13「災いだ，コラジンよ

！災いだ，ベトサイダよ！あなた方

の中でなされた強力な業がテュロスや

シドンでなされていたなら，彼らはと

っくの昔にあら布と灰の中に座って悔

い改めていただろう。 14だが，裁き

の時には，テュロスとシドンのほうが

あなた方よりは耐えやすいだろう。 15

カペルナウム，天まで高くされた者よ

，あなたはハデスにまで下ることにな

る。 (Hadēs g86) 16あなた方に聞き従う

者は，わたしに聞き従うのであり，あ

なた方を拒む者は，わたしを拒むのだ

。わたしを拒む者は，わたしを遣わし

た方を拒むのだ」。 17七十人は喜び

ながら戻って来て，言った，「主よ，

悪霊たちでさえ，あなたの名において

わたしたちに服するのです！」 18彼

は彼らに言った，「わたしは，サタン

が天からいなずまのように落ちたのを

見た。 19見よ，わたしはあなた方に

蛇やサソリを踏みつける権威，また敵

のすべての力を支配する権威を与えた
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。あなた方を害するものは何もない。

20それでも，霊たちがあなた方に服す

ることを喜ぶのではなく，あなた方の

名が天において書き記されたことを喜

びなさい」。 21まさにその時，イエ

スは聖霊において喜び，また言った，

「ああ，父よ，天地の主よ，わたしは

あなたに感謝します。あなたはこれら

の事を賢い者や理解力のある者から隠

し，それを幼子たちに明らかにされた

からです。そうです，父よ，そのよう

にして，あなたのみ前で意にかなうこ

とが生じたのです」。 22弟子たちの

ほうを振り向いて，言った，「すべて

の事が，わたしの父によってわたしに

引き渡されている。子を知っている者

は父のほかにはおらず，父を知ってい

る者は子と子が明らかにしたいと望む

者のほかにはいない」。 23弟子たち

のほうを振り向いて，彼らだけに言っ

た，「あなた方の見ているものを見る

その目は幸いだ。 24あなた方に告げ

るが，多くの預言者たちと王たちは，

あなた方が見ているものを見たいと願

ったのにそれを見ず，あなた方が聞い

ていることを聞きたいと願ったのにそ

れを聞かなかったからだ」。 25見よ

，ある律法の専門家が立ち上がり，彼

を試そうとして言った，「先生，わた

しは何をすれば永遠の命を受け継げる

のでしょうか」。 (aiōnios g166) 26イエス

は彼に言った，「律法には何と書かれ

ているか。あなたはそれをどう読んで

いるのか」。 27彼は答えた，「あな

たは，心を尽くし，魂を尽くし，力を

尽くし，思いを尽くして，あなたの神

なる主を愛さなければならない。そし

て，隣人を自分自身のように愛さなけ

ればならない」。 28イエスは彼に言

った，「あなたは正しく答えた。それ

を行ないなさい。そうすれば生きるだ

ろう」。 29しかし彼は，自分を正当

化したいと思って，イエスに答えた，

「わたしの隣人とはだれですか」。 30

イエスは答えた，「ある人がエルサレ

ムからエリコに下って行く途中，強盗

たちの手中に落ちた。彼らは彼の衣を

はぎ，殴りつけ，半殺しにして去って

行った。 31たまたまある祭司がその

道を下って来た。彼を見ると，反対側

を通って行ってしまった。 32同じよ

うに一人のレビ人も，その場所に来て

，彼を見ると，反対側を通って行って

しまった。 33ところが，旅行してい

たあるサマリア人が，彼のところにや

って来た。彼を見ると，哀れみに動か

され， 34彼に近づき，その傷に油と

ぶどう酒を注いで包帯をしてやった。

彼を自分の家畜に乗せて，宿屋に連れ

て行き，世話をした。 35次の日，出

発するとき，二デナリを取り出してそ

この主人に渡して，言った，『この人

の世話をして欲しい。何でもこれ以外

の出費があれば，わたしが戻って来た

ときに返金するから』。 36さて，あ

なたは，この三人のうちのだれが，強

盗たちの手中に落ちた人の隣人になっ

たと思うか」。 37彼は言った，「そ

の人にあわれみを示した者です」。す

るとイエスは彼に言った，「行って，

同じようにしなさい」。 38彼らが進

んで行くうちに，彼はある村に入り，

マルタという名の女が彼を自分の家に

迎えた。 39彼女にはマリアという姉

妹がいたが，イエスの足もとに座って

，その言葉を聞いていた。 40しかし
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マルタは，多くの給仕で取り乱してい

た。そこで彼女は彼のもとに上がって

来て言った，「主よ，わたしの姉妹が

わたしだけに給仕をさせているのを何

とも思われないのですか。ですから，

わたしを手伝うよう彼女におっしゃっ

てください」。 41イエスは彼女に答

えた，「マルタ，マルタ，あなたは多

くのことを心配して動転している。 42

だが，必要なのは一つだけだ。マリア

は良いほうを選んだのだ。それが彼女

から取り去られることはないだろう」

。

11彼がある場所で祈り終えたときの
こと，弟子たちの一人が彼に言っ

た，「主よ，ヨハネも自分の弟子たち

に教えたように，わたしたちに祈り方

を教えてください」。 2彼は彼らに言

った，「あなた方が祈るときにはこう

言いなさい，『天におられるわたした

ちの父よ，あなたのお名前が神聖なも

のとされますように。あなたの王国が

来ますように。あなたのご意志が，天

におけると同じように地上においても

なされますように。 3日々，わたした

ちの日ごとのパンをお与えください。

4わたしたちの罪をお許しください。

わたしたちも自分に負い目のある人た

ちを許しますから。わたしたちを誘惑

に陥らせることなく，悪い者からお救

いください』」。 5彼らに言った，「

あなた方のうちのだれかが，真夜中に

友人のところに行き，彼にこう言うと

する。『友よ，パンを三つ貸してくれ

。 6わたしの友人が旅の途中でわたし

のところに来たのだが，出してやるも

のが何もないのだ』。 7すると彼は中

から答えて言うだろう，『わたしを煩

わさないでくれ。戸はもう閉めてしま

ったし，子供たちはわたしと一緒に寝

床に入っているのだ。起きて行ってあ

なたに物をやることなどできない』。

8あなた方に告げる。彼は，その人が

自分の友人だということでは，起き上

がって物を与えないとしても，その人

のしつこさのゆえには，起きて行って

その人が必要とするものを与えるだろ

う。 9「あなた方に告げる。求め続け

なさい，そうすれば与えられるだろう

。探し続けなさい，そうすれば見いだ

すだろう。たたき続けなさい，そうす

れば開かれるだろう。 10だれでも求

めている者は受け，探している者は見

いだし，たたいている者には開かれる

のだ。 11「あなた方のうちのどの父

親が，自分の息子がパンを求めている

のに石を与えるだろうか。また，魚を

求めているのに魚の代わりに蛇を与え

るだろうか。 12また，卵を求めてい

るのにサソリを与えるだろうか。 13

それなら，あなた方が，悪い者であり

ながら，自分の子供たちに良い贈り物

を与えることを知っているのであれば

，ましてあなた方の天の父は，ご自分

に求める者たちに聖霊を与えてくださ

らないだろうか」。 14彼はある悪霊

を追い出していたが，それは口のきけ

ない悪霊であった。その悪霊が出て行

くと，口のきけなかった人は物を言い

出した。それで群衆は驚嘆した。 15

しかし彼らのうちのある者たちは言っ

た，「彼が悪霊たちを追い出すのは，

悪霊たちの首領ベエルゼブルによるの

だ」。 16ほかの者たちは，彼を試そ

うとして，天からのしるしを彼から求

めていた。 17しかし彼は，彼らの考
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えを知って，彼らに言った，「自らに

敵対して分裂した王国はすべて荒廃し

てしまう。自らに敵対して分裂した家

は倒れてしまう。 18もしサタンも自

らに敵対して分裂するなら，どうして

その王国は立ち行くだろうか。という

のは，あなた方は，わたしがベエルゼ

ブルによって悪霊たちを追い出してい

ると言うからだ。 19だが，わたしが

ベエルゼブルによって悪霊たちを追い

出しているのなら，あなた方の子らは

だれによってそれらを追い出している

のか。それで，彼らがあなた方を裁く

者になるだろう。 20だが，わたしが

神の指によって悪霊たちを追い出して

いるのなら，神の王国はすでにあなた

方のところに来ているのだ。 21「強

い者が十分に武装して自分の住みかを

守っている時は，その家財は安全だ。

22だが，もっと強い者たちが襲って来

て，彼に打ち勝つなら，彼が頼みとし

ていた全装備を彼から取り去り，その

戦利品を分け合うだろう。 23「わた

しと共にいない者はわたしに敵対して

いるのだ。わたしと共に集めない者は

散らしているのだ。 24汚れた霊は，

人から出て来ると，休み場を求めて乾

いた場所を通るが，何も見つからない

。そこで，『出て来た自分の家に帰ろ

う』と言う。 25そして戻って来ると

，そこが掃き清められており，きちん

と片づけられているのを見つける。 26

そこで，出て行って，自分より悪いほ

かの七つの霊を連れて来る。そして彼

らは中に入ってそこに住みつく。その

人の最後の状態は，最初よりも悪くな

る」。 27彼がこれらの事を話してい

ると，ある女が群衆の中から声を上げ

て，彼に言った，「あなたを宿した胎

と，あなたに乳を飲ませた乳房とは幸

いです！」 28しかし彼は言った，「

いや，神の言葉を聞いて，それを守る

人たちは幸いだ」。 29群衆が彼のも

とに集まって来た時，彼はこう言い始

めた，「この世代は悪い世代だ。しる

しを求める。この世代には，預言者ヨ

ナのしるしのほかには何のしるしも与

えられないだろう。 30実に，ヨナが

ニネベ人に対するしるしとなったのと

同じように，人の子もこの世代に対す

るしるしとなるだろう。 31南の女王

は裁きの際にこの世代の人々と共に起

き上がり，彼らを罪に定めるだろう。

彼女はソロモンの知恵を聞くために地

の果てからやって来たからだ。そして

見よ，ソロモンよりも偉大な者がここ

にいる。 32ニネベの人々は裁きの際

にこの世代と共に立ち上がり，この世

代を罪に定めるだろう。彼らはヨナの

宣教することを聞いて悔い改めたから

だ。そして見よ，ヨナよりも偉大な者

がここにいる。 33「ともし火をとも

してから，それを穴ぐらの中や，かご

の下に置く者はいない。むしろ，入っ

て来る者たちに光が見えるように，そ

れを燭台の上に置く。 34体のともし

火は目だ。だから，あなた方の目が健

全なら，あなた方の全身は光で満ちて

いるだろう。だが，それがよこしまな

ら，あなた方の体も闇で満ちているだ

ろう。 35だから，あなた方の内にあ

る光が闇ではないかどうか確かめなさ

い。 36それで，あなた方の全身が光

で満ちており，闇の部分が少しもなけ

れば，ともし火が明るく輝いてあなた

を照らす時のように，全体が光に満た
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されるだろう」。 37さて，彼が話し

ていると，あるファリサイ人が一緒に

食事をして欲しいと頼んだ。彼は入っ

て行って，食卓に着いた。 38ファリ

サイ人はそれを見て，彼が食事の前に

身を洗わないのに驚いた。 39主は彼

に言った，「ところで，あなた方ファ

リサイ人たちは杯と皿の外側は清める

が，あなた方の内側は強奪と不正で満

ちている。 40愚か者たちよ，外側を

造られた方は内側をも造られたのでは

ないか。 41それでも，内にあるそれ

らのものを，困窮している人たちに施

しをしなさい。そうすれば，見よ，あ

なた方にとってすべてのものが清めら

れるだろう。 42だが，あなた方ファ

リサイ人たちは災いだ！あなた方はハ

ッカ，ヘンルーダ，あらゆる野菜の十

分の一税は納めていながら，公正と神

の愛を無視している。これらこそ行な

わなくてはいけない。もっとも，もう

一方のこともなおざりにしてはいけな

いが。 43あなた方ファリサイ人たち

は災いだ！あなた方が好むのは，会堂

での上席と市場でのあいさつなのだ。

44あなた方は災いだ，律法学者たちと

ファリサイ人たち，偽善者たちよ！あ

なた方は目につかない墓のようなもの

だ。その上を歩く人々は何も気づかな

いのだ」。 45律法の専門家たちの一

人が彼に答えた，「先生，そのような

ことを言われるのは，わたしたちをも

侮辱することです」。 46彼は言った

，「あなた方律法の専門家たちも災い

だ！運びにくい重荷を人々に負わせる

が，自分ではそれらの重荷を運ぶのを

助けるために指一本持ち上げようとさ

えしない。 47あなた方は災いだ！あ

なた方は預言者たちの墓を建てている

が，彼らを殺したのはあなた方の父祖

たちだからだ。 48そのようにして，

あなた方は，あなた方の父祖たちの業

を証言し，同意しているのだ。彼らが

預言者たちを殺し，あなた方がその墓

を建てているからだ。 49このゆえに

，神の知恵もこう言った，『わたしは

彼らに預言者たちと使徒たちを遣わす

。彼らはそのうちのある者たちを殺し

，迫害するだろう。 50こうして，世

の基礎が据えられて以来流されて来た

すべての預言者たちの血が，この世代

に要求されることになる。 51すなわ

ち，アベルの血から，祭壇と聖所の間

で死んだザカリヤの血に至るまで』。

そうだ，あなた方に告げるが，それは

この世代に要求されるだろう。 52あ

なた方律法の専門家たちは災いだ！あ

なた方は知識のかぎを取り去ったから

だ。自分たちが入らないばかりか，入

ろうとする者たちをも妨げたのだ」。

53彼が彼らにこれらの事を話したとき

，律法学者たちとファリサイ人たちは

ひどく腹を立て始め，彼から多くの事

を聞き出し始めた。 54そして，彼を

待ち構え，その言葉じりを捕らえよう

とした。彼を訴えようとしてであった

。

12そうしているうちに，数えきれな
いほどの群衆が集まって来て，互

いに足を踏み合うほどになった時，彼

はまず弟子たちに告げ始めた，「ファ

リサイ人たちのパン種，つまり偽善に

用心しなさい。 2だが，覆いかぶされ

ているもので明らかにされないものは

なく，隠されているもので知られない

ものはない。 3だから，あなた方が闇
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の中で言ったことは，光の中で聞かれ

るだろう。奥の部屋で耳もとに話され

たことは，屋上で宣明されるだろう。

4「わたしの友であるあなた方に告げ

る。体を殺しても，その後はもう何も

できない者たちを恐れてはいけない。

5むしろ，だれを恐れるべきかをあな

た方に知らせよう。殺した後で，ゲヘ

ナに投げ込む力のある方を恐れなさい

。そうだ，あなた方に告げるが，その

方を恐れなさい。 (Geenna g1067) 6「五羽

のスズメは二つのアサリオン硬貨で売

られているではないか。その一羽も神

に忘れられてはいない。 7ところが，

あなた方の髪の毛さえも，みな数えら

れている。だから恐れるな。あなた方

はたくさんのスズメよりも価値がある

のだ。 8「あなた方に告げる。人々の

前でわたしのことを告白する者はみな

，人の子も神のみ使いたちの前でその

者のことを告白するだろう。 9だが，

人々の面前でわたしのことを否認する

者は，わたしも神のみ使いたちの面前

でその者のことを否認するだろう。 10

だれでも人の子に逆らう言葉を語る者

は許されるだろう。だが，だれでも聖

霊に対して冒とくする者は許されない

だろう。 11人々があなた方を会堂や

支配者や権力者の前に連れ出す時，何

をどのように答えようか，また何を言

おうかと思い煩ってはいけない。 12

言うべきことは，その時に聖霊があな

た方に教えるからだ」。 13群衆の一

人が彼に言った，「先生，わたしの兄

弟に相続財産をわたしと分けるように

おっしゃってください」。 14だが，

彼はその人に言った，「人よ，だれが

わたしを，裁判官や仲裁人としてあな

た方の上に立てたのか」。 15彼らに

言った，「用心しなさい！どん欲から

身を守りなさい。人の命は豊かな所有

物にあるのではないからだ」。 16彼

は彼らにたとえを語って言った，「あ

る富んだ人の土地が豊かに産出した。

17彼は自分の中で論じて言った，『ど

うしようか。作物を入れておく場所が

ないのだが』。 18彼は言った，『こ

うしよう。倉を取り壊して，もっと大

きなものを建てよう。そしてそこに穀

物と財産を入れよう。 19自分の魂に

言うのだ，「魂よ，お前は何年分も積

み上げた多くの財産を持っている。く

つろいで，食べて，飲んで，楽しめ」

』。 20「だが，神は彼に言われた，

『愚か者よ，今夜，あなたの魂は求め

られる。あなたが用意した物は，いっ

たいだれのものになるのか』。 21自

分のために宝を積み上げ，神に対して

富んでいない者は，こうなるのだ」。

22彼は弟子たちに言った，「だから，

あなた方に告げる。何を食べようかと

自分の命のことで，また何を着ようか

と自分の体のことで思い煩ってはいけ

ない。 23命は食物より，体は衣服よ

り大切なのだ。 24ワタリガラスのこ

とをよく考えなさい。種をまいたり，

刈り入れたりせず，納屋も倉に持って

いないが，神がそれらを養っておられ

る。あなた方は鳥たちよりもどれほど

多くの価値があるだろう！ 25あなた

方のうちのだれが，思い煩ったからと

いって，自分の背丈に一キュビトを加

えられるだろうか。 26一番小さな事

さえできないのであれば，なぜほかの

事で思い煩うのか。 27ユリがどのよ

うに育つかをよく考えなさい。労した
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り，紡いだりしない。だが，あなた方

に告げるが，栄光を極めたときのソロ

モンでさえ，それらの一つほどにも装

っていなかった。 28では，神が，今

日生えていて明日かまどに投げ込まれ

る野の草に衣服を与えておられるので

あれば，あなた方にはなおのこと衣服

を与えてくださらないだろうか，ああ

，信仰の少ない者たちよ。 29だから

，何を食べようか，何を飲もうかと求

めてはいけない。また，思い煩っても

いけない。 30こうしたものすべては

，世の諸国民が追い求めているものだ

からだ。だが，あなた方の父は，あな

た方がこうしたものを必要としている

ことをご存じなのだ。 31むしろ，神

の王国を求めなさい。そうすれば，こ

うしたものすべてはあなた方に加えら

れるだろう。 32恐れてはいけない，

小さな群れよ。あなた方の父は，あな

た方に王国を与えることをよしとされ

たのだ。 33あなた方の持ち物を売っ

て，困窮している人たちに施しをしな

さい。自分のために古くなることのな

い財布を作り，天に尽きることのない

宝を積み上げなさい。そこでは盗人た

ちが近づくことも，ガがだめにするこ

ともない。 34あなた方の宝のある所

，そこにあなた方の心もあるからだ。

35「あなた方の腰に帯を締め，ともし

火をたいていなさい。 36自分たちの

主人がいつ婚宴から戻って来るかと見

張っている者たちのようになりなさい

。彼がやって来て戸を叩く時，すぐに

彼のために戸を開けられるようにする

ためだ。 37彼がやって来たときに見

張っているところを見いだされるそれ

らの召使いたちは幸いだ。本当にはっ

きりとあなた方に告げる。彼は着替え

て，彼らを横にならせ，やって来て，

彼らに給仕をするだろう。 38彼が第

二見張り時に，あるいは第三見張り時

にやって来ても，彼らがそのようにし

ているところを見いだされるなら，そ

の者たちは幸いだ。 39だが，このこ

とを知っておきなさい。家の主人は，

どの時刻に盗人が来るかを知っている

なら，見張っていて，自分の家に押し

入られることを許さなかっただろう。

40だから，あなた方も用意をしておき

なさい。あなた方の思いもしない時刻

に人の子は来るからだ」。 41ペトロ

が彼に言った，「主よ，このたとえは

わたしたちに対して話しておられるの

ですか，それともみんなに対してです

か」。 42主は言った，「それでは，

主人が，時に応じて家の者たちに食物

を分配させるため，彼らの上に任命し

た，忠実で賢い管理人は，いったいだ

れか。 43主人がやって来た時，そう

しているのを見られるその召使いは幸

いだ。 44本当にあなた方に告げるが

，主人は彼を自分のすべての持ち物の

上に任命するだろう。 45だが，その

召使いが，心の中で，『わたしの主人

は来るのが遅れている』と言い，下男

や下女を打ちたたき始め，飲んで酔っ

ぱらい始めるなら， 46その召使いの

主人は，彼の思いもしない日，彼の知

らない時にやって来て，彼を二つに切

り裂き，その受け分を不忠実な者たち

と共にならせるだろう。 47その召使

いが，自分の主人の意志を知りながら

，主人の望んでいることを備えなかっ

たり，行なわなかったりするなら，多

くむち打ちうたれるだろう。 48だが
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，知らずにむち打ちに値することをし

てしまった者は，少ししかむち打たれ

ないだろう。だれでも多く与えられた

者からは多くが要求され，多くを託さ

れた者からはより多くが求められるだ

ろう。 49「わたしは地上に火を投げ

るために来た。それがすでに燃やされ

ていればと願う。 50だが，わたしに

は受けなければならないバプテスマが

ある。それが成し遂げられるまで，ど

んなに苦悩することか！ 51あなた方

は，わたしが地上に平和をもたらすた

めに来たと考えてはいるのか。あなた

方に告げるが，そうではなく，むしろ

分裂をもたらすために来たのだ。 52

今からのち，一つの家に五人がいれば

，三人が二人に対して，二人が三人に

対して分裂させられることになるから

だ。 53彼らは，父が息子に対して，

息子は父に対して，母は娘に対して，

娘は母に対して，しゅうとめは嫁に対

して，嫁はしゅうとめに対して分裂さ

せられるだろう」。 54群衆にも言っ

た，「あなた方は，雲が西にわき起こ

るのを見るとすぐ，『にわか雨が来る

ぞ』と言い，そのとおりになる。 55

南風が吹くと，『猛烈な暑さになるぞ

』と言い，そのとおりになる。 56偽

善者たち！あなた方は天地の模様の解

き明かし方は知っていながら，どうし

て今の時のしるしの解き明かし方は知

らないのか。 57なぜあなた方は，何

が正しいかを自分で判断しないのか。

58あなたを訴える者と共に判事の前に

行く時には，その途上にある間に，彼

から解放されるように熱心に試みなさ

い。彼があなたを裁判官のところに引

きずって行き，裁判官があなたを役人

に引き渡し，役人があなたをろうやに

投げ込んでしまうことのないためだ。

59あなた方に告げる。まさしく最後の

小銭を払い切るまで，あなたは決して

そこから出ることはないだろう」。

13さて，ちょうどその時，ガリラヤ
人たちのことを彼に報告した。ピ

ラトが彼らの血を彼らの犠牲と混ぜた

のである。 2イエスは彼らに答えた，

「あなた方は，彼らがこのような災難

に遭ったからといって，これらのガリ

ラヤ人たちがほかのすべてのガリラヤ

人たちよりも罪人だったと思うのか。

3あなた方に告げるが，そうではない

。むしろ，あなた方も悔い改めなけれ

ば，みな同じように滅びるだろう。 4

あるいは，シロアムの塔が倒れて押し

殺されたあの十八人は，エルサレムに

住むすべての人たちよりも違反の多い

者だったと思うのか。 5あなた方に告

げるが，そうではない。むしろ，あな

た方も悔い改めなければ，みな同じよ

うに滅びるだろう」。 6彼は次のたと

えを話した。「ある人が，自分のブド

ウ園に植えた一本のイチジクの木を持

っていた。彼はそこに実を探しに来た

が，何も見つからなかった。 7彼はブ

ドウの栽培人に言った，『見ろ，この

三年間，このイチジクの木に実を探し

に来ているのに，何も見つからなかっ

た。これを切り倒してしまえ。なぜこ

れが土地を無駄にふさいでいるのか』

。 8栽培人は答えた，『ご主人様，そ

れを今年だけそのままにしておいてや

ってください。この木の周りを掘って

，肥料をやりますから。 9もし実を結

べば上等ですし，そうでなければ，そ

の後で，これを切り倒してしまって構
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いません』」。 10彼は安息日に会堂

の一つで教えていた。 11見よ，十八

年間も病弱の霊に取りつかれた女がい

た。彼女は腰が曲がったままで，どう

しても伸ばすことができなかった。 12

イエスは彼女を見ると，呼び寄せて彼

女に言った，「女よ，あなたは自分の

病弱さから解き放たれている」。 13

彼女の上に手を置いた。すると，すぐ

に彼女はまっすぐになり，神に栄光を

ささげた。 14会堂長は，イエスが安

息日にいやしたので憤慨し，群衆に言

った，「人々が働くべき日は六日ある

。だからそれらの日にやって来て，い

やしてもらうがよい。安息日にはいけ

ないのだ！」 15そこで主は彼に答え

た，「偽善者たち！あなた方はおのお

の，安息日に自分の牛やロバを家畜小

屋から解いて，水を飲ませに引いて行

くではないか。 16アブラハムの娘で

，サタンが十八年間も縛っていたこの

女は，安息日にその束縛から解かれる

べきではなかったか」。 17彼がこれ

らのことを言うと，彼の反対者たちは

みな恥じ入った。しかし，群衆はみな

，彼によってなされたすべての栄光あ

る事柄のために喜んだ。 18彼は言っ

た，「神の王国は何に似ているだろう

か。それを何と比べようか。 19それ

は，ある人が取って自分の庭にまいた

，一粒のからしの種のようなものだ。

それは成長し，大きな木になり，その

枝に空の鳥たちが巣を作った」。 20

また彼は言った，「神の王国を何と比

べようか。 21それはパン種のようだ

。ある女がそれを取って，三ますの麦

粉の中に隠すと，ついには全体が発酵

した」。 22彼は町々や村々を通って

行きながら，教え，エルサレムに向け

て旅をしていた。 23ある者が彼に言

った，「主よ，救われる者は少ないの

ですか」。彼は彼らに言った， 24「

狭い戸口を通って入るよう必死に努め

なさい。あなた方に告げるが，入ろう

と努めながら，入れない人が多いから

だ。 25いったん家の主人が起き上が

って戸を閉めてしまうと，あなた方が

外に立ち，戸をたたいて，『だんな様

，だんな様，わたしたちに開けてくだ

さい！』と言い始めても，彼は答えて

あなた方に告げるだろう，『わたしは

あなた方を知らないし，あなた方がど

こから来たのかも知らない』。 26そ

の時，あなた方は言い始めるだろう，

『わたしたちはあなたの面前で食べた

り飲んだりしましたし，あなたはわた

したちの通りで教えてくださいました

』。 27彼は言うだろう，『わたしは

あなた方を知らないし，あなた方がど

こから来たのかも知らない。不法を働

く者たちよ，皆わたしから離れ去れ』

。 28そこには嘆きと歯ぎしりとがあ

るだろう。アブラハム，イサク，ヤコ

ブ，そしてすべての預言者たちが神の

王国にいるのに，自分たちが外に投げ

出されているのを見るときには。 29

人々は東から，西から，北から，南か

らやって来て，神の王国で席に着くだ

ろう。 30見よ，最後であったのに最

初になる者たちがおり，最初であった

のに最後になる者たちがいる」。 31

その同じ日に，何人かのファリサイ人

たちがやって来て，彼に言った，「こ

こから出て，立ち去りなさい。ヘロデ

があなたを殺そうとしているからです

」。 32彼は彼らに言った，「行って
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，あのキツネに言いなさい，『見よ，

わたしは今日も明日も悪霊たちを追い

出し，いやしを行なっている。そして

三日目に，自分の使命を成し遂げるだ

ろう。 33それでも，わたしは，今日

も明日もあさっても進んで行かなけれ

ばならない。預言者がエルサレムの外

で滅びることはあり得ないからだ』。

34「エルサレム，エルサレム，預言者

たちを殺し，自分のところに遣わされ

た者たちを石打ちにする者よ！めんど

りがそのひなの群れを翼の下に集める

ように，わたしは幾たびあなたの子ら

を集めようとしたことか。だが，あな

た方は拒んだ！ 35見よ，あなた方の

家は荒れ果てたままに残される。あな

た方に告げるが，あなた方は，『主の

名において来る者は幸いだ！』と言う

ときまでは，決してわたしを見ること

はないだろう」。

14彼が安息日にファリサイ人たちの
支配者たちの一人の家に入った時

のこと，彼らは彼の様子をうかがって

いた。 2見よ，水腫をわずらっている

人が彼の前にいた。 3イエスはそれに

応じて，律法の専門家たちやファリサ

イ人たちに話して，こう言った。「安

息日にいやすことは許されているか」

。 4だが，彼らは黙っていた。彼はそ

の人の手を取って，いやし，去らせた

。 5彼らに答えた，「あなた方のうち

，息子や牛が井戸の中に落ちた場合，

安息日だからといってすぐに引き上げ

ない者がいるだろうか」。 6これらの

ことについても，彼らは彼に答えるこ

とができなかった。 7招かれた人々が

上席を選ぶ様子に気づくと，彼らにた

とえで話して，こう言った。 8「だれ

かから婚宴に招かれた時は，上席に着

いてはいけない。あなたより身分の高

い人も招かれているかも知れないから

だ。 9そうすると，あなた方双方を招

いた人がやって来て，『この人のため

に場所を空けてください』とあなたに

告げるだろう。その時，あなたは恥を

かきながら最も低い場所に着くことに

なる。 10だが，あなた方が招かれた

時は，行って，最も低い場所に着きな

さい。そうすれば，あなたを招いた人

がやって来た時，『友よ，もっと高い

方へ移ってください』とあなたに告げ

るだろう。その時，共に食卓に着いて

いるみんなの前で，あなたは誉れを受

けるだろう。 11だれでも自分を高く

する者は低くされ，自分を低くする者

は高くされるのだ」。 12彼は自分を

招いた人にも言った，「あなたが昼食

や夕食を設ける時は，自分の友人たち

も，兄弟たちも，親族たちも，富んで

いる隣人たちも呼んではいけない。そ

うでないと。彼らも逆にもてなして，

あなたに返礼することになるかも知れ

ない。 13だが，あなたが祝宴を催す

時には，貧しい人たち，足の不自由な

人たち，また盲人たちを招きなさい。

14そうすれば，彼らはあなたに報いる

手段がないので，あなたは幸いだ。あ

なたは義人たちの復活において報いを

受けることになるからだ」。 15これ

らのことを聞くと，彼と共に食卓に着

いていた者たちの一人が彼に言った，

「神の王国で祝宴にあずかる人は幸い

です！」 16するとイエスは彼に言っ

た，「ある人が盛大な晩さんを設けて

，大勢の人々を招いた。 17晩さんの

時刻に自分の召使いたちを遣わして，
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招いておいた者たちに言った，『おい

でください。もうすっかり整いました

から』。 18彼らは皆，いっせいに言

い訳をし始めた。「最初の者は彼に言

った，『畑を買いましたので，見に行

かなければなりません。どうぞお許し

ください』。 19「別の者は言った，

『五くびきの牛を買いましたので，試

しに行かなければなりません。どうぞ

お許しください』。 20「別の者は言

った，『妻をめとりましたので，その

ために参ることができません』。 21

「召使いはやって来て，主人にこれら

のことを告げた。すると家の主人は腹

を立て，召使いに言った，『急いで町

の通りや小道に出て行き，貧しい人た

ち，体の不自由な人たち，盲人たち，

また足の不自由な人たちを連れて来な

さい』。 22「召使いは言った，『ご

主人様，おおせのとおりにしましたが

，まだ場所が余っています』。 23「

主人は召使いに言った，『大通りや垣

根に出て行き，無理にでも人々を入っ

て来させて，わたしの家がいっぱいに

なるようにしなさい。 24お前たちに

告げるが，招かれていた者たちのうち

，わたしの晩さんを味わう者はひとり

もいないだろう』」。 25さて，大群

衆が彼と共に歩いていた。彼は振り向

いて彼らに言った， 26「だれでもわ

たしのもとに来て，自分の父，母，妻

，子供たち，兄弟たち，姉妹たち，そ

うだ，自分の命さえも憎まない者は，

わたしの弟子になることはできない。

27だれでも自分の十字架を背負ってわ

たしの後に付いて来ない者は，わたし

の弟子になることはできない。 28あ

なた方のうちのだれが，塔を建てたい

と望みながら，まず座って費用を計算

し，それを完成させるだけのものがあ

るかを確かめないだろうか。 29そう

しないと，土台を据えただけで仕上げ

られなかった時，見ているすべての人

が彼をあざけり始めて 30言うことだ

ろう，『この人は建て始めたが，仕上

げることができなかった』。 31ある

いは，どんな王が，別の王と戦いを交

えようとするときに，まず座って，二

万人を率いて向かって来る者を，一万

人で迎え撃つことができるかどうか，

よく考えないだろうか。 32もしでき

ないのであれば，一方の者がまだ遠く

にいる間に使者を送り，和平の条件を

尋ねるのだ。 33そのようなわけで，

だれでもあなた方のうちで自分の持ち

物すべてを捨てない者は，わたしの弟

子になることはできない。 34塩は良

いものだ。だが塩の塩気が抜けて味が

なくなったら，あなた方は何によって

塩に味を付けるのか。 35それは土に

もたい肥にも適さない。それは投げ出

されるのだ。聞く耳のある者は聞きな

さい」。

15さて，徴税人たちや罪人たちがみ
な，彼の話を聞こうとして近づい

て来た。 2ファリサイ人と律法学者た

ちはつぶやいて言った，「この人は，

罪人たちを歓迎して一緒に食事をする

」。 3彼は彼らに次のたとえを話した

。 4「あなた方のうちのだれが，百匹

の羊がいて，そのうちの一匹を失って

しまったなら，九十九匹を荒野に残し

ておいて，失われた一匹を，それが見

つかるまで探しに行かないだろうか。

5それを見つけると，喜びながらそれ

を自分の肩に載せる。 6家に帰ると，
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自分の友人たちや隣人たちを呼び寄せ

て，彼らに言うのだ，『わたしと一緒

に喜んでくれ。失われていたわたしの

羊を見つけたからだ！』 7あなた方に

告げるが，悔い改める一人の罪人につ

いては，悔い改める必要のない九十九

人の義人たち以上の喜びが天にあるだ

ろう。 8あるいは，どの女が，十枚の

ドラクマ硬貨を持っていて，一枚のド

ラクマ硬貨を失ったなら，ともし火を

つけ，家を掃き，それが見つかるまで

念入りに探さないだろうか。 9それを

見つけると，自分の友人たちや隣人た

ちを呼び集め，こう言うのだ，『わた

しと一緒に喜んでください。失ってい

たドラクマを見つけたからです』。 10

そのゆえにも，あなた方に告げる。悔

い改める一人の罪人については，神の

み使いたちの面前で喜びがあるのだ」

。 11彼は言った，「ある人に二人の

息子がいた。 12そのうちの年下のほ

うが父親に言った，『お父さん，財産

のうちわたしの取り分を下さい』。父

親は自分の資産を二人に分けてやった

。 13何日もしないうちに，年下の息

子はすべてを取りまとめて遠い地方に

旅立った。彼はそこで羽目を外した生

活をして自分の財産を浪費した。 14

すべてを使い果たした時，その地方に

ひどいききんが起こって，彼は困窮し

始めた。 15彼はその地方の住民たち

の一人のところに行って身を寄せたが

，その人は彼を自分の畑に送って豚の

世話をさせた。 16彼は，豚たちの食

べている豆のさやで腹を満たしたいと

思ったが，彼に何かをくれる者はいな

かった。 17だが，我に返った時，彼

は言った，『父のところでは，あれほ

ど大勢の雇い人たちにあり余るほどの

パンがあるのに，わたしは飢えて死に

そうだ！ 18立ち上がって，父のとこ

ろに行き，こう言おう，「お父さん，

わたしは天に対しても，あなたの前で

も罪を犯しました。 19わたしはもは

やあなたの息子と呼ばれるには値しま

せん。あなたの雇い人の一人のように

してください」』。 20「彼は立って

，自分の父親のところに帰って来た。

だが，彼がまだ遠くにいる間に，彼の

父親は彼を見て，哀れみに動かされ，

走り寄って，その首を抱き，彼に口づ

けした。 21息子は父親に言った，『

お父さん，わたしは天に対しても，あ

なたの前でも罪を犯しました。わたし

はもはやあなたの息子と呼ばれるには

値しません』。 22「だが，父親は召

使いたちに言った，『最上の衣を持っ

て来て，彼に着せなさい。手に指輪を

はめ，足に履物をはかせなさい。 23

肥えた子牛を連れて来て，それをほふ

りなさい。そして，食べて，お祝いを

しよう。 24このわたしの息子が，死

んでいたのに生き返ったからだ。失わ

れていたのに，見つかったのだ』。彼

らは祝い始めた。 25「さて，年上の

息子は畑にいた。家のそばに来ると，

音楽や踊りの音が聞こえた。 26召使

いたちの一人を呼び寄せ，どうしたの

かと尋ねた。 27召使いは彼に言った

，『あなたの弟さんが来られたのです

。それで，あなたのお父様は，弟さん

を無事に健康な姿で迎えたというので

，肥えた子牛をほふられたのです』。

28ところが，彼は腹を立て，中に入ろ

うとしなかった。そのため，彼の父親

が出て来て，彼に懇願した。 29だが
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，彼は父親に答えた，『ご覧なさい，

わたしはこれほど長い年月あなたに仕

えてきて，一度もあなたのおきてに背

いたことはありません。それでも，わ

たしには，わたしの友人たちと一緒に

祝うために，ヤギ一匹さえ下さったこ

とがありません。 30それなのに，あ

なたの財産を売春婦たちと一緒に食い

つぶした，このあなたの息子がやって

来ると，あなたは彼のために肥えた子

牛をほふられました』。 31「父親は

彼に言った，『息子よ，お前はいつも

わたしと一緒にいるし，わたしのもの

は全部お前のものだ。 32だが，この

ことは祝って喜ぶのにふさわしい。こ

のお前の弟が，死んでいたのに生き返

ったからだ。失われていたのに，見つ

かったのだ』」。

16彼は弟子たちにもこう言った。「
ある富んだ人がいたが，彼には一

人の管理人がいた。この者が主人の財

産を浪費しているという告発が彼にな

された。 2彼は管理人を呼んで言った

，『わたしがお前について聞いている

このことは，どういうことなのか。お

前の管理の会計報告を出しなさい。も

う管理はさせられない』。 3「その管

理人は自分の内で言った，『どうしよ

うか。わたしの主人はわたしから管理

職を取り上げるというのだ。土を掘る

ほどの力はない。物ごいをするのは恥

ずかしい。 4どうすればよいかわかっ

たぞ。こうすれば，わたしが管理職か

ら外された時，人々はわたしを自分た

ちの家に迎えてくれるだろう』。 5自

分の主人の借り主たちを一人ずつ呼び

出して，最初の者に言った，『わたし

の主人にどのくらいの借りがあるのか

』。 6彼は言った，『油百バトスです

』。管理人は彼に言った，『自分の証

書を取りなさい。早く座って，五十と

書きなさい』。 7それから別の者に言

った，『どのくらいの借りがあるのか

』。彼は言った，『小麦百コロスです

』。管理人は彼に言った，『自分の証

書を取って，八十と書きなさい』。 8

「主人は，この不正な管理人が賢く行

動したので，彼をほめた。というのは

，この世の子らは，自分たちの世代の

中では，光の子らよりも賢いからだ。

(aiōn g165) 9あなた方に告げる。不義の

富で自分のために友人たちを作りなさ

い。そうすれば，それが尽きたとき，

彼らはあなた方を永遠の天幕に迎え入

れてくれるだろう。 (aiōnios g166) 10ごく

小さなことに忠実な者は，多くのこと

にも忠実だ。ごく小さなことに不正直

な者は，多くのことにも不正直だ。 11

だから，あなた方が不義の富に関して

忠実でなかったなら，だれがあなた方

に真実の富をゆだねるだろうか。 12

あなた方が他人のものに関して忠実で

なかったなら，だれがあなた方にあな

た方自身のものを与えるだろうか。 13

どんな召使いも二人の主人に仕えるこ

とはできない。一方を憎んで他方を愛

するか，一方を重んじて他方をさげす

むかのどちらかだからだ。あなた方は

神と富の両方に仕えることはできない

」。 14お金を愛する者であるファリ

サイ人たちもこれらのすべてのことを

聞いていたが，彼らは彼をあざ笑った

。 15彼は彼らに言った，「あなた方

は人々の面前で自分を義とする者たち

だ。だが，神はあなた方の心を知って

おられる。人々の間で高くされている
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ものも，神のみ前では嫌悪すべきもの

だからだ。 16律法と預言者たちとは

ヨハネに至るまでだった。その時から

，神の王国の福音が宣教されており，

すべての人がその中に無理にでも入ろ

うとしている。 17だが，律法からご

く小さな一画が落ちるよりは，天と地

の過ぎ行くほうが易しいだろう。 18

自分の妻を離縁して別の女と結婚する

者は，姦淫を犯すのだ。夫から離縁さ

れた女と結婚する者は，姦淫を犯すの

だ。 19「さて，ある富んだ人がいた

。紫の衣と上等の亜麻布を身に着けて

，毎日ぜいたくに暮らしていた。 20

その門の前には，ラザロという名のこ

じきが，できものだらけの身で横たわ

っていて， 21富んだ人の食卓から落

ちるパンくずで腹を満たしたいと思っ

ていた。そればかりか，犬たちまでや

って来ては，彼のできものをなめてい

た。 22やがて，そのこじきは死んで

，み使いたちによってアブラハムの懐

に運び去られた。富んだ人も死んで，

葬られた。 23ハデスで苦しみながら

目を上げると，はるか遠くにいるアブ

ラハムと，その懐にいるラザロとが見

えた。 (Hadēs g86) 24彼は叫んで言った

，『父アブラハムよ，わたしをあわれ

んでください。そしてラザロをお遣わ

しになり，その指先を水に浸して，わ

たしの舌を冷やすようにさせてくださ

い！わたしはこの炎の中で苦しんでい

るからです』。 25「だが，アブラハ

ムは言った，『子よ，お前は一生の間

に自分の良いものを受け，ラザロは同

様に悪いものを受けたことを思い出し

なさい。だが，今ここでは，彼は慰め

られ，お前は苦痛のうちにある。 26

それだけではなく，わたしたちとお前

たちとの間には大きな裂け目が設けら

れていて，ここからお前のところに通

って行こうと思う者たちもそれができ

ず，そちらからわたしたちのところに

渡って来られる者たちもいないのだ』

。 27「彼は言った，『それではお願

いです，父よ，わたしの父の家に彼を

遣わしてください。 28わたしには兄

弟が五人いますので，彼らまでこの苦

しみの場所に入ることのないように，

彼らに対して証言をさせていただきた

いのです』。 29「だが，アブラハム

は彼に言った，『彼らにはモーセと預

言者たちがいる。その者たちに聞き従

えばよい』。 30「彼は言った，『そ

うではないのです，父アブラハムよ，

むしろ，だれかが死んだ者たちの中か

ら行くなら，彼らは悔い改めるでしょ

う』。 31「アブラハムは彼に言った

，『彼らがモーセと預言者たちに聞き

従わないのであれば，だれかが死んだ

者たちのなかから生き返ったとしても

，彼らが説得されることはないだろう

』」。

17彼は弟子たちに言った，「つまず
きのもとがやって来ないというこ

とはあり得ないが，自分を通してそれ

らがやって来るその人は災いだ！ 2こ

れら小さな者たちの一人をつまずかせ

るよりは，首に臼石をかけられて海に

投げ込まれる方が，その者にとっては

良いだろう。 3注意していなさい。あ

なたの兄弟があなたに対して罪を犯し

たなら，彼をとがめなさい。悔い改め

たなら，許しなさい。 4彼が一日に七

回あなたに対して罪を犯し，七回戻っ

て来て，『悔い改めます』と言ったと
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しても，彼を許さなければならない」

。 5使徒たちが主に言った，「わたし

たちの信仰を増やしてください」。 6

主は言った，「もしあなた方に一粒の

からしの種ほどの信仰があるなら，こ

のイチジクグワの木に，『根こそぎに

されて，海に植えられよ』と言えば，

それはあなた方に従うだろう。 7とこ

ろで，あなた方のうちのだれが，畑を

耕すか羊の番をする召使いがいるとし

て，彼が畑から帰って来た時に，『す

ぐに来て食卓に着きなさい』と言うだ

ろうか。 8むしろ，『わたしの夕食を

整えなさい。着替えて，わたしが食べ

たり飲んだりしている間，わたしの給

仕をしなさい。その後で，食べたり飲

んだりするがよい』と言うのではない

か。 9その召使いが命じられたことを

行なったからといって，主人は彼に感

謝するだろうか。そうは思えない。 10

同じように，あなた方も，自分に命じ

られたことすべてを行なった時は，『

わたしたちは取るに足りない召使いで

す。自分の義務を行なったまでです』

と言いなさい」。 11彼がエルサレム

への途上にあり，サマリアとガリラヤ

の境界を通り過ぎていたときのことで

ある。 12ある村に入った時，十人の

らい病人たちが彼に出会ったが，彼ら

は遠くに立っていた。 13彼らは声を

上げて言った，「師イエスよ，わたし

たちをあわれんでください！」 14彼

はそれを見ると，彼らに言った，「行

って，自分を祭司たちに見せなさい」

。出かけて行く途中で，彼らは清めら

れた。 15彼らのうちの一人は，自分

がいやされたのを見て，大声で神に栄

光をささげながら戻って来た。 16イ

エスの足もとにひれ伏して，彼に感謝

をささげた。しかも，それはサマリア

人であった。 17イエスは答えた，「

十人が清められたのではなかったか。

それなら，九人はどこにいるのか。 18

神に栄光をささげるために戻って来た

のは，この他国人のほかには見いだせ

ないのか」。 19それからイエスは彼

に言った，「立ち上がって，行きなさ

い。あなたの信仰があなたをいやした

」。 20神の王国はいつ来るのかとフ

ァリサイ人たちに尋ねられて，彼は彼

らに言った，「神の王国は人目につく

ようにして来ることはなく， 21人々

が，『見よ，ここだ！』とか，『見よ

，あそこだ！』などと言うこともない

。というのは，見よ，神の王国はあな

た方の中にあるのだ」。 22彼は弟子

たちに言った，「あなた方が人の子の

日々を一日でも見たいと望みながら，

それを見ることのできない日々が来る

だろう。 23人々はあなた方に，『見

よ，ここだ！』とか，『見よ，あそこ

だ！』などと言うだろう。出かけて行

って，彼らの後に従ってはいけない。

24いなずまが天の下の一方の端からひ

らめき出て，天の下の他方の端にまで

輝きわたるように，人の子も自分の日

にはそのようだからだ。 25だが，彼

はまず多くの苦しみを受け，この世代

から退けられなければならない。 26

ノアの日々に起きたとおり，人の子の

日々においてもそのようになるだろう

。 27ノアが箱船に入るその日まで，

人々は食べたり飲んだり，めとったり

嫁いだりしていたが，洪水が来て，彼

らすべてを滅ぼしてしまった。 28同

じように，ロトの日々に起きたとおり
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になるだろう。人々は食べたり飲んだ

り，買ったり売ったり，植えたり建て

たりしていたが， 29ロトがソドムか

ら出て行ったその日に，火と硫黄が天

から降ってきて，彼らすべてを滅ぼし

てしまった。 30人の子が現わされる

日にも，同じようになるだろう。 31

その日には，屋上にいる者は，家の中

に自分の家財があっても，それらを取

り出そうとして降りてはいけない。畑

にいる者も同じように，後ろを振り向

いてはいけない。 32ロトの妻のこと

を思い出しなさい！ 33自分の命を救

おうと努める者はそれを失い，自分の

命を失う者はそれを保つのだ。 34あ

なた方に告げるが，その夜，二人の人

が一つの寝床にいるだろう。一方は取

り去られ，他方は残される。 35二人

の女が粉をひいているだろう。一人は

取り去られ，一人は残される」。 37

彼らは答えて彼に言った，「主よ，ど

こでですか」。彼は彼らに言った，「

どこでも死体のあるところ，そこにハ

ゲワシたちも集まって来るだろう」

。

18彼はまた，いつも祈っていなけれ
ばならず，あきらめてはならない

ことを，彼らにたとえで話して 2言っ

た，「ある町に，神を恐れず，人をも

敬わない一人の裁判官がいた。 3その

町には一人のやもめがおり，何度も彼

のもとに来ては，『わたしを訴える者

からわたしを弁護してください！』と

言っていた。 4彼は，しばらくの間は

そうしようとはしなかったが，後にな

って自分に言った，『わたしは神を恐

れず，人をも敬わないが， 5それでも

このやもめがわたしを煩わすので，彼

女を弁護してやろう。そうしないと，

彼女は絶え間なくやって来て，わたし

を疲れ果てさせるだろう』」。 6主は

言った，「この不義の裁判官の言うこ

とを聞きなさい。 7まして神は，昼も

夜もご自分に向かって叫んでいる，ご

自分の選ばれた者たちのあだを討たず

に，彼らのことを我慢し続けられるこ

とがあるだろうか。 8あなた方に告げ

るが，神は速やかに彼らのあだを討た

れるだろう。それでも，人の子が来る

時，地上に信仰を見いだすだろうか」

。 9彼はまた，自分の義を確信してお

り，他のすべての人たちをさげすんで

いたある人々に対して，次のたとえを

語った。 10「二人の人が祈るために

神殿に上って行った。一人はファリサ

イ人で，もう一人は徴税人だった。 11

ファリサイ人は立って，自分の中でこ

のように祈った。『神よ，わたしがほ

かの者たち，すなわち，奪い取る者た

ち，不義の者たち，姦淫を犯す者たち

のようでなく，さらにはこの徴税人の

ようでさえないことに感謝します。 12

わたしは週に二度断食しています。自

分の得るすべてのものの十分の一税を

ささげています』。 13だが，徴税人

は，遠くに立ち，目を天に上げようと

もせず，胸を打ちながら言った，『神

よ，罪人のわたしをあわれんでくださ

い！』 14あなた方に告げるが，この

人は，最初の人よりも義とされて自分

の家に下って行った。だれでも自分を

高くする者は低くされ，自分を低くす

る者は高くされるのだ」。 15人々は

また，彼に触ってもらおうとして，赤

子たちを彼のもとに連れて来ていた。

しかし，弟子たちはそれを見て，彼ら
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をしかりつけた。 16イエスは彼らを

呼び寄せて言った，「幼子たちがわた

しのところに来るままにしておきなさ

い。彼らをとどめてはいけない。神の

王国はこのような者たちのものだから

だ。 17本当にはっきりとあなた方に

告げる。神の王国を幼子のように受け

入れない者は，決してその中に入るこ

とはない」。 18ある支配者が彼に尋

ねて言った，「善い先生，永遠の命を

受け継ぐためには何をしたらよいでし

ょうか」。 (aiōnios g166) 19イエスは彼に

答えた，「なぜ，わたしのことを善い

と呼ぶのか。神おひとりのほかに善い

者はいない。 20あなたはおきてを知

っている。『姦淫を犯してはいけない

』，『殺してはいけない』，『盗んで

はいけない』，『偽りの証言をしては

いけない』，『だまし取ってはいけな

い』，『あなたの父と母を敬いなさい

』」。 21彼は言った，「わたしはそ

うした事すべてを幼いころから守って

きました」。 22イエスはこれらの事

を聞いて，彼に言った，「あなたには

まだ一つのことが足りない。自分の持

ち物をみな売って，貧しい人々に配り

なさい。あなたは天に宝を持つことに

なる。来て，わたしに従いなさい」。

23しかし，彼はこれらの事を聞いてひ

どく悲しんだ。非常に富んでいたから

である。 24彼がひどく悲しむのを見

ながら，イエスは言った，「富んだ人

たちが神の王国に入るのは，何と難し

いことか！ 25富んだ人が神の王国に

入るよりは，ラクダが針の穴を通り抜

ける方が易しいのだ」。 26彼らはこ

れを聞いて言った，「それでは，だれ

が救いを得られるのですか」。 27し

かし彼は言った，「人には不可能な事

柄でも，神には可能なのだ」。 28ペ

トロが言った，「ご覧ください，わた

したちは何もかも後にして，あなたに

従いました」。 29イエスは言った，

「本当にはっきりとあなた方に告げる

。神の王国のために，家，妻，兄弟た

ち，両親，あるいは子供たちを後にす

る者で， 30今この時に何倍も受け，

また来たるべき世で永遠の命を受けな

い者はいない」。 (aiōn g165, aiōnios g166)

31彼は十二人をわきに連れて行き，彼

らに言った，「見よ，わたしたちはエ

ルサレムに上って行く。そして，人の

子について，預言者たちを通して書か

れたことはみな成し遂げられるだろう

。 32彼は異邦人たちに引き渡され，

あざけられ，ひどい扱いを受け，つば

をかけられる。 33彼らは彼をむち打

ち，殺すだろう。三日目に彼は生き返

る」。 34彼らはこれらのことを理解

しなかった。この言葉は彼らから隠さ

れており，彼らは語られたことを理解

しなかったのである。 35彼がエリコ

に近づいていた時のこと，ある盲人が

道ばたに座って物ごいをしていた。 36

群衆が通り過ぎるのを耳にして，これ

は何事かと尋ねた。 37人々は，ナザ

レのイエスが通って行くのだと彼に告

げた。 38彼は叫んで言った，「ダビ

デの子イエスよ，わたしをあわれんで

ください！」 39先を行く者たちが彼

をしかりつけ，黙らせようとしたが，

彼はますます，「ダビデの子よ，わた

しをあわれんでください！」と叫び続

けた。 40イエスは立ち止まって，彼

を連れて来るようにと命じた。彼が近

づいて来ると，イエスは彼に尋ねた，
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41「何をして欲しいのか」。彼は言

った，「主よ，また見えるようになる

ことです」。 42イエスは彼に言った

，「見えるようになりなさい。あなた

の信仰があなたをいやしたのだ」。

43すぐに彼は見えるようになり，神に

栄光をささげながらイエスに従った。

それを見て，人々はみな神をたたえた

。

19彼はエリコに入り，そこを通り過
ぎていた。 2ザアカイオスという

名の人がいた。徴税人の長で，富んで

いた。 3イエスがどんな人か見ようと

したが，群衆のためにできなかった。

背が低かったからである。 4前方に走

って行き，イチジクグワの木に登って

，彼を見ようとした。彼がその道を通

っていたからである。 5イエスはその

場所に来ると，彼を見上げて，彼に言

った，「ザアカイオス，急いで降りて

来なさい。わたしは今日，必ずあなた

の家に泊まるからだ」。 6彼は急いで

降りて来て，喜んでイエスを迎えた。

7それを見ると，みんなはつぶやいて

言った，「彼は罪人であるこの男のと

ころに行って宿を取った」。 8ザアカ

イオスは立ち上がって主に言った，「

ご覧ください，主よ，わたしは自分の

財産の半分を貧しい人たちに与えます

。だれかのものを不正に取り立ててい

たなら，四倍にして返します」。 9イ

エスは彼に言った，「今日，救いがこ

の家に来た。彼もまたアブラハムの子

だからだ。 10人の子は，失われたも

のを探し出し，それを救うために来た

のだ」。 11彼らがこれらのことを聞

いていると，彼は続けて一つのたとえ

を話した。彼がエルサレムに近づいて

おり，彼らは神の王国がすぐに現われ

るものと思っていたからである。 12

それで彼は言った，「ある貴族が，王

国を受けて戻るために，遠い国に出か

けた。 13彼は自分の十人の召使いた

ちを呼び，彼らに十枚のミナ硬貨を渡

して，彼らに言った，『わたしが帰っ

て来るまで商売をしなさい』。 14し

かし彼の市民たちは彼を憎んでいたの

で，彼の後から使者を遣わして，こう

言った，『わたしたちはこの男が自分

たちを支配することを望みません』。

15「彼は王国を受けて帰って来ると，

お金を渡しておいたそれらの召使いた

ちを呼び寄せるよう命じた。彼らが商

売をして何をもうけたかを知るためだ

った。 16最初の者が彼の前に来て言

った，『主よ，あなたの一ミナはさら

に十ミナを作り出しました』。 17「

主人は彼に言った，『よくやった，善

い召使いよ。あなたはごく小さなこと

に忠実だと分かったから，十の都市に

対する権威を持ちなさい』。 18「二

番目の者が来て言った，『主よ，あな

たの一ミナは五ミナを作り出しました

』。 19「そこで主人は彼に言った，

『あなたも五つの都市を治めなさい』

。 20別の者が来て言った，『主よ，

ご覧ください，あなたの一ミナです。

手ぬぐいに包んで，しまっておきまし

た。 21わたしはあなたが恐かったの

です。あなたは厳格な方ですから。預

けなかったところで取り立て，種をま

かなかった所で刈り取られるのです』

。 22「主人は彼に言った，『あなた

自身の口からあなたを裁こう，悪い召

使いよ！あなたはわたしが厳しい者で

，預けなかったところで取り立て，種
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をまかなかった所で刈り取ることを知

っていたのか。 23それなら，どうし

てわたしのお金を銀行に預けなかった

のか。そうすれば，帰って来た時，そ

れに加えて利息を得られただろうに』

。 24そばに立っている者たちに言っ

た，『その一ミナを彼から取り上げて

，十ミナ持っている者に与えなさい』

。 25「彼らは彼に言った，『主よ，

彼はすでに十ミナを持っています！』

26『あなた方に告げるが，だれでも持

っている者にはさらに与えられるが，

持っていない者からはその持っている

ものまでも取り去られることになるの

だ。 27だが，わたしがその上で支配

することを望まなかった，あのわたし

の敵たちをここに連れ出して，わたし

の前で殺してしまえ』」。 28これら

のことを言ってから，彼は先に立って

進み，エルサレムに上って行った。 29

オリブトと呼ばれる山のふもとの，ベ

ツファゲとベタニアに近づいた時，彼

は弟子たちのうちの二人を遣わして，

30こう言った，「向こう側の村に行き

なさい。そこに入ると，だれも乗った

ことのない子ロバがつないであるのが

見つかるだろう。それを解いて，連れ

て来なさい。 31もしだれかが，『な

ぜそれを解いているのか』と尋ねるな

ら，その者に，『主がこれを必要とし

ているのです』と言いなさい」。 32

遣わされた者たちは出て行き，彼が自

分たちに告げたとおりのことを見いだ

した。 33彼は子ロバを解いていると

，その持ち主たちが彼らに言った，「

なぜ子ロバを解いているのか」。 34

彼らは言った，「主がこれを必要とさ

れているのです」。 35彼らはそれを

イエスのもとに連れて来た。子ロバの

上に自分たちの外衣を投げかけると，

イエスはそれらに乗った。 36彼が進

んで行くと，人々は自分たちの外衣を

道に敷いた。 37彼が今やオリーブ山

の下り坂に近づくと，弟子たちから成

る群衆はみな，自分たちが見たすべて

の強力な業のことで喜び，大声で神を

賛美し始めて 38言った，「主の名に

おいて来る王は幸いだ！平和が天に，

栄光がいと高き所に！」 39数人のフ

ァリサイ人たちが，群衆の中から彼に

言った，「先生，あなたの弟子たちを

しかってください！」 40彼は彼らに

答えた，「あなた方に告げるが，これ

らの者が黙っているなら，石が叫ぶだ

ろう」。 41彼は都に近づくと，都を

見てそのために涙を流し， 42こう言

った，「もしあなたが，まさにあなた

が，この日に，自分の平和にかかわる

事柄を知っていたなら！だが，それら

は今あなた方の目から隠されている。

43あなたには次のような日々が来るか

らだ。すなわち，あなたの敵たちはあ

なたに対してバリケードを築き，あな

たを包囲して四方から取り巻き， 44

あなたとあなたの中にいるあなたの子

らを地面に打ち倒すだろう。彼らはあ

なたの中で，石をほかの石の上に残し

ておくことはないだろう。あなたが自

分の訪れの時を知らなかったからだ」

。 45彼は神殿に入り，そこで買った

り売ったりしていた者たちを追い出し

始め， 46彼らに言った，「『わたし

の家は祈りの家だ』と書かれているの

に，あなた方はそれを『強盗の巣』に

してしまった！」 47彼は神殿で毎日

教えていたが，祭司長たちと律法学者
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たち，および民の指導者たちは，彼を

滅ぼそうとした。 48しかし，どうす

ればよいか分からなかった。民はみな

，彼の語るすべての言葉に聞き入って

いたからである。

20ある日のこと，彼が神殿で民を教
え，福音を宣教していると，祭司

たちと律法学者たちが長老たちと共に

彼のもとにやって来た。 2彼らは彼に

尋ねた，「わたしたちに告げなさい。

あなたは何の権威によってこうした事

をするのか。また，だれがその権威を

あなたに与えたのか」。 3彼は彼らに

答えた，「わたしもあなた方に一つの

ことを尋ねよう。わたしに告げなさい

。 4ヨハネのバプテスマは天からのも

のだったか，それとも人からのものだ

ったか」。 5彼らは互いに論じ合って

言った，「我々が『天から』と言えば

，彼は『あなた方が彼を信じなかった

のはなぜか』と言うだろう。 6だが，

我々が『人から』と言えば，民はみな

我々を石打ちにするだろう。彼らがヨ

ハネは預言者だと信じ込んでいるから

だ」。 7彼らは，自分たちはそれがど

こからのものか知らないと答えた。 8

イエスは彼らに言った，「わたしも，

何の権威によってこうした事をするの

かをあなた方に告げない」。 9彼は民

に次のたとえを告げ始めた。「ある人

がブドウ園を造り，それを何人かの耕

作人たちに貸して，長い間外国に出か

けた。 10しかるべき季節に，彼は召

使いを耕作人たちのところに送って，

ブドウ園の産物の分け前を集めようと

した。しかし彼らはその召使いを打ち

たたき，何も持たせずに送り返した。

11彼はさらに別の召使いを送ったが，

彼らはその召使いをも打ちたたき，ひ

どい扱いをし，何も持たせずに送り返

した。 12彼はさらに三人目の者を送

ったが，彼らはその召使いにも傷を負

わせ，外に投げ出した。 13ブドウ園

の主人は言った，『どうしようか。わ

たしの愛する息子を送ろう。彼を見れ

ば，彼らも彼を敬うだろう』。 14「

ところが耕作人たちは，彼を見て，互

いに論じ合って言った，『これは相続

人だ。さあ，こいつを殺そう。そうす

れば，相続財産は我々の物になるのだ

』。 15彼らは彼を，そのブドウ園の

外に投げ出して殺した。それで，ブド

ウ園の主人は彼らをどうするだろうか

。 16やって来てそれらの耕作人たち

を滅ぼし，そのブドウ園をほかの者た

ちに与えるだろう」。それを聞くと彼

らは言った，「そんなことがあっては

ならない！」 17しかし彼は彼らを見

つめて言った，「では，こう書かれて

いるのはどういうことか。『建てる者

たちが退けた石，それが主要な隅石と

なった』。 18「この石の上に落ちる

者は皆，粉々に砕かれ，その石がだれ

かの上に落ちれば，それはその者をみ

じんにするだろう」。 19祭司長たち

とファリサイ人たちは，まさにその時

，彼に手をかけようとしたが，民を恐

れた。彼がこのたとえを自分たちに当

てつけて話したことを知っていたから

である。 20彼らは彼の様子をうかが

って，義人のふりをしたスパイたちを

遣わした。彼の言葉じりを捕らえて，

総督の支配力と権威のもとに彼を引き

渡すためであった。 21彼らは彼に言

った，「先生，わたしたちはあなたが

正しいことを話したり教えたりされる
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こと，また，だれをもえこひいきする

ことなく，神の道を正しく教えられる

ことを知っています。 22カエサルに

税金を払うことは許されているでしょ

うか，許されていないでしょうか」。

23しかし彼は，彼らのずる賢さに気づ

いて，彼らに言った，「なぜあなた方

はわたしを試すのか。 24一デナリオ

スをわたしに見せなさい。そこにある

のはだれの像と銘なのか」。彼らは

答えた，「カエサルのです」。 25彼

は彼らに答えた，「それなら，カエサ

ルのものはカエサルに，神のものは神

に返しなさい」。 26彼らは民の前で

彼の言葉じりを捕らえることができな

かった。彼の答えに驚嘆し，黙ってし

まった。 27サドカイ人たちのある者

たちが彼のもとにやって来た。復活が

あることを否定する者たちである。 28

彼に尋ねて言った，「先生，モーセは

わたしたちに，『もしある人の兄に妻

がいて，子供を残さずに死んだ場合，

彼の弟がその妻をめとり，自分の兄の

ために子孫を起こさなければならない

』と書きました。 29ところで，七人

の兄弟がいました。最初の者が妻をめ

とりましたが，子供を残さずに死にま

した。 30二番目の者が彼女をめとり

ましたが，子供を残さずに死にました

。 31三番目の者が彼女をめとりまし

た。そして同じように七人全員が子供

を残さずに死にました。 32その後，

その女も死にました。 33それで，復

活において，彼女は彼らのうちだれの

妻になるのですか。七人全員が彼女を

妻にしたのですから」。 34イエスは

彼らに答えた，「この世の子らは，め

とったり嫁いだりしている。 (aiōn g165)

35だが，その世と死んだ者たちの中か

らの復活とを得るのにふさわしいとさ

れた者たちは，めとることも嫁ぐこと

もない。 (aiōn g165) 36彼らはもはや死ぬ

ことはあり得ないからだ。み使いのよ

うだからであり，また復活の子らとし

て神の子らであるからだ。 37だが，

死んだ者たちが起こされることについ

ては，モーセも『茂み』のくだりで，

主を『アブラハムの神，イサクの神，

ヤコブの神』と呼んで，そのことを示

している。 38この方は死んだ者たち

の神ではなく，生きている者たちの神

なのだ。その方にとってはすべての人

が生きているのだ」。 39律法学者た

ちのある者たちが答えた，「先生，立

派なお答えです」。 40彼らは彼にこ

れ以上あえて何かを尋ねることはなか

った。 41彼は彼らに言った，「どう

して彼らはキリストがダビデの子だと

言うのか。 42ダビデ自身，詩編の書

の中でこう言っている。『主はわたし

の主に言われた，「わたしの右に座っ

ていなさい， 43わたしがあなたの敵

たちをあなたの足台とするまで」』。

44「それで，ダビデが彼を主と呼んで

いるのなら，どうして彼はダビデの子

なのか」。 45すべての民が聞いてい

るところで，彼は弟子たちに言った，

46「律法学者たちに用心しなさい。彼

らが好むのは，長い衣をまとって歩き

回ることであり，彼らが愛しているの

は，市場であいさつされること，そし

て会堂での上席や祝宴での上座だ。 47

彼らは，やもめたちの家々を食い物に

し，見せかけのために長い祈りをする

者たちだ。こうした者たちは最も厳し

い裁きを受けるだろう」。
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21彼は目を上げて，富んだ人たちが
宝物庫に彼らの供え物を入れてい

るのを見た。 2また，ある貧しいやも

めが小さな真ちゅうの硬貨二つを投げ

入れているのを見た。 3彼は言った，

「本当にあなた方に言う。この貧しい

やもめは，彼ら全部よりも多くを入れ

た。 4これらの者はみな自分のあり余

る中から神への供え物を入れたが，彼

女は，その乏しい中から，彼女が生活

のために持っていたものすべてを差し

出したからだ」。 5ある者たちが，神

殿について，それが美しい石や供え物

で飾り立てられていることを話してい

ると，彼は言った， 6「あなた方が見

ているこれらのものについて言えば，

ここで石が崩されずにほかの石の上に

残ることのない日々が来る」。 7彼ら

は彼に答えた，「先生，それでは，そ

れらのことはいつ起きるのですか。そ

れらのことが起きるときのしるしは何

ですか」。 8彼は言った，「あなた方

は惑わされないように注意していなさ

い。多くの者がわたしの名においてや

って来て，『わたしはある』，また『

その時が近づいた』と言うだろう。だ

から，彼らに従ってはいけない。 9戦

争や動乱のことを聞く時，おびえては

いけない。これらのことはまず起こら

なければならないが，終わりはすぐに

は来ないからだ」。 10それから，彼

は彼らに言った，「民族は民族に，王

国は王国に敵対して立ち上がるだろう

。 11あちこちで大きな地震やききん

や伝染病がある。さまざまな恐ろしい

ことや天からの大いなるしるしがある

。 12だが，これらのすべてのことの

前に，人々はあなた方に手をかけ，迫

害し，会堂やろうやに引き渡し，わた

しの名のゆえに王たちや総督たちの前

に引き出すだろう。 13それはあなた

方にとって証言の機会となるだろう。

14だから，どのように答えようかと前

もって考えないよう心に決めなさい。

15わたしがあなた方に，あなた方の反

対者たち全員が反論も否定もできない

ような口と知恵を与えるからだ。 16

あなた方は，両親，兄弟たち，親族た

ち，友人たちからさえ引き渡されるだ

ろう。彼らは，あなた方のうちのある

者たちを死に至らせるだろう。 17あ

なた方はわたしの名のゆえにすべての

者たちから憎まれるだろう。 18しか

し，あなた方の髪の毛一本さえ滅びる

ことはない。 19「あなた方は自分の

忍耐によって自分の命を勝ち取りなさ

い。 20「だが，エルサレムが軍隊に

包囲されているのを見るなら，その時

，その荒廃が近づいたことを知りなさ

い。 21その時，ユダヤにいる者たち

は山に逃げなさい。都の中にいる者た

ちは立ち去りなさい。田舎にいる者た

ちは，都に入ってはいけない。 22こ

れこそ，書かれているすべてのことが

果たされる報復の日々だからだ。 23

それらの日，妊娠している者たちと幼

子に乳を飲ませている者たちにとって

は災いだ！この地には大きな苦しみが

あり，この民に対しては憤りがあるか

らだ。 24彼らは剣の刃に倒れ，とり

ことしてあらゆる民族のもとへ引いて

行かれるだろう。エルサレムは，異邦

人たちの時が満たされるまで，異邦人

たちによって踏みつけられるだろう。

25太陽と月と星々にしるしがあり，地

上では，海と波のとどろきのゆえに当
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惑する諸国民の不安があり， 26人々

は恐れのゆえ，また世界に臨もうとし

ている事柄についての予想のゆえに，

気を失うだろう。天にあるもろもろの

力が揺り動かされるからだ。 27その

時，人々は，人の子が力と大いなる栄

光を伴って雲のうちに来るのを見るだ

ろう。 28だが，これらのことが起こ

り始めたなら，身を起こして頭を上げ

なさい。あなた方の請け戻しが近づい

ているからだ」。 29彼は彼らに一つ

のたとえを話した。「イチジクの木や

，すべての木を見なさい。 30すでに

芽を出していると，あなた方はそれを

見て，もう夏が近いことを自分で知る

。 31このようにあなた方も，これら

のことが起こるのを見たなら，神の王

国が近いことを知りなさい。 32本当

にはっきりとあなた方に告げる。これ

らのすべてのことが実現するまでは，

この世代は過ぎ去らない。 33天と地

は過ぎ去るだろう。それでも，わたし

の言葉は決して過ぎ去ることがないの

だ。 34「だから，見張っていなさい

。そうでないと，飲み騒ぎや泥酔や生

活の思い煩いであなた方の心が鈍くな

り，その日が急にあなた方に臨むこと

になるだろう。 35それは全地の表に

住むすべての者たちに，わなのように

臨むからだ。 36だから，祈りながら

いつも見張っていなさい。あなた方が

，起ころうとしているこれらすべての

ことを逃れ，人の子の前に立つにふさ

わしいとみなされるためだ」。 37イ

エスは毎日，昼は神殿で教え，夜は出

て行って，オリブトと呼ばれる山で夜

を過ごしていた。 38民はみな，彼の

言うことを聞くために，朝早くから，

神殿にいる彼のもとにやって来た。

22さて，過ぎ越しと呼ばれる種なし
パンの祭りが近づいていた。 2祭

司長たちと律法学者たちは，どうした

ら彼を死に至らせることができるかを

探り求めていた。彼らは民を恐れてい

たのである。 3サタンが，またの名を

イスカリオトといい，十二人の中に数

えられていたユダに入り込んだ。 4彼

は出て行き，祭司長たちや指揮官たち

と，どうしたら彼がイエスを彼らに引

き渡せるかについて話し合った。 5彼

らは喜び，彼にお金を与えることに決

めた。 6彼は承諾し，群衆のいないと

きにイエスを引き渡す機会を探り求め

た。 7種なしパンの日がやって来た。

過ぎ越しの犠牲がささげられなければ

ならない日である。 8彼はペトロとヨ

ハネを遣わして，こう言った，「行っ

て，わたしたちのために過ぎ越しの食

事を用意しなさい」。 9彼らは彼に言

った，「どこに用意をすることをお望

みですか」。 10彼は彼らに言った，

「見よ，あなた方が市内に入ると，水

がめを運んでいる男があなた方に出会

うだろう。その人に付いて行き，彼の

入る家に行きなさい。 11その家の主人

にこう言いなさい。『先生が，「わた

しが弟子たちと共に過ぎ越しの食事を

する客室はどこか」と言っています』

。 12彼はあなた方に，席の整えられ

た大きな階上の部屋を見せてくれるだ

ろう。その場所で準備をしなさい」。

13彼らは出て行き，彼が自分たちに告

げたとおりのことを見いだした。それ

で彼らは過ぎ越しの用意をした。 14

その時刻になると，彼は十二人の使徒
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たちと共に席に着いた。 15彼は彼ら

に言った，「わたしは，自分が苦しみ

を受ける前に，あなた方と一緒にこの

過ぎ越しの食事をしたいと，熱烈に願

っていた。 16あなた方に告げるが，

神の王国でこれが満たされるまで，わ

たしはもはやこの食事をすることはな

いからだ」。 17杯を受け取り，感謝

をささげてから，彼らに言った，「こ

れを取って，互いに分け合いなさい。

18あなた方に告げるが，神の王国が来

るまで，わたしはもはやブドウの木の

産物を飲むことはないからだ」。 19

パンを取り，感謝をささげてからそれ

を裂き，彼らに与えてこう言った。「

これはあなた方のために与えられるわ

たしの体だ。わたしの思い出として，

これを行ないなさい」。 20同じよう

に，晩さんの後で杯を取ってこう言っ

た。「この杯は，あなた方のために流

されるわたしの血による新しい契約だ

。 21だが，見よ，わたしを売り渡す

者の手が，わたしと共に食卓にある。

22確かに人の子は定められたとおりに

去って行く。だが，彼を売り渡すその

人は災いだ！」 23彼らは，彼らの中

でだれがそんなことをしようとしてい

るのか，互いに尋ね始めた。 24彼ら

の間ではまた，自分たちの中でだれが

一番偉いと思われるかに関する口論も

生じた。 25彼は彼らに言った，「異

邦人たちの王たちは人々に対して威張

り散らし，人々の上に権力のある者た

ちは『恩人』と呼ばれている。 26だ

が，あなた方はそうではない。むしろ

，あなた方の間で一番偉い者は一番若

い者のように，支配する者は仕える者

のようになりなさい。 27というのは

，食卓に着いている者と仕える者では

，どちらが偉いのか。食卓に着いてい

る者ではないか。それでも，わたしは

仕える者としてあなた方の中にいる。

28だが，あなた方はわたしの数々の試

練のときに，ずっとわたしと共にいて

くれた者たちだ。 29わたしの父がわ

たしに王国を授けてくださったように

，わたしはあなた方にそれを授ける。

30あなた方がわたしの王国で，わたし

の食卓に着いて食べたり飲んだりする

ためだ。あなた方は座に着き，イスラ

エルの十二部族を裁くだろう」。 31

主は言った，「シモン，シモン，見よ

，サタンは，あなた方を小麦のように

ふるいにかけるために，あなた方を手

に入れることを求めた。 32だがわた

しは，あなたの信仰が尽きないように

，あなたのために祈った。あなたは，

いったん立ち返ったなら，あなたの兄

弟たちを強めなさい」。 33ペトロは

彼に言った，「主よ，わたしは，ろう

やにも，死に至るまでも，あなたと一

緒に行く用意ができています！」 34

彼は言った，「ペトロよ，あなたに告

げる。あなたが三度わたしを知ってい

ることを否認するまでは，今日，おん

どりが鳴くことはないだろう」。 35

彼は彼らに言った，「わたしがあなた

方を，財布も袋も履物も持たせずに遣

わした時，何かに不足したか」。彼

らは言った，「何にも不足しませんで

した」。 36すると彼は彼らに言った

，「だが今は，財布のある者はそれを

取り，袋も同じようにしなさい。何も

持っていない者は，自分の外衣を売っ

て，剣を買いなさい。 37あなた方に

告げるが，『彼は不法な者たちと共に
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数えられた』と書かれているこのこと

は，なおわたしにおいて果たされなけ

ればならないのだ。わたしに関するこ

とは終わりを迎えるからだ」。 38彼

らは言った，「主よ，ご覧ください，

ここに剣が二振りあります」。彼は彼

らに言った，「それで十分だ」。 39

彼は出て来て，自分の習慣どおりに，

オリーブ山に行った。弟子たちも彼に

従った。 40その場所に来ると，彼は

彼らに言った，「あなた方は誘惑に陥

らないよう，祈っていなさい」。 41

彼らから石を投げて届くほどの所に下

がり，ひざまずいて祈り， 42こう言

った，「父よ，もしそう望まれるなら

，この杯をわたしから取り除いてくだ

さい。それでも，わたしの意志ではな

く，あなたのご意志がなされますよう

に」。 43天から一人のみ使いが彼に

現われ，彼を強めた。 44彼は苦しみ

もだえ，ますます熱烈に祈った。彼の

汗は大粒の血の滴りのようになって地

面に落ちた。 45祈りから起き上がり

，弟子たちのところに来ると，彼らが

悲しみのために眠り込んでいるのを見

いだした。 46それで彼らに言った，

「なぜあなた方は眠っているのか。誘

惑に陥らないよう，起きて祈っていな

さい」。 47彼がまだ話しているうち

に，見よ，群衆が現われた。そして，

十二人の一人でユダと呼ばれる者が彼

らの先頭に立っていた。口づけをしよ

うとしてイエスに近づいた。 48しか

しイエスは彼に言った，「ユダ，あな

たは口づけで人の子を売り渡すのか」

。 49彼の周りにいた者たちは，起き

ようとしていることを見て，彼に言っ

た，「主よ，剣で撃ちましょうか」。

50彼らのうちのある者が，大祭司の召

使いに撃ちかかり，その右耳を切り落

とした。 51しかしイエスは答えた，

「そこまでにしなさい」。そして，彼

の耳を触って，彼をいやした。 52イ

エスは，自分に向かって来た祭司長た

ち，神殿の指揮官たち，および長老た

ちに言った，「あなた方は強盗に対す

るかのように，剣とこん棒を持って出

て来たのか。 53わたしは毎日あなた

方と一緒に神殿にいて教えていたのに

，あなた方はわたしに向かって手を出

さなかった。だが，今はあなた方の時

，闇の支配だ」。 54彼らは彼を捕ま

えて，引いて行き，大祭司の家に連れ

て来た。しかしペトロは遠くから付い

て行った。 55人々は中庭の真ん中に

火をたいて一緒に座ったので，ペトロ

も彼らの中で腰を下ろした。 56ある

召使いの女が，彼が明るいところに座

っているのを見，彼をじっと見つめて

言った，「この男も彼と一緒にいまし

た」。 57彼はイエスを否認して言っ

た，「女よ，わたしは彼を知らない」

。 58しばらくして，ほかの者が彼を

見て言った，「あなたも彼らの一人だ

！」しかしペトロは答えた，「人よ，

わたしは違う！」 59一時間ほどする

と，別の者が自信満々に断言して言っ

た，「確かにこの男も彼と一緒にいた

。ガリラヤ人だからだ！」 60しかし

ペトロは言った，「人よ，わたしはあ

なた方の話しているそのことを知らな

いのだ！」すぐに，彼がまだ話してい

る間に，おんどりが鳴いた。 61主は

振り返ってペトロを見つめた。そこで

ペトロは，「おんどりが鳴く前に，あ

なたは三度わたしを否認するだろう」
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と，主が自分に言った言葉を思い出し

た。 62外に出て，激しく泣いた。 63

イエスを拘留していた者たちは，彼を

なぶりものにし，殴りつけた。 64彼

に目隠しをして顔を打ち，彼に言った

，「預言しろ！お前を打ったのはだれ

か」。 65彼らは，彼を侮辱しながら

，彼に向かってほかにも多くのことを

話しかけた。 66朝になると，民の長

老たちの会は，祭司長たちも律法学者

たちも共に集まり，彼を彼らの最高法

院に引いて行き，こう言った。 67「

もしお前がキリストなら，我々に告げ

よ」。しかし彼は彼らに言った，「あ

なた方に告げたとしても，あなた方は

信じないだろうし， 68尋ねたとして

も，あなた方はわたしに答えたり，わ

たしを解放したりはしないだろう。 69

今後，人の子は神の力の右に座ること

になる」。 70みんなは言った，「そ

れならお前は神の子か」。彼は彼らに

言った，「わたしはあるとは，あなた

方が言った」。 71彼らは言った，「

なぜこれ以上証人が必要だろうか。我

々自身が本人の口から聞いたのだ！」

23彼らの全員が立ち上がり，彼をピ
ラトの前に連れて行った。 2彼ら

は彼を訴え始めて言った，「わたした

ちは，この男が国民を惑わし，カエサ

ルに税を払うのを禁じ，また，自分が

王なるキリストだと言っているのを見

いだしました」。 3ピラトは彼に尋ね

た，「お前はユダヤ人の王なのか」。

彼はピラトに答えた，「あなたがそう

言っている」。 4ピラトは祭司長たち

と群衆に言った，「わたしはこの男に

対して訴える根拠を何も見いださない

」。 5しかし彼らは言い張った，「彼

は，ユダヤのあちこちで教えながら，

民を扇動しているのです。しかもガリ

ラヤから始めてこの場所にまで至った

のです」。 6ガリラヤと聞いて，ピラ

トはこの男がガリラヤ人かどうか尋ね

た。 7彼がヘロデの管轄内にあると知

ると，ピラトは彼をヘロデのもとに送

った。ヘロデもそのころエルサレムに

いたのである。 8さてヘロデは，イエ

スを見ると非常に喜んだ。彼について

多くのことを耳にしていたため，ずっ

と前から彼を見てみたいと思っていた

からである。彼が何か奇跡を行なうの

を見たいと望んでいた。 9ヘロデは多

くの言葉で彼に質問したが，彼は何も

答えなかった。 10祭司長たちと律法

学者たちが立っており，激しく彼を訴

えていた。 11ヘロデも自分の兵士た

ちと一緒になって彼を辱め，彼をなぶ

りものにした。豪華な衣を着せて，彼

をピラトのところに送り返した。 12

まさにその日，ヘロデとピラトは互い

に友人になった。それまでは互いに敵

対していたのである。 13ピラトは祭

司長たちと支配者たちと民を呼び， 14

彼らに言った，「お前たちは，民を惑

わす者として，この男をわたしのとこ

ろに連れて来た。それで見よ，わたし

はお前たちの前で彼を尋問したが，こ

の男に対してお前たちが訴えている事

柄について，その根拠を何も見いだせ

なかった。 15ヘロデも同じだ。わた

しはお前たちをそのもとに送ったから

だ。それで見よ，彼は死に値すること

を何もしていない。 16だから，わた

しは彼をむち打ってから，彼を釈放す

ることにする」。 17さて，ピラトは

祭りの際に，囚人を一人，彼らのため
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に釈放しなければならなかった。 18

しかし彼らはいっせいに叫んで言った

，「その男を取り除け！我々にはバラ

バを釈放しろ！」 19このバラバは，

都での暴動と人殺しとのかどでろうや

に入れられていた者である。 20ピラ

トは，イエスを解放したいと思い，再

び彼らに語りかけた。 21しかし彼ら

は叫んで言った，「はりつけにしろ！

彼をはりつけにしろ！」 22彼は三度

目に彼らに言った，「なぜだ。この男

がどんな悪事をしたというのか。わた

しは死刑に値する犯罪を何も彼に見い

ださなかった。だから，わたしは彼を

むち打ってから，彼を釈放することに

する」。 23しかし彼らは，彼をはり

つけにするように求めて，大声で迫っ

た。彼らの声と祭司長たちの声が優勢

になった。 24ピラトは彼らの要求ど

おりにするよう布告を出した。 25暴

動と殺人のかどでろうやに入れられて

いた者，彼らが求めていた者を釈放し

，イエスを彼らの意向に引き渡した。

26イエスを引いて行く時，彼らは田舎

から出てきたキュレネのシモンを捕ま

え，彼に十字架を負わせ，イエスの後

ろから運ばせた。 27民の大群衆と，

彼のために嘆き悲しむ女たちが，彼に

従った。 28しかしイエスは，彼女た

ちのほうに振り向いて言った，「エル

サレムの娘たちよ，わたしのために泣

いてはいけない。むしろ，自分と自分

の子供たちのために泣きなさい。 29

見よ，人々が，『不妊の女と，生まな

かった胎と，乳を飲ませなかった乳房

とは幸いだ』と言う日々が来ようとし

ているからだ。 30その時，人々は山

々に向かって，『我々の上に倒れてく

れ！』と言い，丘に向かって，『我々

を覆ってくれ！』と言い始めるだろう

。 31というのも，青々とした木にお

いて彼らがこれらのことをするのであ

れば，枯れ木においては何がなされる

だろうか」。 32彼らはほかの二人の

犯罪者をも，死に至らせるために彼と

共に引いて行った。 33「どくろ」と

呼ばれている場所にやって来ると，彼

を犯罪者たちと共にそこではりつけに

し，一人はその右に，もう一人はその

左に置いた。 34イエスは言った，「

父よ，彼らをお許しください。自分た

ちが何をしているかを知らないからで

す」。彼らは，互いに彼の外衣を分

けようとしてくじを引いた。 35民は

立って見届けていた。支配者たちも彼

をあざ笑って言った，「ほかの者たち

は救ったのだ。もしこれが神のキリス

ト，その選ばれた者なら，自分を救う

がよい！」 36兵士たちも彼をなぶり

ものにし，彼のもとに来て酢を差し出

して 37言った，「もしお前がユダヤ

人の王なら，自分を救え！」 38彼の

上には，「これはユダヤ人の王」と，

ギリシャ語，ラテン語，およびヘブラ

イ語で書かれたものがあった。 39十

字架に掛けられた犯罪者たちの一人が

彼を侮辱して言った，「もしお前がキ

リストなら，自分自身と我々を救え！

」 40しかし，もう一人の者が答えて

，彼をしかりつけて言った，「お前は

同じ刑罰を受けているのに，神を恐れ

ないのか。 41確かに我々には当然の

ことだ。自分の行ないに応じた報いを

受けているのだから。だがこの人は何

も不正なことをしていないのだ」。 42

彼はイエスに言った，「主よ，あなた



ルカの福音書 124

がご自分の王国に入られる時には，わ

たしのことを思い出してください」。

43イエスは彼に言った，「確かにあな

たに告げる。今日あなたはわたしと共

にパラダイスにいるだろう」。 44す

でに第六時ごろになっていたが，闇が

全土を覆い，第九時にまで及んだ。 45

太陽が暗くなり，神殿の幕が二つに裂

けた。 46イエスは大声で叫んで言っ

た，「父よ，あなたのみ手に，わたし

の霊をゆだねます！」こう言ってから

，息を引き取った。 47百人隊長は，

起きたことを見ると，神に栄光をささ

げて，「確かにこの人は義人だった」

と言った。 48見物に集まって来てい

た群衆は皆，起きた事柄を見ると，胸

を打ちながら帰って行った。 49彼の

すべての知人たちと，ガリラヤから彼

に従ってきた女たちとは，遠くに立っ

てこれらのことを見届けていた。 50

見よ，ヨセフという名の人がいた。最

高法院の議員であり，善良な正しい人

であった。 51（彼は彼らの企てや行

動には同意しなかった。）ユダヤ人の

町アリマタヤの出身で，やはり神の王

国を待ち望んでいた。 52この人がピ

ラトのところへ行き，イエスの体を渡

してくれるようにと願い出た。 53彼

はそれを取り降ろして亜麻布に包み，

岩に切り掘った，まだだれも横たえら

れたことのない墓に横たえた。 54準

備の日で，安息日が近づいていた。 55

イエスと共にガリラヤから来ていた女

たちは，後を付いて行き，その墓と，

彼の体が横たえられる様子とを見てい

た。 56彼女たちは帰って行き，香料

と香油を準備した。安息日には，おき

てに従って休息した。

24しかし，週の初めの日，明け方早
く，彼女たちとほかの幾人かは，

準備した香料を墓にやって来た。 2墓

から石が転がしてあるのを見つけた。

3中に入ると，主イエスの体が見つか

らなかった。 4このことで途方に暮れ

ていると，見よ，二人の人がまばゆい

衣を着て彼女たちに現われた。 5彼女

たちはおびえて，地に顔を伏せた。彼

らは彼女たちに言った，「あなた方は

なぜ，生きている者を死んだ者たちの

間に探し求めるのか。 6彼はここには

いない。起こされたのだ。彼がまだガ

リラヤにいた時にあなた方に告げたこ

とを思い出しなさい。 7人の子は罪深

い者たちの手に引き渡され，はりつけ

にされ，三日目に生き返らなければな

らない，と言ったではないか」。 8彼

女たちは彼の言葉を思い出し， 9墓か

ら戻って来て，十一人と残りの全員に

，これらのすべてのことを告げた。 10

ところで，その女たちは，マリア・マ

グダレネ，ヨハンナ，およびヤコブの

母マリアであった。彼女たちと一緒に

いたほかの女たちも，使徒たちにこれ

らのことを告げた。 11これらの言葉

は，彼らにはばかげたことのように思

われたので，彼らは彼女たちのことを

信じなかった。 12しかし，ペトロは

立ち上がり，墓に走って行った。身を

かがめて中をのぞくと，亜麻布だけが

置かれているのを見た。それで，起き

たことを不思議に思いながら，家に帰

って行った。 13見よ，まさにその日

，彼らのうちの二人が，エルサレムか

ら六十スタディアのところにあるエマ

オという名の村へ向かっていた。 14

起きたこれらのすべての事柄について
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，互いに語り合っていた。 15彼らが

語り，論じ合っていると，イエス自身

が近づいて来て，彼らと一緒に歩き出

した。 16しかし彼らの目は，彼を見

分けられないでいた。 17彼は彼らに

言った，「あなた方が歩きながら語り

合って，悲しんでいることは，いった

い何ですか」。 18彼らのうちの一人

で，クレオパスという名の者が，彼に

答えた，「あなたはエルサレムで一人

だけ他国人で，このごろその中で起こ

ったことを知らないのですか」。 19

彼は彼らに言った，「どんなことです

か」。彼らは彼に言った，「ナザレ

人イエスに関することです。彼は，神

と民すべての前で，業と言葉において

強力な預言者でしたが， 20祭司長た

ちとわたしたちの支配者たちとは，彼

を死の裁きに引き渡し，はりつけにし

たのです。 21ですが，わたしたちは

，彼こそイスラエルを買い戻してくだ

さる方だと期待していました。しかも

，そればかりでなく，これらのことが

起こってからもう三日になるのです。

22その上，わたしたちの仲間の女たち

が，わたしたちを驚かせました。彼女

たちは朝早く墓に着きましたが， 23

彼の体が見つからずに戻って来て，み

使いたちが彼は生きていると告げる幻

まで見たと言うのです。 24わたした

ちのうちの何人かが墓に行ってみると

，まさに女たちが言ったとおりだと知

りましたが，彼は見当たりませんでし

た」。 25彼は彼らに言った，「愚か

で，預言者たちが語ったすべてのこと

を信じるのに心の鈍い者たちよ！ 26

キリストはこれらの苦しみを受けて，

自分の栄光に入って行くはずではなか

ったのか」。 27モーセとすべての預

言者たちから始めて，聖書全体から，

自分自身に関する事柄を彼らに説明し

た。 28彼らは向かっていた村に近づ

いたが，彼はさらに進んで行く様子を

見せた。 29彼らは彼を促して言った

，「わたしたちと一緒にお泊まりくだ

さい。夕方になりかけていますし，日

も傾きかけていますから」。彼は彼ら

と一緒に泊まるために入って行った。

30彼らと共に食卓に着いた時，彼はパ

ンを取って感謝をささげた。それを裂

いて彼らに与えた。 31彼らの目は開

かれ，それが彼だと分かった。すると

，彼は彼らの面前から見えなくなった

。 32彼らは互いに言った，「あの方

が道を行きながらわたしたちに語って

おられた時，またわたしたちに聖書を

解き明かしておられた時，わたしたち

の心はわたしたちの内で燃えていなか

っただろうか」。 33すぐに立ち上が

って，エルサレムに戻ってみると，十

一人および彼らと共にいる者たちが集

まり合い， 34「主は確かに起こされ

て，シモンに現われたのだ！」と言っ

ているのを見いだした。 35二人は，

道の途中で起こったことや，パンを裂

いているときに彼だと分かった様子に

ついて詳しく話した。 36彼らがこれ

らのことを話していると，イエス自身

が彼らの間に立ち，彼らに言った，「

あなた方に平安があるように」。 37

しかし彼らはおびえて恐れに満たされ

，霊を見ているものと思った。 38彼

は彼らに言った，「なぜあなた方は動

転しているのか。あなた方の心に疑い

が生じるのはどうしてか。 39わたし

の両手と両足を見なさい。まさしくわ
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たしだ。わたしに触り，また見なさい

。霊にはあなた方がわたしに見るよう

な肉や骨はないのだ」。 40こう言っ

てから，彼らに自分の両手と両足を見

せた。 41彼らが喜びのあまりまだ信

じられず，不思議に思っていると，彼

は彼らに言った，「あなた方は何か食

べる物を持っているか」。 42彼らは

彼に，一切れの焼き魚と，幾つかのハ

チの巣を出した。 43彼はそれらを取

って，彼らの前で食べた。 44彼らに

言った，「これは，わたしがまだあな

た方と一緒にいた時，あなた方に告げ

たことなのだ。つまり，わたしについ

て，モーセの律法と預言者たちと詩編

の中で書かれているすべての事柄は，

必ず果たされるということだ」。 45

それから彼は彼らの知力を開き，彼ら

が聖書を理解できるようにした。 46

彼らに言った，「このように書いてあ

り，このようなことがキリストに要求

されている。つまり，苦しみを受け，

三日目に死んだ者たちの中から生き返

り， 47そして，悔い改めと罪の許し

が，エルサレムから始まって，彼の名

においてあらゆる民族に宣教されるこ

とだ。 48あなた方はこれらのことの

証人だ。 49見よ，わたしはあなた方

の上に，わたしの父が約束されたもの

を送り出す。だが，高い所からの力に

包まれるまでは，エルサレムの都に待

機していなさい」。 50彼らをベタニ

アまで連れて行き，両手を上げて彼ら

を祝福した。 51彼らを祝福している

間に，彼らから離れて行き，天に運び

上げられた。 52彼らは彼を拝み，大

きな喜びをもってエルサレムに戻って

行き， 53絶えず神殿にいて，神を賛

美していた。アーメン。
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ヨハネの福音書

1はじめに言葉があり，言葉は神と共
にあり，言葉は神であった。 2この

言葉ははじめに神と共にあった。 3す

べての物は彼を通して造られた。造ら

れた物で，彼によらずに造られた物は

なかった。 4彼の内には命があり，命

は人の光であった。 5光は闇の中で輝

くが，闇はそれに打ち勝たなかった。

6神から遣わされた一人の人が現われ

た。その名はヨハネであった。 7この

人は証人として来た。光について証言

するためであり，それはすべての人が

彼を通して信じるためであった。 8彼

自身は光ではなく，光について証言す

るために遣わされた。 9すべての人を

啓発する真の光が世に来ようとしてい

た。 10彼は世におり，世は彼を通し

て造られたのに，世は彼が分からなか

った。 11彼は自分の所有物のところ

に来たのに，彼自身の所有物であった

者たちは彼を受け入れなかった。 12

しかし，彼を受け入れたすべての者た

ち，その名を信じた者たちに，彼は神

の子供となる権利を与えた。 13すな

わち，血によらず，肉によらず，人に

よらず，神によって生まれた人々であ

る。 14言葉は肉となってわたしたち

の間に住んだ。わたしたちはその栄光

を見た。父のひとり子に属する栄光で

あって，恵みと真理とに満ちていた。

15ヨハネは彼について証言し，叫んで

言った，「この方は，『わたしの後に

来る方はわたしよりまさっている。わ

たしより先にいたからだ』とわたしが

言った方だ」。 16わたしたちは皆，

彼の充満の中から，恵みの上に恵みを

受けた。 17というのは，律法はモー

セを通して与えられ，恵みと真理とは

イエス・キリストを通して来たからだ

。 18いまだ神を見た者はいない。父

の懐にいるひとり子こそ，その方を知

らせたのである。 19これは，ユダヤ

人たちがエルサレムから祭司たちとレ

ビ人たちを遣わして，「あなたはだれ

か」と尋ねさせた時の，ヨハネの証言

である。 20彼は告白して否まず，「

わたしはキリストではない」と告白し

た。 21彼らは彼に尋ねた，「それで

は何か。あなたはエリヤか」。彼は「

そうではない」と言った。「あなたは

あの預言者か」。彼は「違う」と答え

た。 22それで彼らは彼に言った，「

あなたはだれか。わたしたちを遣わし

た人たちに答えられるように，わたし

たちに答えて欲しい。あなたは自分に

ついて何と言うのか」。 23彼は言っ

た，「わたしは，預言者イザヤが言っ

たように，『主の道をまっすぐにせよ

』と荒野で叫ぶ者の声だ」。 24遣わ

されていた者たちはファリサイ人の出

であった。 25彼らは彼に尋ねた，「

あなたがキリストでもエリヤでもあの

預言者でもないのなら，なぜバプテス

マを施すのか」。 26ヨハネは彼らに

答えた，「わたしは水でバプテスマを

施すが，あなた方の知らない方が，あ

なた方の間に立っている。 27わたし

の後に来る方で，わたしよりも優れて

いる。わたしはその方のサンダルのひ

もをほどくにも値しない」。 28これ

らの事は，ヨルダンの向こうのベタニ

アで起こった。ヨハネはそこでバプテ

スマを施していたのである。 29次の

日，彼はイエスが自分の方へ来るのを

見て言った，「見よ，世の罪を取り去
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る神の子羊だ！ 30この方は，『わた

しの後に来る方はわたしよりも優れて

いる。わたしより先にいたからだ』と

わたしが言った方だ。 31わたしはこ

の方を知らなかった。だが，この理由

でわたしは水でバプテスマを施しに来

た。すなわち，この方がイスラエルに

示されるためだ」。 32ヨハネは証言

して言った，「わたしは，霊がハトの

ように天から下って，この方の上にと

どまるのを見た。 33わたしはこの方

が分からなかった。だが，水でバプテ

スマを施すためにわたしを遣わされた

方が，わたしに言われた，『だれでも

霊が下ってその上にとどまるのを見た

なら，その者が聖霊でバプテスマを施

す者だ』。 34わたしは見たので，こ

の方が神の子だということを証言して

いる」。 35また，次の日，ヨハネは

自分の弟子のうちの二人と共に立って

いた。 36彼は歩いているイエスを見

つめて言った，「見よ，神の子羊だ！

」 37二人の弟子は彼が話すのを聞い

て，イエスに従った。 38イエスは振

り向いて，彼らが付いて来るのを見て

，彼らに言った，「あなた方は何を求

めているのか」。彼らは言った，「

ラビ」（訳せば先生ということ），「

どこにお泊まりですか」。 39彼は彼

らに言った，「来て，見なさい」。

彼らは行って，彼がどこに泊まってい

るかを見た。そして彼らはその日，彼

のところに泊まった。それは第十時ご

ろであった。 40ヨハネから聞いて彼

に従った二人のうちの一人は，シモン

・ペトロの兄弟アンデレであった。 41

この人は最初に自分の兄弟シモンを見

つけて，「わたしたちはメシアを見つ

けた！」と言った。（メシアとは，訳

せばキリストということ。） 42彼は

シモンをイエスのもとに連れて行った

。イエスは彼に目をとめて言った，「

あなたはヨナの子シモンだ。あなたは

ケファと呼ばれるだろう」。（ケファ

とは，訳せばペトロということ。） 43

次の日，イエスはガリラヤに出かける

ことに決め，フィリポを見つけた。イ

エスは彼に言った，「わたしに従いな

さい」。 44ところでフィリポはベツ

サイダ，すなわちアンデレやペトロの

町の生まれであった。 45フィリポは

ナタナエルを見つけて言った，「わた

したちはモーセが律法の中に書き，預

言者たちも書いた方を見つけた。すな

わちヨセフの子，ナザレのイエスだ」

。 46ナタナエルは彼に言った，「何

か良いものがナザレから出ることがあ

るだろうか」。フィリポは彼に言った

，「来て，見なさい」。 47イエスは

ナタナエルが自分の方へ来るのを見て

，彼についてこう言った。「見よ，本

当のイスラエル人，その内に偽りのな

い人だ！」 48ナタナエルはイエスに

言った，「どうしてわたしを知ってお

られるのですか」。イエスは彼に答え

た，「フィリポがあなたを呼ぶ前に，

あなたがイチジクの木の下にいた時，

わたしはあなたを見た」。 49ナタナ

エルはイエスに答えた, 「ラビ，あな

たは神の子です！あなたはイスラエル

の王です！」 50イエスは彼に答えた

，「『あなたがイチジクの木の下にい

るのを見た』と，わたしが告げたので

信じるのか。あなたはこれより大きな

事を見るだろう」。 51彼に言った，

「本当にはっきりとあなたに言う。こ
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れから先，あなた方は天が開けて，神

のみ使いたちが人の子の上に上り下り

するのを見るだろう」。

2それから三日目に，ガリラヤのカナ
で結婚式があった。イエスの母はそ

こにいた。 2イエスも弟子たちと共に

その結婚式に招かれていた。 3ブドウ

酒がなくなった時，イエスの母は彼に

言った，「彼らにはブドウ酒がありま

せん」。 4イエスは彼女に言った，「

女よ，あなたはわたしとどんな関係が

あるのですか。わたしの時はまだ来て

いません」。 5彼の母は使用人たちに

言った，「この人が言うことは何でも

してください」。 6さて，そこには，

ユダヤ人の清めの習慣のために石の水

がめが六つあった。それぞれ二から三

メトレテス入りであった。 7イエスは

彼らに言った，「水がめを水で満たし

なさい」。彼らは水がめを口まで満た

した。 8彼は彼らに言った，「さあ，

少しくんで，宴会の幹事のところに持

って行きなさい」。そこで彼らはそれ

を持って行った。 9宴会の幹事は今で

はブドウ酒になった水を味わった。彼

はそれがどこから来たのか知らなかっ

た。（もっとも，水をくんだ使用人た

ちは知っていた。）その時，宴会の幹

事は花婿を呼んで 10こう言った。「

だれでも，初めに良いブドウ酒を出し

て，それから客が自由に飲んでいる時

に，より悪いブドウ酒を出すものだ。

あなたは今まで良いブドウ酒を取って

置いたのだな」。 11イエスはこの最

初のしるしをガリラヤのカナで行なっ

て，自分の栄光を示した。それで，弟

子たちは彼を信じた。 12こののち，

彼とその母，兄弟たち，および弟子た

ちはカペルナウムに下って行き，彼ら

はそこに何日か滞在した。 13ユダヤ

人の過ぎ越しが近づいていたので，イ

エスはエルサレムに上って行った。 14

彼は神殿で牛や羊やハトを売る者たち

，また，座っている両替人たちを目に

した。 15彼は縄でむちを作り，羊や

牛をすべて神殿から追い出した。両替

屋の通貨をまき散らし，彼らの台をひ

っくり返した。 16ハトを売る者たち

に言った，「これらの物をここから持

って行け！わたしの父の家を市場にす

るな！」 17弟子たちは，「あなたの

家に対する熱心がわたしを食い尽くす

」と書いてあることを思い出した。 18

それでユダヤ人たちは彼に答えた，「

こんな事をするからには，どんなしる

しを見せてくれるのか」。 19イエス

は彼らに答えた，「この神殿を壊して

みなさい。わたしは三日でそれを建て

直そう」。 20それでユダヤ人たちは

言った，「この神殿は四十六年かかっ

て建てられたのに，あなたはそれを三

日で建て直すと言うのか」。 21しか

し，彼は自分の体という神殿について

話していた。 22それで，彼が死んだ

者たちの中から生き返らされたのち，

弟子たちは彼がこのように言っていた

のを思い出した。そして，聖書とイエ

スの語った言葉とを信じた。 23さて

，彼が過ぎ越しの際，祭りの間にエル

サレムにいた間，大勢の人が，彼の行

なっていたしるしを見て，その名を信

じた。 24しかし，イエスは自分を彼

らに託すことはしなかった。すべての

人を知っていたからであり， 25人に

関して証言する者を必要としなかった
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からである。自分で，人の内にある物

を知っていたからである。

3さて，ユダヤ人の支配者で，ニコデ
モという名のファリサイ人に属する

人がいた。 2この人が，夜，彼のもと

に来て，彼に言った。「ラビ，わたし

たちはあなたが神のもとから来た教師

だということを知っています。神が共

におられなければ，あなたのなさるこ

のようなしるしを行なうことはだれに

もできないからです」。 3イエスは彼

に答えた，「本当にはっきりとあなた

に告げる。人は再び生まれなければ，

神の王国を見ることはできない」。 4

ニコデモはイエスに言った，「人は年

老いてから，どうして生まれることが

できるのですか。自分の母の胎にもう

一度入って生まれることなどできない

ではありませんか」。 5イエスは答え

た，「本当にはっきりとあなたに告げ

る。人は水と霊から生まれなければ，

神の王国に入ることはできない。 6肉

から生まれた物は肉だが，霊から生ま

れた物は霊だ。 7『あなた方はみな再

び生まれなければならない』と言った

ことで，驚き怪しんではいけない。 8

風はその望むところに吹く。あなたは

その音は聞こえるが，それがどこから

来てどこへ行くのかを知らない。霊か

ら生まれる者もみな，そのようだ」。

9ニコデモはイエスに答えた，「どう

してそのようなことがあり得るのでし

ょうか」。 10イエスは彼に答えた，

「あなたはイスラエルの教師でありな

がら，こうしたことが理解できないの

か。 11本当にはっきりとあなたに告

げる。わたしたちは自分たちが知って

いることを話し，自分が見たことを証

言する。だが，あなた方はわたしたち

の証言を受け入れない。 12わたしが

地上の事柄を告げてもあなた方は信じ

ない。わたしが天上の事柄について言

うならば，あなた方はどうして信じる

だろうか。 13天から下ってきた者，

すなわち天にいる人の子のほかには，

だれも天に上った者はいない。 14ち

ょうどモーセが荒野で蛇を挙げたよう

に，人の子も挙げられなければならな

い。 15それは，彼を信じる者がみな

滅びることなく，永遠の命を持つため

だ。 (aiōnios g166) 16神はご自分のひとり

子を与えるほどに世を愛されたからだ

。それは，彼を信じる者がみな滅びる

ことなく，永遠の命を持つためだ。

(aiōnios g166) 17神がご自分の子を世に遣

わしたのは，世を裁くためではなく，

世が彼を通して救われるためだからだ

。 18彼を信じる者は裁かれない。彼

を信じない者はすでに裁かれている。

神のひとり子の名を信じていないから

だ。 19光が世に来ているのに，その

業が悪いために，人々が光より闇を愛

したことがその裁きだ。 20悪を行な

う者はみな，光を憎んで，光の方に来

ないからだ。その業が明るみに出ない

ようにするためだ。 21しかし，真実

を行なう者は光の方へ来る。神にあっ

てなされて来たその業が示されるため

だ」。 22こうした事ののち，イエス

は弟子たちと共にユダヤの地へ行き，

そこで彼らと共に滞在し，バプテスマ

を施していた。 23ヨハネもサリムの

近くのイノンでバプテスマを施してい

た。そこには水が多かったからである

。人々は来て，バプテスマを受けてい

た。 24ヨハネはまだ投獄されていな
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かったからである。 25そこで，ヨハ

ネの弟子たちの一部と何人かのユダヤ

人たちとの間で，清めに関する論争が

起こった。 26彼らは，ヨハネのとこ

ろに来て，彼に言った。「ラビ，ヨル

ダンの向こうであなたと共にいた人，

あなたが証言なさった人が，見てくだ

さい，その人がバプテスマを施してい

て，みんなが彼のもとに来ています」

。 27ヨハネは答えた，「人は，天か

ら与えられているのでなければ，何も

受けることはできない。 28『わたし

はキリストではない』が『わたしはそ

の方より先に遣わされた』とわたしが

言ったことを，あなた方自身が証言で

きる。 29花嫁を持つ者は花婿だ。立

って彼の声を聞く花婿の友人は，彼の

声のために大いに喜ぶ。だから，わた

しの喜びは満たされている。 30あの

方は増し加わり，わたしは減らなけれ

ばならない。 31上から来る方はすべ

ての者の上におられる。地からの者は

地に属し，地のことを話す。天から来

る方はすべての者の上におられる。 32

その方は自分が見聞きしたことを証言

されるが，だれもその証言を受け入れ

ない。 33その証言を受け入れた者は

，神が真実な方だということに自分の

証印を押したのだ。 34神が遣わされ

た方は神の言葉を話されるからであり

，神は霊を量って与えたりはされない

からだ。 35父はみ子を愛しておられ

，その方の手にすべての物を与えられ

た。 36み子を信じる者は永遠の命を

得るが，み子に背く者は命を見ず，神

の憤りがその上にとどまるのだ」。

(aiōnios g166)

4そのため，イエスがヨハネより多く
の弟子を作ってバプテスマを施して

いることがファリサイ人たちの耳に入

ったことを主が知ったとき 2（イエス

自身がバプテスマを施すことはせず，

弟子たちがそうしていたのだが）， 3

彼はユダヤを去り，ガリラヤに向けて

出発した。 4しかし，サマリアを通り

抜けなければならなかった。 5そこで

，ヤコブがその子ヨセフに与えた一区

画の土地の近くにある，シカルと呼ば

れるサマリアの町に来た。 6ヤコブの

井戸はここにあった。それでイエスは

，旅のために疲れていたので，井戸の

そばに座った。第六時ごろであった。

7一人のサマリアの女が水をくみに来

た。イエスは彼女に言った，「飲み水

をくれないか」。 8弟子たちは食物を

買いに町へ行っていたからである。 9

それでサマリアの女は彼に言った，「

ユダヤ人のあなたが，サマリア人の女

のわたしから飲み水をお求めになるの

はどうしてですか」。（ユダヤ人はサ

マリア人と商取り引きをしないからで

ある。） 10イエスは彼女に答えた，

「あなたが神の贈り物と，『飲み水を

くれないか』と言った者がだれなのか

を知っていたなら，あなたは彼に求め

，彼はあなたに命の水を与えたことだ

ろう」。 11女は彼に言った，「だん

な様，あなたはくむ物をお持ちでなく

，この井戸は深いのです。それで，あ

なたはその生きた水をどこから手に入

れられるのですか。 12あなたは，わ

たしたちの父祖ヤコブよりも偉大なの

ですか。彼はわたしたちにこの井戸を

与え，子供や牛がしたように自らもこ

こから飲んだのです」。 13イエスは
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彼女に答えた，「この水を飲む者はみ

な再び渇く。 14だが，わたしが与え

る水を飲む者はだれでも，決して渇く

ことがない。そして，わたしが与える

水はその人の内で，永遠の命へとわき

出る水の井戸となるだろう」。 (aiōn

g165, aiōnios g166) 15女は彼に言った，「

だんな様，わたしにその水を下さい。

わたしが渇くことがなく，ここにずっ

と水をくみに来なくてもよいようにす

るためです」。 16イエスは彼女に言

った，「あなたの夫を呼びに行って，

ここに戻って来なさい」。 17女は答

えた，「わたしには夫がありません」

。イエスは彼女に言った，「『わたし

には夫がない』とはよく言った。 18

あなたには五人の夫がいたが，今一緒

にいる者は夫ではないからだ。それを

あなたは正しく言った」。 19女は彼

に言った，「だんな様，わたしはあな

たが預言者だということが分かります

。 20わたしたちの父祖たちはこの山

で崇拝しましたが，あなた方ユダヤ人

は，人々が崇拝すべき場所はエルサレ

ムにあると言います」。 21イエスは

彼女に言った，「女よ，わたしの言う

ことを信じなさい。あなた方がこの山

でもエルサレムでもないところで，父

を崇拝する時が来る。 22あなた方は

自分たちの知らないものを崇拝してい

る。わたしたちは自分たちが知ってい

るものを崇拝している。救いはユダヤ

人から出るからだ。 23だが，真の崇

拝者が霊と真理をもって父を崇拝する

時が来ている。今がその時だ。父はそ

のような人々を，ご自分の崇拝者にな

るために求めておられるからだ。 24

神は霊であられるので，その方を崇拝

する人々は，霊と真理をもって崇拝し

なければならない」。 25女は彼に言

った，「わたしはメシアが来られるこ

とを知っています」（メシアはキリス

トと呼ばれる）。「その方が来られる

ときに，わたしたちにすべての事柄を

知らせてくださるでしょう」。 26イ

エスは彼女に言った，「あなたに話し

ているわたしがその者だ」。 27その

時，弟子たちが戻って来た。彼らは，

彼が女と話していることで驚き怪しん

だ。しかし，「何を求めておられるの

ですか」とか，「なぜ彼女と話してお

られるのですか」などと言う者はいな

かった。 28そこで，女は水がめを置

いて，町に去って行き，人々に言った

， 29「来て，わたしのしたことを何

もかも告げた人を見てください。この

人がキリストではないでしょうか」。

30そこで彼らは町から出て，彼のもと

へやって来た。 31その間に，弟子た

ちは「ラビ，召し上がってください」

と言って，彼を促していた。 32しか

し彼は彼らに言った，「わたしには，

あなた方の知らない，食べるべき食物

がある」。 33それで弟子たちは互い

に言い合った，「だれかが彼に食べる

物を持って来たのだろうか」。 34イ

エスは彼らに言った，「わたしの食物

とは，わたしを遣わした方のご意志を

行ない，そのみ業を成し遂げることだ

。 35あなた方は，『収穫までまだ四

か月ある』と言うではないか。見よ，

あなた方に言う。目を上げて，畑を見

なさい。すでに収穫を待って白くなっ

ている。 36刈り取る者は報酬を受け

取って，永遠の命に至る実を集めてい

る。種をまく者と刈り取る者とが共に
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喜ぶためだ。 (aiōnios g166) 37このことに

おいて，『一人はまき，もう一人は刈

り取る』ということわざは真実なのだ

。 38わたしは，自分たちが労苦しな

かったものを刈り取らせるために，あ

なた方を遣わした。ほかの人たちが労

苦したのであり，あなた方は彼らの労

苦の実にあずかっているのだ」。 39

その町から来た大勢のサマリア人が，

「この方はわたしのしたことを何もか

も告げた」と証言した女のその言葉の

ゆえに，彼を信じた。 40そこでサマ

リア人たちは彼のもとにやって来ると

，自分たちのところに滞在してくれる

よう頼んだ。彼はそこに二日滞在した

。 41彼の言葉のゆえに，さらに多く

の人が信じた。 42彼らは女に言った

，「わたしたちは，もはやあなたの話

のゆえに信じるのではない。自分で聞

いて，この方こそ確かにキリスト，世

の救い主だと知ったからだ」。 43二

日後，彼はそこから出発してガリラヤ

に入った。 44イエス自身が，預言者

は自分の故郷では誉れを得ないと証言

したからである。 45そこでガリラヤ

に来ると，ガリラヤの人たちは彼を受

け入れた。彼らも祭りに行ったので，

彼が祭りの際にエルサレムで行なわれ

たすべての事柄を見ていたのである。

46それでイエスは再びガリラヤのカナ

に行った。水をブドウ酒に変えた所で

ある。カペルナウムにある貴族がいて

，その息子が病気であった。 47イエ

スがユダヤからガリラヤに出て来たこ

とを聞くと，彼はそのもとに行き，下

って来て自分の息子をいやしてくれる

ように頼んだ。その息子が死にそうだ

ったからである。 48それでイエスは

彼に言った，「あなた方は，しるしや

不思議を見なければ，決して信じない

だろう」。 49その貴族はイエスに言

った，「主よ，わたしの子供が死ぬ前

に下っていらしてください」。 50イ

エスは彼に言った，「帰りなさい。あ

なたの息子は生きる」。その人は，イ

エスが自分に話した言葉を信じて，帰

って行った。 51さて，下って行くと

，その召使いたちが出迎えて報告し，

「お子さんは生きています」と言った

。 52そこで彼は，子供が良くなり始

めた時刻を彼らに尋ねた。それで彼ら

は，「昨日の第七時に熱が引きました

」と言った。 53それで父親は，それ

が，「あなたの息子は生きる」とイエ

スが言ったその時刻であったことを知

った。そこで，彼もその家の者たち全

員も信じた。 54これはまた，イエス

がユダヤからガリラヤに出て来て行な

われた二番目のしるしである。

5こうした事ののち，ユダヤ人の祭り
があって，イエスはエルサレムに上

った。 2さて，エルサレムには，羊門

のそばに，ヘブライ語で「ベテスダ」

と呼ばれる，五つの回廊のある池があ

る。 3そこには，水の動くのを待って

，病気の人，目の見えない人，足の不

自由な人，体のまひした人からなる大

群衆が横たわっていた。 4というのは

，主のみ使いが時々池に下りて来て，

水をかき乱すからであった。水がかき

乱された後で最初に入る者はだれでも

，どんな病気にかかっていても健康に

されたのである。 5そこにある人がい

たが，彼は三十八年の間，病気であっ

た。 6イエスは，その人がそこに横た

わっているのを目にし，彼が長い間病
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気であったことを知ると，「良くなり

たいか」と彼に言った。 7病気の人は

答えた，「だんな様，わたしには水が

かき乱される時，池に入れてくれる人

がいません。そして，わたしが行って

いる間に，ほかの人が先に降りてしま

うのです」。 8イエスは彼に言った，

「起き上がって，寝床を取り上げて歩

きなさい」。 9すぐにその人は良くな

り，寝床を取り上げて歩いた。ところ

で，その日は安息日であった。 10そ

こでユダヤ人たちはいやされた人に言

った，「今日は安息日だ。寝床を運ぶ

ことは許されていない」。 11彼は彼

らに答えた，「わたしを良くしてくれ

たその方が，『寝床を取り上げて歩き

なさい』と言ったのです」。 12彼ら

は彼に尋ねた，「あなたに『寝床を取

り上げて歩きなさい』と言ったのはだ

れか」。 13しかし，いやされた人は

それがだれなのか知らなかった。その

場所には群衆がおり，イエスは退いた

からである。 14そののち，イエスは

神殿で彼を見つけて，こう言った。「

ご覧，あなたは良くなった。もう罪を

犯してはいけない。もっと悪いことが

起きないために」。 15その人は立ち

去って，自分を良くしたのはイエスだ

ということをユダヤ人たちに告げた。

16この理由のために，ユダヤ人たちは

イエスを迫害して，彼を殺そうとした

。彼が安息日にこれらの事をしたため

であった。 17しかしイエスは彼らに

言った，「わたしの父は今なお働いて

おられる。だから，わたしも働くのだ

」。 18この理由のために，ユダヤ人

たちはいよいよ彼を殺そうとした。安

息日を破っただけでなく，神を自分の

父と呼んで，自分を神と等しい者とし

たという理由であった。 19それでイ

エスは彼らに答えた，「本当にはっき

りとあなた方に言う。子は自分からは

何も行なうことができず，ただ父がな

さるのを見たことだけを行なうことが

できるのだ。父がなさることは何でも

，子も同じように行なうからだ。 20

というのは，父は子に愛情を抱いてお

られ，ご自分のなさることをみな彼に

お見せになるからだ。あなた方が驚嘆

するために，これより大きな業を彼に

お見せになるだろう。 21ちょうど父

が死んだ者たちを生き返らせて命をお

与えになるのと同じように，子もまた

，自分の望む者に命を与えるからだ。

22というのは，父はだれをも裁かず，

子にすべての裁きをゆだねておられる

からだ。 23それは，すべての人が父

を敬うのと同じように子を敬うためだ

。子を敬わない者は，彼を遣わされた

父を敬っていない。 24「本当にはっ

きりとあなた方に言う。わたしの言葉

を聞いて，わたしを遣わされた方を信

じる者は，永遠の命を持っており，裁

きに入ることなく，死から命へと進ん

でいる。 (aiōnios g166) 25本当にはっきり

とあなた方に言う。死んだ者たちが神

の子の声を聞く時が来ている。それは

今なのだ。そして，聞いた者たちは生

きる。 26ちょうど父がご自身の内に

命を持っておられるのと同じように，

子もまた自分の内に命を持つことを許

された。 27また，裁きを執行する権

威を彼に与えられた。彼は人の子だか

らだ。 28このことで驚嘆してはいけ

ない。時が来ているからだ。その時に

は，墓の中にいる者がみな，彼の声を
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聞き， 29善いことをした者は命の復

活へ，悪いことをした者は裁きの復活

へと出て来るだろう。 30わたしは自

分からは何も行なえない。わたしは自

分が聞いたとおりに裁き，その裁きは

公正だ。自分の意志ではなく，わたし

を遣わした父のご意志を求めるからだ

。 31「わたしが自分について証言し

ているのなら，わたしの証言は正当で

はない。 32わたしについて証言され

る別の方がおられる。その方がわたし

について証言されるその証言が真実だ

ということを，わたしは知っている。

33あなた方はヨハネに人を遣わし，彼

は真理に対して証言した。 34だが，

わたしが受け入れる証言は人からのも

のではない。それでも，あなた方が救

われるためにこのことを言うのだ。 35

彼は燃えて輝くともし火だった。そし

て，あなた方はしばらくの間，彼の光

のうちで喜びたいと思った。 36だが

，わたしにはヨハネのものより偉大な

証言がある。父がわたしに成し遂げる

ようにゆだねられた業，わたしが行な

っているまさにこの業が，わたしにつ

いて，父が遣わされたことを証言する

からだ。 37わたしを遣わされた父ご

自身が，わたしについて証言してくだ

さった。あなた方は一度もその方の声

を聞いたことがなく，その姿を見たこ

ともない。 38あなた方は自分たちの

内にとどまるその方の言葉を持ってい

ない。その方が遣わされた者を，あな

た方は信じないからだ。 39「あなた

方は聖書を調べている。自分たちがそ

れらの内に永遠の命を持っていると考

えるからだ。そして，それらこそ，わ

たしについて証言するものなのだ。

(aiōnios g166) 40だが，あなた方は命を得

るためにわたしのところに来ようとし

ない。 41わたしは人々からの栄光を

受け入れない。 42だが，あなた方が

自分たちの内に神の愛を抱いていない

ことをわたしは知っている。 43わた

しは父の名において来たのに，あなた

方はわたしを受け入れない。ほかの人

が自分の名によって来るなら，あなた

方は彼を受け入れるだろう。 44互い

からの栄光を受け入れて，ただ一人の

神から来る栄光を求めないあなた方は

，どうして信じることができようか。

45「わたしがあなた方を父に訴えると

思ってはいけない。あなた方を訴える

のは，あなた方が望みを置くモーセだ

。 46あなた方がモーセを信じたなら

，わたしを信じただろう。彼はわたし

について書いたからだ。 47だが，あ

なた方が彼の書いたことを信じないの

なら，どうしてわたしの言葉を信じる

だろうか」。

6こうした事ののち，イエスはティベ
リアスの海とも呼ばれるガリラヤの

海の向こう岸へ出発した。 2大群衆が

彼に従った。彼が病気の人に対して行

なったしるしを見たからである。 3イ

エスは山の中に上って行き，弟子たち

と共にそこに座った。 4ところで，ユ

ダヤ人の過ぎ越しの祭りが近づいてい

た。 5それで，イエスは目を上げて，

大群衆が自分のもとに来ているのを見

ると，フィリポに言った，「この人々

に食べさせるために，どこでパンを買

えるだろうか」。 6イエスは彼を試す

ためにこのことを言った。自分が行な

おうとしていることを知っていたから

である。 7フィリポは答えた，「みん
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なが少しずつ受け取るとしても，二百

デナリ分のパンでも彼らのためには十

分ではないでしょう」。 8弟子の一人

で，シモン・ペトロの兄弟アンデレが

言った， 9「ここに，大麦のパン五つ

と二匹の魚を持っている少年がいます

。それでも，こんなに大勢の人の間で

はいったい何になるでしょう」。 10

イエスは言った，「人々を座らせなさ

い」。ところで，その場所には草がた

くさんあった。そこで人々は座った。

数にして，およそ五千人であった。 11

イエスはパンを取り，感謝をささげて

から，弟子たちに配り，弟子たちが座

っている者たちに配った。魚も同じよ

うにして，人々が望むだけ配った。 12

人々が満ち足りると，弟子たちに言っ

た，「何も無駄にならないように，残

された切れ端を拾い集めなさい」。

13そこで彼らは拾い集め，大麦のパン

五つから出た切れ端で十二のかごを一

杯にした。それは，食べた人々が残し

たものであった。 14そのため，イエ

スの行なったしるしを見たとき，人々

は言った，「これこそ本当に，世に来

ることになっている預言者だ」。 15

それでイエスは，人々が来て，自分を

王とするために力ずくで連れて行こう

としているのに気づき，ひとりで再び

山へ退いた。 16夕方になった時，弟

子たちは海に下りて行った。 17そし

て彼らは舟に乗り込み，カペルナウム

に向けて海を渡った。すでに暗くなっ

ていたが，イエスは彼らのもとへ来て

いなかった。 18大風が吹いて，海は

荒れていた。 19それで，二十五ない

し三十スタディアほどこいできたとき

，彼らは海の上を歩いて舟に近づいて

来るイエスを見た。それで彼らは恐れ

た。 20しかし彼は彼らに言った，「

わたしはある。恐れてはいけない」。

21それで彼らは彼を舟の中に迎えよう

とした。すぐに舟は彼らが向かってい

た土地に着いた。 22次の日，湖の向

こう岸に立っていた大群衆は，弟子た

ちが乗り込んだ一そうのほかにはそこ

に舟がなかったこと，またイエスが弟

子たちと共に舟に乗ることなく，弟子

たちだけで出発したことに気が付いた

。 23しかしながら，主が感謝をささ

げてから彼らがパンを食べた場所の近

くの岸に，ティベリアスから数そうの

舟が来た。 24それで群衆は，そこに

イエスも弟子たちもいないことに気が

付くと，舟に乗り込み，イエスを探し

てカペルナウムに来た。 25湖の向こ

う岸で彼を見つけると，彼らは尋ねた

，「ラビ，いつここにおいでになった

のですか」。 26イエスは彼らに答え

た，「本当にはっきりとあなた方に告

げる。あなた方がわたしを探している

のは，しるしを見たからではなく，パ

ンを食べて満ち足りたからだ。 27滅

びる食物のためではなく，永遠の命へ

と残る食物のために働きなさい。それ

は人の子があなた方に与えるものだ。

神なる父が彼に証印を押されたからだ

」。 (aiōnios g166) 28それで彼らは彼に言

った，「神の業を行なうために，わた

したちは何をしなければなりませんか

」。 29イエスは彼らに答えた，「そ

の方が遣わされた者を信じること，こ

れが神の業だ」。 30それで彼らは彼

に言った，「わたしたちがそれを見て

あなたを信じることができるよう，ど

んなしるしを行なわれるのですか。あ
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なたはどんな業を行なってくださいま

すか。 31わたしたちの父祖たちは荒

野でマンナを食べました。『天からパ

ンを与えて彼らに食べさせた』と書い

てあるとおりです」。 32それでイエ

スは彼らに言った，「本当にはっきり

とあなた方に告げる。あなた方に天か

らのパンを与えたのはモーセではない

。だが，わたしの父はあなた方に天か

らの真のパンを与えておられる。 33

神のパンは，天から下って来て世に命

を与えるものだからだ」。 34それで

彼らは彼に言った，「主よ，このパン

をいつもわたしたちにお与えください

」。 35イエスは彼らに言った，「わ

たしがその命のパンだ。わたしのとこ

ろに来る者は決して飢えることがなく

，わたしを信じる者は決して渇くこと

がない。 36だが，わたしはあなた方

に告げた。あなた方はわたしを見たの

に信じないと。 37父がわたしにお与

えになる者はみな，わたしのところに

来る。わたしのところに来た者を，わ

たしは決して追い払わない。 38わた

しが天から下って来たのは，自分の意

志ではなく，わたしを遣わした方のご

意志を行なうためだからだ。 39わた

しを遣わしたわたしの父のご意志とは

，その方がわたしに与えられたすべて

の者をわたしが一人も失わずに，終わ

りの日にその者を生き返らせることだ

。 40わたしを遣わした方のご意志と

は，子を見て信じる者がみな永遠の命

を持ち，わたしが終わりの日に彼らす

べてを生き返らせることだ」。 (aiōnios

g166) 41それでユダヤ人たちは，彼が「

わたしが天から下って来たパンだ」と

言ったことで，彼に関してつぶやいた

。 42彼らは言った，「このイエスは

ヨセフの子であり，我々はその父と母

を知っているではないか。それならど

うして『わたしは天から下って来た』

と言うのだろう」。 43それでイエス

は彼らに答えた，「互いにつぶやくの

はやめなさい。 44わたしを遣わした

父が引き寄せてくださるのでなければ

，だれもわたしのところに来ることは

できない。そして，わたしは終わりの

日にその人を生き返らせる。 45預言

者たちの中に，『彼らはみな神によっ

て教えられるだろう』と書いてある。

それで，父から聞いて学んだ者はみな

わたしのところへ来る。 46神からの

者のほかには，だれも父を見た者はい

ない。その者が父を見たのだ。 47本

当にはっきりとあなた方に告げる。わ

たしを信じる者は永遠の命を持ってい

る。 (aiōnios g166) 48わたしは命のパンだ

。 49あなた方の父祖たちは荒野でマ

ンナを食べたが，死んでしまった。 50

これは，だれでもそれから食べてなお

死なないようにするために，天から下

って来るパンだ。 51わたしは天から

下って来た生きたパンだ。だれでもこ

のパンから食べる者は永遠に生きる。

そう，世の命のためにわたしが与える

パンは，わたしの肉だ」。 (aiōn g165) 52

それでユダヤ人たちは互いに論じ合っ

て言った，「この人はどうやって自分

の肉を与えて我々に食べさせることが

できるのか」。 53それでイエスは彼

らに言った，「本当にはっきりとあな

た方に告げる。人の子の肉を食べ，そ

の血を飲まないなら，あなた方は自分

の内に命を持っていない。 54わたし

の肉を食べ，わたしの血を飲む者は永
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遠の命を持っている。そして，わたし

はその者を終わりの日に生き返らせる

。 (aiōnios g166) 55わたしの肉は本当の食

物であり，わたしの血は本当の飲み物

だからだ。 56わたしの肉を食べ，わ

たしの血を飲む者はわたしの内にとど

まっており，わたしも彼の内にとどま

っている。 57生ける父がわたしを遣

わされ，わたしが父によって生きてい

るのと同じように，わたしを食物とす

る者はわたしによって生きる。 58こ

れは天から下って来たパンだ。これは

，わたしたちの父祖たちが食べても死

んだようなものではない。このパンを

食べる者は永遠に生きる」。 (aiōn g165)

59カペルナウムで教えていた際，彼は

会堂でこれらの事を言った。 60それ

で大勢の弟子たちは，この事を聞いて

，こう言った。「わけが分からない。

だれがこれを聞いていられようか」。

61しかしイエスは，弟子たちがこのこ

とでつぶやいているのを自分の内で知

っていて，彼らに言った，「このこと

があなた方をつまずかせるのか。 62

それなら，自分が以前いた所へ上って

行く人の子を見たならどうだろう。 63

命を与えるものは霊だ。肉は少しも益

にならない。わたしがあなた方に語っ

た言葉は霊であり，命だ。 64だが，

あなた方のうちのある者は信じていな

い」。というのは，イエスは，信じて

いない者，また自分を売り渡す者を，

はじめから知っていたからである。 65

彼は言った，「この理由のために，わ

たしはあなた方に，父が与えてくださ

ったのでなければ，だれもわたしのと

ころに来ることはできないと言ったの

だ」。 66このために，大勢の弟子た

ちが戻って行き，もはや彼と共に歩か

なかった。 67それでイエスは十二人

に言った，「あなた方も去って行こう

と思っているわけではないだろう」。

68シモン・ペトロが彼に答えた，「主

よ，わたしたちはだれのところへ行き

ましょう。あなたは永遠の命の言葉を

持っておられます。 (aiōnios g166) 69わた

したちは，あなたがキリスト，生ける

神の子だということを，信じ，知るよ

うになりました」。 70イエスは彼ら

に答えた，「わたしがあなた方十二人

を選んだのではないか。だが，あなた

方のうちの一人は悪魔だ」。 71とこ

ろで，彼はシモン・イスカリオトの子

ユダに関して話したのであった。十二

人の一人でありながら，彼を売り渡そ

うとしていたからである。

7こうした事ののち，イエスはガリラ
ヤで歩いていた。ユダヤ人たちが彼

を殺そうとしていたので，ユダヤで歩

こうとはしなかったからである。 2さ

て，ユダヤ人の仮小屋の祭りが近づい

ていた。 3それでその兄弟たちは彼に

言った，「ここを去ってユダヤに行き

なさい。あなたの行なう業を弟子たち

も見ることができるようにするためだ

。 4物事をこっそりと行ないながら，

自分が公に知られることを求める者は

いないからだ。こうした事柄を行なっ

ているのなら，自分を世に示しなさい

」。 5というのは，その兄弟たちでさ

え彼を信じていなかったからである。

6それでイエスは彼らに言った，「わ

たしの時はまだ来ていないが，あなた

方の時はいつでも用意ができている。

7世はあなた方を憎むことはできない

が，わたしを憎む。わたしが世につい
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て，その業が悪いことを証言するから

だ。 8あなた方は祭りに上って行くが

よい。わたしはまだこの祭りに上って

行かない。わたしの時はまだ満ちてい

ないからだ」。 9彼らにこうした事柄

を言って，彼はガリラヤにとどまった

。 10しかし，その兄弟たちが祭りに

上って行ってから，彼自身も，おおっ

ぴらにではなくひそかに上って行った

。 11そこでユダヤ人たちは祭りで彼

を探して，「彼はどこだ」と言った。

12群衆の間では彼に関するささやきが

多くあった。ある者は「彼は善い人だ

」と言った。他の者たちは「そうでは

ない。彼は群衆を惑わしているのだ」

と言っていた。 13それでも，ユダヤ

人たちへの恐れのために，彼について

おおっぴらに話す者はいなかった。 14

しかし，すでに祭りの半ばになった時

，イエスは神殿に上って来て教えた。

15それでユダヤ人たちは驚嘆して言っ

た，「この人は教育されたことがない

のに，どうして文字を知っているのか

」。 16それでイエスは彼らに答えた

，「わたしの教えはわたしのものでは

なく，わたしを遣わされた方のものだ

。 17だれでもその方のご意志を行な

いたいと思うなら，わたしの教えにつ

いて，それが神からのものなのか，そ

れともわたしが自分から話しているの

かが分かるはずだ。 18自分から話す

者は自分の栄光を求める。しかし，自

分を遣わした方の栄光を求める者は真

実な者であって，その人の内には不正

がない。 19モーセはあなた方に律法

を与えなかっただろうか。それなのに

，あなた方のうちのだれも律法を守っ

ていない。あなた方はなぜわたしを殺

そうとしているのか」。 20群衆は答

えた，「あなたは悪魔に取りつかれて

いる！だれがあなたを殺そうとしてい

るのか」。 21イエスは彼らに答えた

，「わたしが一つの業を行なうと，あ

なた方はみなそれによって驚嘆する。

22モーセはあなた方に割礼を与えた（

モーセからではなく，父祖たちからな

のだが）。それで，あなた方は安息日

にも男の子に割礼を施している。 23

モーセの律法を破らないようにするた

め，男の子は安息日に割礼を受けると

いうのに，安息日に人の全身をいやし

たからといってわたしに対して腹を立

てるのか。 24うわべによって裁かず

に，公正な裁きで裁きなさい」。 25

それでエルサレムの住民の何人かが言

った，「これは彼らが殺そうとしてい

る人ではないか。 26見よ，彼がおお

っぴらに話しているのに，彼らはこの

人に何も言わない。支配者たちはこの

人が本当にキリストだと確かに分かっ

たのだろうか。 27だが，我々はこの

人がどこから来たかを知っている。キ

リストが来られる時には，彼がどこか

ら来たのかだれも知らないはずだ」。

28それでイエスは，神殿で大声を上げ

，教えて言った，「あなた方はわたし

を知っており，わたしがどこから来た

かを知っている。わたしは自分の考え

で来たのではなく，わたしを遣わされ

た方は真実な方だ。あなた方はその方

を知っていない。 29わたしはその方

を知っている。わたしはその方のもと

から来ており，その方がわたしを遣わ

されたからだ」。 30そのため，彼ら

は彼を捕まえようとした。しかし，だ

れも彼に手をかけるものはいなかった
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。彼の時はまだ来ていなかったからで

ある。 31しかし，群衆の多くが彼を

信じた。彼らは言った，「キリストが

来られる時にも，この人がしたよりも

多くのしるしは行なわないのではない

だろうか」。 32ファリサイ人たちは

，群衆が彼に関してこれらの事をささ

やいているのを聞いた。それで，祭司

長たちとファリサイ人たちは，彼を逮

捕するために役人たちを遣わした。 33

するとイエスは言った，「ほんの少し

の間，わたしはあなた方と共にいる。

それから，わたしを遣わした方のもと

へ行く。 34あなた方はわたしを探す

が，見つけることができない。そして

，わたしのいる所にあなた方は来るこ

とができない」。 35それでユダヤ人

たちは互いに言い合った，「我々の見

つけることができないとは，いったい

どこに行こうとしているのだろう。ギ

リシャ人の間の離散者のところに行っ

て，ギリシャ人に教えようとしている

のだろうか。 36『あなた方はわたし

を探すが，見つけることができない。

そして，わたしのいる所にあなた方は

来ることができない』と彼が言うこの

言葉はどういうことなのだろう」。 37

さて，祭りの大いなる最後の日に，イ

エスは立ち上がり，叫んで言った，「

だれでも渇く者がいれば，わたしのと

ころに来て飲むように。 38わたしを

信じる者は，聖書が述べているとおり

，その人の内から生きた水の流れが流

れ出るだろう」。 39しかし，彼は，

自分を信じる者たちが受けようとして

いた霊について言ったのである。とい

うのは，聖霊がまだ与えられていなか

ったからであり，それはイエスがまだ

栄光を受けていなかったからであった

。 40それで，群衆の多くはこれらの

言葉を聞いた時，「この人は本当にあ

の預言者だ」と言った。 41ほかの者

たちは「この人はキリストだ」と言っ

た。しかし，ある者たちは言った，「

まさかキリストがガリラヤから出るだ

ろうか。 42聖書は，キリストがダビ

デの子孫から，またダビデのいた村ベ

ツレヘムから出ると述べていないだろ

うか」。 43そこで，彼のために群衆

の中で分裂が生じた。 44彼らのうち

何人かは彼を逮捕したいと思ったが，

彼に手をかける者はいなかった。 45

それで役人たちは，祭司長たちとファ

リサイ人たちのところへ戻ってきた。

すると彼らは役人たちに言った，「な

ぜ彼を連れて来なかったのか」。 46

役人たちは答えた，「あの人のように

話した人はいまだかつてありません」

。 47それでファリサイ人たちは彼ら

に答えた，「あなた方も惑わされてし

まったわけではあるまい。 48支配者

たちやファリサイ人たちの中に，彼を

信じた者がいるだろうか。 49だが，

律法を知らないこの群衆はのろわれて

いるのだ」。 50ニコデモ（彼らの一

員で，夜に彼のもとに来た者）が彼ら

に言った， 51「我々の律法は，まず

その人から聞いて，その人が何をして

いるかを知っていなければ，人を裁く

だろうか」。 52彼らは彼に答えた，

「あなたもガリラヤの出身なのか。調

べてみよ。預言者がガリラヤからは生

じないことが分かるだろう」。 53み

んなは自分の家に帰った。

8しかしイエスはオリーブ山に行った
。 2さて，朝早く，彼は再び神殿の
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中に来た。そして人々はみな彼のもと

に来た。彼は座って彼らを教えた。 3

律法学者たちとファリサイ人たちが，

姦淫の最中に捕まった女を連れて来た

。彼女を中央に立たせて， 4彼に告げ

た，「先生，わたしたちはこの女を姦

淫の真っ最中に見つけました。 5さて

，わたしたちの律法の中で，このよう

な者は石打ちにするよう，モーセはわ

たしたちに命令しました。あなたは彼

女について何と言いますか」。 6彼ら

は彼を試して，訴える口実を得るため

に，このことを言ったのである。しか

しイエスは身をかがめ，指で地面に何

か書いていた。 7それでも彼らがしつ

こく尋ねると，目を上げて彼らに言っ

た，「あなた方の間で罪のない者が，

この女に向かって最初に石を投げなさ

い」。 8再び身をかがめ，指で地面に

何か書いていた。 9これを聞くと彼ら

は良心に責められ，年長者から始めて

最後の者まで，一人また一人と出て行

った。イエスがひとり，真ん中にいる

女と共に残された。 10イエスは立ち

上がり，彼女を見て言った，「女よ，

あなたの告訴人はどこにいるのか。だ

れもあなたを罪に定めなかったのか」

。 11彼女は言った，「だれも，主よ

」。イエスは言った，「わたしもあな

たを罪に定めない。帰りなさい。今か

らは，もう罪を犯してはならない」。

12それでイエスは再び彼らに話して言

った，「わたしは世の光だ。わたしに

従う者は闇の中を歩くことがなく，命

の光を持つことになる」。 13それで

ファリサイ人たちは彼に言った，「あ

なたは自分について証言している。あ

なたの証言は正当ではない」。 14イ

エスは彼らに答えた，「たとえわたし

が自分について証言するとしても，わ

たしの証言は真実だ。自分がどこから

来たか，そしてどこへ行こうとしてい

るかを知っているからだ。しかしあな

た方はわたしがどこから来たか，また

どこへ行こうとしているかを知らない

。 15あなた方はうわべで裁く。わた

しはだれをも裁かない。 16しかし，

わたしが裁くとしても，わたしの裁き

は正しい。わたしはひとりではなく，

わたしを遣わされた父と共にいるから

だ。 17あなた方の律法に，二人の人

の証言は正当だと書いてあるとおりだ

。 18わたしは自分について証言し，

わたしを遣わされた父もわたしについ

て証言してくださる」。 19それで彼

らは彼に言った，「あなたの父はどこ

にいるのか」。イエスは答えた，「あ

なた方はわたしもわたしの父も知って

いない。もしあなた方がわたしを知っ

ていたなら，わたしの父をも知ってい

ただろう」。 20神殿の中で教えてい

た際，宝物殿の中で，イエスはこれら

の言葉を語った。それでも，彼を逮捕

する者はいなかった。彼の時がまだ来

ていなかったからである。 21それで

イエスは再び彼らに言った，「わたし

は去って行こうとしている。そしてあ

なた方はわたしを探すが，自分の罪の

うちに死ぬだろう。わたしが行く所に

，あなた方は来ることができない」。

22それでユダヤ人たちは言った，「彼

は自殺するつもりなのだろうか。『わ

たしが行く所に，あなた方は来ること

ができない』と言うのだから」。 23

彼は彼らに答えた，「あなた方は下か

らの者だが，わたしは上からの者だ。
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あなた方はこの世からの者だが，わた

しはこの世からの者ではない。 24そ

のためわたしは，あなた方は自分の罪

のうちに死ぬだろうと言った。わたし

がその者だと信じない限り，あなた方

は自分の罪のうちに死ぬからだ」。

25それで彼らは彼に言った，「あなた

はだれなのか」。イエスは彼らに答え

た，「まさしくわたしがはじめからあ

なた方に言っているものだ。 26わた

しには，あなた方に関して言うべき，

また裁くべき事柄がたくさんある。だ

が，わたしを遣わされた父は真実な方

であり，わたしはその方から聞いた事

柄を世に対して話すのだ」。 27彼ら

は，彼が父について話していることを

理解しなかった。 28それでイエスは

彼らに言った，「あなた方は，人の子

を挙げると，その時，わたしがその者

であること，また，わたしが自分から

は何も行なうことができず，父が教え

てくださったとおりにそれらの事柄を

話すことを知るだろう。 29わたしを

遣わされた方はわたしと共におられる

。父はわたしをひとりで残してはおか

れない。わたしはいつでもその方の喜

ばれる事を行なうからだ」。 30彼が

これらの事柄を話していた際，多くの

人が彼を信じた。 31それでイエスは

，自分を信じたそれらのユダヤ人たち

に言った，「あなた方がわたしの言葉

にとどまるなら，あなた方は本当にわ

たしの弟子だ。 32あなた方は真理を

知り，真理はあなた方を自由にするだ

ろう」。 33彼らは彼に答えた，「わ

たしたちはアブラハムの子孫であり，

だれかの奴隷になったことなど決して

ない。『あなた方は自由にされる』と

言うのはどうしてか」。 34イエスは

彼らに答えた，「本当にはっきりとあ

なた方に告げる。罪を犯す者はみな罪

の奴隷だ。 35奴隷はいつまでも家に

住みはしない。しかし子はいつまでも

とどまる。 (aiōn g165) 36もし子があなた

方を自由にするなら，あなた方は本当

に自由になるのだ。 37わたしはあな

た方がアブラハムの子孫であることを

知っている。だが，あなた方はわたし

を殺そうとしている。わたしの言葉が

あなた方の内に場所を見いだせないか

らだ。 38わたしは自分の父のもとで

見てきた事柄を話している。あなた方

も自分たちの父のところで見てきた事

柄を行なっている」。 39彼らは彼に

答えた，「我々の父はアブラハムだ」

。イエスは彼らに言った，「もしあな

た方がアブラハムの子供であったなら

，あなた方はアブラハムの業を行なう

だろう。 40ところが今，あなた方は

わたしを，自分が神から聞いた真理を

告げる者を殺そうとしている。アブラ

ハムはこのようなことをしなかった。

41あなた方は自分たちの父の業を行な

っているのだ」。彼らは彼に言った，

「我々は淫行によって生まれたのでは

ない。我々にはただ一人の父，神がお

られる」。 42それでイエスは彼らに

言った，「もし神があなた方の父であ

ったなら，あなた方はわたしを愛する

だろう。わたしは神のもとから出て来

て，ここにいるからだ。わたしは自分

の考えで来たのではなく，その方がわ

たしを遣わされたのだ。 43あなた方

がわたしの話すことを理解しないのは

なぜなのか。それはあなた方がわたし

の言葉を聞くことができないからだ。
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44あなた方は自分たちの父，悪魔から

の者であり，自分たちの父の欲望を行

ないたいと思っている。彼ははじめか

らの人殺しであって，真理の内に立た

ない。彼の内には真理がないからだ。

彼が偽りを語るときには，彼自身のも

のに従って語る。彼は偽り者であり，

偽りの父だからだ。 45しかし，わた

しはあなた方に真理を告げるので，あ

なた方はわたしを信じない。 46あな

た方のうちのだれが，わたしに罪があ

ると責めることができるのか。わたし

があなた方に真理を告げているのなら

，なぜわたしを信じないのか。 47神

に属している者は，神の言葉を聞く。

この理由であなた方は聞かない。あな

た方が神に属していないからだ」。

48するとユダヤ人たちは彼に答えた，

「我々が，あなたはサマリア人で，悪

魔に取りつかれていると言うのはもっ

ともではないか」。 49イエスは答え

た，「わたしは悪魔に取りつかれては

いない。わたしは自分の父を敬うのに

，あなた方はわたしを辱める。 50し

かし，わたしは自分の栄光を求めない

。それを求め，裁く方がおられる。 51

本当にはっきりとあなた方に告げる。

わたしの言葉を守るなら，その者は決

して死を見ることがない」。 (aiōn g165)

52するとユダヤ人たちは彼に言った，

「あなたが悪霊に取りつかれているこ

とが今こそ分かった。アブラハムは死

に，預言者たちも死んだ。それなのに

あなたは，『わたしの言葉を守るなら

，その者は決して死を味わうことがな

い』と言う。 (aiōn g165) 53あなたは，

我々の父アブラハムより偉大なのか。

彼は死んだし，預言者たちも死んだ。

あなたは自分を何者とするのか」。 54

イエスは答えた，「もしわたしが自分

に栄光を与えるなら，わたしの栄光は

無意味だ。あなた方が自分たちの神だ

と言っているのは，わたしに栄光を与

えてくださるわたしの父についてなの

だ。 55あなた方はその方を知ってい

ないが，わたしはその方を知っている

。もし『わたしはその方を知らない』

と言うなら，わたしはあなた方と同じ

ように偽り者になるだろう。しかしわ

たしはその方を知っており，その方の

言葉を守っている。 56あなた方の父

アブラハムはわたしの日を見ることを

喜んだ。彼はそれを見て喜んだ」。

57それでユダヤ人たちは彼に言った，

「あなたはまだ五十歳にもなっていな

いのに，アブラハムを見たことがある

のか」。 58イエスは彼らに言った，

「本当にはっきりとあなた方に告げる

。アブラハムが生まれる前から，わた

しはある」。 59そのため彼らは彼に

投げつけるために石を拾い上げた。し

かしイエスは隠され，神殿から出て行

った。彼らの真ん中を通り抜けて行き

，そのようにして通り過ぎて行った。

9通り過ぎる際，彼は生まれつき目の
見えない人を目にした。 2弟子たち

は彼に尋ねた，「ラビ，この人が生ま

れつき目が見えないのはだれが罪を犯

したからですか。この人ですか。それ

ともその両親ですか」。 3イエスは答

えた，「この人が罪を犯したのでもな

ければ，その両親でもない。神の業が

この人において示されるためなのだ。

4わたしは昼の間に自分を遣わされた

方の業を行なわなければならない。だ

れも働くことができない夜が来ようと
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している。 5世にいる限り，わたしは

世の光だ」。 6こう言ってから，地面

につばをはき，つばで泥を作り，盲人

の両目に泥を塗り， 7彼に言った，「

行って，シロアムの池で洗いなさい」

（シロアムとは「遣わされた」という

意味）。そこで彼は行って洗い，見え

るようになって戻って来た。 8それで

隣人たちや，以前に彼が目の見えなか

ったことを見ていた者たちは言った，

「この人は座って物ごいをしていた者

ではないか」。 9ある者たちは，「こ

れはその人だ」と言っていた。それで

も他の者たちは，「その人に似ている

だけだ」と言っていた。彼は言った，

「わたしがその者です」。 10それで

彼らは彼に尋ねた，「あなたの目はど

うして開いたのか」。 11彼は答えた

，「イエスと呼ばれる人が泥を作り，

わたしの両目に塗って，わたしに『シ

ロアムの池に行って洗いなさい』と言

われました。それでわたしが行って洗

うと，見えるようになったのです」。

12すると彼らは彼に尋ねた，「彼はど

こにいるのか」。彼は言った，「知り

ません」。 13彼らは目の見えなかっ

た人をファリサイ人たちのところへ連

れて行った。 14イエスが泥を作って

彼の目を開いたのは安息日のことであ

った。 15そのためファリサイ人たち

も再び，どのようにして見えるように

なったのかを彼に尋ねた。彼は彼らに

言った，「彼はわたしの両目の上に泥

を付け，わたしは洗いました。そして

見えるのです」。 16それでファリサ

イ人のある者たちは言った，「この人

は神からの者ではない。彼は安息日を

守らないからだ」。他の者たちは言っ

た，「罪人がこのようなしるしを行な

えるだろうか」。彼らの間には分裂が

あった。 17それで彼らは再び目の見

えない人に尋ねた，「彼がお前の目を

開けたことで，お前は彼について何と

言うのか」。彼は言った，「彼は預言

者です」。 18そのためユダヤ人たち

は彼に関して，彼が目が見えなかった

のに見えるようになったことを信じな

かった。ついに彼らは見えるようにな

った人の両親を呼んで， 19彼らに尋

ねた，「これはお前たちが生まれつき

目が見えなかったと言うお前たちの息

子か。それなら，どうして今は見える

のか」。 20彼の両親は彼らに答えた

，「わたしたちはこの者がわたしたち

の息子で，生まれつき目が見えなかっ

たことは知っています。 21しかし，

どうして今は見えるのかは知りません

し，だれが彼の目を開けたのかも知り

ません。彼は大人です。彼に尋ねてく

ださい。自分のことは自分で話すでし

ょう」。 22彼の両親は，ユダヤ人た

ちを恐れていたので，こうした事を言

った。ユダヤ人たちはすでに，だれか

がイエスをキリストだと告白するなら

，その者を会堂から追放されることに

決めていたからである。 23そのため

に彼の両親は，「彼は大人です。彼に

尋ねてください」と言った。 24そこ

で彼らは，目の見えなかった人を二度

目に呼んで，彼に言った，「神に栄光

をささげなさい。我々はこの人が罪人

だということを知っているのだ」。 25

それで彼は答えた，「わたしはあの方

が罪人かどうかは知りません。一つの

ことは知っています。わたしは目が見

えなかったのに，今は見えるというこ
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とです」。 26彼らは再び彼に言った

，「彼はお前に何をしたのか。どうや

ってお前の目を開けたのか」。 27彼

は彼らに答えた，「もう告げたのに，

あなた方は聞いてくださいませんでし

た。それを再び聞こうとされるのはな

ぜですか。あなた方もあの方の弟子に

なりたいわけではないでしょうに」。

28彼らは彼を侮辱して言った，「お前

は彼の弟子だが，我々はモーセの弟子

だ。 29我々は，神がモーセに話され

たことを知っている。しかしこの人に

ついて言えば，彼がどこから来たのか

知らない」。 30その人は彼らに答え

た，「何とも驚いたことです。彼がわ

たしの目を開けたのに，彼がどこから

来たのかご存じないとは。 31わたし

たちは，神が罪人に対して耳を傾けて

くださらないことを知っています。し

かし，その方のご意志を行なう者には

耳を傾けてくださいます。 32生まれ

つき目の見えない者の目を開けたなど

ということは，世界が始まって以来，

一度も聞かれたことがありません。

(aiōn g165) 33もしこの方が神からの者で

なかったなら，何もできなかったはず

です」。 34彼らは彼に答えた，「お

前は全く罪のうちに生まれながら，我

々を教えるのか」。彼らはその人を追

い出した。 35イエスは彼らが彼を追

い出したことを聞くと，彼を見つけて

言った，「あなたは神の子を信じるか

」。 36彼は答えた，「その方はどな

たでしょうか，主よ，わたしがその方

を信じることができますように」。 37

イエスは彼に言った，「あなたはすで

に彼を見た。しかも，あなたと話して

いるのがその者だ」。 38彼は，「主

よ，信じます！」と言って，イエスを

拝んだ。 39イエスは言った，「わた

しは裁きのためにこの世に来た。見え

ない者が見えるようになるため，また

，見える者が目の見えない者となるた

めだ」。 40彼と共にいたファリサイ

人たちはこれらの事を聞いて，彼に言

った，「我々も目が見えないのか」。

41イエスは彼らに言った，「目が見え

なかったなら，あなた方には罪がなか

っただろう。しかし今，あなた方は『

見える』という。だから，あなた方の

罪は残るのだ。

10「本当にはっきりとあなた方に言
う。羊の囲いに戸口から入らず，

どこかほかの所を乗り越える者，その

者は盗人であり，強盗だ。 2しかし，

戸口から入る者はその羊の羊飼いだ。

3門番は彼のために門を開き，羊は彼

の声に耳を傾ける。彼は自分の羊を名

前で呼ぶ。 4自分の羊を連れ出すとき

はいつでも，彼はその前を行き，羊は

彼に従う。彼の声を知っているからだ

。 5彼らはよその人には決して従わず

，その者から逃げ出す。彼らはよその

人の声を知らないからだ」。 6イエス

はこのたとえを彼らに話したが，彼ら

は自分たちに告げられたことを理解し

なかった。 7それでイエスは再び彼ら

に言った，「本当にはっきりとあなた

方に告げる。わたしが羊の戸口だ。 8

わたしより先に来た者はみな盗人であ

り，強盗だ。だが，羊は彼らの言うこ

とに耳を傾けなかった。 9わたしが戸

口だ。だれでもわたしを通って入るな

ら，その者は救われ，出入りし，牧草

を見つけるだろう。 10盗人は，盗み

，殺し，滅ぼすためだけにやって来る
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。わたしが来たのは，彼らが命を得，

それを豊かに得るためだ。 11わたし

が良い羊飼いだ。良い羊飼いは羊のた

めに自分の命を捨てる。 12雇い人で

あって，羊飼いでなく，羊を所有して

いない者は，やって来るオオカミを見

ると，羊を残して逃げる。オオカミは

羊を奪い，彼らを追い散らす。 13雇

い人が逃げるのは，彼が雇い人であっ

て，羊のことを心にかけていないから

だ。 14わたしが良い羊飼いだ。わた

しは自分の羊を知っており，自分の羊

に知られている。 15ちょうど父がわ

たしを知っておられ，わたしが父を知

っているのと同じだ。わたしは羊のた

めに自分の命を捨てる。 16わたしに

はこの囲いのものではないほかの羊が

いる。それらもわたしは連れて来なけ

ればならず，彼らはわたしの声を聞く

。彼らはひとりの羊飼いを持つひとつ

の群れとなる。 17それゆえに父はわ

たしを愛しておられる。わたしが，再

びそれを得るために，自分の命を捨て

るからだ。 18だれかがわたしからそ

れを取り去るのではなく，わたしは自

分でそれを捨てるのだ。わたしにはそ

れを捨てる力があり，それを再び得る

力もある。わたしはこのおきてを父か

ら受けた」。 19そのため，これらの

言葉を聞いたユダヤ人たちの間に再び

分裂が生じた。 20彼らのうち多くの

者は言った，「彼は悪魔に取りつかれ

て，気が狂っている！なぜあなた方は

彼の言うことに耳を傾けるのか」。 21

他の者たちは言った，「これは悪魔に

取りつかれた者の言うことではない。

悪魔には盲人の目を開けることなどで

きないではないか」。 22エルサレム

で奉献の祭りがあった。 23冬のこと

であった。イエスは神殿の中で回廊を

歩いていた。 24それでユダヤ人たち

は彼を取り囲んで言った，「いつまで

あなたは我々をどっちつかずにしてお

くのか。あなたがキリストなら，我々

にはっきりと告げてくれ」。 25イエ

スは彼らに答えた，「わたしはあなた

方に告げたが，あなた方は信じない。

わたしが自分の父の名において行なう

業，それがわたしについて証言する。

26だが，あなた方は信じない。わたし

が告げたように，あなた方はわたしの

羊に属していないからだ。 27わたし

の羊はわたしの声を聞き，わたしは彼

らを知っており，彼らはわたしに従う

。 28わたしは彼らに永遠の命を与え

る。彼らは滅びることなく，彼らをわ

たしの手から奪い取る者はいない。

(aiōn g165, aiōnios g166) 29わたしに彼らを与

えられたわたしの父は，すべてのもの

よりも偉大だ。わたしの父の手から奪

い取ることができる者はいない。 30

わたしと父とは一つだ」。 31それで

ユダヤ人たちは，彼を再び石打ちしよ

うとして石を拾い上げた。 32イエス

は彼らに答えた，「わたしは自分の父

から出た多くの良い業をあなた方に見

せてきた。その中のどの業のためにあ

なた方はわたしを石打ちにするのか」

。 33ユダヤ人たちは彼に答えた，「

我々があなたを石打ちにするのは，良

い業のためではなく，冒とくのためだ

。あなたは人間でありながら，自分を

神としたからだ」。 34イエスは彼ら

に答えた，「あなた方の律法の中に，

『わたしは言った，あなた方は神々で

ある』と書いていないだろうか。 35
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神の言葉の臨んだ人々を神々と呼んだ

のに（そして聖書は廃れることがあり

得ない）， 36『わたしは神の子だ』

とわたしが言ったことのために，父が

聖別して世に遣わされた者に関して，

『あなたは冒とくしている』と言うの

か。 37わたしが自分の父の業を行な

っていないのなら，わたしを信じるの

をやめなさい。 38だが，わたしがそ

れらのことを行なっているのなら，た

とえわたしを信じないとしても，その

業を信じなさい。父がわたしの内にお

られ，わたしが父の内にいることを知

り，また信じるためだ」。 39彼らは

再び彼を捕まえようとした。しかし，

彼は彼らの手から出て行った。 40彼

は再びヨルダンの向こう，ヨハネが最

初にバプテスマを施していた場所へ去

って行き，そこに滞在した。 41大勢

の人が彼のところにやって来た。彼ら

は言った，「ヨハネは確かに何のしる

しも行なわなかったが，ヨハネがこの

人について言ったことはすべて真実だ

った」。 42そこでは大勢の人が彼を

信じた。

11さて，ある人が病気であった。マ
リアとその姉妹マルタの村，ベタ

ニア出身のラザロである。 2主に香油

を塗り，その両足を自分の髪でぬぐっ

たのはこのマリアであり，その兄弟ラ

ザロが病気であった。 3それで姉妹た

ちは彼のもとに人を遣わして言った，

「主よ，ご覧ください，あなたが大い

に愛情を抱いてくださっている者が病

気です」。 4しかしイエスはそれを聞

いて言った，「この病気は死に至るも

のではなく，神の栄光のため，神の子

がそれによって栄光を受けるためのも

のだ」。 5さて，イエスはマルタとそ

の姉妹，そしてラザロを愛していた。

6それで，ラザロが病気だと聞いたと

き，自分のいた所に二日間とどまって

いた。 7それから，そののち，弟子た

ちに言った，「もう一度ユダヤに行こ

う」。 8弟子たちは彼に言った，「ラ

ビ，たった今ユダヤ人たちはあなたを

石打ちにしようとしたのに，またあそ

こに行こうとされるのですか」。 9イ

エスは答えた，「昼間の十二時間があ

るではないか。人は昼の間に歩けば，

つまずくことはない。この世の光を見

ているからだ。 10しかし，夜の間に

歩けばつまずく。光が彼の内にないか

らだ」。 11こうした事を言って，そ

ののち，彼らに言った，「わたしたち

の友ラザロは眠りに入った。しかしわ

たしは彼を眠りから覚ましに行く」。

12それで弟子たちは言った，「主よ，

眠りに入ったのなら，回復するでしょ

う」。 13ところで，イエスは彼の死

について話していたが，彼らは眠って

休息をとることについて話しているも

のだと思っていた。 14そこでイエス

はその時，彼らにはっきりと言った，

「ラザロは死んだのだ。 15わたしは

，自分がそこにいなかったことを，あ

なた方のために喜ぶ。それはあなた方

が信じるようになるためだ。それでも

，彼のところに行こう」。 16それで

，ディディモスと呼ばれるトマスが仲

間の弟子たちに言った，「我々も行っ

て，彼と共に死のうではないか」。 17

そこでイエスが行くと，ラザロがすで

に四日間墓の中にいるのを目にした。

18ところで，ベタニアはエルサレムに

近く，およそ十五スタディア離れてい



ヨハネの福音書 148

る。 19大勢のユダヤ人たちが，マル

タとマリアの周りで，その女たちと一

緒にいた。その兄弟に関して彼女たち

を慰めようとしてであった。 20それ

で，マルタはイエスが来ていると聞く

と，出て行って彼に会った。しかしマ

リアは家の中にとどまっていた。 21

それでマルタはイエスに言った，「主

よ，あなたがここにいてくださったな

ら，わたしの兄弟は死ななかったこと

でしょう。 22今でもわたしは，あな

たが神にお求めになることは何でも，

神はあなたにお与えになることを知っ

ています」。 23イエスは彼女に言っ

た，「あなたの兄弟は生き返る」。

24マルタは彼に言った，「わたしは，

彼が終わりの日の復活の時に生き返る

ことを知っています」。 25イエスは

彼女に言った，「わたしは復活であり

，命だ。わたしを信じる者は，たとえ

死んでも生きる。 26だれでも生きて

いてわたしを信じる者は決して死なな

い。あなたはこのことを信じるか」。

(aiōn g165) 27彼女は彼に言った，「はい

，主よ。わたしはあなたがキリスト，

神の子，世に入られる方だということ

を信じて来ました」。 28このことを

言うと，彼女は去って行き，そっと自

分の姉妹マリアを呼んで，こう言った

。「先生がここにおられ，あなたをお

呼びです」。 29彼女はこれを聞くと

，急いで立ち上がり，彼のもとに行っ

た。 30ところで，イエスはまだ村に

入っておらず，マルタが彼と会った場

所にいた。 31それで，その家の中で

彼女と共にいて，彼女を慰めていたユ

ダヤ人たちは，急いで立ち上がって出

て行くマリアを見たとき，「泣くため

に墓に行こうとしているのだ」と言っ

て，彼女に付いて行った。 32それで

マリアはイエスがいる所に来て，彼を

見ると，その足もとにひれ伏して，彼

に言った，「主よ，あなたがここにい

てくださったなら，わたしの兄弟は死

ななかったことでしょう」。 33それ

でイエスは，彼女が泣き，彼女と共に

来たユダヤ人たちも泣いているのを目

にすると，霊においてうめき，また苦

悩し， 34そして言った，「あなた方

は彼をどこに横たえたのか」。彼ら

は言った，「主よ，来て，ご覧くださ

い」。 35イエスは涙を流した。 36そ

れでユダヤ人たちは言った，「見なさ

い，彼にどれほど愛情を抱いていたか

を」。 37彼らのうちのある者たちは

言った，「盲人の目を開けたこの人が

，ラザロを死から守れなかったのだろ

うか」。 38それでイエスは，再び自

分の内でうめき，墓に来た。ところで

それはほら穴であって，それに向かっ

て石が置かれていた。 39イエスは言

った，「石を取りのけなさい」。死

んでいた者の姉妹マルタが彼に言った

，「主よ，もう臭くなっています。死

んで四日たちますから」。 40イエス

は彼女に言った，「信じれば神の栄光

を見ると告げなかったか」。 41そこ

で彼らは死んだ人が横たえられている

場所から石を取りのけた。イエスは目

を上げて言った，「父よ，わたしに耳

を傾けてくださったことに感謝します

。 42わたしは，あなたがいつもわた

しに耳を傾けてくださっていることを

知っていました。しかし，周りに立っ

ているこの群衆のために，わたしはこ

のことを言いました。あなたがわたし
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を遣わされたことを彼らが信じるため

です」。 43こう言ってから，大声で

叫んだ，「ラザロよ，出て来なさい！

」 44死んでいた人が，手と足を覆い

布で巻かれたまま出て来たのである。

その顔も布で包まれていた。イエスは

彼らに言った，「彼を解いて行かせな

さい」。 45それで，マリアのところ

に来てイエスの行なったことを見た大

勢のユダヤ人が，彼を信じた。 46し

かし，彼らのうちの何人かはファリサ

イ人たちのところに去って行き，イエ

スが行なった事柄を彼らに告げた。 47

それで，祭司長たちとファリサイ人た

ちは最高法院を招集して，こう言った

。「我々は何をしているのだ。この人

が多くのしるしを行なっているという

のに。 48我々が彼をこのままほうっ

ておくなら，みんなが彼を信じるだろ

う。そして，ローマ人たちがやって来

て，我々の場所も国民も奪い去ってし

まうだろう」。 49しかし彼らのうち

のある者，その年に大祭司であったカ

イアファスが彼らに言った，「あなた

方は少しも分かっていない。 50そし

て，一人の人が民のために死んで，国

民全体が滅びないことが，我々にとっ

て益になることを考えていない」。 51

ところで，彼はこれを自分から言った

のではなく，その年に大祭司であった

ので，このことを預言したのである。

すなわち，イエスが国民のために死ぬ

ことになること， 52また，それが国

民のためだけではなく，各地に散らさ

れている神の子らを一つに集めるため

でもあるということである。 53そこ

で彼らはその日以来，彼を殺そうと相

談した。 54そのためイエスは，ユダ

ヤ人の間をおおっぴらに歩くことはせ

ず，そこから，荒野に近い地方，エフ

ライムと呼ばれる町に出発した。彼は

弟子たちと共にそこに滞在した。 55

さて，ユダヤ人の過ぎ越しが近づいて

いた。大勢の人が身を清めるために，

過ぎ越しの前にその地方からエルサレ

ムに上って行った。 56それで彼らは

イエスを探し，神殿の中に立ちながら

互いに言い合った，「あなた方はどう

思うか。彼は祭りに全然来ないのだろ

うか」。 57ところで，祭司長たちと

ファリサイ人たちは，だれでも彼がい

るところを知ったなら報告するように

命じていた。彼を捕まえるためであっ

た。

12それから，過ぎ越しの六日前，イ
エスはベタニアに来た。死んでい

た者で，彼が死んだ者たちの中から生

き返らせたラザロがいた所である。 2

そこで彼らは彼に夕食を用意した。マ

ルタが給仕していたが，ラザロは彼と

共に食卓に着いていた者たちの一人で

あった。 3そこでマリアは，非常に高

価な純正のナルド香油一ポンドを取り

，イエスの両足に塗り，自分の髪で彼

の両足をぬぐった。家は香油の香りで

いっぱいになった。 4そこで，弟子の

一人で，彼を売り渡そうとしていたシ

モンの子ユダ・イスカリオトが言った

， 5「なぜこの香油を三百デナリで売

って，貧しい人々に施さなかったのか

」。 6ところで，彼がこのことを言っ

たのは，貧しい人々のことを気にかけ

ていたからではなく，彼が盗人であり

，金箱を持っていたが，そこに入れら

れるものを盗んでいたからであった。

7しかしイエスは言った，「彼女をそ
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のままにしておきなさい。彼女はわた

しの埋葬の日のためにこのことを守っ

たのだ。 8あなた方には，貧しい人々

はいつでも一緒にいるが，わたしはい

つでもいるわけではないからだ」。 9

それで，ユダヤ人たちからなる大群衆

は，彼がそこにいるのを知って，やっ

て来た。それはイエスのためだけでな

く，死んだ者たちの中から生き返らさ

れたラザロを見るためでもあった。 10

しかし祭司長たちたちはラザロをも殺

そうと陰謀を企てた。 11彼のために

大勢のユダヤ人たちが去って行き，イ

エスを信じたからであった。 12次の

日，大群衆が祭りに来ていた。彼らは

イエスがエルサレムに来ようとしてい

ることを聞くと， 13ヤシの木の枝を

取り，彼を出迎えるために出て行き，

叫んで言った，「ホサンナ！主の名に

おいて来る者，イスラエルの王は幸い

だ！」 14イエスは，子ロバを見つけ

て，それに座った。こう書いてあると

おりである， 15「シオンの娘よ，恐

れてはならない。見よ，あなたの王が

来る。ロバの子に乗って」。 16弟子

たちはこれらの事を初めは理解しなか

ったが，イエスが栄光を受けた時，そ

の時にこれらの事が彼について書かれ

ていたこと，そして人々が彼にこれら

の事を行なったということを思い出し

た。 17それで，彼がラザロを墓から

呼び出して死んだ者たちの中から生き

返らせた時に，彼と共にいた群衆は，

そのことについて証言した。 18この

理由のためにも，群衆は来て彼を出迎

えた。彼がこのしるしを行なったこと

を聞いたからである。 19それでファ

リサイ人たちは互いに言い合った，「

あなた方が何も成し遂げていないのを

見なさい。見よ，世は彼を追って行っ

てしまった」。 20ところで，祭りの

際に崇拝のために上ってきた者たちの

中に，あるギリシャ人たちがいた。 21

それでこれらの人たちは，ガリラヤの

ベツサイダ出身のフィリポのところに

来て，「イエスにお目にかかりたいの

ですが」と言って彼に頼んだ。 22フ

ィリポはやって来てアンデレに告げ，

アンデレはフィリポと共に来て，彼ら

はイエスに告げた。 23イエスは彼ら

に答えた，「人の子が栄光を受ける時

が来た。 24本当にはっきりとあなた

方に告げる。一粒の小麦は地に落ちて

死ななければ，それはそのままで残る

。しかしそれが死ぬなら，たくさんの

実を生み出す。 25自分の命を愛して

いる者はそれを失う。世において自分

の命を憎む者は，それを永遠の命へと

保つ。 (aiōnios g166) 26だれでもわたしに

仕えるなら，その者はわたしに従いな

さい。わたしがいる所，そこにわたし

に仕える者もいることになる。だれで

もわたしに仕えるなら，父はその者を

尊んでくださる。 27「今，わたしの

魂は騒ぐ。わたしは何と言おうか。『

父よ，わたしをこの時から救ってくだ

さい』と言おうか。だが，この理由の

ためにわたしはこの時に至ったのだ。

28父よ，あなたのみ名の栄光をお示し

ください！」すると天から声が出て，

こう言った。「わたしはその栄光を現

わした。そして再び栄光を現わそう」

。 29そのため，そばに立っていてそ

れを聞いた群衆は，雷が鳴ったのだと

言った。他の者たちは，「み使いが彼

に話したのだ」と言った。 30イエス
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は答えた，「この声は，わたしのため

ではなく，あなた方のために来た。 31

今こそ，この世の裁きの時だ。今，こ

の世の支配者は投げ出されることにな

る。 32そしてわたしは，自分が世か

ら挙げられるなら，すべての人をわた

しへ引き寄せるだろう」。 33しかし

，自分がどんな形で死ぬことになって

いるかを示そうとして，彼はこのこと

を言ったのである。 34群衆は彼に答

えた，「わたしたちは律法から，キリ

ストが永遠にとどまることを聞いてい

ます。あなたが，『人の子は挙げられ

なければならない』と言われるのはど

うしてですか。この人の子とはだれな

のですか」。 (aiōn g165) 35それでイエス

は彼らに言った，「もう少しの間，光

はあなた方と共にある。闇があなた方

に追いつかないために，自分たちに光

があるうちに歩きなさい。闇の中を歩

く者は，自分がどこに行こうとしてい

るのかを知らない。 36あなた方が光

の子らとなるために，自分たちに光が

あるうちに光を信じなさい」。イエス

はこれらの事を言ってから立ち去り，

彼らから身を隠した。 37しかし，彼

は人々の前で多くのしるしを行なった

のに，人々は彼らを信じなかった。 38

それは，預言者イザヤの言葉が実現す

るためであった。彼はこう言った。「

主よ，だれがわたしたちの知らせを信

じたでしょうか。だれに主のみ腕が示

されたでしょうか」。 39この理由で

彼らは信じなかった。イザヤはまたこ

う言ったからである。 40「彼は彼ら

の目を見えなくし，彼らの心を堅くし

た。彼らが目で見ず，心で理解せず，

立ち返らず，わたしが彼らをいやすこ

とがないためである」。 41イザヤは

彼の栄光を見たのでこうした事を言っ

たのであり，彼について語ったのであ

る。 42それでも，支配者たちでさえ

多くの者が彼を信じた。しかし，ファ

リサイ人たちのために，彼らはそれを

告白しなかった。会堂から追放されな

いようにするためであった。 43彼ら

は神の賞賛よりも人の賞賛を愛したか

らである。 44イエスは叫んで言った

，「わたしを信じる者は，わたしでは

なく，わたしを遣わした方を信じてい

る。 45わたしを見る者はわたしを遣

わした方を見ている。 46わたしは光

として世に来ている。わたしを信じる

者が闇の中にとどまらないようにする

ためだ。 47だれかがわたしの言うこ

とに耳を傾けたのに信じなくても，わ

たしはその者を裁かない。わたしは世

を裁くためではなく，世を救うために

来たからだ。 48わたしを拒み，わた

しの言うことを受け入れない者には，

その者を裁く方がおられる。わたしの

話したその言葉が，終わりの日に彼を

裁くだろう。 49わたしは自分からで

はなく，わたしを遣わされた父から話

しているのであり，わたしが何を言う

べきか，また何を話すべきか，その方

がわたしにおきてを与えられたからだ

。 50わたしは，その方のおきてが永

遠の命だということを知っている。ち

ょうど父がわたしに話されたように，

そのとおりにわたしは話すからだ」。

(aiōnios g166)

13さて，過ぎ越しの祭りの前に，イ
エスはこの世から父のもとへ出発

する自分の時が来たことを知り，世に

いた自分の者たちを愛していたが，彼
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らを最後まで愛した。 2夕食の後，悪

魔はすでにシモンの子ユダ・イスカリ

オトの心に彼を売り渡す考えを入れて

いたが， 3イエスは，父がすべてのも

のを自分の手にゆだねたこと，そして

自分が神から出て来て，神のもとに行

こうとしていることを知り， 4夕食の

席から立ち上がり，上着をわきに置い

た。手ぬぐいを取って自分の腰に巻い

た。 5それから，たらいに水をくんで

，弟子たちの足を洗い，身に巻いた手

ぬぐいでふき始めた。 6やがて，シモ

ン・ペトロのところに来た。ペトロは

彼に言った，「主よ，わたしの足をお

洗いになるのですか」。 7イエスは彼

に言った，「あなたはわたしがしてい

ることを今は分からないが，後で理解

するだろう」。 8ペトロはイエスに言

った，「わたしの足を洗うことなど，

決してなさらないでください！」イエ

スは彼に言った，「わたしが洗わない

なら，あなたはわたしと何の関係もな

い」。 (aiōn g165) 9シモン・ペトロはイ

エスに言った，「主よ，足だけでなく

，手も頭も！」 10イエスは彼に言っ

た，「水浴びした者は，自分の足を洗

う必要があるほかは，全身清いのだ。

あなたは清いが，あなた方のうちのみ

んなが清いわけではない」。 11自分

を売り渡そうとしている者を知ってい

たので，そのために，「あなた方はみ

んなが清いわけではない」と言ったの

である。 12そこで彼らの足を洗い，

上着を身に着け，再び座ってから，彼

らに言った，「わたしがあなた方にし

たことが分かるか。 13あなた方はわ

たしを『先生』また『主』と呼ぶ。あ

なた方がそのように言うのは正しい。

わたしはそのような者だからだ。 14

それで，主また先生であるわたしがあ

なた方の足を洗ったのなら，あなた方

も互いの足を洗い合うべきだ。 15わ

たしがあなた方に模範を与えたのは，

あなた方が，わたしがあなた方にした

のと同じようにするためだからだ。 16

本当にはっきりとあなた方に告げる。

召使いはその主人より偉大ではなく，

遣わされた者は自分を遣わした者より

偉大ではない。 17あなた方がこれら

の事を知っているなら，それを行なう

とき，あなた方は幸いだ。 18わたし

はあなた方全員に関して話しているの

ではない。わたしは自分の選んだ者を

知っている。だがそれは，『わたしと

共にパンを食べている者が，わたしに

向かってかかとを上げた』という聖書

が果たされるためなのだ。 19今から

，それが起きる前にあなた方に告げる

。それが起きる時，わたしはあるとい

うことを信じるためだ。 20本当には

っきりとあなた方に告げる。わたしが

遣わす者を受け入れる者はわたしを受

け入れるのであり，わたしを受け入れ

る者はわたしを遣わされた方を受け入

れるのだ」。 21イエスはこのことを

言うと，霊において苦しみ，こう証言

した。「本当にはっきりとあなた方に

告げるが，あなた方のうちの一人がわ

たしを売り渡すだろう」。 22弟子た

ちは，彼がだれについて話しているの

かと当惑して，互いに見つめ合った。

23弟子の一人で，イエスが愛していた

者が，イエスの胸にもたれて食卓に着

いていた。 24それで，シモン・ペト

ロは彼に合図して言った，「だれにつ

いて話しておられるのか教えてくれ」



ヨハネの福音書153

。 25彼はイエスの胸もとにもたれか

かりながら尋ねた，「主よ，それはだ

れですか」。 26それでイエスは答え

た，「わたしがこのパン切れを浸して

与えるのがその者だ」。そこで彼はパ

ン切れを浸して，それをシモン・イス

カリオトの子ユダに与えた。 27パン

切れの後で，サタンが彼の中に入った

。その時イエスは彼に言った，「あな

たのすることを早く行ないなさい」。

28ところで，食卓に着いている者はだ

れも，イエスがなぜ彼にこのことを言

ったのかを知らなかった。 29という

のは，ある者たちは，ユダが金箱を持

っていたので，イエスは彼に，「祭り

のためにわたしたちが必要とする物を

買いなさい」とか，貧しい人々に何か

を与えるようになどと言ったのだと思

っていたのである。 30それで，パン

切れを受け取ると，彼はすぐに出て行

った。夜のことであった。 31彼が出

て行くと，イエスは言った，「今や，

人の子は栄光を受け，神は彼において

栄光を受けられた。 32神が彼におい

て栄光を受けられたのなら，神は彼に

もご自身において栄光を与えられ，す

ぐに彼に栄光をお与えになる。 33小

さな子供たちよ，わたしはもうしばら

くの間あなた方と共にいる。あなた方

はわたしを探すが，『わたしが行こう

としている所に，あなた方は来ること

ができない』とユダヤ人たちに言った

そのとおりに，わたしはあなた方にも

告げる。 34わたしは新しいおきてを

あなた方に与える。わたしがあなた方

を愛したように，あなた方が互いを愛

することだ。あなた方も互いに愛し合

うためだ。 35あなた方が互いに対し

て愛を抱けば，これによってすべての

人は，あなた方がわたしの弟子だとい

うことを知るだろう」。 36シモン・

ペトロはイエスに言った，「主よ，あ

なたはどこへ行こうとしておられるの

ですか」。イエスは答えた，「わたし

が行こうとしている所に，あなたは今

は付いて来ることができないが，後で

付いて来るだろう」。 37ペトロはイ

エスに言った，「主よ，なぜ今はあな

たに付いて行けないのですか。わたし

はあなたのために自分の命を捨てるつ

もりです」。 38イエスは彼に答えた

，「あなたはわたしのために自分の命

を捨てるのか。本当にはっきりとあな

たに告げる。あなたがわたしを三度否

認するまで，おんどりは鳴かないだろ

う。

14「あなた方の心を騒がせてはいけ
ない。神を信じ，わたしをも信じ

なさい。 2わたしの父の家にはたくさ

んの住みかがある。そうでなかったな

ら，わたしはあなた方に告げただろう

。わたしはあなた方のために場所を用

意しに行こうとしている。 3わたしは

，行ってあなた方のために場所を用意

したら，また来て，あなた方をわたし

のところに迎える。わたしのいる所，

そこにあなた方もいるようになるため

だ。 4わたしの行く所をあなた方は知

っており，その道も知っている」。 5

トマスがイエスに言った，「主よ，わ

たしたちはあなたがどこへ行こうとし

ておられるのか知りません。わたした

ちはどうしてその道を知ることができ

るでしょう」。 6イエスは彼に言った

，「わたしは道，真理，命だ。わたし

を通してでなければ，だれも父のもと
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に来ることはない。 7あなた方は，わ

たしを知っていたなら，父をも知って

いただろう。今から，あなた方はその

方を知っており，その方を見ている」

。 8フィリポがイエスに言った，「主

よ，わたしたちに父をお示しください

。わたしたちにとってはそれで十分で

す」。 9イエスは彼に言った，「こん

なに長い間，わたしはあなた方と共に

いたのに，フィリポ，あなたはわたし

を知っていないのか。わたしを見た者

は父を見たのだ。どうしてあなたは，

『父を示してください』と言うのか。

10わたしが父のうちにおり，父がわた

しのうちにおられることをあなたは信

じないのか。わたしがあなた方に告げ

る言葉は，わたしが自分から話すので

はない。わたしのうちに住まわれる父

がご自分の業を行なっておられるのだ

。 11わたしが父のうちにおり，父が

わたしのうちにおられるというわたし

の言葉を信じなさい。そうでなければ

，業そのもののために信じなさい。 12

本当にはっきりとあなた方に言う。わ

たしを信じる者は，わたしの行なう業

をも行なうだろう。しかも，それより

大きな業を行なうだろう。わたしは父

のもとへ行こうとしているからだ。 13

あなた方がわたしの名において求める

ことは何でも，わたしはそれを行なう

。父が子において栄光をお受けになる

ためだ。 14あなた方がわたしの名に

おいて何かを求めるなら，わたしはそ

れを行なう。 15あなた方がわたしを

愛しているなら，わたしのおきてを守

りなさい。 16わたしは父にお願いし

，父はほかの助言者を与えて，彼が永

遠にあなた方と共にいるようにくださ

る。 (aiōn g165) 17これは真理の霊であり

，世は彼を見ることも知ることもない

ので，受け入れることができない。あ

なた方は彼を知っている。彼があなた

方と共に住んでおり，あなた方のうち

にいることになるからだ。 18わたし

はあなた方を孤児にしてはおかない。

わたしはあなた方のところに来る。 19

もうしばらくすると，世はもはやわた

しを見ないだろう。だが，あなた方は

わたしを見る。わたしは生きているの

で，あなた方も生きる。 20その日に

は，わたしが自分の父のうちにおり，

あなた方がわたしのうちにおり，わた

しがあなた方のうちにいることを，あ

なた方は知るだろう。 21わたしのお

きてを持ってそれを守る者，その人は

わたしを愛している者だ。わたしを愛

している者はわたしの父に愛されるだ

ろう。そして，わたしは彼を愛し，彼

に自分を示すだろう」。 22（イスカ

リオトでない）ユダがイエスに言った

，「主よ，わたしたちにご自分を示そ

うとしておられるのに，世にはそうし

ようとされないとは，何が起きている

のですか」。 23イエスは彼に言った

，「人がわたしを愛しているなら，彼

はわたしの言葉を守る。わたしの父は

わたしを愛され，わたしたちはその方

のもとに行き，その方と共に住むだろ

う。 24わたしを愛していない者は，

わたしの言葉を守らない。あなた方が

聞いている言葉はわたしのものではな

く，わたしを遣わされた父のものだ。

25わたしは，まだあなた方と共に住ん

でいる間に，これらの事をあなた方に

言ってきた。 26しかし助言者，すな

わち父がわたしの名において遣わされ
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る聖霊は，あなた方にすべての事を教

え，わたしがあなた方に話したことす

べてを思い出させるだろう。 27わた

しは平和をあなた方に残し，わたしの

平和をあなた方に与える。わたしはあ

なた方に，世が与えるのと同じように

して与えるのではない。あなた方の心

を騒がせたり，恐れたりしてはいけな

い。 28あなた方は，『わたしは去っ

て行くが，あなた方のところに戻って

来る』と，わたしが告げたのを聞いた

。あなた方は，わたしを愛しているな

ら，『わたしは父のもとに行こうとし

ている』とわたしが言ったことで喜ぶ

はずだ。父はわたしより偉大だからだ

。 29今わたしは，それが起きる前に

あなた方に告げてきた。それが起きる

時にあなた方が信じるためだ。 30わ

たしはもう，あなた方と多くは話さな

いだろう。世の支配者がやって来るか

らだ。彼はわたしのうちに何も持って

いない。 31しかし，わたしが父を愛

していることを世が知るために，父が

わたしに命じられたそのとおりにわた

しは行なう。立ちなさい。ここから出

て行こう。

15「わたしが真のブドウの木であり
，わたしの父は耕作人だ。 2その

方は，わたしのうちにある実を生み出

さない枝をすべて取り除かれる。その

方は，実を生み出す枝をすべて，それ

がもっと実を生み出すようにするため

に刈り込まれる。 3あなた方は，わた

しがあなた方に話してきた言葉によっ

て，すでにきれいに刈り込まれている

。 4わたしのうちにとどまりなさい。

わたしもあなた方のうちにとどまって

いる。枝がブドウの木のうちにとどま

っていなければ，自分では実を生み出

すことができないように，あなた方も

わたしのうちにとどまっていなければ

，実を生み出すことはできない。 5わ

たしはブドウの木であり，あなた方は

その枝だ。わたしのうちにとどまり，

わたしもそのうちにとどまる者は，た

くさんの実を生み出す。あなた方は，

わたしを離れては何もできないからだ

。 6わたしのうちにとどまらないなら

，その者は枝のように投げ出されて枯

らされる。そして人々はそれらを集め

，火の中に投げ込み，それらは燃やさ

れる。 7あなた方がわたしのうちにと

どまり，わたしの言葉があなた方のう

ちにとどまるなら，あなた方は自分た

ちの望むことを何でも求め，それはあ

なた方のために果たされるだろう。 8

「あなた方が多くの実を生み出し，こ

うしてあなた方がわたしの弟子となる

こと，これによってわたしの父は栄光

をお受けになる。 9ちょうど父がわた

しを愛してくださったように，わたし

もあなた方を愛してきた。わたしの愛

のうちにとどまりなさい。 10あなた

方がわたしのおきてを守るなら，あな

た方はわたしの愛のうちにとどまるだ

ろう。ちょうどわたしが父のおきてを

守っており，その方の愛のうちにとど

まっているのと同じだ。 11わたしの

喜びがあなた方のうちにとどまり，あ

なた方の喜びが満たされるために，わ

たしはあなた方にこれらの事を話して

きた。 12「わたしがあなた方を愛し

たとおりに，あなた方が互いに愛し合

うこと，これがわたしのおきてだ。 13

だれかがその友人たちのために自分の

命を捨てること，これより大きな愛は
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ない。 14わたしがあなた方に命じる

ことをすべて行なうなら，あなた方は

わたしの友だ。 15もうわたしはあな

た方を召使いとは呼ばない。召使いは

その主人が行なうことを知らないから

だ。だが，わたしはあなた方を友と呼

ぶ。わたしの父から聞いたことすべて

を，わたしはあなた方に知らせたから

だ。 16あなた方がわたしを選んだの

ではなく，わたしがあなた方を選んで

任命したのだ。あなた方が行って実を

産み出し，あなた方の実が残るため，

また，あなた方がわたしの名において

父に求めることは何でも，その方があ

なた方に与えてくださるためだ。 17

「あなた方が互いに愛し合うように，

わたしはこれらの事をあなた方に命じ

る。 18たとえ世があなた方を憎んで

も，それがあなた方を憎む前にわたし

を憎んだことを，あなた方は知ってい

る。 19あなた方が世のものであった

なら，世はそれ自身のものを愛するだ

ろう。だが，あなた方は世のものでは

なく，わたしが世から選び出したので

，そのために世はあなた方を憎むのだ

。 20『召使いはその主人より偉大で

はない』と，わたしがあなた方に言っ

た言葉を覚えておきなさい。彼らがわ

たしを迫害したのであれば，あなた方

をも迫害するだろう。彼らがわたしの

言葉を守ったのであれば，あなた方の

言葉も守るだろう。 21だが彼らは，

わたしの名のために，あなた方に対し

てこれらの事すべてを行なうだろう。

彼らはわたしを遣わされた方を知って

いないからだ。 22わたしがやって来

て彼らに話していなかったなら，彼ら

には罪がなかっただろう。だが今は，

彼らには自分たちの罪のための言い訳

がない。 23わたしを憎む者は，わた

しの父をも憎んでいるからだ。 24わ

たしが，ほかのだれもしなかった業を

彼らの間で行なわなかったなら，彼ら

には罪がなかっただろう。だが今は，

彼らはわたしもわたしの父をも見た上

で憎んでいるのだ。 25だが，このこ

とが起きたのは，彼らの律法の中で『

彼らは理由なくわたしを憎んだ』と書

いてある言葉が果たされるためなのだ

。 26「わたしが父のもとからあなた

方に遣わそうとしている助言者，すな

わち父から生じる真理の霊が来る時，

彼はわたしについて証言するだろう。

27あなた方も，はじめからわたしと共

にいたのだから，証言するだろう。

16「あなた方がつまずかないために
，わたしはこれらの事をあなた方

に話してきた。 2彼らはあなた方を会

堂から追い出すだろう。いやそれどこ

ろか，あなた方を殺す者がみな，自分

は神に奉仕をささげたのだと思う時が

来ようとしている。 3彼らは父もわた

しも知っていないので，これらの事を

行なうことになる。 4だが，わたしは

これらの事をあなた方に告げてきた。

その時が来たなら，わたしがそのこと

について告げたということをあなた方

が思い出すためだ。わたしはこれらの

事をはじめからは告げなかった。わた

しがあなた方と共にいたからだ。 5だ

が今，わたしは自分を遣わされた方の

もとに行こうとしている。それでも，

あなた方のうちのだれも，『どこに行

こうとしているのですか』とは尋ねな

い。 6だが，わたしがこれらの事をあ

なた方に告げてきたために，悲嘆があ
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なた方の心を満たしている。 7それで

も，わたしはあなた方に真実を告げる

。すなわち，わたしが去って行くこと

はあなた方の益になるのだ。わたしが

去って行かなければ，助言者はあなた

方のところに来ないからだ。だがわた

しが行けば，わたしは彼をあなた方に

遣わすことになる。 8彼はやって来る

と，罪について，義について，また裁

きについて，世を責めるだろう。 9罪

についてというのは，彼らがわたしを

信じていないからだ。 10義について

というのは，わたしが自分の父のもと

に行こうとしており，あなた方はもは

やわたしを見なくなるからだ。 11裁

きについてというのは，世の支配者が

裁かれたからだ。 12「わたしには，

まだあなた方に告げるべきたくさんの

事柄があるが，あなた方は今はそれに

耐えられない。 13しかし，真理の霊

が来る時には，彼はあらゆる真理に導

くだろう。彼は自分から語るのではな

く，何でも自分が聞くことを話すこと

になるからだ。彼はあなた方に，起こ

ろうとしている事柄を知らせるだろう

。 14彼はわたしの栄光を現わすだろ

う。彼はわたしのものから受けて，あ

なた方にそれを知らせるからだ。 15

何でも父が持っておられる物はすべて

わたしのものだ。それでわたしは，彼

がわたしのものから受けており，それ

をあなた方に知らせることになると言

ったのだ。 16しばらくすると，あな

た方はわたしを見なくなる。またしば

らくすると，あなた方はわたしを見る

ことになる」。 17それで，弟子たち

の何人かは互いに言い合った，「『し

ばらくすると，あなた方はわたしを見

なくなる。またしばらくすると，あな

た方はわたしを見ることになる』とか

，『わたしは父のもとに行くからだ』

と言われるが，これは何のことだろう

」。 18それで彼らは言った，「『し

ばらくすると』と言われるが，これは

何のことだろう。我々はこの方の言わ

れることが分からない」。 19それで

イエスは，彼らが自分に尋ねたがって

いるのに気づいて，彼らに言った，「

あなた方は互いに，『しばらくすると

，あなた方はわたしを見なくなり，ま

たしばらくすると，あなた方はわたし

を見ることになる』とわたしが言った

このことに関して尋ね合っているのか

。 20本当にはっきりとあなた方に告

げる。あなた方は泣き悲しむが，世は

喜ぶことになる。あなた方は悲嘆にく

れるが，あなた方の悲嘆は喜びに変え

られることになる。 21女は出産する

時，自分の時が来たことで悲嘆する。

だが子供を生んでしまうと，一人の人

が世に生まれたという喜びのために，

もはやその苦痛を覚えていない。 22

だから，あなた方には今は悲嘆がある

が，わたしは再びあなた方を見るので

，あなた方の心は喜ぶことになり，そ

の喜びをあなた方から取り去る者はい

ない。 23「その日には，あなた方は

わたしに何の質問もしないだろう。本

当にはっきりとあなた方に告げる。あ

なた方がわたしの名において父に求め

ることは何でも，その方はあなた方に

与えてくださる。 24今まで，あなた

方はわたしの名において何も求めたこ

とがない。求めなさい。そうすればあ

なた方は受けるだろう。それは，あな

た方の喜びが満たされるためだ。 25
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わたしはこれらの事をあなた方に比ゆ

で話してきた。だが，わたしがもはや

あなた方に比ゆで話すのではなく，父

についてはっきりと告げることになる

時が来ようとしている。 26その日に

は，あなた方はわたしの名によって求

めることになる。そしてわたしはあな

た方に，わたしがあなた方のために父

に願うことになるとは言わない。 27

父ご自身があなた方を愛しておられる

からだ。あなた方がわたしを愛し，わ

たしが神のもとから出て来たことを信

じているからだ。 28わたしは父のも

とから出て来て，世に来ている。再び

，わたしは世を去り，父のもとに行く

」。 29弟子たちは彼に言った，「ご

覧ください。今，あなたははっきりと

話しておられ，何の比ゆも話されませ

ん。 30今わたしたちは，あなたがす

べての事を知っておられ，だれもあな

たに質問する必要のないことが分かり

ます。このことによって，わたしたち

はあなたが神のもとから出て来られた

のだということを信じます」。 31イ

エスは彼らに答えた，「あなた方は今

は信じているのか。 32見よ，あなた

方がみな，自分の所に散らされて，わ

たしをひとりにする時が来ようとして

いる。いや，今来ている。それでも，

わたしはひとりではない。父がわたし

と共におられるからだ。 33わたしに

あってあなた方に平和があるように，

わたしはあなた方にこれらの事を話し

た。世にあってあなた方には苦しみが

あるが，元気を出しなさい！わたしは

世に打ち勝ったのだ」。

17イエスはこれらの事を言ってから
，目を天に上げて言った，「父よ

，時が来ました。あなたの子の栄光を

現わしてください。あなたの子もあな

たの栄光を現わすためです。 2あなた

が彼に肉なる者すべてに対する権威を

与えてくださり，彼があなたのゆだね

られた者すべてに永遠の命を与えるこ

とになるのと同じようにです。 (aiōnios

g166) 3彼らが，唯一のまことの神であ

るあなたと，あなたが遣わされたイエ

ス・キリストを知るようになること，

これが永遠の命です。 (aiōnios g166) 4わ

たしは地上であなたの栄光を現わしま

した。わたしは，行なうために与えて

くださった業を成し遂げてきました。

5今，父よ，世が存在する前にわたし

があなたのもとで持っていたあの栄光

のために，ご自身のもとでわたしに栄

光を与えてください。 6わたしは，世

から与えてくださった人々に，あなた

のみ名を示しました。彼らはあなたの

ものであり，あなたは彼らをわたしに

与えてくださいました。彼らはあなた

のみ言葉を守ってきました。 7彼らは

今，あなたがわたしに与えてくださっ

た事がみな，あなたのもとから出たこ

とを知っています。 8あなたがわたし

に与えてくださった言葉を，わたしは

彼らに与えてきたからです。そして，

彼らはそれを受け入れて，わたしがあ

なたのもとから出て来たことを確かに

知り，あなたがわたしを遣わされたこ

とを信じてきました。 9わたしは彼ら

のためにお願いします。わたしは世の

ためにではなく，わたしに与えてくだ

さった者たちのためにお願いするので

す。彼らはあなたのものだからです。

10わたしのものはみなあなたのもので

あり，あなたのものはみなわたしのも
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のです。そして，わたしは彼らにあっ

て栄光を受けています。 11わたしはも

はや世にいませんが，これらの者たち

は世にいます。そして，わたしはあな

たのもとに行こうとしています。聖な

る父よ，わたしに与えてくださったあ

なたのみ名のために，彼らを守ってく

ださい。それは，わたしたちが一つで

あるように，彼らも一つになるためで

す。 12わたしが彼らと共に世にいた

間，わたしはあなたのみ名において彼

らを守りました。わたしに与えてくだ

さった者たちを，わたしは守ってきま

した。彼らのうちのだれも失われませ

んでした。滅びの子を除いてですが，

それは聖書が果たされるためでした。

13しかし今，わたしはあなたのもとに

行きます。わたしが世にあってこれら

の事を話すのは，彼らが自分の内に満

ちるわたしの喜びを持つためです。 14

わたしは彼らにあなたの言葉を与えて

きました。世は彼らを憎みました。わ

たしが世のものでないのと同じように

，彼らも世のものではないからです。

15わたしは，彼らを世から取り去るこ

とではなく，彼らを悪い者から守って

くださるようお願いします。 16わた

しが世のものではないのと同じように

，彼らも世のものではありません。 17

あなたの真理のうちに彼らを聖別して

ください。あなたのみ言葉は真理です

。 18あなたがわたしを世に遣わされ

たのと同じように，わたしも彼らを世

に遣わしました。 19わたしは彼らの

ために自分を聖別するからです。彼ら

自身も真理のうちに聖別されるためで

す。 20これらの者のためだけではな

く，彼らの言葉を通してわたしを信じ

る者のためにも，わたしはお願いしま

す。 21彼らがみな一つになるためで

す。ちょうど，父よ，あなたがわたし

のうちにおられ，わたしがあなたのう

ちにいるのと同じようにです。それは

，彼らもわたしたちのうちで一つにな

るためであり，あなたがわたしを遣わ

されたことを世が信じるためです。 22

あなたがわたしに与えてくださった栄

光を，わたしは彼らに与えました。わ

たしたちが一つであるように，彼らも

一つになるためです。 23わたしは彼

らのうちにおり，あなたはわたしのう

ちにおられます。彼らが完全に一つに

なるためであり，また，あなたがわた

しを遣わされ，あなたがわたしを愛さ

れたとおりに彼らを愛されたことを，

世が知るためでもあります。 24父よ

，わたしに与えてくださった者たちも

，わたしのいる所に共にいて欲しいと

思います。あなたがわたしに与えてく

ださったわたしの栄光を見るためです

。世の基礎が置かれる前から，あなた

がわたしを愛してくださったからです

。 25公正な父よ，世はあなたを知っ

ていませんが，わたしはあなたを知っ

ていました。そして，これらの者たち

はあなたがわたしを遣わされたことを

知っています。 26わたしはあなたの

み名を彼らに知らせました。また，こ

れからも知らせます。あなたがわたし

を愛してくださったその愛が彼らのう

ちにもあり，わたしが彼らのうちにい

るようになるためです」。

18イエスはこれらの言葉を話すと，
弟子たちと共にキドロンの小川の

向こうへ出て行った。そこには園があ

って，彼と弟子たちはその中に入った
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。 2さて，彼を売り渡したユダもその

場所を知っていた。イエスは弟子たち

と共に何度もそこに行っていたからで

ある。 3そこでユダは，一隊の兵士お

よび大祭司とファリサイ人たちからの

役人たちを連れ，明かりとたいまつと

武器を持って，そこにやって来た。 4

それでイエスは，自分に起ころうとし

ていたすべての事を知っていたので，

出て行って彼らに言った，「だれを探

し求めているのか」。 5彼らは彼に答

えた，「ナザレのイエスを」。イエス

は彼らに言った，「わたしはある」。

彼を売り渡したユダも，彼らと共に立

っていた。 6それで彼が「わたしはあ

る」と彼らに言うと，彼らは後ずさり

して地面に倒れた。 7それで彼は再び

彼らに尋ねた，「だれを探し求めてい

るのか」。彼らは言った，「ナザレ

のイエスを」。 8イエスは答えた，「

わたしはあるとあなた方に告げたのだ

。だから，あなた方がわたしを探して

いるのなら，これらの者たちは去らせ

なさい」。 9それは，「あなたがわた

しに与えてくださった者たちのうち，

わたしは一人も失いませんでした」と

語った言葉が果たされるためであった

。 10それでシモン・ペトロは，剣を

持っていたが，それを抜き，大祭司の

召使いに撃ちかかり，その右の耳を切

り落とした。その召使いの名はマルコ

スであった。 11それでイエスはペト

ロに言った，「剣をさやに納めなさい

。父がわたしに与えておられるこの杯

，わたしはそれをどうして飲まないこ

とがあるだろうか」。 12それでその

一隊，指揮官，およびユダヤ人の役人

たちは，イエスを捕まえて縛り， 13

まずアンナスのところに連れて行った

。その年に大祭司であったカイアファ

スのしゅうとであったからである。 14

ところでこの者が，一人の人が民のた

めに死ぬことが好都合だとユダヤ人た

ちに勧めたカイアファスであった。 15

シモン・ペトロは別の弟子と共にイエ

スに付いて行った。さて，その弟子は

大祭司に知られていたので，イエスと

共に大祭司の中庭に入った。 16しか

しペトロは外で戸口に立っていた。そ

こで大祭司に知られていたほかの弟子

が出て来て戸口番の女に話し，ペトロ

を中に連れて来た。 17すると，戸口

番の女中がペトロに言った，「あなた

もこの人の弟子の一人なのですか」。

彼は「違う」と言った。 18ところで

，寒かったので，召使いや役人たちは

そこに立って炭火を起こしていた。彼

らは身を暖めていた。ペトロも彼らと

共におり，立って身を暖めていた。 19

それで，大祭司はイエスに，彼の弟子

たちや教えについて尋ねた。 20イエ

スは彼に答えた，「わたしは世に対し

ておおっぴらに語った。わたしはいつ

も，ユダヤ人たちが常に集まる会堂や

神殿で教えた。ひそかに話したことは

何もない。 21なぜあなたはわたしに

尋ねるのか。わたしが彼らに言ったこ

とを聞いてきた人たちに尋ねなさい。

見よ，これらの人たちはわたしが言っ

た事を知っているのだ」。 22彼がこ

のことを言うと，役人の一人がイエス

に平手打ちを加えて，「大祭司にその

ような答えをするのか」と言った。 23

イエスは彼に言った，「わたしが悪い

ことを語ったのなら，その悪について

証言しなさい。だが，正しいのなら，
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なぜわたしを打つのか」。 24アンナ

スは彼を縛ったまま，大祭司カイアフ

ァスのところに送った。 25さて，シ

モン・ペトロは立って身を暖めていた

。それで人々は彼らに言った，「あな

たも彼の弟子のうちの一人ではないだ

ろうな」。彼はそれを否定して，「違

う」と言った。 26大祭司の召使いの

一人で，ペトロが耳を切り落とした者

の親族の者が言った，「わたしはあな

たが園で彼と共にいるのを見なかった

だろうか」。 27それでペトロは再び

それを否定した。するとすぐにおんど

りが鳴いた。 28それで彼らは，イエ

スをカイアファスのところからプラエ

トリウムに連れて行った。早朝のこと

であった。そして彼ら自身は，汚れる

ことなく過ぎ越しの食事ができるよう

に，プラエトリウムの中に入らなかっ

た。 29それでピラトが彼らのところ

に出て来て，こう言った。「この人に

対してどんな告訴を提出するのか」。

30彼らはピラトに答えた，「この人が

悪人でなかったなら，わたしたちは彼

をあなたのもとに引き渡しはしなかっ

たでしょう」。 31それでピラトは彼

らに言った，「自分たちで彼を引き取

って，お前たちの律法に従って彼を裁

くがよい」。それでユダヤ人たちは彼

に言った，「わたしたちがだれかを死

刑にすることは法律で認められていま

せん」。 32それは，自分がどのよう

な死に方で死ぬことになるかを示した

イエスの言葉が果たされるためであっ

た。 33それでピラトは再びプラエト

リウムの中に入って，イエスを呼び，

彼に言った，「お前はユダヤ人の王な

のか」。 34イエスは彼に答えた，「

あなたは自分でこのことを言うのか。

それともほかの人たちがわたしについ

てあなたに告げたのか」。 35ピラト

は答えた，「わたしはユダヤ人ではな

いではないか。お前の国民と祭司長た

ちがお前をわたしに引き渡したのだ。

お前は何をしたのか」。 36イエスは

答えた，「わたしの王国はこの世のも

のではない。わたしの王国がこの世の

ものだったなら，わたしの召使いたち

がわたしをユダヤ人たちに引き渡さな

いように闘ったことだろう。だが今，

わたしの王国はこの世からのものでは

ない」。 37それでピラトは彼に答え

た，「それではお前は王なのか」。イ

エスは答えた，「あなたがわたしを王

だと言っている。真理を証言すること

，このためにわたしは生まれ，このた

めにわたしは世に入った。真理に属す

る者はみな，わたしの声を聞く」。

38ピラトは彼に言った，「真理とは何

か」。これを言ってから，再びユダヤ

人たちのところへ出て行って，彼らに

言った，「わたしは彼に対して訴える

根拠を何も見いださない。 39だがお

前たちには，過ぎ越しの際にだれかを

わたしがあなた方に釈放するという習

慣がある。それでお前たちは，このユ

ダヤ人の王を釈放して欲しいのか」。

40すると彼らは再び叫んで言った，「

この人ではない。バラバを！」ところ

でバラバは強盗であった。

19そこでピラトはイエスを引き取っ
て，彼をむち打った。 2兵士たち

はイバラで冠を編んで彼の頭に載せ，

彼に紫の衣を着せた。 3「ユダヤ人の

王様，万歳！」と言ったり，彼を平手

打ちにしたりしていた。 4それからピ
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ラトは再び出て来て，彼らに言った，

「見よ，わたしは彼をお前たちのとこ

ろに連れて来る。わたしが彼に対して

訴える根拠を何も見いださないことを

お前たちが知るためだ」。 5それでイ

エスは，イバラの冠と紫の衣を身に着

けて，出て来た。ピラトは彼らに言っ

た，「見よ，この人だ！」 6それで祭

司長たちと役人たちは彼を見ると，叫

んで言った，「はりつけにしろ！はり

つけにしろ！」ピラトは彼らに言った

，「自分たちで彼を引き取って，彼を

はりつけにするがよい。わたしは彼に

対して訴える根拠を何も見いださない

からだ」。 7ユダヤ人たちは彼に言っ

た，「わたしたちには律法があります

。わたしたちの律法によれば，彼は死

ぬべきです。自分を神の子としたから

です」。 8それでピラトはこの言葉を

聞くとますます恐れた。 9彼は再びプ

ラエトリウムの中に入って，イエスに

言った，「お前はどこから来たのか」

。しかしイエスは何の答えもしなかっ

た。 10それでピラトは彼に言った，

「お前はわたしに話さないのか。わた

しにはお前を釈放する権限があり，お

前をはりつけにする権限もあることを

，お前は知らないのか」。 11イエス

は答えた，「上から与えられたのでな

ければ，あなたはわたしに対して何の

権限もないだろう。そのために，わた

しをあなたに引き渡した者には大きな

罪がある」。 12これを聞いて，ピラ

トは彼を釈放することを求めたが，ユ

ダヤ人たちは叫んで言った，「あなた

がこの人を釈放するなら，あなたはカ

エサルの友ではない！自分を王とする

者はカエサルに逆らって語っているの

だ！」 13それでピラトはこれらの言

葉を聞くと，イエスを連れ出し，「敷

石」，ヘブライ語で「ガバタ」と呼ば

れる場所で，裁判の席に着いた。 14

ところで，それは過ぎ越しの準備の日

で，およそ第六時であった。彼はユダ

ヤ人たちに言った，「見よ，お前たち

の王だ！」 15彼らは叫んで言った，

「取り除け！取り除け！はりつけに

しろ！」ピラトは彼らに言った，「わ

たしがお前たちの王をはりつけにする

のか」。祭司長たちは答えた，「わた

したちにはカエサルのほかに王はいま

せん！」 16こうしてその時，ピラト

は彼をはりつけにするために彼らに引

き渡した。そこで彼らはイエスを引き

取って連れて行った。 17彼は自分の

十字架を運び，「どくろの場所」と呼

ばれる場所，ヘブライ語で「ゴルゴタ

」と呼ばれる場所へ出て行った。 18

その所で，人々は彼をはりつけにした

。彼と共にほかの二人を，イエスを真

ん中にして，その両側ではりつけにし

た。 19ピラトは罪状書きも書いて，

十字架の上に付けた。そこには「ナザ

レのイエス，ユダヤ人の王」と書かれ

ていた。 20それで大勢のユダヤ人た

ちがこの罪状書きを読んだ。イエスが

はりつけにされた場所は町に近かった

からであり，それがヘブライ語，ラテ

ン語，およびギリシャ語で書かれてい

たからであった。 21そのため，ユダ

ヤ人の祭司長たちはピラトに言った，

「『ユダヤ人の王』と書かないで，『

この者は「わたしはユダヤ人の王だ」

と言った』と書いてください」。 22

ピラトは答えた，「わたしが書いたこ

とは，わたしが書いたのだ」。 23や
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がて兵士たちは，イエスをはりつけに

した時，その衣を取って四つに分け，

それぞれの兵士たちに一つずつとした

。また上着も取った。ところで，その

上着は縫い目がなく，上からそっくり

織ったものであった。 24それで彼ら

は互いに言い合った，「これは裂いた

りしないで，だれのものにするか，く

じを引こう」。それは，聖書が果たさ

れるためであった。こう述べている。

「彼らは互いに衣を分けた。わたしの

外衣のために彼らはくじを引いた」。

そのために役人たちはこれらの事をし

た。 25しかし，イエスの十字架のそ

ばには，彼の母と，母の姉妹クロパス

の妻マリア，およびマリア・マグダレ

ネが立っていた。 26それでイエスは

，自分の母と，自分が愛していた弟子

がそこに立っているのを見ると，自分

の母に言った，「女よ，見なさい，あ

なたの子です！」 27次いで，その弟

子に言った，「見なさい，あなたの母

だ！」その時から，その弟子は彼女を

自分の家に引き取った。 28こののち

イエスは，すべての事が完了したこと

，また聖書が果たされたことを見て，

こう言った。「わたしは渇く」。 29

さて，そこには酢を満たした器が置い

てあった。そこで彼らは酢をたっぷり

含ませた海綿をヒソプに付け，それを

彼の口もとに持って行った。 30それ

でイエスは酢を受けると，「完了した

」と言った。頭を垂れて，自分の霊を

引き渡した。 31それでユダヤ人たち

は，準備の日であったため，（その安

息日は特別な安息日であったので，）

安息日に体が十字架の上に残らないよ

う，彼らの足を折って取り降ろすこと

をピラトに求めた。 32それで兵士た

ちは来て，彼と共にはりつけにされた

最初の者ともう一方の者の足を折った

。 33しかし，イエスのところに来て

，彼がすでに死んでいたのを見ると，

その足を折ることはしなかった。 34

しかし，兵士たちの一人がそのわき腹

を突き刺した。するとすぐに血と水が

出て来た。 35見た者が証言してきた

のであり，彼の証言は真実だ。彼は自

分が真実を告げていることを知ってい

る。それは，あなた方が信じるためだ

。 36というのは，これらの事が起き

たのは，「彼の骨が折られることはな

いだろう」という聖句が果たされるた

めだったからである。 37また別の聖

句は，「彼らは自分たちが突き刺した

者を見つめるだろう」と述べている。

38こうした事ののち，イエスの弟子で

はあったがユダヤ人たちへの恐れのた

めに秘密にしていたアリマタヤのヨセ

フが，イエスの体を取り降ろさせて欲

しいとピラトに求めた。ピラトは彼に

許可を与えた。それで彼は行って，そ

の体を取り降ろした。 39最初の時は

夜にイエスのもとに来たニコデモも，

没薬と沈香とを混ぜた物を百ポンドほ

ど持って来た。 40こうして彼らはイ

エスの体を引き取り，埋葬のためのユ

ダヤ人の習慣どおり，香料と共に亜麻

布で巻いた。 41さて，彼がはりつけ

にされた場所には園があり，園にはま

だだれも横たえられたことのない新し

い墓があった。 42それで，ユダヤ人

の準備の日であったため，（その墓が

近かったので）彼らはイエスをそこに

横たえた。
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20さて，週の初めの日，マリア・マ
グダレネは朝早く，まだ暗いうち

に墓にやって来た。そして，墓から石

が取りのけられているのを見た。 2そ

れで彼女は，走ってシモン・ペトロと

イエスが愛していたもう一人の弟子の

ところに行き，彼らに言った，「人々

が主を墓から取り去ってしまい，どこ

に置いたのか分かりません！」 3それ

でペトロともう一人の弟子は出て行き

，墓に向かった。 4彼らは二人とも一

緒に走っていた。もう一人の弟子はペ

トロを追い越して，最初に墓に着いた

。 5身をかがめて中をのぞくと，亜麻

布が置かれているのを見たが，中には

入らなかった。 6それから彼の後でシ

モン・ペトロがやって来て，墓の中に

入った。彼は亜麻布が置かれているの

を見た。 7また，イエスの頭にあった

布が，亜麻布と共にはなく，別の場所

で巻かれているのを見た。 8こうして

その時，最初に墓に来たもう一人の弟

子も中に入り，これを見て信じた。 9

というのは，彼らはまだ，彼が死んだ

者たちの中から生き返らなければなら

ないという聖書を知っていなかったか

らである。 10そこで弟子たちは自分

たちの家に去って行った。 11しかし

，マリアは墓の外で泣きながら立って

いた。それで，泣きながら，身をかが

めて墓の中を見た。 12そして彼女は

，イエスの体が横たえられていた所に

，二人の白い衣のみ使いが，一人は頭

のところに，もう一人は足のところに

座っているのを見た。 13彼らは彼女

に言った，「女よ，なぜ泣いているの

か」。彼女は彼らに言った，「人々が

わたしの主を取り去ってしまい，どこ

に置いたのか分からないのです」。 14

彼女はこのことを言ってから，振り向

いてイエスが立っているのを見た。し

かし，それがイエスだとは分からなか

った。 15イエスは彼女に言った，「

女よ，なぜ泣いているのか。だれを探

し求めているのか」。彼女は，彼を

庭師だと思っていたので，彼に言った

，「だんな様，あなたが彼を運び去っ

たのでしたら，どこに置いたのか教え

てください。わたしが彼を引き取りま

す」。 16イエスは彼女に言った，「

マリア」。彼女は向き直って彼に言

った，「ラボニ！」これは「先生！」

と言うことである。 17イエスは彼女

に言った，「わたしに触ってはいけな

い。わたしはまだ，わたしの父のもと

に上っていないからだ。だが，わたし

の兄弟たちのところに行って，『わた

しは，わたしの父またあなた方の父の

もと，わたしの神またあなた方の神の

もとに上ろうとしている』と告げなさ

い」。 18マリア・マグダレネは行っ

て，自分が主を見，彼が自分にこれら

の事を言ったと弟子たちに告げた。 19

それで，その日，すなわち週の最初の

日の夕方，弟子たちが集まっていた所

は，ユダヤ人たちに対する恐れのため

，すべての扉にかぎがかけられていた

のに，イエスが来て真ん中に立ち，彼

らに言った，「あなた方に平安がある

ように」。 20このことを言ってから

，自分の両手とわき腹を見せた。それ

で弟子たちは主を見て喜んだ。 21そ

のためイエスは再び彼らに言った，「

あなた方に平安があるように。ちょう

ど父がわたしを遣わされたのと同じよ

うに，わたしもあなた方を遣わす」。
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22このことを言ってから，彼らの上に

息を吹きかけてこう言った。「聖霊を

受けなさい！ 23あなた方がだれかの

罪を許すなら，彼らはそれを許されて

いる。あなた方がだれかの罪を留め置

くなら，それは留め置かれている」。

24しかし，十二人のうちの一人でディ

ディモスと呼ばれるトマスは，イエス

が来た時，彼らと共にいなかった。 25

それで，ほかの弟子たちは彼に言った

，「わたしたちは主を見た！」しかし

彼は言った，「その手にくぎの跡を見

，そのわき腹に自分の手を入れるので

なければ，わたしは信じない」。 26

八日後，弟子たちは再び中におり，ト

マスも彼らと共にいた。すべての扉に

かぎがかけられていたのに，イエスが

来て真ん中に立ち，「あなた方に平安

があるように」と言った。 27それか

ら彼はトマスに言った，「あなたの指

をここに伸ばし，わたしの両手を見な

さい。あなたの手をここに伸ばし，わ

たしのわき腹にそれを入れなさい。信

じない者ではなく，信じる者になりな

さい」。 28トマスはイエスに答えた

，「わたしの主，わたしの神よ！」 29

イエスは彼に言った，「あなたはわた

しを見たので信じたのか。見なくても

信じる者は幸いだ」。 30それで，イ

エスは弟子たちの前でほかにもたくさ

んのしるしを行なったが，それはこの

書には書かれていない。 31しかし，

これらの事が書かれたのは，あなた方

が，イエスが神の子キリストだという

ことを信じるため，また，信じること

によって彼の名において命を得るため

である。

21こうした事ののち，イエスはティ
ベリアスの海で，再び自分を弟子

たちに示した。彼はこのやり方で自分

を示した。 2シモン・ペトロと，ディ

ディモスと呼ばれるトマス，ガリラヤ

のカナのナタナエル，それにゼベダイ

の子たちと弟子たちのうちのもう二人

が一緒にいた。 3シモン・ペトロが彼

らに言った，「わたしは漁に行く」。

彼らはペトロに言った，「わたしたち

もあなたと共に行こう」。すぐに彼ら

は出て行き，舟に乗り込んだ。その夜

は何も捕れなかった。 4しかし，すで

に日が昇って来た時，イエスが浜辺に

立ったが，弟子たちはそれがイエスだ

と分からなかった。 5それでイエスは

彼らに言った，「子供たち，何か食べ

る物があるか」。彼らは彼に「あり

ません」と答えた。 6彼は彼らに言っ

た，「網を舟の右側に降ろしなさい。

そうすれば幾らか見つかるだろう」。

それで彼らはそれを降ろした。すると

，多くの魚のために，彼らはそれを引

き上げることができなかった。 7それ

で，イエスが愛していた弟子がペトロ

に言った，「主だ！」そこでシモン・

ペトロは，主だと聞くと，（裸だった

ので）自分の上着をまとい，海の中に

飛び込んだ。 8しかし，ほかの弟子た

ちは（陸から遠くなく，二百キュビト

ほどだったので），魚でいっぱいの網

を引いて，小舟でやって来た。 9そこ

で彼らが陸に上がると，そこに炭火が

あり，その上に魚とパンがあるのを見

た。 10イエスは彼らに言った，「今

捕った魚を少し持って来なさい」。

11シモン・ペトロは舟に上がり，百五

十三匹の大きな魚でいっぱいの網を陸



ヨハネの福音書 166

に引き寄せた。そして，それほど多か

ったのに，網は裂けていなかった。 12

イエスは彼らに言った，「来て，朝食

をとりなさい」。弟子たちのうちの

だれも，「あなたはどなたですか」と

あえて尋ねる者はいなかった。主だと

分かっていたからである。 13それか

らイエスは来て，パンを取り，彼らに

それを与え，魚も同じようにした。 14

ところで，イエスが死んだ者たちの中

から起こされたのちに弟子たちに示さ

れたのは，これが三度目であった。 15

そこで彼らが朝食を食べ終わると，イ

エスはシモン・ペトロに言った，「ヨ

ナの子シモン，あなたはこれら以上に

わたしを愛しているか」。彼はイエ

スに言った，「はい，主よ。わたしが

あなたに愛情を抱いていることを，あ

なたは知っておられます」。イエスは

彼に言った，「わたしの子羊たちを養

いなさい」。 16また二度目にイエス

は彼に言った，「ヨナの子シモン，あ

なたはわたしを愛しているか」。彼

はイエスに言った，「はい，主よ。わ

たしがあなたに愛情を抱いていること

を，あなたは知っておられます」。イ

エスは彼に言った，「わたしの羊たち

を世話しなさい」。 17三度目にイエ

スは彼に言った，「ヨナの子シモン，

あなたはわたしに愛情を抱いているか

」。ペトロは，イエスが三度目に「

あなたはわたしに愛情を抱いているか

」と尋ねたことで悲しんだ。彼はイエ

スに言った，「主よ，あなたはすべて

のことを知っておられます。わたしが

あなたに愛情を抱いていることを，あ

なたは知っておられます」。イエスは

彼に言った，「わたしの羊たちを養い

なさい。 18本当にはっきりとあなた

に言う。あなたは若かったとき，自分

で服を着て，自分の望む所を歩いた。

だが年を取ると，あなたは両手を広げ

，ほかの人があなたに服を着せ，自分

が行くのを望まない所に連れて行くだ

ろう」。 19ところで，彼がこのこと

を言ったのは，ペトロがどんな死に方

で神の栄光を現わすことになるかを示

すためであった。このことを言ってか

ら，彼は言った，「わたしに従いなさ

い」。 20それからペトロは振り向い

て，一人の弟子が付いて来るのを見た

。これは，イエスが心から愛していた

弟子で，夕食の際にイエスの胸にもた

れて，「主よ，だれがあなたを売り渡

そうとしているのですか」と尋ねた者

でもあった。 21彼を見て，ペトロは

イエスに言った，「主よ，この人につ

いてはどうですか」。 22イエスは彼

に言った，「わたしが来るまで彼がと

どまることをわたしが望むとしても，

それがあなたにとって何なのか。あな

たはわたしに従いなさい」。 23それ

で，この弟子は死なないというこの言

葉が兄弟たちの間に広まった。しかし

イエスは，彼は死なないと言ったので

はなく，「わたしが来るまで彼がとど

まることをわたしが望むとしても，そ

れがあなたにとって何なのか」と言っ

たのである。 24この者が，これらの

事について証言し，これらの事を書い

た弟子である。わたしたちは，彼の証

言が真実だということを知っている。

25イエスが行なった事柄はほかにもた

くさんあるが，それらが全部書かれる

とすれば，世界そのものでさえも，そ
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の書かれる書物を収めることはできな

いだろうと，わたしは思う。
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使徒の働き

1テオフィロス様，わたしは最初の書
物で，イエスが行ないかつ教え始め

たすべての事柄について， 2自分が選

んだ使徒たちに聖霊によって命令を与

えたのち，迎え上げられた日までのこ

とを書き記しました。 3彼はまた，四

十日にわたって彼らに現われて，神の

王国について語り，自分が苦しみを受

けたのちに生きていることを，多くの

証拠によってそれらの者たちに示しま

した。 4彼らと共に集まっていた時，

彼らにこう命じました。「エルサレム

から離れることなく，あなた方がわた

しから聞いた，父が約束されたものを

待っていなさい。 5ヨハネは確かに水

でバプテスマを施したが，あなた方は

今から幾日もたたないうちに，聖霊に

よってバプテスマを施されることにな

るからだ」。 6それで彼らは，集まり

合ったとき，彼に尋ねた，「主よ，あ

なたは今こそイスラエルに王国を復興

されるのですか」。 7彼は彼らに言っ

た，「父がご自分の権威によって定め

られた時や時節は，あなた方の知ると

ころではない。 8だが，聖霊があなた

方の上に臨むとき，あなた方は力を受

けるだろう。あなた方はエルサレム，

ユダヤとサマリアの全土，そして地の

最も遠い所に至るまで，わたしの証人

となるだろう」。 9これらのことを言

ってから，彼らが見つめている間に引

き上げられ，雲に迎えられて見えなく

なった。 10彼が上って行く間，彼ら

は天をじっと見つめていたが，見よ，

白い衣を着た二人の人が彼らのそばに

立って， 11こう言った。「ガリラヤ

の人たちよ，なぜ天を見つめて立って

いるのか。あなた方から迎え上げられ

たこのイエスは，天に上って行くのを

あなた方が見たのと同じ仕方で再び来

られるだろう」。 12それから彼らは

，オリブトと呼ばれる山からエルサレ

ムに帰った。この山はエルサレムに近

く，安息日の道のりのところにある。

13彼らは入って来ると，泊まっていた

階上の部屋に上がった。それは，ペト

ロ，ヨハネ，ヤコブ，アンデレ，フィ

リポ，トマス，バルトロマイ，マタイ

，アルファイオスの子ヤコブ，熱心党

のシモン，そしてヤコブの子ユダであ

った。 14これらの者たちはみな，女

たちやイエスの母マリア，およびイエ

スの兄弟たちと共に，心を合わせて，

祈りと嘆願のうちにひたすらとどまっ

ていた。 15そのころ，ペトロが弟子

たちの真ん中に立って（その群れの人

々はおよそ百二十人ほどであった），

こう言った。 16「兄弟たち，イエス

を捕らえた者たちを手引きしたユダに

ついては，聖霊がダビデの口によって

前もって語られたこの聖句が果たされ

ることが必要でした。 17彼はわたし

たちと共に数えられ，この奉仕の務め

を割り当てられていたからです。 18

ところで，この人は不正に対する報酬

で畑を手に入れましたが，まっさかさ

まに落ちて，その腹は張り裂け，腸は

みな飛び出てしまいました。 19この

ことはエルサレムに住むすべての人に

知れ渡り，その畑は彼らの言語で『ア

ケルダマ』，つまり『血の畑』と呼ば

れるようになりました。 20詩編の書

の中にこう書いてあるのです。『彼の

住まいは荒れ果てるように。そこに住

む者はいなくなるように』。また，
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『彼の職はほかの者が引き受けるよう

に』。 21ですから，主イエスがわた

したちの間を行き来された全期間中，

22ヨハネのバプテスマから始めて，わ

たしたちから迎え上げられた日に至る

まで，わたしたちに伴っていた人々の

うち，だれか一人が，わたしたちと共

に主の復活の証人にならなければなり

ません」。 23彼らは，バルサバスと

呼ばれ，またの名をユストゥスという

ヨセフと，マッティアスの二人を推薦

した。 24祈って言った，「すべての

人の心をご存じである主よ，あなたが

この二人の中から選ばれた一人をお示

しください。 25ユダが自分の場所に

行くために離れてしまった，この奉仕

の務めと使徒職に加わるためです」。

26彼らが二人のためにくじを引くと，

くじはマッティアスに当たった。そこ

で，彼は十一人の使徒たちと共に数え

られた。

2さて，ペンテコステの日が来た時，
みんなは心を合わせて一つの場所に

いた。 2突然，激しい風が吹きつける

ような音が天から起こり，彼らが座っ

ていた家全体を満たした。 3火のよう

な舌が現われて彼らに配られ，それぞ

れの上にとどまった。 4みんなは聖霊

に満たされ，話す能力を霊が与えるま

まに，さまざまな異なる言語で話し始

めた。 5さて，エルサレムには，天下

のあらゆる国から来た敬けんなユダヤ

人たちが住んでいた。 6この音を聞い

て群衆が集まって来たが，おのおの自

分の言語で話されているのを聞いて，

あっけに取られた。 7みんなは驚き，

不思議に思って互いに言った，「見よ

，話しているこの人たちは皆ガリラヤ

人ではないか。 8わたしたちがおのお

の自分の生まれ故郷の言語で聞くとは

，いったいどういうことだろう。 9わ

たしたちは，パルティア人，メディア

人，エラム人，そして，メソポタミア

，ユダヤ，カッパドキア，ポントス，

アシア， 10フリュギア，パンフィリ

ア，エジプト，キュレネに近いリビア

地方からの者たち，また，ローマから

の訪問者であって，ユダヤ人もいれば

改宗者もおり， 11クレタ人もいれば

アラビア人もいるのに，彼らが自分た

ちの言語で神の強力な業について話す

のを聞いているのだ！」 12みんなは

驚き，当惑して互いに言った，「これ

はどういうことだろう」。 13ほかの

者たちはあざけって言った，「彼らは

新しいブドウ酒に満たされているのだ

」。 14しかし，ペトロが十一人と共

に立ち上がり，声を張り上げて彼らに

語りかけた。「ユダヤの人たち，また

エルサレムに住むすべての人たち，こ

のことを知ってください。そして，わ

たしの言葉に耳を傾けてください。 15

まだ昼間の第三時なのですから，この

人たちは，あなた方が思っているよう

に，酒に酔っているのではありません

。 16そうではなく，これは預言者ヨ

エルを通して語られていたことなので

す。 17『神は言われる。終わりの日

々に，わたしはすべての肉なる者の上

にわたしの霊を注ぎ出す。あなた方の

息子たちや娘たちは預言するだろう。

あなた方の若者たちは幻を見るだろう

。あなた方の老人たちは夢を見るだろ

う。 18実に，その日々には，わたし

の召使いたちと女召使いたちにも，わ

たしの霊を注ぎ出す。すると，彼らは
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預言するだろう。 19わたしは，上で

は天に不思議な業を，下では地にしる

しを示す。すなわち，血と火と立ちの

ぼる煙とを。 20主の偉大な輝かしい

日が来る前に，太陽は闇に，月は血に

変わるだろう。 21主の名を呼び求め

る者はみな救われるだろう』。 22「

イスラエルの人たち，この言葉を聞き

なさい！ナザレのイエス，すなわち，

あなた方が知っているように，神が彼

を通してあなた方の間で行なわれた数

々の強力な業と不思議な業としるしと

によって，神からあなた方に認証され

たこの人を， 23神のお定めになった

考えと予知とによって引き渡されたこ

の方を，あなた方は不法な者たちの手

を借りて，はりつけにして殺しました

。 24神は彼を死の苦痛から解放して

，生き返らされたのです。彼が死に支

配されたままでいることはあり得なか

ったからです。 25ダビデは彼につい

てこう言っているからです。『わたし

はいつも目の前に主を見た。わたしが

揺り動かされないように，わたしの右

にいてくださるからだ。 26それゆえ

に，わたしの心は楽しみ，わたしの舌

は喜んだ。さらに，わたしの肉体も希

望のうちに住むだろう。 27あなたは

わたしの魂をハデスに捨て置かず，あ

なたの聖なる者が腐敗を見ることもお

許しにならないからです。 (Hadēs g86) 28

命の道をわたしに知らせてくださいま

した。あなたのみ前でわたしを喜びに

満たしてくださるでしょう』。 29「

兄弟たち，族長ダビデについては，彼

が死んで葬られ，その墓は今日に至る

までわたしたちのところにあると，率

直に言うことができます。 30ですか

ら，彼は預言者であって，神が自分に

，その腰の実から肉によってキリスト

を起こして王座に着かせると誓ってく

ださったことを知っていて， 31キリ

ストの復活について予見し，その魂が

ハデスに捨て置かれることはなく，そ

の肉体が腐敗を見ることもないと語っ

たわけです。 (Hadēs g86) 32このイエス

を神は生き返らされました。わたした

ちは皆そのことの証人です。 33こう

して，この方は神の右に上げられ，父

から約束の聖霊を受けて，それを注ぎ

出してくださったのです。今あなた方

が見聞きしているのはそれなのです。

34ダビデはもろもろの天に上りません

でしたが，自らこう言っています。『

主はわたしの主に言われた，「わたし

の右に座っていなさい， 35わたしが

あなたの敵たちをあなたの足台とする

まで」』。 36「ですから，イスラエ

ルの全家ははっきりと知っておきなさ

い。あなた方がはりつけにしたこのイ

エスを，神は主ともキリストともされ

たのです」。 37さて，これを聞くと

，人々は心を刺され，ペトロとほかの

使徒たちに言った，「兄弟たち，わた

したちはどうしたらよいのでしょうか

」。 38ペトロは彼らに言った，「悔

い改めなさい。そして，あなた方はそ

れぞれ，罪の許しのためにイエス・キ

リストの名においてバプテスマを受け

なさい。そうすれば，聖霊を贈り物と

して受けるでしょう。 39この約束は

，わたしたちの神なる主がそのもとに

召される人々，つまり，あなた方と，

あなた方の子ら，そして遠くにいるす

べての人たちに対するものなのです」

。 40彼はほかにも多くの言葉で証言
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し，彼らに勧めて言った，「この曲が

った世代から自分を救いなさい！」 41

それで，彼の言葉を喜んで受け入れた

人たちはバプテスマを受けた。その日

におよそ三千人の魂が加えられた。 42

彼らは，使徒たちの教えと，交わりと

，パンを裂くことと，祈りとのうちに

ひたすらとどまっていた。 43恐れが

すべての魂に生じ，多くの不思議な業

としるしが使徒たちによって行なわれ

ていた。 44信じた者たちは皆一緒に

いて，すべての物を共有した。 45自

分たちの所有物や持ち物を売り，必要

に応じてみんなに分配した。 46日ご

とに，心を合わせて神殿にひたすらと

どまっており，家ではパンを裂き，喜

びとまごころをもって食事を共にし，

47神を賛美し，民のすべてから好意を

持たれていた。主は，救われてゆく人

々を日ごとにその集会に加えていった

。

3ペトロとヨハネが，第九時の祈りの
時間に神殿に上って行った。 2母の

胎を出た時から足の不自由な人が運ば

れて来た。神殿に入る人たちから施し

を求めるために，神殿の「美し」と呼

ばれる門のところに毎日置いてもらっ

ていたのである。 3ペトロとヨハネが

神殿に入ろうとするのを見て，施しを

もらいたいと頼んだ。 4ペトロはヨハ

ネと共に彼をじっと見つめて，「わた

したちを見なさい」と言った。 5彼は

，彼らから何かをもらえることを期待

して，それに従った。 6しかしペトロ

は言った，「銀や金はわたしにはない

が，わたしが持っているものをあなた

にあげよう。ナザレのイエス・キリス

トの名において，立ち上がって歩きな

さい！」 7彼の右手をつかんで起き上

がらせた。すぐに彼の足とくるぶしの

骨とは強くされた。 8彼は踊り上がっ

て立ち，歩き始めた。歩いたり，跳ね

たり，神を賛美したりしながら，彼ら

と共に神殿の中に入って行った。 9民

はみな，彼が歩き回って神を賛美して

いるのを見た。 10これがいつも神殿

の「美しの門」のところに座って施し

を求めていた者だと気づいた。彼に起

きたことを知って，驚きと仰天とに満

たされた。 11足が不自由であったが

今ではいやされたその人がペトロとヨ

ハネにすがりついていると，民はみな

非常に驚いて，「ソロモンの回廊」と

呼ばれる所にいた彼らのところに走り

寄ってきた。 12これを見て，ペトロ

は民に答えた。「イスラエルの人たち

，なぜこの人のことで驚き怪しむので

すか。どうして，わたしたちが自分の

力や信心によってこの人を歩かせたか

のように，わたしたちを見つめている

のですか。 13アブラハム，イサク，

ヤコブの神，わたしたちの父祖たちの

神は，ご自分の召使いイエスに栄光を

与えられましたが，あなた方は彼を引

き渡し，ピラトが釈放しようと決めて

いたのに，その前で彼を否認しました

。 14そして，あの聖なる正しい方を

否認して，人殺しの者を許すよう求め

， 15命の君主を殺しました。しかし

，神は彼を死んだ者たちの中から起こ

されました。わたしたちはそのことの

証人です。 16その方の名が，その名

に対する信仰によって，あなた方が見

知っているこの人を強くしたのです。

そうです，彼を通しての信仰が，あな

た方すべての前でこの人に完全な健康
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を与えたのです。 17「さて，兄弟た

ち，あなた方が無知のためにあのよう

なことをしたのであり，あなた方の支

配者たちも同様だったことを，わたし

は知っています。 18しかし神は，そ

のすべての預言者たちの口によって予

告されていた事柄，すなわち，キリス

トが苦しみを受けることを，このよう

にして果たされたのです。 19「です

から，あなた方の罪を塗り消していた

だくために，悔い改めて立ち返りなさ

い。それは，主のみ前からさわやかに

する時期が来て， 20あなた方のため

に前もって定められていたキリスト・

イエスを遣わしていただけるようにす

るためです。 21神が昔からその聖な

る預言者たちの口によって語られたす

べてのものの回復の時期まで，天はこ

の方を受け入れておかなければならな

いのです。 (aiōn g165) 22実際，モーセは

父祖たちにこう言いました。『主なる

神は，あなた方の兄弟たちの中から，

わたしのような預言者をあなた方のた

めに起こされるだろう。あなた方は，

彼があなた方に語るすべての事柄につ

いて，彼に聞き従わなければならない

。 23この預言者に聞き従わない魂は

すべて，民の中から完全に滅ぼされる

だろう』。 24実に，サムエルをはじ

めとするすべての預言者たちも，後に

続いて語った者たちも，やはりこの日

々のことを告げました。 25あなた方

はその預言者たちの子らであり，神が

アブラハムに，『あなたの子孫にあっ

て地上のすべての部族が祝福を受ける

だろう』と言って，あなた方の父祖た

ちと結ばれた，あの契約の子らです。

26神は，ご自分の召使いイエスを起こ

して，まずあなた方のもとに遣わされ

ました。それは，彼があなた方をおの

おのの悪から立ち返らせて，あなた方

を祝福するためなのです」。

4彼らが民に話している間に，祭司た
ちや神殿の指揮官やサドカイ人たち

が近寄って来たが， 2彼らが民を教え

，イエスに起こった死んだ者たちから

の復活を宣明しているので，いらだっ

ていた。 3彼らに手をかけて，翌日ま

で拘留した。すでに夕方だったからで

ある。 4しかし，話を聞いた者の多く

が信じ，男の数はおよそ五千人になっ

た。 5朝になると，人々の支配者たち

，長老たち，律法学者たちがエルサレ

ムに招集された。 6大祭司アンナスが

，カイアファス，ヨハネ，アレクサン

デル，また大祭司の親族たち全員と共

にそこにいた。 7二人を自分たちの真

ん中に立たせて尋ねた，「あなた方は

何の権限によって，またどういう名に

よってこんなことをしたのか」。 8そ

の時，ペトロは聖霊に満たされて彼ら

に言った，「民の支配者またイスラエ

ルの長老の皆さん， 9わたしたちが今

日，足の不自由な人に対する善い行な

いと，何によってこの人がいやされた

のかということのために取り調べを受

けているのであれば， 10あなた方全

員もイスラエルの民すべても，このこ

とを知ってください。あなた方がはり

つけにし，神が死んだ者たちの中から

起こされたナザレのイエス・キリスト

の名において，そうです，この方によ

ってこの人は皆さんの前に立っている

のです。 11この方こそ，『あなた方

建てる者たちによって取るに足りない

ものとみなされたが，隅の親石になっ
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た石』なのです。 12ほかのだれにも

救いはありません。天下には，人々の

間に与えられ，わたしたちがそれによ

って救われるべき名は，ほかにないか

らです！」 13さて，ペトロとヨハネ

の大胆な態度を見，しかもそれが教養

のない無学な人であることを知って，

彼らは驚き怪しんだ。彼らは，二人が

かつてイエスと共にいたことに気づい

た。 14いやされた人が彼らと共に立

っているのを見ると，何も言い返せな

かった。 15そこで，二人に議会の外

に出るよう命じて，互いに協議して 16

言った，「我々はあの者たちをどうす

ればよいだろうか。彼らによって目覚

ましい奇跡が，エルサレムに住むすべ

ての人にはっきりと見える仕方でなさ

れたのは確かであって，我々はそれを

否定できないからだ。 17だが，これ

以上このことが民の間に広まることの

ないよう，今後はこの名においてだれ

にも語ってはならないと，彼らを脅し

つけておくことにしよう」。 18二人

を呼び入れて，イエスの名においては

一切語ったり教えたりしないようにと

命じた。 19しかしペトロとヨハネは

彼らに答えた，「神よりもあなた方に

聞き従うほうが，神のみ前において正

しいことなのかどうか，皆さん自身で

判断してください。 20わたしたちと

しては，自分たちが見聞きした事柄に

ついて告げるのをやめるわけにはゆき

ません」。 21彼らは，二人をさらに

脅しつけた上で釈放した。二人を罰す

る方法が見つからなかったからであり

，民のためでもあった。起きたことの

ために，みんなが神の栄光をたたえて

いたからである。 22このいやしの奇

跡が行なわれた人は，四十歳を過ぎて

いたのである。 23二人は，釈放され

ると自分たちの仲間のところに来て，

祭司長たちや長老たちが自分たちに言

ったことをすべて報告した。 24彼ら

はこれを聞くと，心を合わせて神に声

を上げ，こう言った。「主よ，あなた

は神，天と地と海とそれらの中にある

すべてのものを造られた方であり， 25

ご自分の召使いダビデの口によってこ

う言われた方です。『なぜ諸国民は憤

激し，もろもろの民はむなしいことを

企てるのか。 26地の王たちは立ち構

え，支配者たちは共に集まって，主に

逆らい，そのキリストに逆らった』。

27まさしく，この都で，ヘロデとポン

ティウス・ピラトは，あなたの聖なる

召使いイエスに逆らって，異邦人たち

やイスラエルの民と共に集まり， 28

あなたのみ手とお考えとによって，起

こることがあらかじめ定められていた

ことを行なったのです。 29主よ，今

，彼らの脅しをご覧になり，あなたの

召使いたちがあらん限りの大胆さをも

ってあなたの言葉を語ることができる

ようにしてください。 30み手を伸ば

していやしを行なわせ，あなたの聖な

る召使いイエスの名によって，しるし

や不思議な業を行なわせてください」

。 31祈り終えると，彼らの集まって

いた場所が揺れ動いた。みんなは聖霊

に満たされて，大胆さをもって神の言

葉を語った。 32信じた者たちの集団

は，心と魂が一つであった。彼らのう

ちのだれも，自分の所有物を自分のも

のだと主張することはなく，すべての

物を共有していた。 33使徒たちは大

きな力をもって，主イエスの復活につ
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いて人々に証言した。大きな恵みが彼

らすべての上にあった。 34彼らの中

には，欠乏している者は一人もいなか

ったのである。というのは，土地や家

を持っている者はみな，それらを売り

，売れたものの代金を持って来て， 35

使徒たちの足もとに置き，それらは必

要に応じてひとりひとりに分配された

からである。 36ヨセは，使徒たちか

らバルナバという異名を与えられてい

た，キュプロスの生まれのレビ人であ

ったが（この名は，訳せば，「励まし

の子」という意味である）， 37畑を

持っていたのでそれを売り，その代金

を持って来て使徒たちの足もとに置い

た。

5一方，アナニアという名の人が，そ
の妻サフィラと共に資産を売り， 2

代金の一部を隠しておき，それについ

ては妻も気づいていたのだが，一部分

だけを持って来て使徒たちの足もとに

置いた。 3しかしペトロは言った，「

アナニアよ，どうしてサタンがあなた

の心を満たして，聖霊を欺かせ，土地

の代金の一部を隠しておかせたのか。

4売らないでおけば，それはあなたの

ものだったのではないか。売ってしま

っても，それはあなたの自由になった

のではないか。どうしてこんなことを

心の中で企てたのか。あなたは人では

なく，神を欺いたのだ」。 5アンナス

はこれらの言葉を聞くと，倒れて死ん

だ。これらのことを聞いたすべての者

の上に大きな恐れが臨んだ。 6若者た

ちが立って彼を包み，運び出して葬っ

た。 7三時間ほどたってから，彼の妻

が，起きたことを知らずに入って来た

。 8ペトロは彼女に答えた，「わたし

に告げなさい。あなた方は土地をこれ

だけの値段で売ったのか」。彼女は言

った，「そうです，それだけの値段で

す」。 9そこでペトロは彼女に尋ねた

，「どうしてあなた方は示し合わせて

主の霊を試みたのか。見よ，あなたの

夫を葬った人たちの足が戸口のところ

にあり，彼らはあなたを運び出すだろ

う」。 10彼女はすぐに彼の足もとに

倒れて死んだ。若者たちは入って来て

，彼女が死んでいるのを見つけた。そ

こで彼女を運び出して，その夫のそば

に葬った。 11集会全体およびこれら

のことを聞いたすべての者の上に大き

な恐れが臨んだ。 12使徒たちの手に

よって，多くのしるしや不思議な業が

民の間で行なわれた。みんなは心を合

わせてソロモンの回廊にいた。 13ほ

かの者たちはだれも彼らに加わる勇気

はなかったが，民は彼らを尊敬してい

た。 14信じる者たち，すなわち大勢

の男女が主のもとに加えられていった

。 15人々は病気の者たちを大通りに

運び出し，寝台や寝床の上に横たえて

，ペトロが通るときに，せめて彼の影

がそのうちのだれかにかかるようにし

た。 16エルサレムの周囲の町々から

も群衆が集まって来て，病気の者たち

や汚れた霊に苦しめられている者たち

を連れて来たが，彼らは皆いやされた

。 17しかし，大祭司および共にいた

者たち全員（すなわちサドカイ人の党

派）は立ち上がり，ねたみに満たされ

て， 18使徒たちに手をかけ，彼らを

公共の留置場に入れた。 19ところが

，主のみ使いが夜にろうやの戸を開け

，彼らを連れ出して言った， 20「行

きなさい。そして，神殿で立ち，この
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命の言葉をすべて民に語りなさい」。

21彼らはこれを聞くと，夜明けごろ神

殿に入って教え始めた。一方，大祭司

および共にいた者たちがやって来て，

最高法院，またイスラエルの子らの長

老会議全体を招集し，彼らを連れて来

させるためにろうやに人を遣わした。

22しかし，出かけて行った役人たちは

，ろうやの中に彼らがいなかったので

，戻って来て報告した。 23「わたし

たちは，ろうやが閉まっていて，かぎ

がかけられており，それぞれの戸口の

前には番人が立っているのを見ました

。ところが，開けてみると，中にはだ

れもいなかったのです！」 24そこで

，大祭司，神殿の指揮官，および祭司

長たちは，これらの言葉を聞いて，こ

れはいったいどんなことになるのかと

，彼らのことで途方に暮れていた。 25

ある人が来て，みんなに告げた，「ご

覧なさい，あなた方がろうやに入れた

人たちは神殿にいて，立って民を教え

ています」。 26それで指揮官は役人

たちと一緒に出て行って，彼らを連れ

て来たが，手荒なことはしなかった。

民に石打ちにされるのを恐れていたか

らである。 27彼らを連れて来て，最

高法院の前に立たせた。大祭司が彼ら

を尋問して 28言った，「我々は，こ

の名において教えないようにと，お前

たちに厳しく命じておいたではないか

。見よ，お前たちはエルサレムをお前

たちの教えで満たしてしまい，しかも

，あの男の血を我々に負わせようと企

んでいる」。 29それに対して，ペト

ロと使徒たちは答えた，「わたしたち

は，人間より神に従わなければなりま

せん。 30わたしたちの父祖たちの神

は，あなた方が木に掛けて殺したイエ

スを生き返らされました。 31神はこ

の方を，イスラエルに悔い改めと罪の

許しとを与えるために，君主また救い

主としてご自分の右に高められました

。 32わたしたちは，これらの事に関

してこの方の証人です。神がご自分に

従う人たちに与えられた聖霊もまたそ

うです」。 33さて，これを聞くと，

人々は心を刺され，彼らを殺そうと決

心した。 34しかし，ガマリエルとい

う名のファリサイ人で，民のすべてか

ら尊敬されていた律法の教師が，最高

法院の中で立ち上がり，使徒たちをし

ばらく外に出すよう命じた。 35人々

に言った，「イスラエルの皆さん，あ

の者たちについては，自分が何をしよ

うとしているのかに注意しなさい。 36

というのは，以前にテウダスが立ち上

がり，自分を何者かのように見せかけ

て，多数の男たち，およそ四千人が仲

間に加わりましたが，彼は殺され，彼

に従った者たちもみな散らされて，失

敗に終わったからです。 37その男の

後で，ガリラヤのユダが登録のころに

立ち上がり，かなりの民を離反させて

自分の側に付けましたが，彼も滅び，

彼に従っていた者たちもみなほうぼう

に追い散らされたのです。 38それで

今，あなた方に告げますが，あの者た

ちから手を引き，彼らをそのままにし

ておきなさい。この企てや業が人から

出たものであれば，それは覆されるか

らです。 39しかし，もしも神から出

たものであれば，あなた方はそれを覆

すことはできないばかりか，神に対し

て闘うことになってしまうかも知れま

せん！」 40彼らは彼に同意した。使
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徒たちを呼び入れて，むち打ち，イエ

スの名において語らないよう命じてか

ら，釈放した。 41それで彼らは，イ

エスの名のために辱めを受けるに値す

る者とされたことを喜びつつ，最高法

院の面前から立ち去った。 42毎日，

神殿や家で，教えたり，イエスすなわ

ちキリストについて宣教したりし，決

してやめることはなかった。

6そのころ，弟子たちの数が殖えてい
た時，ヘレニストたちからヘブライ

人たちに対して苦情が起こった。彼ら

のやもめたちが日々の援助においてな

いがしろにされていたからであった。

2十二人は弟子たちの集団を呼び集め

てこう言った。「わたしたちが神の言

葉を放っておいて，食卓のために仕え

るのはふさわしくありません。 3です

から，兄弟たち，あなた方の中から，

聖霊と知恵とに満ちた評判の良い人を

七人選び出しなさい。わたしたちがこ

の仕事の上に任命するためです。 4わ

たしたちのほうは，祈りとみ言葉の奉

仕とにひたすらとどまることにします

」。 5これらの言葉は全員の賛成を得

た。彼らは，信仰と聖霊とに満ちた人

ステファノ，またフィリポ，プロコル

ス，ニカノル，ティモン，パルメナ，

アンティオキアの改宗者ニコラウスを

選び出して， 6使徒たちの前に立たせ

た。使徒たちは祈って彼らの上に手を

置いた。 7神の言葉は増し加わってゆ

き，弟子たちの数もエルサレムにおい

て非常に殖えていった。大勢の祭司た

ちがこの信仰に従っていた。 8ステフ

ァノは信仰と力に満ち，民の間ですば

らしい不思議な業やしるしを行なって

いた。 9しかし，「リベルティン」と

呼ばれる会堂に属する人々，およびキ

ュレネ人，アレクサンドリア人，また

キリキアやアシア出身の人々のうちの

ある者たちが立ち上がり，ステファノ

と議論した。 10彼らは，彼に語らせ

ている知恵と霊には対抗できなかった

。 11そこで，ひそかに人々をそその

かして，「わたしたちは，彼がモーセ

と神に対して冒とくの言葉を吐くのを

聞いた」と言わせた。 12民や長老た

ちや律法学者たちを扇動し，彼を襲っ

て捕らえ，最高法院に引いて行き， 13

偽りの証人たちを立てて言わせた，「

この男は，この聖なる場所と律法に対

して冒とくの言葉を吐いて，どうして

もやめません。 14というのも，わた

したちは彼が，あのナザレのイエスは

この場所を壊し，モーセがわたしたち

に伝えた慣習を変えるだろう，と言う

のを聞いたのです」。 15最高法院に

座っていた者たちはみな彼を見つめた

が，その顔はみ使いの顔のように見え

た。

7大祭司が言った，「これらのことは
そのとおりなのか」。 2彼は言った

，「兄弟たち，また父たちよ，聞いて

ください。わたしたちの父祖アブラハ

ムがハランに住む前，まだメソポタミ

アにいた時に，栄光の神が彼に現われ

て， 3こう言われました。『あなたの

土地，またあなたの親族から出て，わ

たしがあなたに示す土地に行きなさい

』。 4それで彼はカルデア人の土地か

ら出て，ハランに住みました。彼の父

が死んだのち，神はそこから，あなた

方が今住んでいるこの土地へ，彼を移

されました。 5ここでは何の相続財産

も，そうです，足の踏み場となるほど
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のものさえもお与えになりませんでし

た。ここを所有物として彼に，また彼

の後でその子孫に与えると約束されま

したが，その時には彼にはまだ子供が

いなかったのです。 6神はこのように

語られました。彼の子孫は見知らぬ土

地で異国人として住み，四百年のあい

だ奴隷にされ，虐待されるだろう，と

。 7『彼らを奴隷にする民族を，わた

しは裁くだろう』と神は言われました

。『そしてそののち，彼らは出て来て

，この場所でわたしに仕えるだろう』

。 8神は彼に割礼の契約を与えられま

した。こうして，アブラハムはイサク

の父となり，八日目に彼に割礼を施し

ました。イサクはヤコブの父となり，

ヤコブは十二人の族長たちの父となり

ました。 9「この族長たちは，ヨセフ

に対するねたみに動かされ，彼をエジ

プトに売りました。神は彼と共におら

れ， 10そのあらゆる苦難から彼を救

い出し，エジプトの王ファラオの前で

彼に好意と知恵を与えられました。フ

ァラオは彼に，エジプトと王の家全体

を治めさせたのです。 11さて，エジ

プトとカナンの全土にききんが起こり

，大きな苦難が臨みました。わたした

ちの父祖たちは食物を見つけることが

できなくなりました。 12しかし，ヤ

コブはエジプトに穀物があると聞いて

，わたしたちの父祖たちを最初に遣わ

しました。 13二度目の時，ヨセフの

ことがその兄弟たちに知らされ，ヨセ

フの一族のことがファラオに明らかに

されました。 14ヨセフは人を遣わし

て，その父ヤコブ，また親族全体，す

なわち七十五人の魂を呼び寄せました

。 15ヤコブはエジプトに下って行き

，やがて彼自身もわたしたちの父祖た

ちも死にました。 16そして彼らはシ

ェケムに持ち帰られ，アブラハムが銀

を支払ってシェケムのハモルの子らか

ら買っておいた墓に横たえられました

。 17「一方，神がアブラハムに誓わ

れた約束の時が近づくにつれ，民はエ

ジプトで殖え広がってゆき， 18つい

にヨセフのことを知らない別の王が現

われました。 19この王はわたしたち

の同族に対して悪巧みをし，わたした

ちの父祖たちを虐げ，無理やりにその

赤子たちを捨てさせ，生かしておけな

いようにしました。 20そうした時に

モーセが生まれましたが，非常に美し

い子でした。彼は三か月の間，自分の

父の家で養われました。 21捨てられ

た時，ファラオの娘が彼を拾い上げ，

彼を自分の子として育てました。 22

モーセはエジプト人のあらゆる知恵を

教え込まれました。彼は言葉にも業に

も強力な者でした。 23しかし，四十

歳になった時，自分の兄弟たち，すな

わちイスラエルの子らのもとを訪ねよ

うという気持ちがその心に起こりまし

た。 24彼らのうちの一人が不当に苦

しめられているのを見て，その人をか

ばい，エジプト人を打ち殺して，虐げ

られていたその人のためにあだを討ち

ました。 25自分の手によって神が兄

弟たちを救出しようとしておられるこ

とを，彼らが理解してくれるものと思

っていたのですが，彼らは理解しませ

んでした。 26「次の日，彼はけんか

をしている人たちのところに現われて

，彼らを仲直りさせようとして言いま

した，『君たちは兄弟同士ではないか

。なぜ互いに傷つけ合うのか』。 27
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しかし，隣人を傷つけていた者が彼を

押しのけて言いました，『だれがお前

を支配者や裁判官として我々の上に立

てたのか。 28昨日あのエジプト人を

殺したように，わたしを殺そうと思っ

ているのか』。 29この言葉を聞いて

モーセは逃げ，ミディアンの地で居留

者となり，二人の子の父となりました

。 30「四十年が満ちた時，シナイ山

の荒野において，燃える茂みの炎の中

で，主のみ使いが彼に現われました。

31これを見て，モーセはその光景を不

思議に思いました。よく見ようとして

近づくと，主の声が彼に臨みました。

32『わたしはあなたの父祖たちの神，

すなわち，アブラハムの神，イサクの

神，ヤコブの神だ』。モーセはおのの

いて，もはや見ようとはしませんでし

た。 33主は彼に言われました，『あ

なたの足のサンダルを脱ぎなさい。あ

なたが立っている場所は聖なる地なの

だ。 34わたしは，エジプトにいるわ

たしの民の苦難を確かに目にし，彼ら

のうめきを聞いた。それで，彼らを救

い出すために下って来たのだ。さあ，

行きなさい。わたしはあなたをエジプ

トに遣わそう』。 35「このモーセ，

すなわち，『だれがお前を支配者や裁

判官としたのか』と言って彼らが拒ん

だ人を，神は，茂みの中で彼に現われ

たみ使いの手によって，支配者また救

出者として遣わされたのです。 36こ

の人が，エジプトにおいても，紅海に

おいても，また荒野での四十年間にお

いても，不思議な業としるしを行ない

ながら，彼らを導き出したのです。 37

これこそ，イスラエルの子らに，『わ

たしたちの神なる主は，わたしを起こ

されたように，あなた方の兄弟たちの

中からあなた方のために一人の預言者

を起こされるだろう』と言った，あの

モーセなのです。 38これこそ，荒野

での集会において，シナイ山で彼に語

りかけたみ使いやわたしたちの父祖た

ちと共にいて，生ける託宣を受け，そ

れをわたしたちに伝えた人なのです。

39わたしたちの父祖たちは彼に対して

従順ではなく，かえって彼をはねのけ

，心の中でエジプトに引き返し， 40

アロンにこう言いました。『わたした

ちの前を行く神々を造ってください。

わたしたちをエジプトの地から導き出

したあのモーセについては，彼がどう

なったか分からないからです』。 41

彼らはそのころに子牛を造り，その偶

像に犠牲をささげ，自分たちの手の業

のうちで喜びました。 42一方，神は

背を向け，彼らが天の軍勢に仕えるま

まにされました。預言者たちの書にこ

う書かれているとおりです。『イスラ

エルの家よ，あなた方は荒野にいた四

十年の間に，ほふられた獣と犠牲とを

わたしにささげたことがあったか。 43

あなた方が担ぎ上げたのは，モロクの

幕屋，あなた方の神レファンの星，崇

拝するために自分で造った像だった。

わたしはあなた方をバビロンのかなた

に運び去るだろう』。 44「わたした

ちの父祖たちには，荒野に証明の幕屋

がありました。それは，モーセに語っ

た方が，彼の見たままの形に従って造

るようにと命じられたとおりのもので

した。 45わたしたちの父祖たちもこ

れを受け継いで，神がわたしたちの父

祖たちの面前から追い払われた諸国民

の所有地に入る時，ヨシュアと共にそ
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れを持ち込み，ダビデの日々に及びま

した。 46ダビデは神のみ前で好意を

受け，ヤコブの神のために住まいを設

けたいと願いました。 47しかし，ソ

ロモンが神のために家を建てました。

48ですが，いと高き方は手で造った神

殿の中には住まわれません。預言者が

言っているとおりです。 49『天はわ

たしの王座，地はわたしの足台。あな

た方はわたしのためにどんな家を建て

るのか』と，主は言われる。『あるい

は，わたしの休む場所とはどこか。 50

これらのすべてのものは，わたしの手

が造ったものではないか』。 51「強

情で，心にも耳にも割礼を受けていな

い人たちよ。あなた方はいつも聖霊に

抵抗しています！あなた方の父祖たち

が行なったとおりに，あなた方も行な

っているのです。 52預言者たちの中

で，あなた方の父祖たちが迫害しなか

った人がいるでしょうか。彼らは，義

なる方の到来を予告した人たちを殺し

，あなた方は今や，その方を裏切る者

，また殺す者となりました。 53あな

た方は，み使いたちの定めた律法を受

けたのに，それを守らなかったのです

！」 54さて，これを聞くと，人々は

心を刺され，彼に向かって歯ぎしりを

した。 55しかし，彼は聖霊に満たさ

れ，天をじっと見つめ，神の栄光と，

神の右に立っているイエスを見て， 56

こう言った，「ご覧なさい，わたしに

は，天が開けて，人の子が神の右に立

っておられるのが見えます！」 57す

ると，人々は大声で叫んで，耳をふさ

ぎ，彼に向かっていっせいに突進した

。 58彼を町の外に投げ出して，石打

ちにした。証人たちは，自分の外衣を

サウロという名の若者の足もとに置い

た。 59彼らがステファノを石打ちに

している間，彼は叫んで言った，「主

イエスよ，わたしの霊をお受けくださ

い！」 60ひざまずいて，大声で叫ん

だ，「主よ，この罪を彼らに負わせな

いでください！」こう言ってから，眠

りについた。

8サウロは彼の死刑に同意していた。
その日，エルサレムにあった集会に

対して激しい迫害が起こった。使徒た

ちのほかは皆，ユダヤとサマリアの地

方全域に散らされていった。 2敬けん

な人々はステファノを葬り，彼のため

に大いに嘆いた。 3一方，サウロは集

会を荒らそうとして，すべての家に押

し入り，男も女も引きずり出してはろ

うやに引き渡した。 4それで，各地に

散らされた人たちは，み言葉を宣教し

ながら巡回した。 5フィリポはサマリ

アの町に下って行き，人々にキリスト

を宣明した。 6群衆は，フィリポが行

なったしるしを見聞きすると，彼の語

る事柄に心を合わせて聞き従った。 7

汚れた霊が取り付いていた多くの者か

ら，それらが出て来たからである。そ

れらは大声で叫びながら出て来た。体

がまひした人や足の不自由な人が大勢

いやされた。 8この町には大きな喜び

が起こった。 9ところで，そこにはあ

る人がいたが，名をシモンといい，そ

の町で以前から魔術を行なってサマリ

アの人々を驚かせ，自分を何か偉い者

のように見せかけていた。 10最も小

さな者から最も大きな者に至るまで，

みんなが彼に聞き従い，「この人は神

の偉大な力だ」と言っていた。 11人

々が彼に聞き従ったのは，彼が長い間
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，その魔術によって人々を驚かせてき

たためであった。 12ところが，人々

は，神の王国とイエス・キリストの名

についての良いたよりを宣教するフィ

リポを信じた時，男も女もバプテスマ

を受けた。 13シモン自身もバプテス

マを受けた。彼はバプテスマを受ける

と，いつもフィリポに伴っていた。し

るしや大きな奇跡が起きるのを見て，

驚いていた。 14さて，エルサレムに

いた使徒たちは，サマリアが神の言葉

を受け入れたと聞くと，ペトロとヨハ

ネを彼らのもとに遣わした。 15二人

は下って行き，彼らが聖霊を受けるよ

うにと彼らのために祈った。 16それ

がまだ彼らの中のだれにも下っていな

かったからである。彼らは，ただキリ

スト・イエスの名においてバプテスマ

を受けていただけであった。 17それ

で，二人が彼らの上に手を置くと，彼

らは聖霊を受けた。 18その時，シモ

ンは，使徒たちが手を置くことによっ

て聖霊が与えられるのを見ると，二人

にお金を差し出して 19言った，「わ

たしにもこの力を下さって，だれでも

わたしが手を置く人が聖霊を受けられ

るようにしてください」。 20しかし

ペトロは彼に言った，「あなたの銀は

あなたと共に滅びてしまうがよい。あ

なたは神の贈り物をお金で得られると

考えたからだ！ 21あなたはこの事に

おいて受け分も分け前も持っていない

。あなたの心が神の前にまっすぐでな

いからだ。 22だから，この悪事を悔

い改め，神に請い求めなさい。そうす

れば，あなたの心の思いが許されるこ

とになるかも知れない。 23あなたが

苦い胆汁と不法の束縛との中にいるの

が，わたしには見えるからだ」。 24

シモンは答えた，「皆さん，わたしの

ために主に祈ってください。あなた方

の言われたことが何一つわたしに起こ

らないようにするためです」。 25こ

のようにして，二人は証言して主の言

葉を語ってから，エルサレムに引き返

し，サマリア人の多くの村に福音を宣

教した。 26一方，主のみ使いがフィ

リポに語りかけて，こう言った。「立

って，南の方へ行き，エルサレムから

ガザに下る道に出なさい。そこは砂漠

の道だ」。 27彼は立って出かけて行

った。すると見よ，一人のエチオピア

人がいた。エチオピア人の女王カンダ

ケのもとで大きな権力を持つ宦官で，

彼女の全財宝を管理していたが，礼拝

のためにエルサレムに来ていた。 28

その帰りに，自分の戦車の中に座り，

預言者イザヤを朗読していた。 29霊

がフィリポに言った，「近寄って，あ

の戦車と一緒に行きなさい」。 30フ

ィリポは走り寄り，彼が預言者イザヤ

を朗読しているのを聞いて，こう言っ

た。「読んでいることが分かりますか

」。 31彼は言った，「だれかが説明

してくれなければ，どうして分かるで

しょうか」。そして，上がって来て自

分と一緒に座ってくれるよう，フィリ

ポに頼んだ。 32ところで，彼が朗読

していた聖書の箇所は，次のとおりで

あった。「彼は羊のようにほふり場に

引かれて行った。毛を刈る者の前で黙

っている子羊のように，その口を開か

ない。 33辱めを受け，その裁きは取

り去られた。だれがその子孫のことを

語るだろうか。その命は地から取り去

られるからだ」。 34宦官はフィリポ
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に答えた，「この預言者はだれについ

て語っているのでしょうか。自分自身

についてですか。それともだれかほか

の人についてですか」。 35フィリポ

は口を開き，この聖句から始めて，彼

にイエスのことを宣教した。 36彼ら

が進んで行くと，水のある所に来た。

そこで宦官は言った，「ご覧ください

，ここに水があります。わたしがバプ

テスマを受けるのに何の妨げがあるで

しょうか」。 38彼は戦車に止まるよ

う命じた。そして，フィリポと宦官は

二人とも水の中に下りて行き，フィリ

ポは彼にバプテスマを施した。 39二

人が水から上がると，主の霊がフィリ

ポを連れ去ったので，宦官はもはや彼

を見なかったが，喜びながら自分の道

を進んで行った。 40一方，フィリポ

はアゾトスに現われた。すべての町々

を通り抜けながら，福音を宣教し，つ

いにカエサレアに着いた。

9さてサウロは，主の弟子たちに対す
る脅迫と虐殺の息をなおもはずませ

ながら，大祭司のもとに行って， 2ダ

マスカスの諸会堂あての手紙を求めた

。この道に属する者を見つけたなら，

男も女も縛り上げて，エルサレムに引

いて来るためであった。 3旅をしてダ

マスカスに近づいた時，突然，天から

の光が彼の周りを照らした。 4彼は地

に倒れ，「サウロ，サウロ，なぜわた

しを迫害するのか」と自分に言う声を

聞いた。 5彼は言った，「主よ，あな

たはどなたですか」。主は言った，「

わたしはイエス，あなたが迫害してい

る者だ。 6だが，立ち上がって，町に

入りなさい。そうすれば，あなたのな

すべきことが告げられるだろう」。 7

彼と一緒に旅をしていた人々は，何も

言えずに立っていた。響きは聞こえた

が，だれも見えなかったからである。

8サウロは地面から起き上がったが，

目を開いても何も見えなかった。人々

は彼の手を引いてダマスカスに連れて

行った。 9彼は三日のあいだ目が見え

ず，食べることも飲むこともしなかっ

た。 10さて，ダマスカスにはアナニ

アという名の弟子がいた。主は幻の中

で彼に言った，「アナニアよ！」彼は

言った，「主よ，わたしはここにいま

す」。 11主は彼に言った，「立って，

『まっすぐ』と呼ばれる通りへ行き，

ユダの家で，サウルという名のタルソ

スの人を探しなさい。見よ，彼は祈っ

ており， 12幻の中で，アナニアとい

う名の人が入って来て，視力を取り戻

させるため，自分の上に手を置くのを

見たからだ」。 13しかしアナニアは

答えた，「主よ，わたしはこの男につ

いて，彼がエルサレムであなたの聖徒

たちにどれほど悪いことをしたか，大

勢の人から聞いています。 14しかも

ここでは，あなたのみ名を呼び求める

者をすべて縛り上げる権限を，祭司長

たちから得ているのです」。 15しか

し主は彼に言った，「行きなさい。彼

は，諸国民や王たち，またイスラエル

の子らの前でわたしの名を担う，わた

しが選んだ器なのだ。 16実に，彼が

わたしの名のためにどれほど多くの苦

しみを受けなければならないかを，わ

たしは彼に示そう」。 17アナニアは

出かけて行って，その家に入った。彼

の上に手を置いてこう言った。「兄弟

サウロよ，道中であなたに現われた主

が，わたしを遣わされました。あなた
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が視力を取り戻し，聖霊で満たされる

ためです」。 18すぐに，彼の両目か

らうろこのような物が落ち，彼は視力

を取り戻した。彼は起き上がってバプ

テスマを受けた。 19食事をとって元

気づいた。サウロは数日の間，ダマス

カスにいる弟子たちと共に過ごした。

20すぐに諸会堂で，キリストのことを

，これこそ神の子であると宣明した。

21これを聞いた人々は皆びっくりして

言った，「これは，エルサレムでこの

名を呼び求める者たちを荒らしまわっ

た者ではないか。そして，ここに来た

のも，彼らを縛り上げて，祭司長たち

の前に引いて行くためではなかったの

か！」 22しかし，サウロはますます

力を増してゆき，イエスがキリストで

あることを論証して，ダマスカスに住

んでいるユダヤ人たちをうろたえさせ

た。 23かなりの日数が満ちた時，ユ

ダヤ人たちは彼を殺そうと陰謀を企て

たが， 24彼らの陰謀はサウロの知る

ところとなった。彼らは彼を殺そうと

して，昼も夜も門という門を見張って

いた。 25そこで，彼の弟子たちは夜

の間に彼を連れ出し，かごに乗せて城

壁づたいにつり降ろした。 26サウロ

は，エルサレムに来ると，弟子たちに

加わろうと努めたが，みんなは彼が弟

子であると信じずに，恐れていた。 27

しかし，バルナバは彼を受け入れて，

使徒たちのもとに連れて行き，彼が道

中で主を見た様子や，主が彼に語りか

けたこと，また，ダマスカスでイエス

の名において大胆に宣教した様子を話

して聞かせた。 28彼は彼らと共にエ

ルサレムに入り， 29主の名において

大胆に宣教していた。彼はヘレニスト

たちと語り合い，議論をしたが，彼ら

は彼を殺したがっていた。 30兄弟た

ちはそれを知って，彼をカエサレアに

連れ下り，タルソスに送り出した。 31

こうして集まりは，ユダヤ，ガリラヤ

，サマリアの全地にわたって平和を保

ち，築き上げられていった。彼らは，

主への恐れと聖霊の慰めとのうちに歩

みつつ，殖えていった。 32ペトロは

，あらゆる地方を巡っていた際，リュ

ッダに住んでいる聖徒たちのところに

も下って行った。 33その場所でアイ

ネアという名の人を見つけたが，体が

まひしていたために八年間も寝たきり

であった。 34ペトロは彼に言った，

「アイネアよ，イエス・キリストがあ

なたをいやされます。起きて，自分の

寝床を整えなさい！」すぐに彼は起き

上がった。 35リュッダとシャロンに

住むすべての人たちは彼を見て，主の

もとに立ち返った。 36さて，ヨッパ

にはタビタという名の弟子がいた。こ

の名は，訳せば，ドルカスという意味

である。この婦人は，多くの善い業や

あわれみの行為を施していた。 37そ

のころ，彼女は病気になって死んだ。

人々は彼女を洗い，階上の部屋に横た

えた。 38リュッダはヨッパに近かっ

たので，弟子たちは，ペトロがそこに

いると聞いて，二人の者を彼のもとに

遣わし，急いで自分たちのところに来

てくれるよう嘆願した。 39ペトロは

立って，彼らと共に出かけた。そこに

着くと，人々は彼を階上の部屋に連れ

て行った。やもめたちはみな彼のそば

にやって来て，泣きながら，自分たち

と共にいた間にドルカスが作った上着

や外衣を見せた。 40ペトロはみんな
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を外に出し，ひざまずいて祈った。遺

体のほうに向き直って言った，「タビ

タ，起きなさい！」彼女は目を開き，

ペトロを見ると起き直った。 41彼は

手を貸して彼女を起き上がらせた。聖

徒たちとやもめたちを呼んで，彼女が

生きているのを見せた。 42すると，

このことはヨッパじゅうに知れ渡り，

多くの者が主を信じた。 43彼はかな

りの日数をヨッパで過ごし，シモンと

いう革なめし職人のところにいた。

10さて，カエサレアに，名をコルネ
リウスという人がいた。「イタリ

ア連隊」と呼ばれる部隊の百人隊長で

あったが， 2敬けんな人であり，家族

全員で神を恐れており，民に気前よく

施しをし，いつも神に祈っていた。 3

ある日の第九時ごろ，神のみ使いが彼

のもとに来て，「コルネリウス！」と

言うのを，幻の中ではっきりと見た。

4み使いをじっと見つめて，おびえな

がら言った，「主よ，なにごとでしょ

うか」。み使いは彼に言った，「あな

たの数々の祈りや施しは神のみ前に上

って，記憶されている。 5さあ，ヨッ

パに人々を遣わして，またの名をペト

ロというシモンを招きなさい。 6彼は

，海辺に家を持つ革なめし職人のシモ

ンのところに宿泊している」。 7こう

語ったみ使いが立ち去ると，コルネリ

ウスは自分の家の召使い二人と，絶え

ず自分に仕えている者の中の敬けんな

兵士ひとりを呼び， 8すべてのことを

説明して，彼らをヨッパに遣わした。

9さて，翌日，彼らが旅を続けてその

町に近づいたころ，ペトロは祈るため

に正午ごろ屋上に上った。 10空腹に

なり，何か食べたいと思った。ところ

が，人々が準備している間に，我を忘

れた状態に陥った。 11天が開け，大

きな布のような入れ物が四隅で地の上

につり降ろされて，自分のところに下

って来るのを目にした。 12その中に

は，あらゆる種類の地上の四つ足の獣

，野獣，は虫類，空の鳥などがいた。

13彼に向かって声がした，「立ちなさ

い，ペトロよ，ほふって食べなさい！

」 14しかしペトロは言った，「主よ

，とんでもありません。下品なものや

汚れたものなど，これまで一度も食べ

たことがないのです」。 15彼に向か

って二度目に声がした，「神が清くし

たものを，汚れたものと呼んではなら

ない」。 16こうしたことが三度あっ

てから，すぐにその器は天に迎え上げ

られた。 17さて，自分が見た幻はい

ったい何を意味するのだろうかと，ペ

トロがひとりで途方に暮れていると，

見よ，コルネリウスから遣わされた者

たちが，シモンの家を探し当てて，門

の前に立ち， 18呼びかけて，またの

名をペトロというシモンがここに宿泊

しているかどうかを尋ねた。 19ペト

ロが幻について熟考していると，霊が

彼に言った，「見よ，三人の人々があ

なたを探しに来ている。 20さあ，立

って，下に降り，何も疑わずに彼らと

共に行きなさい。わたしが彼らを遣わ

したからだ」。 21ペトロはその人々

のところに降りて行って，こう言った

。「さあ，わたしがあなた方の探して

いる者です。どんなわけでやって来た

のですか」。 22彼らは言った，「百

人隊長コルネリウスは，正しい人で神

を恐れ，ユダヤ民族のすべてに良い評

判のある人ですが，自分の家にあなた
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を招き，言われることに耳を傾けるよ

うにと，聖なるみ使いから指示を受け

たのです」。 23そこで彼は彼らを呼

び入れて，泊まらせた。次の日，ペト

ロは立って，彼らと共に出かけて行き

，ヨッパからの兄弟たち数人が彼に伴

った。 24その翌日，彼らはカエサレ

アに入った。コルネリウスは，親族や

親しい友人たちを呼び寄せて，彼らを

待っていた。 25ペトロが入って来る

と，コルネリウスは彼を出迎え，その

足もとにひれ伏して，彼を拝んだ。 26

するとペトロは彼を引き起こして言っ

た，「立ちなさい！わたしも人間です

」。 27彼と話しながら入って来て，

大勢の人が集まっているのを見た。 28

彼らに言った，「ご存じのとおり，ユ

ダヤ人が別の民族の人と一緒になった

り，そのもとを訪問したりすることは

許されていません。しかし，神はわた

しに，どんな人をも神聖でない者とか

汚れている者などと呼んではならない

ことを示されました。 29ですから，

わたしは呼ばれたとき，何の不平も言

わずにやって来たのです。そこで尋ね

ますが，あなた方はどんなわけでわた

しを呼んだのですか」。 30コルネリ

ウスが言った，「四日前，わたしはこ

の時刻まで断食をして，第九時に家の

中で祈っていました。すると，ご覧く

ださい，輝く衣を着た人がわたしの前

に立って， 31こう言いました。『コ

ルネリウス，あなたの祈りは聞き入れ

られ，あなたの施しは神のみ前で覚え

られた。 32だから，ヨッパに人を遣

わして，またの名をペトロというシモ

ンを呼び寄せなさい。彼は，海辺にあ

る革なめし職人シモンの家に宿泊して

いる。彼はやって来ると，あなたに語

るだろう』。 33そのようなわけで，

すぐにあなたのもとに人を遣わしたの

ですが，よくおいでくださいました。

それで今，わたしたちは皆，神があな

たにお命じになったすべてのことを聞

こうとして，神のみ前に出ているので

す」。 34ペトロは口を開いて言った

，「わたしには本当によく分かります

。神がえこひいきをされることはなく

， 35どの民族でも神を恐れて義を行

なう人は，神に受け入れられるのだと

いうことが。 36神がイエス・キリス

トによって―この方こそすべての者の

主です―平和の良いたよりを宣教して

，イスラエルの子らにお送りになった

み言葉を， 37あなた方は知っていま

す。すなわち，ヨハネが宣教したバプ

テスマののちに，ガリラヤから始まっ

てユダヤ全土に宣明された出来事です

。 38それは，ナザレのイエスのこと

で，神がどのようにして聖霊と力をも

って彼に油を注がれたかということで

す。彼は出かけて行って善いことを行

ない，悪魔に虐げられていた人をすべ

ていやされたのです。神が共におられ

たからです。 39わたしたちは，彼が

ユダヤ人の地域とエルサレムとで行な

われたすべての事柄の証人です。人々

はまた，彼を木に掛けて殺しました。

40神は彼を三日目に生き返らせ，現わ

してくださいました。 41ただし，す

べての民に対してではなく，前もって

神に選ばれていた証人たち，つまり，

彼が死んだ者たちの中から起こされた

のちに，一緒に飲み食いしたわたした

ちに対してです。 42彼はわたしたち

に，民に宣教し，ご自分が生きている
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者たちと死んだ者たちとの裁き主とし

て神から任命された者だということを

証言するようにとお命じになりました

。 43すべての預言者たちも彼につい

て，だれでも彼を信じる者はその名に

よって罪の許しを受けることになると

証言しています」。 44ペトロがまだ

これらの言葉を語っている間に，み言

葉を聞いたすべての人たちの上に聖霊

が下った。 45割礼を受けている信者

で，ペトロと一緒に来ていた人たちは

，聖霊の贈り物が異邦人たちの上にも

注ぎ出されているのでびっくりした。

46というのは，彼らが異なる言語で語

り，神をたたえているのを聞いたから

である。それでペトロは答えた。 47

「この人たちはわたしたちと同じよう

に聖霊を受けたのですから，水を禁じ

てバプテスマを受けさせないことなど

，いったいだれにできるでしょうか」

。 48彼らに命じて，イエス・キリス

トの名においてバプテスマを受けさせ

た。それから彼らは彼に頼んで，数日

のあいだ滞在してもらった。

11さて，使徒たちやユダヤにいる兄
弟たちは，異邦人たちも神の言葉

を受け入れたことを耳にした。 2ペト

ロがエルサレムに上って来たとき，割

礼のある者たちは彼に議論を挑んで 3

言った，「あなたは，割礼を受けてい

ない人々のところに入って，彼らと一

緒に食事をした！」 4しかしペトロは

口を開き，次のように言って順序正し

く説明した。 5「わたしがヨッパの町

で祈っていると，我を忘れた状態にな

って，幻を見ました。大きな布のよう

な入れ物が，四隅で天からつり降ろさ

れているようでした。ついに，わたし

のところにまで下りて来ました。 6目

を凝らしてその中をよく見ると，地上

の四つ足の獣，野獣，はうもの，空の

鳥などがいました。 7さらに声がして

，わたしに言いました，『立ちなさい

，ペトロよ，ほふって食べなさい！』

8しかしわたしは言いました，『主よ

，とんでもありません。神聖でないも

のや汚れたものなど，これまで一度も

口に入れたことがないのです』。 9す

ると，天から二度目に声が出て，わた

しに答えました，『神が清くしたもの

を，汚れたものと呼んではならない』

。 10こうしたことが三度あってから

，すべてのものは再び天に引き上げら

れました。 11ちょうどその時，カエ

サレアからわたしのところへ遣わされ

て来た三人の人々が，わたしのいた家

の前に立ちました。 12霊がわたしに

，何も疑わずに彼らと共に行くように

告げました。ここにいる六人の兄弟た

ちもわたしに付いて来て，わたしたち

はその人の家に入りました。 13その

人はわたしたちに，み使いが家の中に

立っているのを見たこと，また，その

み使いがこう述べたことを話してくれ

ました。『ヨッパに人を遣わして，ま

たの名をペトロというシモンを招きな

さい。 14彼は，あなたとあなたの家

族全員を救う言葉をあなたに語るだろ

う』。 15わたしが話し始めると，聖

霊が彼らの上に，最初にわたしたちの

上に下ったのと同じようにして下った

のです。 16わたしは，主が言われた

この言葉を思い出しました。『ヨハネ

は確かに水でバプテスマを施したが，

あなた方は聖霊によってバプテスマを

施されることになる』。 17それで，
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わたしたちが主イエス・キリストを信

じた時に下さったのと同じ贈り物を，

神が彼らにお与えになったのであれば

，どうしてわたしのような者が神に逆

らうことができたでしょうか」。 18

これらのことを聞くと，彼らは静かに

なり，神の栄光をたたえて言った，「

それでは神は，命に至る悔い改めを異

邦人たちにもお与えになったのだ！」

19それゆえ，ステファノのことで起こ

った圧迫のために散らされた人々は，

フェニキア，キュプロス，アンティオ

キアにまで旅をしたが，ユダヤ人以外

にはだれにもみ言葉を語らなかった。

20しかし，その中にキュプロスやキュ

レネの者たちがいて，アンティオキア

へ行き，ギリシャ人たちに語って，主

イエスのことを宣教した。 21主のみ

手が彼らと共にあったので，信じて主

に立ち返った者たちは非常に多数であ

った。 22彼らに関する知らせがエル

サレムにあった集会の耳に入った。集

会はバルナバをアンティオキアにまで

遣わした。 23そこに到着して神の恵

みを見ると，彼は喜んだ。心の決意を

もって主のそばにとどまるようにと，

みんなを励ました。 24彼は善い人で

，聖霊と信仰とに満ちていたからであ

る。こうして，大勢の人々が主のもと

に加えられた。 25バルナバはサウロ

を探しにタルソスに出かけて行った。

26彼を見つけて，アンティオキアに連

れて来た。二人はまる一年のあいだ集

会と共に集まり，多くの人々を教えた

。このアンティオキアで，弟子たちは

初めてクリスチャンと呼ばれるように

なった。 27そのころ，預言者たちが

エルサレムからアンティオキアに下っ

て来た。 28彼らの中のアガボスとい

う者が立って，大ききんが全世界に臨

もうとしていることを霊によって示し

たが，これは実際にクラウディウスの

時代に起こった。 29そこで弟子たち

は，それぞれの豊かさに応じて，ユダ

ヤに住んでいる兄弟たちに救援物資を

送ることに決めた。 30それを実行し

，バルナバとサウロの手によって長老

たちに送り届けた。

12ちょうどそのころ，ヘロデ王は集
会のある者たちを虐げることに手

を伸ばし， 2ヨハネの兄弟ヤコブを剣

で殺した。 3それがユダヤ人たちの意

にかなったのを見て，ペトロをも捕ら

えようとした。それは種なしパンの時

期であった。 4彼を逮捕して，ろうや

に入れ，四人一組の兵士四組に引き渡

して監視させた。過ぎ越しの後で民の

前に引き出すつもりであったのである

。 5それで，ペトロはろうやに入れら

れており，彼のために集会によって休

みなく神に祈りがささげられていた。

6ヘロデが彼を引き出そうとしていた

前夜，ペトロは二本の鎖につながれて

，二人の兵士の間で眠っていた。番兵

たちは戸口の前でろうやを見張ってい

た。 7すると見よ，主のみ使いが彼の

そばに立ち，光が独房内を照らした。

み使いはペトロのわき腹をたたいて起

こし，「急いで立ち上がりなさい！」

と言った。鎖が彼の両手から落ちた。

8み使いは彼に言った，「服を着て，

サンダルをはきなさい」。彼はそのと

おりにした。み使いは彼に言った，「

外衣を着て，わたしに付いて来なさい

」。 9そこで彼はその後に付いて行っ

た。彼はみ使いによってなされている
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ことが現実のこととは分からず，幻を

見ているものと思っていた。 10第一

と第二の衛兵所を過ぎ，町に通じる鉄

の門のところに来ると，彼らのために

門がひとりでに開いた。外に出て，一

つの通りを進むと，すぐにみ使いは彼

から離れた。 11ペトロは我に返って

言った，「今，確かに分かる。主はみ

使いを遣わして，ヘロデの手から，ま

たユダヤの民のあらゆるもくろみから

，わたしを救い出してくださったのだ

」。 12そう判断すると，またの名を

マルコというヨハネの母マリアの家に

行った。そこでは，大勢の人が集まっ

て，祈っていた。 13門の戸をたたく

と，ロダという名の女中が応対に出た

。 14ペトロの声だと分かると，彼女

は喜びのあまり，門を開けもせずに中

に駆け込み，ペトロが門の前に立って

いると報告した。 15人々は彼女に言

った，「あなたは気が狂っている！」

しかし彼女は本当だと言い張った。彼

らは言った，「それは彼のみ使いだ」

。 16しかしペトロはたたき続けてい

た。彼らが開けてみると，ペトロがい

たので，びっくりした。 17しかし彼

は，彼らを手で制して静かにさせ，主

が彼をろうやから連れ出してくれた次

第を話して聞かせた。彼は言った，「

これらの事をヤコブと兄弟たちに知ら

せなさい」。それから立ち去って，ほ

かの所に出て行った。 18さて，夜が

明けると，いったいペトロはどうなっ

たのかと，兵士たちの間で少なからぬ

騒ぎが起こった。 19ヘロデは，彼を

探しても見つからないので，番兵たち

を取り調べ，彼らを死に渡すように命

じた。ユダヤからカエサレアに下って

行き，そこに滞在した。 20さて，ヘ

ロデはテュロスとシドンの民にひどく

腹を立てていた。彼らはそろって彼の

ところに来て，王の侍従官ブラスタス

に取り入って，和解を求めた。彼らの

地方は王の国から食糧を得ていたから

である。 21定められた日に，ヘロデ

は王衣をまとって王座に着き，彼らに

向かって演説をした。 22民は叫んで

言った，「神の声だ，人間の声ではな

い！」 23すぐに主のみ使いが彼を打

った。神に栄光を帰さなかったからで

ある。彼はうじに食われて死んだ。 24

一方，神の言葉は増し広がっていった

。 25バルナバとサウロは，奉仕の務

めを果たしたのち，またの名をマルコ

というヨハネを連れて，エルサレムに

帰って来た。

13さて，アンティオキアにある集会
には，幾人かの預言者や教師がい

た。すなわち，バルナバ，ニゲルと呼

ばれるシメオン，キュレネのルキウス

，領主ヘロデの乳兄弟マナエン，そし

てサウロである。 2彼らが主に仕えて

断食をしていると，聖霊が言った，「

バルナバとサウロを，わたしのため，

わたしが彼らを召した目的である業の

ために取り分けなさい」。 3そこで，

彼らは断食して祈り，手を二人の上に

置いてから，出発させた。 4こうして

，二人は聖霊によって送り出され，セ

レウキアに下って行った。そこからキ

ュプロスに向けて出帆した。 5サラミ

スに着くと，ユダヤ人の諸会堂で神の

言葉を宣明した。彼らは助手としてヨ

ハネも連れていた。 6島じゅうを巡回

してパフォスまで行くと，ある魔術師

を見つけた。ユダヤ人の偽預言者で，
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バル・イエスという名で， 7セルギウ

ス・パウルスという物わかりの良い地

方総督のもとにいた。地方総督はバル

ナバとサウロを呼んで，神の言葉を聞

こうとした。 8ところが，そのエリマ

という魔術師（彼の名はこのように訳

される）は彼らに抵抗し，地方総督を

この信仰から遠ざけようとした。 9し

かし，パウロとも呼ばれていたサウロ

は，聖霊に満たされ，彼をじっと見つ

めて 10言った，「ああ，あらゆる欺

きと悪賢さに満ちた者，悪魔の子，あ

らゆる正義の敵よ。あなたは主の正し

い道をゆがめることをやめないのか。

11それなら，見よ，主のみ手があなた

の上にある。あなたは目が見えなくな

り，時が来るまで日の光を見ないだろ

う！」すぐに，かすみと闇とがその上

に臨み，彼は手を引いてくれる人を探

しまわった。 12そこで，地方総督は

起きた事柄を見て，主の教えに驚き，

信者になった。 13さて，パウロとそ

の道連れはパフォスから出航し，パン

フィリアのペルガに来た。ヨハネは彼

らから離れてエルサレムに帰ってしま

った。 14しかし彼らはペルガから進

んで行き，ピシディアのアンティオキ

アに来た。安息日に会堂に入って席に

着いた。 15律法と預言者たちの朗読

の後で，会堂長たちが彼らのもとに人

を遣わして言った，「兄弟たち，民の

ために何か勧告の言葉がありましたら

，話してください」。 16パウロは立

ち上がり，手で合図をして言った，「

イスラエルの人たち，ならびに神を恐

れる皆さん，聞いてください。 17こ

の民の神は，わたしたちの父祖たちを

選び出し，エジプトの地で異国人とし

て滞在していた間にこの民を高め，高

く上げたみ腕をもって彼らをそこから

導き出されました。 18およそ四十年

の期間にわたって荒野で彼らを養われ

ました。 19カナンの地で七つの民族

を滅ぼし，その地を相続財産として彼

らに与えられました。これが，およそ

四百五十年間にわたりました。 20こ

うした事ののち，預言者サムエルの時

代まで彼らに裁き人を与えられました

。 21のちに彼らが王を求めたので，

神は四十年のあいだ，ベニヤミン族の

人，キシュの子サウルを彼らに与えら

れました。 22彼を退けてから，ダビ

デを立てて彼らの王とし，彼について

こうも証言されました，『わたしはエ

ッサイの子ダビデ，わたしの心にかな

う者を見いだした。彼はわたしの望む

ことをみな行なうだろう』。 23この

人の子孫から，神は約束に従って，イ

スラエルに救いをもたらされたのです

。 24その方が来られる前に，まずヨ

ハネがイスラエルに悔い改めのバプテ

スマを宣教しました。 25自分の走路

を終えようとするとき，ヨハネは言い

ました，『あなた方はわたしが何者だ

と思っているのか。わたしはその者で

はない。だが，見よ，その方はわたし

の後に来られるが，わたしはその方の

足のサンダルのひもをほどくにも値し

ない』。 26兄弟たち，アブラハムの

血統の子らである皆さん，そしてあな

た方の中で神を恐れる方たち，この救

いの言葉はあなた方に送られたのです

。 27エルサレムに住む人たちやその

支配者たちは，彼のことを知らず，ま

た安息日ごとに朗読される預言者たち

の言葉も知らずに，彼を罪に定めるこ
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とによってそれらの言葉を実現させま

した。 28死に値する理由を何も見い

だせなかったのに，ピラトに願って彼

を殺させたのです。 29彼について書

かれている事柄をすべて実現させてか

ら，彼を木から取り下ろして墓の中に

横たえました。 30しかし，神は彼を

死んだ者たちの中から起こされました

。 31彼は幾日にもわたって，彼と共

にガリラヤからエルサレムに上って来

た人たちに現われました。彼らは民に

対して彼の証人になっています。 32

わたしたちは，父祖たちになされた約

束についての良いたよりをあなた方に

伝えています。 33すなわち，神はイ

エスを生き返らせて，わたしたち子孫

に対してその約束を果たしてくださっ

たのです。詩編の第二編にも，こう書

かれているとおりです。『あなたはわ

たしの子。わたしは今日あなたの父と

なった』。 34「彼を死んだ者たちの

中から起こされ，もう二度と腐敗する

ことのない者とされたことについては

，こう言っておられます。『わたしは

，ダビデに約束した確かな祝福をあな

た方に与えるだろう』。 35ですから

，詩編のほかの箇所でもこう言われて

います。『あなたは，あなたの聖なる

者が腐敗を見ることをお許しにならな

い』。 36実際，ダビデは，自分の世

代のうちで神のお考えに従って仕えた

後，眠りに落ち，自分の父祖たちと共

に横たえられ，腐敗を見ました。 37

しかし，神が生き返らせたこの方は，

腐敗を見ることがなかったのです。 38

ですから，兄弟たち，このことを知っ

てください。この方による罪の許しが

あなた方に宣明されており， 39モー

セの律法によっては義とされることの

なかったあらゆることについても，信

じる者はこの方によって義とされるの

です。 40ですから，預言者たちの中

で語られているこのことがあなた方に

臨まないよう用心していなさい。 41

『見よ，あざける者たちよ，驚け，滅

び去れ。わたしはあなた方の時代に一

つの業をなす。だれかが詳しく説明し

ても，あなた方が決して信じることの

ない業を』」。 42そこで，ユダヤ人

たちが会堂を出て行くと，異邦人たち

は次の安息日にもこうした話をして欲

しいと懇願した。 43そして，会堂が

解散してから，大勢のユダヤ人たちと

敬けんな改宗者たちがパウロとバルナ

バに従った。二人は彼らと語り合い，

神の恵みのうちにとどまっているよう

にと勧めた。 44次の安息日には，ほ

とんど町全体が神の言葉を聞くために

集まった。 45しかし，ユダヤ人たち

はこの群衆を見てねたみに満たされ，

パウロが語った事柄に反対して，のの

しった。 46パウロとバルナバは大胆

に語って，こう言った。「神の言葉は

まずあなた方に対して語られることが

必要でした。ところが，あなた方はそ

れを自分たちから押しのけ，自分自身

を永遠の命に値しない者としているの

ですから，見なさい，わたしたちは異

邦人たちのほうに向きを転じます。

(aiōnios g166) 47主はわたしたちにこう命

じられたからです。『わたしはあなた

を異邦人たちのための光とした。あな

たが地の最も遠い所に至るまでも救い

をもたらすためだ』」。 48異邦人た

ちはこれを聞いて喜び，神の言葉の栄

光をたたえた。永遠の命のために定め
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られていた者たちはみな信者になった

。 (aiōnios g166) 49主の言葉はこの地方全

体に広まって行った。 50ところが，

ユダヤ人たちは敬けんで有力な婦人た

ちや町の主立った人たちを扇動して，

パウロとバルナバに対する迫害を起こ

し，二人を自分たちの地方から追い出

した。 51一方，二人は彼らに対して

足のちりを払い落とし，イコニオムに

行った。 52弟子たちは喜びと聖霊と

に満たされていた。

14イコニオムで，二人は共にユダヤ
人の会堂に入って話をしたので，

ユダヤ人とギリシャ人の大群衆が信者

になった。 2ところが，信じようとし

ないユダヤ人たちは，異邦人たちの魂

を扇動し，兄弟たちに対して悪意を抱

かせた。 3それゆえ，二人は長い間そ

こに滞在し，主にあって大胆に語った

。主は二人の手によってしるしと不思

議な業とを行なわせ，その恵みの言葉

を証明した。 4しかし，町の群衆は分

裂した。ある者はユダヤ人の側に，別

の者は使徒たちの側に付いた。 5異邦

人たちとユダヤ人たちのある者たちが

，彼らの支配者たちと一緒になって，

二人を虐げて石打ちにしようという乱

暴な企てを起こしたとき， 6それに気

づいた二人は，リュカオニア，リュス

トラ，デルベ，およびその周囲の地域

に逃れた。 7そこでも福音を宣教した

。 8リュストラに，足が虚弱な人が座

っていた。母の胎を出たときから足が

不自由で，一度も歩いたことのなかっ

た。 9彼がパウロの話に耳を傾けてい

ると，パウロは彼をじっと見つめて，

彼に十分な信仰があるのを見て， 10

大声で言った，「自分の足でまっすぐ

立ちなさい！」彼は躍り上がって歩き

始めた。 11群衆はパウロの行なった

ことを見て，声を張り上げ，リュカオ

ニアの言語で言った，「神々が人間の

姿になって我々のところへ下って来た

のだ！」 12彼らはバルナバを「ユピ

テル」，パウロを「メルクリウス」と

呼んだ。パウロが主な話し手だったか

らである。 13町の前にあるユピテル

の神殿の祭司が，数頭の雄牛と幾つか

の花輪を持って来て，群衆と一緒にな

って犠牲をささげようとした。 14し

かし，使徒たち，すなわちバルナバと

パウロは，このことを聞くと，衣を引

き裂いて群衆の中に飛び込んで行き，

叫んで言った， 15「皆さん，どうし

てこんなことをするのですか。わたし

たちもあなた方と同じ感情を持つ人間

です。そして，あなた方がこうした無

駄な事柄を離れて，生ける神に立ち返

るようにと，あなた方に良いたよりを

もたらしているのです。この方こそ，

天と地と海，そしてその中にあるすべ

てのものを造られたのです。 16神は

，過ぎ去った世代においては，あらゆ

る民族が自分の道を歩むのを許されま

した。 17しかし，ご自身についての

証言がないままにしておかれたわけで

はありません。善いことを行なって，

あなた方に天からの雨と実りの季節と

を与え，食べ物と喜びとをもってわた

したちの心を満たしてくださったので

す」。 18このように言って，二人は

群衆が自分たちに犠牲をささげるのを

やっとのことでやめさせた。 19とこ

ろが，アンティオキアとイコニオムか

ら幾人かのユダヤ人がやって来て，群

衆を説得して，パウロを石打ちにし，
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彼を死んだものと思って町の外に引き

ずり出した。 20しかし，弟子たちが

彼を取り囲むと，彼は立ち上がり，町

の中に入った。次の日，彼はバルナバ

と共にデルベに向けて出発した。 21

この町で福音を宣教し，多くの弟子を

作ってから，二人はリュストラ，イコ

ニオム，さらにアンティオキアへと引

き返し， 22弟子たちの魂を強め，信

仰のうちにとどまるように，また，わ

たしたちは多くの苦しみを経て神の王

国に入らなければならないと勧告した

。 23彼らのために集会ごとに長老た

ちを任命し，断食をもって祈り，彼ら

をその信じている主にゆだねた。 24

ピシディアを通って，パンフィリアに

やって来た。 25ペルガでみ言葉を語

ってから，アタリアに下って行った。

26そこからアンティオキアに出航した

。そこは二人が，今や成し遂げた業の

ために，神の恵みにゆだねられて送り

出された所である。 27到着して集会

の人々を集めると，二人は神が自分た

ちに行なったすべてのことと，神が異

邦人たちに信仰の戸口を開いたことを

報告した。 28長い間にわたって弟子

たちと共に過ごした。

15ある人たちがユダヤから下って来
て，兄弟たちにこう教えていた。

「モーセの慣習に従って割礼を受けな

い限り，あなた方は救われない」。 2

それで，パウロやバルナバと彼らとの

間に少なからぬ不和と議論が生じたの

で，人々は，パウロとバルナバ，およ

び自分たちのうちのほかの幾人かがエ

ルサレムに上り，この議論のことで使

徒たちや長老たちを訪ねることを決め

た。 3彼らは集会によって送り出され

，フェニキアとサマリアを通り抜け，

異邦人たちの改宗の次第を詳しく説明

して，すべての兄弟たちを大いに喜ば

せた。 4エルサレムに着くと，集会と

使徒たちと長老たちから迎えられ，神

が自分たちと共に行なった事柄すべて

を報告した。 5ところが，信者となっ

ていた幾人かのファリサイ派の者たち

が立ち上がって，こう言った。「彼ら

に割礼を施して，モーセの律法を守る

ようにと命じることが必要です」。 6

使徒たちや長老たちは，この問題につ

いて調べるために集まった。 7多くの

議論があったのち，ペトロが立ち上が

って彼らに言った，「兄弟たち，ご存

じのとおり，ずっと以前に，神はあな

た方の間からわたしを選ばれ，異邦人

たちがわたしの口から福音の言葉を聞

いて信じるようにされました。 8心を

知っておられる神は，わたしたちにさ

れたのと同じようにして彼らに聖霊を

お与えになり，彼らについて証言され

たのです。 9神は，わたしたちと彼ら

との間に区別を設けずに，彼らの心を

信仰によって清められました。 10そ

れなのに，どうして今，わたしたちの

父祖たちもわたしたちも負うことので

きなかったくびきをあの弟子たちの首

にかけて，神を試みるのですか。 11

それどころか，わたしたちは，彼らと

同じく主イエスの恵みによって救われ

ることを信じているのです」。 12群

衆はみな静かになった。そして，バル

ナバとパウロが，彼らを通して神が異

邦人たちの間で行なったしるしや不思

議な業について報告するのに耳を傾け

た。 13二人が話し終えると，ヤコブ

が答えた，「兄弟たち，わたしの言う
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ことを聞いてください。 14シメオン

は，神が最初に異邦人たちを気にかけ

て，その中からご自分のみ名のために

民を取り出された次第を話してくれま

した。 15これは預言者たちの言葉と

一致しています。こう書かれていると

おりです。 16『これらの事ののち，

わたしは戻って来て，ダビデの倒れた

幕屋を建て直し，その廃虚を建て直す

だろう。それを元どおりにするだろう

。 17残っている者たち，わたしの名

によって呼ばれるすべての異邦人たち

が主を探し求めるようになるために。

これらのすべての事を行なわれる主が

言われる。 18神にとってそのすべて

の業は遠い昔から知らされているので

ある』。 (aiōn g165) 19「それで，わたし

の意見はこうです。すなわち，わたし

たちは，異邦人たちの中から神に立ち

返った人たちを悩ませることはせず，

20ただ，偶像に汚されたものと，淫行

と，絞め殺されたものと，血を避ける

ようにと，彼らに書き送るのがよいで

しょう。 21モーセについては，昔か

らどの町にも宣教する者たちがおり，

安息日ごとに諸会堂で朗読されている

からです」。 22そこで，使徒たちと

長老たちは，集会全体と共に，自分た

ちの中から人を選んで，パウロやバル

ナバと一緒にアンティオキアに遣わす

のがよいと考えた。すなわち，バルサ

バスと呼ばれるユダとシラスで，兄弟

たちの間で主立った人たちであった。

23彼らは次のように書いてこの人たち

の手に託した。「使徒たち，長老たち

，および兄弟たちから，アンティオキ

ア，シリア，キリキアにいる異邦人の

兄弟たちへ。あいさつを送ります。 24

わたしたちの中から行ったある者たち

が，いろいろな言葉によってあなた方

を悩ませ，わたしたちが命じてもいな

いのに，「あなた方は割礼を受けて，

律法を守らなければならない」と言っ

て，あなた方の魂を乱したことを聞き

ましたので， 25わたしたちは満場一

致で，人を選んで，わたしたちの愛す

るバルナバやパウロと共に，あなた方

のもとに遣わすのがよいと考えました

。 26この二人は，わたしたちの主イ

エス・キリストのみ名のために，自分

の命をかけている者たちです。 27そ

れで，わたしたちはユダとシラスを遣

わしますが，この二人も同じことを口

頭であなた方に告げるでしょう。 28

というのは，聖霊とわたしたちとは，

次の必要な事柄のほかには，あなた方

にいかなる重荷も負わせないのがよい

と考えたからです。 29すなわち，偶

像に汚されたものと，血と，絞め殺さ

れたものと，淫行を避けることです。

これらのものから身を守っていればよ

いのです。ご健勝で」。 30こうして

，彼らは送り出されて，アンティオキ

アに着いた。集団を集めて，手紙を手

渡した。 31これを読むと，人々はそ

の励ましに喜んだ。 32ユダとシラス

は，彼ら自身も預言者であったので，

多くの言葉をもって兄弟たちを励まし

，元気づけた。 33しばらくの間そこ

で過ごしてから，兄弟たちからのあい

さつを携えて再び使徒たちのもとに送

り出された。 35しかし，パウロとバ

ルナバはアンティオキアにとどまり，

他の多くの人たちと共に，主の言葉を

教え，宣教していた。 36数日後，パ

ウロはバルナバに言った，「さあ，も
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う一度行って，わたしたちが主の言葉

を宣明したすべての町にいるわたした

ちの兄弟たちを訪ね，彼らがどうして

いるかを見て来ようではないか」。 37

バルナバは，マルコと呼ばれるヨハネ

を一緒に連れて行くつもりであった。

38しかしパウロは，パンフィリアで自

分たちから離れ，同行して業を行なわ

なかったような者は，一緒に連れて行

かないほうがよいと考えた。 39それ

で，激しい口論が起こり，彼らは互い

に別れることになった。バルナバはマ

ルコを連れ，キュプロスへ出航した。

40一方，パウロはシラスを選び，兄弟

たちから神の恵みにゆだねられて出発

した。 41シリアとキリキアを通り抜

けながら，各地の集会を強めた。

16彼はデルベとリュストラにやって
来た。すると見よ，テモテという

名の弟子がいた。信者であるユダヤ婦

人の息子で，その父はギリシャ人であ

った。 2リュストラとイコニオムにい

た兄弟たちは，彼について良い証言を

していた。 3パウロは彼を一緒に連れ

て行きたいと思ったので，その地帯に

いるユダヤ人たちのために，彼を連れ

て来て割礼を施した。彼の父がギリシ

ャ人であることを，みんなが知ってい

たからである。 4彼らは町々を通って

行きながら，エルサレムにいる使徒た

ちや長老たちが定めた規定を守るよう

にと，人々に伝えた。 5こうして，各

地の集会は信仰において元気づけられ

，日ごとに数を増して行った。 6彼ら

がフリュギアとガラテアの地方を通っ

て行くと，アシアでみ言葉を語ること

を聖霊によって禁じられた。 7ミュシ

アに面した所まで来て，ビティニアに

入ろうとしたが，霊がそれを許さなか

った。 8ミュシアを通り過ぎて，トロ

アスに下って行った。 9その夜，一つ

の幻がパウロに現われた。その中で，

あるマケドニアの人が立って，彼に懇

願してこう言った。「マケドニアに渡

って来て，わたしたちを助けてくださ

い」。 10彼がその幻を見たとき，わ

たしたちはすぐにマケドニアに出かけ

ることにした。彼らに福音を宣教する

ために，主がわたしたちを招いておら

れるのだと結論したからである。 11

それで，わたしたちはトロアスから出

航してサモトラケに直行し，翌日ネア

ポリスに着いた。 12そしてそこから

フィリピに行った。そこはマケドニア

第一地区の町で，ローマの植民都市で

ある。わたしたちはその町で幾日か滞

在した。 13安息日に町から出て川岸

に行った。そこに祈りの場所があると

思ったからである。腰を下ろして，集

まって来た女たちと話をした。 14紫

布を売るテュアティラ出身の人で，神

の崇拝者であるリュディアという名の

女が，わたしたちの言葉を聞いていた

が，主は彼女の心を開き，パウロが語

る事柄に聞き従うようにさせた。 15

彼女とその家の者たちがバプテスマを

受けたとき，彼女はわたしたちに懇願

して言った。「もし皆さんが，わたし

を主に忠実な者とお思いでしたら，わ

たしの家に入ってお泊まりください」

。このようにして，わたしたちに頼み

込んで承知させた。 16わたしたちが

祈り場に行く途中，占いの霊に取り付

かれている女中がわたしたちに出会っ

た。彼女は運勢を告げて，その主人た

ちに多くの利得をもたらしていた。 17
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パウロとわたしたちの後に付いて来て

，叫んで言った，「この人たちは，い

と高き神の召使いたちで，わたしたち

に救いの道を宣明しているのです！」

18彼女は何日もの間このことを続けた

。しかしパウロは，非常にいら立つよ

うになり，振り向いてその霊に言った

，「イエス・キリストの名においてあ

なたに命じる。彼女から出て行け！」

それは即座に出て行った。 19ところ

が，彼女の主人たちは，自分たちの利

得の見込みがなくなってしまったのを

見て，パウロとシラスを捕まえ，市場

で支配者たちの前に引いて行った。 20

政務官たちのところに引き出して，こ

う言った。「この者たちはユダヤ人で

，わたしたちの町をかき乱しています

。 21わたしたちローマ人が受け入れ

ることも，守り行なうことも許されな

い慣習を宣伝しています」。 22群衆

も一緒になって彼らに対して立ち上が

ったので，政務官たちは彼らの衣をは

ぎ取って，彼らをむちで打つようにと

命じた。 23何度もむち打たせてから

，彼らをろうやに投げ入れ，看守にし

っかり見張るようにと命じた。 24こ

のような命令を受けたので，彼は彼ら

を奥のろうやに投げ入れ，彼らの足を

足かせ台につないだ。 25しかし，真

夜中ごろ，パウロとシラスは祈ったり

，神に賛美の歌を歌ったりしていた。

そして，囚人たちもそれに耳を傾けて

いた。 26突然，大きな地震が起こり

，ろうやの土台が揺れ動いた。そして

，すぐにすべての扉が開き，全員のく

さりが解けた。 27看守は眠りから覚

め，ろうやの扉が開いているのを見る

と，囚人たちが逃げてしまったものと

思い，剣を抜いて自殺しようとした。

28しかしパウロは大声で叫んで言った

，「自害してはいけない。わたしたち

は皆ここにいる！」 29彼は明かりを

持って来させて中に駆け込み，おのの

きながらパウロとシラスの前にひれ伏

した。 30そして，二人を外に連れ出

して言った，「皆さん，救われるため

にわたしは何をしなければなりません

か」。 31二人は言った，「主イエス

・キリストを信じなさい。そうすれば

あなたも，あなたの家の者たちも救わ

れます」。 32彼と，彼の家にいたす

べての者に，主の言葉を語った。 33

彼は，夜のその時刻に二人を連れ出し

，その打ち傷を洗った。そして，彼と

その家の者たちは，すぐにバプテスマ

を受けた。 34彼は二人を家に上がら

せ，その前に食事を備えて，家の者た

ちと共に，神を信じるようになったこ

とを大いに喜んだ。 35さて，朝にな

ると，政務官たちは守衛兵たちを遣わ

し，「あの者たちを釈放せよ」と言わ

せた。 36看守はこの言葉をパウロに

伝えて言った，「政務官たちはあなた

方を釈放するようにと人をよこしまし

た。どうぞ，出て来て，安心してお出

かけください」。 37しかしパウロは

彼らに言った，「彼らは，ローマ人で

あるわたしたちを，裁判にもかけずに

公然と打ちたたき，ろうやに投げ込ん

だのだ！今になって，ひそかにわたし

たちを釈放するのか。それは実によく

ない。自分たちでここに出向いて，わ

たしたちを連れ出すべきだ！」 38守

衛兵たちはこの言葉を政務官たちに報

告した。すると政務官たちは，彼らが

ローマ人だと聞いて恐れ， 39やって
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来て彼らに懇願した。彼らを連れ出し

てから，町から立ち去ってくれるよう

にと頼んだ。 40二人はろうやを出て

，リュディアの家に行った。兄弟たち

に会うと，彼らを励ましてから出発し

た。

17さて，二人はアンフィポリスとア
ポロニアを通り抜けて，テサロニ

ケにやって来た。ここにはユダヤ人の

会堂があった。 2パウロはいつもの習

慣どおり彼らのもとに入って行き，三

度の安息日にわたって彼らと聖書から

論じ合い， 3キリストが苦しみを受け

，死んだ者たちの中から生き返らなけ

ればならなかったことを説明したり論

証したりし，「わたしがあなた方に宣

明しているこのイエスこそ，キリスト

です」と言っていた。 4彼らのうちの

幾人かは納得し，パウロとシラスに加

わった。その中には，非常に大勢の敬

けんなギリシャ人たちや，かなりの数

の主立った婦人たちもいた。 5ところ

が，信じなかったユダヤ人たちは，市

場から数人のならず者を連れて来て，

群衆を集め，町に騒ぎを起こした。ヤ

ソンの家を襲撃し，民の前に連れ出そ

うとして二人を探した。 6二人が見つ

からなかったので，ヤソンと数人の兄

弟たちを町の支配者たちの前に引いて

行き，叫んで言った，「世界中を騒が

せた例の者たちがここにも来ています

が， 7ヤソンが彼らを迎え入れました

。この者たちは皆，カエサルの布告に

背いて行動し，イエスという別の王が

いると言っているのです！」 8これを

聞いて，群衆や町の支配者たちは動揺

した。 9ヤソンとほかの者たちから保

証金を取ってから，彼らを釈放した。

10兄弟たちはすぐにパウロとシラスを

夜のうちにベレアに送り出した。そこ

に到着すると，二人はユダヤ人の会堂

に入った。 11さて，ここの人たちは

テサロニケの人たちよりも高潔で，み

言葉を意欲的に受け入れ，それがその

とおりかを知ろうとして，毎日聖書を

調べていた。 12それゆえ，彼らのう

ちの多くの者が信者になった。その中

には，ギリシャ人の有力な婦人たちや

，かなりの数の男たちもいた。 13と

ころが，テサロニケのユダヤ人たちは

，ベレアでもパウロによって神の言葉

が宣明されていると知ると，そこにも

押しかけて来て，群衆を扇動した。 14

そこで，兄弟たちはすぐにパウロを送

り出して，海辺まで行かせた。しかし

，シラスとテモテはなおもそこにとど

まった。 15一方，パウロに付き添っ

た人々は，彼をアテネまで連れて行っ

た。できるだけ早く来るようにという

シラスとテモテへの指示を託されて，

去って行った。 16さて，パウロがア

テネで彼らを待っている間，町が偶像

でいっぱいなのを見て，その霊は彼の

内で怒りに燃えた。 17そこで，会堂

ではユダヤ人たちや敬けんな人々と，

市場では日々そこで出会う人たちと共

に論じ合った。 18エピクロス派やス

トア派の哲学者たちの幾人かとも語り

合った。ある者たちは言った，「この

おしゃべりは何を言いたいのだろうか

」。ほかの者たちは言った，「異国の

神々を宣伝しているらしい」。彼がイ

エスと復活について宣教していたから

である。 19人々は彼を捕まえてアレ

オパゴスに連れて行き，こう言った。

「あなたの語っているその新しい教え
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がどういうものか，わたしたちに分か

らせてもらえないか。 20あなたは何

か珍しいことをわたしたちの耳に入れ

ているからだ。だからそれがどんな意

味なのか知りたいのだ」。 21ところ

で，アテネ人やそこに住む居留人は皆

，何か新しいことを話したり聞いたり

することばかりに時間を費やしていた

のである。 22パウロはアレオパゴス

の真ん中に立って，こう言った。「ア

テネの皆さん。あなた方はあらゆるこ

とにおいて非常に信心深いということ

がわたしには分かります。 23という

のは，歩きながら，あなた方の崇拝の

対象物をいろいろと見ていたところ，

『知られていない神に』という銘のあ

る祭壇さえも見つけたからです。です

から，あなた方が知らずに崇拝してい

るもの，それをあなた方に知らせます

。 24世界とその中のすべてのものを

お造りになった神は，天地の主なので

すから，手によって造られた神殿には

住まわれません。 25また，何かに不

自由しているかのように，人間の手に

よって仕えてもらうこともありません

。ご自身がすべての人に，命と息とす

べての物を与えておられるからです。

26神は，一人の人からあらゆる民族の

人々を造って，地の全面に住まわせ，

決まった季節と，その居住地の境界を

定められました。 27これは，もしも

人々が手を差し伸べてご自分を見いだ

すなら，彼らが主を求めるようになる

ためなのです。もっとも，神はわたし

たちひとりひとりから遠く離れておら

れるわけではありません。 28『我々

はそのうちに生き，動き，存在してい

るのだから』。あなた方の詩人たちの

ある者たちもこう言っている通りです

。『我々もその子孫なのだから』。 29

それで，わたしたちは神の子孫なので

すから，神たる者を，人間の技術や着

想によって刻み込まれた金や銀や石の

ようなものと考えるべきではありませ

ん。 30神は無知の時代をそれゆえに

見過ごしてこられました。しかし今や

，どこにいる人でも皆悔い改めるよう

命じておられます。 31ご自分が任命

した人によって，この世を義をもって

裁くために日をお定めになり，彼を死

んだ者たちの中から起こすことによっ

て，すべての人に保証をお与えになっ

たからです」。 32さて，死者の復活

について聞くと，ある者たちはあざけ

ったが，ほかの者たちは，「そのこと

についてはまた聞きたい」と言った。

33こうして，パウロは彼らの中から出

て行った。 34しかし，幾人かの者た

ちは彼に加わり，信者になった。その

中には，アレオパギトであるディオニ

ュシオス，またダマリスという名の女

やほかの者たちもいた。

18こうした事ののち，パウロはアテ
ネを去ってコリントに行った。 2

アクラという名のポントス生まれのユ

ダヤ人と，その妻プリスキラとに出会

った。クラウディウスがすべてのユダ

ヤ人にローマから退去するようにと命

じたために，最近イタリアから来てい

たのである。彼は二人のもとに行き，

3職業が同じだったので，一緒に住み

込んで仕事をした。彼らの職業は天幕

造りだったのである。 4彼は安息日ご

とに会堂で論じ合い，ユダヤ人やギリ

シャ人を説得していた。 5しかし，シ

ラスとテモテがマケドニアから下って
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来ると，パウロは霊によって駆り立て

られ，イエスがキリストだということ

をユダヤ人たちに証言した。 6彼らが

彼に反対して冒とくしたので，彼は自

分の衣を振り払って彼らに言った，「

あなた方の血は，あなた方自身の頭に

降りかかれ！わたしは潔白だ。今から

は異邦人たちのもとへ行く！」 7彼は

そこを去り，神の崇拝者であるユスト

ゥスという名の人の家に入った。彼の

家は会堂の隣にあった。 8会堂長のク

リスポスは，その全家と共に主を信じ

た。大勢のコリント人たちも，話を聞

くと，信じてバプテスマを受けた。 9

ある夜，主が幻によってパウロに言っ

た，「恐れることなく語りなさい。黙

っていてはいけない。 10というのは

，わたしはあなたと共におり，だれも

あなたを襲って傷つけることはないか

らだ。この町にはわたしの民が大勢い

るのだ」。 11彼は一年六か月の間そ

こに住み，人々の間で神の言葉を教え

続けた。 12ところが，ガリオがアカ

イアの地方総督であったとき，ユダヤ

人たちはパウロに対していっせいに立

ち上がり，彼を裁きの座に引き出して

13言った，「この男は人々を説得して

，律法に反する仕方で神を崇拝させよ

うとしています」。 14しかし，パウ

ロが口を開こうとすると，ガリオはユ

ダヤ人たちに言った，「ユダヤ人たち

よ，もしこれが実際に不正行為とか悪

意のある犯罪行為であれば，わたしは

当然お前たちを我慢するのだが， 15

問題が教義や名称や律法に関すること

であれば，自分たちで解決せよ。わた

しはそのような事柄の裁き人になりた

くない」。 16彼らを裁きの座から追

い出した。 17すると，ギリシャ人た

ちはみんなで会堂長ソステネスを捕ま

え，彼を裁きの座の前で打ちたたいた

。ガリオはそうした事を少しも気にと

めなかった。 18パウロは，なお長い

間そこに滞在したのち，兄弟たちに別

れを告げて，そこからシリアに向けて

出航した。プリスキラとアクラも同行

した。彼は誓願を立てていたので，ケ

ンクレアイで髪をそり落とした。 19

エフェソスに着くと，二人をそこに残

し，ひとりで会堂に入って，ユダヤ人

たちと論じ合った。 20彼らは彼にも

っと長くとどまってもらいたいと頼ん

だが，彼は承知せず， 21「わたしは

近々エルサレムで催されるあの祭りに

どうしても出なければなりません。そ

れでも，神のご意志であれば，もう一

度あなた方のところに戻って来ます」

と言って，彼らに別れを告げ，エフェ

ソスから出航した。 22カエサレアに

着くと，上って行って集会にあいさつ

し，それからアンティオキアに下って

行った。 23しばらくそこで過ごして

から，出発して，ガラテアの地方やフ

リュギアを順々に巡回し，すべての弟

子たちを強めた。 24さて，アポロス

という名のユダヤ人で，アレクサンド

リア生まれの雄弁な人がエフェソスか

らやって来た。彼は聖書に強かった。

25この人は主の道について教えられて

おり，霊に燃えて，イエスについて子

細にわたって語ったり教えたりしてい

たが，ヨハネのバプテスマだけしか知

らなかった。 26彼は会堂で大胆に語

り始めた。しかし，プリスキラとアク

ラはそれを聞くと，彼をわきに連れて

行き，さらに子細にわたって神の道を
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説明した。 27彼がアカイアに渡ろう

と決心したので，兄弟たちは彼を励ま

し，弟子たちに彼を迎え入れるように

と書き送った。彼はそこに着くと，す

でに恵みによって信じていた人たちを

大いに助けた。 28イエスがキリスト

だということを聖書によって公に示し

て，ユダヤ人たちを力強く論破したか

らである。

19アポロスがコリントにいた時のこ
と，パウロは内陸の地方を通って

エフェソスにやって来た。そして，幾

人かの弟子たちに出会った。 2彼らに

言った，「信者になったとき，聖霊を

受けましたか」。彼らは彼に言った，

「いいえ，聖霊があるなどと聞いたこ

とさえありません」。 3彼は言った，

「では，何のバプテスマを受けたので

すか」。彼らは言った，「ヨハネのバ

プテスマです」。 4パウロは言った，

「ヨハネは確かに悔い改めのバプテス

マを施しましたが，自分の後から来る

方，すなわちイエスを信じるようにと

民に言っていたのです」。 5これを聞

くと，彼らは主イエスの名においてバ

プテスマを受けた。 6パウロが彼らの

上に手を置くと，聖霊が彼らに下り，

彼らは異なった言語で話したり，預言

をしたりした。 7この人たちは全部で

十二人ほどであった。 8彼は会堂に入

って，三か月間にわたって大胆に語り

，神の王国に関する事柄を論じたり説

得したりしていた。 9しかし，ある者

たちはかたくな，また不従順であって

，群衆の前でその道について悪口を言

ったので，彼は彼らから離れ，弟子た

ちをより分けて，テュラノスの講堂で

毎日論じた。 10このようなことが二

年間続いたので，アシアに住んでいる

者は皆，ユダヤ人もギリシャ人も主イ

エスの言葉を聞いた。 11神はパウロ

の手によって並外れた奇跡を行なった

。 12彼の体から手ぬぐいや前掛けを

取って病人に当てるだけで，悪い霊た

ちが出て行くほどであった。 13とこ

ろが，旅回りの悪魔払い師である数人

のユダヤ人たちが，悪い霊たちに取り

付かれた者たちに向かって主イエスの

名を唱え，「我々はパウロが宣教して

いるイエスによってお前たちに命じる

」と言った。 14このようなことをし

たのは，ユダヤ人の祭司長スケワの七

人の息子たちであった。 15悪い霊は

答えた，「イエスなら知っているし，

パウロも知っている。だが，お前たち

は何者だ」。 16悪い霊に取り付かれ

ていた男は彼らに飛びかかり，彼らを

押し倒して，打ち負かした。そのため

，彼らは傷を負ってその家から裸で逃

げ出した。 17このことが，エフェソ

スに住んでいたユダヤ人とギリシャ人

全員に知れ渡った。彼らすべての上に

恐れが臨み，主イエスの名がたたえら

れた。 18信者になっていた者たちも

大勢やって来て，告白し，自分たちの

行ないを公表した。 19魔術を習わし

にしていた大勢の者たちは，自分たち

の本を持って来てみんなの面前で燃や

した。その値段を計算すると，銀五万

枚になることが分かった。 20こうし

て，主の言葉はさらに増し加わってい

った。 21さて，これらのことが済ん

だのち，パウロは霊のうちに，マケド

ニアとアカイアを通ってからエルサレ

ムに行こうと決めて，こう言った。「

わたしはそこへ行った後，ローマをも
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見なければならない」。 22自分に仕

える者の中からテモテとエラストの二

人をマケドニアに送り出したが，彼自

身はしばらくアシアにとどまっていた

。 23そのころ，この道に関して少な

からぬ騒動が起こった。 24デメトリ

ウスという名の銀細工師がおり，アル

テミスの神殿を銀で造って，職人たち

にかなりのもうけ口を与えていたが，

25この男が，同じような仕事をしてい

る労働者を集めて，こう言った。「皆

さん，ご承知のように，わたしたちが

豊かでいられるのは，この商売のおか

げです。 26あなた方が見聞きしてい

るとおり，あのパウロは，エフェソス

だけでなく，アシアのほとんど全域で

，手で造られたものは神々ではないな

どと言って，大勢の民を説得して背か

せてしまいました。 27このわたした

ちの職業の評判が悪くなる恐れがある

だけでなく，偉大な女神アルテミスの

神殿が軽んじられ，全アシアと世界が

崇拝している女神の荘厳さまでが失わ

れてしまうでしょう」。 28これを聞

くと，彼らは怒りに満たされ，叫んで

言った，「偉大なのはエフェソス人の

アルテミス！」 29町全体が混乱に満

たされた。そして彼らは，パウロの旅

仲間であるマケドニア人ガイオスとア

リスタルコスを捕らえて，いっせいに

劇場へなだれ込んだ。 30パウロは民

の中に入って行こうとしたが，弟子た

ちがそうさせなかった。 31彼の友人

だった幾人かのアシアルクたちも，彼

のもとに人を遣わして，劇場で命を危

険にさらさないよう懇願した。 32さ

て集会は，ある者たちが何かを叫べば

，別の者たちは違うことを叫ぶという

混乱ぶりであった。ほとんどの者たち

は，どうして集まっているかも知らな

かった。 33人々は，ユダヤ人たちが

前に押し出したアレクサンデルを群衆

の中から引き出した。アレクサンデル

は手で合図をし，民に向かって弁明し

ようとした。 34しかし，彼がユダヤ

人だと分かると，みんなはいっせいに

，「偉大なのはエフェソス人のアルテ

ミス！」と二時間ほども叫び続けた。

35町の書記官が群衆を静めて言った，

「エフェソスの人たち，このエフェソ

ス人の町が，偉大な女神アルテミスと

ゼウスから下った像との神殿の守護者

だということを知らない者がいるだろ

うか。 36これは否定できない事柄な

のだから，あなた方は静かにしている

べきであって，軽はずみなことをする

べきではない。 37あなた方はこの人

たちをここに連れて来たが，彼らは神

殿強盗でもなければ，あなた方の女神

を冒とくする者でもない。 38だから

，もしデメトリウスとその仲間の職人

たちがだれかに対して訴えごとがある

のなら，法廷は開かれているし，地方

総督もおられる。彼らが互いに対して

訴え合えばよい。 39また，あなた方

がそれ以外のことを求めているのなら

，正式な集会で決めてもらえるだろう

。 40実際，我々は今日の暴動のこと

で告発される恐れがあるくらいなのだ

。我々にはこの反乱について言い開き

する名目が何もないのだ」。 41こう

言って，集会を解散させた。

20騒動が収まったのち，パウロは弟
子たちを呼び集め，別れを告げて

から，マケドニアに向けて出発した。

2その地帯を通って行き，多くの言葉
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で人々を励ましてから，ギリシャに入

った。 3そこで三か月を過ごしたが，

シリアに向けて出航しようとしていた

とき，彼に対する陰謀がユダヤ人たち

によって企てられたので，マケドニア

を通って帰ることに決めた。 4アシア

まで彼に同伴していたのは，ベレアの

ソパテロ，テサロニケ人のアリスタル

コスとセクンドス，デルベのガイオス

，テモテ，それにアシアのテュキコス

とトロフィモスであった。 5しかし，

これらの者たちは先に立って，トロア

スでわたしたちを待っていた。 6わた

したちは，種なしパンの期間ののちに

フィリピから出航し，五日のうちにト

ロアスにいる彼らのもとに着き，そこ

に七日間滞在した。 7週の初めの日，

弟子たちがパンを裂くために集まって

いた時，パウロは翌日出発するつもり

だったので，彼らと語り合ったが，彼

の話は真夜中まで続いた。 8わたした

ちが集まっていた階上の部屋には，た

くさんの明かりがあった。 9エウテュ

コスという名の若者が窓のところに腰

かけていたが，深い眠りに陥った。パ

ウロの話がなおも長引くので，眠りこ

けて，三階から下に落ちてしまった。

そして，抱き起こしてみると死んでい

た。 10パウロは降りて行き，彼の上

に身を伏せ，抱きしめて言った，「騒

いではいけない。彼の命は彼の内にあ

るのだから」。 11上がって行って，

パンを裂いて食べ，夜明けまで長い間

語り合ってから，出発した。 12人々

は生き返った少年を連れ帰り，大いに

慰められた。 13さて，わたしたちは

先に船に乗り，アソスに向けて出航し

た。パウロをそこで乗船させるつもり

であった。というのは，彼自身は陸路

で行くつもりで，そのように手はずを

整えていたからである。 14彼がアソ

スでわたしたちと落ち合うと，わたし

たちは彼を乗船させて，ミテュレネに

着いた。 15次の日，そこを出航して

キオスの沖に達した。その翌日，サモ

スに立ち寄ってトロギュリウムに泊ま

り，明くる日，ミレトスに着いた。 16

これはパウロが，アシアでは少しも時

を費やさないように，エフェソスには

寄らないことに決めていたからである

。できるならばペンテコステの日には

エルサレムに着いていたいと，旅を急

いでいたのである。 17彼はミレトス

からエフェソスへ人を遣わし，集会の

長老たちを呼び寄せた。 18彼らがや

って来ると，彼は彼らに言った，「わ

たしがアシアに足を踏み入れた最初の

日から，いつもあなた方と共にいたこ

とを，あなた方は知っています。 19

わたしは謙そんの限りを尽くし，多く

の涙と，ユダヤ人の陰謀によって自分

の身に起こった数々の試練とをもって

，主に仕えてきました。 20少しもた

めらわずに，何でも益になることをあ

なた方に話して聞かせ，公にも家から

家にもあなた方を教え， 21神に対す

る悔い改めと，わたしたちの主イエス

に対する信仰を，ユダヤ人にもギリシ

ャ人にも証言して来ました。 22そし

て今，ご覧なさい，わたしは霊に縛ら

れてエルサレムに行こうとしています

。そこでわたしに何が起きるのか知り

ません。 23分かっているのは，聖霊

がどの都市でも証言をして，鎖と苦難

とがわたしを待ち受けていると言って

おられることだけです。 24それでも
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，自分の競走を喜びのうちに終え，神

の恵みについての福音を十分に証言す

るという主イエスから受けた奉仕の務

めを果たすためならば，そんな事柄は

ものの数ではありませんし，自分の命

が惜しいとも思いません。 25「そし

て今，ご覧なさい，わたしが神の王国

を宣教してまわったあなた方は皆，も

はやわたしの顔を見ないことを，わた

しは知っています。 26ですから，す

べての人の血についてわたしは潔白だ

ということを，今日あなた方に証言し

ておきます。 27少しもためらわずに

，神のお考えすべてをあなた方に話し

て聞かせたからです。 28ですから，

自分自身と群れの全員に注意を払って

いなさい。聖霊は，神がご自身の血を

もって買い取られた，主および神の集

会を牧させるために，あなた方をその

群れの中で監視者とされたからです。

29わたしの出発ののち，意地の悪いオ

オカミがあなた方の中に入って来て群

れを荒らすことを，わたしは知ってい

ます。 30あなた方自身の中からも，

曲がった事柄を語って，弟子たちを自

分のほうへ引きずりこもうとする者た

ちが起こるでしょう。 31ですから，

わたしが三年の間，夜も昼も，涙をも

ってひとりひとりに忠告してきたこと

を思い出し，見張っていなさい。 32

そして今，兄弟たち，わたしはあなた

方を神とその恵みの言葉とにゆだねま

す。この言葉は，あなた方を築き上げ

，聖別されたすべての人々と共に相続

財産を与えることができるのです。 33

わたしはだれからも，銀や金や衣服を

欲したことはありません。 34あなた

方自身が知っているとおり，この両手

は，わたしの必要のためにも，わたし

と共にいた者たちのためにも働いたの

です。 35あなた方がこのように労苦

して弱い人々を助け，主イエスご自身

の言われた『受けるより与えるほうが

幸いだ』という言葉を覚えておくよう

，わたしはあらゆる事においてあなた

方に模範を示したのです」。 36こう

語ってから，みんなと一緒にひざまず

いて祈った。 37みんなは激しく泣き

，パウロの首を抱いて口づけした。 38

もはや自分の顔を見ることはないだろ

うと語った彼の言葉のために，とりわ

け悲嘆したのである。それから彼を船

まで送って行った。

21わたしたちは彼らを振り切って出
航すると，コスに直行し，翌日ロ

ードスに着き，そこからパタラに渡っ

た。 2フェニキアに渡る船を見つけた

ので，それに乗って出航した。 3キュ

プロスが見えてきたが，それを左手に

通り過ぎ，シリアに向かって航海を続

け，テュロスに着いた。船はここで積

み荷を降ろすことになっていたのであ

る。 4わたしたちは弟子たちを見つけ

出して，そこに七日間滞在した。それ

らの者たちは，エルサレムに上って行

かないようにと霊によってパウロに告

げた。 5その期間が満ちると，わたし

たちは出発して自分たちの旅を続けた

。みんなは妻や子供たちと一緒に，町

の外までわたしたちを案内してくれた

。わたしたちは浜辺にひざまずいて祈

った。 6互いに別れを告げた後，わた

したちは船に乗り込み，彼らは家に帰

って行った。 7わたしたちはテュロス

から航海を終えてプトレマイスに着い

た。兄弟たちにあいさつをして，彼ら
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と共に一日過ごした。 8翌日，わたし

たちパウロの一行は出発し，カエサレ

アに行った。あの七人のうちの一人で

ある福音伝道者フィリポの家に入り，

彼と共に過ごした。 9ところで，この

人には処女の娘が四人いて，預言をし

ていた。 10わたしたちがそこに幾日

か滞在していると，アガボスという名

の預言者がユダヤから下って来た。 11

わたしたちのもとに来て，パウロの帯

を取り，自分の両足と両手を縛ってこ

う言った，「聖霊がこのように言われ

る。『ユダヤ人たちはエルサレムで，

この帯の持ち主を同じように縛って，

彼を異邦人たちの手に引き渡すだろう

』」。 12これを聞くと，わたしたち

も土地の人々も，エルサレムに上って

行かないよう彼に懇願した。 13する

とパウロは答えた，「泣いたり，わた

しの心をくじいたりして，いったいど

うしようというのですか。わたしは主

イエスの名のため，エルサレムで縛ら

れることばかりか，死ぬことさえも覚

悟しているのです」。 14彼が説得を

聞き入れようとしないので，わたした

ちは，「主のご意志がなりますように

」と言って，口をつぐんだ。 15こう

した日々ののち，わたしたちは荷物を

手に取ってエルサレムに上って行った

。 16カエサレアから来た数人の弟子

たちもわたしたちと一緒に来て，キュ

プロスのムナソンという古くからの弟

子のところに案内した。わたしたちは

そこに泊まることになっていたのであ

る。 17わたしたちがエルサレムに着

くと，兄弟たちは喜んでわたしたちを

出迎えた。 18次の日，パウロはわた

したちと共にヤコブのところに行った

。長老たちも皆出席していた。 19彼

は彼らにあいさつをしたのち，自分の

奉仕を通して神が異邦人たちの間で行

なった事柄を次々に報告した。 20こ

れを聞いて彼らは神に栄光をささげた

。彼らは彼に言った，「兄弟，ご承知

のように，ユダヤ人たちの中で信者に

なった者が幾万人もいますが，彼らは

みな律法に熱心です。 21彼らがあな

たについて聞かされているのは，あな

たが異邦人たちの間にいるすべてのユ

ダヤ人たちに対し，子供に割礼を施し

たり，慣習に従って歩んだりしないよ

うにと告げて，モーセを破棄するよう

教えているということです。 22それ

で，どうすればよいでしょうか。あな

たが来ていることを聞いて，きっと集

会がつどうでしょう。 23ですから，

わたしたちの言うとおりにしてくださ

い。わたしたちには誓願を立てた四人

の人たちがいます。 24彼らを連れて

行って，一緒に身を清め，彼らのため

に頭をそる費用を出してやりなさい。

そうすれば，あなたについて聞かされ

ている事柄が事実ではなく，あなた自

身も律法を守って歩んでいることを，

みんなが知るでしょう。 25それでも

，信者になった異邦人たちについては

，偶像にささげられた食物と，血と，

絞め殺されたものと，淫行から身を守

るべきことを除いては，いかなること

も守り行なう必要はないというわたし

たちの決定を書き送ってあります」。

26そこで，パウロはその者たちを連れ

て行き，翌日，一緒に身を清めて神殿

に入り，清めの期間が満ちてひとりひ

とりのためにささげ物がささげられる

日時を申告した。 27七日の期間が間
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もなく終わろうとしていた時，アシア

から来たユダヤ人たちが，彼が神殿に

いるのを見て，全群衆を扇動して彼に

手をかけ， 28叫んで言った，「イス

ラエルの人たち，手伝ってくれ！この

男は至るところであらゆる者に，民と

律法とこの場所に反することを教えて

いる。その上，ギリシャ人たちを神殿

に連れ込んで，この聖なる場所を汚す

ことまでしたのだ！」 29エフェソス

人トロフィモスが都で彼と一緒にいた

のを見たので，パウロが彼を神殿に連

れ込んだものと思ったのである。 30

都全体が騒動になり，民は駆け寄って

来た。人々はパウロを捕らえ，神殿の

外に引きずり出した。すぐに門が閉ざ

された。 31人々が彼を殺そうとして

いると，エルサレム中が大騒ぎになっ

ているとの知らせが連隊の司令官のと

ころに届いた。 32すぐに彼は兵士た

ちと百人隊長たちを率いて，彼らのも

とに駆け下った。人々は大隊長と兵士

たちを見ると，パウロを打つのをやめ

た。 33それから司令官は近づいて来

て彼を逮捕し，二本の鎖で縛るよう命

じ，彼が何者で，何をしたのかを尋ね

た。 34群衆の間では，ある者たちが

何かを叫べば，別の者たちは違うこと

を叫んでいた。騒がしくて真相をつか

むことができないので，司令官は彼を

兵営に引いて行くよう命じた。 35彼

が階段に差し掛かった時には，群衆の

暴行のため，兵士たちに担がれるほど

であった。 36大勢の民が，「彼を取

り除け！」と叫びながら，後を付いて

来たからである。 37兵営に連れ込ま

れようとした時，パウロは司令官に尋

ねた，「お話ししてもよろしいでしょ

うか」。彼は言った，「お前はギリシ

ャ人なのか。 38するとお前は，この

前反乱を起こして，四千人の暗殺者た

ちを引き連れて荒野に行った，あのエ

ジプト人ではないのか」。 39しかし

パウロは言った，「わたしはタルソス

生まれのユダヤ人で，キリキアのれっ

きとした町の市民です。お願いします

，あの民に話すことを許してください

」。 40司令官が彼に許可を与えたの

で，パウロは階段に立ち，民を手で制

した。すっかり静かになると，ヘブラ

イ語で彼らに語りかけてこう言った。

22「兄弟たち，また父たちよ，今わ
たしが申し上げる弁明を聞いてく

ださい」。 2彼が自分たちにヘブライ

語で語りかけるのを聞くと，人々はま

すます静かになった。彼は言った， 3

「わたしは確かにユダヤ人です。キリ

キアのタルソスで生まれましたが，こ

の都においてガマリエルのもとで育て

られ，わたしたちの父祖たちの律法に

ついて厳格な流儀に従って教育され，

今日の皆さんと同じように，神に対し

て熱心な者でした。 4わたしはこの道

を迫害して，男も女も縛ってろうやに

引き渡し，死に至らせたのです。 5こ

のことについては大祭司も長老会議全

体も証言してくれます。わたしはこの

人たちから兄弟たちへの手紙を受け取

って，ダマスカスへ旅立ったのです。

そこにいる者たちをも縛り上げてエル

サレムに連行し，罰するためでした。

6旅をしてダマスカスに近づいた時，

真昼ごろでしたが，突然，天からの強

い光がわたしの周りを照らしました。

7わたしは地に倒れ，『サウロ，サウ

ロ，なぜわたしを迫害するのか』と自
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分に言う声を聞きました。 8わたしは

答えました，『主よ，あなたはどなた

ですか』。その方はわたしに言われま

した，『わたしはナザレのイエス，あ

なたが迫害している者だ』。 9「わた

しと一緒にいた者たちは，光は確かに

見て恐れていたのですが，わたしに語

りかけられた方の声は分かりませんで

した。 10わたしは言いました，『主

よ，わたしはどうすればよいのでしょ

うか』。主はわたしに言われました，

『立ち上がって，ダマスカスに入りな

さい。あなたが行なうよう定められて

いるすべてのことが，そこであなたに

告げられるだろう』。 11わたしはそ

の光の輝きのために目が見えなくなっ

ていたので，一緒にいた者たちに手を

引かれてダマスカスに入りました。 12

そこにはアナニアという，律法に従う

敬けんな人で，ダマスカスに住むすべ

てのユダヤ人たちからよい評判のある

人がいましたが， 13この人がわたし

のところに来て，そばに立ってこう言

いました。『兄弟サウロよ，視力を取

り戻しなさい！』するとその時，わた

しはその人が見えるようになりました

。 14彼は言いました，『わたしたち

の父祖たちの神が，ご自分のご意志を

知り，義なる方を見，その口からの声

を聞くよう，あなたを指名されました

。 15あなたは，自分の見聞きしたこ

とについて，すべての人に対してその

方の証人となるからです。 16さあ，

何をためらうのですか。起き上がって

，主の名を呼び求めてバプテスマを受

け，自分の罪を洗い流しなさい』。 17

「さて，わたしがエルサレムに帰って

神殿で祈っていると，我を忘れた状態

に陥り， 18その方がわたしにこう言

われるのを見ました。『急いで，エル

サレムから早く出て行きなさい。わた

しについてのあなたの証言を人々は受

け入れないからだ』。 19わたしは言

いました，『主よ，わたしがどの会堂

でもあなたを信じる人たちをろうやに

入れたり，打ちたたいたりしていたこ

とを，みんなが知っています。 20あ

なたの証人ステファノの血が流された

時，わたしもそばに立っていて，彼の

死刑に同意しており，彼を殺した者た

ちの外衣の番をしていたのです』。 21

「その方はわたしに言われました，『

出かけて行きなさい。わたしはあなた

をここから遠く異邦人たちのもとに遣

わすからだ』」。 22人々はそれまで

彼の話を聞いていたが，ここに至ると

声を張り上げて言った，「こんなやつ

は地上から除いてしまえ。生かしてお

くには及ばない！」 23人々がわめき

立て，外衣を放り投げ，ちりを空中に

まき散らしたりしたので， 24司令官

は彼を兵営に引き入れるように命じ，

人々が彼に対してあれほど叫び立てる

のはどんな罪のためなのかを知るため

に，彼をむち打って取り調べるよう言

いつけた。 25彼らが彼を皮ひもで拘

束していると，パウロはそばに立って

いた百人隊長に尋ねた，「ローマ人で

，しかも有罪判決も受けていない者を

むち打つことが，あなた方には許され

ているのか」。 26百人隊長はそれを

聞くと，司令官のもとに行って報告し

た，「何ということをなさるのです。

あの男はローマ人なのです！」 27司

令官はやって来て彼に尋ねた，「わた

しに言ってくれ。あなたはローマ人な
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のか」。彼は言った，「そうです」。

28司令官は答えた，「わたしはかなり

の値段でこの市民権を手に入れたのだ

」。パウロは言った，「それでも，わ

たしは生まれながらのローマ人です」

。 29彼を取り調べようとしていた者

たちは，すぐに彼から身を引いた。そ

して司令官も，彼がローマ人だと分か

ると，彼を縛らせたことで恐れた。 30

それでも翌日，彼がユダヤ人たちから

告訴された理由についての真相を知り

たいと思い，彼の鎖を解き，祭司長た

ちと最高法院全体の招集を命じ，パウ

ロを連れ下りて彼らの前に立たせた。

23パウロは最高法院を見つめて言っ
た，「兄弟たち，わたしは今日に

至るまで，ひたすら正しい良心のうち

に神のみ前で生きてきました」。 2大

祭司アナニアは，彼の口を打つように

と彼のそばに立っている者たちに命じ

た。 3そこでパウロはアナニアに言っ

た，「神があなたを打たれるだろう，

白く塗った壁よ！あなたは律法に従っ

てわたしを裁くために座っていながら

，律法に背いてわたしを打つことを命

じるのか」。 4そばに立っている者た

ちが言った，「お前は神の大祭司を中

傷するのか」。 5パウロは言った，「

兄弟たち，わたしは彼が大祭司だとは

知りませんでした。確かに，『あなた

は，あなたの民の指導者を悪く言って

はならない』と書かれています」。 6

さて，一部がサドカイ人で，一部がフ

ァリサイ人であることに気づくと，パ

ウロは最高法院の中で叫んで言った，

「皆さん，兄弟たち，わたしはファリ

サイ人であり，ファリサイ人の子です

。死んだ者たちの希望と復活のことで

，わたしは裁かれているのです！」 7

彼がこう言うと，ファリサイ人たちと

サドカイ人たちとの間に論争が生じ，

集会は分裂した。 8というのは，サド

カイ人たちが復活もみ使いも霊もない

と言っているのに対し，ファリサイ人

たちはこれらをいずれも認めているか

らである。 9たいへんな騒ぎになり，

ファリサイ派の律法学者たちの幾人か

が立ち上がって，激しく論じて言った

，「我々はこの人に何の悪いことも見

いだせない。だから，もし霊かみ使い

が彼に語りかけたのであれば，神に対

して闘うのはよそう！」 10激しい論

争が生じたので，司令官は，パウロが

彼らによって引き裂かれてしまうので

はないかと心配し，兵士たちに，降り

て行って彼を彼らの中から力ずくで引

き出し，兵営に連れてくるよう命じた

。 11その夜，主が彼のそばに立って

言った，「パウロよ，元気を出しなさ

い。あなたはエルサレムでわたしにつ

いて証言したのと同じように，ローマ

でも証言しなければならないのだから

」。 12朝になると，幾人かのユダヤ

人たちは団結して自らにのろいをかけ

，パウロを殺すまでは食べることも飲

むこともしないと言った。 13この陰

謀に加わった者は四十人以上いた。 14

彼らは，祭司長たちや長老たちのとこ

ろに行って，こう言った，「わたした

ちは，パウロを殺すまでは何も口にし

ないと，自らに厳重なのろいをかけま

した。 15それで今，最高法院と組ん

で，彼の件をもっと詳しく審理すると

いう口実で，彼を明日あなた方のもと

に連れ下るよう司令官に願い出てくだ

さい。わたしたちは，彼がここに近づ
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いて来る前に殺してしまう用意ができ

ています」。 16ところが，パウロの

姉妹の息子が彼らの待ち伏せのことを

耳にし，やって来て兵営に入り，パウ

ロに知らせた。 17パウロは百人隊長

の一人を呼び寄せて言った，「この若

者を司令官に引き合わせてください。

お知らせしたいことがあるそうです」

。 18そこで百人隊長は彼を連れて行

き，司令官に引き合わせてこう言った

，「囚人のパウロがわたしを呼んで，

この若者があなたにお知らせしたいこ

とがあるので，引き合わせて欲しいと

願い出ました」。 19司令官は彼の手

を取ってわきに行き，彼にひそかに尋

ねた，「わたしに知らせたいこととは

何か」。 20彼は言った，「ユダヤ人

たちは，パウロについてもう少し詳し

く取り調べるという口実で，彼を明日

最高法院に連れ下ってもらえるようあ

なたに願い出ることに決めています。

21それで，彼らの言いなりにならない

でください。四十人以上の者たちが彼

を待ち伏せしているからです。彼らは

，彼を殺すまでは食べることも飲むこ

ともしないと，自らにのろいをかけて

いるのです。彼らはもう手はずを整え

て，あなたの承諾を待っています」。

22そこで司令官は，「このことをわた

しに明かしたことはだれにも言うな」

と命じて，若者を去らせた。 23百人

隊長二人を呼び寄せて言った，「夜の

第三時にカエサレアへ出発できるよう

に，歩兵二百名，騎兵七十名，やりを

持つ武装兵二百名を用意せよ」。 24

また彼らに，パウロを乗せて総督フェ

リクスのもとへ安全に送り届けられる

ように，馬を備えるよう求めた。 25

次のような手紙を書いた。 26「クラ

ウディウス・リュシアから，総督フェ

リクス閣下へ。ごあいさつ申し上げま

す。 27「この男はユダヤ人たちに捕

らえられ，彼らによって殺されようと

していましたが，わたしは彼がローマ

人であることを知りましたので，兵士

たちを率いて彼を救出しました。 28

彼らが彼を告訴した理由を知りたいと

思い，彼を彼らの最高法院に連れ下り

ました。 29ところが，彼が訴えられ

ているのは彼らの律法に関する問題の

ためで，死刑や束縛に値する罪状はな

いことが分かりました。 30ユダヤ人

たちがこの男を待ち伏せていると聞き

ましたので，彼をただちにあなたのも

とにお送りすることとし，告訴人たち

には彼に対する告訴をあなたの前に持

ち出すよう命じておきました。ご健勝

で」。 31そこで歩兵たちは，命令ど

おりにパウロを引き取って，夜のうち

にアンティパトリスに連れて行った。

32そして翌日，騎兵たちを彼と共に行

かせ，自分たちは兵営に帰った。 33

騎兵たちはカエサレアに着いて，総督

に手紙を渡してから，パウロを彼に対

面させた。 34総督は手紙を読んでか

ら，彼がどの州の出身かを尋ねた。彼

がキリキアの出身だと分かると，総督

は言った， 35「お前の告訴人も到着

したら，お前の言い分を十分に聞くこ

とにする」。彼をヘロデの宮殿内に留

置するように命じた。

24五日後，大祭司アナニアが，幾人
かの長老たちとテルトゥルスとい

う雄弁家と一緒に下って来た。彼らは

総督にパウロを告発した。 2彼が呼び

出されると，テルトゥルスは彼を訴え
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始めてこう言った。「おかげ様で，わ

たしたちは大いに平和を享受していま

すし，この民族の中でさまざまなすば

らしい施策がなされていますので， 3

フェリクス閣下，わたしたちはあらゆ

る方面また至る所でこのことを認めて

，感謝しています。 4しかし，話を長

引かせないよう手短かに申し上げます

ので，なにとぞご辛抱いただいてお聞

きくださるようお願いします。 5実は

，わたしたちが調べたところ，この男

は伝染病のような者で，世界中のユダ

ヤ人すべての間で暴動を扇動する者で

あり，ナザレ人たちの分派の首謀者で

す。 6彼が神殿さえも汚そうとしたの

で，わたしたちは彼を逮捕しました。

8ご自身で彼をお取り調べになれば，

わたしたちが彼を訴えている事柄すべ

てをお確かめいただけるでしょう」。

9ユダヤ人たちもこの非難に同調し，

これらのことはそのとおりだと主張し

た。 10総督が彼に話すよう合図した

ので，パウロは答えた，「わたしは，

あなたが長年にわたってこの民族を裁

いてこられたことを知っていますので

，喜んで自分の弁明をします。 11お

調べになればお分かりいただけること

ですが，わたしが礼拝のためにエルサ

レムへ上って来てから，まだ十二日し

かたっていません。 12彼らは，わた

しがだれかと論争したり，群衆を扇動

したりするのを，神殿でも会堂でも都

の中でも見たことがありません。 13

彼らは，今わたしを告訴している事柄

について，あなたに証明することがで

きないのです。 14しかし，あなたの

前でこのことは認めます。わたしは，

彼らが分派と呼んでいるこの道に従っ

て，わたしたちの父祖たちの神に仕え

ています。律法に基づいた事柄と，預

言者たちの中に書かれている事柄をす

べて信じていますし， 15死んだ者た

ちの中から，正しい者も正しくない者

も復活するという希望を，神に対して

抱いています。これは彼ら自身も待ち

望んでいることです。 16そのために

，わたし自身も，神と人に対して責め

られるところのない良心を抱けるよう

，いつも努力しているのです。 17さ

て，わたしは，自分の民族に施しをし

，またささげ物をするために，数年ぶ

りに戻って来ました。 18その最中に

，清めをして神殿にいるところを，暴

徒もいなければ騒動もありませんでし

たが，アシアから来たユダヤ人たちに

見られたのです。 19もしわたしを非

難することがあるのであれば，彼らが

あなたの前に出て告発すべきでした。

20さもなければ，最高法院の前に立っ

ていたとき，彼らがわたしにどんな不

当な点を見いだしたかを，ここにいる

人々が述べるべきです。 21彼らの中

で立っていた時には，『死んだ者たち

の復活のことで，わたしは今日あなた

方の前で裁かれているのです！』と叫

んだだけなのです」。 22しかしフェ

リクスは，この道についてかなり正確

な知識を持っていたので，「司令官リ

ュシアが下って来た時に，お前たちの

件を裁決することにしよう」と言って

，裁判を延期した。 23百人隊長にパ

ウロを監禁するように命じるとともに

，ある程度の特典を与え，友人たちが

彼の世話をしたり訪問したりすること

を禁じないよう指示した。 24そして

数日後，フェリクスはユダヤ人の妻で
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あるドルシラと一緒に来て，パウロを

呼び出し，彼からキリスト・イエスに

関する信仰のことを聞いた。 25彼が

，義と自制と来ようとしている裁きに

ついて論じていると，フェリクスは恐

ろしくなって答えた，「今回は帰って

よい。都合のよい時があったら，また

呼ぼう」。 26一方では，パウロから

釈放に対するお金をもらうことを望ん

でもいた。それで，彼をさらに何度も

呼び出して，彼と話し合っていた。 27

さて，二年間が満ちると，フェリクス

の後任としてポルキウス・フェストゥ

スが就いたが，フェリクスは，ユダヤ

人たちの好意を得ようとして，パウロ

を拘禁したままにしておいた。

25こうしてフェストゥスは，州に着
いて三日後，カエサレアからエル

サレムに上って行った。 2すると，大

祭司やユダヤ人たちのおもだった人々

がフェストゥスにパウロを告発して懇

願し， 3自分たちに好意を示して，彼

をエルサレムに呼び出してくれるよう

求めた。彼を途中で殺すことを企てて

いたのである。 4しかしフェストゥス

は，パウロはカエサレアに留置されて

いるべきであり，自分も間もなくそこ

へ帰ることになっていると答えた。 5

「だから」と彼は言った，「お前たち

のうちの有力者たちがわたしと共に下

って行き，もしあの男に何か不正な点

があれば，彼を告訴すればよい」。 6

彼らの間でさらに十日以上過ごしてか

ら，カエサレアに下って行き，翌日，

裁きの座に着いて，パウロを引き出す

よう命じた。 7彼が現われると，エル

サレムから下って来たユダヤ人たちは

その周りに立ち，多くの重い罪状を彼

に着せたが，証明することはできなか

った。 8一方，彼は弁明して言った，

「ユダヤ人たちの律法に対しても，神

殿に対しても，カエサルに対しても，

わたしは少しも罪を犯していません」

。 9ところがフェストゥスは，ユダヤ

人たちの好意を得ようとして，パウロ

に答えてこう言った。「お前はエルサ

レムに上って行って，そこでこうした

事柄についてわたしから裁判を受けた

いと思うか」。 10しかしパウロは言

った，「わたしはカエサルの裁きの座

の前に立っており，そこで裁判を受け

るのが当然です。あなたもよくご承知

のとおり，わたしはユダヤ人たちに対

して何の不正も働いていません。 11

もしわたしが不正を働き，死に値する

罪を犯したのであれば，死を拒みはし

ません。しかし，彼らがわたしを訴え

る事柄がどれ一つ本当でないなら，だ

れもわたしを彼らに引き渡すことはで

きません。わたしはカエサルに上訴し

ます！」 12そこでフェストゥスは，

陪席の者たちと協議してから答えた，

「お前はカエサルに上訴した。カエサ

ルのもとに出頭せよ」。 13さて，何

日かたってから，王アグリッパとベル

ニケがカエサレアに到着し，フェスト

ゥスを表敬訪問した。 14彼が幾日も

そこに滞在していたので，フェストゥ

スはパウロの件を王の前に持ち出して

こう言った。「ここに，フェリクスが

囚人として残していった一人の男がい

ます。 15この者については，わたし

がエルサレムにいた時に，祭司長たち

やユダヤ人の長老たちが彼に対する有

罪の判決を求めて，わたしに告発しま

した。 16わたしは彼らに，被告人が
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告訴人たちに面と向かって，自分に着

せられた事柄について弁明する機会が

与えられないうちに，これを滅びに引

き渡すというのは，ローマ人の慣習で

はないと答えておきました。 17それ

で，彼らがここに集まった時，わたし

は時を移さず，翌日には裁きの座に着

き，この男を引き出すよう命じました

。 18告訴人たちは立ち上がりました

が，彼らはわたしが思っていたような

罪状は何も提示しませんでした。 19

ただ，彼との論争点は，彼ら自身の宗

教に関すること，また，死んでしまっ

たイエスに関することで，このイエス

が生きていると，パウロは主張してい

るのです。 20こうした事柄をどう審

理すればいいのか途方にくれてしまっ

たので，彼に，エルサレムに上って行

って，そこでこれらの件について裁判

を受ける気があるかどうか尋ねました

。 21ところがパウロは，皇帝の判決

を受けるまでここにとどめて欲しいと

上訴したので，わたしは，彼をカエサ

ルのもとに送るまで，ここに留置して

おくよう命じました」。 22アグリッ

パはフェストゥスに言った，「わたし

もその男の言うことを聞いてみたいも

のです」。彼は言った，「明日，お聞

きになれます」。 23こうして，翌日

，アグリッパとベルニケが大層飾り立

てて到着し，司令官たちや町のおもだ

った者たちと共に謁見の場所に入ると

，フェストゥスの命令により，パウロ

が引き出された。 24フェストゥスが

言った，「アグリッパ王，ならびにご

出席の皆さん，ユダヤ人たちがこぞっ

て，エルサレムでもここでも，これ以

上生かしておいてはならないと叫んで

，わたしに陳情してきたのは，ご覧に

なっているこの男のことです。 25そ

して，彼が死に値する罪は何も犯して

いないことがわたしには分かりました

が，彼自身が皇帝に上訴したので，彼

を送り届けることに決めました。 26

わたしには，彼についてわたしの主君

に書き送ることが何もありません。そ

のため，彼をあなた方の前，とりわけ

アグリッパ王よ，あなたの前に引き出

したのです。取り調べた後で，何か書

くべきことを得るためです。 27囚人

を送り届けるのに，その者に対する罪

状を示さないというのは，道理に合わ

ないことに思えるからです」。

26アグリッパはパウロに言った，「
自分のために話してもよろしい」

。そこでパウロは手を差し伸べて弁明

を始めた。 2「アグリッパ王よ，わた

しがユダヤ人たちから訴えられている

すべての事柄について，今日，あなた

の前で弁明できることをうれしく思い

ます。 3とりわけ，あなたはユダヤ人

の間のあらゆる慣習や問題をよくご存

じだからです。ですから，ご辛抱いた

だいて，わたしの言うことに耳を傾け

ていただけるようお願いします。 4「

実に，わたしが自分の民族の間やエル

サレムではじめからしてきた，若いこ

ろからの生き方については，すべての

ユダヤ人たちが知っていることです。

5彼らは最初からわたしを知っている

ので，その気になれば，わたしが，わ

たしたちの宗教の中で最も厳格な派に

従って，ファリサイ人として生活して

いたことを証言できるのです。 6そし

て今，わたしがここに立って裁かれて

いるのは，神がわたしたちの父祖たち
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にされた約束に対する希望のためなの

です。 7それは，わたしたちの十二部

族が，夜も昼も熱烈に仕えて，実現を

望んでいることです。この希望のこと

で，わたしはユダヤ人たちから訴えら

れているのです，アグリッパ王よ！ 8

神が死んだ者たちを起こされることを

，なぜあなた方は信じられないことと

されるのでしょうか。 9「わたし自身

，ナザレのイエスの名に反対して多く

のことをするべきだと，何の疑いもな

く考えていました。 10そして，それ

をエルサレムで実行したのです。わた

しは祭司長たちから権限を受けて，大

勢の聖徒たちをろうやに閉じ込め，彼

らが死に渡される時には，彼らに不利

な票を投じました。 11あらゆる会堂

で何度も彼らを罰して，冒とくさせよ

うとしました。彼らに対して激しく怒

り狂い，外国の町々に行ってまで彼ら

を迫害したのです。 12「このように

して，祭司長たちからの権限と委任と

をもって，ダマスカスに旅をしていた

時のこと， 13その途上で，真昼に，

王よ，わたしは天からの光を見たので

す。それは太陽よりも明るく輝いて，

わたしや，わたしと一緒に旅をしてい

た人々の周りを照らしました。 14わ

たしたちは地に倒れました。わたしは

，『サウロ，サウロ，なぜわたしを迫

害するのか。突き棒をけるのはあなた

にとってつらいことだ』と，ヘブライ

語で自分に言う声を聞きました。 15

わたしは言いました，『主よ，あなた

はどなたですか』。その方は言われま

した，『わたしはイエス，あなたが迫

害している者だ。 16だが，起き上が

って，自分の足で立ちなさい。わたし

があなたに現われたのは，あなたが見

た事柄と，わたしがあなたに示そうと

する事柄について，あなたを召使いま

た証人に任命するためだからだ。 17

わたしは，あなたをこの民と異邦人た

ちの中から救い出し，改めて彼らのと

ころに遣わす。 18彼らの目を開いて

，彼らを闇から光へ，サタンの権力か

ら神のもとへと立ち返らせ，こうして

彼らが，わたしに対する信仰によって

，罪の許しを受け，聖別された人々と

共に相続財産を受けるようになるため

だ』。 19「そのようなわけで，アグ

リッパ王よ，わたしは天からの幻に背

かず， 20ダマスカスの人々を初め，

エルサレムやユダヤ地方全域で，さら

に異邦人たちにまで，悔い改めて神に

立ち返り，悔い改めにふさわしい業を

行なうように伝えました。 21そうし

た理由で，ユダヤ人たちはわたしを神

殿で捕らえて，殺そうとしたのです。

22こうして，わたしは神からの助けを

得て，今日に至るまで変わらずに，小

さな者にも大きな者にも証言し，預言

者たちとモーセとが必ず起こると語っ

たことだけを述べてきました。 23す

なわち，キリストが苦しみを受けなけ

ればならないこと，また，彼が死んだ

者たちの復活において最初の者となっ

て，民にも異邦人たちにも光を宣明す

るということです」。 24彼がこのよ

うに弁明していると，フェストゥスは

大声で言った，「パウロ，お前は気が

狂っている！博学がお前を狂わせたの

だ！」 25しかし彼は言った，「わた

しは気が狂ってはいません，フェスト

ゥス閣下，真実で理性的な言葉を思い

切ってお伝えしているのです。 26王
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はこれらの事をよくご存じですから，

王に対しても，わたしは率直に申し上

げているのです。これらの事は片隅で

行なわれたのではないのですから，王

から隠されている事は何一つないと，

わたしは確信しています。 27アグリ

ッパ王よ，預言者を信じておられます

か。信じておられることを，わたしは

知っています」。 28アグリッパはパ

ウロに言った，「お前はわずかな説得

で，わたしをクリスチャンにしようと

いうのか」。 29パウロは言った，「

わずかであろうと，多くであろうと，

わたしが神に祈るのは，あなただけで

なく，今日わたしの言葉を聞いている

すべての方にも，このような鎖は別と

して，わたしのようになっていただき

たいということなのです」。 30王，

および総督，ベルニケ，彼らと共に座

っていた者たちは立ち上がった。 31

彼らは退場してから，互いに語り合っ

て言った，「あの男は死や鎖に値する

ことを何もしていない」。 32アグリ

ッパはフェストゥスに言った，「もし

カエサルに上訴していなかったなら，

あの男は釈放されただろうに」。

27わたしたちがイタリアに向けて出
航することが決まった時，人々は

，パウロとほかの幾人かの囚人たちを

，ユリウスという名の，アウグストゥ

スの部隊の百人隊長に引き渡した。 2

わたしたちは，アシア沿岸の各所に寄

港することになっていたアドラミュテ

ィオンの船に乗り込んで，出航した。

テサロニケのマケドニア人アリスタル

コスも，わたしたちと共にいた。 3翌

日，わたしたちはシドンに寄港した。

ユリウスはパウロを親切に扱い，友人

たちのところに行って休憩することを

許可した。 4わたしたちはそこから出

航したが，逆風だったので，キュプロ

スの島陰を航行した。 5キリキアやパ

ンフィリアの沖を航海して，リュキア

の町ミュラに着いた。 6ここで百人隊

長は，イタリアに向けて航行している

アレクサンドリアの船を見つけて，わ

たしたちを乗り込ませた。 7わたした

ちは何日もの間のろのろと航海を続け

，やっとのことでクニドスの沖まで来

たが，風がわたしたちの進路を阻んだ

ので，サルモネの沖を通ってクレタの

島陰を航行した。 8かろうじてその島

に沿って航行し，ラセアの町に近い「

美しい港」と呼ばれる所に着いた。 9

かなりの時が経過しており，すでに断

食が過ぎていて航海がもはや危険であ

ったので，パウロは人々に忠告して，

10彼らに言った，「皆さん，わたしの

見るところでは，この航海は積み荷や

船体ばかりでなく，わたしたちの命に

まで損傷や多大な損失をもたらすこと

になるでしょう」。 11ところが百人

隊長は，パウロの語ったことよりも，

船長や船主のほうに信頼を置いた。 12

この港は冬を越すのに適していなかっ

たので，大多数の者は，そこから海に

出て，できれば何とかしてフェニクス

まで行き，そこで冬を越すようにと勧

めた。そこはクレタの港町で，北東と

南東に面している。 13穏やかな南風

が吹いてきたので，人々は自分たちの

目的が達成できるものと思い，錨を上

げ，クレタの海岸に沿って航行した。

14しかし間もなく，ユーラキュロンと

呼ばれる大暴風が陸のほうから吹き下

ろしてきた。 15船が巻き込まれ，風
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に向かって進むことができなくなった

ので，わたしたちは流されるに任せた

。 16クラウダと呼ばれる小島の陰を

通ったので，わたしたちはやっとのこ

とで小舟をつなぎ留めることができた

。 17人々はそれを引き上げてから，

太綱を用いて船体を補強した。シュル

ティスの砂州に乗り上げるのを恐れて

，海錨を降ろし，こうして流されるま

まとなった。 18わたしたちはあらし

に激しく揺られたので，翌日，人々は

荷物を海に投げ込み始めた。 19三日

目には船具を自分たちの手で投げ捨て

た。 20何日もの間，太陽も星もわた

したちの上に輝かず，激しい大あらし

がわたしたちの上に荒れ狂い，わたし

たちが助かる望みはついに消え失せた

。 21人々は長いこと食事を取ってい

なかった。その時，パウロは彼らの真

ん中に立ち，こう言った。「皆さん，

あなた方はわたしの言葉を聞き入れて

，クレタから出航せず，このような損

傷や損失を被らないようにするべきで

した。 22しかし今，わたしはあなた

方に元気を出すよう勧めます。船は失

いますが，あなた方のうちで命を失う

者はいないからです。 23というのは

，わたしが身をささげて仕えている神

からのみ使いが，昨夜わたしのそばに

立って， 24こう言ったからです。『

パウロよ，恐れてはいけない。あなた

はカエサルの前に立たなければならな

い。見よ，神は，あなたと共に航海し

ているすべての者を，あなたに授けら

れたのだ』。 25ですから，皆さん，

元気を出しなさい！わたしは神を信じ

ているからです。わたしに語られたこ

とはその通りになる，と。 26それで

，わたしたちは必ずどこかの島に打ち

上げられることになるでしょう」。 27

さて，十四日目の夜になって，わたし

たちがアドリア海を漂流していると，

真夜中ごろ，船員たちは，自分たちが

どこかの島に近づいていると感づいた

。 28水深を測ってみると，二十ひろ

であった。少し進んだ後，もう一度測

ってみると，十五ひろであった。 29

岩場にわたしたちが乗り上げることを

恐れて，人々は船尾から四つの錨を降

ろし，夜明けを待ち望んだ。 30船員

たちは船から逃げ出そうとし，船首か

ら錨を降ろすふりをして，小舟を海に

降ろしていた。 31パウロは百人隊長

や兵士たちに言った，「あの人たちが

船にとどまっていなければ，あなた方

は助かりません」。 32そこで兵士た

ちは綱を断ち切って，小舟を下に落と

した。 33夜が明けるころ，パウロは

みんなに食事を取るよう懇願して，こ

う言った。「あなた方はずっと待って

いて，食事もせず，何も取らずに，今

日で十四日目になります。 34ですか

ら，わたしはあなた方に食事を取るよ

う懇願します。あなた方の安全のため

です。あなた方のうちのどの頭からも

，髪の毛一本さえ滅びることはないか

らです」。 35こう言ってから，パン

を取り，みんなの前で神に感謝をささ

げてから，それを裂き，食べ始めた。

36そこで，みんなは元気づき，彼らも

食事を取った。 37わたしたち船にい

た魂は，合計二百七十六人であった。

38人々は十分に食べてから，小麦を海

に投げ込んで，船を軽くした。 39朝

になると，陸地は分からなかったが，

浜辺のある入り江に気づき，そこに船
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を乗り入れることにした。 40錨を捨

てて海に沈め，同時にかじの綱をほど

いた。風に船首の帆をあげて，浜辺に

向かって進んだ。 41ところが，二つ

の海に挟まれた所に来ると，人々は船

をそこに乗り上げてしまった。船首は

めり込んで動かなくなり，船尾は激し

い波で壊れ始めた。 42兵士たちは，

囚人たちを殺して，だれも泳いで逃げ

ることのないようにしようと相談した

。 43しかし，百人隊長はパウロを助

けたいと思い，その計画を妨げた。そ

して，泳げる者たちがまず船から飛び

込んで陸に向かうようにと命じ， 44

残りの者には，厚板や，そのほかの船

からのものにつかまって来るようにと

命じた。こうして，みんなが無事に陸

に逃れたのである。

28わたしたちが逃れたとき，人々は
この島がマルタと呼ばれているこ

とを知った。 2現地人たちは，わたし

たちに並々ならない親切を示してくれ

た。雨が降り出して寒かったので，た

き火をして，わたしたち全員を迎えて

くれたのである。 3さて，パウロが一

束の木切れを集めて火にくべていると

，熱気のために一匹のマムシが出て来

て，彼の手に絡みついた。 4現地人た

ちは，彼の手からぶら下がっているこ

の生き物を見ると，互いに言い合った

，「きっとこの男は人殺しだ。海から

は逃れたが，正義が彼を生かしておか

ないのだ」。 5ところが，彼はその生

き物を火の中に振り落として，何の害

も受けなかった。 6それでも彼らは，

彼がはれ上がるか，急に倒れて死ぬだ

ろうと思っていた。しかし，長いあい

だ様子をうかがっても，彼に何も起こ

らないので，彼らは考えを変え，彼の

ことを神だと言った。 7この場所の近

くに，島の長官でプブリウスという人

の所有地があった。彼はわたしたちを

迎えて，三日のあいだ手厚くもてなし

てくれた。 8その時，プブリウスの父

が熱病と赤痢で床についていた。パウ

ロは彼のところに入って行って祈り，

両手を彼の上に置いていやした。 9こ

のことがあってから，その島でほかに

疾患のある人たちもやって来て，治し

てもらった。 10彼らはまた，わたし

たちに数々の敬意を示し，出航の時に

は，必要な物をいろいろと積み込んで

くれた。 11三か月後，わたしたちは

この島で冬を越したアレクサンドリア

の船に乗って出航した。この船は「双

子の兄弟」を船印としていた。 12わ

たしたちはシュラクサに寄港し，そこ

で三日間滞在した。 13そこからずっ

と回って，レギウムに着いた。一日た

つと，南風が起こったので，二日でポ

テオリにやって来た。 14ここで兄弟

たちを見つけ，請われるままに七日間

滞在した。こうして，わたしたちはロ

ーマに着いた。 15兄弟たちがわたし

たちのことを聞いて，ローマから「ア

ピウスの市場」と「三軒宿」まで迎え

に来てくれた。パウロは彼らを見て，

神に感謝し，勇気づけられた。 16わ

たしたちがローマに入った時，百人隊

長は囚人たちを守備隊長に引き渡した

が，パウロは一人の番兵をつけられ，

自分だけで住むことを許された。 17

三日後，パウロはユダヤ人の指導者た

ちを招いた。彼らが集まった時，彼は

彼らに言った，「兄弟たち，わたしは

，民に対しても，わたしたちの父祖た
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ちの慣習に対しても，何一つ背くこと

はしていないのに，エルサレムから囚

人としてローマ人たちの手に引き渡さ

れてしまいました。 18彼らはわたし

を取り調べたのち，死刑にする理由が

何もなかったので，わたしを釈放しよ

うと思いました。 19しかし，ユダヤ

人たちが反対したので，わたしはやむ

を得ずカエサルに上訴したのです。何

か自分の民族を訴えようとしたのでは

ありません。 20このようなわけで，

わたしはあなた方に会って話し合いた

いとお願いしたのです。わたしは，イ

スラエルの希望のために，この鎖につ

ながれているからです」。 21彼らは

彼に言った，「わたしたちはあなたに

ついて，ユダヤから何の手紙も受け取

っていないし，ここに来た兄弟たちの

だれかが，あなたについて悪いことを

報告したり話したりしているわけでも

ない。 22それでも，あなたが考えて

いることをあなたから聞きたいと思う

。この分派については，至る所で反対

されていることが，わたしたちに知れ

ているのだから」。 23彼らは彼と日

を取り決めて，大勢で彼の宿舎にやっ

て来た。彼は朝から晩まで彼らに説明

を続けて，神の王国について証言し，

モーセの律法と預言者たちとの中から

，イエスについて彼らを説得した。 24

ある者は話された事柄を信じたが，あ

る者は信じようとしなかった。 25彼

らが互いに意見の一致を見ないままに

立ち去ろうとした時，パウロは一言こ

う言った。「聖霊は預言者イザヤを通

して，わたしたちの父祖たちに正確に

語って 26こう言われました。『この

民のところに行って告げよ，あなた方

は聞くには聞くが，決して理解しない

だろう。見るには見るが，決して分か

らないだろう。 27この民の心は無感

覚になり，耳は聞くことに鈍くなり，

目は閉じてしまった。それは，彼らが

目で見，耳で聞き，心で理解し，こう

して立ち返って，わたしが彼らをいや

す，ということのないためだ』。 28

ですから，あなた方は知っておいてく

ださい。神のこの救いは異邦人たちに

送られたのです。彼らも聞き従うでし

ょう」。 29彼がこれらの言葉を語る

と，ユダヤ人たちは大いに論じ合いな

がら立ち去った。 30パウロは，自分

の借りた家にまる二年間住んで，自分

のもとに来る人たちをみな迎え入れ，

31神の王国を宣教し，あらん限りの大

胆さをもって，妨げられることなく，

主イエス・キリストに関する事柄を教

え続けた。
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ヘブル人への手紙

1神は，過去には，多くの場合に，ま
たさまざまな方法で，預言者たちを

通して父祖たちに語られましたが， 2

これらの日々の終わりには，み子によ

ってわたしたちに語られました。神は

彼をすべてのものの相続人と定め，彼

を通してもろもろの世界を造られまし

た。 (aiōn g165) 3み子はその方の栄光の

輝き，その方の実体の生き写しであっ

て，すべてのものをご自分の力ある言

葉によって支えておられます。ご自身

でわたしたちのための罪の清めを行な

ったのち，高い所で荘厳な方の右に座

られました。 4み使いたちよりも優れ

た名を受け継いで，それだけ彼らにま

さる者となられました。 5というのは

，神はかつて，み使いたちのだれにこ

う言われたでしょうか。「あなたはわ

たしの子，わたしは今日あなたの父と

なった」。または，こう言われたでし

ょうか。「わたしは彼の父となり，彼

はわたしの子となるだろう」。 6さら

に，この初子をこの世に連れ入れる時

には，こう言われます。「神のみ使い

たちはみな，彼を拝め」。 7み使いた

ちについては，こう言われます。「そ

のみ使いたちを風にし，その召使いた

ちを火の炎とされる方」。 8一方，み

子については，こう言われます。「神

よ，あなたのみ座は限りなく，あなた

の王国の笏は廉直の笏。 (aiōn g165) 9あ

なたは義を愛し，不法を憎んだ。それ

ゆえに，神，あなたの神は，喜びの油

をあなたの仲間にまさってあなたに注

がれた」。 10また，「主よ，あなた

ははじめに地の基礎を置かれました。

もろもろの天はあなたのみ手の業です

。 11それらは滅びることになります

が，あなたはとどまっておられます。

それらはみな外衣のように古くなるで

しょう。 12あなたは外とうのように

それらを巻かれます。それらは取り替

えられることになりますが，あなたは

同じであられます。あなたの年が尽き

ることはありません」。 13しかし，

神はかつて，み使いたちのだれにこう

言われたでしょうか。「わたしの右に

座っていなさい，わたしがあなたの敵

たちをあなたの足台とするまで」。 14

彼らはみな仕える霊であって，救いを

受け継ぐ人たちに奉仕するために遣わ

されたのではありませんか。

2それゆえ，わたしたちは聞いた事柄
にいっそう注意を払わなければなり

ません。そうでないと，わたしたちは

押し流されてしまうかも知れません。

2というのは，み使いたちを通して語

られた言葉が堅く保証され，すべての

違反と不従順が当然の報いを受けたの

であれば， 3わたしたちは，これほど

大きな救いをないがしろにした場合，

どうして逃れることができるでしょう

か。この救いは最初に主を通して語ら

れ，聞いた人たちによってわたしたち

のために確証され， 4神も，しるしと

不思議，さまざまな力ある業，またご

自分のご意志に従って聖霊の贈り物を

分け与えることにより，彼らと共に証

言されたのです。 5というのは，その

方は，わたしたちが語っている来たる

べき世を，み使いたちに服させること

はされなかったからです。 6むしろ，

ある人がある箇所で証言して，こう言

っています。「人間は何者なのですか

，あなたがそれに思いを留められると
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は。また，人の子は何者なのですか，

あなたがそれを心にかけてくださると

は。 7あなたは彼をしばらくの間み使

いたちよりも低い者とされ，彼に栄光

と誉れを冠として与えられました。 8

すべてのものを彼の足の下に服従させ

られました」。その方は，すべてのも

のを彼に服させられたのですから，彼

に服さないものは一つも残されなかっ

たのです。それなのに，わたしたちは

すべてのものが彼に服しているのをま

だ見ていません。 9ただ，しばらくの

間み使いたちよりも低くされた方であ

るイエスが，死の苦しみのゆえに，栄

光と誉れを冠として与えられたのを見

ています。それは，神の恵みによって

，彼がすべての人のために死を味わわ

れるためでした。 10というのは，多

くの子らを栄光に至らせるにあたって

，彼らの救いの創始者を数々の苦しみ

を通して完成させることは，すべての

ものがその方のために存在し，またす

べてのものがその方を通して存在して

いるその方にふさわしいことであった

のです。 11実に，聖別する方も聖別

される人たちも，みな一人の方から出

ているからです。そのために彼は，彼

らを兄弟たちと呼ぶことを恥とはされ

ず， 12こう言っておられます。「わ

たしはあなたのみ名をわたしの兄弟た

ちに知らせます。会衆の中であなたの

賛美を歌います」。 13また，「わた

しはその方に信頼を置きます」。また

，「見よ，わたしと，神がわたしに与

えてくださった子供たちがここにいる

」。 14それで，子供たちは肉と血と

にあずかっているので，彼自身も同じ

ようにその同じものを共にされました

。それは，ご自分の死を通して，死の

力を持つ者，すなわち悪魔を無に至ら

せ， 15死についての恐れのために生

涯にわたって束縛を受けていた者たち

を，みな解放するためでした。 16確

かに，彼はみ使いたちを助けるのでは

なく，アブラハムの子孫を助けてくだ

さるからです。 17それで，彼はすべ

てのことにおいて自分の兄弟たちと同

じようになる義務がありました。それ

は，民の罪をあがなうために，神に関

わる事柄において恵み深い忠実な大祭

司となるためでした。 18というのは

，彼自身，誘惑に遭って苦しみを受け

られたからこそ，誘惑に遭っている人

たちを助けることができるのです。

3それゆえ，聖なる兄弟たち，天の召
しにあずかっている人たちよ，わた

したちが告白する使徒また大祭司であ

るイエスのことをよく考えなさい。 2

彼は自分を任命した方に忠実であられ

ました。モーセもその方の家全体にあ

ってそうであったのと同じです。 3彼

はモーセよりも大きな栄光にふさわし

いとみなされました。家を建てた人は

家よりも大きな誉れを受けるからです

。 4家はすべてだれかによって造られ

ますが，すべてのものを造られたのは

神なのです。 5確かにモーセはその方

の家全体にあって召使いとして忠実で

した。それは，将来語られる事柄につ

いて証言するためでした。 6しかし，

キリストはその方の家を治めるみ子と

して忠実でした。わたしたちが確信と

希望による誇りとを終わりまでしっか

りと堅く保つなら，わたしたちこそそ

の方の家なのです。 7それゆえ，聖霊

が次のように言っているとおりです。



ヘブル人への手紙217

「今日，あなた方はその方の声を聞く

なら， 8荒野での試練の日のように，

自分たちの心をかたくなにして，挑発

してはいけない。 9その場所であなた

方の父祖たちは試みをもってわたしを

試し，四十年間わたしの業を目にした

。 10それでわたしはこの世代に腹を

立ててこう言った，『彼らはいつもそ

の心のうちに迷っている。彼らはわた

しの道を知らなかった』。 11わたし

は激しい怒りのうちに誓った，『彼ら

がわたしの安息に入ることはない』」

。 12兄弟たち，あなた方のうちのだ

れも，不信仰な悪い心を抱いて生ける

神から離れることがないよう，用心し

なさい。 13むしろ，「今日」と呼ば

れている間じゅう，あなた方のうちの

だれも罪の欺きによってかたくなにな

ることのないよう，日ごとに互いに勧

め合いなさい。 14というのは，初め

の確信を終わりまでしっかりと堅く保

つなら，わたしたちはキリストにあず

かる者となっているのです。 15ただ

し，次のように言われている間のこと

です。「今日，あなた方はその方の声

を聞くなら，自分たちの心をかたくな

にして，挑発してはいけない」。 16

というのは，聞いていながら反逆した

のはいったいだれでしたか。そうです

，モーセによってエジプトから出て来

たすべての者たちではありませんでし

たか。 17その方が四十年間立腹され

たのはだれに対してでしたか。罪を犯

して，その死体が荒野に倒れた者たち

ではありませんでしたか。 18その方

がご自分の安息に入らせないと誓われ

たのは，不従順な者たち以外のだれに

対してでしたか。 19こうしてわたし

たちは，彼らが入れなかったのは不信

仰のゆえであったことに気づきます。

4それゆえ，その方の安息に入るとい
う約束が残されているのに，あなた

方のうちのだれかがそれに達していな

いと思えるようなことのないように気

遣いましょう。 2わたしたちは自分た

ちに宣教された良いたよりを持ってい

るからです。それは彼らも同じことで

すが，聞いた言葉は彼らの益になりま

せんでした。聞いた人たちと信仰によ

って結び付かなかったからです。 3信

じたわたしたちはその安息に入るので

す。その方が，「わたしは激しい怒り

のうちに誓った，彼らがわたしの安息

に入ることはない」と言われたとおり

です。しかも，み業は世の基礎が据え

られて以来，すでに仕上がっていたの

です。 4ある箇所で七日目についてこ

う言っておられるからです。「神は七

日目にそのすべての業を休んだ」。 5

そしてこの箇所で再び，「彼らがわた

しの安息に入ることはない」と言われ

ています。 6それゆえ，それに入る者

たちが残されており，先に良いたより

を宣教された者たちは不従順のゆえに

入らなかったので， 7その方はある日

を再び今日と定めて，（すでに言われ

ているとおり）長い期間の後でダビデ

を通して次のように言われたのです。

「今日，あなた方はその方の声を聞く

なら，自分たちの心をかたくなにして

はいけない」。 8もしヨシュアが彼ら

に安息を与えていたのであれば，その

方は後になって別の日について語られ

ることはなかったでしょう。 9それゆ

え，神の民には安息日の休みが残され

ています。 10というのは，その方の
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休みに入った者は，神がみ業を休まれ

たように，自らも自分の業を休んだか

らです。 11ですから，その安息に入

るために励みましょう。だれかが同じ

不従順の例にならって堕落するような

ことのないためです。 12というのは

，神の言葉は生きていて，活発であり

，あらゆる両刃の剣よりも鋭く，魂と

霊，また関節と骨髄とを切り分けるほ

どに刺し通し，心の思いと意向とを見

分けることができるのです。 13その

方のみ前に隠されている被造物は一つ

もなく，すべてのものはその方の目に

は裸であり，さらけ出されています。

わたしたちはその方に対してことを果

たさなければなりません。 14それで

は，もろもろの天を通り抜けられた偉

大な大祭司，神の子イエスがおられる

のですから，わたしたちの告白を堅く

保ちましょう。 15わたしたちの大祭

司は，わたしたちの弱さを思いやるこ

とのできない方ではなく，罪を別にす

れば，すべての点でわたしたちと同じ

ように誘惑を受けられた方なのです。

16ですから，わたしたちは，あわれみ

を受けるため，また必要な時に助けと

なる恵みを見いだすために，大胆さを

もって恵みのみ座に近づきましょう。

5なぜなら，大祭司はすべて人間たち
の中から選び取られ，人間たちのた

め，神に関する事柄について任命され

るからです。それは，罪のための供え

物と犠牲とをささげるためです。 2大

祭司は，無知で迷っている者たちを穏

やかに扱うことができます。自分自身

も弱さにまとわれているからです。 3

そのゆえに，民のためだけではなく自

分自身のためにも罪のための犠牲をさ

さげなければなりません。 4だれもこ

の栄誉を自分で得ることはなく，アロ

ンもそうであったとおり，神から召さ

れて受けるのです。 5同じようにキリ

ストも，大祭司になる栄光を自分で得

られたのではなく，彼に対して次のよ

うに言われた方がその栄光をお与えに

なったのです。「あなたはわたしの子

。わたしは今日あなたの父となった」

。 6別の箇所でもこう言われていると

おりです。「あなたは永久にメルキゼ

デクの位に等しい祭司」。 (aiōn g165) 7

彼は肉体でおられた日々，自分を死か

ら救うことのできる方に，強い叫びと

涙をもって祈りと請願をささげ，その

信心深い恐れのゆえに聞き入れられま

した。 8彼はみ子であったにもかかわ

らず，お受けになった数々の苦しみか

ら従順を学ばれました。 9こうして完

成させられて，ご自分に従う者たちす

べてに対して永遠の救いの創始者とな

り， (aiōnios g166) 10神によってメルキゼ

デクの位に等しい大祭司と名付けられ

たのです。 11彼については，わたし

たちには言いたいことがたくさんあり

ますが，説明するのが困難です。あな

た方が，聞くことに関して鈍くなって

いるからです。 12あなた方は，時間

の点からすれば教師になっているはず

なのに，神の託宣の初歩的な基礎原理

をだれかに教わることが，再び必要に

なっています。固い食物ではなく乳を

必要とするようになっています。 13

というのは，乳によって生きている者

はみな，赤子であるため，義の言葉に

熟達していないのです。 14一方，固

い食物は，十分に成長した人々，すな

わち，良いことと悪いことを見分ける
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ために，使うことによって訓練された

感覚を持っている人々のものです。

6ですから，わたしたちは，キリスト
についての初歩的な原理は後にして

，完成へと押し進むことにし，次のよ

うな基礎を再び据えることはやめまし

ょう。すなわち，死んだ業からの悔い

改め，神に対する信仰， 2数々のバプ

テスマについての教え，手を置くこと

，死んだ者たちの復活，そして永遠の

裁きなどに関することです。 (aiōnios

g166) 3神が許してくださるなら，わた

したちはこのことを行なうでしょう。

4というのは，いったん啓発を受け，

天からの贈り物を味わい，聖霊にあず

かる者となり， 5神の良い言葉と来た

るべき世の力を味わっておきながら，

(aiōn g165) 6その後で離れ落ちる者たち

については，彼らを再び悔い改めに立

ち返らせるのは不可能なのです。神の

子を自分たちで再びはりつけにして，

彼を公の恥辱にさらしているからです

。 7というのは，土地が，その上にた

びたび降って来る雨を吸い込み，それ

を耕している人たちに役立つ作物を生

み出すなら，神からの祝福を受けます

が， 8イバラやアザミを生じるなら，

それは退けられ，のろいに近づいてお

り，その終わりには焼かれてしまいま

す。 9しかし，愛する者たちよ，わた

したちはこのように語ってはいても，

あなた方については，もっと良い事柄

，また救いに伴う事柄があると確信し

ています。 10というのは，神は不義

な方ではないので，あなた方の業や，

あなた方が聖徒たちに仕え，また今も

仕えていることによってみ名に示した

愛の骨折りとを忘れることはされない

からです。 11わたしたちは，あなた

方ひとりひとりが，終わりに至るまで

十分な希望を保つため，その同じ勤勉

さを示して欲しいと思います。 12そ

れは，あなた方が不活発になったりせ

ず，約束を信仰と忍耐とによって受け

継ぐ人たちの模倣者となるためです。

13神はアブラハムに約束されたとき，

ご自分より偉大な者にかけて誓うこと

ができなかったので，ご自身にかけて

誓い， 14「わたしは必ずあなたを祝

福し，必ずあなたを殖やすだろう」と

言われたのです。 15こうしてアブラ

ハムは，辛抱強く耐え忍んだのち，約

束のものを獲得しました。 16という

のは，実際，人間たちは自分より偉大

な者にかけて誓うのであって，その誓

いは確証となってあらゆる論争に決着

をつけます。 17このように神は，約

束の相続人たちにご自分の考えの不変

性をさらに豊かに示そうと決めると，

誓いによって介入されたのです。 18

それは，自分の前に置かれた希望をつ

かもうとして避難所に逃れて来たわた

したちが，神が偽ることのできない二

つの不変の事柄によって，力強い励ま

しを得るためでした。 19その希望を

，わたしたちは魂の錨，確実でしっか

りした希望，また垂れ幕の内側に入っ

て行くものとして持っています。 20

そこへは先駆者であるイエスがわたし

たちのために入り，永久にメルキゼデ

クの位に等しい大祭司となられたので

す。 (aiōn g165)

7というのは，このメルキゼデク，す
なわちサレムの王，いと高き神の祭

司，王たちを撃滅して戻って来たアブ

ラハムを迎えて祝福した人， 2アブラ
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ハムがすべての物の十分の一を分け与

えた人ですが（その名を解釈すれば，

第一に義の王であり，次いでサレムの

王すなわち平和の王であって， 3父も

なく，母もなく，系図もなく，日々の

初めもなければ命の終わりもなく，神

の子に似せられています），この人は

ずっと祭司のままです。 4さあ，この

人がどれほど偉大であったかをよく考

えなさい。族長のアブラハムでさえ，

彼には最上の戦利品の中から十分の一

を与えたのです。 5確かに，レビの子

らのうち祭司職を受ける人々は，民か

ら，すなわち彼らの兄弟たちの中から

，同じアブラハムの腰から出て来た者

たちであるにもかかわらず，十分の一

税を取るよう，律法によっておきてを

与えられています。 6ところが，彼ら

の系統に属さないこの人が，アブラハ

ムから十分の一税を取って，約束を受

けている彼を祝福したのです。 7さて

，より劣った者がより優れた者から祝

福を受けるということは，議論の余地

のないことです。 8一方では死ぬ人々

が十分の一税を受けていますが，他方

では生きていると証言されている人が

十分の一税を受けているのです。 9そ

れで，十分の一税を受けるレビさえも

，アブラハムを通して十分の一税を支

払ったと言えます。 10メルキゼデク

がアブラハムを迎えたとき，レビはま

だ自分の父祖の腰にいたからです。 11

ところで，もしレビの祭司職を通して

完全にすることがあったとすれば（民

はそのもとで律法を受けたのですが）

，どうしてこれ以上，アロンの位に等

しいと呼ばれず，むしろメルキゼデク

の位に等しい別の祭司が立てられる必

要があるでしょうか。 12というのも

，祭司職が変えられると，律法にも変

更が必要になるのです。 13これらの

ことで言及されている方は別の部族に

属しているのであり，その部族からは

だれも祭壇での職務を行なってはきま

せんでした。 14なぜなら，わたした

ちの主がユダ，すなわちモーセが祭司

職については何も語らなかった部族か

ら出たことは明らかだからです。 15

このことは，メルキゼデクに似た別の

祭司が立てられるなら，ますます明ら

かになります。 16その方は，肉的な

おきての律法によらず，終わりのない

命の力によって立てられました。 17

次のように証言されているからです。

「あなたは永久にメルキゼデクの位に

等しい祭司」。 (aiōn g165) 18というのは

，先行のおきてはその弱さと無益さの

ゆえに廃止されますが 19（律法は何

をも完全にしなかったからです），そ

の結果さらに優れた希望がもたらされ

たからです。それを通してわたしたち

は神に近づいているのです。 20なぜ

なら，彼は誓いによらずに祭司になっ

たのではなく 21（実際，人々は誓い

なしで祭司になっているのですが），

自分について次のように言われる方に

よる誓いによっていたからです。「主

はこう誓われた。そしてその思いを変

えることはされない。『あなたは永久

にメルキゼデクの位に等しい祭司』」

。 (aiōn g165) 22このようにして，イエス

はより優れた契約の保証となられまし

た。 23実際，人々は職務にとどまる

ことを死によって阻まれるので，多く

の人々が祭司になってきました。 24

しかし，彼は永久に生きているので，
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不変の祭司職を持っておられます。

(aiōn g165) 25それゆえ，彼はまた，ご自

分を通して神に近づく者たちを完全に

救うことができます。常に生きていて

，彼らのために仲裁をしてくださるか

らです。 26というのは，このような

大祭司，神聖であり，罪もなく，汚れ

もなく，罪人たちから引き離されてお

り，もろもろの天よりも高くなられた

方こそ，わたしたちに適していたので

す。 27彼は，あの大祭司たちのよう

に，最初に自分自身の罪のために，次

いで民の罪のために，日ごとに犠牲を

ささげる必要はありません。ご自身を

ささげた時，ただ一度だけこのことを

行なわれたからです。 28なぜなら，

律法は弱さを持つ人間たちを大祭司と

して任命しますが，律法の後に来た誓

いの言葉は，永久に完成されているみ

子を任命するからです。 (aiōn g165)

8さて，わたしたちが述べてきた事柄
の要点は，わたしたちにはこのよう

な大祭司がおられるということです。

その方は，天において荘厳な方のみ座

の右に座られた方で， 2聖所の，また

人間ではなく主が立てられた本物の幕

屋の奉仕者です。 3というのは，すべ

ての大祭司は供え物と犠牲とをささげ

るために任命されるからです。それで

，この大祭司も何かささげるものを持

っておられることが必要です。 4それ

で，もし彼が地上におられたなら，祭

司ではなかったでしょう。地上には，

律法に従って供え物をささげる祭司た

ちがいるからです。 5彼らは天にある

ものの写しと影とに仕えています。そ

れは，モーセが幕屋を造ろうとしてい

た時，神から告げられたとおりです。

その方は，「さあ，山であなたに示さ

れた型に従って，すべてのものを造り

なさい」と言われたのです。 6しかし

今，わたしたちの大祭司は，さらに優

れた奉仕の務めを獲得しておられます

。それは，よりまさった約束に基づい

て制定された，よりまさった契約の仲

介者ともなられたことによります。 7

というのは，あの最初の契約に欠点が

なかったなら，第二のものが求められ

る余地はなかったことでしょう。 8彼

らに欠点を見いだして，こう言われる

からです。「見よ，その日々がやって

来る」と，主は言われる。「そのとき

，わたしはイスラエルの家およびユダ

の家と新しい契約を結ぶことになる。

9それは，その手を取って彼らの父祖

たちをエジプトの地から導き出した日

に，わたしが彼らと結んだ契約による

ものではない。彼らはわたしの契約の

うちにとどまらず，わたしは彼らを無

視したからだ」と，主は言われる。 10

「これこそ，わたしがイスラエルの家

と結ぶ契約だ。それらの日々ののちに

」と，主は言われる。「わたしは自分

の律法を彼らの思いの中に置き，それ

を彼らの心の上に書きつけることにな

る。わたしは彼らの神となり，彼らは

わたしの民となるだろう。 11彼らが

，それぞれ自分の仲間の市民に，それ

ぞれ自分の兄弟に教えて，『主を知れ

』と言うことは決してない。最も小さ

な者から最も大きな者に至るまで，す

べての者がわたしを知るようになるか

らだ。 12わたしは，彼らの不義に対

してあわれみ深い者となるからだ。彼

らの罪や不法な行ないをもはや思い出

すことはないだろう」。 13「新しい



ヘブル人への手紙 222

契約」と言われることによって，最初

のものを古いものとされました。そし

て，古いものとされて年を経たものは

，消滅に近づいているのです。

9ところで，最初の契約にも，神的な
奉仕の法令と地上の聖所とがありま

した。 2すなわち，幕屋が設けられた

のです。第一の区画には，燭台と食卓

と供えのパンがあり，聖なる場所と呼

ばれていました。 3第二の垂れ幕の後

ろには至聖所と呼ばれる幕屋がありま

した。 4そこには金の香の祭壇と，全

面を金で覆われた契約の箱があり，そ

の箱の中にはマンナを入れた金のつぼ

，芽を出したアロンのつえ，そして契

約の書き板がありました。 5また，そ

の上には，あわれみの座を影で覆って

いる栄光のケルビムがありました。し

かしわたしたちは今，こうしたことの

詳細を述べるわけにはゆきません。 6

さて，これらの物がこのように設けら

れると，第一の幕屋の中には，祭司た

ちが務めを果たすために絶えず入って

行きますが， 7第二の区画には年に一

度，大祭司だけが入って行くのであり

，それも，自分自身のため，また民の

過失のためにささげる血を携えないで

行くことはありません。 8聖霊はこの

ことを，すなわち，第一の幕屋がなお

立っている間は，聖なる場所への道が

まだ現わされてはいなかったことを示

しています。 9この第一の幕屋は今の

時代の象徴です。そこでは供え物や犠

牲がささげられますが，崇拝者を良心

の面で完全にすることができません。

10それらは，改革の時まで課せられて

いる，（食べ物や飲み物やさまざまな

洗いに関する）肉的な法令に過ぎない

のです。 11しかし，キリストは，来

たるべき善い事柄の大祭司として来ら

れたとき，手で造ったのではない，つ

まり，この創造界に属さない，より偉

大で，より完全な幕屋を通り， 12ヤ

ギや子牛の血ではなく，ご自身の血を

通して，ただ一度だけ聖なる場所に入

り，永遠の請け戻しを獲得されたので

す。 (aiōnios g166) 13汚れてしまった者た

ちに振りかけられる，ヤギや雄牛の血

また若い雌牛の灰が，彼らを肉の清さ

のために聖別するのであれば， 14ま

して，永遠の霊によって，自らを汚点

のないものとして神にささげたキリス

トの血は，あなた方を生ける神に仕え

させるために，あなた方の良心を死ん

だ業からどれほど清めてくれることで

しょうか。 (aiōnios g166) 15このようなわ

けで，彼は新しい契約の仲介者です。

それは，最初の契約のもとでの数々の

違反を請け戻すために一つの死が生じ

たことにより，召された者たちが，約

束された永遠の相続財産を受けられる

ようにするためです。 (aiōnios g166) 16と

いうのは，遺言状のあるところには，

それを残した人の死が必要なのです。

17遺言は死がもたらされたときに有効

になるからであって，それを残した人

が生きている間は決して有効にならな

いからです。 18それゆえ，最初の契

約でさえ，血が伴わずに制定されたの

ではありません。 19というのは，モ

ーセは，すべてのおきてを律法に基づ

いて民全員に語ったとき，子牛とヤギ

の血を取り，水と赤い羊毛とヒソプと

共に，書そのものと民全体とに振りか

けて， 20「これは神があなた方に命

じられた契約の血だ」と言ったからで
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す。 21さらに彼は，幕屋とすべての

務めの器に同じように血を振りかけま

した。 22律法によれば，ほとんどす

べてのものが血をもって清められ，血

を流すことがなければ許しはないので

す。 23ですから，天にあるものの写

しはこれらのものによって清められ，

一方，天にあるもの自体は，これらの

ものよりもさらに優れた犠牲で清めら

れることが必要でした。 24というの

は，キリストは，本物の聖なる場所の

描出である，手で造った聖なる場所で

はなく，天そのものに入られたのであ

り，今やわたしたちのために神のみ前

に現れてくださったからです。 25そ

れは，大祭司が年ごとに自分のもので

はない血を携えて聖なる場所に入るよ

うに，何度もご自身をささげるためで

はありませんでした。 26そうだとし

たなら，世の基礎が据えられて以来，

何度も苦しみを受けなければならなか

ったでしょう。しかし今や，時代の終

わりにただ一度，ご自身の犠牲によっ

て罪を取り除くために現われてくださ

っているのです。 (aiōn g165) 27人間たち

には，ただ一度だけ死ぬこと，そして

そののちに裁きを受けることが定まっ

ていますが， 28そのようにキリスト

も，多くの人たちの罪を担うためにた

だ一度だけささげられたのち，二度目

には，罪とは関係なく，彼をひたすら

待っている人たちに救いをもたらすた

めに現われることになっています。

10律法は来たるべき善いことの影を
持っているのであって，それ自体

の姿は持っていないので，年ごとに絶

えずささげられる同じ犠牲によって，

近づく者たちを完全にすることは決し

てできません。 2もしできるとすれば

，崇拝者たちはただ一度だけ清められ

，もはや罪の意識を持たなくなるので

すから，ささげ物はされなくなったは

ずではありませんか。 3ところが，こ

れらの犠牲によって，罪が年ごとに思

い出させられるのです。 4なぜなら，

雄牛やヤギの血では罪を取り除くこと

は不可能だからです。 5ですから，彼

はこの世に入って来る時，こう言われ

るのです。「犠牲やささげ物をあなた

は望まず，わたしのために体を用意し

てくださいました。 6全焼のささげ物

や罪のための犠牲をあなたは喜ばれま

せんでした。 7そこでわたしは言いま

した。『ご覧ください，わたしは参り

ました（書の巻き物にわたしについて

書いてあります），神よ，あなたのご

意志を行なうために』」。 8先に，「

犠牲やささげ物，また全焼のささげ物

や罪のための犠牲をあなたは望まず，

それらを喜ばれませんでした」と言い

（それらは律法によってささげられる

ものです）， 9次いで，「ご覧くださ

い，あなたのご意志を行なうために，

わたしは参りました」と言われるので

す。彼は，第二のものを確立するため

に，最初のものを取り除かれます。 10

このご意志により，イエス・キリスト

の体という，ただ一度のささげ物を通

して，わたしたちは聖別されているの

です。 11実に，祭司はすべて，日ご

とに立って務めを果たし，決して罪を

取り除くことのできない同じ犠牲を何

度もささげていますが， 12この方は

，罪のために一つの犠牲を永久にささ

げてから，神の右に座り， 13それ以

来，自分の敵たちが自分の足台とされ
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るまで待っておられます。 14聖別さ

れている人たちを，一つのささげ物に

よって，永久に完全にされたのです。

15聖霊も次のように言って，わたした

ちに証言されます。 16「これこそ，

わたしが彼らと結ぶ契約だ。『それら

の日々ののちに』と，主は言われる。

『わたしは自分の律法を彼らの心の上

に置き，それを彼らの思いの上に書き

つけることになる』」。次いで，こう

言われます。 17「わたしは彼らの罪

や不法をもはや思い出すことはないだ

ろう」。 18それで，これらのことの

許しがあるところには，もはや罪のさ

さげ物はありません。 19それゆえ，

兄弟たち，わたしたちは，イエスの血

によって聖なる場所に入るための大胆

さを抱いているのですから， 20（そ

の道は，彼が，垂れ幕つまりご自身の

肉を通して，わたしたちのために設け

てくださった，新しい生きた道です。

） 21そして，神の家を治める偉大な

祭司がいるのですから， 22満ちあふ

れる信仰のうちに，真実の心をもって

近づきましょう。わたしたちは，心に

血を振りかけられて悪い良心から清め

られており，体を清い水で洗われてい

るのですから， 23わたしたちの希望

の告白を断固しっかりと保ちましょう

。約束してくださったのは誠実な方だ

からです。 24互いをどのように愛と

善い業へと駆り立てるかをよく考え，

25わたしたち自身が一緒に集まり合う

ことを，ある人たちの習慣にならって

途絶えさせたりせず，むしろ互いに励

まし合い，その日が近づくのを見て，

ますますそうしましょう。 26という

のは，わたしたちが真理の知識を受け

た後で，故意に罪を犯し続けるなら，

罪のための犠牲はもはや残っておらず

， 27ただ，裁きへの恐ろしい予想の

ようなものと，対抗者たちを焼き尽く

す火の猛烈さだけが残っているのです

。 28モーセの律法を無視する者は，

二人か三人の証人の言葉に基づいて，

あわれみを受けることなく死にます。

29まして，神の子を踏みつけ，自分が

それによって聖別された契約の血を神

聖でないものとみなし，恵みの霊を侮

辱する者は，どれほどひどい刑罰に値

すると思いますか。 30わたしたちは

次のように言われた方を知っているか

らです。「報復はわたしのもの」と，

主は言われます。「わたしが返報する

」。また，「主はご自分の民を裁かれ

るだろう」。 31生ける神のみ手に落

ちるのは恐ろしいことです。 32しか

し，以前の日々のことを思い出しなさ

い。あなた方は，啓発を受けたのち，

苦しみを伴う厳しい戦いを耐え忍びま

した。 33ある時には，非難と圧迫の

両方にさらされ，またある時には，そ

のように扱われた人たちと共にあずか

る者になりました。 34あなた方は，

鎖につながれているわたしに哀れみを

抱いてくれましたし，自分の財産が略

奪されても喜んで甘受したのです。自

分たちには，さらに優れた，永続する

財産が天にあることを知っていたから

です。 35ですから，あなた方は自分

の大胆さを投げ捨ててはいけません。

それには大きな報いがあります。 36

というのは，神のご意志を行なって約

束のものを受けるため，あなた方には

忍耐が必要だからです。 37「ほんの

しばらくすれば，来たるべき方が来ら
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れるだろう。遅れることはない。 38

だが，義人は信仰によって生きるだろ

う。彼がたじろぐなら，わたしの魂は

彼を喜ばない」。 39しかし，わたし

たちは，たじろいで滅びに至る者では

なく，信仰を抱いて魂の救いに至る者

です。

11さて，信仰とは，望んでいる事柄
についての保証であり，見ていな

い事柄についての証明です。 2これに

よって昔の人たちは証言を得たのです

。 3信仰によって，わたしたちは，全

宇宙は神の言葉によって造られたので

あり，それゆえ，見えるものは目に見

えるものからできたのではないことが

分かります。 (aiōn g165) 4信仰によって

，アベルはカインよりも優れた犠牲を

神にささげ，その信仰によって，彼が

義人であるという証言をその方から受

けました。神が彼の供え物について証

言されたからです。その信仰によって

，彼は死んではいても，なお語ってい

るのです。 5信仰によって，エノクは

死を見ないように取り去られました。

神が彼を移されたので，彼は見いださ

れなくなりました。というのは，移さ

れる前に，神を十分に喜ばせていたこ

とが証言されていたからです。 6信仰

がなければ，その方を十分に喜ばせる

ことは不可能です。神に近づく者は，

その方が存在し，ご自分を求める者た

ちに報いてくださることを信じるべき

だからです。 7信仰によって，ノアは

，まだ見ていない事柄について警告を

受けたとき，信心深い恐れに動かされ

て，自分の家族の救いのために箱船を

設けました。その信仰によって，彼は

世を罪に定め，信仰による義の相続人

となりました。 8信仰によって，アブ

ラハムは，自分が相続財産として受け

ることになる場所に出てゆくよう召さ

れた時，それに従いました。自分がど

こに行くのかを知らずに出て行ったの

です。 9信仰によって，彼は異国人の

ように，自分のものではない土地にい

るようにして，約束の地に住みました

。同じ約束を共に相続するイサクやヤ

コブと共に，天幕に住んだのです。 10

なぜなら，彼は，基礎を据えられた都

市を待ち望んでいたからです。その都

市の建設者また造り主は神です。 11信

仰によって，サラ自身までも妊娠する

力を受け，そういった年齢を過ぎてい

たのに子供を産みました。彼女は，約

束してくださった方を誠実な方とみな

していたからです。 12このようにし

て，この死んでいたも同然の人から，

数の多さにおいては天の星のように多

数の，また海辺の砂のように無数の子

孫が生まれたのです。 13これらの人

はみな，信仰のうちに死にました。約

束のものを受けませんでしたが，遠く

からそれらを見て喜んで迎え，自分た

ちが地上では他国人また居留者である

ことを告白したのです。 14というの

は，このように言う人たちは，自分た

ちが故郷を探し求めていることを明ら

かにしているからです。 15確かに，

もし彼らが自分たちの出て来た故郷の

ことを思っていたのであれば，帰る機

会もあったことでしょう。 16しかし

今，彼らはさらにまさった故郷，つま

り天にある故郷を熱望しています。そ

れゆえ，神は，彼らの神と呼ばれるこ

とを恥とはされません。彼らのために

都市を準備されたからです。 17信仰
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によって，アブラハムは，試みを受け

ていた時，イサクをささげました。そ

うです，約束を喜びのうちに受けてい

た彼が，自分のひとり子をささげよう

としたのです。 18しかも彼に対して

は，「あなたの子孫はイサクにあって

呼ばれることになる」と言われていた

のです。 19彼は，神は死んだ者たち

の中からさえも起こすことがおできに

なると考えました。比ゆ的に言って，

彼はイサクを死んだ者たちの中から取

り戻したのです。 20信仰によって，

イサクは，来たるべき事柄についても

，ヤコブとエサウを祝福しました。 21

信仰によって，ヤコブは，死にかけて

いた時，ヨセフの子らをそれぞれ祝福

し，つえの先のところにもたれて崇拝

しました。 22信仰によって，ヨセフ

は，自分の最期が近づいていた時，イ

スラエルの子らの脱出のことに言及し

，自分の骨について指図しました。 23

信仰によって，モーセは生まれた時，

その両親によって三か月の間隠されま

した。彼らは彼が美しい子供であるの

を見て，王の命令を恐れなかったので

す。 24信仰によって，モーセは，成

長した時，ファラオの娘の子と呼ばれ

るのを拒みました。 25罪の一時的な

快楽を持つよりも，神の民と共に虐待

されることを選んだのであり， 26キ

リストの非難をエジプトの宝にまさる

富だと考えたのです。報いに目を向け

ていたからです。 27信仰によって，

彼は，王の憤りを恐れず，エジプトを

去りました。見えない方を見ているよ

うにして，耐え忍んでいたからです。

28信仰によって，初子を滅ぼす者が自

分たちに触れないよう，過ぎ越しと血

の振り注ぎを行ないました。 29信仰

によって，彼らは乾いた陸地のように

して紅海を通り抜けました。エジプト

人が同じことを試みると，のみ込まれ

ました。 30信仰によって，エリコの

城壁は，彼らが周囲を七日間回った後

に崩れ落ちました。 31信仰によって

，売春婦ラハブは，スパイたちを平和

のうちに迎え入れたので，不従順な者

たちと共に滅びることはありませんで

した。 32この上わたしは何を言いま

しょうか。ギデオン，バラク，サムソ

ン，エフタ，ダビデ，サムエル，また

預言者たちについて語るなら，時間が

わたしを置いていってしまうでしょう

。 33彼らは，信仰によって，数々の

王国を征服し，義を成し遂げ，約束の

ものを獲得し，ライオンたちの口をふ

さぎ， 34火の力を消し，剣の刃から

逃れ，弱かったのに強い者とされ，戦

いにおいて強力な者となり，異国の軍

勢を敗退させました。 35女たちはそ

の死者を復活によって受けました。ほ

かの人たちは，さらにまさった復活を

獲得するために，釈放を受け入れずに

拷問されました。 36別の人たちは，

あざけりやむち打ちによって試みられ

，そればかりか，束縛や投獄によって

も試みられました。 37彼らは石打ち

にされました。のこぎりで切られまし

た。誘惑を受けました。剣で殺されま

した。羊の皮やヤギの皮をまとって巡

り歩き，窮乏し，虐待を受け 38（彼

らにはこの世はふさわしくなかったの

です），荒野，山々，ほら穴，地の穴

をさまよい続けました。 39これらの

人々は皆，その信仰によって証言され

ましたが，約束のものは受けませんで



ヘブル人への手紙227

した。 40神は，わたしたちのために

さらにまさったものを備えて，わたし

たちを抜きにしては彼らが完全にされ

ることのないようにされたのです。

12それゆえ，わたしたちも，これほ
ど大勢の雲のような証人たちに囲

まれているのですから，あらゆる重荷

と，すぐに絡みつく罪とを捨てて，わ

たしたちの前に置かれた競走を忍耐し

て走ろうではありませんか。 2信仰の

創始者また完成者であるイエスを見つ

めながら。彼は，自分の前に置かれた

喜びのゆえに，恥をものともせずに十

字架を耐え忍び，神のみ座の右に座ら

れたのです。 3罪人たちによるこのよ

うな反抗に耐え忍ばれた方のことをよ

く考えなさい。あなた方が疲れ，あな

た方の魂が弱り果てることのないため

です。 4あなた方は罪と闘うにあたっ

て，まだ血に至るまで抵抗したことが

ありません。 5そして，子供たちに対

するようにしてあなた方に語られてい

る，次のような勧めを忘れてしまって

います。「わが子よ，主の懲らしめを

軽んじてはならず，その方から戒めら

れるとき，弱り果ててもいけない。 6

主はご自分の愛する者を懲らしめ，受

け入れる子をすべてむち打たれるから

だ」。 7あなた方が耐え忍んでいるの

は鍛練のためです。神はあなた方を子

供たちのように扱っておられます。と

いうのは，父親が鍛練しない子などい

るでしょうか。 8しかし，みんなが共

にあずかっている鍛錬をあなた方が受

けていないとすれば，あなた方は私生

児であって，子ではありません。 9さ

らにまた，わたしたちを懲らしめるた

めに，同じく肉の父親たちがいて，わ

たしたちは彼らに敬意を表わしていま

した。霊の父にはなおのこと，服従し

て生きるべきではないでしょうか。 10

というのは，確かに父親たちは，少し

ばかりの日々，自分が良いと思うまま

にわたしたちを罰しましたが，その方

は，わたしたちの益のため，わたした

ちがご自分の神聖さに共にあずかる者

となるために罰してくださるのです。

11懲らしめはすべて，その時は喜ばし

いことではなく，つらいことに思えま

すが，後になれば，それによって訓練

された人たちに，義という平和な実を

生み出すのです。 12ですから，垂れ

下がった手と衰えたひざをまっすぐに

しなさい。 13そして，不自由な足が

脱臼することなく，むしろいやされる

ように，あなた方の足のためにまっす

ぐな道を造りなさい。 14すべての人

たちとの平和を追い求めなさい。また

聖化を追い求めなさい。それなくして

はだれも主を見ることはできません。

15神の恵みに達していない人が出るこ

とのないよう，また，苦い根が伸びて

きてあなた方を悩まし，それによって

多くの者たちが汚されることのないよ

う，よく注意しなさい。 16一度の食

事のために自分の長子の権利を売った

エサウのように，淫行の者や神聖さを

汚す者にならないようにしなさい。 17

というのは，彼が後から祝福を受け継

ぎたいと願ったのに退けられたことを

，あなた方は知っているからです。彼

は，涙をもってそれを切に求めました

が，思いの変化の余地を見いだせなか

ったのです。 18あなた方が近づいて

いるのは，触れることのできる，火で

燃えている山や，暗黒，暗闇，暴風雨
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， 19らっぱの響き，言葉の声の前で

はありません。それを聞いた者たちは

，これ以上自分たちに言葉が語られる

ことのないように懇願しました。 20

彼らは，「獣であっても山に触れるな

ら，それは石打ちにされなければなら

ない」と命じられたことに耐えられな

かったのです。 21また，その光景が

あまりにも恐ろしかったので，モーセ

は，「わたしはおびえ，震えている」

と言いました。 22しかし，あなた方

が近づいているのは，シオンの山，ま

た生ける神の都，すなわち天のエルサ

レム，そして無数のみ使いたち， 23

すなわち全体の集会，また天で登録さ

れている初子たちの集会，すべての人

の裁き主である神，完全にされた正し

い人たちの霊， 24新しい契約の仲介

者イエス，さらに，アベルの血よりも

立派に語る，振り注ぎの血の前なので

す。 25語っている方を拒まないよう

に気をつけなさい。地上で警告してい

た人を拒んだ人々が逃れられなかった

のであれば，天から警告される方に背

を向けるわたしたちは，なおさら逃れ

ることはできないでしょう。 26その

時，その方の声は地を揺り動かしまし

たが，今や，次のように約束されてい

ます。「わたしはもう一度，地だけで

はなく，天をも揺り動かすだろう」。

27この「もう一度」という表現は，揺

り動かされないものが残るために，揺

り動かされるものが，造られたものと

して取り除かれることを示しています

。 28それゆえ，わたしたちは，揺り

動かされることのない王国を受けよう

としているのですから，感謝の念を抱

きましょう。それによって崇敬と畏敬

の念をもって，受け入れられる仕方で

神に仕えるのです。 29わたしたちの

神は焼き尽くす火だからです。

13兄弟愛を保ちなさい。 2よそから

来た人を親切にもてなすことを忘

れてはいけません。そうすることによ

り，ある人たちはそれと知らずにみ使

いたちをもてなしたのです。 3獄につ

ながれている人たちのことを，彼らと

共につながれているようにして覚えて

おきなさい。また，虐待されている人

たちのことを覚えておきなさい。あな

た方も肉体でいるからです。 4すべて

の人たちの間で結婚が尊ばれるように

し，寝床が汚されないようにしなさい

。神は，淫行の者たちや姦淫を犯す者

たちを裁かれるのです。 5お金に対す

る愛から自由になり，自分の持ってい

るもので満足しなさい。「わたしは決

してあなたを離れず，決してあなたを

見捨てない」と言われているからです

。 6それで，わたしたちは確信をもっ

て次のように言います。「主はわたし

の助け主。わたしは恐れない。人がわ

たしに何をできようか」。 7あなた方

の指導者たち，あなた方に神の言葉を

語った人たちのことを覚えておきなさ

い。彼らの行ないの結末を注意深く見

て，彼らの信仰に倣いなさい。 8イエ

ス・キリストは，昨日も，今日も，そ

して永久に同じ方です。 (aiōn g165) 9さ

まざまな異なった教えによって運び去

られてはいけません。心は，食物では

なく，恵みによって強められるのが良

いことだからです。食物に気を取られ

ていた人たちは益を得ませんでした。

10わたしたちには一つの祭壇がありま

す。それは，聖なる幕屋に仕えている
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人たちはそこから食べる権利のないも

のです。 11なぜなら，動物の血は罪

のためのささげ物として大祭司によっ

て聖なる場所に持って行かれますが，

その体は宿営の外で焼かれるからです

。 12そのため，イエスも，ご自分の

血によって民を聖化するために，門の

外で苦しみを受けられました。 13で

すから，わたしたちは彼の恥辱を担っ

て，宿営の外に出て彼のもとに行こう

ではありませんか。 14わたしたちは

，ここには永続する都市を持っておら

ず，来たるべき都市を得ようとしてい

るからです。 15それで，彼を通して

，絶えず神に賛美の犠牲を，すなわち

そのみ名を告白する唇の実をささげま

しょう。 16しかし，善い行ない，そ

して分け合うことを忘れてはいけませ

ん。そのような犠牲こそ，神は喜ばれ

るからです。 17あなた方の指導者た

ちに従い，また服しなさい。彼らはや

がて言い開きをする者として，あなた

方の魂のために見張りをしているから

です。彼らが，うめき声ではなく喜び

をもって，このことを行なえるように

しなさい。そうでないと，あなた方の

益になりません。 18わたしたちのた

めに祈ってください。わたしたちは，

すべてのことにおいて高潔に生活した

いと願っており，自分が正しい良心を

持っていると確信しているからです。

19わたしはあなた方がこのことをして

くれるよう特にお願いします。わたし

がなるべく早くあなた方のところに帰

れるようになるためです。 20それで

は，平和の神，すなわち，永遠の契約

の血による羊の偉大な牧者であるわた

したちの主イエスを死んだ者たちの中

から連れ戻された方が， (aiōnios g166) 21

イエス・キリストを通して，み前にあ

ってみ心にかなうことをあなた方のう

ちで行なってくださり，あなた方がそ

のご意志を行なうため，あらゆる善い

業において整えてくださいますように

。この方に，栄光がいつまでもありま

すように。アーメン。 (aiōn g165) 22兄弟

たち，わたしはあなた方に，以上の勧

告の言葉を我慢してくれるように勧め

ます。わたしは少しの言葉であなた方

に書き記したからです。 23わたした

ちの兄弟テモテが釈放されたことを知

ってください。彼がすぐに来れば，わ

たしは彼と共にあなた方に会えるでし

ょう。 24あなた方の指導者たち全員

と，すべての聖徒たちによろしく伝え

てください。イタリアの人たちがあな

た方によろしくと言っています。 25

恵みが，あなた方すべてと共にありま

すように。アーメン。
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ヤコブの手紙

1神と主イエス・キリストの召使いヤ
コブから，離散のうちにある十二部

族へ。あいさつを送ります。 2わたし

の兄弟たち，さまざまな誘惑に陥ると

きには，それをすべて喜びとみなしな

さい。 3自分の信仰の試みが忍耐を生

み出すことを知っているからです。 4

あなた方が何にも欠けることなく，完

全な者また完成した者となるよう，忍

耐にその完全な業を持たせなさい。 5

しかし，あなた方のうちに知恵に欠け

る人がいるなら，すべての人に寛大に

またとがめることなく与えてくださる

神に求めなさい。そうすれば，それは

その人に与えられるでしょう。 6しか

し，何の疑いも持たず，信仰のうちに

求めなさい。疑っている人は，風に吹

かれて揺れ動く海の波のようだからで

す。 7その人は，自分が主から何かを

いただけるなどと思ってはいけません

。 8そのような人は，二心の人であっ

て，そのすべての道は不安定です。 9

しかし，低い境遇にある兄弟は，自分

の高い地位を誇りとしなさい。 10ま

た，富んだ人は自分が低くされている

ことを誇りとしなさい。彼は草の花の

ように過ぎ去ることになるからです。

11太陽が熱風を伴って昇り，草を枯ら

すと，その花は落ち，そのうわべの美

しさは滅びます。そのように，富んだ

人も，その追求の途上で消え去るでし

ょう。 12誘惑を耐え忍ぶ人は幸いで

す。是認されるとき，主がご自分を愛

する人たちに約束されたもの，命の冠

を受けることになるからです。 13誘

惑されるとき，だれも，「わたしは神

に誘惑されている」と言ってはなりま

せん。神が悪から誘惑を受けることは

あり得ませんし，ご自身がだれかを誘

惑されることもないからです。 14む

しろ，それぞれの人は，自分自身の欲

望によって引き出され，そそのかされ

るときに誘惑を受けるのです。 15次

いで，欲望がはらむと罪を産み，罪が

熟すると死を生み出します。 16わた

しの愛する兄弟たち，欺かれてはいけ

ません。 17あらゆる良い贈り物，ま

たあらゆる完全な贈り物が，上から，

光の父から下って来るのです。その方

には，変化も，回転の影もあり得ませ

ん。 18その方は，自らのご意志のま

まに，わたしたちがご自分の被造物の

いわば初穂となるように，わたしたち

を真理の言葉によって生み出してくだ

さいました。 19そのようなわけで，

わたしの愛する兄弟たち，すべての人

は聞くことに速く，語ることに遅く，

怒ることに遅くありなさい。 20人の

怒りは神の義をもたらさないからです

。 21それゆえ，あらゆる不潔さとあ

ふれ出る邪悪さを捨て去り，植え付け

られたみ言葉を謙虚に受け入れなさい

。み言葉はあなた方の魂を救うことが

できます。 22しかし，自分自身を惑

わして単なる聞き手で終わるのではな

く，み言葉の実行者でありなさい。 23

というのは，だれかがみ言葉の聞き手

であっても実行者でないなら，その人

は，鏡で自分の生まれつきの顔を眺め

ている人のようだからです。 24自分

自身を見ても，立ち去ると，自分がど

んな姿だったかをすぐに忘れてしまう

のです。 25しかし，完全な律法，す

なわち自由の律法に見入って，とどま

る人は，すぐに忘れてしまう聞き手で
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はなく，業の実行者になっているので

あって，その人はその行ないにおいて

祝福されます。 26あなた方の中のだ

れかが，自分は信心深い者だと思って

いても，自分の舌を制御せず，自分の

心を欺いているなら，その人の信心は

価値がありません。 27わたしたちの

神また父のみ前で清く汚れのない信心

とはこれです。すなわち，孤児ややも

めをその苦難の際に見舞うこと，また

世から汚されないよう自分を守ること

です。

2わたしの兄弟たち，わたしたちの栄
光の主イエス・キリストの信仰を，

えこひいきと共に抱いてはいけません

。 2というのは，あなた方の集会に，

金の指輪をはめ，立派な服を着た人が

入って来て，同時に汚れた服を着た貧

しい人も入って来た場合に， 3あなた

方が立派な服を身に着けた人に特別に

目を留めて，「ここの良い場所にお座

りなさい」と言い，貧しい人には，「

そこに立っていなさい」とか，「わた

しの足台のわきに座りなさい」と言う

なら， 4あなた方は自分たちの間でえ

こひいきを示して，悪い考えを持つ裁

き手になっているのではありませんか

。 5わたしの愛する兄弟たち，よく聞

きなさい。神は，この世において貧し

い人たちを，信仰において富んだ人た

ちとして，またご自分を愛する者たち

に対して約束された王国を相続する人

たちとして選ばれたのではありません

か。 6しかし，あなた方はその貧しい

人を辱めたのです。富んだ人たちが，

あなた方を抑圧し，あなた方を自ら法

廷に引いて行くのではありませんか。

7彼らこそ，あなた方がその名で呼ば

れた高貴な名を冒とくするのではあり

ませんか。 8それでも，あなた方が聖

書に従って，「あなたは隣人を自分自

身のように愛さなければならない」と

いう王たる律法を実行しているのであ

れば，それは結構なことです。 9しか

し，えこひいきを示すなら，あなた方

は罪を犯しています。律法により，違

反者として有罪と宣告されているので

す。 10というのは，だれかが律法全

体を守るとしても，一つの点でつまず

くなら，すべてに違反していることに

なるからです。 11なぜなら，「姦淫

を犯してはいけない」と言われた方は

，「殺人を犯してはいけない」とも言

われたのです。それで，もしあなたが

姦淫を犯してはいなくても，殺人を犯

しているなら，律法の違反者となりま

す。 12自由の律法によって裁かれよ

うとしている者として，そのように語

り，またそのように行ないなさい。 13

あわれみを示さない者に対しては，あ

われみのない裁きが下されるからです

。あわれみは裁きに対して勝ち誇るの

です。 14わたしの兄弟たち，もし人

が自分には信仰があると言っていても

，業がなければ，それは何の益になる

でしょうか。信仰がその人を救えるで

しょうか。 15もし兄弟か姉妹が裸で

いて，その日の食物にも事欠いている

のに， 16あなた方のうちのだれかが

，「平安のうちに行きなさい。温かく

して，お腹を満たしなさい」と言うだ

けで，体に必要な物を与えないなら，

それは何の益になるでしょうか。 17

同じように信仰も，業がなければ，そ

れだけでは死んでいるのです。 18な

るほど，ある人はこう言うことでしょ
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う。「あなたには信仰があり，わたし

には業があります」。あなたの業から

あなたの信仰を取り出してわたしに見

せなさい。そうすれば，わたしは自分

の業によって自分の信仰をあなたに見

せましょう。 19あなたは神がただお

ひとりだと信じています。それは結構

なことです。悪魔たちも信じて，身震

いしているのです。 20しかし，むな

しい人よ，あなたは業を別にした信仰

が死んでいることを知りたいのですか

。 21わたしたちの父アブラハムは，

自分の息子イサクを祭壇の上にささげ

たとき，業によって義とされたのでは

ありませんか。 22あなたも分かるよ

うに，信仰が彼の業と共に働き，業に

よって信仰が完全にされたのです。 23

そして，「アブラハムは神を信じ，そ

れが彼の義とみなされた」と言う聖書

が実現し，彼は神の友と呼ばれたので

す。 24これであなた方も分かるよう

に，人は業によって義とされるのであ

って，信仰だけによるのではありませ

ん。 25同じように，売春婦ラハブも

，使者たちを迎え入れ，彼らを別の道

から送り出したとき，業によって義と

されたのではありませんか。 26霊を

別にした体が死んでいるのと同じよう

に，業を別にした信仰も死んでいるの

です。

3わたしの兄弟たち，あなた方のうち
の多くが教師になってはなりません

。わたしたち教師はより厳しい裁きを

受けることになるのを知っているから

です。 2わたしたちは皆，多くのこと

でつまずくからです。言葉においてつ

まずかない人がいるなら，その人は完

全な人であり，自分の全身を制御する

ことができます。 3実際，馬を自分た

ちに従わせるためにその口にくつわを

はめると，わたしたちはその全身を操

ることができます。 4見なさい，船で

さえ，あのように大きなもので，また

激しい風にあおられているのに，ごく

小さなかじによって操縦者の望むとこ

ろに操られます。 5このように，舌も

小さな器官ですが，大きなことを自慢

するのです。あんなに小さな火があん

なに大きな森林に広がってゆくのを見

なさい！ 6それで，舌は火です。舌こ

そ，わたしたちの肢体の中の不法の世

界であり，全身を汚し，生来の進路を

燃やし，ゲヘナによって燃やされます

。 (Geenna g1067) 7あらゆる種類の獣，鳥

，はうもの，また海の生き物は，人間

によって飼いならされますし，また飼

いならされてきました。 8しかし，だ

れも舌を飼いならすことはできません

。舌は休むことのない悪であり，死を

もたらす毒で満ちています。 9わたし

たちは，舌によって，わたしたちの神

また父を賛美し，また舌によって，神

のかたちに造られた人々をのろいます

。 10同じ口から，祝福とのろいとが

出て来るのです。わたしの兄弟たち，

こうした事があってはなりません。 11

泉が同じ穴から真水と苦い水とをわき

出させるでしょうか。 12わたしの兄

弟たち，イチジクの木がオリーブの実

を，またブドウの木がイチジクの実を

生じさせることができるでしょうか。

このように，泉が塩水と真水の両方を

生じさせることもありません。 13あ

なた方の間で賢くて理解力があるのは

だれですか。その人は，自分の良い振

る舞いによって，自分の行ないが知恵
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に属する温和さのうちになされている

ことを示しなさい。 14しかし，あな

た方が心の中に苦々しいねたみや利己

的な野心が抱いているなら，自慢した

り，真理に逆らってうそをついたりし

てはいけません。 15そのような知恵

は上から下って来たものではなく，地

的で，肉欲的で，また悪霊的です。 16

ねたみや利己的な野心があるところに

は，混乱とあらゆる悪い行ないがある

からです。 17しかし，上からの知恵

は第一に純真であり，次いで，平和的

で，柔和で，理性的で，あわれみと良

い実とに満ちており，えこひいきをせ

ず，偽善的でもありません。 18それ

で，義の実は，平和を作り出す人たち

によって，平和のうちにまかれるので

す。

4あなた方の間の争いや闘いはどこか
ら来るのですか。あなた方の肢体の

中で戦う，快楽に対する欲情から来る

のではありませんか。 2あなた方は渇

望しますが，持っていません。人殺し

をし，むやみに欲しがりますが，獲得

できません。闘ったり争ったりします

。あなた方が持っていないのは，求め

ないからです。 3求めても受けていな

いのは，それを自分の快楽のために使

おうとして，間違った動機で求めるか

らです。 4姦淫を犯す者たち，また姦

淫を犯す女たちよ，あなた方は世との

交友が神との敵対であることを知らな

いのですか。それゆえ，だれでもこの

世の友になりたいと思っている人は，

自分を神の敵としているのです。 5そ

れともあなた方は，「わたしたちのう

ちに住んでいる霊は，ねたむほどに慕

っている」と聖書が述べているのは，

無意味なことだと思っているのですか

。 6しかし，その方はさらに豊かな恵

みを与えてくださるのです。それゆえ

，こう言われています。「神は高慢な

者に立ち向かい，謙そんな者に恵みを

お与えになる」。 7ですから，神に服

しなさい。しかし悪魔に立ち向かいな

さい。そうすればあなた方から逃げ去

るでしょう。 8神に近づきなさい。そ

うすればあなた方に近づいてくださる

でしょう。罪人たちよ，あなた方の手

を清めなさい。二心の者たちよ，あな

た方の心を清めなさい。 9嘆き，悲し

み，泣きなさい。あなた方の笑いを悲

しみに，あなた方の喜びを憂いに変え

なさい。 10主のみ前で自分を低くし

なさい。そうすればあなた方を高くし

てくださるでしょう。 11兄弟たち，

互いを悪く言ってはいけません。兄弟

を悪く言ったり，自分の兄弟を裁いた

りする者は，律法を悪く言い，律法を

裁いているのです。そして，もし律法

を裁いているなら，あなたは律法の実

行者ではなく，裁き手です。 12立法

者はただひとり，救うことも滅ぼすこ

ともできる方です。それなのに，ほか

の人を裁こうとするあなたは，いった

い何者なのですか。 13さあ，「今日

か明日，あの町へ行き，一年間そこで

過ごして，商売をし，金もうけをしよ

う」と言っている者たちよ。 14一方

では，あなた方は明日自分の命がどう

なるかを知らないのです。というのは

，あなた方の命はどんなものなのです

か。あなた方は，少しの間現われて，

やがて消え去ってしまう霧にすぎない

のです。 15あなた方は，「もし主の

ご意志であれば，わたしたちは生きて
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いて，あのことやこのことをするでし

ょう」と言うべきなのです。 16しか

し今，あなた方は自分の自慢を誇りと

しています。そうした自慢はすべて悪

いことです。 17それゆえ，善をなす

ことを知っていながら，それを行なわ

ないなら，それはその人にとって罪な

のです。

5さあ，富んだ人たちよ，自分たちに
臨もうとしている悲惨さのために泣

きわめきなさい。 2あなた方の富は朽

ち，あなた方の衣服はガに食われまし

た。 3あなた方の金と銀は腐食し，そ

れらのさびがあなた方に不利な証言と

なって，あなた方の肉を火のように食

い尽くすでしょう。あなた方はこの終

わりの日々に自分の宝を積み上げたの

です。 4見なさい，あなた方の畑の刈

り入れをした労働者たちの賃金，あな

た方がだまして取っておいたその賃金

が叫んでおり，刈り入れをした人たち

の叫びが万軍の主の耳にまで達しまし

た。 5あなた方は地上で優美に暮らし

，自分の快楽にふけってきました。虐

殺の日にあたって，自分の心を養った

のです。 6あなた方は義人を罪に定め

て，殺しました。彼はあなた方に手向

かっていません。 7それゆえ，兄弟た

ち，主の来臨まで辛抱しなさい。見な

さい，耕作人は，地の貴重な実りを，

それが早い雨と遅い雨を受けるまで，

それについて辛抱して待っています。

8あなた方も辛抱しなさい。自分たち

の心を確固たるものとしなさい。主の

来臨が近づいているからです。 9兄弟

たち，互いに不平を言ってはいけませ

ん。あなた方が裁かれることのないた

めです。見なさい，裁き主が戸口の前

に立っておられます。 10兄弟たち，

苦しみと辛抱については，主の名にお

いて語った預言者たちを模範としなさ

い。 11見なさい，耐え忍んだ人たち

は幸いだと，わたしたちは考えます。

あなた方はヨブの辛抱について聞き，

主がなさったことの結末を見，主がど

れほど同情とあわれみに満ちておられ

るかを知りました。 12しかし，わた

しの兄弟たち，何よりも，誓ってはい

けません。天にかけても，地にかけて

も，ほかのどんな誓いにかけても。そ

うではなく，あなた方の『はい』を『

はい』に，『いいえ』を『いいえ』に

ならせなさい。あなた方が偽善に陥る

ことのないためです。 13あなた方の

中に苦しんでいる人がいますか。その

人は祈りなさい。元気な人がいますか

。その人は賛美を歌いなさい。 14あ

なた方の中に病気の人がいますか。そ

の人は集会の長老たちを呼び，主の名

において油を塗ってもらい，自分のた

めに祈ってもらいなさい。 15そうす

れば，信仰の祈りが病気の人をいやし

，主がその人を起き上がらせてくださ

るでしょう。その人が罪を犯していた

なら，許されるでしょう。 16あなた

方の違反を互いに告白し，互いのため

に祈りなさい。あなた方がいやされる

ためです。義人の真剣な祈りは力強い

効果があります。 17エリヤはわたし

たちと同じような性質の人でしたが，

雨が降らないようにと熱烈に祈ると，

その地には三年六か月の間，雨が降り

ませんでした。 18再び祈ると，天は

雨を降らせ，地はその産物を生み出し

ました。 19兄弟たち，あなた方の中

に真理から迷い出た人がいて，だれか
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が彼を引き戻すなら， 20その人は，

罪人をその迷いの道から引き戻す人が

，彼の魂を死から救い出し，また多く

の罪を覆うことになることを知ってお

きなさい。
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ペテロの手紙第一

1イエス・キリストの使徒ペトロから
，ポントス，ガラテア，カッパドキ

ア，アジア，ビティニアの離散のうち

に仮住まいしている選ばれた人たち，

2すなわち，イエス・キリストに従い

，その血を振りかけていただくために

，父なる神の予知によって，霊の聖化

のうちに選ばれた人たちへ。あなた方

に恵みと平和が増し加えられますよう

に。 3わたしたちの主イエス・キリス

トの父また神がほめたたえられますよ

うに。その方は，その豊かなあわれみ

により，イエス・キリストの死んだ者

たちからの復活を通して，わたしたち

を生きた希望へと再び生まれさせる父

となってくださいました。 4それは，

あなた方のために天に取って置かれて

いる，朽ちることなく，汚れがなく，

消え行くことのない相続財産のためで

す。 5あなた方は，終わりの時に啓示

されるために備えられている救いのた

め，神の力により，信仰を通して守ら

れています。 6その点で，あなた方は

大いに喜んでいます。たとえ今しばら

くの間は，さまざまな試練にあって悲

しまなければならないとしてもです。

7それは，火によって試されていなが

らも滅びてしまう金よりはるかに貴重

な，あなた方の信仰の証拠が，イエス

・キリストの現われのときに，賞賛と

栄光と栄誉という結果になるためなの

です。 8あなた方は彼を見たことがあ

りませんが，愛しています。今は彼を

見ることができませんが，それでも信

じており，言葉に表せない，栄光に満

ちた喜びをもって大いに喜んでいます

。 9あなた方の信仰の結果を，すなわ

ちあなた方の魂の救いを受けているか

らです。 10この救いについては，あ

なた方に達する恵みについて預言した

預言者たちが探し求め，念入りに調べ

ました。 11彼らは，自分たちのうち

にあるキリストの霊が，キリストの苦

難とそれに続く栄光を預言した時，そ

れがだれを，あるいはどの時を指して

いるのかを調べていたのです。 12彼

らは，天から遣わされた聖霊によって

あなた方に福音を宣教した人たちを通

してあなた方に知らされたそれらの事

柄のために奉仕しましたが，それが，

自分たちのためではなく，あなた方の

ためであることを啓示されました。そ

れは，み使いたちもひとめ見たいと望

んでいる事柄です。 13ですから，あ

なた方の思いを活動に備え，冷静さを

保ち，イエス・キリストの現われの時

にあなた方にもたらされる恵みにすべ

ての希望を置きなさい。 14従順の子

らとして，以前の無知であったときの

欲望に従うのではなく， 15あなた方

を召された方の聖なるさまに従って，

あなた方も自分のすべての振る舞いに

おいて聖なるものとなりなさい。 16

それは，「あなた方は聖なるものでな

ければならない。わたしは聖なるもの

だからだ」と書かれているからです。

17あなた方が，人を偏り見ずにひとり

ひとりの業に基づいて裁かれる方を父

と呼んでいるのであれば，この世に仮

住まいする期間を敬けんな恐れのうち

に過ごしなさい。 18このことを知っ

ているからです。つまり，あなた方が

，父祖たちから伝えられた無益な生き

方から買い戻されたのは，朽ちやすい

物，すなわち銀や金によるのではなく
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， 19汚れもしみもない子羊のような

貴重な血，すなわちキリストの血によ

るということです。 20実際，彼は世

の基礎が置かれる前から予知されてい

ましたが，時代の終わりに，あなた方

のために現わされました。 21そのあ

なた方は，彼を通して，彼を死んだ者

たちの中から起こし，栄光をお与えに

なった神を信じています。あなた方の

信仰と希望が神のうちにあるようにな

るためです。 22あなた方は，偽りの

ない兄弟の愛情における霊を通して，

真理に対する従順のうちに自分の魂を

清くしているのですから，互いを心か

ら熱烈に愛しなさい。 23再び生まれ

たのは，朽ちやすい種からではなく，

朽ちることのない種から，すなわち，

生きていていつまでも残る神の言葉を

通してであったからです。 (aiōn g165) 24

こうあるからです。「肉なる者はすべ

て草のよう。人の栄光はすべて草の花

のよう。草は枯れ，花は落ちる。 25

だが，主の言葉はいつまでも存続する

」。これこそ，あなた方に宣教された

良いたよりの言葉です。 (aiōn g165)

2ですから，あらゆる邪悪さ，あらゆ
る欺き，偽善，ねたみ，そしてあら

ゆる悪口を捨て去り， 2生まれたばか

りの赤子のように，混ぜ物のないみ言

葉の乳を慕い求めなさい。それによっ

て成長するためです。 3それはあなた

方が，主が恵み深い方であることを本

当に味わったのであればのことです。

4その方のもとに来なさい。彼は，確

かに人々によって退けられはしました

が，神によって選ばれた，貴重な，生

きた石です。 5あなた方も，生きた石

となって，聖なる祭司職のため，また

，イエス・キリストを通して神に受け

入れられる霊的な犠牲をささげるため

の霊的な家として築き上げられなさい

。 6なぜなら，聖書にこうあるからで

す。「見よ，わたしはシオンに，隅の

親石，選ばれた貴重な石を置く。これ

を信じる者は決して失望することはな

い」。 7ですから，信じるあなた方に

とっては尊いものですが，不従順な者

たちにとってはこのようです。「建て

る者たちが退けた石，それが隅の親石

となった」， 8また，「つまずきの石

，違反の岩」。というのは，彼らは不

従順であるため，またそう定められて

いるために，み言葉につまずくからで

す。 9しかしあなた方は，選ばれた種

族，王なる祭司，聖なる民族，神ご自

身の所有となる民でです。それは，あ

なた方が闇からご自分の驚くべき光へ

と招き入れてくださった方のすばらし

さを広く示すためです。 10あなた方

は，かつては民ではなかったのに，今

は神の民であり，恵みを受けていなか

ったのに，今は恵みを受けています。

11愛する者たちよ，わたしはあなた方

に懇願します。あなた方は外国人また

寄留者なのですから，魂に戦いを挑む

肉的な欲望を避けなさい。 12諸国民

の間で良い振る舞いをしなさい。彼ら

があなた方を悪人として悪く言ってい

ても，自分たちが目にするあなた方の

良い業によって，訪れの日に，神に栄

光をささげるようになるためです。 13

ですから，人間のすべての法令には主

のゆえに服しなさい。最高権威として

の王に対してであろうと， 14悪人へ

の報復のため，またよい行ないをする

者たちをほめるため，王から遣わされ
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た総督に対してであろうと，そうしな

さい。 15あなた方がよい行ないによ

って愚かな者たちの無知を沈黙させる

ことは，神のご意志だからです。 16

自由人として，しかしその自由を邪悪

さの覆いとして用いるのではなく，神

の奴隷として用いて，そのことを行な

いなさい。 17すべての人々を敬いな

さい。兄弟関係にある人たちを愛しな

さい。神を恐れなさい。王を敬いなさ

い。 18召使いたちよ，あらん限りの

恐れをもって自分の主人に服従しなさ

い。善良で柔和な者だけではなく，意

地の悪い者に対してもそうしなさい。

19だれかが不当に苦しんでいながら，

神に対する良心のゆえに苦痛を耐え忍

ぶなら，それはほめるに値することだ

からです。 20というのは，あなた方

が罪を犯している時に，むち打ちを辛

抱強く耐え忍んでいても，それが何の

名誉になるでしょうか。しかし，よい

行ないをしている時に，苦しみを辛抱

強く耐え忍んでいるなら，これこそ神

のもとでほめるに値することなのです

。 21このためにこそ，あなた方は召

されたのです。なぜなら，キリストも

，あなた方がその歩みに従うようあな

た方に模範を残すため，わたしたちの

ために苦しみを受けられたからです。

22彼は罪を犯さず，「その口に欺きは

見いだされなかった」のです。 23の

のしられても，ののしり返しませんで

した。苦しみを受けても，脅したりせ

ず，義をもって裁く方にご自分をゆだ

ねました。 24木の上で自らわたした

ちの罪をご自身の体のうちに負って，

わたしたちが，罪に対して死に，義に

対して生きるようにしてくださいまし

た。その打ち傷によって，あなた方は

いやされたのです。 25というのは，

あなた方は羊のように迷っていました

が，今は，あなた方の魂の牧者また監

視者である方のもとに戻って来たから

です。

3同じように，妻たちよ，自分の夫に
服従しなさい。それは，み言葉に従

わない者がいても，彼らが言葉ではな

く妻の振る舞いによって勝ち取られる

ようになるためです。 2あなた方の恐

れのこもった純真な振る舞いを見るか

らです。 3あなた方の美しさが，単に

，髪を編むことや，金の装飾品を身に

着けることや，上等の服を着ることの

ような外面の飾りによるのではなく，

4柔和で静かな霊という朽ちることの

ない飾りをした，心の中の隠された人

のうちにあるようにしなさい。それは

神のみ前で非常に貴重なものなのです

。 5というのは，これこそ，かつて神

に望みをかけた聖なる女たちが，自分

の夫に服従することによって身を飾っ

た仕方だからです。 6サラがアブラハ

ムを自分の主と呼んで，彼に従ってい

たとおりです。よい行ないをしており

，どんな恐ろしいことにも恐れを持っ

ていないなら，その時あなた方はサラ

の子供たちになっているのです。 7同

じように，夫たちよ，知識に従って自

分の妻と共に住みなさい。弱い器とし

て，また命の恵みの共同相続人として

，妻に敬意を払いなさい。あなた方の

祈りが妨げられないためです。 8終わ

りに，みな同じ思いを持ち，哀れみ深

くあり，兄弟としての愛を示し，思い

やり深くあり，礼儀正しくありなさい

。 9悪をもって悪に，ののしりをもっ
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てののしりに報いたりせず，代わりに

祝福しなさい。あなた方が召されたの

は祝福を受け継ぐためだということを

知っているからです。 10こうあるか

らです。「命を愛し，良い日々を見た

い人は，舌を悪から守り，欺きの話か

ら唇を守れ。 11悪いことから離れて

善いことを行なえ。平和を求めてこれ

を追い求めよ。 12主の目は義人たち

の上にあり，その耳は彼らの祈りに向

けられるからだ。しかし，主の顔は悪

いことを行なっている者たちに敵して

向けられる」。 13もし，あなた方が

善いことの模倣者となるなら，だれが

あなた方に害を加えるでしょうか。 14

しかし，たとえ義のために苦しみを受

けるとしても，あなた方は幸いです。

「彼らの恐れるものを恐れてはならず

，動転してもならない」。 15あなた

方の心の中で主なる神を神聖なものと

しなさい。あなた方のうちにある希望

について，その理由を尋ねるすべての

人に対して答えを出せるよう，いつも

準備しておきなさい。それも謙虚さと

恐れをもってそうするようにしなさい

。 16また善い良心を抱きなさい。そ

れは，あなた方が悪人として悪く言わ

れている時に，キリストにおける善い

生き方をののしっている彼らが恥じ入

るためです。 17それが神のご意志な

のであれば，よい行ないのために苦し

みを受けるほうが，悪い行ないのため

に苦しみを受けるよりもよいからです

。 18キリストも罪のために一度だけ

苦しみを受けられました。義なる方が

不義の者たちのためにです。それは，

あなた方を神のもとに連れて行くため

でした。彼は，肉においては死に渡さ

れましたが，霊においては生かされた

のです。 19その際，彼はろうやにい

る霊たちのところにも行って宣教され

ました。 20この霊たちは，かつてノ

アの日々に，箱船が建てられていた間

，神が辛抱強く待っておられた時に，

不従順だった者たちです。その箱船の

中で少数の人々，すなわち八人だけが

水を通して救われました。 21これは

バプテスマの象徴であって，それが今

あなた方を救うのです。そのバプテス

マは，肉の汚れを取り除くことではな

く，イエス・キリストの復活を通した

，神に対する善い良心の応答です。 22

彼は天に行かれて神の右におられます

。もろもろのみ使いと権威と力は彼に

服させられたのです。

4それで，キリストは肉においてわた
したちのために苦しみを受けられた

のですから，あなた方も同じ思いで武

装しなさい。肉において苦しみを受け

た人は，罪をやめているからです。 2

それは，あなた方が，肉における自分

の残りの時を，もはや人間の欲望のた

めではなく，神のご意志のために生き

るためです。 3わたしたちはかつて，

過ぎ去った時の間，異邦人たちの望む

ことを行ない，みだらさ，欲望，どん

ちゃん騒ぎ，浮かれ騒ぎ，飲み騒ぎ，

嫌悪すべき偶像崇拝のうちを歩んでき

ましたが，そうした時を過ごすのはも

うたくさんだからです。 4彼らは，あ

なた方が自分たちと共にそうした度を

越した乱行に走り込まないので，のの

しりつつ，不審に思っています。 5彼

らは，生きている者たちと死んだ者た

ちとを裁く用意のある方に言い開きを

することになります。 6というのは，
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この目的のために，福音は死んだ者た

ちにさえ宣教されたからです。すなわ

ち，彼らが，肉においては確かに人間

がするようにして裁かれていても，霊

においては神に関して生きるようにな

るためでした。 7しかし，すべての物

の終わりが近づいています。ですから

，健全な思いを持ち，自制し，冷静に

祈っていなさい。 8何よりもまず，互

いの間で真剣な愛を抱きなさい。愛は

多くの罪を覆うからです。 9不平を言

わずに互いをよくもてなし合いなさい

。 10各自，その贈り物を受けたとこ

ろに従い，神のさまざまな恵みの良い

管理人として，それを互いのために役

立てなさい。 11だれかが語るのであ

れば，神の託宣を語るようにして語り

なさい。だれかが仕えるのであれば，

神が供給してくださる力によるように

して仕えなさい。それは，神がすべて

のことにおいて，イエス・キリストを

通して栄光をお受けになるためです。

この方に，栄光と支配権がいつまでも

ありますように。アーメン。 (aiōn g165)

12愛する者たちよ，あなた方を試みる

ために臨んできた火のような試練のこ

とで，異常なことが自分たちに生じた

かのように驚いてはいけません。 13

むしろ，キリストの苦しみに共にあず

かる者となっていることを喜びなさい

。彼の栄光の現われの時にも非常な歓

喜をもって喜ぶためです。 14キリス

トの名のために侮辱されているなら，

あなた方は幸いです。栄光の霊また神

の霊があなた方の上に休まっているか

らです。その方は，彼らからは冒とく

されていますが，あなた方からは栄光

をささげられています。 15あなた方

のうちのだれも，人殺し，盗人，悪を

行なう者，または他人のことに干渉す

る者として苦しみを受けないようにし

なさい。 16しかし，あなた方のうち

の一人が，クリスチャンであるために

苦しみを受けるのであれば，恥じては

なりません。むしろ，そのことにおい

て神に栄光をささげなさい。 17とい

うのは，裁きが神の家から始まる時が

来ているからです。それが最初にわた

したちから始まるのであれば，神の福

音に従わない者たちにはいったい何が

起こるでしょうか。 18「義人が苦労

して救われるのであれば，不信心な者

と罪人には何が起こるだろうか」。 19

ですから，神のご意志によって苦しみ

を受けている人々は，善を行ないつつ

，自分の魂をその方，すなわち誠実な

創造者に託しなさい。

5あなた方の中の長老たちに，仲間の
長老であり，キリストの苦しみの証

人であり，やがて現わされる栄光にあ

ずかる者として，わたしは勧めます。

2あなた方の中にいる神の群れを監視

しつつ牧しなさい。強制されてではな

く自発的に，不正な利得のためではな

く快く行ないなさい。 3あなた方に割

り当てられた人たちに威張り散らすよ

うにではなく，自分を群れの模範とし

つつ，そのことを行ないなさい。 4そ

うすれば，主要な牧者が現わされる時

，あなた方は消え行くことのない栄光

の冠を受けるでしょう。 5同じように

，若い人たちよ，長老たちに服しなさ

い。それだけではなく，あなた方は皆

，互いに対して服し合うために謙虚さ

を身に帯びなさい。「神は高慢な者た

ちに立ち向かい，謙そんな者たちに恵
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みを与えられる」からです。 6ですか

ら，神の強力なみ手のもとで自分を低

くしなさい。その方がやがてあなた方

を高くしてくださるためです。 7あな

た方の心配事をすべてその方のもとに

投げなさい。その方はあなた方のこと

を気にかけておられるからです。 8冷

静さを保ち，自制していなさい。用心

深くありなさい。あなた方の反対者で

ある悪魔が，ほえるライオンのように

，だれかをむさぼり食おうと歩き回っ

ています。 9自分の信仰のうちに確固

として彼に抵抗しなさい。この世界に

いるあなた方の兄弟たちも同じ苦しみ

に遭っていることを，あなた方は知っ

ているからです。 10しかし，すべて

の恵みの神，あなた方をキリスト・イ

エスによってご自分の永遠の栄光に召

してくださった方が，あなた方を，わ

ずかの間苦しみを受けた後で完全な者

とし，確固とした者とし，強め，堅く

据えてくださいますように。 (aiōnios

g166) 11この方に，栄光と力がいつまで

もありますように。アーメン。 (aiōn

g165) 12わたしたちの忠実な兄弟だとわ

たしが考えているシルワノスを通して

，あなた方に短く手紙を書きました。

あなた方に勧告し，あなた方がそのう

ちに立っているものこそが神の本当の

恵みであることを証言するためです。

13あなた方と共に選ばれてバビロンに

いる婦人が，あなた方にあいさつをし

ています。わたしの子マルコもそうし

ています。 14愛の口づけをもって互

いにあいさつをしなさい。キリスト・

イエスのうちにいるあなた方すべてに

平安がありますように。アーメン。
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ペテロの手紙第二

1イエス・キリストの召使いまた使徒
であるシモン・ペトロから，わたし

たちの神また救い主であるイエス・キ

リストの義のうちにあって，わたした

ちと共に同じ貴重な信仰を受けている

人たちへ。 2神とわたしたちの主イエ

スについての知識のうちにあって，あ

なた方に恵みと平和が増し加えられま

すように。 3その方の神的な力が，ご

自身の栄光と美徳とによってわたした

ちを召してくださった方についての知

識を通して，命と信心深さに関するす

べてのことをわたしたちに与えている

からです。 4この栄光と美徳とによっ

て，その方は，ご自分の貴重かつ非常

に偉大な約束をわたしたちに与えてお

られます。それは，あなた方がこれら

によって，欲望のゆえにこの世にある

腐敗から逃れて，この神的な性質に共

にあずかる者となるためです。 5そう

です，まさにそのためにこそ，あなた

方はあらん限りの勤勉さを尽くして，

自分の信仰に徳を，徳に知識を， 6知

識に自制を，自制に忍耐を，忍耐に信

心深さを， 7信心深さに兄弟の愛情を

，兄弟の愛情に愛を加えなさい。 8こ

れらのものがあなた方のものとなって

あふれるなら，それらのものは，あな

た方を主イエス・キリストについての

知識に対して無益で実を結ばない者と

はならせません。 9これらのものが欠

けている人は盲目です。近くのものし

か見えず，自分の昔の罪からの清めを

忘れてしまっているのです。 10です

から，兄弟たち，自分の召しと選出と

を確実なものとすることにさらに熱心

でありなさい。それらのことを行なっ

ているなら，あなた方は決してつまず

かないでしょう。 11このようにして

，わたしたちの主また救い主であるイ

エス・キリストの永遠の王国に入る機

会が，あなた方に豊かに与えられるこ

とになるのです。 (aiōnios g166) 12それで

すから，これらのことをあなた方に思

い出させることに，わたしは怠慢であ

りたくはありません。あなた方が，こ

のことを知っており，今ある真理のう

ちに確固としているとはいってもです

。 13わたしは，自分がこの天幕にい

るかぎりは，思い出させることによっ

てあなた方を奮い立たせるのが正しい

ことだと思います。 14わたしたちの

主イエス・キリストがわたしに明らか

にされたとおり，自分の天幕から離れ

る時が速やかにやって来ることを知っ

ているからです。 15わたしの出発の

後にも，あなた方がこれらのことをい

つも思い出すことができるように，わ

たしはあらゆる努力を尽くすつもりで

す。 16というのは，わたしたちは，

わたしたちの主イエス・キリストの力

と来臨をあなた方に知らせた時，巧妙

に考え出した作り話に従ったのではあ

りません。わたしたちはその荘厳さの

目撃証人であったのです。 17という

のは，「これはわたしの愛する子，わ

たしの心にかなう者である」という声

が荘厳な栄光のもとから彼にもたらさ

れた時，彼は父なる神から誉れと栄光

をお受けになったからです。 18わた

したちは彼と共に聖なる山にいた時，

この声が天から出て来るのを聞きまし

た。 19わたしたちにとって預言の言

葉はますます確実なものとなっていま

す。夜が明けて，あなた方の心に明け
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の星が昇るまで，暗い場所で輝くとも

し火に対するように，それに注意を払

っているのはよいことです。 20何よ

りも，聖書の預言は個人的な解釈に属

してはいないことを知っているからで

す。 21というのは，預言は決して人

間の意志によって生じたのではなく，

神の聖なる人たちが聖霊に動かされて

語ったからです。

2しかし，民の間には偽預言者たちも
現われました。あなた方の間にも偽

教師たちが現われることになるのと同

じです。彼らは，破壊的な異端をひそ

かに持ち込み，自分たちを買い取って

くださった主人をさえ否認し，自分た

ちに速やかな滅びをもたらすのです。

2多くの者が彼らの不道徳な道に従い

，その結果として，真理の道が中傷さ

れるでしょう。 3彼らはどん欲にまか

せ，ごまかしの言葉であなた方を食い

ものにするでしょう。彼らの刑の宣告

は昔からぐずぐずしておらず，彼らの

滅びがうとうとするようなことはあり

ません。 4神が，み使いたちが罪を犯

した時に彼らを放免することはせず，

むしろ裁きのために留め置いておくた

め，彼らをタルタロスに投げ込んで，

闇の穴に引き渡されたのであれば，

(Tartaroō g5020) 5また，古代の世を放免す

ることはせず，不信心な者たちの世に

洪水をもたらされた時に義の宣教者ノ

アをほかの七人と共に保護されたので

あれば， 6また，ソドムとゴモラの町

々を灰にして滅びに定め，不信心に生

きる者たちに対する見せしめとされた

のであれば， 7また，悪人たちのみだ

らな生活によってひどく悩まされてい

た義人ロトを救われたのであれば， 8

（というのは，この義人は彼らの間に

住んでいたため，不法な行ないを見聞

きして，自分の正しい魂にあって日ご

とに苦しめられていたからです。） 9

主は，信心深い者たちを誘惑から救い

出し，不義の者たちを裁きの日のため

に刑罰のもとに留め置いておく方法を

ご存じなのです。 10汚れた欲望のう

ちに肉を追って歩み，権威をさげすむ

者たちについては特にそうです。大胆

不敵でわがままな彼らは，高位の者た

ちの悪口を言うことを恐れません。 11

み使いたちは，権勢と力においてまさ

っているのに，主のみ前に彼らをのの

しる意見を持ち出すことはありません

。 12しかしこれらの者たちは，もと

もと捕らえられて滅ぼされるために生

まれついた理性のない動物のようであ

って，自分たちが知らない事柄につい

て悪く言っているので，自分たちの滅

びにおいて滅びるでしょう。 13彼ら

は不義の報いを受けるのです。彼らは

，昼間の浮かれ騒ぎを楽しみとみなす

人々，しみ，また汚点であり，自分た

ちの欺きのうちに浮かれ騒ぐ一方で，

あなた方と宴席を共にしています。 14

彼らは姦淫に満ちた目を持ち，罪をや

めることができず，不安定な魂をそそ

のかし，強欲によって訓練された心を

持っています。彼らはのろいの子らで

す。 15彼らはまっすぐな道を捨てて

，迷い出てしまいました。ベオルの子

バラムの道に従ったのです。彼は悪い

行ないの報酬を愛しましたが， 16自

分自身の不従順のためにとがめられま

した。物を言えないロバが人間の声で

言葉を発して，その預言者の狂気を妨

げたのです。 17これらの者たちは水
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のない井戸，あらしに吹き払われる雲

であって，彼らのためには闇の暗黒が

いつまでも用意されています。

(questioned) 18というのは，彼らは空虚

な大言壮語を口にして，迷いのうちに

生きている者たちからまさに逃れよう

としている人たちを，肉の欲望や放縦

によってそそのかすからです。 19そ

の人たちに自由を約束する一方で，自

分たちは腐敗の奴隷なのです。人はだ

れかに打ち負かされれば，その者の奴

隷になるからです。 20というのは，

主また救い主であるイエス・キリスト

の知識を通して世の汚染から逃れたの

ち，再びそれに巻き込まれて打ち負か

されているなら，彼らにとっては，そ

の最後の状態は最初よりも悪くなるか

らです。 21それを知った後で，自分

たちに伝えられた聖なるおきてから後

戻りするよりは，義の道を知らなかっ

たほうが，彼らにとっては良かったで

しょう。 22しかし，このことが彼ら

に生じているのは，次の真実のことわ

ざによることなのです。すなわち，「

犬は自分の吐いた物に戻る」，また，

「泥の中で転げ回るために洗われた豚

」とあるとおりです。

3愛する者たちよ，わたしは今やこの
二通目の手紙をあなた方に書いてい

ます。その両方の手紙の中で，わたし

は思い出させることによってあなた方

の純真な思いを奮い立たせているので

す。 2それは，聖なる預言者たちによ

って前もって語られていた言葉と，主

また救い主の使徒たちであるわたした

ちのおきてとを，あなた方が思い出す

ためです。 3まずこのことを知ってお

きなさい。終わりの日々にはあざける

者たちがやって来て，自分たちの欲望

のままに歩みながら， 4こう言うでし

ょう。「彼の来臨の約束はどこにある

のか。父祖たちが眠りについた日から

，すべてのものは創造のはじめ以来と

同じようにして存続しているのだ」。

5それは，彼らが次のことを故意に忘

れているからです。すなわち，神の言

葉によって，天は昔からあり，地は水

の中から，また水に囲まれて生じまし

たが， 6それによって，当時の世は水

に覆われて滅びたのです。 7一方，今

の天と地は，その同じ言葉によって火

のために蓄えられています。不信心な

者たちの裁きと滅びの日のために留め

置かれているのです。 8しかし，愛す

る者たちよ，次の一点を忘れてはいけ

ません。すなわち，主のもとでは，一

日は千年のようであり，千年は一日の

ようであるということです。 9主は，

ある人たちが遅れとみなしているよう

に，ご自分の約束に関して遅れておら

れるのではありません。むしろ，だれ

も滅びることなく，すべての人が悔い

改めに至ることを望んでいるので，わ

たしたちに対して辛抱しておられるの

です。 10しかし，主の日は夜の盗人

のようにしてやって来ます。その日，

もろもろの天は大きな音と共に過ぎ去

り，もろもろの元素は猛烈に熱せられ

て溶け，地とそこでの業とは焼き尽く

されるでしょう。 11こうして，これ

らのすべてのものが滅ぼされるのです

から，あなた方はどれほど聖なる生き

方と信心深さのうちにいる者とならな

ければならないことでしょう。 12そ

のようにして，神の日の来臨を待ち望

み，切望しなければなりません。その
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日に，もろもろの天は燃えて溶け，も

ろもろの元素は猛烈に熱せられて溶解

するのです。 13しかし，その方の約

束によって，わたしたちは義の宿る新

しいもろもろの天と新しい地を待ち望

んでいます。 14それで，愛する者た

ちよ，あなた方はこれらのことを待ち

望んでいるのですから，その方のみ前

にあって，汚点も非の打ちどころもな

い者として，平安のうちに見いだされ

るように励みなさい。 15わたしたち

の主の忍耐を救いと考えなさい。わた

したちの愛する兄弟パウロも，自分に

与えられた知恵に基づいて，あなた方

に書き送ったとおりです。 16また，

以上の事柄を述べている彼のすべての

手紙の中にあるとおりです。その手紙

の中には幾つか理解しにくいところも

あって，無知で不安定な者たちは，ほ

かの聖句に対してもしているように，

それを曲解して，自らの滅びを招いて

います。 17そのようなわけで，愛す

る者たちよ，これらのことをあらかじ

め知っているのですから，悪い者たち

の迷いに共に連れ去られて，自分の堅

実さから離れ落ちることのないように

用心していなさい。 18むしろ，わた

したちの主また救い主であるイエス・

キリストの恵みと知識において成長し

なさい。その方に栄光が，今も，そし

て永久にありますように。アーメン。

(aiōn g165)
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ヨハネの手紙第一

1はじめからあったもの，わたしたち
が聞いたもの，わたしたちの目で見

たもの，わたしたちが見，わたしたち

の手が触れたもの，すなわち，命の言

葉について， 2（そして，その命は現

わされ，わたしたちは見たので，証言

し，あなた方にその命，すなわち父と

共にあり，わたしたちに現わされた永

遠の命を知らせているのです。）

(aiōnios g166) 3わたしたちは見聞きした

ことをあなた方に知らせます。それは

，あなた方もわたしたちと交わりを持

つようになるためです。わたしたちの

交わりは父と共にあり，そのみ子イエ

ス・キリストと共にあります。 4そし

て，わたしたちがこれらの事をあなた

方に書くのは，わたしたちの喜びが満

たされるためです。 5わたしたちが彼

から聞いており，あなた方に知らせる

音信とは，神は光であって，その方の

内には少しも闇がないということです

。 6もし，自分がその方と交わりを持

っていると言いながら，闇の中を歩む

なら，わたしたちは偽っており，真理

を告げていません。 7しかし，その方

が光の中におられるように，わたした

ちが光の中を歩むなら，わたしたちは

互いに交わりを持ち，そのみ子イエス

・キリストの血がわたしたちをあらゆ

る罪から清めるのです。 8もし自分に

は罪がないと言うなら，わたしたちは

自分を欺いており，真理はわたしたち

の内にありません。 9もしわたしたち

が自分の罪を告白するなら，その方は

誠実また公正な方なので，わたしたち

のあらゆる罪を許してくださり，わた

したちをあらゆる不正から清めてくだ

さいます。 10もし自分は罪を犯した

ことがないと言うなら，わたしたちは

その方を偽り者にするのであり，その

方の言葉はわたしたちの内にありませ

ん。

2わたしの小さな子供たちよ，わたし
がこれらの事をあなた方に書き送る

のは，あなた方が罪を犯さないように

するためです。だれかが罪を犯すなら

，わたしたちには父のもとに助言者，

公正なるイエス・キリストがおられま

す。 2彼はわたしたちの罪のため，い

いえ，わたしたちの罪のためだけでは

なく，全世界のための贖いの犠牲です

。 3これこそ，わたしたちが彼を知っ

ているということを知る方法です。す

なわち，わたしたちが彼のおきてを守

っているかどうかです。 4「彼を知っ

ている」と言いながら彼のおきてを守

っていない者は，偽り者であって，真

理はその人の内にありません。 5しか

し，だれでも彼の言葉を守っている者

は，神の愛が本当にはっきりとその人

の内に全うされています。これこそ，

わたしたちが彼の内にいることを知る

方法です。 6自分が彼の内にとどまっ

ていると言う者は，彼が歩まれたとお

りに自らも歩むべきです。 7兄弟たち

，わたしがあなた方に書き送るのは新

しいおきてではなく，あなた方がはじ

めから持っていた古いおきてです。古

いおきてとは，あなた方がはじめから

聞いていた言葉です。 8それでも，わ

たしは新しいおきてをあなた方に書き

送ります。それは，彼においてもあな

た方においても真実です。なぜなら，

闇が過ぎ去り，真の光がすでに輝いて

いるからです。 9自分は光の中にいる
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と言いながら自分の兄弟を憎む者は，

今なお闇の中にいるのです。 10自分

の兄弟を愛している者は光の中にとど

まっており，その人にはつまずきのも

とがありません。 11しかし自分の兄

弟を憎む者は，闇の中にいて，闇の中

を歩んでおり，自分がどこへ行こうと

しているのかを知りません。闇がその

人の目を見えなくしてしまったからで

す。 12小さな子供たちよ，わたしが

あなた方に書き送るのは，あなた方の

罪が彼の名のために許されたからです

。 13父たちよ，わたしがあなた方に

書き送るのは，あなた方がはじめから

おられる方を知っているからです。若

者たちよ，わたしがあなた方に書き送

るのは，あなた方が悪い者に打ち勝っ

たからです。小さな子供たちよ，わた

しがあなた方に書き送るのは，あなた

方が父を知っているからです。 14父

たちよ，わたしがあなた方に書き送る

のは，あなた方がはじめからおられる

方を知っているからです。若者たちよ

，わたしがあなた方に書き送るのは，

あなた方が強く，神の言葉があなた方

の内にとどまっており，あなた方が悪

い者に打ち勝ったからです。 15世も

世にあるものをも愛していてはなりま

せん。だれかが世を愛するなら，父の

愛はその人の内にありません。 16す

べて世にあるもの，すなわち肉の欲望

と目の欲望，そして暮らしに関する自

慢は，父のものではなく，世のものだ

からです。 17世はその欲望と共に過

ぎ去りますが，神のご意志を行なう者

は永遠にとどまります。 (aiōn g165) 18小

さな子供たちよ，今は終わりの時です

。そして，反キリストが来ることを聞

いていたとおり，今でも多くの反キリ

ストが現われています。これによって

，わたしたちは今が終わりの時である

ことを知っています。 19彼らはわた

したちから去って行きました。しかし

，彼らはわたしたちの仲間ではなかっ

たのです。もしわたしたちの仲間だっ

たなら，彼らはわたしたちと共にとど

まったはずです。しかし彼らが去って

行ったのは，彼らがわたしたちの仲間

ではないことが示されるためだったの

です。 20あなた方は聖なる方から油

を注がれているので，真理を知ってい

ます。 21わたしがあなた方に書いて

いるのは，あなた方が真理を知ってい

ないからではなく，むしろそれを知っ

ているからであり，また偽りが真理に

属していることは決してないからです

。 22偽り者とは，イエスがキリスト

であるということを否認する者でなく

てだれでしょう。これこそ反キリスト

，父とみ子を否認する者です。 23だ

れでもみ子を否認する者は父を持って

いません。み子を告白する者は父をも

持っています。 24それで，あなた方

に関する限り，あなた方がはじめから

聞いていたことがあなた方の内にとど

まっているようにしなさい。あなた方

がはじめから聞いていたことがあなた

方の内にとどまっているなら，あなた

方もみ子の内，また父の内にとどまる

でしょう。 25これこそ，彼がわたし

たちに誓われた約束，すなわち永遠の

命です。 (aiōnios g166) 26わたしはあなた

方に，あなた方を惑わそうとしている

者たちに関して，これらの事を書いて

きました。 27あなた方に関する限り

，彼から受けた油注ぎがあなた方の内
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にとどまっており，あなた方はだれか

に教えてもらう必要はありません。む

しろ，彼の油注ぎがあなた方にすべて

の事柄について教えており，またそれ

が真実であって偽りではないように，

そしてそれがあなた方を教えたとおり

に，あなた方は彼の内にとどまること

になります。 28それでは，小さな子

供たちよ，彼の内にとどまっていなさ

い。それは，彼が現われる時に，わた

したちが大胆さを抱くことができ，彼

の来臨の際に彼の前で恥じることのな

いためです。 29彼が義なる方だと知

っているなら，あなた方は義を行なう

者がすべて彼から生まれた者であるこ

とも知っているのです。

3父がどれほど大きな愛をわたしたち
に与えて，わたしたちが神の子供と

呼ばれるようにしてくださったかを見

なさい。この理由で世はわたしたちを

知っていません。世は彼を知っていな

いからです。 2愛する者たちよ，あな

た方は今や神の子供ですが，わたした

ちが何になるのかはまだ明らかにされ

ていません。しかし，彼が現わされる

と，わたしたちが彼のようになること

は知っています。わたしたちは彼のあ

りのままの姿を見ることになるからで

す。 3この希望を彼の上に置く者はみ

な，彼が清いのと同じように，自分を

清くします。 4罪を犯す者はみな，不

法をも犯すのです。罪は不法です。 5

彼が現われたのはわたしたちの罪を取

り去るためであることを，あなた方は

知っています。そして，彼の内には罪

がありません。 6だれでも彼の内にと

どまっている者は罪を犯しません。罪

を犯す者は，彼を見たことがなく，知

ったこともありません。 7小さな子供

たちよ，だれにも惑わされてはなりま

せん。義を行なう者は，彼が義なる方

であるのと同じように，義なる者です

。 8罪を犯す者は悪魔に属しています

。悪魔ははじめから罪を犯してきたか

らです。このことが終わるために，神

の子は現われたのです。それは，彼が

悪魔の業をうち砕くためです。 9神か

ら生まれた者は罪を犯しません。その

方の種がこの人の内にとどまっている

からです。そして，この人は罪を犯す

ことができません。この人が神から生

まれたからです。 10このことにおい

て，神の子らと悪魔の子らは明らかで

す。義を行なわない者はみな，神に属

していません。自分の兄弟を愛さない

者も同様です。 11というのは，わた

したちが互いに愛し合うべきこと，こ

れがあなた方がはじめから聞いていた

音信だからです。 12カインのようで

あってはなりません。彼は悪い者に属

していて，自分の兄弟を殺しました。

なぜ殺したのですか。自分の業が悪く

，自分の兄弟の業が正しかったからで

す。 13わたしの兄弟たち，世があな

た方を憎むとしても驚いてはなりませ

ん。 14わたしたちは，自分たちが兄

弟たちを愛しているので，死から命へ

と移ったことを知っています。自分の

兄弟を愛さない者は死の内にとどまっ

ています。 15だれでも自分の兄弟を

憎む者は人殺しであり，あなた方は人

殺しはだれも自分の内に永遠の命をと

どめていないことを知っています。

(aiōnios g166) 16これによって，わたした

ちは愛を知っています。彼がわたした

ちのために自分の命を捨ててくださっ
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たからです。それで，わたしたちも自

分の兄弟たちのために自分の命を捨て

るべきです。 17しかし，世の資産が

ありながら，窮乏にある自分の兄弟を

見て，その者に対する同情の気持ちを

閉ざすなら，どうして神の愛がその人

の内にとどまるでしょう。 18わたし

の小さな子供たちよ，言葉や舌だけに

よらず，行ないと真実とによって愛そ

うではありませんか。 19そして，こ

れによってわたしたちは，自分が真理

に属していることを知っており，その

方の前で自分の心を説得しています。

20自分の心がわたしたちを罪に定めて

も，神はわたしたちの心よりも大いな

る方であって，すべての事を知ってお

られるからです。 21愛する者たちよ

，自分の心がわたしたちを罪に定めな

いなら，わたしたちは神に対して大胆

さを抱き， 22わたしたちが求めるこ

とは何でも，その方から受けます。わ

たしたちがその方のおきてを守り，そ

の方の目に喜ばれる事柄を行なってい

るからです。 23これがその方のおき

てです。すなわち，わたしたちがその

方のみ子イエス・キリストの名を信じ

，彼がわたしたちに命じられたとおり

，互いに愛し合うべきことです。 24

その方のおきてを守っている者はその

方の内にとどまっており，その方はそ

の人の内にとどまっています。これに

よってわたしたちは，その方がわたし

たちに与えてくださった霊により，そ

の方がわたしたちの内にとどまってい

ることを知ります。

4愛する者たちよ，すべての霊を信じ
てはなりません。むしろ，その霊が

神に属するものかどうかを試しなさい

。多くの偽預言者が世に出ているから

です。 2あなた方はこれによって神に

属する霊を知っています。すなわち，

イエス・キリストが肉体において来ら

れたことを告白する霊はすべて神に属

しています。 3そして，イエス・キリ

ストが肉体において来られたことを告

白しない霊はすべて神に属していませ

ん。しかもこれは反キリストの霊であ

り，それが来ることをあなた方が聞い

ていた者です。今やそれはすでに世に

いるのです。 4小さな子供たちよ，あ

なた方は神に属しており，彼らに打ち

勝ったのです。あなた方の内にいる方

は，世の内にいる者より大いなる方だ

からです。 5彼らは世に属しています

。それゆえに彼らは世について語り，

世は彼らの言うことを聞きます。 6わ

たしたちは神に属しています。神を知

っている者はわたしたちに耳を傾けま

す。神に属していない者はわたしたち

に耳を傾けません。これによって，わ

たしたちは真理の霊と迷いの霊を知っ

ています。 7愛する者たちよ，わたし

たちは互いに愛し合おうではありませ

んか。愛は神に属しているからです。

そして，愛する者はみな神から生まれ

ており，神を知っています。 8愛さな

い者は神を知っていません。神は愛だ

からです。 9神の愛はこれによってわ

たしたちの内に示されました。すなわ

ち，神はそのひとり子を世に遣わして

，わたしたちが彼を通して生きるよう

にしてくださったことです。 10愛は

，わたしたちが神を愛したことにある

のではなく，その方がわたしたちを愛

し，ご自分のみ子をわたしたちの罪の

ための贖いの犠牲として遣わしてくだ
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さったことにあるのです。 11愛する

者たちよ，神がこのようにわたしたち

を愛してくださったのであれば，わた

したちも互いに愛し合うべきです。 12

いまだ神を見た者はいません。わたし

たちが互いに愛し合うなら，神はわた

したちの内にとどまってくださり，そ

の愛がわたしたちの内に全うされてい

るのです。 13わたしたちはこれによ

って，わたしたちがその方の内にとど

まっており，その方がわたしたちの内

にとどまっておられることを知ってい

るのです。すなわち，その方がわたし

たちにご自分の霊を与えてくださった

ことによってです。 14わたしたちは

，父がみ子を世の救い主として遣わさ

れたことを見たので，証言しています

。 15イエスが神の子であることを告

白する者はだれでも，神はその人の内

にとどまっておられ，その人も神の内

にとどまっています。 16わたしたち

は，神がわたしたちのために抱いてお

られる愛を知っており，信じています

。神は愛であり，愛の内にとどまる者

は神の内にとどまっており，神もその

人の内にとどまっておられます。 17

このことにおいて，愛はわたしたちの

間に全うされているのです。すなわち

，わたしたちが裁きの日に大胆さを抱

くことができるようにすることです。

この世でのわたしたちは，彼がそうで

あるのと全く同じようだからです。 18

愛には恐れがなく，完全な愛はわたし

たちの恐れを投げ捨てます。恐れには

処罰が伴うからです。恐れる者は愛の

内に全うされていません。 19わたし

たちが神を愛しているのは，その方が

まずわたしたちを愛してくださったか

らです。 20「わたしは神を愛してい

る」と言いながら自分の兄弟を憎むな

ら，その人は偽り者です。というのは

，見たことのある自分の兄弟を愛して

いない者が，どうして見たことのない

神を愛することができるでしょうか。

21神を愛している者は自分の兄弟をも

愛するべきであるという，このおきて

をわたしたちは彼から受けているので

す。

5イエスがキリストであることを信じ
る者はだれでも，神から生まれた者

です。父を愛している者はだれでも，

その者から生まれた子供をも愛してい

ます。 2わたしたちが神を愛し，その

おきてを守っているなら，これによっ

てわたしたちは，自分が神の子らを愛

していることを知ります。 3というの

は，わたしたちがそのおきてを守るこ

と，これが神への愛だからです。その

おきてはつらいものではありません。

4神から生まれたものはみな，世に打

ち勝ちます。世に打ち勝ったその勝利

，それはすなわち，あなた方の信仰の

ことです。 5世に打ち勝った者とは，

イエスが神の子であることを信じる者

以外のだれでしょう。 6この方こそ水

と血によって来られた方，イエス・キ

リストです。水だけではなく，水と血

とをもって来られたのです。証言する

のは霊です。霊は真理だからです。 7

証言する者が三人います。すなわち 8

霊，水，血であり，三者は一致してい

ます。 9人の証言を受け入れるとして

も，神の証言のほうが偉大です。その

方がご自分のみ子に関して証言された

こと，それが神の証言だからです。 10

神のみ子を信じる者は自分の内にこの
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証言を持っています。神を信じない者

は，その方を偽り者としています。神

がご自分のみ子に関して与えられた証

言を信じなかったからです。 11その

証言とは，神がわたしたちに永遠の命

を与えられたこと，そして，この命が

そのみ子の内にあるということです。

(aiōnios g166) 12み子を持っている者はそ

の命を持っています。神のみ子を持っ

ていない者はその命を持っていません

。 13わたしがこれらの事を，神のみ

子の名を信じているあなた方に書き送

ったのは，自分たちが永遠の命を持っ

ていることをあなた方が知るようにす

るため，また，神のみ子の名を信じ続

けるようにするためです。 (aiōnios g166)

14もしわたしたちがその方のご意志に

従って何かを求めるなら，その方はわ

たしたちに耳を傾けてくださるという

こと，これがわたしたちがその方に対

して抱いている大胆さです。 15そし

て，自分たちの求めることは何でもそ

の方が耳を傾けてくださることをわた

したちが知っているのであれば，自分

たちがその方に求めたその請願をわた

したちがすでに受けていることも知っ

ているのです。 16もしだれかが，死

に至らない罪を犯している自分の兄弟

を見るなら，その人は求めなさい。そ

うすれば神はその人に，死に至らない

罪を犯す者のために命を与えられるで

しょう。死に至る罪があります。これ

については，わたしは願うようにとは

言いません。 17不義はすべて罪です

。しかし，死に至らない罪もあります

。 18わたしたちは，すべて神から生

まれた者は罪を犯すことがなく，むし

ろ神から生まれた方がその人を守って

くださり，悪い者はその人に触れるこ

とがないことを知っています。 19わ

たしたちは自分が神に属しており，全

世界が悪い者の力のうちに置かれてい

ることを知っています。 20わたした

ちは，神のみ子が来て，わたしたちが

真実な方を知るための理解力を与えて

くださったことを知っています。そし

て，わたしたちは真実な方の内に，そ

の方のみ子イエス・キリストの内にい

ます。この方こそ真実の神，また永遠

の命です。 (aiōnios g166) 21小さな子供た

ちよ，偶像から身を守りなさい。
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ヨハネの手紙第二

1長老から，選ばれた婦人と彼女の子
供たち，すなわち，わたしが真実に

愛しており，わたしだけではなく，真

理を知っているすべての者たちも愛し

ている者たちへ。 2それは，わたした

ちのうちにとどまっている真理のため

であり，その真理は永遠にわたしたち

と共にあるでしょう。 (aiōn g165) 3父な

る神から，また父のみ子である主イエ

ス・キリストから，恵みとあわれみと

平和が，真理と愛のうちにわたしたち

と共にあるでしょう。 4わたしたちが

父から命じられたとおりに，あなたの

子供たちの何人かが真理のうちを歩ん

でいるのを知って，わたしは大いに喜

んでいます。 5婦人よ，わたしは今あ

なたに頼みます。新しいおきてをあな

たに書き送るわけではなく，わたした

ちがはじめから持っていたおきてなの

ですが，わたしたちが互いに愛し合う

ことです。 6彼のおきてに従って歩む

べきこと，それが愛です。あなた方が

はじめから聞いていたとおりに，あな

た方がそのうちを歩むべきこと，それ

がおきてです。 7多くの欺く者たちが

世に入って来ているからです。それは

，イエス・キリストが肉体で来られた

ことを告白しない者たちです。これこ

そ欺く者また反キリストです。 8わた

したちが，自分たちの成し遂げてきた

事柄を失うことなく，豊かな報いを受

けられるよう，自分に気を付けなさい

。 9だれでも罪を犯してキリストの教

えにとどまっていないものは，神を持

っていません。その教えにとどまって

いる者は，父もみ子も持っています。

10だれかがあなた方のところに来ても

，この教えを持っていないなら，彼を

あなた方の家に迎え入れてはならず，

彼を歓迎してもなりません。 11彼を

歓迎する者は，彼の悪い業に加わって

いるからです。 12あなた方に書き送

る事柄は多くありますが，紙とインク

でそうしたいとは思いません。むしろ

，わたしはあなた方のところに行って

，面と向かって話すことを望んでいま

す。わたしたちの喜びが満ちあふれる

ようになるためです。 13あなた方の

選ばれた姉妹たちの子供たちがあなた

方によろしくと言っています。アーメ

ン。
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ヨハネの手紙第三

1長老から，愛する者，わたしが真実
に愛しているガイオスへ。 2愛する

者よ，あなたの魂が栄えているのと同

じように，あなたがすべてのことにお

いて栄え，また健康であるようにと祈

っています。 3兄弟たちが来て，あな

たが真理のうちを歩んでいるとおりに

，あなたの真実について証言してくれ

た時，わたしは大いに喜んだからです

。 4わたしには，自分の子供たちが真

理のうちを歩んでいると聞くこと以上

に大きな喜びはありません。 5愛する

者よ，あなたは，兄弟たち，それもよ

そから来た人たちのために成し遂げて

いるすべてのことにおいて忠実な働き

をしています。 6彼らは集会の前であ

なたの愛について証言しました。あな

たは彼らを神のふさわしい仕方で旅に

送り出すのがよいことです。 7彼らは

み名のために，異邦人たちからは何も

受けずに出かけたからです。 8それゆ

えに，わたしたちはこうした者たちを

受け入れるべきです。わたしたちが真

理のための仲間の働き人となるためで

す。 9わたしは集会に書き送りました

が，彼らの間で第一人者になりたがっ

ているディオトレフェスが，わたした

ちの言うことを受け入れません。 10

それで，わたしが行くなら，彼の業に

注意を呼びかけようと思います。彼は

悪意のある言葉でわたしたちを不当に

非難し，そのことで満足せずに，自分

が兄弟たちを受け入れず，そうしよう

とする者たちを禁じて，集会から追い

出しています。 11愛する者よ，悪い

ことではなく，善いことを見倣いなさ

い。善を行なう者は神に属しています

。悪を行なう者は神を見たことがあり

ません。 12デメトリウスには，すべ

ての人と真理そのものからの証言があ

ります。いやそれどころか，わたした

ちも証言しており，あなたは，わたし

たちの証言が真実であることを知って

います。 13わたしにはあなたに書き

送る事柄が多くありますが，インクと

ペンで書く気にはなれません。 14む

しろ，わたしは間もなくあなたに会う

ことを望んでいます。そうすれば，わ

たしたちは面と向かって話せるでしょ

う。あなたに平安がありますように。

こちらの友人たちがあなたによろしく

と言っています。そちらの友人たちに

名ざしでよろしく。
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ユダの手紙

1イエス・キリストの召使い，またヤ
コブの兄弟であるユダから，父なる

神によって聖別されており，イエス・

キリストのために守られている，召さ

れた者たちへ。 2あわれみと平和と愛

があなた方に増し加えられますように

。 3愛する者たちよ，わたしたちの共

通の救いについてあなた方に書き送ろ

うと切望していましたが，かつて聖徒

たちに伝えられた信仰のために真剣に

戦うよう勧めるため，あなた方に書き

送る必要が生じました。 4というのは

，ひそかに忍び込んできたある者たち

，それも以下に述べるような裁きを受

けるとずっと前から書かれていた者た

ち，また不信心な者たち，わたしたち

の神の恵みをみだらな楽しみに変え，

わたしたちの唯一の主人，神，また主

であるイエス・キリストを否認してい

る者たちがいるからです。 5あなた方

がすでに知っていることですが，わた

しは次のことをあなた方に思い出させ

たいと思っています。それは，主が，

民をエジプトの地から救い出し，のち

に信じなかった者たちを滅ぼされたと

いうことです。 6また，自分たちの最

初の領分を守らずに，その住みかを捨

て去ったみ使いたちを，大いなる日の

裁きのために，永遠の鎖をもって闇の

もとに留め置いておられるということ

です。 (aïdios g126) 7それは，これらの者

と同じように淫行にふけり，異常な肉

欲を追い求めたソドムとゴモラ，また

その周辺の町々が，永遠の火の刑罰を

受けて，見せしめにされているのと同

様です。 (aiōnios g166) 8それなのに，あ

の夢を見ている者たちも同じように，

肉を汚し，権威をさげすみ，天にいる

者たちを中傷しています。 9しかし，

み使いのかしらミカエルは，悪魔と言

い争い，モーセの体について論じ合っ

ていた時，ののしって裁きをもたらす

ことはあえてせず，「主があなたをと

がめてくださるように！」と言いまし

た。 10しかし，これらの者たちは自

分が知ってもいない事柄について悪く

言います。彼らは，理性のない動物と

同じく生まれつき理解している事柄に

おいて，自分をだめにしています。 11

彼らは災いです！彼らはカインの道を

行き，報酬のためにバラムの迷いに突

き進み，コラの反抗によって滅びたか

らです。 12これらの者たちは，あな

た方と一緒に食事をするとはいえ，あ

なた方の親ぼくの食事における隠れた

岩礁であり，恐れもなく自らを養う羊

飼い，風に吹きまわされる水のない雲

，実を結ばずに二度死んで根こそぎに

された秋の木， 13自分の恥を泡立た

せる海の荒波，さまよう星であって，

彼らのためには闇の暗黒がいつまでも

用意されています。 (aiōn g165) 14これら

の者たちについては，アダムから七代

目のエノクも預言してこう言いました

。「見よ，主はご自分の幾万もの聖な

る者たちを率いて来られた。 15すべ

ての者に裁きを執行するため，そして

，すべての不信心な者を，彼らが不信

心な仕方で行なったあらゆる不信心な

業について，また不信心な罪人たちが

ご自分に対して語ったあらゆるひどい

言葉について，有罪を宣告するためだ

」。 16これらの者たちは，つぶやく

者また不平を言う者であり，自分の欲

望のままに歩んでおり（そして彼らの
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口は横柄な事柄を語ります），利益の

ために人にへつらって見せています。

17しかし，愛する者たちよ，あなた方

は，わたしたちの主イエス・キリスト

の使徒たちによって前もって語られて

いた言葉を思い出しなさい。 18彼ら

はあなた方にこう言いました。「終わ

りの時には，自分自身の不信心な欲望

のままに歩む，あざける者たちが現わ

れるだろう」。 19これらの者たちは

分裂を引き起こす者であり，肉欲的で

，霊を持っていません。 20しかし，

愛する者たちよ，あなた方は，自分の

極めて聖なる信仰の上に自らを築き上

げ，聖霊のうちにあって祈り続けなさ

い。 21永遠の命へと導くわたしたち

の主イエス・キリストのあわれみを待

ち望みつつ，神の愛のうちに自らを保

ちなさい。 (aiōnios g166) 22相違を作り出

す人たちを哀れみ， 23肉によって汚

された衣さえ憎みつつ，恐れをもって

彼らを火の中からつかみ出して救いな

さい。 24それでは，つまずきから彼

らを守り，あなた方を欠点のない者と

して大きな喜びのうちにご自分の栄光

のみ前に立たせることがおできになる

方， 25わたしたちの救い主なる神，

ただおひとり賢い方に，栄光と尊厳と

支配権と力が，今も，そして永久にあ

りますように。アーメン。 (aiōn g165)



私はまた、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために飾られた花嫁のように整えら

れて、神のみもとを出て、天から下って来るのを見た。そのとき私は、御座から出る

大きな声がこう言うのを聞いた。「見よ。神の幕屋が人とともにある。神は彼らとと

もに住み、彼らはその民となる。また、神ご自身が彼らとともにおられて、

ヨハネの黙示録 21:2-3
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100% free to copy and print. The original translation is unaltered and notes are added
to help your study. The notes show the location of eleven special Greek and Hebrew
Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for
all mankind, and the nature of afterlife destinies.

Who has the authority to interpret the Bible and examine the underlying Hebrew and
Greek words? That is a good question! We read in 1 John 2:27, “As for you, the
anointing which you received from him remains in you, and you do not need for anyone
to teach you. But as his anointing teaches you concerning all things, and is true, and is
no lie, and even as it taught you, you remain in him.” Every Christian is qualified to
interpret the Bible! Now that does not mean we will all agree. Each of us is still growing
in our understanding of the truth. However, it does mean that there is no infallible
human or tradition to answer all our questions. Instead the Holy Spirit helps each of us
to know the truth and grow closer to God and each other.

The Bible is a library with 66 books in the Protestant Canon. The best way to learn
God’s word is to read entire books. Read the book of Genesis. Read the book of
John. Read the entire Bible library. Topical studies and cross-referencing can be
good. However, the safest way to understand context and meaning is to read whole
Bible books. Chapter and verse numbers were added for convenience in the 16th
century, but unfortunately they can cause the Bible to seem like an encyclopedia. The
Aionian Bible is formatted with simple verse numbering, minimal notes, and no cross-
referencing in order to encourage the reading of Bible books.

Bible reading must also begin with prayer. Any Christian is qualified to interpret the
Bible with God’s help. However, this freedom is also a responsibility because without
the Holy Spirit we cannot interpret accurately. We read in 1 Corinthians 2:13-14, “And
we speak of these things, not with words taught by human wisdom, but with those
taught by the Spirit, comparing spiritual things with spiritual things. Now the natural
person does not receive the things of the Spirit of God, for they are foolishness to him,
and he cannot understand them, because they are spiritually discerned.” So we cannot
understand in our natural self, but we can with God’s help through prayer.

The Holy Spirit is the best writer and he uses literary devices such as introductions,
conclusions, paragraphs, and metaphors. He also writes various genres including
historical narrative, prose, and poetry. So Bible study must spiritually discern and
understand literature. Pray, read, observe, interpret, and apply. Finally, “Do your best to
present yourself approved by God, a worker who does not need to be ashamed,
properly handling the word of truth.” 2 Timothy 2:15. “God has granted to us his precious
and exceedingly great promises; that through these you may become partakers of the
divine nature, having escaped from the corruption that is in the world by lust. Yes,
and for this very cause adding on your part all diligence, in your faith supply moral
excellence; and in moral excellence, knowledge; and in knowledge, self-control; and in
self-control patience; and in patience godliness; and in godliness brotherly affection;
and in brotherly affection, love. For if these things are yours and abound, they make you
to be not idle nor unfruitful to the knowledge of our Lord Jesus Christ,” 2 Peter 1:4-8.



用語集
日本語 at AionianBible.org/Glossary

The Aionian Bible un-translates and instead transliterates eleven special words to help
us better understand the extent of God’s love for individuals and all mankind, and the
nature of afterlife destinies. The original translation is unaltered and a note is added to
64 Old Testament and 200 New Testament verses. Compare the meanings below to
the Strong's Concordance and Glossary definitions.

Abyssos g12
Greek: proper noun, place
Usage: 9 times in 3 books, 6 chapters, and 9 verses
Meaning:

Temporary prison for special fallen angels such as Apollyon, the Beast, and Satan.

aïdios g126
Greek: adjective
Usage: 2 times in Romans 1:20 and Jude 6
Meaning:

Lasting, enduring forever, eternal.

aiōn g165
Greek: noun
Usage: 127 times in 22 books, 75 chapters, and 102 verses
Meaning:

A lifetime or time period with a beginning and end, an era, an age, the completion
of which is beyond human perception, but known only to God the creator of the aiōns,
Hebrews 1:2. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Greek
usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

aiōnios g166
Greek: adjective
Usage: 71 times in 19 books, 44 chapters, and 69 verses
Meaning:

From start to finish, pertaining to the age, lifetime, entirety, complete, or even
consummate. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Koine
Greek usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

eleēsē g1653
Greek: verb, aorist tense, active voice, subjunctive mood, 3rd person singular
Usage: 1 time in this conjugation, Romans 11:32
Meaning:

To have pity on, to show mercy. Typically, the subjunctive mood indicates possiblity,
not certainty. However, a subjunctive in a purpose clause is a resulting action as certain
as the causal action. The subjunctive in a purpose clause functions as an indicative,
not an optative. Thus, the grand conclusion of grace theology in Romans 11:32 must be
clarified. God's mercy on all is not a possibility, but a certainty. See ntgreek.org.



Geenna g1067
Greek: proper noun, place
Usage: 12 times in 4 books, 7 chapters, and 12 verses
Meaning:

Valley of Hinnom, Jerusalem's trash dump, a place of ruin, destruction, and
judgment in this life, or the next, though not eternal to Jesus' audience.

Hadēs g86
Greek: proper noun, place
Usage: 11 times in 5 books, 9 chapters, and 11 verses
Meaning:

Synonomous with Sheol, though in New Testament usage Hades is the temporal
place of punishment for deceased unbelieving mankind, distinct from Paradise for
deceased believers.

Limnē Pyr g3041 g4442
Greek: proper noun, place
Usage: Phrase 5 times in the New Testament
Meaning:

Lake of Fire, final punishment for those not named in the Book of Life, prepared for
the Devil and his angels, Matthew 25:41.

Sheol h7585
Hebrew: proper noun, place
Usage: 66 times in 17 books, 50 chapters, and 64 verses
Meaning:

The grave or temporal afterlife world of both the righteous and unrighteous,
believing and unbelieving, until the general resurrection.

Tartaroō g5020
Greek: proper noun, place
Usage: 1 time in 2 Peter 2:4
Meaning:

Temporary prison for particular fallen angels awaiting final judgment.
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Glossary references are below. Strong's Hebrew and Greek number notes are added to
64 Old Testament and 200 New Testament verses. Questioned verse translations do
not contain Aionian Glossary words and may wrongly imply eternal or Hell. * The note
placement is skipped or adjusted for verses with non-standard numbering.
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運命
日本語 at AionianBible.org/Destiny

The Aionian Bible shows the location of eleven special Greek and Hebrew Aionian
Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for all
mankind, and the nature of after-life destinies. The underlying Hebrew and Greek
words typically translated as Hell show us that there are not just two after-life destinies,
Heaven or Hell. Instead, there are a number of different locations, each with different
purposes, different durations, and different inhabitants. Locations include 1) Old
Testament Sheol and New Testament Hadēs, 2) Geenna, 3) Tartaroō, 4) Abyssos, 5)
Limnē Pyr, 6) Paradise, 7) The New Heaven, and 8) The New Earth. So there is reason
to review our conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The key observation is that fallen angels will be present at the final judgment, 2 Peter
2:4 and Jude 6. Traditionally, we understand the separation of the Sheep and the
Goats at the final judgment to divide believing from unbelieving mankind, Matthew
25:31-46 and Revelation 20:11-15. However, the presence of fallen angels alternatively
suggests that Jesus is separating redeemed mankind from the fallen angels. We do
know that Jesus is the helper of mankind and not the helper of the Devil, Hebrews 2.
We also know that Jesus has atoned for the sins of all mankind, both believer and
unbeliever alike, 1 John 2:1-2. Deceased believers are rewarded in Paradise, Luke
23:43, while unbelievers are punished in Hades as the story of Lazarus makes plain,
Luke 16:19-31. Yet less commonly known, the punishment of this selfish man and all
unbelievers is before the final judgment, is temporal, and is punctuated when Hades is
evacuated, Revelation 20:13. So is there hope beyond Hades for unbelieving mankind?
Jesus promised, “the gates of Hades will not prevail,” Matthew 16:18. Paul asks,
“Hades where is your victory?” 1 Corinthians 15:55. John wrote, “Hades gives up,”
Revelation 20:13.

Jesus comforts us saying, “Do not be afraid,” because he holds the keys to unlock
death and Hades, Revelation 1:18. Yet too often our Good News sounds like a warning
to “be afraid” because Jesus holds the keys to lock Hades! Wow, we have it backwards!
Hades will be evacuated! And to guarrantee hope, once emptied, Hades is thrown into
the Lake of Fire, never needed again, Revelation 20:14.

Finally, we read that anyone whose name is not written in the Book of Life is thrown
into the Lake of Fire, the second death, with no exit ever mentioned or promised,
Revelation 21:1-8. So are those evacuated from Hades then, “out of the frying pan, into
the fire?” Certainly, the Lake of Fire is the destiny of the Goats. But, do not be afraid.
Instead, read the Bible's explicit mention of the purpose of the Lake of Fire and the
identity of the Goats, “Then he will say also to those on the left hand, ‘Depart from me,
you cursed, into the consummate fire which is prepared for... the devil and his angels,’”
Matthew 25:41. Bad news for the Devil. Good news for all mankind!

Faith is not a pen to write your own name in the Book of Life. Instead, faith is the
glasses to see that the love of Christ for all mankind has already written our names in
Heaven. “If the first fruit is holy, so is the lump,” Romans 11:16. Though unbelievers will
suffer regrettable punishment in Hades, redeemed mankind will never enter the Lake of
Fire, prepared for the devil and his angels. And as God promised, all mankind will
worship Christ together forever, Philippians 2:9-11.
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